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表記法
表 2

字体 説明 例

『マニュアル』 マニュアル名または書籍名 詳細は、 『HP OpenView Storage Data 
Protector インテグレーシ ョ ン ガイ ド』 を

参照して ください。

Italic コマンドの入力時に指定する必要
がある変数

プロンプ トで、 次のよ うに入力します。
rlogin your_name

このと き、 your_name にはログイン名を指

定します。

Bold、 ゴシック体 用語 Data Protector Cell Manager は ...

入力 ユーザーが入力する必要があるテ
キス ト

プロンプ トで、 次のよ うに入力します。
ls -l

コンピュータ文字 コンピュータディ スプレイの項目 次のシステムメ ッセージが表示されます。

Are you sure you want to remove 
current group?

コマンド名 grep コマンドを使用して、 ...

ファ イル名とディ レク ト リ名 /usr/bin/X11

プロセス名 Data Protector Inet が実行中かど うか

チェッ ク します。

ウ ィ ンド ウ / ダイアログボッ クス名 [バックアップ オプション ] ダイアログ 
ボッ クスで ...

マン ページ名 詳細は、 omnibのマン ページを参照して く

ださい。

強調 強調表示 次の手順に従う必要があ り ます。

キーキャップ キーボードのキー Return を押します。 

[ボタン ] ユーザーインタフェースのボタン [OK] をク リ ッ ク します。

[適用 ] ボタンをク リ ッ ク します。
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Data Protector では、 ク ロスプラ ッ ト フォーム (Windows と UNIX) のグラフ ィカル ユーザー  
インタフェースを提供します。 Data Protector のグラフ ィカル ユーザー インタフェースについ

ては、 オンラインヘルプを参照して ください。

図 1 Data Protector グラフ ィ カル ユーザー インタフ ェース
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当社へのお問い合わせについて

概要

Data Protector の概要については、 以下の Web サイ トでご覧いただけます。

http://www.hp.com/go/dataprotector ( 英語版 )
http://h50146.www5.hp.com/products/storage/software/dataprotector/index.html ( 日本語版 )

テクニカル サポート

テクニカル サポート情報については、 HP エレク ト ロニッ ク  サポート  センタの下記の Web サイ

ト をご覧ください。

http://www.itrc.hp.com

Data Protector の 新のパッチ情報については、 以下をご覧ください。

http://www.itrc.hp.com

当社では他社製のハード ウェアおよびソフ ト ウェアのサポートは行っており ません。 他社製製品
のサポートは各ベンダーにお問い合わせください。

ドキュ メン トに関するご意見

ドキュ メ ン トに関するお客様のご意見を基に、 お客様のご要望を理解し、 ご要望に沿ったドキュ
メン トの開発に努めていきたいと思っており ます。 ドキュ メン トに関するご意見は、 当社の以下
のドキュ メン ト専用サイ トへお送り ください。

storagedocs.feedback@hp.com

ト レーニング情報

HP OpenView に関して現在可能な ト レーニングの情報については、 下記の HP OpenView の

Web サイ ト をご覧ください。

http://www.openview.hp.com/training/ ( 米国 )
http://www.hp.com/jp/education ( 日本 )

上記のサイ トに リ ンクする と、 ト レーニング ク ラスのスケジュールや、 カスタマ サイ トでの ト

レーニング、 ク ラス登録などに関する情報をご覧いただけます。

http://www.hp.com/go/dataprotector
http://h50146.www5.hp.com/products/storage/software/dataprotector/index.html
http://www.itrc.hp.com
http://www.itrc.hp.com
mailto:storagedocs.feedback@hp.com
http://www.openview.hp.com/training/
http://www.hp.com/jp/education
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Data Protector のドキュ メン ト

Data Protector のドキュ メン トは、 マニュアルとオンライン  ヘルプの形式で提供されます。

マニュアル

Data Protector のマニュアルは印刷形式と PDF 形式で提供されます。 PDF ファ イルは Data 
Protector のセッ ト アップ時に Windows の場合は User Interface コンポーネン ト を、 UNIX
の場合は OB2-DOCS コンポーネン ト を選択してインス トールします。 PDF ファ イルをインス

トールする と、 マニュアルは Windows では <Data_Protector_home>¥docsディ レク ト リ 、

UNIX では、 /opt/omni/doc/ja ( 日本語版 )、 /opt/omni/doc/C/ ( 英語版 ) ディレク ト リに保

存されます。 また以下の URL でも PDF 形式のマニュアルを入手できます。

http://www.hp.com/support/manuals ( 英語版 )
http://www.hp.com/jp/manual/ ( 日本語版 )

『HP OpenView Storage Data Protector コンセプ ト  ガイド 』

このマニュアルでは、 Data Protector のコンセプ ト を解説する と と もに、 Data Protector の動作

原理を詳細に説明しています。 手順を中心に説明しているオンライン ヘルプとあわせてお読み

ください。

『HP OpenView Storage Data Protector インストールおよびライセンス ガイド 』

このマニュアルでは、 お使いの環境のオペレーティング システムとアーキテクチャを考慮した

上での Data Protector ソフ ト ウェアのインス トール方法を説明しています。 また、 Data 
Protector のアップグレード方法や、 環境に適したライセンスの取得方法についても説明してい

ます。

『HP OpenView Storage Data Protector ト ラブルシューテ ィ ング ガイド 』

このマニュアルでは、 Data Protector の使用中に起こ り う る問題に対する ト ラブルシューティン

グの方法について説明します。

『HP OpenView Storage Data Protector 障害復旧 ガイド』

このマニュアルでは、 障害復旧の計画、 準備、 テス ト、 および実行方法について説明します。

『HP OpenView Storage Data Protector インテグレーシ ョ ン ガイ ド』

このマニュアルでは、 さまざまなデータベースやアプリ ケーシ ョ ンをバッ クアップおよび復元す
るための Data Protector の構成方法や使用方法を説明しています。 このマニュアルは、 バッ ク

アップ管理者やオペレータを対象と しています。 このマニュアルには以下の 4 種類のバージ ョ ン

が提供されています。

http://www.hp.com/support/manuals
http://www.hp.com/support/manuals
http://www.hp.com/jp/manual/
http://www.hp.com/jp/manual/
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• 『HP OpenView Storage Data Protector インテグレーシ ョ ン ガイ ド  - Microsoft アプ リ ケー

シ ョ ン : SQL Server、 Exchange Server、 Exchange Server、 Volume Shadow Copy 
Service』

このマニュアルでは、 Microsoft アプ リ ケーシ ョ ン (Microsoft Exchange Server 2000/2003、
Microsoft SQL Server 7/2000/2005、 および Volume Shadow Copy Service) に対応する

Data Protector の統合ソフ ト ウェアついて説明します。

• 『HP OpenView Storage Data Protector インテグレーシ ョ ン ガイ ド  - Oracle、 SAP』

このマニュアルでは、 Oracle、 SAP R3、 SAP DB に対応する Data Protector の統合ソフ ト

ウェアについて説明します。

• 『HP OpenView Storage Data Protector Integration Guide for IBM Applications: Informix, 
DB2, and Lotus Notes/Domino』

このマニュアルでは、 IBM のアプリ ケーシ ョ ン (Informix Server、 IBM DB2、 および

Lotus Notes/Domino Server) に対応する Data Protector の統合ソフ ト ウェアについて説明

します。

• 『HP OpenView Storage Data Protector Integration Guide for Sybase, Network Node 
Manager, and Network Data Management Protocol』

このマニュアルでは、 Sybase、 Network Node Manager、 Network Data Management 
Protocol および VMware に対応する Data Protector の統合ソフ ト ウェアについて説明しま

す。

『HP OpenView Storage Data Protector Integration Guide for HP OpenView』

このマニュアルでは、 HP OpenView Service Information Portal および HP OpenView 
Reporter に対応する Data Protector 統合ソフ ト ウェアのインス トール、 構成、 使用方法につい

て説明します。 このマニュアルは、 バッ クアップ管理者を対象と しています。 OpenView アプリ

ケーシ ョ ンを使用して Data Protector のサービス管理を行う方法を説明します。

『HP OpenView Storage Data Protector Integration Guide for HP OpenView 
Operations for UNIX』

このマニュアルでは、 UNIX 版の HP OpenView Operations (OVO)、 HP OpenView Service 
Navigator、 および HP OpenView Performance (OVP) を使用して Data Protector 環境の健全性

と性能を監視および管理する方法について説明します。

『HP OpenView Storage Data Protector Integration Guide for HP OpenView 
Operations for Windows』
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このマニュアルでは、 Windows 版の HP OpenView Operations (OVO)、 HP OpenView Service 
Navigator、 および HP OpenView Performance (OVP) を使用して Data Protector 環境の健全性

と性能を監視および管理する方法について説明します。

マニュアルには、 以下の 2 つのバージ ョ ンがあ り ます。

• OVO 7.1x、 7.2x 用

• OVO 7.5 用

『HP OpenView Storage Data Protector ゼロ ダウンタイム バックアップ コンセプ ト  ガイ

ド』

このマニュアルでは、 Data Protector ゼロ  ダウンタイム バッ クアップと インスタン ト  リ カバリ

のコンセプ トについて解説する と と もに、 ゼロ  ダウンタイム バッ クアップ環境における Data 
Protector の動作原理を詳細に説明します。 手順を中心に説明している 『HP OpenView Storage 
Data Protector Zero Downtime Backup Administrator’s Guide』 および 『HP OpenView 
Storage Data Protector Zero Downtime Backup Integration Guide』 とあわせてお読みくださ

い。

『HP OpenView Storage Data Protector Zero Downtime Backup Administrator’s 
Guide』

このマニュアルでは、 HP StorageWorks Virtual Array、 HP StorageWorks Enterprise Virtual 
Array、 EMC Symmetrix Remote Data Facility および TimeFinder、 HP StorageWorks Disk 
Array XP に対応する Data Protector 統合ソフ ト ウェアのインス トール、 構成、 使用方法につい

て説明します。 このマニュアルは、 バッ クアップ管理者やオペレータを対象と しています。 ファ
イルシステムやディ スク  イ メージのゼロ  ダウンタイム バッ クアップ、 インスタン ト  リ カバリお

よび復元についても説明します。

『HP OpenView Storage Data Protector Zero Downtime Backup Integration Guide』

このマニュアルでは、 Oracle、 SAP R/3、 Microsoft Exchange Server 2000/2003、 および

Microsoft SQL Server 2000 データベースのゼロ  ダウンタイム バッ クアップ、 インスタン ト  リ
カバリ、 および標準復元を行うための、 Data Protector の構成方法および使用法について説明し

ます。 また、 Microsoft Volume Shadow Copy Service を使用してバッ クアップおよび復元を行

うための、 Data Protector の構成方法および使用法についても説明します。

『HP OpenView Storage Data Protector MPE/iX System User Guide』

このマニュアルでは、 MPE/iX ク ラ イアン トの構成方法と MPE/iX データのバッ クアップおよび

復元方法を説明します。

『HP OpenView Storage Data Protector Media Operations User's Guide』
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このマニュアルでは、 オフラインのス ト レージ メディアの追跡方法と管理方法を説明します。

このマニュアルは、 システムの保守とバッ クアップを担当するネッ ト ワーク管理者を対象と して
います。 アプリ ケーシ ョ ンのインス トールと構成、 日常のメディア操作、 およびレポート作成の
タスクについて説明します。

『HP OpenView Storage Data Protector Product Announcements ソフ トウェア ノート  
および リファレンス』

このマニュアルでは、 HP OpenView Storage Data Protector A.06.00 の新機能を説明していま

す。 また、 サポート される構成 ( デバイス、 プラ ッ ト フォーム、 オンライン  データベースの統

合、 SAN、 ZDB)、 必要なパッチ、 制限事項、 既知の問題と対応策についても説明しています。

サポート される構成の 新情報については以下の URL を参照して ください。

http://www.hp.com/support/manuals ( 英語 )

この他に 4 冊の 『Product Announcements ソフ ト ウェア ノート  およびリ ファレンス』 があ り、

以下の内容を説明しています。 

• OVO UNIX の統合

• OVO 7.1x/7.2x Windows の統合

• OVO 7.5 Windows の統合

• Media Operations

オンライン ヘルプ

Data Protector は Windows および UNIX の各プラ ッ ト フォーム用にオンライン ヘルプ ( コンテ

キス ト依存ヘルプ ([F1] キー ) および [ ヘルプ ] ト ピッ ク ) を備えています。

http://www.hp.com/support/manuals
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ドキュ メン トマップ

略称

以下の表は、 ドキュ メン トマップに使用されている略称の説明です。 マニュアルのタイ トルに
は、 すべて先頭に 「HP OpenView Storage Data Protector」 が付きます。

略称 マニュアル

CLI Command Line Interface Reference Guide

Concepts コンセプ ト  ガイ ド

DR 障害復旧 ガイ ド

GS スタート アップ ガイ ド

Help オンライン ヘルプ

IG-IBM Integration Guide—IBM Applications

IG-MS インテグレーシ ョ ン ガイ ド —Microsoft アプ リ ケーシ ョ

ン

IG-O/S インテグレーシ ョ ン ガイ ド —Oracle、 SAP R/3、 
SAP DB/MaxDB

IG-OV Integration Guide—HP OpenView Service 
Information Portal/OpenView Reporter

IG-OVOU Integration Guide—HP OpenView Operations, UNIX

IG-OVOW Integration Guide—HP OpenView Operations 7.1x, 
7.2x, Windows

IG-OVOW Integration Guide—HP OpenView Operations 7.5, 
Windows

IG-Var Integration Guide—Sybase, Network Node Manager, 
NDMP and VMware

Install インス トールおよびライセンス  ガイ ド

MO GS Media Operations Getting Started Guide
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マップ

以下の表は、 各種情報がどのドキュ メン トに記載されているかを示したものです。 黒く塗りつぶ
されたセルのドキュ メン ト を 初に参照してください。

MO RN Media Operations Product Announcements, Software 
Notes, and References

MO UG Media Operations User Guide

MPE/iX MPE/iX System User Guide

PA Product Announcements ソフ ト ウェア ノー ト  および 
リ ファレンス

Trouble ト ラブルシューティング ガイ ド

ZDB Admin ZDB Administrator's Guide

ZDB Concpt ゼロ  ダウンタイム バッ クアップ コンセプ ト  ガイ ド

ZDB IG ZDB Integration Guide
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バッ クアップ X X X X X X X X X X X
CLI X

コンセプ ト / テクニッ ク X X X X X X X X X X X X X

障害復旧 X X X

インス トール /
アップグレード

X X X X X X X X X X

インスタン ト  リ カバリ X X X X X

ラ イセンス X X X X

制限事項 X X X X X X X X X X

新機能 X X X

計画方針 X X X X

略称 マニュアル
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統合

以下の統合に関する詳細については、 該当するマニュアルを参照して ください。

手順 / タスク X X X X X X X X X X X X X X

推奨事項 X X X X

必要条件 X X X X X X X X X X

復元 X X X X X X X X X X

サポート  マ ト リ クス X

サポート される構成 X

ト ラブルシューティング X X X X X X X X X X

統合ソフ トウェア マニュアル

HP OpenView Operations (OVO) IG-OVOU、
IG-OVOW

HP OpenView Reporter (OVR) IG-OV

HP OpenView Reporter Light IG-OVOW

HP OpenView Service Information Portal 
(OVSIP)

IG-OV

HP StorageWorks Disk Array XP すべての ZDB

HP StorageWorks Enterprise Virtual Array 
(EVA)

すべての ZDB

HP StorageWorks Virtual Array (VA) すべての ZDB

IBM DB2 UDB IG-IBM

Informix IG-IBM

Lotus Notes/Domino IG-IBM

Media Operations MO User

MPE/iX System MPE/iX

Microsoft Exchange Servers IG-MS、 ZDB IG
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Microsoft Exchange Single Mailbox IG-MS

Microsoft SQL Servers IG-MS、 ZDB IG

Microsoft Volume Shadow Copy Service (VSS) IG-MS、 ZDB IG

NDMP Server IG-Var

Network Node Manager (NNM) IG-Var

Oracle IG-O/S

Oracle ZDB ZDB IG

SAP DB IG-O/S

SAP R/3 IG-O/S、 ZDB IG

Sybase IG-Var

Symmetrix (EMC) すべての ZDB

VMware IG-Var

統合ソフ トウェア マニュアル



xxv

このマニュアルについて
『HP OpenView Storage Data Protector インス トールおよびライセンス  ガイ ド』 は、 Data 
Protector ネッ ト ワーク製品のインス トール、 インス トール手順の開始前の前提条件、 アップグ

レード方法およびライセンシングについて説明したものです。

対象読者

このマニュアルは、 システムのインス トールおよび保守を担当する管理者と、 バッ クアップ環境
の計画、 インス トール、 および管理を担当するバッ クアップ管理者を対象にしています。

Data Protector の概念については、 『HP OpenView Storage Data Protector コンセプ ト  ガイ ド』

で説明しています。 このマニュアルに目を通し、 Data Protector の基礎知識と基準について十分

に理解を深めていただく こ とをお勧めします。
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この章の構成

このマニュアルは、 以下の章で構成されています。

第 1 章 1 ページの 「インス トール手順の概要」

第 2 章 17 ページの 「ネッ ト ワークへの Data Protector のインス トール」 

第 3 章 183 ページの 「インス トールの保守」

第 4 章 231 ページの 「Data Protector A.06.00 へのアップグレード」

第 5 章 293 ページの 「Data Protector のライセンス」

第 6 章 319 ページの 「インス トールの ト ラブルシューティング」

付録 A A-1 ページの 「付録 A」

付録 B B-1 ページの 「付録 B」

付録 C C-1 ページの 「付録 C」

用語集 このマニュアルで使用する用語の定義



第 1 章 1

1 インス トール手順の概要



インストール手順の概要

この章の内容

第 1 章2

この章の内容

この章では、 Data Protector のインス トール手順の概要と インス トールの概念について説明しま

す。 また、 Data Protector Cell Manager と Data Protector ユーザー インタフェースの概要も示しま

す。
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インストール手順の概要

Data Protector バッ クアップ環境は、 同じタイムゾーンに所属し同じ LAN/SAN 上に存在する、 共

通のバッ クアップ方針が適用される複数のシステムで構成されます。 このネッ ト ワーク環境を  
Data Protector セルと呼びます。 典型的なセルは、 Cell Manager、 インス トール サーバ、 ク ラ イア

ン ト、 およびバッ クアップ デバイスで構成されます。

Cell Manager とは、 セルを集中的に制御する メ イン  システムです。 このシステムでは、 Data 
Protector 内部データベース  (IDB) が保持され、 Data Protector のコア ソフ ト ウェアおよび Session 
Manager が実行されます。

IDB には、 バッ クアップしたファ イルに関する情報とセルの構成に関する情報が記録されます。

インス トール サーバ (IS) とは、 ク ラ イアン トの リモート  インス トールに必要な Data Protector ソ

フ ト ウェア レポジ ト リ を保持するコンピュータまたは Cell Manager コンポーネン トです。 Data 
Protector のこの機能を使用する と、 ソフ ト ウェアのインス トール ( 特にリモート  ク ラ イアン トの

インス トール ) が非常に容易になり ます。

セルは、 1 つの Cell Manager と通常多数のク ライアン トで構成されます。 コンピュータ  システム

に Data Protector ソフ ト ウェア コンポーネン トのいずれかをインス トールすれば、 そのシステム

は Data Protector クライアン ト と して機能するよ うにな り ます。 各システムにどのク ライアン ト  
コンポーネン ト をインス トールするかは、 バッ クアップ環境内でそのシステムに与える役割に
よって異なり ます。 Data Protector コンポーネン トは、 1 つのシステムにローカル インス トールす

るこ と も、 多数のシステムにインス トール サーバから配布するこ と も可能です。

Data Protector 機能にアクセスするにはユーザー インタフェース コンポーネン トが必要であ り、

すべての構成作業と管理作業はこのユーザー インタフェースを介して行います。 ユーザー イン

タフェース  コンポーネン トは、 バッ クアップ管理に使用するすべてのシステムにインス トール

して ください。 Data Protector は、 グラフ ィカル ユーザー インタフェース  (GUI) と コマンド行イ

ンタフェース  (CLI)

バッ クアップが必要なディ スクを含むク ライアン ト  システムには、 Data Protector Disk Agent コン

ポーネン ト をインス トールする必要があ り ます。 Disk Agent は、 ク ライアン ト  ディ スク上のデー

タをバッ クアップおよび復元するのに必要なコンポーネン トです。

バッ クアップ デバイスが接続されているク ライアン ト  システムには、 Media Agent コンポーネン

ト をインス トールする必要があ り ます。 このコンポーネン トは、 バッ クアップ デバイスおよび

バッ クアップ メディアを管理します。 Data Protector Media Agent には、 General Media Agent と

NDMP Media Agent の 2 種類があ り ます。 NDMP Media Agent は、 NDMP サーバのバッ クアップ
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を制御するク ライアン ト  システム (NDMP 専用ド ライブを制御するク ライアン ト  システム ) での

み必要です。 これ以外のシステムの場合は、 2 種類の Media Agent のうち、 どちらを使用しても

構いません。

Data Protector をネッ ト ワークにインス トールする前に、 以下の項目を決定しておく必要があ り ま

す。

✓ どのシステムに Cell Manager をインス トールするか。 サポート対象のオペレーティング シス

テムとそのバージ ョ ンについては、 『HP OpenView Storage Data Protector Product 
Announcements ソフ ト ウェア ノー ト  および リ ファレンス』 を参照して ください。

1 つのセル内で Cell Manager と して機能できるコンピュータは 1 つだけです。 Cell Manager を
インス トールしなければ、 Data Protector は実行できません。

✓ どのシステムからユーザー インタフェースを使用して Data Protector の機能を使用するか。 こ

れらのシステムには、 ユーザー インタフェースをインス トールする必要があ り ます。

✓ どのシステムをバッ クアップするか。 これらのシステムには、 ファ イルシステムをバッ ク

アップするための Disk Agent コンポーネン ト をインス トールする必要があ り ます。 オンライ

ン データベース用統合ソフ ト ウェアを利用する場合は、 それぞれのアプ リ ケーシ ョ ンに対応

した Application Agent コンポーネン ト をインス トールする必要があ り ます。

✓ どのシステムにバッ クアップ デバイスを接続するか。 これらのシステムには、 Media Agent
コンポーネン ト をインス トールする必要があ り ます。 

✓ どのシステムに Data Protector のインス トール サーバをインス トールするか。 ソフ ト ウェアの

リモート  インス トールに使用するインス トール サーバ (IS) には、 UNIX ク ラ イアン ト用と

Windows ク ラ イアン ト用の 2 種類があ り ます。 プラ ッ ト フォームに合わせてインス トールし

て ください。

インス トール サーバと して使用するコンピュータは、 Cell Manager やユーザー インタフェー

スがインス トールされているシステムとは無関係に選択できます。 Cell Manager と インス

トール サーバを同一システム上にインス トールするこ と も  ( 両方が同じプラ ッ ト フォーム用

の場合 )、 異なるシステム上にインス トールするこ と も可能です。

1 つのインス トール サーバを複数の Data Protector セル間で共有するこ と もできます。

注記 Windows 用インス トール サーバは、 Windows システム上にインス トールする必要

があ り ます。 UNIX 用インス トール サーバは、 HP-UX、 Solaris、 または Linux シ

ステム上にインス トールする必要があ り ます。 サポート対象のオペレーティング  
システムのバージ ョ ンについては、 『HP OpenView Storage Data Protector Product 
Announcements ソフ ト ウェア ノー ト  および リ ファレンス』 を参照して ください。
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重要 Solaris システムに Data Protector Cell Manager、 インス トール サーバまたはク ライ

アン ト をインス トールする と きは、 /usr/omniディ レク ト リのすべてのファイル

を別のディ レク ト リに保存して ください。 これは、 Data Protector のインス トール

時には、 /usr/omniディ レク ト リのすべてのファイルが削除されるからです。

Data Protector セル内における各システムの役割を決定したら、 インス トール作業を行います。 一

般的な手順は以下のとおりです。

1. インス トールの前提条件が満たされているこ とをチェッ ク します。

2. Data Protector Cell Manager をインス トールします。

3. インス トール サーバおよびユーザー インターフェースをインス トールします。

4. ク ラ イアン ト  システムを リモートにインス トールするか ( 推奨 )、または DVD-ROM からロー

カルにインス トールします。

注記 インス トール サーバをすでにインス トールしてある Windows システムには、 Data 
Protector ク ラ イアン ト を リモートでインス トールするこ とはできません。 同一シ

ステム上にインス トール サーバと ク ラ イアン ト  コンポーネン ト をインス トールす

る場合は、 Data Protector の Windows 用インス トール DVD-ROM を使用して、 ク ラ

イアン ト をローカル インス トールする必要があ り ます。 この場合は、 [Component 
Selection] ウ ィンド ウで、 必要なク ライアン ト  コンポーネン ト と インス トール 
サーバ コンポーネン ト を選択して ください。



インストール手順の概要

インストール手順の概要

第 1 章6

また、 Windows Me/XP Home Edition、 MPE、 Novell NetWare の各ク ライアン ト  シ
ステムについても、 リモート  インス トールを行えません。 この場合もローカル イ
ンス トールが必要です。

図 1-1 Data Protector セル

インストールの概念

Data Protector Cell Manager、 ユーザー インタフェース、 およびインス トール サーバ (UNIX または

Windows の各プラ ッ ト フォーム別に 低 1 つ必要 ) をインス トールしたら、 リモート  インス トー

ルをサポートするオペレーティング システム上で実行されているク ライアン トに、 Data Protector
ソフ ト ウェアを配布できるよ うにな り ます。 詳細は 8 ページの図 1-2 を参照して ください。
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リ モート  インス トールを実行する と きは、 必ず GUI を使用してインス トール サーバにアクセス

します。 通常ユーザー インタフェース  コンポーネン トは、 Cell Manager 上にインス トールされて

います ( ただし、 このインス トールは必須ではあ り ません )。 一般的には、 ユーザー インタ

フェースは、 さまざまな場所から Cell Manager にアクセスできるよ うに、 複数のコンピュータに

インス トールします。

Windows Me/XP HE 以外の Windows システムには、 Windows 用のインス トール サーバから ク ラ

イアン ト  ソフ ト ウェアを配布できます。 

Windows Me/XP HE ク ラ イアン ト  システムは、 Data Protector の Windows 用インス トール

DVD-ROM からローカルにインス トールする必要があ り ます。

Data Protector は Novell NetWare ク ライアン ト もサポート していますが、 ク ラ イアン ト を リモート  
インス トールするこ とはできません。 インス トールは、 Novell ネッ ト ワークに接続されている

Windows システムから実行して ください。

UNIX 用のインス トール サーバ ( サポート対象のプラ ッ ト フォームの一覧は、 『HP OpenView 
Storage Data Protector Product Announcements ソフ ト ウェア ノート  および リ ファレンス』 を参照 ) 
からは、 HP-UX、 Solaris、 Sinix、 Linux、 AIX、 およびその他のサポート対象 UNIX オペレーティ

ング システム上に、 ク ラ イアン ト  ソフ ト ウェアを リモートでインス トールできます。

インス トール先のシステムがリモート  インス トールをサポート していない UNIX オペレーティ

ング システムである場合や、 UNIX 用のインス トール サーバをインス トールしていない場合は、

Data Protector の UNIX 用インス トール DVD-ROM を使用して、 UNIX ク ラ イアン ト をローカルに

インス トールできます。 

ただし、 一部の OS 環境については、 リモート  インス トールしか実行できない場合があ り ます。

さまざまな Data Protector ク ラ イアン トのそれぞれのインス トール方法の詳細は、 46 ページの

「Data Protector ク ラ イアン トのインス トール」 を参照して ください。
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UNIX ク ラ イアン トのローカル インス トールの手順は、 119 ページの 「UNIX ク ラ イアン トの

ローカル インス トール」 を参照して ください。

図 1-2 Data Protector インス トールの概念

Data Protector のインストール DVD-ROM

Data Protector は、 さまざまなプロセッサ アーキテクチャ上でさまざまなオペレーティング シス

テムをサポート します。 これらのプラ ッ ト フォームのすべてに対応するには、 2 種類の

DVD-ROM を用意する必要があ り ます。 それぞれの DVD-ROM に収録されているコンポーネン

トの詳細は、 9 ページの 「Data Protector の DVD-ROM の一覧」 を参照して ください。
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注記 Data Protector は DVD-ROM からインス トールするこ とをお勧めします。

DVD-ROM の代わりに CD-ROM を使用する場合は、 「付録 C」 （C-1 ページ） を参

照して ください。 参照先には、 インス トール手順の違いと、 CD-ROM の一覧が示

されています。

表 1-1 Data Protector の DVD-ROM の一覧

DVD
番号

 DVD-ROM のタイ トル  内容

1 Data Protector Starter Pack for 
Windows

オープンファ イル ・ バッ ク

アップ使用権、 メデイア操作、 
および Netware、 MPE、
OpenVMS ク ラ イアン ト用

エージェン ト を含みます。 

• Windows 32 ビッ ト /64 ビッ ト  (AMD64/Intel EM64T) シ
ステム上の Windows 用 Cell Manager と インス トール 
サーバ

• AutoPassa

• PDF 形式のマニュアル ( 英語版 ： DOCSディ レク ト リ 、

日本語版 ： DOCS/JPNディ レク ト リ )

• Windows IA64 ク ラ イアン ト

• Novell NetWare ク ラ イアン ト

• OpenVMS ク ラ イアン ト  (Alpha システムと IA64 システ

ム )

• MPE ク ラ イアン ト

• オープンファイル マネージャ  インス トール パッケー

ジ

• Windows プラ ッ ト フォーム用の製品デモ

• 製品情報

• メディア操作のインス トール パッケージ
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2 Data Protector Starter Pack for 
HP-UX, Solaris, and Linux

HP-UX、 Solaris、 および Linux
ク ラ イアン ト用エージェン ト

を含みます。

• HP-UX (PA-RISC、 IA64)、 Solaris、 および Linux 用の

Cell Manager と インス トール サーバ

• その他の UNIX システムのク ライアン ト

• AutoPassb

• PDF 形式のマニュアル ( 英語版 ： DOCSディ レク ト リ 、

日本語版 ： DOCS/JPNディ レク ト リ )

• OpenView 統合ソフ ト ウェア  パッケージ

a. Windows x64 オペレーティング システム上では AutoPass は使用できませ

ん。
b. Linux 上では AutoPass は使用できません。

表 1-1 Data Protector の DVD-ROM の一覧 ( 続き )

DVD
番号

 DVD-ROM のタイ トル  内容
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Cell Manager システムの選択

Cell Manager は、 Data Protector セルのメ イン システムとな り ます。 Cell Manager には以下の機能

があ り ます。

• セルを集中管理します。

• IDB ( バッ クアップ セッシ ョ ン、 復元セッシ ョ ン、 およびメディア管理セッシ ョ ンに関する

情報を格納するファ イル ) を維持します。

• Data Protector のコア ソフ ト ウェアを実行します。

• Session Manager を実行します。 Session Manager は、 バッ クアップ セッシ ョ ンおよび復元セッ

シ ョ ンの開始と停止を制御し、 セッシ ョ ン情報を IDB に書き込みます。

お使いの環境のどのシステムを Cell Manager と して使用するかを決定する際には、 以下の点に留

意してください。

✓ サポート対象プラ ッ ト フォーム

Cell Manager は、 Windows、 HP-UX、 または Solaris の各プラ ッ ト フォーム上にインス トール

できます。 サポート対象のプラ ッ ト フォームのバージ ョ ンと リ リースの詳細は、 『HP 
OpenView Storage Data Protector Product Announcements ソフ ト ウェア ノー ト  および リ ファレ

ンス』 を参照して ください。 

✓ Cell Manager システムの信頼性

Cell Manager 上では IDB が保持されており、 Cell Manager が停止する とバッ クアップや復元

を実行できな くなるため、 お使いの環境で特に信頼性の高いシステムを選択して ください。 

✓ データベースのサイズ増加と必要なディ スク  スペース

Cell Manager には、 Data Protector の内部データベース  (IDB) が格納されています。 IDB には、

バッ クアップされたデータ とそのメディア、 セッシ ョ ン  メ ッセージ、 およびデバイスに関す

る情報が含まれています。 IDB のサイズは、 環境によって、 非常に大き くなるこ とがあ り ま

す。 たとえば、 バッ クアップの大半がファイルシステムのバッ クアップである場合、 IDB の

概算サイズは、 通常、 バッ クアップされるデータが占有しているディ スク  スペースの 2％で

す。 IDB のサイズを算出する際には、 Data Protector のインス トール メディアに収録されてい

る IDB_capacity_planning.xlsの表を使用できます。

データベース  サイズの見積も り とサイズ増加の管理については、 オンライン  ヘルプの索引

キーワード 「IDB のサイズ増加とパフォーマンス」 で表示される内容を参照してください。
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IDB に必要なディ スク  スペースの詳細は、 『 HP OpenView Storage Data Protector Product 
Announcements ソフ ト ウェア ノー ト  および リ ファレンス』 を参照して ください。

注記 必ずしも、 Cell Manager をグラフ ィカル ユーザー インタフェース  システムと して

使用する必要はあ り ません。 たとえば、 UNIX 用の Cell Manager を使用する環境

で、 Windows ク ラ イアン トにインス トールしたユーザー インタフェース  コンポー

ネン ト を使用するこ と も可能です。

この次に行う作業

Cell Manager と して使用するシステムが満たすべき条件を確認します。 19 ページの 「Data 
Protector Cell Manager (CM) およびインス トール サーバ (IS) のインス トール」 を参照して くださ

い。
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Data Protector ユーザー インタフェース システムの選択

Data Protector は、 Windows、 HP-UX、 および Solaris プラ ッ ト フォーム用のグラフ ィカル ユー

ザー インタフェース  (GUI) と コマンド行インタフェース  (CLI) を備えています。 このユーザー イ
ンタフェースは、 Data Protector ソフ ト ウェア コンポーネン ト と してインス トールされます。

セルの制御用に選択したシステムは、 ネッ ト ワーク管理者またはバッ クアップ オペレータが使

用するこ とにな り ます。 

ただし大規模なコンピュータ環境では、 複数のシステム上でユーザー インタフェースを使用で

きる方が便利です。 また、 混在環境では、 プラ ッ ト フォームの異なる複数のシステム上にユー
ザー インタフェースを配置するのが理想的です。 

たとえば、 ネッ ト ワーク上にさまざまな種類の UNIX システムが存在し、 少なく と も 1 台の

Solaris または HP-UX システムにユーザー インタフェースをインス トールしてある場合は、 X
サーバを実行しているその他の UNIX システムにそのユーザー インタフェースの表示内容をエ

クスポートできます。 しかし、 パフォーマンスの観点から、 Data Protector セルの制御に使用され

るすべてのシステムに、 Data Protector GUI をインス トールするこ とをお勧めします。

バッ クアップ対象の Windows システムが多数配備されているオフ ィ ス  エリ アでは、 そのエ リア

にある Windows システムからバッ クアップおよび復元操作をローカルに実行できる方が便利で

す。 このよ う な場合は、 ユーザー インタフェース  コンポーネン ト を Windows システム上にイン

ス トールして ください。 さ らに付け加える と、 Windows 上の Data Protector GUI では、 異種混合

環境をよ り簡単に管理できます。 これは、 ロケール設定の変更が不要だからです。

Data Protector GUI がサポート されていない UNIX プラ ッ ト フォームに Cell Manager が配置されて

いる場合、 そのプラ ッ ト フォームで Data Protector GUI の機能を使用するには、 まず omniusers

コマンドを使用して Cell Manager 上にリモート  ユーザー アカウン ト を作成します。 次に、 作成

したユーザー アカウン ト を使用して、 Data Protector GUI がインス トールされている別のシステ

ムでこの GUI を起動し、 Cell Manager に接続します。 詳細は、 omniusers コマンドのマンペー

ジを参照してください。

ユーザー インタフェースがサポート されているオペレーティング  システムのバージ ョ ンと リ

リースの詳細は、『HP OpenView Storage Data Protector Product Announcements ソフ ト ウェア ノー ト  
および リ ファレンス』 を参照して ください。 ローカル言語のサポート とファ イル名における非

ASCII 文字の使用については、 オンライン  ヘルプの索引キーワード 「言語設定 , カスタマイズ」

で表示される内容を参照して ください。

セル内のシステムにユーザー インタフェースをインス トールすれば、 そのシステムから Cell 
Manager にリモート  アクセスできます。 もちろん、 Cell Manager 上でグラフ ィカル ユーザー イン

タフェース  システムを必ずしも使用する必要はあ り ません。 
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Data Protector グラフ ィ カル ユーザー インタフェース

Data Protector GUI は強力なツールであ り、 これを使う と Data Protector の機能に簡単にアクセス

できます。 メ イン  ウ ィ ンド ウには、 [ クライアント ]、 [ユーザー ]、 [デバイス / メディア ]、 [

バックアップ ]、 [復元 ]、 [ コピーと集約 ]、 [ レポート ]、 [モニター ]、 [ インスタント リカバ

リ ]、 [内部データベース ]などのさまざまなコンテキス トが用意されており、 これらに関連す

る作業をすべて実行できるよ うになっています。

たとえば、 [ クライアント ] コンテキス トでは、 ク ラ イアン ト を リモート  インス トール ( 追加 ) 
できます。 こ こで対象となるすべてのシステムを指定し、 インス トールのパスおよびオプシ ョ ン
を定義する と、 指定したインス トール サーバ システムに情報が送信されます。 ク ラ イアン ト上

でのセッ ト アップ プログラムの実行中には、 そのク ライアン トへのインス トールに関連する

メ ッセージだけがモニター ウ ィンド ウに表示されます。

図 1-3 Data Protector グラフ ィ カル ユーザー インタフ ェース 

本書の前書きにある図 1 も参照して ください。 この図には Data Protector GUI の主な領域が示さ

れています。
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注記 UNIX では、 Data Protector GUI を実行する前に、 この GUI を実行するシステム上

で詳細なローカル設定を行う必要があ り ます。 これによって、 GUI の文字エン

コード方式を切り替えて、 正しいエンコード方式を選択するこ とによ り、 ファ イ
ル名やセッシ ョ ン  メ ッセージ内の非 ASCII 文字を適切に表示できるよ うにな り ま

す。 詳細はオンライン ヘルプの索引キーワード 「設定 , UNIX の GUI のロケール」

で表示される内容を参照してください。
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2 ネッ トワークへの Data Protector のインス
トール
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この章の内容

この章では、 以下の各作業について詳細な手順を示します。

• Data Protector Cell Manager (CM) およびインス トール サーバ (IS) のインス トール。 詳細は 19 
ページの 「Data Protector Cell Manager (CM) およびインス トール サーバ (IS) のインス トール」

を参照して ください。

• Data Protector ク ラ イアン トのインス トール。詳細は 46 ページの 「Data Protector ク ラ イアン ト

のインス トール」 を参照して ください。

• 各国語版 Data Protector ユーザー インタフェースのインス トール。 詳細は 156 ページの 「各国

語版 Data Protector ユーザー インタフェースのインス トール」 を参照して ください。

• Data Protector シングルサーバ版のインス トール。詳細は 161 ページの「Data Protector シングル

サーバ版のインス トール」 を参照して ください。

• Data Protector Web Reporting のインス トール。 詳細は 163 ページの 「Data ProtectorWeb 
Reporting のインス トール」 を参照して ください。

• MC/ServiceGuard への Data Protector のインス トール。詳細は 165 ページの「MC/ServiceGuard へ

の Data Protector のインス トール」 を参照して ください。

• Microsoft Cluster Server への Data Protector のインス トール。詳細は 167 ページの「Data Protector
の Microsoft Cluster Server へのインス トール」 を参照して ください。

• Veritas Cluster への Data Protector ク ラ イアン トのインス トール。 詳細は 178 ページの 「Veritas 
Cluster への Data Protector ク ラ イアン トのインス トール」 を参照して ください。

• Novell NetWare Cluster への Data Protector ク ラ イアン トのインス トール。 詳細は 179 ページの

「Novell NetWare Cluster への Data Protector ク ラ イアン トのインス トール」 を参照して くださ

い。
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Data Protector Cell Manager (CM) およびインストール サーバ (IS) 
のインス トール

インス トール手順は、 図 2-1 を参照して ください。

図 2-1 インス トール手順
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Cell Manager と インス トール サーバを同一システム上にインス トールする場合は、 この作業を 1
つにまとめて実施できます。

重要 Data Protector セル内の構成情報やセッシ ョ ン情報に関するファ イルはすべて、

Cell Manager 上に保存されます。 これらの情報を後から別のシステムに移動する

のは困難です。 そのため、 適正に管理されている安定した環境内の信頼性の高い
システムを、 Cell Manager と して選択して ください。

注記 この章では、 DVD-ROM インス トール メディアを使用している場合を想定して、

Cell Manager およびインス トール サーバのインス トール手順と、 ク ラ イアン トの

ローカル インス トール手順を説明しています。 CD-ROM メディアを使用している

場合は、 C-1 ページの 「付録 C」 を参照して ください。 参照先には、 インス トー

ル手順の違いと、 CD-ROM の一覧が示されています。

UNIX 用 Cell Manager のインストール

この項では、 UNIX 用 Cell Manager のインス トール手順について、 順を追って詳し く説明します。

Windows 用 Cell Manager のみをインス トールする場合は、 29 ページの 「Windows 用 Cell Manager
のインス トール」 を参照して ください。

前提条件

• Cell Manager と して機能させる HP-UX、 Solaris、 または Linux システムは、以下の条件を満た

していなければなり ません。

✓ Data Protector ソフ ト ウェアをインス トールするのに十分な大きさの空きディ スク  スペー

スがあるこ と。 詳細は 『HP OpenView Storage Data Protector Product Announcements ソフ ト

ウェア ノート  および リ ファレンス  』 を参照して ください。 ディ スク容量の不足につい

ては、 リ ンク  ディレク ト リにインス トールするこ とで解決できますが、 初に 24 ペー

ジの 「HP-UX、 Solaris、 および Linux にインス トールされるディ レク ト リの構造」 およ

び 27 ページの 「Cell Manager のインス トール用に割り当てるディ スク  スペースを増や

す」 を必ずお読みください。

✓ IDBを作成するのに十分な大きさの空きディ スク  スペース  (バッ クアップ対象データの約

2%) があるこ と。 詳細は 『HP OpenView Storage Data Protector Product Announcements ソフ

ト ウェア ノー ト  および リ ファレンス  』 を参照して ください。 現在の IDB の仕様では、
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データベースのサイズが大き くなった場合に、 必要に応じてデータベースのバイナリ  
ファ イルを再配置できます。 詳細は、 オンライン ヘルプの索引キーワード 「IDB, サイズ

の計算」 で表示される内容を参照して ください。

✓ ロング ファ イル名がサポート されているこ と。 使用しているファ イルシステムでロング  
ファ イル名がサポート されているかど うかを調べる場合は、 getconf NAME_MAX 

<directory> コマンドを使用します。

✓ inetdデーモンが実行されているこ と。 

✓ ポート番号 5555 ( デフォルト ) が利用可能であるこ と。このポート番号がすでに使用され

ている場合は、 B-28 ページの 「デフォルトのポート番号の変更」 を参照して ください。

✓ TCP/IP プロ ト コルがインス トールされており、 実行されているこ と。 このプロ ト コルを

使って、 ホス ト名を解決できるこ と。

✓ DVD-ROM ド ライブにアクセスできるこ と。

✓ NIS サーバを使用する場合は、 Cell Manager を認識するよ うに構成されているこ と。 詳細

は B-30 ページの 「NIS サーバの準備」 を参照して ください。

✓ kshシェルがインス トールされているこ と。

• すべてのターゲッ ト  システムに対する rootパーミ ッシ ョ ンが必要です。

注記 Linux 上では GUI はサポート されていません。 ただし、 omniusers コマンドを使

用して、 新しい Cell Manager 上にリモート  ユーザー アカウン ト を作成するこ とは

可能です。 これによ り、 Data Protector GUI をインス トールした任意のシステム上

でこのユーザー アカウン ト を使って GUI を起動し、 新しい Cell Manager に接続で

きます。 詳細は omniusersのマンページを参照して ください。

クラスタ対応 Cell Manager

ク ラスタ対応 Cell Manager をインス トールする場合は、 前述の説明以外にも必要となる前提条件

および手順があ り ます。 165 ページの 「ク ラスタ対応 Cell Manager のインス トール」 を参照して

ください。

注記 マルチ セル環境 (MoM) では、 すべての Cell Manager に同じバージ ョ ンの Data 
Protector をインス トールする必要があ り ます。
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カーネル パラメータの設定

HP-UX では、 カーネル パラ メータ maxdsiz( 大データ  セグメン ト  サイズ ) を 134217728 バイ

ト  (128 MB) 以上に、 また、 カーネル パラ メータ semmnu( セマフォ取り消し構造体の数 ) を 256
以上に、 それぞれ設定するこ とをお勧めします。 パラ メータを変更したと きは、 カーネルを再コ
ンパイルし、 マシンを再起動して ください。

Solaris では、 /etc/systemのカーネル パラ メータ shmsys:shminfo_shmmax ( 大共有メモ リ  
セグメン ト  サイズ [SHMMAX]) を、 67108864 バイ ト  (64 MB) 以上に設定するこ とをお勧めしま

す。 パラ メータを変更したと きは、 この変更を確定し、 マシンを再起動してください。

インストール手順

ヒン ト Cell Manager と インス トール サーバを同じシステム上にインス トールする場合は、

omnisetup.sh -CM -IS コマンドを使用して、 この作業をワン  ステップで実行で

きます。

omnisetup.sh コマンドの説明については、 DVD-ROM の

<Mount_point>/LOCAL_INSTALLディ レク ト リにある README ファ イルか、

DVD-ROM の <Mount_point>/DOCS/C/MANディ レク ト リにある 『HP OpenView 
Storage Data Protector Command Line Interface Reference』 を参照して ください。

HP-UX システム、 Solaris システム、 または Linux システムに UNIX 用 Cell Manager をインス トー

ルするには、 以下の手順に従ってください。

1. UNIX インス トール DVD-ROM をド ラ イブに挿入し、 マウン ト  ポイン トにマウン ト します。 

例 ：

mkdir /dvdrom
mount /dev/dsk/c0t0d0 /dvdrom

必要であれば、 Data Protector をディ スク上のデポからインス トールするこ と もできます。 そ

の場合は、 以下の手順に従ってください。

• インス トール ファ イルが格納されている DP_DEPOTディレク ト リ 、AUTOPASSディ レク ト

リ 、 および LOCAL_INSTALL をローカル ディ スクにコピーするには、 以下のコマンドを

実行します。

mkdir <directory>
cp -r /dvdrom/<platform_dir>/DP_DEPOT <directory>

cp -r /dvdrom/<platform_dir>/AUTOPASS <directory>
cp -r /dvdrom/<platform_dir>/LOCAL_INSTALL <directory>
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こ こで、 <platform_dir>には、 以下のいずれかの値を指定します。

hpux_ia IA-64 システム上の HP-UX 11.23

hpux_pa PA-RISC システム上の HP-UX

linux_x86_64 AMD64/Intel EM64T 上の Linux システム

solaris Solaris システム

• DVD-ROM 全体をローカル ディ スクにコピーする場合は、以下のコマンドを実行します。

cp -r /dvdrom <dvd_image_dir>

2. omnisetup.sh コマンドを実行します。 

このコマンドを DVD-ROM から実行するには、 コマンドを以下のよ うに入力します。

cd /dvdrom/LOCAL_INSTALL
./omnisetup.sh -CM

ディ スクからインス トールを開始するには、 以下の手順に従ってください。

• DP_DEPOTディレク ト リ 、AUTOPASSディ レク ト リ 、および LOCAL_INSTALLディ レク ト リ

を、 ローカル ディ スク上の <directory>ディレク ト リにコピーした場合は、 以下のコ

マンドを実行します。

cd <directory>/LOCAL_INSTALL

./omnisetup.sh -source <directory> -CM

• DVD-ROM 全体を <dvd_image_dir>にコピーした場合は、 -CMパラ メータ付きで

omnisetup.sh コマンドを実行します。

cd <dvd_image_dir>/LOCAL_INSTALL
./omnisetup.sh -CM

3. HP-UX および Solaris の場合、 omnisetup.sh コマンドを実行する とプロンプ トが表示され、

購入済みライセンスのパスワードを HP Password Delivery Center の Web サーバからインター

ネッ ト を介して直接ダウンロード してインス トールする場合は、 HP OpenView AutoPass ユー

ティ リ ティ をインス トールまたはアップグレードするよ う指示されます。 AutoPass ユーティ

リ ティに関する詳細は 309 ページの 「HP OpenView AutoPass ユーティ リ ティを使用した恒久

パスワードの取得と  インス トール」 を参照して ください。 AutoPass はできるだけインス トー

ルするこ とをお勧めします。

AutoPass を MC/ServiceGuard にインス トールする場合は、 すべてのノードにインス トールす

る必要があ り ます。
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プロンプ トが表示されたら、 [Return] キーを押して AutoPass をインス トールまたはアップグ

レード します。 AutoPass をインス トールまたはアップグレード しない場合は、 n と入力しま

す。

Linux には、 HP OpenView AutoPass はインス トールされません。

注記 Solaris 9 または Solaris 10 上で Cell Manager をインス トールまたはアップグレード

した場合は、 インス トールやアップグレードの完了後にインス トール サーバを使

用して Cell Manager 上に Disk Agent を リモート  インス トールするこ とができま

す。 これによ り、 汎用の Solaris Disk Agent が Solaris 9 Disk Agent または Solaris 10 
Disk Agent に置き換えられます。 詳細は、 50 ページの 「Data Protector ク ラ イアン

トの リモート  インス トール」 を参照するか、 または ob2installのマンページを

参照して ください。

UNIX 用のインス トール サーバを Cell Manager 上にインス トールする場合は、 この段階でインス

トールして ください。 必要な手順の詳細は、 37 ページの 「UNIX 用のインス トール サーバのイン

ス トール」 を参照して ください。

HP-UX、 Solaris、 および Linux にインストールされるディ レク ト リの構造

Data Protector のコア ソフ ト ウェアは /opt/omni/binディレク ト リにインス トールされ、 UNIX
用のインス トール サーバは /opt/omni/databases/vendorディ レク ト リにインス トールされ

ます。 以下の一覧は Data Protector のサブディ レク ト リ とその内容を示したものです。

重要 Data Protector は、 たとえば次のよ う な リ ンク  ディレク ト リにインス トールするこ

とができます。

/opt/omni/ -> /<prefix>/opt/omni/

/var/opt/omni/ -> /<prefix>/var/opt/omni/

/etc/opt/omni/ -> /<prefix>/etc/opt/omni/

このよ うにする場合は、 インス トール前にリ ンクを作成しておき、 インス トール
先ディ レク ト リが存在するこ とを確認しておかなければな り ません。

詳細は 27 ページの 「Cell Manager のインス トール用に割り当てるディ スク  スペー

スを増やす」 を参照して ください。

/opt/omni/bin すべてのコマンド

/opt/omni/gui GUI 項目
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/opt/omni/gui/help オンライン  ヘルプ ファ イル

/opt/omni/lbin Data Protector 内部コマンド

/opt/omni/sbin スーパーユーザー用コマンド

/opt/omni/sbin/install インス トール用スク リプ ト

/etc/opt/omni 構成情報

/opt/omni/lib 圧縮、 データ暗号化、 デバイス処理のための共有ライブラ リ

/opt/omni/doc/C オンライン  ドキュ メン ト  ( オプシ ョ ン )

/var/opt/omni/logおよび

/var/opt/omni/server/log ログ ファ イル

/opt/omni/lib/nls/C メ ッセージ カタログ ファ イル

/opt/omni/lib/man マンページ

/var/opt/omni/tmp 一時ファイル

/var/opt/omni/server/db40 IDB ファ イル ( オンライン  ヘルプの索引キーワード 「IDB, 
ディ レク ト リの位置」 で表示される内容を参照 )

自動での起動とシャッ トダウンの構成

Data Protector のインス トール時には、 システムの再起動時にすべての Data Protector プロセスが

自動的にシャ ッ ト ダウンおよび起動されるよ うに構成されます。 この構成の一部は、 オペレー
ティング システムによって異なり ます。 

以下のファイルが自動的に構成されます。

HP-UX の場合 : 

/sbin/init.d/omni 起動処理およびシャ ッ ト ダウン処理を実行するスク リプ ト 。

/sbin/rc1.d/K162omni Data Protector をシャッ ト ダウンする /sbin/init.d/omni

スク リプ トへのリ ンク。

/sbin/rc2.d/S838omni Data Protector を起動する /sbin/init.d/omni スク リプ ト

への リ ンク。

/etc/rc.config.d/omni omni変数が格納されます。 この変数は、 以下のいずれかの

値をと り ます。

omni=1 システムの再ブート時に Data Protector の自動停

止および自動起動を行います。 デフォルトでは、 この値が適
用されます。
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omni=0 システムの再ブート時に Data Protector の自動停

止および自動起動を行いません。

Solaris の場合 :

/etc/init.d/omni 起動処理およびシャ ッ ト ダウン処理を実行するスク リプ ト 。

/etc/rc1.d/K09omni Data Protector をシャッ ト ダウンする /etc/init.d/omni ス

ク リプ トへのリ ンク。

/etc/rc2.d/S97omni Data Protector を起動する /etc/init.d/omni スク リプ トへ

のリ ンク。

Linux の場合 :

/etc/init.d/omni 起動処理およびシャ ッ ト ダウン処理を実行するスク リプ ト 。

/etc/rc<init_level>.d/K10omni

Data Protector をシャッ ト ダウンする /etc/init.d/omni ス

ク リプ トへのリ ンク。

<init_level>は 1 および 6 です。

/etc/rc<init_level>.d/S90omni

Data Protector を起動する /etc/init.d/omni スク リプ トへ

のリ ンク。

<init_level>は 2、 3、 4、 5 です。

インス トール中には、 Cell Manager システムのシステム  ファ イルのう ち、 以下のファイルが修正

されます。

HP-UX の場合 : 

/etc/services Data Protector のサービス用ポート番号がファイルに追加さ

れます。

/opt/omni/lbin/crs Data Protector CRS サービスが追加されます。

インス トールが完了する と、 以下のプロセスが UNIX 用 Cell Manager 上で動作するよ うにな り ま

す。

/opt/omni/lbin/crs システムに Cell Manager ソフ ト ウェアをインス トールする

と、Cell Manager システム上で Data Protector Cell Request 
Server (CRS) サービスが実行されます。 CRS は、 セル内

のバッ クアップ セッシ ョ ンおよび復元セッシ ョ ンの開始お

よび制御に使用されます。
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/opt/omni/lbin/rds システムに Cell Manager ソフ ト ウェアをインス トールする

と、 Cell Manager システム上で Data Protector Raima 
Database Server (RDS) サービスが実行されます。 RDS
は、 IDB の管理に使用されます。 

/opt/omni/lbin/mmd システムに Cell Manager ソフ ト ウェアをインス トールする

と、 Cell Manager 上で Data Protector Media Management 
Daemon (MMD) サービスが実行されます。 MMD は、 デバイ

スおよびメディアの管理操作に使用されます。

環境変数の設定

先に説明した UNIX 用 Cell Manager のインス トール時には、 Data Protector のユーザー インタ

フェースも インス トールされます。 

ユーザー インタフェース  ( グラフ ィカル ユーザー インタフェースまたはコマンド行インタ

フェース ) を使用する場合は、 事前に次の内容を環境変数に追加してください。

/opt/omni/bin、 /opt/omni/lbin、 および、 /opt/omni/sbin を、 PATH変数に追加します。

/opt/omni/lib/man を MANPATH変数に追加します。

/opt/omni/libおよび /opt/omni/lib/arm を LD_LIBRARY_PATH変数に追加します。

さ らに、 グラフ ィカル ユーザー インタフェースを使用する前に、 DISPLAY変数と ロケール設定

が正し く設定されているこ と も確認して ください。

注記 複数プラ ッ ト フォームにわたるバッ クアップや復元を Data Protector ユーザー イン

タフェースを使用して実行する予定がある場合は、 『HP OpenView Storage Data 
Protector Product Announcements ソフ ト ウェア ノー ト  および リ ファレンス』 を参

照して制限事項を確認してください。 また、 Data Protector GUI の言語設定のカス

タマイズ方法については、 オンライン  ヘルプの索引キーワード 「言語設定 , カス

タマイズ」 で表示される内容を参照してください。

Cell Manager のインストール用に割り当てるディスク  スペースを増やす

UNIX 用 Cell Manager をインス トールする場合は、 特に、 /optディレク ト リ と、 データベースの

保存先となる /varディ レク ト リに、 十分な空きディ スク  スペース  ( バッ クアップ対象データの

約 2%) が必要です。 必要となるディ スク  スペースの詳細は、 『HP OpenView Storage Data Protector 
Product Announcements ソフ ト ウェア ノート  および リ ファレンス』 を参照して ください。 ディ ス
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ク  スペースが足りない場合はリ ンク  ディレク ト リ を使用するこ と も可能ですが、 その場合はイ

ンス トール前にリ ンクを作成しておき、 インス トール先ディ レク ト リが存在するこ とを確認して
おかなければなり ません。 以下に手順例を示します。

• マウン ト されたディ スク、 /data_protectorに十分な空きスペースのある場合は、

/opt/omni用に以下のリ ンクを作成します。

mkdir /data_protector/opt_omni

ln -s /data_protector/opt_omni /opt/omni 

リ ンク させるその他のディ レク ト リについても、 同様の操作を繰り返します 
(/var/opt/omniや /etc/opt/omniなど )。

• HP-UX 上で、 ファ イルシステムは存在するが現在マウン トが解除されている場合は、 以下の

よ うにしてマウン ト します。 なお、 こ こでは、 /dev/vgspare/lvol2 をマウン トするものと

します。

mkdir /opt/omni

mount /dev/vgspare/lvol2 /opt/omni

• Solaris 上で、 ファ イルシステムは存在するが現在マウン トが解除されている場合は、 以下の

よ うにしてマウン ト します。 なお、 こ こでは、 /dev/dsk/c0t0d0s0 をマウン トするものと

します。

mkdir /opt/omni

mount /dev/dsk/c0t0d0s0 /opt/omni

この次に行う作業

この時点で、 Cell Manager がインス トールされている必要があ り ます。 さ らに、 同じシステム上

にインス トールするよ う選択した場合は、 UNIX 用のインス トール サーバもインス トールされて

いなければなり ません。 この後、 以下の作業を行います。

1. UNIX 用のインス トール サーバを同一システム上にインス トールしなかった場合は、 37 ペー

ジの 「UNIX 用のインス トール サーバのインス トール」 を参照して ください。

2. ソフ ト ウェアを Windows ク ラ イアン トに リモート  インス トールしたい場合は、Windows 用の

インス トール サーバをインス トールします。 詳細は 41 ページの 「Windows 用のインス トー

ル サーバのインス トール」 を参照して ください。

3. ソフ ト ウェアをク ラ イアン トに配布します。 詳細は 46 ページの 「Data Protector ク ラ イアン ト

のインス トール」 を参照して ください。
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Windows 用 Cell Manager のインストール

前提条件

Cell Manager システムと して使用する Windows システムは、 以下の条件を満たしている必要があ

り ます。

✓ サポート対象の Windows オペレーティング システムがインス トールされているこ と。 Cell 
Manager でサポート されているオペレーティングシステムの詳細は、 『HP OpenView Storage 
Data Protector Product Announcements ソフ ト ウェア ノー ト  および リ ファレンス』 を参照して

ください。

✓ Microsoft Internet Explorer 5.0 以上がインス トールされているこ と。

✓ Data Protector Cell Manager ソフ ト ウェアをインス トールするのに十分な容量の空きディ スク  
スペースがあるこ と。 詳細は 『HP OpenView Storage Data Protector Product Announcements ソフ

ト ウェア ノー ト  および リ ファレンス  』 を参照して ください。

✓ IDBを作成するのに十分な容量の空きディ スク  スペース  (バッ クアップ対象データの約2%) が
あるこ と。 詳細は 『HP OpenView Storage Data Protector Product Announcements ソフ ト ウェア 
ノー ト  および リ ファレンス  』 を参照して ください。

✓ ポート番号 5555 ( デフォルト ) が利用可能であるこ と。このポート番号がすでに使用されてい

る場合は、 B-28 ページの 「デフォルトのポート番号の変更」 を参照して ください。

✓ Cell Manager のインス トール先のシステムには、静的な IP アドレスが必要です。DHCP ク ラ イ

アン ト と して構成されているシステムの場合は、 IP アドレスが動的に割り当てられるため、

システム用の恒久 DNS エン ト リ を割り当ててシステムを再構成するか、 または、 DHCP
サーバを構成して、 このシステムに予約された静的 IP アドレスが使用されるよ うにする必要

があ り ます。 後者の場合は、 IP アドレスがシステムの MAC アドレスにバインド されます。

✓ Microsoft 社の TCP/IP プロ ト コルがインス トールされており、実行されているこ と。 このプロ

ト コルを使って、 ホス ト名を解決できるこ と。 コンピュータの名前とホス ト名は同じでなけ
ればなり ません。 TCP/IP プロ ト コルのインス トールおよび構成については、 B-19 ページの

「Windows システム上の TCP/IP プロ ト コルのセッ ト アップ」 を参照して ください。

✓ DVD-ROM ド ライブにアクセスできるこ と。

Microsoft ターミナルサービスクライアン ト

✓ Microsoft ターミナルサービスク ラ イン ト を介して Windows上に Data Protector をインス トール

する場合は、 Data Protector のインス トール先システムで、 [ ターミナルサーバーモード ] が [
リモート管理 ] に設定されているこ とを確認して ください。
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1.  Windowsの [コントロールパネル] で [管理ツール] をク リ ッ ク し、次に [ターミナルサー

ビス構成 ] をク リ ッ ク します。 

2. [ ターミナルサービス構成] ダイアログ ボッ クスで、[サーバー設定] をク リ ッ ク します。

ターミナル サービス  サーバがリモート管理モードで実行中であるこ とを確認して くださ

い。

推奨事項

Data Protector A.06.00 のインス トールを開始するにあたって、 Microsoft Installer (MSI) 2.0 がイン

ス トールされているこ とを確認して ください。 MSI のバージ ョ ンが古い場合は、 Data Protector
セッ ト アップ プログラムによ り、 自動的にバージ ョ ン 2.0 にアップグレード されます。 この場

合、 Data Protector では、 アップグレードの 後の段階で、 MSI がアップグレード されたこ とが通

知されます。 MSI がアップグレード された場合は、 システムを再起動するこ とを強く推奨しま

す。

Data Protector A.06.00 をインス トールする前に、 MSI をバージ ョ ン 2.0 にアップグレードするこ

とをお勧めします。

クラスタ対応 Cell Manager

ク ラスタ対応 Cell Manager をインス トールする場合は、 前述の説明以外にも必要となる前提条件

および手順があ り ます。 167 ページの 「ク ラスタ対応 Cell Manager のインス トール」 を参照して

ください。

インストール手順

Windows システムに新規でインス トールするには、 以下の手順に従ってください。

1. Windows 用インス トール DVD-ROM をド ラ イブに挿入し、 以下のコマンドを実行します。 

32 ビッ ト  システムの場合 : \Windows_other\i386\setup.exe 

64 ビッ ト  システムの場合 :\Windows_other\x8664\setup.exe 

Data Protector セッ ト アップ用ウ ィザードが表示されます。

2. セッ ト アップ用ウ ィザードの指示に従って操作を行い、 ライセンス契約を十分にお読みくだ

さい。 記載内容に同意する場合は、 [Next] をク リ ッ ク して次に進みます。



ネッ トワークへの Data Protector のインストール

Data Protector Cell Manager (CM) およびインストール サーバ (IS) のインストール

第 2 章 31

3. [Installation Type]ページで、[Cell Manager] を選択します。[Next] をク リ ッ クする

と、 選択した Data Protector Cell Manager ソフ ト ウェアがインス トールされます。

図 2-2 インス トールの種類の選択

4. Data Protector サービスを実行するアカウン トの、 ユーザー名とパスワードを入力します。

[Next] をク リ ッ ク して次に進みます。

5. Data Protector をデフォルト  フォルダにインス トールする場合には、 [Next] をク リ ッ ク しま

す。

デフォルト以外のフォルダにインス トールする場合には、 [Change] をク リ ッ ク し、

[Change Current Destination Folder] ウ ィンド ウを開いて、 新しいパスを入力します。
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6. [Component Selection] ページで、 インス トールするコンポーネン ト を選択します。 Data 
Protector コンポーネン トの リ ス ト と説明は、 59 ページの 「Data Protector コンポーネン ト 」 を

参照して ください。

図 2-3 ソフ トウェア コンポーネン トの選択

[Disk Agent]、 [General Media Agent]、 [User Interface]、 および [ インス トール 
サーバ ]は、 デフォルトで選択されています。 [Next] をク リ ッ ク します。

7. Windows XP SP2、Windows 2003 SP1 の場合 :Data Protector によってシステムにファ イアウォー

ルが検出される と、 [Windows Firewall configuration] ページが表示されます。 Data 
Protector のセッ ト アップ プログラムによって、 必要なすべての Data Protector 実行可能ファ

イルが登録されます。 デフォルトでは、 [Initially, enable newly registered Data 

Protector binaries to open ports as needed] オプシ ョ ンが選択されています。 この

時点で、 Data Protector によってポートがオープンされないよ うにするには、 オプシ ョ ンを選

択解除します。 ただし、 Data Protector を適切に機能させるには、 実行可能ファイルを有効に

する必要があ り ます。

[Next] をク リ ッ ク します。
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8. コンポーネン トのサマリー リ ス ト が表示されます。 選択したコンポーネン トのインス トール

を開始するには、 [Install] をク リ ッ ク します。 インス トールには数分かかる場合があ り ま

す。

図 2-4 コンポーネン トのサマリー リス ト
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9. [Installation status] ページが表示されます。 [Next] をク リ ッ ク します。

図 2-5 [Installation Status] ページ

10. Windows x64 以外のオペレーティング システムでは、購入済みライセンスのパスワードを HP 
Password Delivery Center の Web サーバからインターネッ ト を介して直接ダウンロード してイ

ンス トールする場合は、 セッ ト アップ用ウ ィザードに従って、 HP OpenView AutoPass ユー

ティ リ ティ をインス トールまたはアップグレード します。 詳細は 309 ページの 「HP 
OpenView AutoPass ユーティ リ ティを使用した恒久パスワードの取得と  インス トール」 を参

照して ください。

デフォルトでは、 [Start AutoPass installation] オプシ ョ ン、 または [Upgrade 
AutoPass installation] オプシ ョ ンが選択されています。 HP OpenView AutoPass ユー

ティ リ ティ をインス トールするこ とをお勧めします。 AutoPass をインス トールまたはアップ

グレード しない場合は、 オプシ ョ ンを選択解除します。

Windows x64 オペレーティング システムには、 AutoPass はインス トールされません。

セッ ト アップ後すぐに Data Protector を起動するには、 [Start the Data Protector 

Manager] を選択します。



ネッ トワークへの Data Protector のインストール

Data Protector Cell Manager (CM) およびインストール サーバ (IS) のインストール

第 2 章 35

『HP OpenView Storage Data Protector Product Announcements ソフ ト ウェア ノート  および リ
ファレンス』 を表示するには、 [Open the Product Announcements] を選択します。

図 2-6 AutoPass をインス トール対象として選択する場合

[Finish] をク リ ッ ク します。

インストール完了後

セッ ト アップが完了する と、 Cell Manager ファ イルは <Data_Protector_home>\binディ レク

ト リにインス トールされ、 Windows 用のソフ ト ウェア デポは

<Data_Protector_home>\Depotディ レク ト リにインス トールされています。 

インス トールが完了する と、 以下のプロセスが Cell Manager システム上で動作するよ うにな り ま

す ( これらのファ イルは、 <Data_Protector_home>\bin ディ レク ト リに格納されています )。

crs.exe システムに Cell Manager ソフ ト ウェアをインス トールする

と、 Cell Manager システム上で Data Protector Cell Request 
Server (CRS) サービスが実行されます。 CRS は、 セル内の

バッ クアップ セッシ ョ ンおよび復元セッシ ョ ンの開始およ

び制御に使用されます。
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rds.exe システムに Cell Manager ソフ ト ウェアをインス トールする

と、 Cell Manager システム上で Data Protector Raima Database 
Server (RDS) サービスが実行されます。 RDS は、 IDB の管理

に使用されます。 

OmniInet.exe ネッ ト ワーク上の他のシステムの Data Protector サービス と

の通信を可能にする Data Protector 常駐サービスです。 Data 

Protector Inetサービスは、 Data Protector セル内のすべ

てのシステム上で実行するこ とが必要です。

注記 複数プラ ッ ト フォームにわたるバッ クアップや復元を Data Protector ユーザー イン

タフェースを使用して実行するよ う計画している場合は、 『HP OpenView Storage 
Data Protector Product Announcements ソフ ト ウェア ノー ト  および リ ファレンス』

を参照して制限事項を確認して ください。

ヒン ト Data Protector GUI で適切なエンコーディングが使用できない場合は、 ファ イル名

を正し く表示するために、 コード  ページ変換テーブルを追加でインス トールする

こ とが可能です。 手順の詳細は、 オペレーティング  システムのマニュアルを参照

して ください。

ト ラブルシューテ ィ ング

セッ ト アップを正常に完了できない場合は、 セッ トアップ自体がチェッ クする必要条件を検証
し、 その条件が満たされていなかった場合にエラーの原因となる項目を調べてください。 詳細は
29 ページの 「前提条件」 を参照して ください。

セッ トアップがチェッ クする必要条件を以下に示します。

✓ Service Pack のバージ ョ ンが正しいこ と。

✓ NSLookup を実行して、 Data Protector がホス ト名を解決できるこ とが確認されているこ と。 

✓ ディ スク  スペースが十分にあるこ と。

✓ 管理権限が正し く構成されているこ と。

この次に行う作業

この時点で、 Cell Manager がインス トールされている必要があ り ます。 さ らに、 同じシステム上

にインス トールするよ う選択した場合は、 Windows 用のインス トール サーバもインス トールさ

れていなければなり ません。 この後、 以下の作業を行います。
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1. オペレーティング システムが混在するバッ クアップ環境の場合は、 UNIX 用のインス トール 
サーバをインス トールします。 詳細は 37 ページの 「インス トール サーバのインス トール」

を参照して ください。 なお、 UNIX 用のインス トール サーバが不要な場合は、 この作業は省

略できます。

2. ソフ ト ウェアをク ラ イアン トに配布します。 詳細は 46 ページの 「Data Protector ク ラ イアン ト

のインス トール」 を参照して ください。

インストール サーバのインストール

インス トール サーバは、 Cell Manager システム上にインス トールするこ と も、 LAN を介して Cell 
Manager と接続されているサポート対象システム上にインス トールするこ と も可能です。 インス

トール サーバでサポート されているオペレーティング  システムの詳細は、 『HP OpenView Storage 
Data Protector Product Announcements ソフ ト ウェア ノー ト  および リ ファレンス』 を参照して くだ

さい。

Cell Manager とは別のシステム上にインス トール サーバを配置する場合は、 該当するソフ ト ウェ

ア デポをローカルにインス トールして ください。 この項では、 手順の詳細を説明します。

UNIX 用のインストール サーバのインストール

UNIX の場合の前提条件

インス トール サーバシステムと して使用する UNIX システムは、 以下の条件を満たしている必

要があ り ます。

✓ HP-UX、 Solaris、 Linux のいずれかのオペレーティング システムがインス トールされている

こ と。 インス トール サーバでサポート されているオペレーティング  システムの詳細は、 『HP 
OpenView Storage Data Protector Product Announcements ソフ ト ウェア ノート  および リ ファレ

ンス』 を参照して ください。

✓ inetdデーモンが実行されているこ と。

✓ ポート番号 5555 ( デフォルト ) が利用可能であるこ と。このポート番号がすでに使用されてい

る場合は、 B-28 ページの 「デフォルトのポート番号の変更」 を参照して ください。

✓ TCP/IP プロ ト コルがインス トールされており、 実行されているこ と。 このプロ ト コルを使っ

て、 ホス ト名を解決できるこ と。

✓ 完全なData Protector ソフ ト ウェア デポを作成するのに十分な空きディ スク  スペースがあるこ

と。 詳細は 『HP OpenView Storage Data Protector Product Announcements ソフ ト ウェア ノート  
および リ ファレンス  』 を参照して ください。
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✓ DVD-ROM ド ライブがあるこ と。

✓ Data Protector セル内の Cell Manager は、 バージ ョ ン A.06.00 であるこ と。

重要 Data Protector を リ ンク  ディ レク ト リにインス トールするには、 たとえば次のよ う

な手順を実行します。

/opt/omni/ -> /<prefix>/opt/omni/

/etc/opt/omni/ -> /<prefix>/etc/opt/omni/

/var/opt/omni/ -> /<prefix>/var/opt/omni/

このよ うにする場合は、 インス トール前にリ ンクを作成しておき、 インス トール
先ディ レク ト リが存在するこ とを確認しておかなければな り ません。

注記 ネッ ト ワーク上のデバイスから ソフ ト ウェアをインス トールする場合は、 まず、
インス トール対象のコンピュータにソース  ディ レク ト リ をマウン ト します。 

インストール手順

UNIX 用のインス トール サーバを HP-UX システム、 Solaris システム、 または Linux システムに

インス トールするには、 以下の手順に従ってください。

1. UNIX インス トール DVD-ROM をド ラ イブに挿入し、 マウン ト  ポイン トにマウン ト します。 

例 ：

mkdir /dvdrom
mount /dev/dsk/c0t0d0 /dvdrom

必要であれば、 Data Protector をディ スク上のデポからインス トールするこ と もできます。 そ

の場合は、 以下の手順に従ってください。

• インス トール ファ イルが格納されている DP_DEPOTディレク ト リ 、AUTOPASSディ レク ト

リ 、 および LOCAL_INSTALL をローカル ディ スクにコピーするには、 以下のコマンドを

実行します。

mkdir <directory>
cp -r /dvdrom/<platform_dir>/DP_DEPOT <directory>

cp -r /dvdrom/<platform_dir>/AUTOPASS <directory>
cp -r /dvdrom/LOCAL_INSTALL <directory>

こ こで、 <platform_dir>には、 以下のいずれかの値を指定します。
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hpux_ia IA-64 システム上の HP-UX 11.23

hpux_pa PA-RISC システム上の HP-UX

linux_x86_64 AMD64/Intel EM64T 上の Linux システム

solaris Solaris システム

• DVD-ROM 全体をローカル ディ スクにコピーする場合は、以下のコマンドを実行します。

cp -r /dvdrom  <dvd_image_dir>

2. omnisetup.sh コマンドを実行します。 

このコマンドを DVD-ROM から実行するには、 コマンドを以下のよ うに入力します。

cd /dvdrom/LOCAL_INSTALL

./omnisetup.sh -IS

ディ スクからインス トールを開始するには、 以下の手順に従ってください。

• DP_DEPOTディレク ト リ 、AUTOPASSディ レク ト リ 、および LOCAL_INSTALLディ レク ト リ

を、 ローカル ディ スク上の <directory>ディレク ト リにコピーした場合は、 以下のコ

マンドを実行します。

cd <directory>/LOCAL_INSTALL

./omnisetup.sh -source <directory> -IS

• DVD-ROM 全体を <dvd_image_dir>にコピーした場合は、 -ISパラ メータ付きで

omnisetup.sh コマンドを実行します。

cd <dvd_image_dir>/LOCAL_INSTALL
./omnisetup.sh -IS

omnisetup.sh コマンドの説明については、 DVD-ROM の <Mount_point>/ディレク ト リに

ある README ファ イルか、 DVD-ROM の <Mount_point>/DOCS/C/MANディレク ト リにある

『HP OpenView Storage Data Protector Command Line Interface Reference』 を参照して ください。

インス トールが終了する と、 UNIX 用のソフ ト ウェア デポは、 /opt/omni/databases/vendor

ディレク ト リにインス トールされます。 

omnisetup.sh コマンドを実行する と、 インス トール サーバのすべてのパッケージがインス トー

ルされます。 パッケージの一部のみをインス トールする場合は、 swinstall コマンド  (HP-UX の

場合 )、 pkgadd コマンド  (Solaris の場合 )、 または rpm コマンド  (Linux の場合 ) を使用する必要

があ り ます。 詳細は、 B-3 ページの付録 B 「ネイティブ ツールを使用した、 HP-UX、 Solaris、 お

よび Linux システムへのインス トール」 を参照して ください。 
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重要 ネッ ト ワーク上に UNIX 用のインス トール サーバをインス トールしない場合は、

UNIX インス トール DVD-ROM を使用して、 すべての UNIX ク ラ イアン ト をロー

カルにインス トールしなければなり ません。

注記 ユーザー インタフェース  コンポーネン ト  ( グラフ ィカル ユーザー インタフェー

スまたはコマンド行インタフェース ) を使用する場合は、 事前に環境変数を更新

する必要があ り ます。 詳細は 27 ページの 「環境変数の設定」 を参照して くださ

い。

複数プラ ッ ト フォームにわたるバッ クアップや復元を Data Protector ユーザー イン

タフェースを使用して実行するよ う計画している場合は、 『HP OpenView Storage 
Data Protector Product Announcements ソフ ト ウェア ノー ト  および リ ファレンス』

を参照して制限事項を確認して ください。

この次に行う作業

この時点で、 UNIX 用のインス トール サーバがネッ ト ワーク上にすでにインス トールされていな

ければなり ません。 準備が整ったら、 以下の作業を実施します。

1. インス トール サーバを Cell Manager とは別のシステムにインス トールした場合は、 そのシス

テムを Data Protector セルに追加 ( インポート ) する必要があ り ます。 詳細については、 187 
ページの 「セルへのインス トール サーバのインポート 」 を参照して ください。

注記 インス トール サーバをインポートする と、 Cell Manager 上の

/etc/opt/omni/server/cell/installation_servers ファ イルが更新さ

れて、 インス トールしたプッシュ  パケッ トが反映されます。 CLI から この

ファ イルを使用して、 使用可能なプッシュ  パケッ ト を確認できます。 この

ファ イルを 新状態に保つために、 プッシュ  パケッ ト をインス トールまたは

削除したと きは、 インス トール サーバのエクスポート と再インポート を必ず

実行してください。 これは、 インス トール サーバを Cell Manager と同じシス

テムにインス トールしてある場合も同様です。

2. Data Protector セルに Windows システムが含まれている場合は、 Windows 用のインス トール 
サーバをインス トールする必要があ り ます。 詳細は 41 ページの 「Windows 用のインス トー

ル サーバのインス トール」 を参照して ください。
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3. ソフ ト ウェアをク ラ イアン トに配布します。 詳細は 46 ページの 「Data Protector ク ラ イアン ト

のインス トール」 を参照して ください。

Windows 用のインストール サーバのインストール

前提条件

インス トール サーバ システムと して使用する Windows システムは、 以下の条件を満たしている

必要があ り ます。

✓ サポート対象の Windows オペレーティング システムがインス トールされているこ と。 インス

トール サーバでサポート されているオペレーティング  システムの詳細は、 『HP OpenView 
Storage Data Protector Product Announcements ソフ ト ウェア ノート  および リ ファレンス』 を参

照して ください。

✓ Microsoft Internet Explorer 5.0 以上がインス トールされているこ と。

✓ 完全なData Protector ソフ ト ウェア デポを作成するのに十分な空きディ スク  スペースがあるこ

と。 詳細は 『HP OpenView Storage Data Protector Product Announcements ソフ ト ウェア ノート  
および リ ファレンス  』 を参照して ください。

✓ DVD-ROM ド ライブにアクセスできるこ と。

✓ Microsoft 社の TCP/IP プロ ト コルがインス トールされており、実行されているこ と。 このプロ

ト コルを使って、 ホス ト名を解決できるこ と。 コンピュータの名前とホス ト名は同じでなけ
ればなり ません。 TCP/IP プロ ト コルのインス トールおよび構成については、 B-19 ページの

「Windows システム上の TCP/IP プロ ト コルのセッ ト アップ」 を参照して ください。

制限事項

Windows オペレーティング システムのセキュ リ ティ規制によ り、 インス トール サーバを使用し

てク ライアン ト を リモートにインス トールできるのは、 同一ド メ イン内に限られます。 

推奨事項

Data Protector A.06.00 のインス トールを開始するにあたって、 Microsoft Installer (MSI) 2.0 がイン

ス トールされているこ とを確認して ください。 MSI のバージ ョ ンが古い場合は、 Data Protector
セッ ト アップ プログラムによ り、 自動的にバージ ョ ン 2.0 にアップグレード されます。 この場

合、 Data Protector によって、 アップグレードの 後の段階で MSI がアップグレード されたこ と

が通知されます。 MSI がアップグレード された場合は、 システムを再起動するこ とを強く推奨し

ます。 個々の Windows オペレーティング システムに対する MSI 2.0 の前提条件については、

Microsoft Support にお問い合わせください。 
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Data Protector A.06.00 をインス トールする前に、 MSI をバージ ョ ン 2.0 にアップグレードするこ

とをお勧めします。

重要 Windows 用のインス トール サーバをネッ ト ワーク上にインス トールしない場合

は、 すべての Windows ク ライアン ト を、 DVD-ROM を使ってローカルにインス

トールしなければなり ません。

注記 インス トール サーバをすでにインス トールしてある Windows システムには、 Data 
Protector ク ラ イアン ト を リモートでインス トールするこ とはできません。 同一シ

ステム上にインス トール サーバと ク ラ イアン ト  コンポーネン ト をインス トールす

る場合は、 ク ライアン ト をローカルにインス トールする必要があ り ます。 この場
合はインス トール手順の中で、 必要なク ライアン ト  コンポーネン ト と インス トー

ル サーバ コンポーネン ト をすべて選択してください。 詳細は 63 ページの

「Windows 用ク ライアン トのインス トール」 を参照して ください。 

インストール手順

Windows 用のインス トール サーバをインス トールするには、 以下の手順に従ってください。

1. Windows 用インス トール DVD-ROM をド ラ イブに挿入し、 以下のコマンドを実行します。

32 ビッ ト  システムの場合 : \Windows_other\i386\setup.exe 

64 ビッ ト  システムの場合 :\Windows_other\x8664\setup.exe 

Data Protector セッ ト アップ用ウ ィザードが表示されます。

2. セッ ト アップ用ウ ィザードの指示に従って操作を行い、 ライセンス契約を十分にお読みくだ

さい。 記載内容に同意する場合は、 [Next] をク リ ッ ク して次に進みます。
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3. [Installation Type] ページで、 [ インス トール サーバ ] を選択します。 [Next] をク

リ ッ クする と、 選択した Data Protector ソフ ト ウェア デポがインス トールされます。

図 2-7 インス トールの種類の選択 

4. Data Protector をデフォルト  フォルダにインス トールする場合には、 [Next] をク リ ッ ク しま

す。

デフォルト以外のフォルダにインス トールする場合には、 [Change] をク リ ッ ク し、

[Change Current Destination Folder] ウ ィンド ウを開いて、 新しいパスを入力します。

5. Windows XP SP2、Windows 2003 SP1 の場合 :Data Protector によってシステムにファ イアウォー

ルが検出される と、 [Windows Firewall configuration] ページが表示されます。 Data 
Protector のセッ ト アップ プログラムによって、 必要なすべての Data Protector 実行可能ファ

イルが登録されます。 デフォルトでは、 [Initially, enable newly registered Data 

Protector binaries to open ports as needed] オプシ ョ ンが選択されています。 この

時点で、 Data Protector によってポートがオープンされないよ うにするには、 オプシ ョ ンを選

択解除します。 ただし、 Data Protector を適切に機能させるには、 実行可能ファイルを有効に

する必要があ り ます。

[Next] をク リ ッ ク します。
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6. コンポーネン トのサマリー リ ス ト が表示されます。 選択したコンポーネン トのインス トール

を開始するには、 [Install] をク リ ッ ク します。 インス トールには数分かかる場合があ り ま

す。

図 2-8 コンポーネン ト選択サマリー ページ 

7. [Installation status] ページが表示されます。 [Next] をク リ ッ ク します。

図 2-9 [Installation Status] ページ 
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8. 『HP OpenView Storage Data Protector Product Announcements ソフ ト ウェア ノート  および リ
ファレンス』 を表示するには、 [Open the Product Announcements] を選択します。

[Finish] をク リ ッ ク します。

インス トールが終了したら、 ソフ ト ウェアはデフォルトで <Data_Protector_home>\Depot

ディレク ト リに保存されます。 このディ レク ト リは共有ディ レク ト リで、 ネッ ト ワーク上の他の
コンピュータからアクセスできます。

この次に行う作業

この時点で、 Windows 用のインス トール サーバがネッ ト ワーク上にインス トールされていなけ

ればなり ません。 準備が整ったら、 以下の作業を実施します。

1. (Cell Managerとは別のシステムに)独立した形でインス トール サーバをセッ ト アップした場合

は、 このシステムを Data Protector セルに手作業で追加 ( インポート ) しなければなり ません。

詳細は 187 ページの 「セルへのインス トール サーバのインポート 」 を参照して ください。

2. オペレーティング システムが混在するバッ クアップ環境の場合は、 HP-UX システム、 Solaris
システム、 または Linux システム上に、 UNIX 用のインス トール サーバをインス トールしま

す。 詳細は 37 ページの 「UNIX 用のインス トール サーバのインス トール」 を参照して くだ

さい。

3. ソフ ト ウェアをク ラ イアン トに配布します。 詳細は 46 ページの 「Data Protector ク ラ イアン ト

のインス トール」 を参照して ください。
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Data Protector クライアン トのインストール

Data Protector ク ラ イアン トは、 インス トール サーバを使って配布するこ とによ り リモートでイ

ンス トールでき、 また、 インス トール DVD-ROM からローカルにインス トールするこ と もでき

ます。 

Data Protector インス トール DVD-ROM の一覧については、 8 ページの 「Data Protector のインス

トール DVD-ROM」 を参照して ください。

Data Protector ク ラ イアン ト をインス トールして Data Protector セル内にインポート した後には、

インス トール結果を確認し、 不正アクセスから ク ラ イアン ト を保護するこ とを強くお勧めしま
す。 ク ライアン トのインス トール結果を確認する手順は、 330 ページの 「Data Protector ク ラ イア

ン トのインス トール結果の確認」 を参照して ください。 セキュ リ ティ保護の詳細は、 195 ページ

の 「保護について」 を参照して ください。

表 2-1 は、 Data Protector ク ラ イアン ト  システムの一覧と詳細説明の参照先を示したものです。

表 2-1 Data Protector クライアン ト  システムの

インストール 

クライアン ト  システム  インス トール方法と参照先

Windows リ モートおよびローカル インス トール。 63 
ページの 「Windows 用ク ライアン トのイン

ス トール」 を参照。

HP-UX リ モートおよびローカル インス トール。 68 
ページの 「HP-UX ク ラ イアン トのインス

トール」 を参照。 

AIX リ モートおよびローカル インス トール。 85 
ページの 「AIX ク ラ イアン トのインス トー

ル」 を参照。

Solaris リ モートおよびローカル インス トール。 72 
ページの 「Solaris 用クライアン トのインス

トール」 を参照。

Tru64 リ モートおよびローカル インス トール。 89 
ページの 「Tru64 ク ラ イアン トのインス

トール」 を参照。
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Siemens Sinix リ モートおよびローカル インス トール。 87 
ページの 「Siemens Sinix ク ラ イアン トのイ

ンス トール」 を参照。

SCO リ モートおよびローカル インス トール。 91 
ページの 「SCO ク ラ イアン トのインス トー

ル」 を参照。

Linux リ モートおよびローカル インス トール。 79 
ページの 「Linux ク ラ イアン トのインス

トール」 を参照。

DAS ク ラ イアン ト リモートおよびローカル インス トール。 93 
ページの 「ADIC/GRAU ラ イブラ リ用また

は StorageTek ラ イブラ リ用の Media Agent
のインス トール」 を参照。

ACS ク ラ イアン ト リモートおよびローカル インス トール。 93 
ページの 「ADIC/GRAU ラ イブラ リ用また

は StorageTek ラ イブラ リ用の Media Agent
のインス トール」 を参照。

Novell NetWare ローカル インス トール。 102 ページの

「Novell NetWare ク ラ イアン トのローカル イ
ンス トール」 を参照。

OpenVMS ローカル インス トール。 108 ページの

「OpenVMS ク ラ イアン トのローカル インス

トール」 を参照。

MPE/iX ローカル インス トール。 115 ページの

「MPE/iX ク ラ イアン トのインス トール」 を

参照。

その他の UNIX ク ラ イアン

ト  
ローカル インス トール。 119 ページの

「UNIX ク ライアン トのローカル インス トー

ル」 を参照。

表 2-1 Data Protector クライアン ト  システムの

インストール  ( 続き )

クライアン ト  システム  インス トール方法と参照先



ネッ トワークへの Data Protector のインストール

Data Protector クライアン トのインス トール

第 2 章48

統合ソフ トウェア

Data Protector 統合ソフ ト ウェアは、 Data Protector を使ってデータベース  アプ リ ケーシ ョ ンの

バッ クアップを可能にするソフ ト ウェア コンポーネン トです。 これらのコンポーネン ト を統合

ソフ ト ウェアと呼びます。 MS Exchange Server データベースのバッ クアップには MS Exchange 

2000/2003 Integration コンポーネン ト を使用し、 Oracle データベースのバッ クアップには

Oracle Integration コンポーネン ト を使用する という よ うに、 適切な統合ソフ ト ウェアを選

択すれば、 データベース  アプリ ケーシ ョ ンを実行するシステムを Windows ク ラ イアン ト  システ

ムおよび UNIX ク ラ イアン ト  システムと同じ方法でインス トールできます。 詳細は本章の表 2-2
を参照して ください。

表 2-2 統合ソフ トウェアのインストール

アプリケーシ ョ ン 参照先

Microsoft Exchange Server 詳細は、 127 ページの 「Microsoft Exchange 
Server ク ラ イアン ト 」 を参照して ください。

Microsoft SQL Server 詳細は、 128 ページの 「MS SQL ク ラ イアン

ト 」 を参照して ください。

Sybase 詳細は、 128 ページの 「Sybase ク ラ イアン

ト 」 を参照して ください。

Informix Server 詳細は、 128 ページの 「Informix Server ク ラ

イアン ト 」 を参照して ください。

SAP R/3 詳細は、 129 ページの 「SAP R/3 ク ラ イアン

ト 」 を参照して ください。

SAP DB 詳細は、 129 ページの 「SAP DB ク ラ イアン

ト 」 を参照して ください。

Oracle 詳細は、 129 ページの 「Oracle ク ラ イアン ト 」

を参照して ください。

IBM DB2 UDB 詳細は、 131 ページの 「DB2 ク ラ イアン ト 」

を参照して ください。

NNM 詳細は、 131 ページの 「NNM ク ラ イアン ト 」

を参照して ください。

NDMP 詳細は、 131 ページの 「NDMP ク ラ イアン

ト 」 を参照して ください。
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Microsoft Volume Shadow 
Copy

詳細は、 132 ページの 「MS Volume Shadow 
Copy ク ラ イアン ト 」 を参照して ください。

Lotus Domino Server 詳細は、 132 ページの 「Lotus Notes/Domino 
Server ク ラ イアン ト 」 を参照して ください。

EMC Symmetrix 詳細は、 132 ページの 「EMC Symmetrix 用統

合ソフ ト ウェア」 を参照して ください。

HP StorageWorks XP 詳細は、 136 ページの 「HP StorageWorks XP
用統合ソフ ト ウェア」 を参照して ください。

HP StorageWorks Virtual 
Array

詳細は、 143 ページの 「HP StorageWorks 
Virtual Array 用統合ソフ ト ウェア」 を参照し

て ください。

HP StorageWorks 
Enterprise Virtual Array

詳細は、 149 ページの 「HP StorageWorks 
Enterprise Virtual Array 用統合ソフ ト ウェア」

を参照して ください。

表 2-3 その他の対象システム 

インストール 参照先

ローカライズされたユー
ザー インタフェース

詳細は、 156 ページの 「各国語版 Data 
Protector ユーザー インタフェースのインス

トール」 を参照して ください。

Web Reporting 詳細は、 163 ページの 「Data ProtectorWeb 
Reporting のインス トール」 を参照して くだ

さい。

MC/ServiceGuard 詳細は、 165 ページの 「MC/ServiceGuard へ

の Data Protector のインス トール」 を参照し

て ください。

表 2-2 統合ソフ トウェアのインストール ( 続き

アプリケーシ ョ ン 参照先
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Data Protector クライアン トのリモート  インストール

この項では、 インス トール サーバを使って Data Protector ソフ ト ウェアをク ライアン トに配布す

る手順 ( リ モート  インス トールまたはアップグレード手順 ) を説明します。

前提条件

• インス トールの前提条件および推奨事項については、 対象となるク ラ イアン ト  システムに応

じたインス トール手順の説明をお読みください。 説明は、 46 ページの表 2-1 および 48 ペー

ジの表 2-2 に示すとおりです。

• サポート されているプラ ッ ト フォームと Data Protector コンポーネン ト、 およびディ スク  ス
ペース要件は、 『HP OpenView Storage Data Protector Product Announcements ソフ ト ウェア ノー

ト  および リ ファレンス』 を参照して ください。

• この手順を開始する前に、 Cell Manager およびインス トール サーバをネッ ト ワークにインス

トールしておく必要があ り ます。

注記 Windows 用のインス トール サーバは、 ネッ ト ワーク上の他のコンピュータからア

クセスできるよ うに、 共有ディ レク ト リに格納する必要があ り ます。

Data Protector ユーザー インタフェースを使って、 ソフ ト ウェア コンポーネン ト をク ラ イアン ト

に配布します。 プラ ッ ト フォームが異なる ク ラ イアン トへのインス トールも可能です。

Microsoft Cluster Server 詳細は、 167 ページの 「Data Protector の
Microsoft Cluster Server へのインス トール」 を

参照して ください。

Veritas Cluster Server 詳細は、 178 ページの 「Veritas Cluster への

Data Protector ク ラ イアン トのインス トール」

を参照して ください。

Novell NetWare Cluster 詳細は、 179 ページの 「Novell NetWare 
Cluster への Data Protector ク ラ イアン トのイ

ンス トール」 を参照して ください。

表 2-3 その他の対象システム  ( 続き )

インストール 参照先
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• セキュア シェル インス トールを使用するには、 ク ライアン トおよびインス トール サーバ上

に OpenSSH をインス トールしてセッ ト アップする必要があ り ます。 秘密キーが暗号化され

ている場合は、 インス トール サーバ上に keychain をインス トールしてセッ ト アップします。

詳細な手順は、 56 ページの 「セキュア シェルによる リモート  インス トール」 を参照して く

ださい。

注記 別の Data Protector セル内のクライアン トにソフ ト ウェアを配布するこ とはできま

せん。 ただし独立したインス トール サーバがある場合は、 そのインス トール サー

バを複数のセルにインポートするこ と も可能です。 こ うするこ とで、 各セルの
Cell Manager に接続された GUI を順番に使用するこ とによ り、 それぞれのセル内

にソフ ト ウェアを配布できます。

セルへのクライアン トの追加

Data Protector セルにまだ含まれていないク ライアン トに Data Protector ソフ ト ウェアを配布する

には、 以下の手順に従ってください。

1. Data Protector グラフ ィカル ユーザー インタフェースを起動します。

• Windowsの場合 :[スタート ] -> [プログラム] -> [HP OpenView Storage Data Protector] 
-> [Data Protector Manager] を選択します。

• HP-UX または Solaris の場合 : コマンド行に /opt/omni/bin/xomni と入力します。

Data Protector グラフ ィカル ユーザー インタフェースの詳細は、 オンライン ヘルプを参照し

て ください。

2. [Data Protector Manager] で、 [ クライアント ] コンテキス ト を選択します。

3. Scopingペインの [クライアント ] をマウスの右ボタンでク リ ッ ク し、[クライアントの追加]

を選択します。

4. 複数のインス トール サーバが構成されている場合は、 インス トールするク ライアン トのプ

ラ ッ ト フォーム (UNIX または Windows) と、 ク ラ イアン トのインス トールに使用するインス

トール サーバを選択します。 [次へ ] をク リ ッ ク します。
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5. 図 2-10 に示すよ うに、 インス トールするク ライアン ト を指定します。 ク ラ イアン トの名前を

直接入力できるほか、 Windows GUI を使用している場合はクライアン ト を検索するこ と もで

きます。 [次へ ] をク リ ッ ク します。

図 2-10 クライアン トの選択
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6. 図 2-11 に示すよ うに、 インス トールする Data Protector コンポーネン ト を選択します。 なお、

Media Agent は 1 種類しか選択できません。 詳細は 59 ページの 「Data Protector コンポーネン

ト 」 を参照して ください。

図 2-11 コンポーネン トの選択 

デフォルトのユーザー アカウン ト と インス トール先ディレク ト リ  (Windows のみ ) を変更す

る場合は、 [オプション ] をク リ ッ ク します。

複数のク ライアン ト を選択した後、 ク ラ イアン ト ごとに異なるコンポーネン ト をインス トー
ルするには、 [ クライアント システムのオプションを個別にカスタマイズする ] をク リ ッ ク

し、 [次へ ] をク リ ッ ク します。 その後、 インス トール対象のコンポーネン ト をク ラ イアン

ト ごとに個別に選択します。

[完了 ] をク リ ッ ク してインス トールを開始します。
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7. インス トール中にメ ッセージが表示されたら、 目的のク ライアン ト  システムにアクセスする

ために必要なデータ  ( ユーザー名、 パスワード、 および Windows の場合はド メ イン ) を入力

し、 [OK] をク リ ッ ク します。

Data Protector ソフ ト ウェアをインス トールしたシステムは、 Data Protector セルに追加され、 Data 
Protector ク ラ イアン ト と して動作するよ うにな り ます。

注記 ク ラ イアン ト  システム上で Data Protector GUI を起動する前に、 そのシステムを使

用するユーザーを適切な Data Protector ユーザー グループに追加しておいてくださ

い。 ユーザー グループへの追加手順と選択可能なユーザー権限の詳細は、 オンラ

イン  ヘルプを参照してください。

ト ラブルシューテ ィ ング

リ モート  インス トール中に失敗したインス トール手順がある場合は、 リモート  インス トールの

終了後に GUI 上で [アクション ] と [失敗したクライアントを再開 ] をク リ ッ クする と、 失敗し

たインス トール手順を再実行できます。
それでもインス トールが失敗する場合は、 319 ページの 「インス トールの ト ラブルシューティン

グ」 を参照して ください。

クライアン トへのコンポーネン トの追加

既存のク ライアン トおよび Cell Manager 上に追加の Data Protector ソフ ト ウェア コンポーネン ト

を リモート  インス トールまたはローカル インス トールするこ とができます。 ローカル インス

トールについては、 226 ページの 「Data Protector ソフ ト ウェア コンポーネン トの変更」 を参照し

て ください。

MC/ServiceGuard クライアン ト

MC/ServiceGuard ク ラスタ環境では、 コンポーネン トの追加先のノードがアクテ ィブになってい

るこ とを確認して ください。

前提条件

対応するインス トール サーバが利用可能であるこ と。

Data Protector セル内のクライアン トに Data Protector ソフ ト ウェアを配布するには、 以下の手順

に従ってください。

1. [Data Protector Manager] で、 [ クライアント ] コンテキス ト を選択します。
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2. Scoping ペインの [ クライアント ] を展開し、ク ラ イアン ト を右ク リ ッ ク した後、[ コンポーネ

ントの追加 ] を選択します。

3. 複数のインス トール サーバが構成されている場合は、 コンポーネン ト をインス トールするク

ライアン トのプラ ッ ト フォーム  (UNIX または Windows) と、 コンポーネン トのインス トール

に使用するインス トール サーバを選択します。 [次へ ] をク リ ッ ク します。

4. 図 2-12 に示すよ うに、 インス トールするコンポーネン ト を選択します。 [次へ ] をク リ ッ ク

します。

図 2-12 クライアン トの選択
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5. 図 2-13 に示すよ うに、 インス トールする Data Protector コンポーネン ト を選択します。 なお、

Media Agent は 1 種類しか選択できません。 詳細は 59 ページの 「Data Protector コンポーネン

ト 」 を参照して ください。

図 2-13 コンポーネン トの選択 

複数のク ライアン ト を選択した後、 ク ラ イアン ト ごとに異なるコンポーネン ト をインス トー
ルするには、 [ クライアント システムのオプションを個別にカスタマイズする ] をク リ ッ ク

し、 [次へ ] をク リ ッ ク します。 その後、 コンポーネン ト をク ラ イアン ト ご とに個別に選択

します。

[完了 ] をク リ ッ ク してインス トールを開始します。

セキュア シェルによるリモート  インストール

セキュア シェル インス トールでは、 安全な方法で Data Protector コンポーネン トがインス トール

されるため、 ク ラ イアン ト と インス トール サーバのセキュ リ ティ保護に役立ちます。 以下の処

理によ り、 高度な保護が実現されます。
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• 公開 - 秘密キー ペア メカニズムによって保護された方法で、 ク ラ イアン トにアクセスするイ

ンス トール サーバのユーザーを認証します。

• インス トール パッケージを暗号化してからネッ ト ワーク上で転送します。

注記 セキュア シェル インス トールは、 UNIX プラ ッ ト フォームでのみサポート されて

います。

セキュア シェル インス トールを使用するには、 以下の手順に従って、 ク ラ イアン トおよびイン

ス トール サーバ上に OpenSSH をインス トールしてセッ ト アップする必要があ り ます。 

OpenSSH のセッ トアップ

OpenSSH は、 セキュア シェル プロ ト コルのオープン  ソース実装です。 OpenSSH をセッ ト アップ

するには、 以下の手順に従ってください。

1. openssh をシステム上にまだインス トールしていない場合、 http://www.openssh.org からダウ

ンロード し、 Data Protector ク ラ イアン ト と インス トール サーバの両方にインス トールしま

す。 HP-UX では、 代わりに HP-UX Secure Shell を使用できます。 

注記 セキュア シェル インス トールのデフォルトのインス トール先は、 /opt/ssh

になり ます。

2. インス トール サーバ上で、 ssh-keygen を実行して公開キー ペアを生成します。 公開キーは

ク ライアン トに転送しますが、 秘密キーはインス トール サーバ上に維持します。 暗号化され

た ( パスフレーズで保護された ) 秘密キーを使用する場合は、 インス トール サーバ上に

keychain をセッ ト アップする必要がある点に注意してください。 詳細は 58 ページを参照して

ください。

ssh-keygenの詳細については、

http://www.openbsd.org/cgi-bin/man.cgi?query=ssh-keygen&sektion=1 を参照して ください。

3. ク ラ イアン ト上では、$HOME/.sshディレク ト リに authorized_keys という名前で公開キー

を保存します。

注記 通常、 $HOME/.sshは、 rootユーザーのホーム  ディレク ト リです。

SSH プロ ト コルのバージ ョ ン  (SSH1 または SSH2) を設定するには、 以下のファイルを開い

て、 protocolパラ メータの設定を変更します。

http://www.openssh.org
http://www.openbsd.org/cgi-bin/man.cgi?query=ssh-keygen&sektion=1


ネッ トワークへの Data Protector のインストール

Data Protector クライアン トのインス トール

第 2 章58

a. インス トール サーバの場合 :

<ssh_install_directory>/ssh/etc/ssh_config

このファ イルは、 ssh コマンドによ り使用されます。

b. ク ラ イアン トの場合 :

<ssh_install_directory>/ssh/etc/sshd_config

このコマンドは、 sshデーモン  (sshd) によ り使用されます。

なお、 上記の 2 つのファイルは同期させる必要があ り ます。

注記 SSH プロ ト コルのデフォルト  バージ ョ ンは、 SSH2 です。

4. ク ラ イアン ト上で、 以下のコマンドを実行して sshデーモンを起動します。

 <ssh_install_directory>/ssh/sbin/sshd

5. 以下のコマンドを実行して、 インス トール サーバ上の $HOME/.ssh/known_hostsにある既

知のホス トの リ ス トにク ラ イアン ト を追加します。

ssh root@<client_host>

なお、 <client_host>は、 次の例のよ うな完全修飾 DNS 名でなければなり ません。

ssh root@client1.company.com

6. インス トール サーバ上で、omnirc変数 OB2_SSH_ENABLED を 1に設定します。omnirc変数の

詳細は、 『HP OpenView Storage Data Protector ト ラブルシューティング ガイ ド』 を参照して く

ださい。

keychain のセッ トアップ

keychain は、 パスフレーズを手動で入力しなくても秘密キーを復号化できるよ うにするツールで

す。 このツールは、 秘密キーが暗号化されている場合にのみ必要です。 keychain をセッ ト アップ

するには以下の手順に従ってください。

1. keychain を http://www.gentoo.org/proj/en/keychain/index.xml からインス トール サーバにダウン

ロード します。

2. $HOME/.profile ファ イルに以下の 2 行を追加します。

HP-UX、 Solaris の場合 : 

http://www.gentoo.org/proj/en/keychain/index.xml


ネッ トワークへの Data Protector のインストール

Data Protector クライアン トのインス トール

第 2 章 59

<keychain_install_directory>/keychain-<keychain_version>/keychain 
$HOME/.ssh/<private_key>

. $HOME/.keychain/'hostname'-sh

Linux の場合 :

/usr/bin/keychain $HOME/.ssh/<private_key>

. $HOME/.keychain/'hostname'-sh

3. インス トール サーバ上で、omnirc変数 OB2_ENCRYPT_PVT_KEYを 1に設定します。omnirc変

数の詳細は、 『HP OpenView Storage Data Protector ト ラブルシューティング ガイ ド』 を参照し

て ください。

この次に行う作業

OpenSSH と keychain のセッ ト アップが終了したら、 GUI を使用するか (51 ページの手順を参照

)、 CLI から ob2install コマンドを実行するこ とによ り、 ク ラ イアン ト をセルに追加します。

CLI コマンド とそのパラ メータについては、 『HP OpenView Storage Data Protector Command Line 
Interface Reference』 を参照して ください。

注記 コマンドの実行に失敗するためセキュア シェル インス トールを実行できない場合

は、 警告が表示されます。 ただし、 Data Protector の標準リモート  インス トール方

法によ り インス トールは続行されます。

Data Protector コンポーネン ト

サポート されているプラ ッ ト フォームに関する 新情報は、 HP OpenView Storage Data Protector
ホーム  ページ (http://www.hp.com/support/manuals) を参照して ください。

選択可能な Data Protector コンポーネン ト とその説明を以下に示します。

ユーザー インタフェース  ユーザー インタフェース  コンポーネン トは、 Data Protector
グラフ ィカル ユーザー インタフェース と コマンド行インタ

フェースで構成されます。 Data Protector Cell Manager にアク

セスするには、 このコンポーネン トが必要です。 セルの管理
用システムには、 このコンポーネン ト を必ずインス トールし
なければなり ません。

http://www.openview.hp.com/products/datapro/spec_0001.html
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注記 複数プラ ッ ト フォームにわたるバッ クアップや復元を Data Protector ユーザー イン

タフェースを使用して実行するよ う計画している場合は、 『HP OpenView Storage 
Data Protector Product Announcements ソフ ト ウェア ノー ト  および リ ファレンス』

を参照して制限事項を確認して ください。

Manager-of-Managers (MoM)
ユーザー インタフェース  Manager-of-Managers (MoM) ユーザー インタフェース  コン

ポーネン トは、 Data Protector グラフ ィカル ユーザー インタ

フェース と コマンド行インタフェースで構成されます。 Data 
Protector の Manager-of-Managers 機能にアクセスしてマルチ 
セル環境を管理するには、 このコンポーネン トが必要です。

Disk Agent Disk Agent コンポーネン トは、 Data Protector によるバッ ク

アップの対象となるディ スクを持つクライアン トにインス
トールする必要があ り ます。 

General Media Agent General Media Agent は、 Data Protector で管理するバッ クアッ

プ デバイスに接続されている ク ライアン トか、 Data 
Protector で管理するライブラ リ  ロボティ クスにアクセス可

能なク ライアン トにインス トールする必要があ り ます。

自動障害復旧モジュール 障害復旧の準備を自動実行するには、 自動障害復旧で復旧し
たいク ライアン ト 、 および拡張障害復旧用の DR CD ISO イ

メージを準備するシステムに、 自動障害復旧モジュール コ
ンポーネン ト をインス トールする必要があ り ます。

SAP R/3 用統合ソフ ト ウェア SAP R/3 用統合ソフ ト ウェア コンポーネン トは、 Data 
Protector によるバッ クアップの対象となる SAP R/3 データ

ベースがあるク ラ イアン トにインス トールする必要があ り ま
す。

SAP DB 用統合ソフ ト ウェア SAP DB 用統合ソフ ト ウェア コンポーネン トは、 Data 
Protector によるバッ クアップの対象となる SAP DB データ

ベースがあるク ラ イアン トにインス トールする必要があ り ま
す。

Oracle 用統合ソフ ト ウェア Oracle 用統合ソフ ト ウェア コンポーネン トは、 Data Protector
によるバッ クアップの対象となる Oracle データベースがあ

る ク ラ イアン トにインス トールする必要があ り ます。
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DB2 用統合ソフ ト ウェア DB2 用統合ソフ ト ウェア コンポーネン トは、 Data Protector
によるバッ クアップの対象となる DB2 Server がある ク ライ

アン トすべてにインス トールする必要があ り ます。

Sybase 用統合ソフ ト ウェア Sybase 用統合ソフ ト ウェア コンポーネン トは、 Data 
Protector によるバッ クアップの対象となる Sybase データ

ベースがあるク ラ イアン トにインス トールする必要があ り ま
す。

Informix 用統合ソフ ト ウェア Informix 用統合ソフ ト ウェア コンポーネン トは、 Data 
Protector によるバッ クアップの対象となる Informix Server
データベースがあるク ラ イアン トにインス トールする必要が
あ り ます。

MS Exchange 2000/2003 用統合ソフ ト ウェア 
MS Exchange 2000/2003 用統合ソフ ト ウェア コンポーネン ト

は、 Data Protector によるバッ クアップの対象となる

Microsoft Exchange Server データベースがあるク ラ イアン ト

にインス トールする必要があ り ます。

MS SQL 7.0/2000 用統合ソフ ト ウェア 
SQL 7.0/2000 用統合ソフ ト ウェア コンポーネン トは、 Data 
Protector によるバッ クアップの対象となる MS SQL データ

ベースがあるシステムにインス トールする必要があ り ます。

MS Volume Shadow Copy 用統合ソフ ト ウェア 
MS Volume Shadow Copy 用統合ソフ ト ウェア コンポーネン

トは、 Volume Shadow Copy サービスによるバッ クアップを

実行する Windows Server 2003 システムにインス トールする

必要があ り ます。

EMC Symmetrix Agent EMC Symmetrix Agent コンポーネン トは、 EMC Symmetrix を

Data Protector と統合する場合に、 アプリ ケーシ ョ ン システ

ムとバッ クアップ システムにインス トールする必要があ り

ます。

HP StorageWorks XP Agent HPStorageWorks XP Agent コンポーネン トは、 HP 
StorageWorksXP を Data Protector と統合する場合に、 アプリ

ケーシ ョ ン  システムとバッ クアップ システムにインス トー

ルする必要があ り ます。
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HP StorageWorks VA Agent HPStorageWorks VA Agent コンポーネン トは、 HP 
StorageWorksVirtual Array を Data Protector と統合する場合に、

アプ リ ケーシ ョ ン システムとバッ クアップ システムにイン

ス トールする必要があ り ます。

HP StorageWorks EVA SMI-S Agent HP StorageWorks EVA SMI-S Agent コンポーネン トは、 HP 
StorageWorks Enterprise Virtual Array を Data Protector と統合

する場合に、 アプ リ ケーシ ョ ン  システムとバッ クアップ シ
ステムにインス トールする必要があ り ます。

Cluster Server Cluster Server 用コンポーネン トは、 Data Protector のク ラスタ

対応ク ライアン トすべてにインス トールする必要があ り ま
す。

HP OpenView NNM バッ クアップ用統合ソフ ト ウェア 
NNM 用統合ソフ ト ウェア コンポーネン トは、セル内で Data 
Protector によるバッ クアップの対象となる NNM データベー

スがあるすべてのク ライアン トにインス トールする必要があ
り ます。

NDMP Media Agent NDMP Media Agent コンポーネン トは、 NDMP サーバを介し

て NDMP 専用ド ライブにデータをバッ クアップしているす

べてのク ライアン トにインス トールする必要があ り ます。

Lotus 用統合ソフ ト ウェア Lotus 用統合ソフ ト ウェア コンポーネン トは、セル内で Data 
Protector によるバッ クアップの対象となる Lotus 
Notes/Domino Server データベースがあるすべてのク ライアン

トにインス トールする必要があ り ます。

フランス語のサポート  フランス語のサポート  コンポーネン トは、 Data Protector
ユーザー インタフェースをフランス語で使用するク ライア

ン トにインス トールする必要があ り ます。

日本語のサポート  日本語のサポート  コンポーネン トは、 Data Protector ユー

ザー インタフェースを日本語で使用するク ライアン トにイ

ンス トールする必要があ り ます。

注記 General Media Agent と NDMP Media Agent を同じ ク ラ イアン トにインス トールす

るこ とはできません。
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Windows 用クライアン トのインストール

各 Windows オペレーティング システムでサポート されているプラ ッ ト フォームと コンポーネン

トの詳細は、 『HP OpenView Storage Data Protector Product Announcements ソフ ト ウェア ノート  お
よび リ ファレンス』 を参照して ください。

前提条件

Windows ク ラ イアン ト をインス トールするには、 Administrator のアカウン トが必要です。 Data 
Protector ク ラ イアン ト  システムと して使用する Windows システムは、 以下の条件を満たしてい

る必要があ り ます。

✓ Microsoft Internet Explorer 5.0 以上がインス トールされているこ と。

✓ Data Protector ク ラ イアン ト  ソフ ト ウェアをインス トールするのに十分な容量の空きディ スク  
スペースがあるこ と。 詳細は 『HP OpenView Storage Data Protector Product Announcements ソフ

ト ウェア ノー ト  および リ ファレンス  』 を参照して ください。

✓ ポート番号 5555 ( デフォルト ) が利用可能であるこ と。

✓ Microsoft 社の TCP/IP プロ ト コルがインス トールされており、実行されているこ と。 このプロ

ト コルを使って、 ホス ト名を解決できるこ と。 コンピュータの名前とホス ト名は同じでなけ
ればなり ません。 TCP/IP プロ ト コルのインス トールおよび構成については、 B-19 ページの

「Windows システム上の TCP/IP プロ ト コルのセッ ト アップ」 を参照して ください。

制限事項

• Windows オペレーティング システムのセキュ リ ティ規制によ り、 インス トール サーバを使用

してク ライアン ト を リモートにインス トールできるのは、 同一ド メ イン内に限られます。 

• Windows Me/XP HE では、 Data Protector ク ラ イアン トはローカルにのみインス トールできま

す。

推奨事項

Data Protector A.06.00 のインス トールを開始するにあたって、 各 Windows ク ラ イアン ト上に

Microsoft Installer (MSI) 2.0 がインス トールされているこ とを確認して ください。 MSI のバージ ョ

ンが古い場合は、 Data Protector セッ ト アップ プログラムによ り、 自動的にバージ ョ ン 2.0 にアッ

プグレード されます。 この場合、 Data Protector によって、 アップグレードの 後の段階で MSI
がアップグレード されたこ とが通知されます。 MSI がアップグレード された場合は、 システムを

再起動するこ とを強く推奨します。 個々の Windows オペレーティング システムに対する

Microsoft Installer 2.0 の前提条件については、 Microsoft Support にお問い合わせください。
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MSI の古いバージ ョ ンで Data Protector のインス トールを開始した場合は、 Data Protector セッ ト

アップ プログラムによ り、 自動的にバージ ョ ン 2.0 にアップグレード されます。 ただし、 アップ

グレードを有効にするには、 システムを再ブートする必要があ り ます。 システムの再ブートが完
了したら、 インス トールを初めからやり直して ください。 

自動障害復旧モジュール

障害復旧の準備を自動実行するには、 自動障害復旧で復旧したいク ライアン ト 、 および拡張障害
復旧用の DR CD ISO イ メージを準備するシステムに、 自動障害復旧コンポーネン ト をインス トー

ルする必要があ り ます。

クラスタ対応クライアン ト

ク ラスタ対応ク ライアン ト をインス トールする場合は、 上記以外にも必要となる前提条件があ り
ます。 175 ページの 「ク ラスタ対応ク ライアン トのインス トール」 を参照して ください。

インス トール手順を開始する前に、 どのコンポーネン ト をク ラ イアン ト  システムにインス トー

ルするかを決定しておいてください。 Data Protector ソフ ト ウェア コンポーネン トの リ ス ト と説

明は、 59 ページの 「Data Protector コンポーネン ト 」 を参照して ください。

ローカル インス トール

Windows ク ラ イアン トは、 Windows インス トール DVD-ROM からローカルにインス トールする

こ とができます。 以下の手順に従ってください。

1. DVD-ROM をド ラ イブに挿入し、 以下のコマンドを実行します。 

32 ビッ ト  プロセッサの場合 : \Windows_other\i386\setup.exe

AMD-64/Intel EM64T プロセッサの場合 :\Windows_other\x8664\setup.exe

Itanium プロセッサの場合 : \Windows_other\ia64\setup.exe

2. [Installatoin Type] ページで、 [Client] を選択します。 Itanium ク ラ イアン トの場合

は、 自動的にタイプが選択されます。

3. Cell Manager の名前を入力します。 詳細は図 2-14 を参照して ください。

Cell Manager でデフォルト  ポート番号 5555 以外の番号を使用する場合は、 ポート番号を変

更します。 [Check response...] をク リ ッ クする と、 Cell Manager がアクティブかど うか

と、 選択したポート番号が使用されているかど うかをテス トできます。
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[Next] をク リ ッ ク します。

図 2-14 Cell Manager の選択

4. Data Protector をデフォルト  フォルダにインス トールする場合には、 [Next] をク リ ッ ク しま

す。

デフォルト以外のフォルダにインス トールする場合には、 [Change] をク リ ッ ク し、

[Change Current Destination Folder] ページを開いて、 パスを入力します。

5. インス トール対象の Data Protector コンポーネン ト を選択します。

その他の Data Protector コンポーネン トの詳細は、 59 ページの 「Data Protector コンポーネン

ト 」 を参照して ください。

[Next] をク リ ッ ク します。

6. Windows XP SP2、Windows 2003 SP1 の場合 :Data Protector によってシステムにファ イアウォー

ルが検出される と、 [Windows Firewall configuration] ページが表示されます。 Data 
Protector のセッ ト アップ プログラムによって、 必要なすべての Data Protector 実行可能ファ

イルが登録されます。 デフォルトでは、 [Initially, enable newly registered Data 

Protector binaries to open ports as needed] オプシ ョ ンが選択されています。 この

時点で、 Data Protector によってポートがオープンされないよ うにするには、 オプシ ョ ンを選

択解除します。 ただし、 Data Protector を適切に機能させるには、 実行可能ファイルを有効に

する必要があ り ます。
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[Next] をク リ ッ ク します。

7. 選択したコンポーネン トのサマ リー ページが表示されます。 [Install] をク リ ッ ク して、

選択したコンポーネン ト をインス トールします。

図 2-15 コンポーネン ト選択サマリー ページ 

8. [Installation status] ページが表示されます。 [Next] をク リ ッ ク します。

図 2-16 インス トールのサマリー ページ 
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9. セッ ト アップ後すぐに Data Protector を起動するには、 [Start Data Protector Manager 

GUI] を選択します。 

『HP OpenView Storage Data Protector Product Announcements ソフ ト ウェア ノート  および リ
ファレンス』 を表示するには、 [Open the Product Announcements] を選択します。

[Finish] をク リ ッ ク します。

Windows システムへのバックアップ デバイスの接続

Media Agent コンポーネン トのインス トール後は、 バッ クアップ デバイスを Windows システムに

接続できます。 以下の手順に従ってください。

1. 利用可能な SCSI アドレスを確認し、接続するバッ クアップ デバイスのド ライブおよび制御デ

バイス  ( ロボティ クス ) に割り当てる SCSI アドレスを決定します ( なお Windows 上では、

SCSI アドレスのこ とを SCSI ターゲッ ト ID と呼びます )。 詳細は B-54 ページの 「Windows
システム上の未使用の SCSI ターゲッ ト ID の取得」 を参照して ください。

2. まだ使用されていないSCSIターゲッ ト IDを、ド ライブおよび制御デバイス  ( ロボティ クス ) に
割り当てます。 デバイスの種類にもよ り ますが、 通常はターゲッ ト ID をデバイス上のス

イ ッチで設定できます。 詳細は、 使用するデバイスのマニュアルを参照して ください。

サポート対象デバイスの詳細は、 http://www.hp.com/support/manuals も参照して ください。

3. コンピュータの電源を切り、 バッ クアップ デバイスを本体に接続します。 

4. デバイス と コンピュータの電源を順に投入し、 ブート処理が完了するまで待ちます。 

5. 新しいバッ クアップ デバイスがシステムによって正し く認識されているこ とを確認します。

<Data_Protector_home>\binディレク ト リから devbra -dev コマンドを実行して くだ

さい。

画面に表示された リ ス トに新しいデバイスが含まれているこ とを確認します。 devbra -dev

コマンドの出力例を以下に示します。

• 使用しているデバイスのテープ ド ラ イバがロード されている場合。

HP:C1533A

tape3:0:4:0

DDS

...

http://www.openview.hp.com/products/datapro/spec_0001.html


ネッ トワークへの Data Protector のインストール

Data Protector クライアン トのインス トール

第 2 章68

1 行目はデバイスの仕様を表し、 2 行目はデバイス  ファ イル名を示します。

この例の場合、 ド ラ イブ インスタンス番号 3 の HP DDS テープ デバイスが SCSI バス 0
に接続されており、 SCSI ターゲッ ト ID 4 および LUN 番号 0 が割り当てられています。 

• 使用しているデバイスのテープ ド ラ イバがロード されていない場合。

HP:C1533A

scsi1:0:4:0

DDS

...

1 行目はデバイスの仕様を表し、 2 行目はデバイス  ファ イル名を示します。

この例の場合、 HP DDS テープ デバイスが SCSI バス 0 上の SCSI ポート 1 に接続されて

おり、 テープ ド ラ イブに SCSI ターゲッ ト ID 4 および LUN 番号 0 が割り当てられてい

ます。

デバイスのネイティブ テープ ド ラ イバをロードまたはアンロードする方法は、 B-32 ページの

「Windows でのテープ ド ラ イバおよびロボティ クス  ド ラ イバの使用」 を参照して ください。 デバ

イス  ファ イル名の作成方法は、 B-35 ページの 「Windows 上でのデバイス  ファ イル (SCSI アドレ

ス ) の作成」 を参照して ください。

この次に行う作業

ク ラ イアン ト  コンポーネン ト をインス トールし、 バッ クアップ デバイスを接続したら、 バッ ク

アップ デバイスおよびメディア プールを構成します。 構成作業の詳細は、 オンライン ヘルプの

索引キーワード 「構成 , バッ クアップ デバイス」 で表示される内容を参照して ください。

HP-UX クライアン トのインストール

HP-UX ク ラ イアン トは、 HP-UX 用インス トール DVD-ROM を使ってローカルにインス トールす

るこ と も、 UNIX 用のインス トール サーバを使って リモートでインス トールするこ と もできま

す。 

インス トール手順を開始する前に、 どのコンポーネン ト をク ラ イアン ト  システムにインス トー

ルするかを決定しておいてください。 Data Protector ソフ ト ウェア コンポーネン トの リ ス ト と説

明は、 59 ページの 「Data Protector コンポーネン ト 」 を参照して ください。
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前提条件 

• システム要件、 ディ スク  スペース要件、 サポート されているプラ ッ ト フォーム、 プロセッサ

と Data Protector コンポーネン トについては、 『HP OpenView Storage Data Protector Product 
Announcements ソフ ト ウェア ノー ト  および リ ファレンス』 を参照して ください。

• この時点で、 Cell Manager および UNIX 用のインス トール サーバをネッ ト ワーク上にインス

トールしておく必要があ り ます。 まだインス トールしていない場合は、 19 ページの 「Data 
Protector Cell Manager (CM) およびインス トール サーバ (IS) のインス トール」 の説明にした

がってインス トールして ください。

• HP-UX ク ラ イアン ト をインス トールするには、root ユーザーによるアクセスか、または root 権
限付きのアカウン トが必要です。 

ローカル インス トール

お使いの環境に UNIX 用のインス トール サーバがない場合は、 UNIX 用のインス トール

DVD-ROM を使用して、 ローカル インス トールを行う必要があ り ます。 詳細は 119 ページの

「UNIX ク ライアン トのローカル インス トール」 を参照して ください。 

ローカル インス トール後には、 ク ラ イアン ト  システムをセルに手作業でインポートする必要が

あ り ます。 詳細は、 185 ページの 「セルへのク ライアン トのインポート 」 を参照して ください。

リモート  インス トール

UNIX ク ラ イアン ト  ソフ ト ウェアは、 Data Protector グラフ ィカル ユーザー インタフェースを

使って UNIX 用のインス トール サーバから リモートにインス トールできます。 ソフ ト ウェアの

リモート  インス トール手順は、 50 ページの 「Data Protector ク ラ イアン トの リモート  インス トー

ル」 を参照して ください。 

リ モート  インス トールが終了する と、 ク ラ イアン ト  システムは自動的に Data Protector セルのメ

ンバーになり ます。

ク ラ イアン トに Media Agent をインス トールしたら、 バッ クアップ デバイスをシステムに物理的

に接続しなければなり ません。 また、 デバイスの種類に応じた適切なデバイス  ド ラ イバがカー

ネルに組み込まれているかど うかを確認するため、 バッ クアップの実行前にカーネルの構成を
チェ ッ ク しておかなければなり ません。

クラスタ対応クライアン ト

ク ラスタ対応ク ライアン ト をインス トールする場合は、 上記以外にも必要となる前提条件があ り
ます。 166 ページの 「ク ラスタ対応ク ライアン トのインス トール」 を参照して ください。
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HP-UX のカーネル構成のチェ ッ ク

HP System Administration Manager (SAM) ユーティ リ ティを使って、 HP-UX 11.x 上のカーネルの構

成をチェッ クおよびビルドするには、 以下の手順に従ってください。 なお、 カーネルを手作業で
ビルドする手順は、 B-37 ページの 「HP-UX 上の SCSI ロボティ クス構成」 を参照して ください。 

HP System Administration Manager (SAM) ユーティ リ ティを使ってカーネルをビルドするには、 以

下の手順に従ってください。

1. root ユーザーと してログインし、 端末を開いて sam と入力します。 

2. [System Administration Manager] ウ ィ ンド ウで [Kernel Configuration] と  
[Drivers] を順にダブルク リ ッ ク します。

3. [Kernel Configuration] ウ ィンド ウで、 以下の条件が満たされているこ とを確認します。

✓ 使用するデバイスのド ライバがインス トール済みド ライバのリ ス トに含まれているこ と。

図 2-17 を参照して ください。 目的のド ライバが リ ス トに含まれていない場合は、

/usr/sbin/swinstallユーティ リ ティを使ってインス トールする必要があ り ます。 以

下に例を示します。

• テープ デバイスにはテープ デバイス  ド ラ イバが必要です。 システムにテープ デバ

イスを接続する場合は、 適切なテープ デバイス  ド ライバがインス トールされている

こ とを確認して ください。 たとえば stape ド ラ イバは DLT や LTO などの汎用的な

SCSI テープ ド ラ イブで使用され、 tape2 ド ラ イバは DDS デバイスで使用されます。

HP-UX 11.00 システムに Quantnum DLT 4000 を接続している場合は、 stape ド ラ イバ

ではなく tape2の使用をお勧めします。

• テープ ラ イブラ リ  デバイスのロボティ クスを制御するには、 使用するハードウェア

に応じて、 SCSI パス  スルー ド ラ イバ (sctl または spt) か、 オートチェンジャ  ロボ

ティ クス  ド ラ イバ (schgr) が必要です。 



ネッ トワークへの Data Protector のインストール

Data Protector クライアン トのインス トール

第 2 章 71

詳細は B-37 ページの 「HP-UX 上の SCSI ロボティ クス構成」 を参照して ください。

図 2-17 [Kernel Configuration] ウィンドウ

✓ Current State列でド ライバのステータスが Inに設定されているこ とを確認します。ス

テータスが Outに設定されている場合は、 以下の操作を行ってください。

a. リ ス ト内のド ライバを選択します。 [Actions] をク リ ッ ク して [Add Driver to 
Kernel] を選択します。 Pending State列のステータスが Inに変化したこ とを確

認します。

これを、 Current State列が Outに設定されている各ド ライバに対して繰り返しま

す。

b. [Actions] をク リ ッ ク して [Create a New Kernel] を選択し、 変更内容を確定

します。 これによ り、 Pending Kernelのラベルが Current Kernelに変化します。

ただし、 システムを再起動する必要があ り ます。

必要なド ライバをカーネルに組み込んだら、 以下の手順に従って、 バッ クアップ デバイスをコ

ンピュータに接続して ください。
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HP-UX システムへのバックアップ デバイスの接続

1. ド ラ イブおよび制御デバイス  ( ロボティ クス ) に割り当てる SCSI アドレスを決定します。シス

テム  コマンドの /usr/sbin/ioscan -f を使います。 

詳細は B-46 ページの 「HP-UX 上の未使用の SCSI アドレスの取得」 を参照して ください。

2. デバイスの SCSI アドレスを設定します。デバイスの種類にもよ り ますが、通常は SCSI アド レ

スをデバイス上のスイ ッチで設定できます。 詳細は、 使用するデバイスのマニュアルを参照
して ください。

サポート対象デバイスの詳細は、 http://www.hp.com/support/manuals を参照して ください。

3. デバイスをコンピュータに接続し、 デバイス と コンピュータの電源を順に投入します。 ブー

ト処理が完了するまで待ちます。 通常、 デバイス  ファ イルは、 ブート処理中に生成されま

す。 

4. 新しいバッ クアップ デバイスがシステムによって正し く認識されているこ とを確認します。

ioscanユーティ リ ティ を以下のコマンドで実行して ください。

/usr/sbin/ioscan -fn

このコマンドを実行する と、 接続されている各バッ クアップ デバイスに対するデバイス  
ファ イルの リ ス トが表示されます。 デバイス  ファ イルがブート時に自動生成されない場合

は、 手作業でデバイス  ファ イルを作成する必要があ り ます。 詳細は B-42 ページの 「HP-UX
上のデバイス  ファ イルの作成」 を参照して ください。

インス トールを完了し、 バッ クアップ デバイスをシステムに適切に接続したら、 バッ クアップ 
デバイスやメディア プールなど、 Data Protector の運用に必要な要素を構成します。 詳細は、 オ

ンライン ヘルプの索引キーワード 「構成 , バッ クアップ デバイス」 で表示される内容を参照して

ください。

Solaris 用クライアン トのインストール

Solaris ク ラ イアン トは、 UNIX 用インス トール DVD-ROM を使ってローカルにインス トールする

こ と も、 UNIX 用のインス トール サーバを使って リモート  インス トールするこ と もできます。 

インス トール手順を開始する前に、 どのコンポーネン ト をク ラ イアン ト  システムにインス トー

ルするかを決定しておいてください。 Data Protector ソフ ト ウェア コンポーネン トの リ ス ト と説

明は、 59 ページの 「Data Protector コンポーネン ト 」 を参照して ください。

http://www.openview.hp.com/products/datapro/spec_0001.html
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前提条件 

• システム要件、 ディ スク  スペース要件、 サポート されているプラ ッ ト フォームと Data 
Protector コンポーネン トについては、 『HP OpenView Storage Data Protector Product 
Announcements ソフ ト ウェア ノー ト  および リ ファレンス』 を参照して ください。

• この時点で、 Cell Manager および UNIX 用のインス トール サーバをネッ ト ワーク上にインス

トールしておく必要があ り ます。 詳細は 19 ページの 「Data Protector Cell Manager (CM) およ

びインス トール サーバ (IS) のインス トール」 を参照して ください。

• Solaris ク ラ イアン ト をインス トールするには、root ユーザーによるアクセスか、または root 権
限付きのアカウン トが必要です。 

ローカル インス トール

お使いの環境に UNIX 用のインス トール サーバがない場合は、 UNIX 用のインス トール

DVD-ROM を使用して、 ローカル インス トールを行う必要があ り ます。 詳細は 119 ページの

「UNIX ク ライアン トのローカル インス トール」 を参照して ください。 

リモート  インス トール

UNIX ク ラ イアン ト  ソフ ト ウェアは、 Data Protector グラフ ィカル ユーザー インタフェースを

使って UNIX 用のインス トール サーバから リモートにインス トールできます。 ソフ ト ウェアの

リモート  インス トール手順は、 50 ページの 「Data Protector ク ラ イアン トの リモート  インス トー

ル」 を参照して ください。 

注記 ユーザー インタフェース コンポーネン ト  ( グラフ ィカル ユーザー インタフェー

ス と コマンド行インタフェースが含まれる ) を使用する場合は、 事前に環境変数

を更新する必要があ り ます。 詳細は 27 ページの 「環境変数の設定」 を参照して く

ださい。

Solaris 2.6 ク ラ イアン トにユーザー インタフェースをインス トールした場合、 コ

マンド行インタフェースのみを使用できます。

ク ラ イアン ト  コンポーネン トのインス トールが完了したターゲッ ト  システムは、 自動的に Data 
Protector セルに追加されます。

重要 Data Protector は、 たとえば次のよ う な リ ンク  ディレク ト リにインス トールするこ

とができます。



ネッ トワークへの Data Protector のインストール

Data Protector クライアン トのインス トール

第 2 章74

/opt/omni/ -> /<prefix>/opt/omni/

/etc/opt/omni/ -> /<prefix>/etc/opt/omni/

/var/opt/omni/ -> /<prefix>/var/opt/omni/

このよ うにする場合は、 インス トール前にリ ンクを作成しておき、 インス トール
先ディ レク ト リが存在するこ とを確認しておかなければな り ません。

クラスタ対応クライアン ト

ク ラスタ対応ク ライアン ト をインス トールする場合は、 上記以外にも必要となる前提条件があ り
ます。 178 ページの 「ク ラ イアン トのインス トール」 を参照して ください。

インストール後の構成作業

構成ファイル

ク ラ イアン ト  システムに Media Agent コンポーネン ト をインス トールした後は、 使用するデバイ

スの種類に応じて、 構成ファイル (/kernel/drv/st.conf) の内容をチェッ クする必要があ り ま

す。 

• Exabyte デバイス  (8 mm) を使用する場合は、/kernel/drv/st.conf ファ イルの内容を変更す

る必要はあ り ません。 

• HP DAT デバイス  (4 mm) を使用する場合は、 /kernel/drv/st.conf ファ イルに以下の行を

追加してください。 

tape-config-list =

"HP HP35470A", "HP DDS 4mm DAT", "HP-data1",
"HP HP35480A", "HP DDS-DC 4mm DAT", "HP-data1",
"HP C1533A", "HP DDS2 4mm DAT", "HP-data2",
"HP C1537A", "HP DDS3 4mm DAT", "HP-data3",
"HP C1553A", "HP DDS2 4mm DATloader", "HP-data2", 
"HP C1557A", "HP DDS3 4mm DATloader", "HP-data3";
HP-data1 = 1,0x34,0,0x8019,3,0x00,0x13,0x03,2;
HP-data2 = 1,0x34,0,0x8239,4,0x0,0x13,0x24,0x3,3;
HP-data3 = 1,0x34,0,0x8239,4,0x0,0x13,0x24,0x3,3;

重要 これらの HP データ  エン ト リは、 HP のサポートで通常推奨しているデフォルト  
エン ト リ とは異なっています。 これらの行は必ず上に示したとおりに記述して く
ださい。 記述に誤りがある と、 そのド ラ イブを Data Protector で使用できな くな り

ます。 
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• DLT、 DLT1、 SuperDLT、 LTO1、 LTO2、 および STK9840 デバイスを使用する場合は、

/kernel/drv/st.conf ファ イルに以下の行を追加して ください。

tape-config-list=

"HP      Ultrium 1-SCSI", "HP Ultrium 1-SCSI", "LTO-data",
"HP      Ultrium 2-SCSI", "HP_LTO",     "HP-LTO2",
"DEC DLT2000", "Digital DLT2000",   "DLT2k-data",
"Quantum DLT4000","Quantum DLT4000", "DLT4k-data",
"QUANTUM DLT7000", "Quantum DLT7000", "DLT7k-data",
"QUANTUM DLT8000", "Quantum DLT8000",   "DLT8k-data",
"HP C9264CB-VS80","HP DLT vs80 DLTloader","HP_data1"
"QUANTUM SuperDLT1", "QUANTUM SuperDLT",  "SDLT-data",
"TANDBERGSuperDLT1", "TANDBERG SuperDLT", "SDL-data",
"STK     9840", "STK 9840",          "CLASS_9840";

DLT2k-data = 1,0x38,0,0x8639,4,0x17,0x18,0x80,0x81,3;
DLT4k-data = 1,0x38,0,0x8639,4,0x17,0x18,0x80,0x81,3;
DLT7k-data = 1,0x38,0,0x8639,4,0x82,0x83,0x84,0x85,3;
DLT8k-data = 1,0x77,0,0x1D639,4,0x84,0x85,0x88,0x89,3;
HP_data1 = 1,0x3a,0,0x8639,4,0x40,0x86,0x87,0x7f,0;
LTO-data   = 1,0x7a,0,0x1d679,4,0x00,0x00,0x00,0x40,3;
HP-LTO2 = 1,0x7a,0,0xd639,4,0x00,0x00,0x00,0x42,3;
SDLT-data  = 1,0x79,0,0x8639,4,0x90,0x91,0x90,0x91,3;
CLASS_9840 = 1,0x78,0,0x1d679,1,0x00,0;

• HP StorageWorks 12000e (48AL) オート ローダー (HP C1553A) を使用する場合は、

/kernel/drv/st.conf ファ イル内の HP データ  エン ト リに加えて、 以下のエン ト リ を追加

して ください。 

name="st" class="scsi"
target=<ID> lun=0; 

name="st" class="scsi"
target=<ID> lun=1;

<ID>の箇所にオート ローダーの SCSI アドレスを指定し、 オート ローダーのオプシ ョ ン番号

スイ ッチを 5に設定します ( このスイ ッチは、 デバイスの背面パネルにあ り ます )。 さ らに、

デバイスの DIP スイ ッチの設定を 11111001に変更します ( これらのスイ ッチは、 オート

ローダーの底面から操作できます )。 

注記 HP StorageWorks 12000e ラ イブラ リには、 ピッカー デバイス専用の SCSI ID はあ

り ませんが、 同じ SCSI ID からデータ  ド ラ イブ アクセス  コマンド とピッカー コ
マンドの両方を受け付けるよ うになっています。 ただし、 データ  ド ラ イブ アクセ

ス  コマンドは SCSI lun=0 にリダイレク ト し、 ピッカー コマンドは SCSI lun=1 に

リダイレク トする必要があ り ます。
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他のすべてのデバイスについて、 st.conf ファ イルに必要なエン ト リがあるかど うか、

st.conf.templテンプレート  ファ イル (/opt/omni/sptにあ り ます ) をチェッ ク します。 これ

は単なるテンプレート  ファ イルであ り、 st.conf ファ イルの代用となるものではあ り ません。

• Solaris上で SCSIパス  スルー ド ラ イバと と もにSCSIエクスチェンジャ  デバイスを使用する場

合は、 SCSI パス  スルー ド ラ イバをまず 初にインス トールしてから、 SCSI デバイスをイン

ス トールする必要があ り ます。 

SCSI パス  スルー ド ラ イバをインス トールするには、 以下の手順に従ってください。

1. sstモジュールを /usr/kernel/drv/sparcv9ディ レク ト リにコピーし、 構成ファイル

sst.conf を /usr/kernel/drvディレク ト リにコピーします。 以下のコマンドを実行

して ください。

32 ビッ ト版 Solaris の場合 :

$cp /opt/omni/spt/sst /usr/kernel/drv/sst

$cp /opt/omni/spt/sst.conf /usr/kernel/drv/sst.conf

64 ビッ ト版 Solaris の場合 : 

$cp /opt/omni/spt/sst.64bit /usr/kernel/drv/sparcv9
/sst

$cp /opt/omni/spt/sst.conf /usr/kernel/drv/sst.conf

2. /etc/devlink.tab ファ イルに以下の行を追加します。

重要 /etc/devlink.tab ファ イルの編集には、 スペース文字を使用しないで

ください。 タブ文字のみを使用してください。

“type=ddi_pseudo;name=sst;minor=character rsst\A1”

この行を追加する と、 devlinks(1M) によって、 /dev/rsstX (X は SCSI ターゲッ ト番号 ) 
形式の名前のデバイスへのリ ンクが生成されます。

3. 以下のコマンドを入力して、 システムにド ライバをインス トールします。

add_drv sst

4. こ こまでの段階で、 SCSI デバイスをインス トールする準備は完了です。 インス トールを

開始する前に、 各ド ライブおよびエクスチェンジャ  デバイスのロボティ クス  ( ピッカー

) に正しい SCSI アドレスを割り当てておく必要があ り ます。 選択するアドレスは、 シス

テム上の他のデバイスに使用されていないものでなければなり ません。 
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SCSI 構成をチェッ クするには、 初に以下のコマンドを入力してシステムをシャ ッ ト ダ

ウンします。

shutdown -i0

次に okプロンプ トから probe-scsi-all コマンドを実行して、 割り当て済みのアドレ

スをチェッ ク します。

ok probe-scsi-all

チェ ッ クが完了したら、 以下のコマンドでシステムを再起動します。 

ok boot -r

SCSI デバイスをインス トールするには、 以下の手順に従ってください。

a. /kernel/drv/st.confを編集し、割り当てた SCSI ポート を使用するよ うにデバイス

のド ラ イブ パラ メータを構成します。 詳細は、 デバイスのマニュアルを参照して く

ださい。 

なお、 こ こでは、 SCSI ポート 5 を SCSI ド ライブに割り当て、 SCSI ポート 4 を

ADIC SCSI 制御デバイス  ( ピッカー ) に割り当てて、 ADIC-VLS DLT デバイスをセッ

ト アップする場合を想定しています。

例 ：

tape-config-list =“DEC DLT2000", "ADIC DLTDlib”,"ADIC2000-data";
ADIC2000-data = 1,0x38,0,0x8639,4,0x17,0x18,0x80,0x81,3;name=”st” class= 
“scsi”
target=5 lun=0;
name=”st” class= “scsi”
target=4 lun=0;

上の例に示したデータを /kernel/drv/st.conf ファ イルに追加します。

b. /usr/kernel/drv/sst.conf ファ イルを編集して、割り当てた SCSI ポート 4 を使用

するよ うに ADIC SCSI 制御デバイスをセッ ト アップします。 ADIC ド ラ イブに関し

て以下のデータを /usr/kernel/drv/sst.conf ファ イルに追加します。

name=”sst” class= “scsi”
target=4 lun=0;

/kernel/drv/st.conf ファ イルおよび /usr/kernel/drv/sst.conf ファ イルを変更し終えた

ら、 システムにバッ クアップ デバイスを接続する準備が完了したこ とにな り ます。

Solaris システムへのバックアップ デバイスの接続

Solaris システムにバッ クアップ デバイスを接続するには、 以下の手順に従ってください。
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1. reconfigure ファ イルを作成します。

touch /reconfigure

2. 次に、 $shutdown -i0 コマンドを入力してシステムをシャッ ト ダウンし、 コンピュータの電

源を切ってから、 デバイスを SCSI バスに物理的に接続します。 選択した SCSI アドレスが他

のデバイスに使用されていないこ とをチェッ ク して ください。 

サポート対象デバイスの詳細は、 http://www.hp.com/support/manuals を参照して ください。

注記 Data Protector は、 Solaris システム上ではク リーニング テープを自動認識しま

せん。 StorageWorks 12000e (48AL) デバイスで使用されているク リーニング  
テープを Data Protector が検出して挿入した場合は、 テープ ド ライバは、 未定

義の状態とな り、 システムの再ブートが必要になり ます。 Data Protector がク

リーニング テープのロード要求を出した場合は、 手作業でロード して くださ

い。

3. コンピュータの電源を投入し、ブート処理の途中で Stop-A キーを押して、ブート処理を中断

させます。 okプロンプ トにコマンドを probe-scsi-all と入力して、 新しいデバイスが正

し く認識されているかど うかを確認します。

ok > probe-scsi-all

次に

ok > go  

と入力して操作を続行します。 

4. この時点で、 デバイスが正し く動作しているこ とを確認します。 ド ラ イブのデバイス  ファ イ

ルは /dev/rmtディレク ト リに格納する必要があ り、 SCSI 制御デバイス  ( ピッカー ) のデバ

イス  ファ イルは /devディレク ト リに格納する必要があ り ます。 

注記 Solaris システム上では ( 特に 64 ビッ ト版 Solaris の場合は )、 SCSI 制御デバイ

ス  ( ピッカー ) へのリ ンクが自動的に生成されないこ とがあ り ます。 この場合

はシンボ リ ッ ク  リ ンクを作成して ください。 以下に例を示します。

ln -s /devices/pci@1f,4000/scsi@3,1/sst@4,1:character 
/dev/rsst4

http://www.openview.hp.com/products/datapro/spec_0001.html
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デバイスの動作は、 Data Protector の umaユーティ リ ティで確認できます。 前に例示した

SCSI エクスチェンジャ  デバイス  (SCSI ポート 4 を使用 ) のピッカーの動作をチェッ クするに

は、 以下のよ うに入力します。

echo “inq”|/opt/omni/lbin/uma -ioctl /dev/rsst4

ピッカーは、 SCSI-2 デバイス  ラ イブラ リ と して動作しなければなり ません。 ラ イブラ リは、

強制的に初期化するこ とでチェ ッ クできます。 以下のコマンドを入力して ください。 

echo “init”|/opt/omni/lbin/uma -ioctl /dev/rsst4

Berkeley スタイルのデバイス ファイルを必ず使用してください。 この例の場合、 エクスチェンジャ ドライ

ブには、 /dev/rmt/0hではなく /dev/rmt/ohbを使用し、 SCSI 制御デバイス ( ピッカー ) には

/dev/rsst4 を使用する必要があります。

この次に行う作業

インス トールを完了し、 バッ クアップ デバイスを Solaris ク ラ イアン トに適切に接続したら、

バッ クアップ デバイスやメディア プールなど、 運用に必要な要素を構成します。 詳細は、 オン

ライン  ヘルプの索引キーワード 「構成 , バッ クアップ デバイス」 で表示される内容を参照してく

ださい。

Linux クライアン トのインストール

Linux ク ラ イアン ト  システムは、 UNIX 用インス トール DVD-ROM を使ってローカルにインス

トールするこ と も、 UNIX 用のインス トール サーバを使って リモート  インス トールするこ と もで

きます。

インス トール手順を開始する前に、 どのコンポーネン ト をク ラ イアン ト  システムにインス トー

ルするかを決定しておいてください。 Data Protector ソフ ト ウェア コンポーネン トの リ ス ト と説

明は、 59 ページの 「Data Protector コンポーネン ト 」 を参照して ください。

前提条件 

• システム要件、 ディ スク  スペース要件、 サポート されているプラ ッ ト フォームと Data 
Protector コンポーネン トについては、 『HP OpenView Storage Data Protector Product 
Announcements ソフ ト ウェア ノー ト  および リ ファレンス』 を参照して ください。

• この時点で、 Cell Manager および UNIX 用のインス トール サーバをネッ ト ワーク上にインス

トールしておく必要があ り ます。 詳細は 19 ページの 「Data Protector Cell Manager (CM) およ

びインス トール サーバ (IS) のインス トール」 を参照して ください。
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• rpmユーティ リ ティ をインス トールして、 セッ ト アップしておく必要があ り ます。 その他の

パッケージング システム (debなど ) はサポート されていません。

注記 Linux 上では GUI はサポート されていません。 ただし、 omniusers コマンドを使

用して、 新しい Cell Manager 上にリモート  ユーザー アカウン ト を作成するこ とは

可能です。 これによ り、 Data Protector GUI をインス トールした任意のシステム上

でこのユーザー アカウン ト を使って GUI を起動し、 新しい Cell Manager に接続で

きます。 詳細は omniusersのマンページを参照して ください。

注記 Data Protector はデフォルトでポート番号 5555 を使用します。 そのため、 このポー

ト番号が他のプログラムで使われていないこ とを確認する必要があ り ます。 一部
の Linux バージ ョ ンでは、 このポート番号が別の目的で使われています。 

ポート番号 5555 がすでに使われている場合は、 Data Protector で使えるよ うにこの

ポート番号を空けるか、 あるいは、 デフォルトのポート番号を未使用の番号に変
更してください。 詳細は B-28 ページの 「デフォルトのポート番号の変更」 を参照

して ください。

HP ServiceGuard クラスタ

HP ServiceGuard ク ラスタの場合は、 Data Protector エージェン ト  (Disk Agent、 Media Agent) を、 共

有ディ スク上ではなく、 各ク ラスタ  ノード  ( ローカル ディ スク ) 上に個別にインス トールしなけ

ればなり ません。

インス トールが終了したら、 仮想ホス ト  ( アプリ ケーシ ョ ン  パッケージ ) をク ラ イアン ト と して

セルにインポートする必要があ り ます。 そのため、 アプリ ケーシ ョ ン  パッケージ (Oracle など ) 
はクラスタ上で、 ク ラスタの仮想 IP を使って実行されていなければなり ません。 ク ラ イアン ト

をインポートする前に、 cmviewcl -v コマンドを使用して、 この点をチェッ ク して ください。

ローカル インス トール

お使いの環境に UNIX 用のインス トール サーバがない場合は、 UNIX 用のインス トール

DVD-ROM を使用して、 ローカル インス トールを行う必要があ り ます。 詳細は 119 ページの

「UNIX ク ライアン トのローカル インス トール」 を参照して ください。 
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リモート  インス トール

Linux ク ラ イアン ト  システムは、 UNIX 用のインス トール サーバから Linux システムに Data 
Protector コンポーネン ト を配布するこ とによ り、 リモートでインス トールできます。 この操作に

は、 Data Protector グラフ ィカル ユーザー インタフェースを使用します。 ソフ ト ウェア配布手順

の詳細は、 50 ページの 「Data Protector ク ライアン トの リモート  インス トール」 を参照して くだ

さい。 

ク ラ イアン ト  コンポーネン トのインス トールが完了したターゲッ ト  システムは、 自動的に Data 
Protector セルに追加されます。

ト ラブルシューテ ィ ング

Linux ク ラ イアン ト  システムへのリモート  インス トール中に問題が発生した場合は、 rootアカ

ウン トに、 execサービスまたは shellサービスを使ってシステムにアクセスする権限があるか

ど うかを確認します。 以下の手順に従ってください。 

1. /etc/xinetd.conf ファ イルを開き、execサービスおよび shellサービスに対する定義を探

して、 これらのサービス定義に以下の行を追加します。

server_args = -h

例 ：

service shell
{
socket_type = stream
protocol = tcp
wait = no
user = root
server = /usr/sbin/in.rshd
server_args = -L -h
}

service exec
{
socket_type = stream
protocol = tcp
wait = no
user = root
server = /usr/sbin/in.rexecd
server_args = -h
}
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注記 一部の Linux ディ ス ト リ ビューシ ョ ンでは、 これらのサービスが

/etc/xinetd.dディ レク ト リ内の個別のファ イル内に構成されているこ とが

あ り ます。 この場合は、 適切なファイル (/etc/xinetd.d/rexecおよび

/etc/xinetd.d/rsh) を探して、 上記の変更を行ってください。

2. HUPシグナルを使用して、 inetdプロセスを停止します。

kill -HUP $(ps ax|grep inet|grep -v grep|cut -c1-6)

3. ~root/.rhosts ファ イルを作成し、 ファ イル内にエン ト リ <my_installation_server> 

root を定義します。 
これで、 インス トール サーバからの管理アクセスが可能にな り ます。

Data Protector のインス トールが終了したら、 このエン ト リ を -root/.rhosts ファ イルから削除

し、 -h フラグを /etc/xinetd.conf ファ イル (Red Hat Enterprise Linux の場合は

/etc/inetd.conf ファ イル ) から削除してもかまいません。 その後、 手順 2 の kill コマンドを

繰り返します。

詳細は、 rexecd(8)、 rexec(3)、 rshd(8)、 rsh(1)、 pam(8) のマンページを参照して ください。 問

題が発生した場合は、 119 ページの 「UNIX ク ライアン トのローカル インス トール」 を参照して

ください。

カーネル構成

以下の手順は、 カーネル構成のチェッ クおよびビルドの方法を説明したものです。

1. root ユーザーと してログインし、/usr/src/linuxディ レク ト リから make menuconfig コマ

ンドを実行します。

2. [SCSI Support] を選択し、 [Enter] キーを押します。 次に、 オプシ ョ ン [SCSI 
support]、 [SCSI tape support]、 [SCSI generic support] を選択し、 必要に応じて 
[Probe all LUNS on each SCSI device] も選択します。 

これらの項目がカーネルにすでに含まれている場合は、 変更を保存せずに終了し、 バッ ク
アップ デバイスをシステムに接続する作業に進みます。 83 ページの 「Linux システムへの

バッ クアップ デバイスの接続」 を参照して ください。

3. 構成を変更した場合は、 変更内容を保存して以下の手順を実行します。

a. make dep コマンドを実行します。

このコマンドによ り、 カーネル ソース内に依存ツ リーが作成されます。 作成される依存

関係は、 カーネル構成時に選択したオプシ ョ ンに影響されます。
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b. make clean コマンドを実行して、 以前のカーネル ビルド時に作成されていた不要な

ファイルを消去します。

c. make bzImage コマンドを実行します。 このコマンドが終了したら、次に make modules

コマンドを実行します。

4. Intel ベース  システムの /bootディ レク ト リにカーネルをインス トールするには、 新しい

bzImage を /bootディレク ト リに、 次のよ うにコピーします。

a. 次のコマンドを実行します。

cp /usr/src/linux/arch/i386/boot/bzImage/boot/newkernel

b. make modules_install コマンドを実行して、 モジュールを /lib/modulesディ レク ト

リにインス トールします。

c. /etc/lilo.conf ファ イルを開いて、 次のエン ト リ を追加します。

image = /boot/newkernel

label = new

read-only

d. /sbin/lilo コマンドを実行して LILO を更新します。

次の再起動時に、 LILO 内のカーネル 「new」 を選択して新しいカーネルをロード します。 新

しいカーネルを使ってみて問題が生じなければ、 カーネル 「new」 を lilo.conf ファ イル内

の先頭に移動して、 このカーネルが毎回デフォルトで起動するよ うにして ください。

カーネルと SCSI 構成の詳細については、 カーネル ソース  ディレク ト リ  

/usr/src/linux/Documentation/内を参照してください。

Linux システムへのバックアップ デバイスの接続

Linux ク ラ イアン トに Media Agent コンポーネン ト をインス トールした後は、 以下の手順に従っ

て、 システムにバッ クアップ デバイスを接続して ください。

1. cat /proc/scsi/scsi コマンドを実行して、 ド ラ イブおよび制御デバイス  ( ロボティ クス ) 
用に使用可能な SCSI アドレスを調べます。

2. デバイスの SCSI アドレスを設定します。デバイスの種類にもよ り ますが、通常 SCSI アドレス

はデバイス上のスイ ッチで設定できます。 詳細は、 使用するデバイスのマニュアルを参照し
て ください。

サポート対象デバイスの詳細は、 http://www.hp.com/support/manuals を参照して ください。

http://www.openview.hp.com/products/datapro/spec_0001.html
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3. デバイスをコンピュータに接続し、 デバイス と コンピュータの電源を順に投入して、 ブート

処理が完了するまで待ちます。 ブート処理中にデバイス  ファ イルが生成されます。 (RedHat 
Linux の場合は、 コンピュータに新しいデバイスを接続する と、 ブート処理中にアプ リ ケー

シ ョ ン Kudzu が起動されます。 任意のキーを押してアプリ ケーシ ョ ンを開始し、

[Configure] ボタンをク リ ッ ク して ください。 )

4. 新しいバッ クアップ デバイスをシステムが正し く認識しているかど うかを検証するため、

cat /proc/scsi/scsi を実行し、 次に、 dmesg |grep scsi を実行します。 接続されてい

る個々のバッ クアップ デバイスについて、 デバイス  ファ イルが一覧表示されます。

例

ロボティ クスの場合は、 dmesg |grep scsi コマンドの出力は次のよ うにな り ます。

Detected scsi generic sg2 at scsi2, channel 0, id 4, lun 0, type 8

ド ラ イブの場合は次のよ うにな り ます。

Detected scsi tape st0 at scsi2, channel 0, id 5, lun 0 

5. デバイス  ファ イルは /devディ レク ト リ内に生成されます。 次のコマンドを実行して、 デバ

イス  ファ イルへのリ ンクが作成されているこ とを確認します。

ll /dev | grep <device_file>

例 ：

ll /dev | grep sg2

このコマンドの出力は次のよ うにな り ます。

lrwxrwxrwx  1 root  root    3 Nov 27  2001 sg2 -> sgc

/dev/sg2はデバイス  ファ イル /dev/sgcへのリ ンクです。 これは、 Data Protector で使用さ

れるデバイス  ファ イルが、 ロボティ クス用は /dev/sgc、 デバイス用は /dev/st0であるこ

とを意味しています。 ロボティ クス用のデバイス  ファ イル名は、 sga、 sgb、 sgc、 ... sgh、
ド ラ イブ用のデバイス  ファ イル名は、 st0、 st1、 ... st7のよ うにな り ます。

この次に行う作業

インス トールを完了し、 バッ クアップ デバイスを Linux ク ラ イアン ト  システムに適切に接続し

たら、 バッ クアップ デバイスやメディア プールなど、 運用に必要な要素を構成します。 詳細は、

オンライン  ヘルプの索引キーワード 「構成 , バッ クアップ デバイス」 で表示される内容を参照し

て ください。
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AIX クライアン トのインストール

AIX ク ラ イアン トは、 UNIX 用インス トール DVD-ROM を使ってローカルにインス トールするこ

と も、 UNIX 用のインス トール サーバを使って リモート  インス トールするこ と もできます。 

インス トール手順を開始する前に、 どのコンポーネン ト をク ラ イアン ト  システムにインス トー

ルするかを決定しておいてください。 Data Protector ソフ ト ウェア コンポーネン トの リ ス ト と説

明は、 59 ページの 「Data Protector コンポーネン ト 」 を参照して ください。

前提条件 

• システム要件、 ディ スク  スペース要件、 サポート されているプラ ッ ト フォームと Data 
Protector コンポーネン トについては、 『HP OpenView Storage Data Protector Product 
Announcements ソフ ト ウェア ノー ト  および リ ファレンス』 を参照して ください。

• この時点で、 Cell Manager および UNIX 用のインス トール サーバをネッ ト ワーク上にインス

トールしておく必要があ り ます。 詳細は 19 ページの 「Data Protector Cell Manager (CM) およ

びインス トール サーバ (IS) のインス トール」 を参照して ください。

重要 AIX システムに Disk Agent コンポーネン ト をインス トールする前に、 ポート

マッパーが動作しているこ とを確認する必要があ り ます。 /etc/rc.tcpip ファ イ

ルを開き、 ポートマッパーを起動する行が以下のよ うに記述されているこ とを確
認して ください。

start /usr/sbin/portmap “$src_running” 

srcmstrデーモンが実行されている場合は、 src_running フラグは 1 に設定されます。 

srcmstrデーモンは、 System Resource Controller (SRC) です。 srcmstrデーモンは、 サブシステ

ムの生成と管理、 サブシステム ステータスに関するシ ョート  リ クエス トの処理、 サブシステム

へのリ クエス トの送信、 エラー通知の処理を行います。

ローカル インス トール

お使いの環境に UNIX 用のインス トール サーバがない場合は、 UNIX 用のインス トール

DVD-ROM を使用して、 ローカル インス トールを行う必要があ り ます。 詳細は 119 ページの

「UNIX ク ライアン トのローカル インス トール」 を参照して ください。 
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リモート  インス トール 

AIX ク ラ イアン ト  ソフ ト ウェアは、 Data Protector グラフ ィカル ユーザー インタフェースを使っ

て UNIX 用のインス トール サーバから リモートにインス トールできます。 ソフ ト ウェアのリ

モート  インス トール手順は、 50 ページの 「Data Protector ク ラ イアン トの リモート  インス トール」

を参照して ください。 

ク ラ イアン ト  コンポーネン トのインス トールが完了したターゲッ ト  システムは、 自動的に Data 
Protector セルに追加されます。

AIX クライアン トへのバックアップ デバイスの接続

AIX ク ラ イアン トに Media Agent をインス トールした後は、 以下の作業を実行してください。

1. コンピュータをシャ ッ ト ダウンし、バッ クアップ デバイスを SCSI バスに接続します。バッ ク

アップ デバイスに使用する SCSI アドレスが、 他のデバイスに使用されていないこ とを確認

して ください。 

サポート対象デバイスの詳細は、 http://www.hp.com/support/manuals を参照して ください。

2. コンピュータの電源を投入し、 ブート処理が完了するまで待ちます。 AIX システム管理ツー

ルの smit を起動し、 新しいバッ クアップ デバイスがシステムによって正し く認識されてい

るこ とを確認します。 

重要 smit を使って、 デバイスのデフォルト  ブロ ッ ク  サイズを 0 ( 可変長ブロッ ク ) に
変更してください。

3. /dev ディ レク ト リから適切なデバイス  ファ イルを選択し、 Data Protector バッ クアップ デバ

イスを構成します。 

重要 非巻き戻し型のデバイス  ファ イルのみを使用して ください。 たとえば、

/dev/rmt0ではなく、 /dev/rmt0.1 を選択して ください。

この次に行う作業

インス トールを完了し、 バッ クアップ デバイスを AIX システムに適切に接続したら、 バッ ク

アップ デバイスやメディア プールなど、 Data Protector の運用に必要な要素を構成します。 詳細

は、 オンライン  ヘルプの索引キーワード 「構成 , バッ クアップ デバイス」 で表示される内容を参

照して ください。

http://www.openview.hp.com/products/datapro/spec_0001.html
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Siemens Sinix クライアン トのインストール

Siemens Sinix ク ラ イアン トは、 UNIX 用インス トール DVD-ROM を使ってローカルにインス トー

ルするこ と も、 UNIX 用のインス トール サーバを使って リモート  インス トールするこ と もできま

す。 

インス トール手順を開始する前に、 どのコンポーネン ト をク ラ イアン ト  システムにインス トー

ルするかを決定しておいてください。 Data Protector ソフ ト ウェア コンポーネン トの リ ス ト と説

明は、 59 ページの 「Data Protector コンポーネン ト 」 を参照して ください。

前提条件 

• システム要件、 ディ スク  スペース要件、 サポート されているプラ ッ ト フォームと Data 
Protector コンポーネン トについては、 『HP OpenView Storage Data Protector Product 
Announcements ソフ ト ウェア ノー ト  および リ ファレンス』 を参照して ください。

• この時点で、 Cell Manager および UNIX 用のインス トール サーバをネッ ト ワーク上にインス

トールしておく必要があ り ます。 詳細は 19 ページの 「Data Protector Cell Manager (CM) およ

びインス トール サーバ (IS) のインス トール」 を参照して ください。

ローカル インス トール

お使いの環境に UNIX 用のインス トール サーバがない場合は、 UNIX 用のインス トール

DVD-ROM を使用して、 ローカル インス トールを行う必要があ り ます。 詳細は 119 ページの

「UNIX ク ライアン トのローカル インス トール」 を参照して ください。 

リモート  インス トール

Sinix ク ライアン ト  ソフ ト ウェアは、 Data Protector グラフ ィカル ユーザー インタフェースを使っ

て UNIX 用のインス トール サーバから リモートにインス トールできます。 ソフ ト ウェアのリ

モート  インス トール手順は、 50 ページの 「Data Protector ク ラ イアン トの リモート  インス トール」

を参照して ください。 

ク ラ イアン ト  コンポーネン トのインス トールが完了したターゲッ ト  システムは、 自動的に Data 
Protector セルに追加されます。

Siemens Sinix システムへのバックアップ デバイスの接続

Siemens Sinix ク ラ イアン ト  システムに Media Agent コンポーネン ト をインス トールした後は、 以

下の手順に従って、 システムにバッ クアップ デバイスを接続して ください。

1. コンピュータをシャ ッ ト ダウンし、 バッ クアップ デバイスを SCSI バスに接続します。 
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サポート されているデバイスの詳細は、 http://www.hp.com/support/manuals を参照して くださ

い。 また、 デバイスに付属する ドキュ メン ト も参照して ください。

バッ クアップ デバイス用に選択した SCSI アドレスが、 他のデバイスに使用されていないこ

とを確認します。 

2. コンピュータの電源を投入し、 ブート処理が完了するまで待ちます。

3. /devディ レク ト リから、 適切なデバイス  ファ イルを選択します。 

デバイスの リ ス ト を表示するには、 autoconf -l コマンドを使います。 このコマンドの出力

に報告されたテープ デバイス名 (ios0/stape006など ) に基づいて、 Data Protector で使用で

きる専用のデバイス  ファ イル名 (/dev/ios0/rstape006nvなど ) を特定します。

注記 専用のデバイス  ファ イルは /devディ レク ト リに格納されていますので、 デバイ

ス名の前に /devパスを付けてください。

Data Protector ではキャラ ク タ  デバイスだけを使用できます。 このため、

stape006の直前に文字 r を付けて使用します。

Data Protector でテープ デバイスを処理できるのは、 そのデバイスが非巻き戻しデ

バイス と してオープンされており、 かつブロ ッ ク  サイズが可変に設定されている

場合です。 したがって、 文字 nおよび v を末尾に付加する必要があ り ます。

http://www.openview.hp.com/products/datapro/spec_0001.html
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図 2-18 では、 デバイス  ファ イル /dev/ios0/rstape006nv を例に、 デバイス  ファ イル名につい

て説明しています。

図 2-18 デバイス ファイル名の形式 :

この次に行う作業

インス トールを完了し、 バッ クアップ デバイスを Siemens Sinix ク ラ イアン ト  システムに適切に

接続したら、 バッ クアップ デバイスやメディア プールなど、 運用に必要な要素を構成します。

詳細は、 オンライン  ヘルプの索引キーワード 「構成 , バッ クアップ デバイス」 で表示される内容

を参照して ください。

Tru64 クライアン トのインストール

Tru64 ク ラ イアン トは、 UNIX 用インス トール DVD-ROM を使ってローカルにインス トールする

こ と も、 UNIX 用のインス トール サーバを使って リモート  インス トールするこ と もできます。 

インス トール手順を開始する前に、 どのコンポーネン ト をク ラ イアン ト  システムにインス トー

ルするかを決定しておいてください。 Data Protector ソフ ト ウェア コンポーネン トの リ ス ト と説

明は、 59 ページの 「Data Protector コンポーネン ト 」 を参照して ください。

前提条件 

• システム要件、 ディ スク  スペース要件、 サポート されているプラ ッ ト フォームと Data 
Protector コンポーネン トについては、 『HP OpenView Storage Data Protector Product 
Announcements ソフ ト ウェア ノー ト  および リ ファレンス』 を参照して ください。

/dev/ios0/rstape u n vpp

可変ブロック  サイズ

非巻き戻しデバイス ファイル

SCSI ID (0-7)

コン ト ローラ番号

# - バス番号

キャラクタ型デバイス
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• この時点で、 Cell Manager および UNIX 用のインス トール サーバをネッ ト ワーク上にインス

トールしておく必要があ り ます。 詳細は 19 ページの 「Data Protector Cell Manager (CM) およ

びインス トール サーバ (IS) のインス トール」 を参照して ください。

ローカル インス トール

お使いの環境に UNIX 用のインス トール サーバがない場合は、 UNIX 用のインス トール

DVD-ROM を使用して、 ローカル インス トールを行う必要があ り ます。 詳細は 119 ページの

「UNIX ク ライアン トのローカル インス トール」 を参照して ください。 

リモート  インス トール 

Tru64 ク ラ イアン ト  ソフ ト ウェアは、 Data Protector グラフ ィカル ユーザー インタフェースを

使って UNIX 用のインス トール サーバから リモートにインス トールできます。 ソフ ト ウェアの

リモート  インス トール手順は、 50 ページの 「Data Protector ク ラ イアン トの リモート  インス トー

ル」 を参照して ください。 

ク ラ イアン ト  コンポーネン トのインス トールが完了したターゲッ ト  システムは、 自動的に Data 
Protector セルに追加されます。

Tru64 クラスタ

すべてのターゲッ ト  システムに、 rootユーザーのパーミ ッシ ョ ンが必要です。

Data Protector は、 Tru64 ク ラスタの共有ディ スクにローカルまたはリモートにインス トールする

必要があ り ます。 インス トールを実行するには、 ク ラスタ  ノードのいずれかを使用します。 

インス トール後、 ク ラスタ仮想ホス ト名および個々のノードを Data Protector セルにインポート

する必要があ り ます。 詳細な手順については、 188 ページの 「セルへのク ラスタ対応ク ライアン

トのインポート 」 を参照して ください。

Tru64 クライアン トへのバックアップ デバイスの接続

Tru64 ク ラ イアン トに Media Agent をインス トールした後は、 以下の作業を実施してください。

1. コンピュータをシャ ッ ト ダウンし、 バッ クアップ デバイスを SCSI バスに接続します。 

注記 バッ クアップ デバイスをハードディ スク  ド ライブと同じ SCSI バスに接続す

るこ とは、 お勧めしません。

バッ クアップ デバイス用に選択した SCSI アドレスが、 他のデバイスに使用されていないこ

とを確認します。 



ネッ トワークへの Data Protector のインストール

Data Protector クライアン トのインス トール

第 2 章 91

サポート対象デバイスの詳細は、 http://www.hp.com/support/manuals を参照して ください。

2. コンピュータの電源を投入し、 ブート処理が完了するまで待ちます。 新しいバッ クアップ デ
バイスがシステムによって正し く認識されているこ とを確認します。 

この次に行う作業

インス トールを完了し、 バッ クアップ デバイスを Tru64 システムに適切に接続したら、 バッ ク

アップ デバイスやメディア プールなど、 Data Protector の運用に必要な要素を構成します。 詳細

は、 オンライン  ヘルプの索引キーワード 「構成 , バッ クアップ デバイス」 で表示される内容を参

照して ください。

SCO クライアン トのインストール

SCO ク ラ イアン トは、 UNIX 用インス トール DVD-ROM を使ってローカルにインス トールする

こ と も、 UNIX 用のインス トール サーバを使って リモート  インス トールするこ と もできます。 

なお、 UnixWare では、 リモート  インス トールができません。

インス トール手順を開始する前に、 どのコンポーネン ト をク ラ イアン ト  システムにインス トー

ルするかを決定しておいてください。 Data Protector ソフ ト ウェア コンポーネン トの リ ス ト と説

明は、 59 ページの 「Data Protector コンポーネン ト 」 を参照して ください。

前提条件 

• システム要件、 ディ スク  スペース要件、 サポート されているプラ ッ ト フォームと Data 
Protector コンポーネン トについては、 『HP OpenView Storage Data Protector Product 
Announcements ソフ ト ウェア ノー ト  および リ ファレンス』 を参照して ください。

• この時点で、 Cell Manager および UNIX 用のインス トール サーバをネッ ト ワーク上にインス

トールしておく必要があ り ます。 詳細は 19 ページの 「Data Protector Cell Manager (CM) およ

びインス トール サーバ (IS) のインス トール」 を参照して ください。

ローカル インス トール

お使いの環境に UNIX 用のインス トール サーバがない場合は、 UNIX 用のインス トール

DVD-ROM を使用して、 ローカル インス トールを行う必要があ り ます。 詳細は 119 ページの

「UNIX ク ライアン トのローカル インス トール」 を参照して ください。 

http://www.openview.hp.com/products/datapro/spec_0001.html
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リモート  インス トール

SCO ク ラ イアン ト  ソフ ト ウェアは、 Data Protector グラフ ィカル ユーザー インタフェースを使っ

て UNIX 用のインス トール サーバから リモートにインス トールできます。 ソフ ト ウェアのリ

モート  インス トール手順は、 50 ページの 「Data Protector ク ラ イアン トの リモート  インス トール」

を参照して ください。 

ク ラ イアン ト  コンポーネン トのインス トールが完了したターゲッ ト  システムは、 自動的に Data 
Protector セルに追加されます。

SCO システムへのバックアップ デバイスの接続

SCO ク ラ イアン ト  システムに Media Agent コンポーネン ト をインス トールした後は、 以下の手順

に従って、 システムにバッ クアップ デバイスを接続して ください。

1. /etc/conf/cf.d/mscsi ファ イルをチェッ ク して、利用可能な SCSI アドレスを調べます。こ

のファ イルには、 現在接続されている SCSI デバイスのリ ス トが示されます。

サポート されているデバイスの詳細は、 http://www.hp.com/support/manuals を参照して くださ

い。 また、 デバイスに付属する ドキュ メン ト も参照して ください。

2. コンピュータをシャ ッ ト ダウンし、 バッ クアップ デバイスを SCSI バスに接続します。

3. コンピュータを再起動します。

4. mkdev tape コマンドを使用してデバイスを構成します。 テープ ド ラ イブ デバイスの リ ス ト

から Generic SCSI-1 / SCSI-2 tape drive を選択します。

注記 UNIT ID は、 mkdev tape コマンドの実行時に表示されます。 デバイス  ファ

イル名を認識するには、 この ID が必要とな り ます。

5. デバイスを構成し、 システムを再起動した後、 /etc/conf/cf.d/mscsi ファ イルをチェッ ク

し、 デバイスが正し く接続されているこ とを確認します。

6. /devディ レク ト リから、 適切なデバイス  ファ イル名を選択します。

名前の末尾にデバイスの UNIT ID を付けます。 UNIT ID を # とする と、 nrStp#のよ うに指

定して ください。 デバイスの UNIT ID は、 手順 4 で定義されています。 図 2-19 では、 デバ

イス  ファ イル /dev/nrStp# を例に、 デバイス  ファ イル名について説明しています。

http://www.openview.hp.com/products/datapro/spec_0001.html
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注意 可変長ブロ ッ ク  サイズの非巻き戻しデバイス  ファ イルのみを使用して ください。

tape -s getblk /dev/nrStp# コマンドを使って、 可変長ブロッ ク  サイズを確

認して ください。 可変長ブロッ ク  サイズの値は、 0 でなければなり ません。 ブ

ロ ッ ク  サイズが 0 に設定されていない場合は、 tape -a 0 setblk 

/dev/nrStp# コマンドを実行します。

図 2-19 デバイス ファイル名の形式 :

この次に行う作業

インス トールを完了し、 バッ クアップ デバイスを SCO ク ラ イアン ト  システムに適切に接続した

ら、 バッ クアップ デバイスやメディア プールなど、 運用に必要な要素を構成します。 詳細は、

オンライン  ヘルプの索引キーワード 「構成 , バッ クアップ デバイス」 で表示される内容を参照し

て ください。

ADIC/GRAU ライブラリ用または StorageTek ライブラリ用の Media Agent の
インストール

Data Protector には、 ADIC/GRAU ラ イブラ リ または StorageTek ACS ラ イブラ リ を Data Protector
のバッ クアップ デバイス と して構成するための専用の ADIC/GRAU ラ イブラ リ方針と StorageTek 
ACS ラ イブラ リ方針が用意されています。 ADIC/GRAU ライブラ リ内または StorageTek ラ イブラ

リ内のド ライブに物理的に接続されるすべてのシステムに、 Data Protector Media Agent (General 
Media Agent または NDMP Media Agent) をインス トールする必要があ り ます。 また、 マルチホス

/dev/ n r Stp #

デバイス UNIT ID

ド ライバ名

raw デバイス

非巻き戻しデバイス
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ト構成の場合は、 ADIC/GRAU ラ イブラ リ または StorageTek ラ イブラ リのロボティ クスを制御す

るシステムにも、 Data Protector Media Agent をインス トールする必要があ り ます。 なお、 マルチ

ホス ト構成とは、 ラ イブラ リ と ド ライブが互いに別のコンピュータに接続される構成を意味しま
す。

ADIC/GRAU ラ イブラ リでは、 Media Agent ソフ ト ウェアがインス トールされ、 GRAU/ADIC DAS 
Server を介してライブラ リ  ロボティ クスにアクセスする各システムは、 DAS クライアン ト と呼

ばれます。 STK ACS 用統合ソフ ト ウェアでは、 Media Agent ソフ ト ウェアがインス トールされ、

STK ACS Server を介してライブラ リ  ロボティ クスにアクセスする各システムは、 ACS クライア

ン ト と呼ばれます。

注記 StorageTek ラ イブラ リ内で使用する ド ラ イブおよびスロ ッ トの数によっては、 特

殊なライセンスが必要になり ます。 詳細は 293 ページの第 5 章 「Data Protector の
ライセンス」 を参照して ください。

ライブラリ  ド ライブの接続

Media Agent ソフ ト ウェアのインス トール先のシステムにライブラ リ  ド ラ イブを物理的に接続し

ます。

サポート対象の ADIC/GRAU ラ イブラ リ または STK ラ イブラ リの詳細は、

http://www.hp.com/support/manuals を参照して ください。

バッ クアップ デバイスをシステムに物理的に接続する方法は、 68 ページの 「HP-UX ク ラ イアン

トのインス トール」 を参照して ください。 また、 ADIC/GRAU ラ イブラ リ または StorageTek ラ イ

ブラ リのマニュアルも参照して ください。

バッ クアップ デバイスをサポート対象の Windows システムに物理的に接続する方法は、 63 ペー

ジの 「Windows 用ク ライアン トのインス トール」 を参照して ください。 また、 ADIC/GRAU ラ イ

ブラ リ または StorageTek ラ イブラ リのマニュアルも参照して ください。

ADIC/GRAU ライブラリを使用する Data Protector クライアン トの準備作業

Media Agent ソフ ト ウェアをインス トールする前に、 以下の手順で ADIC/GRAU ラ イブラ リ を構

成して ください。

1. DASサーバがOS/2をベースに稼動している場合は、Data ProtectorのADIC/GRAUバッ クアップ 
デバイスを構成する前に、 DAS サーバ コンピュータ上の C:\DAS\ETC\CONFIG ファ イルを作

成または更新して ください。 このファ イルには、 すべての DAS ク ラ イアン ト を定義する必

要があ り ます。 Data Protector の場合は、 ライブラ リ  ロボティ クスを制御するこ とが可能な各

Data Protector ク ラ イアン ト をファ イルに定義する必要があ り ます。

http://www.openview.hp.com/products/datapro/spec_0001.html
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各 DAS ク ラ イアン トは、 たとえば DP_C1のよ うに、 スペースを含まない一意のクライアン

ト名で定義されています。 C:\DAS\ETC\CONFIG ファ イルには、 たとえば、 以下のよ う な リ

ス ト を記述します。

client client_name = DP_C1,

#      hostname = AMU,"client1"

        ip_address = 19.18.17.15,

        requests = complete,

        options = (avc,dismount),

        volumes = ((ALL)),

        drives = ((ALL)),

        inserts = ((ALL)),

        ejects = ((ALL)),

        scratchpools = ((ALL))

2. ADIC/GRAU DAS ラ イブラ リ  ロボティ クスへのアクセスを必要とする Data Protector Media 
Agent がインス トールされた各 Data Protector ク ラ イアン ト上で、 omnirc ファ イル (Windows
の場合は <Data_Protector_home>\omnirc ファ イル、 HP-UX および Solaris の場合は

/opt/omni/.omnirc ファ イル、 AIX の場合は /usr/omni/omnirc ファ イル ) を開いて以下

の変数を設定します。

DAS_CLIENT DAS サーバ上に定義される一意な GRAU ク ラ イアン ト名です。 たとえば、

ク ラ イアン ト名が 「DP_C1」 であれば、 omnirc ファ イル内のこれに該当

する行は、 DAS_CLIENT=DP_C1 とな り ます。

DAS_SERVER DAS サーバ名です。

3. ADIC/GRAU ラ イブラ リ  スロ ッ トの割り当て方針には、静的な割り当てと動的な割り当ての 2
種類があるため、 現在、 そのどちらの方針が適用されているかを確認する必要があ り ます。
割り当て方針の種類をチェッ クする方法は、 『AMU Reference Manual』 を参照して ください。

静的割り当て方針では各 volser ごとにスロ ッ トがあらかじめ指定されていますが、 動的割り

当て方針ではスロ ッ トがランダムに割り当てられます。 静的方針の場合は、 以下のよ うな
Data Protector の構成作業が必要です。

静的割り当て方針が設定されている場合は、 ライブラ リのロボティ クスを制御するシステム
に、 以下の omnirc変数を追加する必要があ り ます。

OB2_ACIEJECTTOTAL = 0
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注記 これは、 HP-UX および Windows に当てはま り ます。

ADIC/GRAU ラ イブラ リの構成に関して、 さ らに詳しい情報が必要な場合は、 寄りの

ADIC/GRAU サポートに問い合わせるか、 ADIC/GRAU のマニュアルなどを参照して くださ

い。

ADIC/GRAU ライブラリ用の Media Agent のインストール

前提条件

Media Agent をインス トールするシステムは、 以下の条件を満たしている必要があ り ます。

✓ ADIC/GRAU ラ イブラ リが構成済みで、 実行されているこ と。 ADIC/GRAU ラ イブラ リのマ

ニュアルを参照して ください。

✓ Data Protector のインス トールと構成が完了しているこ と。本章の 19 ページの 「Data Protector 
Cell Manager (CM) およびインス トール サーバ (IS) のインス トール」 を参照して ください。

✓ DAS サーバが実行されているこ と。

ADIC/GRAU ラ イブラ リ を制御するには、 DAS ク ラ イアン ト  ソフ ト ウェアが必要です。 各

DAS ク ラ イアン トには、 DAS ク ラ イアン ト  ソフ ト ウェアをインス トールする必要があ り ま

す。 Data Protector から メディアおよびデバイスに対して開始されたアクシ ョ ンは、 DAS ク ラ

イアン ト を介して DAS サーバに送信されます。 さ らに、 ADIC/GRAU ラ イブラ リ内で、 ロボ

ティ クスの制御と、 メディアの移動またはロードを受け持つ部分 (AMU - AML Management 
Unit) に渡されます。 アクシ ョ ンが完了する と、 DAS サーバが DAS ク ラ イアン トに応答を返

します。 ADIC/GRAU ラ イブラ リのマニュアルを参照して ください。

✓ Media Agent をインス トールする前に、 以下の情報を用意しておく必要があ り ます。

• DAS Server (OS/2 上で実行されるアプ リケーシ ョ ン ) のホス ト名。

• 対応する DAS 名と と もにド ラ イブを示すリ ス ト 。 取得されたド ライブ名は、 Data 
Protector に ADIC/GRAU ド ラ イブを構成する際に使用されます。

ADIC/GRAU システムに対して DAS ク ラ イアン トがすでに定義されている場合は、 以下

のいずれかの dasadmin コマンドでこのリ ス ト を取得できます。

dasadmin listd2 <client>

dasadmin listd <client>

こ こで、 <client>は予約済みのド ライブを表示する DAS ク ラ イアン トの名前です。
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dasadmin コマンドは、 OS/2 ホス ト上の C:\DAS\BINディレク ト リから実行できます。

他のシステムにインス トールした場合は、 DAS ク ラ イアン ト  ソフ ト ウェアがインス トー

ルされているディ レク ト リから実行できます。 UNIX ク ラ イアン ト  システムの場合、 通

常、 このディ レク ト リは /usr/local/aci/bin システム  ディ レク ト リ とな り ます。

• 利用可能な挿入 ・取り出しエ リ ア、 および、 対応するフォーマッ ト仕様のリ ス ト 。

OS/2 ホス ト上の AMS のグラフ ィカル構成 (AML Management Software) では、 以下の手順

で、 利用可能な挿入 ・取り出しエ リ アのリ ス ト を取得できます。

1. [Admin] -> [Configuration] メニューをク リ ッ ク して、 この構成を起動します。 

2. [I/O unit] アイコンをダブルク リ ッ ク して [EIF-Configuration] ウ ィンド ウを開

き、 [Logical Ranges] フ ィールドをク リ ッ ク します。 
このテキス ト  ボッ クスに、 利用可能な挿入 ・取り出しエ リ アのリ ス トが表示されま

す。

注記 1 つの Data Protector ラ イブラ リ  デバイスで処理できる メディアの種

類は、 1 つだけです。

各エリアに所属する メディアの種類を メモしておいてください。 この
情報は、 後で Data Protector ラ イブラ リ用の挿入 ・取り出しエ リ アを

構成する と きに指定する必要があ り ます。

• ド ラ イブに対応する UNIXデバイス  ファ イルの リ ス ト  ― Media Agent を UNIX システムに

インス トールする場合。 

この情報を表示するには、 システム コマンドの ioscan -fn を実行します。

UNIX デバイス  ファ イルの詳細は、 72 ページの 「HP-UX システムへのバッ クアップ デ
バイスの接続」 を参照して ください。

• ド ラ イブに対応する SCSI アドレスの リ ス ト  ― Media Agent を Windows システムにインス

トールする場合。 たとえば、 scsi4:0:1:0のよ うなアドレスです。

SCSI アドレスの詳細は、 67 ページの 「Windows システムへのバッ クアップ デバイスの

接続」 を参照して ください。

インストール

インス トール手順は以下のとおりです。
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1. Data Protector グラフ ィカル ユーザー インタフェース と インス トール サーバを使って、 ク ラ

イアン トに Media Agent コンポーネン ト を配布します。 本章の 50 ページの 「Data Protector ク

ライアン トの リモート  インス トール」 を参照して ください。

2. ADIC/GRAU ラ イブラ リ をインス トールします。

• Windows システムでは、 以下の操作を行ってください。 

a. aci.dll、 winrpc32.dll、 および ezrpc32.dllの各ライブラ リ を、

<Data_Protector_home>\binディレク ト リにコピーします。 ( これらの 3 つのラ

イブラ リは、 ADIC/GRAU ラ イブラ リに付属する DAS ク ラ イアン ト  ソフ ト ウェアの

一部です。 インス トール メディア、 または AMU-PC の C:\DAS\AMU\ディ レク ト リ

に含まれています。 )

b. この 3 つのファイルは、<%SystemRoot%>\system32ディ レク ト リにもコピーして く

ださい。

c. Portinstサービスおよび Portmapper serviceサービスを DAS ク ライアン トにコ

ピーします。 ( これらは、 ADIC/GRAU ラ イブラ リ と と もに出荷されている DAS ク

ライアン ト  ソフ ト ウェアの要件です。 インス トール メディアに記載されています。 ) 

d. コン ト ロール パネルの [管理ツール ] - [サービス ] から、 portinst を起動して

portmapper をインス トールします。 portmapperサービスを実行するには、 DAS
ク ラ イアン ト を再起動する必要があ り ます。

e. システムを再ブート した後、portmapperサービス と rpcサービスがと もに実行され

ているか確認します ( コン ト ロール パネルの [管理ツール ] - [サービス ] で、 こ

れらのサービスの状態を確認します )。

• HP-UX システムの場合は、 共有ライブラ リ libaci.sl を /opt/omni/lib ディレク ト リ

にコピーします。 このディ レク ト リにアクセスするには、 適切なパーミ ッシ ョ ンが必要
です。 すべてのユーザー (root とそのユーザー グループ、 およびその他 [others]) に対する

読み取りパーミ ッシ ョ ンと実行パーミ ッシ ョ ンが共有ライブラ リに設定されているこ と
を確認して ください。 libaci.sl共有ライブラ リは、 ADIC/GRAU ラ イブラ リに付属す

る DAS ク ラ イアン ト  ソフ ト ウェアの一部です。 インス トール メディアに含まれていま

す。 

• AIX システムの場合は、共有ライブラ リ libaci.o を /usr/omni/libディ レク ト リにコ

ピーします。 このディ レク ト リにアクセスするには、 適切なパーミ ッシ ョ ンが必要です。
すべてのユーザー (root とそのユーザー グループ、 およびその他 [others]) に対する読み取

りパーミ ッシ ョ ンと実行パーミ ッシ ョ ンが共有ライブラ リに設定されているこ とを確認
して ください。 libaci.o共有ライブラ リは、 ADIC/GRAU ラ イブラ リに付属する DAS
ク ラ イアン ト  ソフ ト ウェアの一部です。 インス トール メディアに含まれています。
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この時点で、 ハード ウェアが正し く接続されており、 DAS ソフ ト ウェアが適切にインス トール

されている必要があ り ます。 

以下のコマンドを実行して、 ラ イブラ リ  ド ラ イブがシステムに正し く接続されているかど うか

をチェッ ク します。

• Windows の場合 : <Data_Protector_home>\bin\devbra -dev  

• HP-UX の場合 : /opt/omni/lbin/devbra -dev

• AIX の場合 : /usr/omni/bin/devbra -dev

ライブラ リ  デバイスが正し く接続されていれば、 ライブラ リ  デバイスおよび対応するデバイス  
ファ イルが リ ス トに表示されます。

この次に行う作業

Media Agent のインス トールを完了して、 ADIC/GRAU ラ イブラ リ をシステムに物理的に接続し

た後に行うその他の構成作業 ( バッ クアップ デバイスやメディア プールの構成など ) は、 オンラ

イン  ヘルプの索引キーワード 「構成 , バッ クアップ デバイス」 で表示される内容を参照して くだ

さい。

StorageTek ライブラリを使用する Data Protector クライアン トの準備作業

Media Agent をインス トールするシステムは、 以下の条件を満たしている必要があ り ます。

✓ StorageTek ラ イブラ リが構成済みで、 実行されているこ と。 StorageTek ラ イブラ リのマニュア

ルを参照してください。

✓ Data Protector のインス トールと構成が完了しているこ と。詳細は 19 ページの 「Data Protector 
Cell Manager (CM) およびインス トール サーバ (IS) のインス トール」 を参照して ください。

✓ Media Agent ソフ ト ウェアをインス トールする前に、以下の情報を用意しておく必要があ り ま

す。

• ACSLS を実行するホス トの <ÉzÉXÉgñº>。

• Data Protector で使用する ACS ド ラ イブ ID のリ ス ト 。 取得されたド ラ イブ ID は、 Data 
Protector に StorageTek ド ラ イブを構成する際に使用されます。 この リ ス ト を表示するに

は、 ACSLS を実行しているホス トにログインし、 以下のコマンドを実行します。

rlogin “ACSLS hostname” -l acssa 

端末の種類を入力し、 コマンド  プロンプ トが表示されるまで待ちます。 ACSSA プロン

プ トが表示されたら、 以下のコマンドを入力します。
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ACSSA> query drive all

ACS ド ラ イブのフォーマッ ト仕様は、 以下のよ うに定義されていなければなり ません。

ACS DRIVE: ID:#,#,#,# - (ACS num, LSM num, PANEL, DRIVE)

• 利用可能な ACS CAP IDのリ ス ト と ACS CAP フォーマッ トの仕様。この リ ス ト を表示する

には、 ACSLS を実行しているホス トにログインし、 以下のコマンドを実行します。

rlogin “ACSLS hostname” -l acssa 

端末の種類を入力して、 コマンド  プロンプ トが表示されるまで待ちます。 ACSSA プロ

ンプ トが表示されたら、 次のコマンドを入力します。

ACSSA> query cap all

ACS CAP のフォーマッ ト仕様は、 以下のよ うに定義されていなければなり ません。

ACS CAP: ID:#,#,# - (ACS num, LSM num, CAP num)

• ド ラ イブに対応する UNIXデバイス  ファ イルの リ ス ト  ― Media Agent を UNIX システムに

インス トールする場合。

この情報を表示するには、 システム コマンドの ioscan -fn を実行します。

UNIX デバイス  ファ イルの詳細は、 72 ページの 「HP-UX システムへのバッ クアップ デ
バイスの接続」 を参照して ください。

• ド ラ イブに対応する SCSI アドレスの リ ス ト  ― Media Agent を Windows システムにインス

トールする場合。 たとえば、 scsi4:0:1:0のよ うなアドレスです。

SCSI アドレスの詳細は、 67 ページの 「Windows システムへのバッ クアップ デバイスの

接続」 を参照して ください。

✓ Data Protector 用に使用される ド ラ イブが、 オンライン状態であるこ とを確認して ください。

ド ラ イブがオンライン状態でない場合は、 ACSLS ホス ト上で以下のコマンドを実行してオン

ラインにします。

vary drive <drive_id> online

✓ Data Protector に使用する CAP がオンライン状態になっており、 動作モードが手動になってい

るこ とを確認します。

CAP がオンライン状態でない場合は、 以下のコマンドを実行してオンラインにします。

vary cap <cap_id> online 

CAP の動作モードが手動でない場合は、 以下のコマンドを実行して手動モードにします。

set cap manual <cap_id>
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StorageTek ライブラリ用の Media Agent のインストール

インス トール手順は以下のとおりです。

1. Data Protector グラフ ィカル ユーザー インタフェース と UNIX 用インス トール サーバを使っ

て、 ク ライアン トに Media Agent コンポーネン ト を配布します。 本章の 50 ページの 「Data 
Protector ク ラ イアン トの リモート  インス トール」 を参照して ください。

2. 以下に示すよ うに、 各 ACS ク ラ イアン トで ACS の ssiデーモンを起動します。

• HP-UX と Solaris の ACS ク ライアン トの場合は、 以下のコマンドを実行します。

/opt/omni/acs/ssi.sh start <ACS_LS_hostname>

• Windows ACS ク ラ イアン トの場合は、 LibAttachサービスをインス トールします。 詳細

は、 ACS のマニュアルを参照してください。 LibAttachサービスの構成時には、 必ず適

切な ACSLS ホス ト名を入力して ください。 構成が正常に完了する と、 LibAttachサー

ビスが自動的に開始されます。 それ以降は、 システムを再ブートする と、 必ずこのサー
ビスが自動的に開始されます。

• AIX ACS ク ライアン トの場合は、 以下のコマンドを実行します。

/usr/omni/acs/ssi.sh start <ACS_LS_hostname>

注記 LibAttachサービスのインス トールが完了したら、 システム パスに

libattach\binディ レク ト リが自動的に追加されているこ とを確認します。 追加

されていない場合は、 手作業で追加してください。

LibAttachサービスの詳細は、 StorageTek ラ イブラ リのマニュアルを参照して ください。

3. 以下のコマンドを実行して、 ラ イブラ リ  ド ラ イブがシステムに正し く接続されているかど う

かをチェッ ク します。

• HP-UX か Solaris の ACS ク ライアン トの場合 : /opt/omni/lbin/devbra -dev 

• Windows ACS ク ラ イアン トの場合 : <Data_Protector_home>\bin\devbra -dev

• AIX ACS ク ライアン トの場合 : /usr/omni/bin/devbra -dev  

ライブラ リ  ド ラ イブおよび対応するデバイス  ファ イル /SCSI アドレスのリ ス トが表示されま

す。
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この次に行う作業

Media Agent のインス トールを完了して、 StorageTek ラ イブラ リ をシステムに物理的に接続した

後に行うその他の構成作業 ( バッ クアップ デバイスやメディア プールの構成など ) は、 オンライ

ン ヘルプの索引キーワード 「構成 , バッ クアップ デバイス」 で表示される内容を参照してくださ

い。

Novell NetWare クライアン トのローカル インストール

Novell NetWare ク ラ イアン トのインス トールは、 Novell ネッ ト ワークに接続されているサポート

対象の Windows システムから行わなければなり ません。

Data Protector Disk Agent および General Media Agent は、 Novell NetWare を実行しているシステム

にインス トールするこ とができます。 Data Protector コンポーネン トの詳細は、 59 ページの 「Data 
Protector コンポーネン ト 」 を参照して ください。

サポート対象のデバイスや Novell NetWare プラ ッ ト フォーム  バージ ョ ンの詳細、 これまでに報告

されている問題とその解決策については、 『HP OpenView Storage Data Protector Product 
Announcements ソフ ト ウェア ノー ト  および リ ファレンス  』 を参照して ください。

前提条件

Novell NetWare プラ ッ ト フォームに Data Protector をインス トールする前に、 以下の条件が満たさ

れているこ とを確認して ください。

✓ システム要件、 ディ スク  スペース要件、 サポート されているプラ ッ ト フォームと Data 
Protector コンポーネン トについては、 『HP OpenView Storage Data Protector Product 
Announcements ソフ ト ウェア ノー ト  および リ ファレンス』 を参照して ください。

✓ TCP/IP プロ ト コルがインス トールされており、 正し く動作しているこ と。

✓ Windows システム上で、 以下のサービスのいずれかが実行されているこ とを確認して くださ

い。 

• Novell NetWare 用の Gateway Service。 

このサービスは、 Windows Server からインス トールを行う と きに、 Windows 上で実行さ

れている必要があ り ます。

• Windows 用の Novell Client、 または NetWare 用の Microsoft Client Service。 

このサービスは、 Windows ワークステーシ ョ ンからインス トールを行う と きに、

Windows 上で実行されている必要があ り ます。
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✓ Windows システムから、ターゲッ トのNetWareサーバ ( または適切な NDS/eDirectory ツ リー) に
ログインします。

✓ ターゲッ ト NetWare サーバ上での SYS: ボ リ ュームに対して、管理者の権限を持っているこ と

を確認して ください。

✓ Windows システム上に、 利用可能なローカル デバイス名が少なく と も 1 つあるこ とを確認し

て ください。

クラスタ対応クライアン ト

ク ラスタ対応ク ライアン ト をインス トールする場合は、 上記以外にも必要となる前提条件があ り
ます。 179 ページの 「ク ラ イアン トのインス トール」 を参照して ください。

インストール 

このインス トール手順は、 Data Protector の Windows 用 DVD-ROM から実行できます。 Novell 
NetWare のインス トールは、 インス トール サーバからは実行できない点に注意してください。

Novell NetWare サーバに Data Protector をインス トールするには、 以下の手順に従ってください。

1. Windows システム上でコマンド  プロンプ ト を実行して、 現在のパスを DVD-ROM のルート  
ディレク ト リに変更します。

2. インス トール スク リプ ト を実行します。

Data Protector の Novell NetWare ク ライアン ト をインス トールするには、 現在のパスを

NetWare ディ レク ト リに変更し、 以下を入力します。

NWInstall <target server name> <ALL|DA|MA> <port_number>

2 番目のパラ メータは、 Data Protector Novell Client のどの機能をインス トールするかを定義し

ます。

• すべての Data Protector Novell NetWare ク ライアン ト機能をインス トールするには、ALL と

入力します。

• Novell NetWare 用の Data Protector Disk Agent のみインス トールする場合は、DA と入力しま

す。

• Novell NetWare 用の Data Protector General Media Agent のみインス トールする場合は、MA と

入力します。
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注記 Novell NetWare に Data Protector をインス トールする場合、 Novell NetWare のバー

ジ ョ ンに関わらず、 ポート番号は任意に指定できます。 番号を指定しなければ、
デフォルトのポート番号 5555 が使われます。

Data Protector でサポート されていない Novell NetWare OS のバージ ョ ンを使用している場合、

インス トールは可能ですが警告が表示されます。

インス トールを行う段階で、 ターゲッ ト  サーバにすでに Data Protector ファ イルが存在する

かど うかが確認されます。 ファ イルがすでに存在する場合、 すでにインス トールされている
Data Protector は、 SYS:\usr\Omni.oldディレク ト リに移されます。

インス トールされている NetWare ク ラ イアン トのバージ ョ ンに応じて、 サーバ上で

OMNIINET.NLM、 HPINET.NLM または HPBRAND.NLMが実行されていないか確認します。 いず

れかが実行されている場合は、 Novell NetWare コンソールから以下のコマンドを実行してモ

ジュールをアンロード して ください。

UNLOAD HPINET (UNLOAD OMNIINET / UNLOAD HPBRAND)

インス トールを行う と、 自動的に Data Protector のディ レク ト リ構造が作成され、 ターゲッ ト  
サーバに Data Protector のすべてのファイルがコピーされます。

3. 以下のモジュールがシステムにロード されているこ とを確認して ください。

— NETDB.NLM

— TSAFS.NLM

— TSANDS.NLM

上記のモジュールによって、 ローダーは、 HPINET.NLM をロードする際に、 パブ リ ッ ク  シン

ボルを解決できます。

Novell NetWare 6.x システム上に Novell NetWare Cluster Services が構成されている場合は、

NCSSDK.NLMモジュールがロード されているこ とを確認して ください。

4. HPINET.NLM をロードするには、 Novell NetWare コンソールで以下のコマンドを入力します。 

SEARCH ADD SYS:USR\OMNI\BIN

LOAD HPINET.NLM  
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注記 デフォルトのポート番号 5555 を使用しない場合は、 -port <port_number>オプ

シ ョ ンを追加して LOAD コマンドを実行し、 ポート番号を指定します。 以下に例

を示します。

LOAD HPINET.NLM -port <port_number>

Novell NetWare のインス トールを行う と、Novell NetWare サーバが自動的に Data Protector Cell 
Manager を認識できるよ うに、 AUTOEXEC.NCF ファ イルに自動的に上記のコンソール コマン

ドが追加されます。 これによ り、 HPINET.NLM ファ イルが常にロード され、 Novell NetWare
サーバがいつでも Data Protector Cell Manager に接続できる状態になり ます。

注記 インス トールが完了したら、 AUTOEXEC.NCF ファ イルを確認して ください。 必要

なコンソール コマンドが AUTOEXEC.NCF ファ イルに追加されていない場合は、

手作業で追加してください。

NDS/eDirectoryデータベースのバッ クアップと復元を可能にするには、 以下の手順を行ってく

ださい。

1. NDS/eDirectoryのバッ クアップと復元の実行時に使用するユーザー アカウン ト を定義します。

2. Novell NetWare コンソールから、 HPLOGIN.NLMモジュールをロード します。

LOAD HPLOGIN.NLM

3. NDS/eDirectoryデータベースにログインできるよ うに、 以下のユーザー情報を

HPLOGIN.NLM ファ イルに追加します。

• NDS/eDirectory Context:

ユーザー オブジェク トが格納されているコンテナを指定します。 コンテナ名は、 完全修

飾名構文と して指定する必要があ り ます。 以下に例を示します。

OU=SDM.0=HSL

• NDS/eDirectory Object Name:

これは、 Data Protector Disk Agent が NDS/eDirectory のバッ クアップ ・ 復元を実行する際

に、 正規の NDS/eDirectory ユーザーが NDS/eDirectory データベースへのログインに使用

するユーザー オブジェク トの共通名です。 この正規の NDS ユーザーは、 前述のコンテ

キス ト内に記述されている必要があ り ます。 以下に例を示します。

CN=MarcJ
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たとえば、 ユーザーの完全修飾名は .CN=MarcJ.OU=SDM.O=HSL とな り ます。

• NDS/eDirectory Object Password:

正規のユーザー パスワードは、 NDS/eDirectory データベースへログインする際、 または

NDS/eDirectory データベースのバッ クアップや復元を開始する際に、 ユーザー名と と も

に使用します。

HPLOGINモジュールに入力されたユーザー情報は暗号化され、 SYS:SYSTEMディレク ト

リに保存されます。 Novell NetWare SMS モジュールのロードにも、 パスワードが使用さ

れます。

注記 HPLOGINモジュールで選択するユーザー アカウン トには、 NDS/eDirectory データ

ベースのバッ クアップと復元を実行するためのパーミ ッシ ョ ンがなければなり ま
せん。

NDS/eDirectory ユーザー オブジェク トに対して変更を行った場合 ( 別のコンテナ

への移動、 削除、 名前の変更、 パスワードの変更 )、 SYS:SYSTEMディレク ト リで

暗号化されている情報を HPLOGINモジュール内で更新する必要があ り ます。

*** InheritNum is only useful for nested lists ***

4. Novell NetWare Storage Management Services (SMS) で NDS/eDirectory をバッ クアップおよび復

元するには、 NDS/eDirectory ツ リー内の 1 つ以上のサーバ上に SMDR.NLMモジュールおよ

び TSANDS.NLMモジュールをロードする必要があ り ます。 TSANDS.NLMおよび SMDR.NLMの

新バージ ョ ンは、 以下の Web ページからダウンロードできます。

http://support.novell.com/filefinder/

インス トールが完了する と、 LOAD TSANDS.NLM行が AUTOEXEC.NCF ファ イルに追加されま

す。 これによ り、 Novell NetWare サーバは、 TSANDS.NLM をすぐに認識できるよ うにな り ま

す。 Novell NetWare の SMSモジュールの SMDR.NLMは、 TSANDS.NLMがロード される とすぐ

にロード されます。

注記 インス トール後、 コンソール コマンドが AUTOEXEC.NCF ファ イルに追加されてい

なければ、 手作業で追加してください。

ヒン ト バッ クアップ プロセス中のネッ ト ワーク負荷を 小限にするには、 大の

NDS/eDirectoryパーティシ ョ ンのレプリ カを含むサーバ上にモジュールをロー

ド します。

http://support.novell.com/filefinder/
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以上で、 NDS/eDirectoryのバッ クアップおよび復元の要件を満たしたこ とにな り ます。 必要と

なるその他の作業については、 オンライン ヘルプの索引キーワード 「構成」 で表示される内容

を参照して ください。

Media Agent の構成

この時点で、 Data Protector コンポーネン トはすべてインス トールされています。 ただし、 インス

トールの始めの段階で ALL または MAパラ メータを選択している場合は、 Data Protector General 
Media Agent が Novell NetWare サーバに接続されているバッ クアップ デバイスを使用するための

追加の構成作業が必要です。

Data Protector では、 Adaptec SCSI ホス ト  アダプタ  コン ト ローラ とそれに対する .HAM ド ラ イバ

がサポート されています。 Data Protector Media Agent は、 .HAM ド ライバと直接通信して、 SCSI
ホス ト  アダプタにアクセスできます。 そのため、 SCSI ホス ト  アダプタ  ド ラ イバをインス トール

しておく必要があ り ます。 Adaptec ド ライバの 新バージ ョ ンは、 http://www.adaptec.com からダ

ウンロードできます。 

STARTUP.NCF ファ イルに LOAD コマンドが追加されていれば、 サーバが再起動時されるたびに

ド ライバが自動的にロード されます。 このコマンドには、 ド ラ イバのロケーシ ョ ン、 使用可能な
オプシ ョ ン、 およびスロ ッ ト番号を指定しなければなり ません。 使用可能なオプシ ョ ンの リ ス
ト 、 およびスロ ッ ト番号の算出方法は、 Adaptec 社の 『Adaptec Driver User’s Guide』 を参照して

ください。 

例 ：

サーバが再起動されるたびに AHA-2940 Adaptec ド ラ イバが Novell NetWare 6.x サーバに自動的

にロード されるよ うにするには、 STARTUP.NCF ファ イルに次の行を追加します。

SET RESERVED BUFFERS BELOW 16 MEG=200

LOAD AHA2940.HAM SLOT=4 lun_enable=03

SLOTには、 ホス ト  アダプタ  デバイスが格納されているスロ ッ ト番号を指定します。 また、

lun_enableは、 すべてのターゲッ ト上で特定の LUN ( 論理ユニッ ト番号 ) をスキャンするマス

クを指定します。 

各 LUN をすべての SCSI アドレスに対してスキャンするには、 その LUN に対応するビッ ト を 1
に設定します。 上の例では lun_enable=03 と指定していますが、 この場合、 LUN 0 および LUN 
1 がすべてのターゲッ ト上でスキャンされます。

http://www.adaptec.com
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注記 lun_enableの指定は、 SCSI LUN が 0 よ り大きいデバイスを使用する場合にのみ

必要とな り ます。 たとえば、 HP StorageWorks Tape 12000e ラ イブラ リ  デバイスを

構成する場合などです。

ヒン ト サーバが再起動されるたびに、 Novell NetWare サーバに接続されたすべてのデバ

イス とその LUN を自動的にスキャンするには、 AUTOEXEC.NCF ファ イルに次の行

を追加します。

SCAN FOR NEW DEVICES

SCAN ALL LUNS

以上で、 General Media Agent の構成が完了します。

この次に行う作業

Novell NetWare プラ ッ ト フォームに General Media Agent ソフ ト ウェアをインス トールした後は、

Data Protector General Media Agent のインス トール状態をチェ ッ クするこ とをお勧めします。 詳細

は B-71 ページの 「Novell NetWare 上にインス トールした General Media Agent のチェッ ク」 を参

照して ください。

インス トール状態を確認したら、 Novell NetWare ク ラ イアン ト を Data Protector グラフ ィカル 
ユーザー インタフェースを使って Data Protector セルにインポート します。 追加の構成作業の詳

細は、 オンライン  ヘルプの索引キーワード 「Novell NetWare」 で表示される内容を参照して くだ

さい。 

OpenVMS クライアン トのローカル インストール

OpenVMS ク ライアン トのインス トール手順は、 サポート対象の OpenVMS システム上でローカ

ルに実行する必要があ り ます。 リモート  インス トールはサポート されていません。

Data Protector Disk Agent、 General Media Agent、 ユーザー インタフェース  ( コマンド行インタ

フェースのみ ) は、 OpenVMS 7.3-1/IA64 8.2 が稼動中のシステムにインス トールするこ とができ

ます。 さ らに、 Oracle 用統合ソフ ト ウェア コンポーネン トは、 OpenVMS 7.3-1 以上が稼働中のシ

ステムにインス トールできます。 Data Protector コンポーネン トの詳細は、 59 ページの 「Data 
Protector コンポーネン ト 」 を参照して ください。
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サポート対象のデバイスや OpenVMS プラ ッ ト フォーム  バージ ョ ンの詳細、 これまでに報告され

ている問題とその解決策については、 『HP OpenView Storage Data Protector Product Announcements 
ソフ ト ウェア ノート  および リ ファレンス  』 を参照して ください。

前提条件

OpenVMS プラ ッ ト フォームに Data Protector ク ラ イアン ト をインス トールする前に、 以下の条件

が満たされているこ とを確認して ください。

✓ TCP/IP ト ランスポート  プロ ト コルがインス トールおよび実行されているこ と。

✓ SYS$MANAGER:UTC$TIME_SETUP.COM コマンドで、システムの TIMEZONE が設定されている

こ と。

✓ OpenVMS システムの SYSTEM アカウン トにログインしているこ と。 適切なパーミ ッシ ョ ンが

必要であるこ とに注意して ください。

✓ OpenVMS ク ライアン ト  インス トール パッケージが含まれた Data Protector インス トール

DVD-ROM にアクセスできるこ と。

インストール 

このインス トール手順は、 Data Protector の Windows 用インス トール DVD-ROM から実行できま

す。 OpenVMS のインス トールは、 インス トール サーバからは実行できない点に注意してくださ

い。

OpenVMS システムに Data Protector ク ラ イアン ト をインス トールするには、 以下の手順に従って

ください。

1. PCSI インス トール ファ イルがすでにある場合は、手順 2 に進みます。PCSI インス トール ファ

イルを探す必要がある場合は、 インス トール CD をマウン ト し、 CD の OpenVMS ディレク ト

リにある DPVMSKIT.EXEプログラムを実行します。 PCSI インス トール ファ イルが、 デフォ

ルト  ディ レク ト リか指定した場所にコピーされます。

2. 次のコマンドを実行します。

$ PRODUCT INSTALL DP /SOURCE=device:[directory] 

device:[directory]は、 .PCSI インス トール ファ イルがある場所です。

3. プロンプ トに YES と応答して、 キッ トのバージ ョ ンを確認します。

The following product has been selected:
HP AXPVMS DP A06.00-xx Layered Product
Do you want to continue? [YES]
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4. インス トールするソフ ト ウェア コンポーネン ト を選択します。 デフォルトでは、 Disk Agent、
General Media Agent、 およびユーザー インタフェースがインス トールされます。 Oracle 用統

合ソフ ト ウェア (Alpha システムの場合のみ ) はデフォルトではインス トールされない点に注

意してください。 各コンポーネン ト を個別に選択するこ と もできます。

選択した製品がインス トールされるほか、 ソフ ト ウェアの依存関係を満たすために必要な製
品もインス トールされます。 これらの製品に関するオプシ ョ ンを選択するよ うに促すプロン
プ トが表示されます。

例 ：

HP AXPVMS DP A6.00-xx: HP AXPVMS Data Protector V6.00

Copyright 2006 Hewlett-Packard Development Company, L.P.

Do you want the defaults for all options? [YES] NO
Do you wish to install a disk agent for this client node? [YES] YES
Do you wish to install a media agent for this client node? [YES] YES
Do you wish to install the command language interface (CLI)? [YES] YES
Do you want to review the options? [NO] YES

HP AXPVMS DP A6.00-xx: HP OpenVMS Alpha Data Protector V6.00 [Installed]
Do you wish to install a disk agent for this client node?: YES
Do you wish to install a media agent for this client node?: YES
Do you wish to install the command language interface (CLI)?: YES
Do you wish to install the Oracle Integration Agents? [NO] YES

Are you satisfied with these options? [YES] YES

Data Protector ディ レク ト リ と ファ イルのデフォルト位置は、 以下のとおりです。

SYS$SYSDEVICE:[VMS$COMMON.OMNI] 

ディレク ト リ構造は自動的に作成され、 ファ イルはこのディ レク ト リ  ツ リー内に格納されま

す。

Data Protector の起動コマンド  プロシジャおよびシャ ッ ト ダウン コマンド  プロシジャは、 以

下のディ レク ト リに格納されます。

SYS$SYSDEVICE:[VMS$COMMON.SYS$STARTUP]

OpenVMS ク ライアン トでは、 どんな場合でも 4 つのファイルが存在し、 CLI オプシ ョ ンを

選択した場合にのみ 5 つ目のファイルが格納されます。 これら 5 つのファイルを以下に示し

ます。

• SYS$STARTUP:OMNI$STARTUP.COM 
ノード上で Data Protector を起動するためのコマンド  プロシジャです。
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• SYS$STARTUP:OMNI$SYSTARTUP.COM

OMNI$ROOTの論理名を定義するためのコマンド  プロシジャです。 このク ラ イアン トに必

要な他の論理名も、 このコマンド  プロシジャに追加できます。

• SYS$STARTUP:OMNI$SHUTDOWN.COM

ノード上で Data Protector をシャ ッ ト ダウンするためのコマンド  プロシジャです。

• OMNI$ROOT:[BIN]OMNI$STARTUP_INET.COM

TCP/IP INETプロセスを起動するのに使用するコマンドプロシジャです。 その後、 Cell 
Manager によ り送信されたコマンドが実行されます。

• OMNI$ROOT:[BIN]OMNI$CLI_SETUP.COM

Data Protector CLI の起動に必要なシンボルを定義するためのコマンド  プロシジャです。

インス トール中に CLI オプシ ョ ンが選択された場合のみ、 システム上に存在します。

CLI を使用するすべてのユーザに対して、 login.comプロシジャから このコマンド  プロ

シジャを実行して ください。 このプロシジャには、 CLI コマンドを正し く実行するため

に必要ないくつかの論理名が定義されています。

5. SYS$MANAGER:SYSTARTUP_VMS.COMに以下の行を挿入します。   

@sys$startup:omni$startup.com

6. SYS$MANAGER:SYSHUTDWN.COMに以下の行を挿入します。

@sys$startup:omni$shutdown.com

7. OpenVMS ク ライアン トから、Cell Manager 用のすべての TCP/IP エイ リ アスに接続できるこ と

を確認します。

8. 185 ページの 「セルへのク ライアン トのインポート 」 の記述に従って、 Data Protector グラ

フ ィカル ユーザー インタフェースを使用して OpenVMS ク ラ イアン ト を Data Protector セル

にインポート します。

OMNIADMIN という名前のアカウン トがインス トール中に作成されます。 OMNIサービスは、 こ

のアカウン トの下で実行されます。

このアカウン トのログイン  ディレク ト リは OMNI$ROOT:[LOG]で、 こ こに

OMNI$STARTUP_INET.LOG とい う ログ ファ イルが Data Protector コンポーネン トの起動ごとに作

成されます。 このログ ファ イルには、 要求を実行しているプロセスの名前、 使用されている

Data Protector イ メージの名前、 要求のオプシ ョ ンが記録されます。 

予期しないエラーは、 すべてこのディ レク ト リの DEBUG.LOG ファ イルに記録されます。
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クラスタ環境でのインストール

共用システム  ディ スクを使用する場合、 ク ラ イアン ト  ソフ ト ウェアのインス トールが一度のみ

必要になり ます。 ただし、 OMNI$STARTUP.COMプロシジャは、 Data Protector ク ラ イアン ト と し

て使用する各ノードで実行する必要があ り ます。 共用システム ディ スクを使用しない場合、 ク

ライアン ト  ソフ ト ウェアは各クライアン トにインス トールする必要があ り ます。

ク ラスタの TCP/IP エイ リ アス名を使用する場合で、 ク ラスタの共用システム  ディ スクを使用す

る場合、 ク ラ イアン トのエイ リ アス名も定義できます。 エイ リ アス  ク ラ イアン ト を定義すれば、

個々のク ライアン ト  ノードで構成作業を行う必要はあ り ません。 ク ラ イアン ト定義かエイ リ ア

ス定義のいずれかを選択し、 ク ラスタ内でバッ クアップや復元の作業を実行できます。 使用する
構成によって、 テープ デバイスやテープ ラ イブラ リに対する直接パスを、 保存や復元に使用で

きる場合と、 使用できない場合があ り ます。

Disk Agent の構成

OpenVMS 上の Data Protector Disk Agent では、 マウン ト された FILES-11 ODS-2ディ スク  ボ
リ ュームおよび ODS-5ディ スク  ボ リ ュームがサポート されます。 OpenVMS では、 Disk Agent の
構成は必要ではあ り ません。 ただし、 Disk Agent を使用するバッ クアップ仕様の作成時には、 い

くつか留意点があ り ます。 以下に留意点を示します

• GUI に入力される、または CLI に受け渡されるファ イル仕様の構文は、UNIX スタイルである

必要があ り ます。 以下に例を示します。

/disk/directory1/directory2/.../filename.ext.n

— 文字列はスラ ッシュ  (/) で始め、 その後にディ スク、 ディ レク ト リ 、 ファ イル名をスラ ッ

シュで区切って記述します。 

— ディ スク名の後ろにコロンを付けないでください。 

— バージ ョ ン番号の前には、 セ ミ コロンではなく ピ リオドを使用します。 

— OpenVMS ファ イルのファイル指定では、 大文字と小文字は区別されません (ODS-5ディ

スク上のファイルは除く )。

例 ：

OpenVMS でのファイル指定を以下に示します。

$1$DGA100:[USERS.DOE]LOGIN.COM;1

Data Protector では、 以下の形式で指定する必要があ り ます。

/$1$DGA100/Users/Doe/Login.Com.1
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注記 暗黙のバージ ョ ン番号はあ り ません。 バージ ョ ン番号は必ず指定する必要があ り、
バッ クアップ対象と して指定されたファイル バージ ョ ンのみがバッ クアップされ

ます。 

一部のオプシ ョ ンでは、 バージ ョ ン番号のワイルドカードをアスタ リ スク  (*) に
置き換えるこ とが可能です。

バッ クアップにすべてのバージ ョ ンのファ イルを含めたい場合は、 GUI でそれら

をすべて選択するか、 CLI で -onlyオプシ ョ ンの後ろにファ イル指定を含める必

要があ り ます。 以下のよ うに、 バージ ョ ン番号にワイルドカードを使用します。
以下に例を示します。

/DKA1/dir1/filename.txt.*

Media Agent の構成

OpenVMS システム上のデバイスは、 ハード ウェアのマニュアルを参考にして、 OpenVMS を使用

して構成する必要があ り ます。 初に、 テープ ラ イブラ リの擬似デバイスを、 SYSMAN を使用

して以下のよ うに作成する必要があ り ます。

$ RUN SYS$SYSTEM:SYSMAN

SYSMAN> IO CONNECT gcan/NOADAPTER/DRIVER=SYS$GcDRIVER

各部分の説明 :

c = K (SCSI テープ ラ イブラ リの直接接続の場合 )

a = SCSI コン ト ローラのアダプタ文字 (A、 B、 C...)

n = テープ ラ イブラ リ  ロボティ クス制御デバイスのユニッ ト番号

注記 このコマンドは、 システムのブート後に実行する必要があ り ます。 

SAN に接続されたテープ ラ イブラ リの場合、 SAN デバイスが SAN のガイ ド ラインに従って構

成されれば、 テープ ド ラ イブ名やロボッ ト  デバイス名が、 OpenVMS で自動的に表示されます。

Data Protector で使用するテープ ジュークボッ クスをインス トールする場合は、 Data Protector で
の構成前に、 ハード ウェアが正常動作するこ とを確認して ください。 ハード ウェアの検証には、
Hewlett-Packard から Media Robot Utility (MRU) を入手して使用するこ とができます。
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注記 これらのデバイスを手動または自動で構成するには、 通常 Data Protector GUI を使

用します。

ただし、 一部の旧型テープ ラ イブラ リや、 HSx コン ト ローラに接続されたテープ 
ライブラ リでは、 自動構成ができません。 これらのデバイスを Data Protector に追

加するには、 手作業で構成してください。

クラスタの Media Agent

ク ラスタ  システムに接続されたデバイスは、 以下のよ うに取り扱います。

1. 各テープ デバイス と各テープ ライブラ リ を構成し、 各ノードからアクセスできるよ うにし

ます。

2. デバイスを識別するため、 デバイス名の 後にノード名を付加します。

3. テープ デバイスでは、Devices/Properties/Settings/Advanced/Otherに共通のDevice 

Lock Name を設定します。

例 ：

ノード A と ノード B で構成されているク ラスタ内で、 TZ89 がノード A に接続され、 MSCP が

ノード B で動作している と します。 TZ89_A とい う名前のデバイスを、 ノード A でク ライアン ト

と して構成し、 TZ89_B とい う名前のデバイスを、 ノード B でク ライアン ト と して構成します。

TZ89は、 両方のデバイスに共通なデバイス  ロ ッ ク名です。 これで、 Data Protector では、 いずれ

のパスを介した場合でも、 両方が 1 つのデバイスである と認識された う えで、 デバイスが使用さ

れます。 ノード B で TZ89_A を使用してバッ クアップを実行した場合、 Data Protector ではノード

B から ノード A のデバイスにデータが移されます。 ノード B で TZ89_B を使用してバッ クアップ

を実行した場合、 OpenVMS MSCP サーバによって、 ノード B から ノード A のデバイスにデータ

が移されます。

注記 MSCP が動作しているク ラスタ内でのテープ デバイス、 HSx コン ト ローラを介し

て接続されているすべてのテープ デバイス、 Fibre Channel を介して接続されてい

るすべてのテープ デバイスでは、 オンライン  ヘルプの索引キーワード 「SAN 環

境 , デバイスの構成」 で表示される SAN 構成用のガイ ド ラ インに従ってくださ

い。
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コマンド行インタフェース (CLI)

Data Protector コマンド行インタフェースを OpenVMS 上で使用するには、 以下のよ うに CLI コマ

ンド  セッ ト アップ プロシジャを実行する必要があ り ます。

$ @OMNI$ROOT:[BIN]OMNI$CLI_SETUP.COM 

使用可能な CLI コマンドの説明は、 『HP OpenView Storage Data Protector Command Line Interface 
Reference』 を参照して ください。

Oracle 用統合ソフ トウェア

『HP OpenView Storage Data Protector インテグレーシ ョ ン  ガイ ド  - Oracle、 SAP』 の手順に従って

Oracle 用統合ソフ ト ウェアのインス トールと構成を完了したら、

OMNI$ROOT:[CONFIG.CLIENT]omni_infoに -key Oracle8エン ト リが含まれているこ とを確

認します。 例を次に示します。

-key oracle8 -desc “Oracle Integration” -nlsset 159 -nlsId 12172 -flags 0x7 
-ntpath ““ -uxpath ““ -version A.06.00

このエン ト リが存在しない場合は、 OMNI$ROOT:[CONFIG.CLIENT]omni_formatからコピーし

て ください。 このエン ト リが含まれていないと、 OpenVMS ク ラ イアン ト上で Oracle 用統合ソフ

ト ウェアがインス トール済みと して示されません。

この次に行う作業

追加の構成作業の詳細は、 オンライン  ヘルプの索引キーワード 「OpenVMS」 で表示される内容

を参照して ください。

MPE/iX クライアン トのインストール

詳細は 『HP OpenView Storage Data Protector MPE/iX System User Guide』 を参照して ください。 ド

キュ メン ト  パッケージをシステム  (HP-UX、 Solaris、 または Windows) 上にインス トールしてあ

る場合、 このユーザー ガイ ドは、 MPE_user.pdf という名前で、 Windows の場合は

<Data_Protector_home>\Docsに、 UNIX の場合は /opt/omni/doc/C/に格納されていま

す。 また、 Data Protector の Windows 用のインス トール DVD-ROM の docsディレク ト リにも収

録されています。 

インス トール手順を開始する前に、 どのコンポーネン ト をク ラ イアン ト  システムにインス トー

ルするかを決定しておいてください。 Data Protector ソフ ト ウェア コンポーネン トの リ ス ト と説

明は、 59 ページの 「Data Protector コンポーネン ト 」 を参照して ください。
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サポート対象のデバイス、 MPE/iX プラ ッ ト フォームのバージ ョ ン、 Data Protector コンポーネン

トの詳細は、 『HP OpenView Storage Data Protector Product Announcements ソフ ト ウェア ノート  お
よび リ ファレンス』 を参照して ください。

前提条件

MPE/iX プラ ッ ト フォームに Data Protector をインス トールする前に、 以下の条件が満たされてい

るこ とを確認して ください。

✓ 使用するコンピュータに、 TurboSTORE/iX または TurboSTORE/iX 7x24 True-Online がインス

トールされているこ と。

✓ TCP/IP プロ ト コルがインス トールされ、 構成されているこ と。

✓ 名前解決機能 ( ホス ト  ファ イルの DNS) が使用可能であるこ と。

✓ ディ スク  スペース要件は、 『HP OpenView Storage Data Protector Product Announcements ソフ ト

ウェア ノート  および リ ファレンス』 を参照して ください。

インストール

MPE/iX サーバに Data Protector をインス トールするには、 以下の手順に従ってください。

1. ftpユーティ リ ティで (MPE/iX OSのバージ ョ ンに応じて ) DP60_MPE6.5.tarパッケージまた

は DP60_MPE7.0.tarパッケージのいずれかと と もに installDP6.00_MPE.sh スク リプ ト

を /tmpディ レク ト リに転送します。 詳細については、 117 ページの例 2-1 を参照して くだ

さい。

installDP6.60_MPE.sh ファ イルは、 以下の設定で転送するこ とが重要です。

• レコード  サイズ : -150

• ブロ ッ ク係数 : -empty

• ファ イルのレコードの可変長 : V

• 符号化レコードの種類 : ASCII
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例 2-1 installDP6.00_MPE.sh スクリプ ト と DP60_MPE6.5.tar パッケージの転送

例

2. 次の図の例で示すとおり、 ターゲッ ト  システムにログインして、 ファ イルを展開します。



ネッ トワークへの Data Protector のインストール

Data Protector クライアン トのインス トール

第 2 章118

例 2-2 ターゲッ ト  システム上でのプロセスの展開

上記の操作後、 すべてのファイルが /usr/omniディレク ト リに置かれます。

注記 下記のファイルを編集するには、 EDIT/3000 (editor コマンドで起動 ) を使用

します。 詳し くは、 『EDIT/3000 Reference Manual』 を参照して ください。

3. DCNF.NET.SYS ファ イルに以下の行を追加します。

omni stream tcp nowait MANAGER.SYS /usr/omni/bin/inet inet -log 
/tmp/inet.log

4. SERVICES.NET.SYS ファ イルに以下の行を追加します。

omni 5555/tcp #Data Protector inet
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5. inetd を再起動して、 新しい設定の構成を更新します。

詳し くは、 『Configuring and Managing MPE/iX Internet Services』 マニュアルを参照して くださ

い。

6. Data Protector Inetが動作しているかど うかを確かめるには、 別のシステムからポート

5555 へ telnet で接続します。

telnet <hostname> 5555

Data Protector から メ ッセージが返されます。 10 秒経っても応答がない場合は、

INETDCNF.NET.SYS ファ イルと SERVICES.NET.SYS ファ イルの内容を調べてください。 

7. システムを Data Protector セルにインポート します。 作業手順は、 185 ページの 「セルへのク

ライアン トのインポート 」 を参照して ください。

8. ク ラ イアン ト  システムのインポートが正常に行われた後、 Data Protector Adminユーザー グ
ループに MANAGER.SYSユーザーを追加します。

MPE/iX ク ラ イアン トの詳しい情報は、 『HP OpenView Storage Data Protector MPE/iX System User 
Guide』 を参照して ください。 このドキュ メン トは、 Windows 用インス トール DVD-ROM の

\Docs\MPE_user.pdfでご覧いただけます。

UNIX クライアン トのローカル インストール

ネッ ト ワーク上に UNIX 用のインス トール サーバがない場合、 または何らかの理由によ り ク ラ

イアン ト  システムを リモート  インス トールできない場合は、 HP-UX 用インス トール DVD-ROM
を使用して Data Protector ク ラ イアン ト をローカルにインス トールできます。 

インス トール手順を開始する前に、 どのコンポーネン ト をク ラ イアン ト  システムにインス トー

ルするかを決定しておいてください。 Data Protector ソフ ト ウェア コンポーネン トの リ ス ト と説

明は、 59 ページの 「Data Protector コンポーネン ト 」 を参照して ください。

前提条件 

• システム要件、 ディ スク  スペース要件、 サポート されているプラ ッ ト フォーム、 プロセッサ

と Data Protector コンポーネン トについては、 『HP OpenView Storage Data Protector Product 
Announcements ソフ ト ウェア ノー ト  および リ ファレンス』 を参照して ください。

• すべてのターゲッ ト  システムに、 rootユーザーのパーミ ッシ ョ ンが必要です。

制限事項

kshシェルのみサポート されています。
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注記 以下の手順を実行するこ とによ り、 UNIX ク ラ イアン ト をローカルにアップグ

レードするこ と も可能です。 スク リプ ト を実行する と、 従来のインス トール状況
が検出されて、 アップグレードを促すメ ッセージが表示されます。

手順

UNIX ク ラ イアン ト をローカルにインス トールするには、 以下の手順に従ってください。

1. UNIX インス トール DVD-ROM をド ラ イブに挿入してマウン ト します。

2. <Mount_Point>/LOCAL_INSTALLディ レク ト リから、omnisetup.sh コマンドを実行します。

このコマンドの構文は、 以下のとおりです。

omnisetup.sh [-source <directory>] [-server <name>] [-install 

<component_list>]

各部分の説明 :

• <directory>には、 インス トール DVD のマウン ト位置を指定します。 指定しなければ、

カレン ト  ディ レク ト リが使用されます。

• <name>には、 ク ライアン トのインポート先となるセルの Cell Manager の完全なホス ト名

を指定します。 指定しなければ、 ク ラ イアン トが自動的にセルにインポート されるこ と
はあ り ません。

注記 Cell Manager 以外のシステムのク ライアン ト をアップグレードする場合

は、 -install <component_list> を指定する必要はあ り ません。 この

場合、 プロンプ トは表示されず、 アップグレード前にシステムにインス
トールされていたのと同じコンポーネン トが自動的に選択されます。 

ただし、 Cell Manager 上のクライアン ト  コンポーネン ト をアップグレード

する場合は、 Cell Manager のアップグレード完了後、 omnisetup.sh コマ

ンドを -install <component_list>パラ メータを付けて実行してくだ

さい。

• <component_list>には、 インス トールするコンポーネン ト  コードの一覧をカンマで区

切って指定します。 スペースは使用できません。 -installパラ メータを指定しなけれ

ば、 システムで利用可能な各コンポーネン トについて、 インス トールするかど うか確認
するプロンプ トが個別に表示されます。
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注記 ク ラ イアン ト をアップグレードする場合に -installパラ メータを指定し

なければ、 メ ッセージは返されず、 アップグレード開始前にシステム上
にインス トールされていたのと同じコンポーネン トが自動的に選択され
ます。

次の表はコンポーネン トの一覧を示したものです。 使用可能なコンポーネン トの正確な
一覧は、 システムによって異なり ます。 コンポーネン トの詳細は、 59 ページの 「Data 
Protector コンポーネン ト 」 を参照して ください。

表 2-4 Data Protector のコンポーネン ト  コー

ド

コンポーネン ト  コード コンポーネン ト

cc ユーザー インタフェース

momgui MoM ユーザー インタフェース

da Disk Agent

ma General Media Agent

ndmp NDMP Media Agent

informix Informix 用統合ソフ ト ウェア

lotus Lotus 用統合ソフ ト ウェア

oracle Oracle 用統合ソフ ト ウェア

ov HP OpenView Network Node 
Manager

omnist OmniStorage 用統合ソフ ト ウェア

sybase Sybase 用統合ソフ ト ウェア 

sap SAP R/3 用統合ソフ ト ウェア

sapdb SAP DB 用統合ソフ ト ウェア

db2 DB2 用統合ソフ ト ウェア

emc EMC Symmetrix Agent
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例 ：

次の例は、 Disk Agent、 General Media Agent、 ユーザー インタフェース、 および

Informix用のコンポーネン ト をク ラ イアン トにインス トールし、 anapola という名前の

Cell Manager を持つセルにクライアン ト を自動的にインポートする場合の指定方法を示した

ものです。

./omnisetup.sh -server anapola.company.com -install da,ma,cc,informix

3. 処理が終了する と、 インス トールが終了してク ライアン トが Data Protector セルにインポート

されたかど うかを示すメ ッセージが返されます。 

いずれかのソフ ト ウェア コンポーネン トがインス トール対象と して選択される と、 CORE コ

ンポーネン トが 初にインス トールされます。 

いずれかの統合ソフ ト ウェア コンポーネン トがインス トールまたは再インス トール対象と し

て選択される と、 CORE-INTEG コンポーネン トが 初にインス トールされます。 

ハードディスクからのインストール実行

インス トール DVD-ROM をコンピュータにコピーして、 UNIX ク ラ イアン トのインス トールや

アップグレードをハードディ スクから実行したい場合は、少なく と も DP_DEPOTディ レク ト リ と 

LOCAL_INSTALL/omnisetup.sh コマンドをコピーする必要があ り ます。 たとえば、 インス トー

ル パッケージを /var/dp60にコピーする場合、 DP_DEPOTは /var/dp60のサブディ レク ト リに

ならなければなり ません。 
# pwd  
/var/dp60  

ssea HP StorageWorks Disk Array XP 
Agent

snapa HP StorageWorks VA Agent

smisa HP StorageWorks EVA SMIS-S Agent

fra_ls フランス語のサポート

jpn_ls 日本語のサポート

表 2-4 Data Protector のコンポーネン ト  コー

ド  ( 続き )

コンポーネン ト  コード コンポーネン ト
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# ls  
DP_DEPOT  
omnisetup.sh

これをハード  ディ スクにコピーした後に、 次のコマンドを実行できます。 

omnisetup.sh -source <directory> [-server <name>] [-install <component_list>]

-sourceオプシ ョ ンが必要なこ とに注意して ください。 以下に例を示します。

./omnisetup.sh -source /var/dp60

この次に行う作業

インス トール時に Cell Manager の名前を指定しておかなければ、 ク ラ イアン トはセルにインポー

ト されません。 この場合は、 Data Protector グラフ ィカル ユーザー インタフェースを使用して、

後からインポートする必要があ り ます。 作業手順は、 185 ページの 「セルへのク ライアン トのイ

ンポート 」 を参照して ください。 追加の構成作業の詳細は、 オンライン ヘルプを参照して くだ

さい。
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Data Protector 統合クライアン トのインス トール

Data Protector 用統合ソフ ト ウェアは、 Oracle や Microsoft Exchange などのデータベース  アプリ

ケーシ ョ ンのオンライン  バッ クアップを Data Protector で実行可能にするソフ ト ウェア コンポー

ネン トです。 Data Protector ZDB 統合ソフ ト ウェアは、 HP StorageWorks Enterprise Virtual Array な

どの ZDB ディ スク  アレイを使用して ZDB を実行可能にするソフ ト ウェア コンポーネン トです。

データベース  アプ リ ケーシ ョ ンが実行されるシステムを統合クライアン ト と呼びます。 また、

ZDB ディ スク  アレイがデータのバッ クアップと復元に使われるシステムを ZDB 統合クライアン

ト と呼びます。 これらのク ライアン トは、 Windows や UNIX 上の他のク ライアン ト と同じ手順で

インス トールできますが、 そのためには適切なソフ ト ウェア コンポーネン ト を選択しておく こ

とが必要です ( たとえば、 MS Exchange データベースのバッ クアップには MS Exchange 

2000/2003用統合ソフ トウェア コンポーネン ト、 HP StorageWorks Enterprise Virtual Array の ZDB
には HP StorageWorks EVA SMI-S Agent コンポーネン ト など )。

前提条件

• システム要件、 ディ スク  スペース要件、 サポート されているプラ ッ ト フォーム、 プロセッサ

と Data Protector コンポーネン トについては、 『HP OpenView Storage Data Protector Product 
Announcements ソフ ト ウェア ノー ト  および リ ファレンス』 を参照して ください。

• データベース  アプ リ ケーシ ョ ンで Data Protector 用統合ソフ ト ウェアを使用する場合は、 ライ

センスが必要です (VSS 用統合ソフ ト ウェアを除く )。 ラ イセンスの詳細は A-8 ページの 「機

能拡張」 を参照して ください。

• この時点で、Cell Manager およびインス トール サーバ ( リモート  インス トールを行う場合 ) を
ネッ ト ワーク上にインス トールしておく必要があ り ます。 詳細は 19 ページの 「Data Protector 
Cell Manager (CM) およびインス トール サーバ (IS) のインス トール」 を参照して ください。

インス トール手順を開始する前に、 統合コンポーネン ト と と もにク ラ イアン ト  システムにイン

ス トールするその他の Data Protector ソフ ト ウェア コンポーネン ト を決定しておいてください。

Data Protector ソフ ト ウェア コンポーネン トの リ ス ト と説明は、 59 ページの 「Data Protector コン

ポーネン ト 」 を参照して ください。

以下に示すよ うに、 特定の Data Protector コンポーネン トのインス トールが必要となる場合があ

り ます。

• Data Protector を使ってファ イルシステム  データをバッ クアップする場合、 Disk Agent コン

ポーネン トが必要。 Disk Agent は、 以下の目的に使用するこ とができます。
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— データベース  アプ リ ケーシ ョ ン バッ クアップ機能を使用してバッ クアップできない重要

なデータがあるファ イルシステムで、 バッ クアップを実行する。

— データベース  アプ リケーシ ョ ン サーバ (Oracle ServerやMS SQL Serverなど ) のファイルシ

ステムでテス ト  バッ クアップを実行する。 データベース  アプ リ ケーシ ョ ンで Data 
Protector 用統合ソフ ト ウェアを構成し、 アプ リ ケーシ ョ ンと Data Protector に関連する通

信やその他の問題点を解決する前に、 ファ イルシステム バッ クアップをテス トする必要

があ り ます。

— ディ スク  イ メージとファ イルシステムの ZDB を実行する。

— SAP R/3 ZDB 統合ソフ ト ウェアを使用する場合に、 LAN 上でバッ クアップ メディアから

アプ リ ケーシ ョ ン システムに復元する。

• Data Protector 統合ク ライアン ト上で Data Protector GUI および Data Protector CLI を利用する場

合、 ユーザー インタフェース コンポーネン トが必要。

• Data Protector 統合ク ライアン トに接続されたバッ クアップ デバイスがある場合、 General 

Media Agent コンポーネン トが必要。 NDMP サーバを介して NDMP 専用ド ライブにアクセ

スするために Data Protector ク ラ イアン ト を使用する場合は、 NDMP Media Agentが必要で

す。

統合ク ライアン トは、 Windows 用または UNIX 用のインス トール サーバのインス トール

DVD-ROM を使ってローカルにインス トールするこ と も、 Windows 用または UNIX 用のインス

トール サーバを使って リモートでインス トールするこ と もできます。 

個々の統合ク ライアン トに関するその他の詳細は、 以下の該当する項を参照して ください。

• Microsoft Exchange Server ク ラ イアン ト

• MS SQL ク ラ イアン ト

• Sybase ク ラ イアン ト

• Informix Server ク ラ イアン ト

• SAP R/3 ク ラ イアン ト

• SAP DB ク ラ イアン ト

• Oracle ク ラ イアン ト

• DB2 ク ラ イアン ト

• NNM ク ラ イアン ト

• NDMP ク ラ イアン ト
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• MS Volume Shadow Copy ク ラ イアン ト

• Lotus Notes/Domino Server ク ラ イアン ト

• EMC Symmetrix 用統合ソフ ト ウェア

• HP StorageWorks XP 用統合ソフ ト ウェア

• HP StorageWorks Virtual Array 用統合ソフ ト ウェア

• HP StorageWorks Enterprise Virtual Array 用統合ソフ ト ウェア

上の項に示す Data Protector 統合ク ライアン トへの Data Protector 統合ソフ ト ウェアのインス トー

ルが完了していれば、 適切な 『HP OpenView Storage Data Protector インテグレーシ ョ ン  ガイ ド』、

『HP OpenView Storage Data Protector Zero Downtime Backup Administrator’s Guide』、 または 『HP 
OpenView Storage Data Protector Zero Downtime Backup Integration Guide』 を参照して、 Data 
Protector 統合ク ライアン ト を構成します。

ローカル インストール

お使いの環境にそれぞれのオペレーティング システム用のインス トール サーバがない場合は、

ク ラ イアン ト をインス トールするプラ ッ ト フォームに応じて、 Windows 用または UNIX 用のイン

ス トール DVD-ROM を使用して、 ローカル インス トールを行う必要があ り ます。 詳細は 63 ペー

ジの 「Windows 用ク ライアン トのインス トール」 か 119 ページの 「UNIX ク ラ イアン トのローカ

ル インス トール」 を参照して ください。

インス トールする際に Cell Manager を選択しなかった場合、 ローカル インス トール後にク ライア

ン ト  システムをセルに手動でインポートする必要があ り ます。 185 ページの 「セルへのク ライア

ン トのインポート 」 も参照して ください。

リモート  インストール

ク ラ イアン ト  ソフ ト ウェアは、 Data Protector グラフ ィカル ユーザー インタフェースを使ってイ

ンス トール サーバから リモートにインス トールできます。 ソフ ト ウェアのリモート  インス トー

ル手順は、 50 ページの 「Data Protector ク ライアン トの リモート  インス トール」 を参照して くだ

さい。 

リ モート  インス トールが終了する と、 ク ラ イアン ト  システムは自動的に Data Protector セルのメ

ンバーになり ます。
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クラスタ対応統合ソフ トウェアのインストール

Data Protector ク ラスタ対応統合ク ライアン トは、 各ク ラスタ  ノードで、 DVD-ROM からローカ

ルにインス トールする必要があ り ます。 ローカル ク ラ イアン トのセッ ト アップ中には、 他のク

ライアン ト  ソフ ト ウェア コンポーネン トに加え、 適切な統合ソフ ト ウェア コンポーネン ト  
(Oracle Integrationや HP StorageWorks EVA SMI-S Agentなど ) をインス トールして くだ

さい。

Data Protector Cell Manager には、 ク ラスタ対応データベース  アプ リケーシ ョ ンと ZDB Agent も イ

ンス トールできます。 Cell Manager のセッ ト アップ中に、 適切な統合ソフ ト ウェア コンポーネン

ト を選択して ください。 

インス トール手順は、 統合ク ライアン ト をインス トールするク ラスタ環境によ り、 異な り ます。
該当するオペレーティング システムのク ラスタ化に関する項を参照して ください。

• 165 ページの 「MC/ServiceGuard への Data Protector のインス トール」

• 167 ページの 「Data Protector の Microsoft Cluster Server へのインス トール」 .

• 178 ページの 「Veritas Cluster への Data Protector ク ラ イアン トのインス トール」

• 179 ページの 「Novell NetWare Cluster への Data Protector ク ラ イアン トのインス トール」

ク ラスタ化に関する詳細は、 オンライン ヘルプの索引キーワード 「ク ラスター , 
MC/ServiceGuard」 で表示される内容、 および 『HP OpenView Storage Data Protector コンセプ ト  ガ
イ ド』 を参照して ください。

この次に行う作業 

インス トールの完了後に統合ソフ ト ウェアを構成する方法は、適切な 『HP OpenView Storage Data 
Protector インテグレーシ ョ ン  ガイ ド  』 を参照して ください。

Microsoft Exchange Server クライアン ト

こ こでは、 Microsoft Exchange Server が正し く動作しているこ とが前提とな り ます。

Microsoft Exchange Server データベースをバッ クアップする場合は、 インス トール手順で MS 

Exchange 2000/2003用統合ソフ トウェア コンポーネン ト を選択する必要があ り ます。

Microsoft Exchange シングル メールボッ クス用統合ソフ ト ウェア エージェン トは、 Data Protector 
Microsoft Exchange Server の統合パッケージの一部と してインス トールされます。
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MS SQL クライアン ト

こ こでは、 Microsoft SQL Server が正し く動作しているこ とが前提とな り ます。

Microsoft SQL Server データベースをバッ クアップする場合は、 インス トール手順で MS SQL 

7.0/2000 用統合ソフ トウェア コンポーネン ト を選択する必要があ り ます。

Sybase クライアン ト

Sybase Backup Server はすでに実行されているものと します。

Sybase データベースをバッ クアップする場合は、 インス トール手順で以下の Data Protector コン

ポーネン ト を選択する必要があ り ます。

• Sybase用統合ソフ トウェア - Sybase データベースをバッ クアップする場合

• Disk Agent - 以下の 2 つの理由で Disk Agent をインス トールする場合

— Sybase Backup Server のファイルシステム  バッ クアップを行うため。 Data Protector Sybase
用統合ソフ ト ウェアを構成し、 Sybase Backup Server と Data Protector に関連するすべての

問題点を解決する前に、 このバッ クアップを行ってください。

— Sybase Backup Server を使用してバッ クアップできない重要なデータがあるファ イルシス

テムでのバッ クアップを実行するため。

Informix Server クライアン ト

Informix Server はすでに実行されているものと します。

Informix Server データベースをバッ クアップする場合は、 インス トール手順で以下の Data 
Protector コンポーネン ト を選択する必要があ り ます。

• Informix用統合ソフ トウェア - Informix Server データベースをバッ クアップする場合

• Disk Agent - 以下の 2 つの理由で Disk Agent をインス トールする場合

— Informix Server のファイルシステム  バッ クアップを行うため。Data Protector Informix 用統

合ソフ ト ウェアを構成し、 Informix Server と Data Protector に関連するすべての問題点を

解決する前に、 このバッ クアップを行ってください。

— ON-Barを使用してバッ クアップできない重要な Informix Serverデータ  (ONCONFIGファ イ

ル、 sqlhosts ファ イル、 ON-Bar 緊急ブート  ファ イル、

oncfg_<INFORMIXSERVER>.<SERVERNUM>、 構成ファ イルなど ) があるファ イルシステ

ムでのバッ クアップを実行するため。
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SAP R/3 クライアン ト

SAP R/3 Database Server はすでに実行されているものと します。

注記 Data Protector の SAP R/3 用統合ソフ ト ウェアのバッ クアップ仕様では、 以前の

バージ ョ ンの Data Protector に対する互換性が完全に確保されています。 Data 
Protector では、 旧バージ ョ ンの Data Protector で作成したバッ クアップ仕様をすべ

て実行できます。 ただし、 新バージ ョ ンの Data Protector で作成したバッ クアッ

プ仕様を、 旧バージ ョ ンの Data Protector で使用するこ とはできません。

SAP R/3 データベースをバッ クアップする場合は、 インス トール手順で以下のコンポーネン ト を

選択する必要があ り ます。

• SAP R/3用統合ソフ トウェア

• Oracle用統合ソフ トウェア

Oracle Recovery Manager を使用して SAP R/3 データベース  ファ イルのバッ クアップと復元を

行う場合は、 このコンポーネン ト をインス トールして ください。

• Disk Agent

Data Protector では、 Disk Agent をバッ クアップ サーバ ( バッ クアップされるファ イルシステ

ム データがある ク ラ イアン ト ) にインス トールする必要があ り ます。 

SAP DB クライアン ト

SAP DB サーバはすでに実行されているものと します。

SAP DB データベースをバッ クアップする場合は、 インス トール手順で以下の Data Protector コン

ポーネン ト を選択する必要があ り ます。

• SAP DB 用統合ソフ トウェア - SAP DB データベースの統合オンライン  バッ クアップを実行す

る場合

• Disk Agent - SAP DB データベースの非統合オフライン  バッ クアップを実行する場合

Oracle クライアン ト

Oracle Server はすでに実行されているものと します。

Oracle データベースをバッ クアップする場合は、 インス トール手順で Oracle用統合ソフ トウェ

ア コンポーネン ト を選択する必要があ り ます。
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orasbt.dll の確認 

セッ ト アップが完了したら、 Oracle サービスを起動し、 Data Protector データベース  ラ イブラ リの

<Drive_Label>:\<%SystemRoot%>\system32\orasbt.dll がロード されているこ とを確認す

る必要があ り ます。

1. Windows Explorer で、 <DriveLabel>:\<%SystemRoot%>\system32 ディ レク ト リに切り替

え、 orasbt.dll を右ク リ ッ ク します。

2. [プロパティ ] を選択し、[orasbt.dllプロパティ ] ウ ィンド ウから  [バージョン ] タブを

ク リ ッ ク します。 [説明 ] フ ィールドで、 ファ イルが Data Protector 用統合ソフ ト ウェアの一

部である と して説明されているこ とを確認します。

orasbt.dllが適切にロード されているこ とを確認するため、 ファ イルをコピーしてから、 元の

ファイルの削除を試みてください。 ファ イルが現在使用中であるこ とを示すメ ッセージが表示さ
れるはずです。

図 2-20 エラー メ ッセージ

OpenVMS

『HP OpenView Storage Data Protector インテグレーシ ョ ン  ガイ ド  - Oracle、 SAP』 の手順に従って

Oracle 用統合ソフ ト ウェアのインス トールと構成を完了したら、

OMNI$ROOT:[CONFIG.CLIENT]omni_infoに -key Oracle8エン ト リが含まれているこ とを確

認します。 例を次に示します。

-key oracle8 -desc “Oracle Integration” -nlsset 159 -nlsId 12172 -flags 0x7 
-ntpath ““ -uxpath ““ -version A.06.00

このエン ト リが存在しない場合は、 OMNI$ROOT:[CONFIG.CLIENT]omni_formatからコピーし

て ください。 このエン ト リが含まれていないと、 OpenVMS ク ラ イアン ト上で Oracle 用統合ソフ

ト ウェアがインス トール済みと して示されません。
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DB2 クライアン ト

DB2 Server はすでに実行されているものと します。

DB2 データベースをバッ クアップする場合は、 インス トール手順で DB2用統合ソフ トウェアコン

ポーネン トおよび Disk Agent コンポーネン ト を選択する必要があ り ます。 

物理的にパーティシ ョ ン化された環境の場合は、 データベースが置かれている各物理ノード  ( シ
ステム ) に DB2用統合ソフ トウェアコンポーネン トおよび Disk Agent コンポーネン ト をインス

トールします。

注記 root と してログオンした後、 インス トールを実行します。

NNM クライアン ト

NNM システムはすでに実行されているものと します。

NNM データベースをバッ クアップできるよ うにするには、 インス トール手順で HP OpenView 
NNM Backup用統合ソフ トウェア コンポーネン ト と Disk Agent コンポーネン ト を選択する必要

があ り ます。

NDMP クライアン ト

NDMP Server はすでに実行されているものと します。

インス トール手順中で、 NDMP Media Agent を選択し、 NDMP 専用ド ライブにアクセスするす

べての Data Protector ク ラ イアン トにインス トールします。 

注記 Data Protector ク ラ イアン トが、 NDMP Server を介した NDMP 専用ド ライブへのア

クセスに使用されず、 ライブラ リ  ロボティ クスの制御のみに使用される場合、 そ

のよ う なク ラ イアン トには、 NDMP Media Agentか General Media Agentのい

ずれかをインス トールできます。

1 台の Data Protector ク ラ イアン トには、 1 つの Media Agent しかインス トールできないこ とに、

注意して ください。 
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MS Volume Shadow Copy クライアン ト

前提条件

MS Volume Shadow Copy 用統合ソフ ト ウェアは、 Windows Server 2003 オペレーティング システム

でサポート されています。

VSS 対応ライターのシャ ドー コピー バッ クアップを実行する場合は、 インス トール手順で MS 

Volume Shadow Copy Integration コンポーネン ト を選択する必要があ り ます。 

VSS へ移すこ とが可能なよ うにバッ クアップを行う場合は、 Windows Advanced Server 2003 が必

要です。

バッ クアップ システムとアプリ ケーシ ョ ン  システムに ,

MS Volume Shadow Copy用統合ソフ トウェアと General Media Agentのコンポーネン ト をイ

ンス トールして ください。

Lotus Notes/Domino Server クライアン ト

Lotus Notes/Domino Server はすでに実行されているものと します。

Lotus Notes/Domino Server データベースのバッ クアップを可能にするには、 インス トール手順で

Lotus 用統合ソフ トウェア コンポーネン ト と Disk Agent コンポーネン ト を選択する必要があ

り ます。 以下の目的で、 Data Protector でファイルシステム  データをバッ クアップできるよ うに

するには、 Disk Agent コンポーネン トが必要です。

• Lotus統合エージェン ト を使用してバッ クアップできない重要なデータのバッ クアップを実行

するため。 これらは、 非データベース  ファ イルと呼ばれており、 notes.ini、

desktop.dsk、 すべての *.id ファ イルなどがあ り ます。 Lotus Notes/Domino Server では、

データを完全に保護するため、 これらのファ イルのバッ クアップを実行する必要があ り ま
す。

• アプ リ ケーシ ョ ンと Data Protector に関連する通信やその他の問題点を解決する目的で、 ファ

イルシステム  バッ クアップをテス トするため。

EMC Symmetrix 用統合ソフ トウェア

EMC Symmetrix を Data Protector と統合する場合は、 以下の Data Protector ソフ ト ウェア コンポー

ネン ト をアプリ ケーシ ョ ン  システムとバッ クアップ システムにインス トールします。

• EMC Symmetrix Agent (SYMA)
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• General Media Agent

General Media Agent コンポーネン トは、 バルク  データをバッ クアップする場合に、 バッ

クアップ システムにインス トールします。 またアーカイブ ログのバッ クアップやアプ リ

ケーシ ョ ン  システムへの復元を行う場合は、 アプリ ケーシ ョ ン システムにインス トールし

ます。

• Disk Agent

Disk Agent コンポーネン トは、 ディ スク  イ メージおよびファ イルシステムの ZDB を実行

する場合に、 アプ リ ケーシ ョ ン  システムとバッ クアップ システムにインス トールします。

Disk Agent がインス トールされていないク ライアン トは、 ZDB 仕様を作成する際に、 [アプ

リケーション システム ] ド ロ ップダウン リ ス トおよび [バックアップ システム ] ド ロ ップ

ダウン  リ ス ト には表示されません。

クラスタ環境でのインストール

EMC Symmetrix 用統合ソフ ト ウェアは、 ク ラスタ環境にインス トールできます。 サポート対象の

ク ラスタ構成と インス トール要件の詳細は、 『HP OpenView Storage Data Protector Zero Downtime 
Backup Administrator’s Guide』 を参照して ください。

他のアプリケーシ ョ ンとの統合

EMC Symmetrix 用統合ソフ ト ウェアをデータベース  アプリ ケーシ ョ ンと組み合わせてインス

トールする場合は、 この組み合わせに必要な Data Protector コンポーネン ト をアプリ ケーシ ョ ン  
システムとバッ クアップ システムにインス トールし、 この組み合わせ特有のインス トール作業

を実行して ください。 EMC Symmetrix 用統合ソフ ト ウェアは、 Oracle と SAP R/3 と組み合わせて

インス トールできます。

EMC Symmetrix 用統合ソフ トウェアと Oracle の組み合わせ

前提条件

• 以下のソフ ト ウェアを、 アプリ ケーシ ョ ン システムの非ミ ラー ディ スクにインス トールし、

構成を完了しておく必要があ り ます。

✓ Oracle Enterprise Server (RDBMS)

✓ Oracle Net8 ソフ ト ウェア

✓ SQL*Plus

Oracle サーバ、 および、 SQL*NET V2 または NET8 は、 インス トールの 小要件です。
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• アプ リ ケーシ ョ ン  システムで使用される Oracle データベース  ファ イルは、バッ クアップ シス

テムにミ ラーリ ングされる EMC Symmetrix デバイスにインス トールする必要があ り ます。

データベースは、 ディ スク  イ メージ、 論理ボ リ ューム、 またはファイルシステムにインス

トールするこ とが可能です。 以下の Oracle ファ イルは、 ミ ラーリ ングする必要があ り ます。

✓ データファ イル

✓ 制御ファイル

✓ オンライン REDO ログ ファ イル

アーカイブ REDO ログ ファ イルは、 非ミ ラー化ディ スクに配置する必要があ り ます。

インストール手順

インス トール作業は、 以下のとおり実行します。

1. Oracle のリ カバリ  カタログ データベースをインス トールします。

アプ リ ケーシ ョ ン  システムの非ミ ラー化ディ スクに Oracle のリ カバリ  カタログ データベー

スをインス トールする方法については、 Oracle のマニュアルを参照して ください。 リ カバリ  
カタログは、 登録しない状態で残しておきます。

2. 以下の Data Protector ソフ ト ウェア コンポーネン ト をインス トールします。

• EMC Symmetrix Agent - アプリ ケーシ ョ ン  システムとバッ クアップ システムの両方に

インス トールします。

• Oracle 用統合ソフ トウェア - バッ クアップ セッ トの ZDB メ ソ ッ ドを使用する場合、アプ

リ ケーシ ョ ン  システムとバッ クアップ システムの両方にこのコンポーネン ト をインス

トールします。 プロキシー コピーの ZDB メ ソ ッ ドを使用する場合は、 アプ リ ケーシ ョ

ン システムのみにインス トールします。

EMC Symmetrix 用統合ソフ トウェアと SAP R/3 との組み合わせ

前提条件

• 以下の Oracle ソフ ト ウェアを、 アプ リ ケーシ ョ ン  システムにインス トールし、 構成を完了し

ておく必要があ り ます。

✓ Oracle Enterprise Server (RDBMS)

✓ Oracle Net8 ソフ ト ウェア

✓ SQL*Plus
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• アプ リ ケーシ ョ ン  システム上のデータベースは、 ディ スク  イ メージ、 論理ボ リ ューム、 ま

たはファイルシステムにインス トールするこ とが可能です。 Oracle データファ イルは、 ディ

スク  アレイのソース  ボ リ ューム上に配置するこ とが必要です。

オフライン  バッ クアップを実行する場合は、 制御ファイルとオンライン REDO ログ ファ イ

ルも、 ディ スク  アレイ上に配置するこ とが必要です。

アーカイブ REDO ログ ファ イルは、 ディ スク  アレイ上に配置する必要はあ り ません。

• ユーザー ora<ORACLE_SID> を、 プライマ リ  グループの dba付きで、 アプ リ ケーシ ョ ン  シス

テムに作成する必要があ り ます。

UNIX ユーザー <ORACLE_SID>adm を、 UNIX グループ sapsysのメンバーと して、 アプリ

ケーシ ョ ン  システムに作成する必要があ り ます。

• SAP R/3 ソフ ト ウェアは、 アプリ ケーシ ョ ン  システムに正し く インス トールする必要があ り

ます。

SAP R/3 のインス トール後にアプ リケーシ ョ ン システムにインス トールする必要がある標準

ディレク ト リの リ ス トは、 以下のとおりです。

注記 ディレク ト リの場所は、 環境変数によって変わり ます。 詳細は、 SAP R/3 のマ

ニュアルを参照して ください。

<ORACLE_HOME>/dbs - Oracle および SAP R/3 のプロファ イル

<ORACLE_HOME>/bin - Oracle バイナリ  ファ イル

<SAPDATA_HOME>/sapbackup - BRBACKUP ログ ファ イルが置かれる SAPBACKUP ディ

レク ト リ

<SAPDATA_HOME>/saparch - BRARCHIVE ログ ファ イルが置かれる SAPARCH ディ レク

ト リ

<SAPDATA_HOME>/sapreorg

<SAPDATA_HOME>/sapcheck

<SAPDATA_HOME>/saptrace

/usr/sap/<ORACLE_SID>/SYS/exe/run

後の 6 つのディレク ト リが前述の場所にない場合は、 適切な リ ンクを作成して ください。
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ディレク ト リ /usr/sap/<ORACLE_SID>/SYS/exe/runの所有者は、 UNIX ユーザー

ora<ORACLE_SID>でなければなり ません。 SAP R/3 ファ イルの所有者は、 UNIX ユーザー

ora<ORACLE_SID>であ り、 setuid ビッ トがセッ ト された (chmod 4755 ...) UNIX グループ dba

に属していなければなり ません。 例外は BRRESTORE ファ イルの場合で、 その所有者は

UNIX ユーザー <ORACLE_SID>admでなければな り ません。

例 ：

<ORACLE_SID>が PROD の場合、 /usr/sap/<ORACLE_SID>/SYS/exe/runディ レク ト リ内

のパーミ ッシ ョ ンは、 以下のとおりに設定する必要があ り ます。

-rwsr-xr-x   1 oraprod dba 4598276 Apr 17  1998 brarchive
-rwsr-xr-x   1 oraprod dba 4750020 Apr 17  1998 brbackup
-rwsr-xr-x   1 oraprod dba 4286707 Apr 17  1998 brconnect
-rwsr-xr-x   1 prodadm sapsys 430467 Apr 17  1998 brrestore
-rwsr-xr-x   1 oraprod dba 188629 Apr 17  1998 brtools
-rwsr-xr-x   1 oraprod dba 6081400 May  8  1998 sapdba.

インストール手順

インス トール作業は、 以下のとおり実行します。

1. SAP R/3 BRTOOLS を、 アプリ ケーシ ョ ン システムにインス トールします。

2. 以下の Data Protector ソフ ト ウェア コンポーネン ト をインス トールします。

• EMC Symmetrix Agent - アプリ ケーシ ョ ン  システムとバッ クアップ システムの両方に

インス トールします。

• SAP R/3 用統合ソフ トウェア - アプリ ケーシ ョ ン  システムにのみインス トールします。 

• Disk Agent - アプ リケーシ ョ ン システムとバッ クアップ システムの両方にインス トー

ルします。

HP StorageWorks XP 用統合ソフ トウェア

HP StorageWorks XP を Data Protector と統合する場合は、 以下の Data Protector ソフ ト ウェア コン

ポーネン ト を、 アプリ ケーシ ョ ン  システムとバッ クアップ システムの両方にインス トールしま

す。

• HP StorageWorks XP Agent

• General Media Agent
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General Media Agent コンポーネン トは、 バルク  データをバッ クアップする場合に、 バッ

クアップ システムにインス トールします。 またアーカイブ ログのバッ クアップやアプ リ

ケーシ ョ ン  システムへの復元を行う場合は、 アプリ ケーシ ョ ン システムにインス トールし

ます。

• Disk Agent

Disk Agent コンポーネン トは、 ディ スク  イ メージおよびファ イルシステムの ZDB を実行

する場合に、 アプ リ ケーシ ョ ン  システムとバッ クアップ システムにインス トールします。

Disk Agent がインス トールされていないク ライアン トは、 ZDB 仕様を作成する際に、 [アプ

リケーション システム ] ド ロ ップダウン リ ス トおよび [バックアップ システム ] ド ロ ップ

ダウン  リ ス ト に表示されません。

クラスタ環境でのインストール

HP StorageWorks XP 用統合ソフ ト ウェアは、 ク ラスタ環境にインス トールできます。 サポート対

象のク ラスタ構成と インス トール要件の詳細は、 『HP OpenView Storage Data Protector Zero 
Downtime Backup Administrator’s Guide』 を参照して ください。

他のアプリケーシ ョ ンとの統合

HP StorageWorks XP 用統合ソフ ト ウェアをデータベース  アプ リ ケーシ ョ ンと組み合わせてインス

トールする場合は、 この組み合わせに必要な Data Protector コンポーネン ト をアプリ ケーシ ョ ン  
システムとバッ クアップ システムにインス トールし、 この組み合わせ特有のインス トール作業

を実行して ください。 HP StorageWorks XP 用統合ソフ ト ウェアは、 Oracle、 SAP R/3、 Microsoft 
Exchange Server、 Microsoft SQL Server と組み合わせてインス トールできます。

HP StorageWorks XP 用統合ソフ トウェアと Oracle の組み合わせ

前提条件

• 以下のソフ ト ウェアを、 アプリ ケーシ ョ ン システムのソース  ボ リ ュームにインス トールし、

構成を完了しておく必要があ り ます。

✓ Oracle Enterprise Server (RDBMS)

✓ Oracle Net8 ソフ ト ウェア

✓ SQL*Plus

Oracle サーバ、 および、 SQL*NET V2 または NET8 は、 インス トールの 小要件です。
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• アプ リ ケーシ ョ ン  システムで使用される Oracle データベース  ファ イルは、バッ クアップ シス

テムにミ ラーリ ングされる HP StorageWorks Disk Array XP LDEV にインス トールする必要が

あ り ます。

Oracle の制御ファ イル、 オンライン REDO ログ ファ イル、 および Oracle9i/10g SPFILE の配

置場所は、 次の 2 つのオプシ ョ ンから選択できます。

— Oracle 制御ファイル、 オンライン REDO ログ ファ イル、 および Oracle9i/10g SPFILE を、

Oracle データファ イルとは異なるボ リ ューム グループ (LVM を使用する場合 ) または

ソース  ボ リ ュームに配置する。

この構成では、 デフォルトでインスタン ト  リ カバリが使用可能です。

— Oracle 制御ファイル、 オンライン REDO ログ ファ イル、 および Oracle9i/10g SPFILE を、

Oracle データファ イルと同じボ リ ューム  グループ (LVM を使用する場合 ) またはソース  
ボ リ ュームに配置する。

この構成では、 デフォルトではインスタン ト  リ カバリは使用不可です。 インスタン ト  リ
カバリ を使用可能にするには、 ZDB_ORA_INCLUDE_CF_OLF、 ZDB_ORA_INCLUDE_SPF、

および ZDB_ORA_NO_CHECKCONF_IRの各 omnirc変数を設定します。 詳細は 『HP 
OpenView Storage Data Protector Zero Downtime Backup Integration Guide』 の付録を参照し

て ください。

Oracle のアーカイブ REDO ログ ファ イルは、 ソース  ボ リ ュームに配置する必要はあ り ませ

ん。

インストール手順

インス トール作業は、 以下のとおり実行します。

1. Oracle のリ カバリ  カタログ データベースをインス トールします。

アプ リ ケーシ ョ ン  システムの非ミ ラー化ディ スクに Oracle のリ カバリ  カタログ データベー

スをインス トールする方法については、 Oracle のマニュアルを参照して ください。 リ カバリ  
カタログは、 登録しない状態で残しておきます。

2. 以下の Data Protector ソフ ト ウェア コンポーネン ト をインス トールします。

• HP StorageWorks XP Agent - アプリ ケーシ ョ ン  システムとバッ クアップ システムの両

方にインス トールします。

• Oracle用統合ソフ トウェア - バッ クアップ セッ トの ZDB メ ソ ッ ドを使用する場合、アプ

リ ケーシ ョ ン  システムとバッ クアップ システムの両方にこのコンポーネン ト をインス

トールします。 プロキシー コピーの ZDB メ ソ ッ ドを使用する場合は、 アプ リ ケーシ ョ

ン システムのみにインス トールします。
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HP StorageWorks XP 用統合ソフ トウェアと SAP R/3 との組み合わせ

前提条件

• 以下の Oracle ソフ ト ウェアをディ スク  アレイのソース  ボ リ ュームにインス トールし、構成を

完了しておく必要があ り ます。

✓ Oracle Enterprise Server (RDBMS)

✓ Oracle Net8 ソフ ト ウェア

✓ SQL*Plus

Oracle サーバ、 および、 SQL*NET V2 または NET8 は、 インス トールの 小要件です。

• アプ リ ケーシ ョ ン  システム上のデータベースは、 ディ スク  イ メージ、 論理ボ リ ューム、 ま

たはファイルシステムにインス トールするこ とが可能です。 Oracle データファ イルは、 ディ

スク  アレイのソース  ボ リ ューム上に配置するこ とが必要です。

オンライン  バッ クアップを実行する場合は、 制御ファイルとオンライン REDO ログ ファ イ

ルをディ スク  アレイ上に配置する必要はあ り ません。

オフライン  バッ クアップを実行する場合は、 制御ファイルとオンライン REDO ログ ファ イ

ルを、 ディ スク  アレイ上に配置するこ とが必要です。 ただし、 以下の点に注意して くださ

い。

— Oracle8i/9i 制御ファイル、 オンライン REDO ログ ファ イル、 および Oracle9i SPFILE を、

Oracle8i/9i データファ イルとは異なるボ リ ューム  グループ (LVM を使用する場合 ) また

はソース  ボ リ ュームに配置する場合は、 インスタン ト  リ カバリが使用可能です。

— Oracle8i/9i 制御ファイル、 オンライン REDO ログ ファ イル、 および Oracle9i SPFILE を、

Oracle8i/9i データファ イルと同じボ リ ューム  グループ (LVM を使用する場合 ) または

ソース  ボ リ ュームに配置する場合は、 インスタン ト  リ カバリが使用不能です。 インスタ

ン ト  リ カバリ を使用可能にするには、 ZDB_ORA_INCLUDE_CF_OLF、

ZDB_ORA_INCLUDE_SPF、 および ZDB_ORA_NO_CHECKCONF_IRの各 omnirc変数を設定

します。 詳細は 『HP OpenView Storage Data Protector Zero Downtime Backup Integration 
Guide』 を参照して ください。

アーカイブ REDO ログ ファ イルは、 ディ スク  アレイ上に配置する必要はあ り ません。

• ユーザー ora<ORACLE_SID> を、 プライマ リ  グループの dba付きで、 アプ リ ケーシ ョ ン  シス

テムに作成する必要があ り ます。

UNIX システムでは、 UNIX ユーザー <ORACLE_SID>adm を、 UNIX グループ sapsysのメン

バーと して、 アプ リ ケーシ ョ ン  システムに作成する必要があ り ます。
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• SAP R/3 ソフ ト ウェアは、 アプリ ケーシ ョ ン  システムに正し く インス トールする必要があ り

ます。

SAP R/3 のインス トール後にアプ リケーシ ョ ン システムにインス トールする必要がある標準

ディレク ト リの リ ス トは、 以下のとおりです。

注記 ディレク ト リの場所は、 環境変数 (UNIX システムの場合 ) またはレジス ト リ  
(Windows システムの場合 ) によって異なり ます。 詳細は、 SAP R/3 のマニュ

アルを参照してください。

<ORACLE_HOME>/dbs (UNIX システムの場合 )
<ORACLE_HOME>\database (Windows システムの場合 ) - Oracle と SAP R/3 のプロファ イ

ル

<ORACLE_HOME>/bin or  (UNIX システムの場合 )
<ORACLE_HOME>\bin (Windows システムの場合 ) - Oracle のバイナリ

<SAPDATA_HOME>/sapbackup (UNIX システムの場合 ) または 
<SAPDATA_HOME>\sapbackup(Windows システムの場合 ) - BRBACKUP ログ ファ イルが

置かれる SAPBACKUP ディレク ト リ

<SAPDATA_HOME>/saparch (UNIXシステムの場合) <SAPDATA_HOME>\saparch (Windows
システムの場合 ) - BRARCHIVE ログ ファ イルが置かれる SAPARCH ディ レク ト リ

<SAPDATA_HOME>/sapreorg (UNIXシステムの場合) または<SAPDATA_HOME>\sapreorg 
(Windows システムの場合 )

<SAPDATA_HOME>/sapcheck (UNIXシステムの場合) または<SAPDATA_HOME>\sapcheck 
(Windows システムの場合 )

<SAPDATA_HOME>/saptrace (UNIXシステムの場合) または<SAPDATA_HOME>\saptrace 
(Windows システムの場合 )

/usr/sap/<ORACLE_SID>/SYS/exe/run (UNIX システムの場合 ) または BRTOOLS (Windows シ

ステムの場合 )

UNIX システム

UNIX システムでは、 後の 6 つのディ レク ト リが前述の場所にない場合、 適切な リ ンクを

作成して ください。
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UNIX システムの場合、 ディ レク ト リ /usr/sap/<ORACLE_SID>/SYS/exe/runの所有者は、

UNIX ユーザー ora<ORACLE_SID>でなければな り ません。 SAP R/3 ファ イルの所有者は、

UNIX ユーザー ora<ORACLE_SID>であ り、 setuid ビッ トがセッ ト された (chmod 4755 ...) 
UNIX グループ dbaに属していなければなり ません。 例外は BRRESTORE ファ イルの場合

で、 その所有者は UNIX ユーザー <ORACLE_SID>admでなければなり ません。

UNIX での例

<ORACLE_SID>が PROD の場合、 /usr/sap/<ORACLE_SID>/SYS/exe/runディ レク ト リ内

のパーミ ッシ ョ ンは、 以下のとおりに設定する必要があ り ます。

-rwsr-xr-x   1 oraprod dba 4598276 Apr 17  1998 brarchive
-rwsr-xr-x   1 oraprod dba 4750020 Apr 17  1998 brbackup
-rwsr-xr-x   1 oraprod dba 4286707 Apr 17  1998 brconnect
-rwsr-xr-x   1 prodadm sapsys 430467 Apr 17  1998 brrestore
-rwsr-xr-x   1 oraprod dba 188629 Apr 17  1998 brtools
-rwsr-xr-x   1 oraprod dba 6081400 May  8  1998 sapdba.

Windows システム

Windows システムの場合、 SAPMNT共有がアプリ ケーシ ョ ン  システム上に作成され、 そこに

<SAPDATA_HOME>サブディ レク ト リが含まれている必要があ り ます。

インストール手順

インス トール作業は、 以下のとおり実行します。

1. SAP R/3 BRTOOLS を、 アプリ ケーシ ョ ン システムにインス トールします。 

2. Data Protector 用統合ソフ ト ウェアをインス トールします。

Windows システムの場合、 Data Protector ソフ ト ウェア コンポーネン ト を SAP R/3 管理者用

ユーザー アカウン ト を使用してインス トールする必要があ り ます。 また、 このアカウン ト

は、 SAP R/3 インスタンスが実行されているシステム上の ORA_DBA ローカル グループか

ORA_<SID>_DBA ローカル グループに含まれている必要があ り ます。

以下の Data Protector ソフ ト ウェア コンポーネン ト をインス トールします。

• HP StorageWorks XP Agent - アプリ ケーシ ョ ン  システムとバッ クアップ システムの両

方にインス トールします。

• SAP R/3 用統合ソフ トウェア - アプリ ケーシ ョ ン  システムにのみインス トールします。

• Disk Agent - アプ リケーシ ョ ン システムとバッ クアップ システムの両方にインス トー

ルします。
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HP StorageWorks XP 用統合ソフ トウェアと Microsoft Exchange Server との組み合わせ

前提条件

Microsoft Exchange Server データベースは、 アプリ ケーシ ョ ン  システムの HP StorageWorks Disk 
Array XP ボ リ ューム (LDEV) にインス トールする必要があ り ます。 このボ リ ュームは、 バッ ク

アップ システムに ミ ラーリ ングされます。 ミ ラーリ ングは、 BC または CA で設定でき、 データ

ベースはファイルシステムにインス トールされます。 以下のオブジェク トは、 ミ ラーリ ングされ
るボ リ ュームに配置する必要があ り ます。

• Microsoft Information Store (MIS)

• Key Management Service (KMS) ( オプシ ョ ン )

• Site Replication Service (SRS) ( オプシ ョ ン )

ト ランザクシ ョ ン  ログをバッ クアップする場合は、 Microsoft Exchange Server の循環ログを無効

に設定します。

インストール手順

以下の Data Protector ソフ ト ウェア コンポーネン ト をインス トールします。

• HP StorageWorks XP Agent - アプ リケーシ ョ ン システムとバッ クアップ システムの両方

にインス トールします。

• MS Exchange 2000/2003用統合ソフ トウェア - アプリ ケーシ ョ ン システムにのみインス トー

ルします。

HP StorageWorks XP 用統合ソフ トウェアと Microsoft SQL Server との組み合わせ

前提条件

Microsoft SQL Server は、 アプリ ケーシ ョ ン  システムにインス トールする必要があ り ます。 ユー

ザー データベースは、 ディ スク  アレイのソース  ボ リ ュームに配置するこ とが必要ですが、 シス

テム  データベースは任意の場所にインス トールできます。 ただし、 システム  データベースが

ディ スク  アレイ上にもインス トールされている場合は、 システム  データベースはユーザー デー

タベース とは異なるソース  ボ リ ューム上にインス トールするこ とが必要です。

インストール手順

以下の Data Protector ソフ ト ウェア コンポーネン ト を、 アプ リ ケーシ ョ ン  システムとバッ クアッ

プ システムの両方にインス トールします。
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• HP StorageWorks XP Agent

• MS SQL 7.0/2000用統合ソフ トウェア

HP StorageWorks Virtual Array 用統合ソフ トウェア

HP StorageWorks VA を Data Protector と統合する場合は、 以下の Data Protector ソフ ト ウェア コン

ポーネン ト をアプ リ ケーシ ョ ン  システムとバッ クアップ システムにインス トールします。

• HP StorageWorks VA Agent

• General Media Agent

General Media Agent コンポーネン トは、 バルク  データをバッ クアップする場合に、 バッ

クアップ システムにインス トールします。 またアーカイブ ログのバッ クアップやアプ リ

ケーシ ョ ン  システムへの復元を行う場合は、 アプリ ケーシ ョ ン システムにインス トールし

ます。

• Disk Agent

Disk Agent コンポーネン トは、 ディ スク  イ メージおよびファ イルシステムの ZDB を実行

する場合に、 アプ リ ケーシ ョ ン  システムとバッ クアップ システムにインス トールします。

Disk Agent がインス トールされていないク ライアン トは、 ZDB 仕様を作成する際に、 [アプ

リケーション システム ] ド ロ ップダウン リ ス トおよび [バックアップ システム ] ド ロ ップ

ダウン  リ ス ト に表示されません。

クラスタ環境でのインストール

HP StorageWorks VA 用統合ソフ ト ウェアは、 ク ラスタ環境にインス トールできます。 サポート対

象のク ラスタ構成と インス トール要件の詳細は、 『HP OpenView Storage Data Protector Zero 
Downtime Backup Administrator’s Guide』 を参照して ください。

他のアプリケーシ ョ ンとの統合

HP StorageWorks VA 用統合ソフ ト ウェアをデータベース  アプリ ケーシ ョ ンと組み合わせてインス

トールする場合は、 この組み合わせに必要な Data Protector コンポーネン ト をアプリ ケーシ ョ ン  
システムとバッ クアップ システムにインス トールし、 この組み合わせ特有のインス トール作業

を実行して ください。 HP StorageWorks VA 用統合ソフ ト ウェアは、 Oracle、 SAP R/3、 Microsoft 
Exchange Server、 Microsoft SQL Server と組み合わせてインス トールできます。
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HP StorageWorks VA 用統合ソフ トウェアと Oracle の組み合わせ

前提条件

• アプ リ ケーシ ョ ン  システムのソース  ボ リ ュームと、 バッ クアップ セッ トの ZDB メ ソ ッ ドの

バッ クアップ システムには、 以下のソフ ト ウェアをインス トールし、 構成を完了しておく必

要があ り ます。

✓ Oracle Enterprise Server (RDBMS)

✓ Oracle Net8/9 ソフ ト ウェア

✓ SQL*Plus

バッ クアップ システム上の Oracle ソフ ト ウェアは、 アプリ ケーシ ョ ン  システムと同じディ

レク ト リにインス トールする必要があ り ます。 また、 バッ クアップ システム上のバイナリ

は、 アプリ ケーシ ョ ン システム上のバイナリ と同一に設定する必要があ り ます。 これは、 ア

プリ ケーシ ョ ン システムからバッ クアップ システムにファイルとシステム環境をコピーす

るか、 アプ リ ケーシ ョ ン システムと同じインス トール パラ メータを使用して、 バッ クアッ

プ システムで Oracle バイナリのク リーン インス トールを実行するこ とによ り、 実現できま

す。

Oracle サーバ、 および、 SQL*NET V2 または NET8/9 は、 インス トールの 小要件です。

• アプ リ ケーシ ョ ン  システムで使用される Oracle データベース  ファ イルは、VA Agent (SNAPA) 
を使用してレプリ ケート されるソース  ボ リ ュームにインス トールする必要があ り ます。

Oracle の制御ファ イル、 オンライン REDO ログ ファ イル、 および Oracle9i/10g SPFILE の配

置場所は、 次の 2 つのオプシ ョ ンから選択できます。

— Oracle 制御ファイル、 オンライン REDO ログ ファ イル、 および Oracle9i/10g SPFILE を、

Oracle データファ イルとは異なるボ リ ューム グループ (LVM を使用する場合 ) または

ソース  ボ リ ュームに配置する。 

この構成では、 デフォルトでインスタン ト  リ カバリが使用可能です。

— Oracle 制御ファイル、 オンライン REDO ログ ファ イル、 および Oracle9i/10g SPFILE を、

Oracle データファ イルと同じボ リ ューム  グループ (LVM を使用する場合 ) またはソース  
ボ リ ュームに配置する。

この構成では、 デフォルトではインスタン ト  リ カバリは使用不可です。 インスタン ト  リ
カバリ を使用可能にするには、 ZDB_ORA_INCLUDE_CF_OLF、

ZDB_ORA_INCLUDE_SPF_OLF、 および ZDB_ORA_NO_CHECKCONF_IRの各 omnirc変数を

設定します。詳細は 『HP OpenView Storage Data Protector Zero Downtime Backup Integration 
Guide』 の付録を参照して ください。
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Oracle のアーカイブ REDO ログ ファ イルは、 ソース  ボ リ ュームに配置する必要はあ り ませ

ん。

インストール手順

インス トール作業は、 以下のとおり実行します。

1. Oracle のリ カバリ  カタログ データベースをインス トールします。

アプ リ ケーシ ョ ン  システムに Oracle のリ カバリ  カタログ データベースをインス トールする

方法については、 Oracle のマニュアルを参照してください。 リ カバリ  カタログは、 登録しな

い状態で残しておきます。

2. 以下の Data Protector ソフ ト ウェア コンポーネン ト をインス トールします。

• HP StorageWorks VA Agent - アプリ ケーシ ョ ン  システムとバッ クアップ システムの両

方にインス トールします。

• Oracle用統合ソフ トウェア - バッ クアップ セッ トの ZDB メ ソ ッ ドを使用する場合、アプ

リ ケーシ ョ ン  システムとバッ クアップ システムの両方にこのコンポーネン ト をインス

トールします。 プロキシー コピーの ZDB メ ソ ッ ドを使用する場合は、 アプ リ ケーシ ョ

ン システムのみにインス トールします。

HP StorageWorks VA 用統合ソフ トウェアと SAP R/3 との組み合わせ

前提条件

• 以下の Oracle ソフ ト ウェアを、アプリ ケーシ ョ ン  システムのソース  ボ リ ュームにインス トー

ルする必要があ り ます。

✓ Oracle Enterprise Server (RDBMS)

✓ Oracle Net8 ソフ ト ウェア

✓ SQL*Plus

Oracle サーバ、 および、 SQL*NET V2 または NET8 は、 インス トールの 小要件です。

• アプ リ ケーシ ョ ン  システム上のデータベースは、 ディ スク  イ メージ、 論理ボ リ ューム、 ま

たはファイルシステムにインス トールするこ とが可能です。 Oracle データファ イルは、 ディ

スク  アレイのソース  ボ リ ューム上に配置するこ とが必要です。

オンライン  バッ クアップを実行する場合は、 制御ファイルとオンライン REDO ログ ファ イ

ルをディ スク  アレイ上に配置する必要はあ り ません。
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オフライン  バッ クアップを実行する場合は、 制御ファイルとオンライン REDO ログ ファ イ

ルを、 ディ スク  アレイ上に配置するこ とが必要です。 ただし、 以下の点に注意して くださ

い。

— Oracle8i/9i 制御ファイル、 オンライン REDO ログ ファ イル、 および Oracle9i SPFILE を、

Oracle8i/9i データファ イルとは異なるボ リ ューム  グループ (LVM を使用する場合 ) また

はソース  ボ リ ュームに配置する場合は、 インスタン ト  リ カバリが使用可能です。

— Oracle8i/9i 制御ファイル、 オンライン REDO ログ ファ イル、 および Oracle9i SPFILE を、

Oracle8i/9i データファ イルと同じボ リ ューム  グループ (LVM を使用する場合 ) または

ソース  ボ リ ュームに配置する場合は、 インスタン ト  リ カバリが使用不能です。 インスタ

ン ト  リ カバリ を使用可能にするには、 ZDB_ORA_INCLUDE_CF_OLF、

ZDB_ORA_INCLUDE_SPF、 および ZDB_ORA_NO_CHECKCONF_IRの各 omnirc変数を設定

します。 詳細は 『HP OpenView Storage Data Protector Zero Downtime Backup Integration 
Guide』 を参照して ください。

アーカイブ REDO ログ ファ イルは、 ディ スク  アレイ上に配置する必要はあ り ません。

• ユーザー ora<ORACLE_SID> を、 プライマ リ  グループの dba付きで、 アプ リ ケーシ ョ ン  シス

テムに作成する必要があ り ます。

UNIX システムでは、 UNIX ユーザー <ORACLE_SID>adm を、 UNIX グループ sapsysのメン

バーと して、 アプ リ ケーシ ョ ン  システムに作成する必要があ り ます。

• SAP R/3 ソフ ト ウェアは、 アプリ ケーシ ョ ン  システムに正し く インス トールする必要があ り

ます。

SAP R/3 のインス トール後にアプ リケーシ ョ ン システムにインス トールする必要がある標準

ディレク ト リの リ ス トは、 以下のとおりです。

注記 ディレク ト リの場所は、 環境変数 (UNIX システムの場合 ) またはレジス ト リ  
(Windows システムの場合 ) によって異なり ます。 詳細は、 SAP R/3 のマニュ

アルを参照してください。

<ORACLE_HOME>/dbs (UNIX システムの場合 )
<ORACLE_HOME>\database (Windows システムの場合 ) - Oracle と SAP のプロファ イル

<ORACLE_HOME>/bin  (UNIX システムの場合 )
<ORACLE_HOME>\bin (Windows システムの場合 ) - Oracle のバイナリ
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<SAPDATA_HOME>/sapbackup (UNIX システムの場合 )
<SAPDATA_HOME>\sapbackup (Windows システムの場合 ) - BRBACKUP ログ ファ イルが

置かれる SAPBACKUP ディレク ト リ

<SAPDATA_HOME>/saparch (UNIXシステムの場合) <SAPDATA_HOME>\saparch (Windows
システムの場合 ) - BRARCHIVE ログ ファ イルが置かれる SAPARCH ディ レク ト リ

<SAPDATA_HOME>/sapreorg (UNIXシステムの場合) または<SAPDATA_HOME>\sapreorg 
(Windows システムの場合 )

<SAPDATA_HOME>/sapcheck (UNIXシステムの場合) または<SAPDATA_HOME>\sapcheck 
(Windows システムの場合 )

<SAPDATA_HOME>/saptrace (UNIXシステムの場合) または<SAPDATA_HOME>\saptrace 
(Windows システムの場合 )

/usr/sap/<ORACLE_SID>/SYS/exe/run (UNIX システムの場合 ) または BRTOOLS (Windows シ

ステムの場合 )

UNIX システム

UNIX システムでは、 後の 6 つのディ レク ト リが前述の場所にない場合、 適切な リ ンクを

作成して ください。

UNIX システムの場合、 ディ レク ト リ /usr/sap/<ORACLE_SID>/SYS/exe/runの所有者は、

UNIX ユーザー ora<ORACLE_SID>でなければな り ません。 SAP R/3 ファ イルの所有者は、

UNIX ユーザー ora<ORACLE_SID>であ り、 setuid ビッ トがセッ ト された (chmod 4755 ...) 
UNIX グループ dbaに属していなければなり ません。 例外は BRRESTORE ファ イルの場合

で、 その所有者は UNIX ユーザー <ORACLE_SID>admでなければなり ません。

UNIX での例

<ORACLE_SID>が PROD の場合、 /usr/sap/<ORACLE_SID>/SYS/exe/runディ レク ト リ内

のパーミ ッシ ョ ンは、 以下のとおりに設定する必要があ り ます。

-rwsr-xr-x   1 oraprod dba 4598276 Apr 17  1998 brarchive
-rwsr-xr-x   1 oraprod dba 4750020 Apr 17  1998 brbackup
-rwsr-xr-x   1 oraprod dba 4286707 Apr 17  1998 brconnect
-rwsr-xr-x   1 prodadm sapsys 430467 Apr 17  1998 brrestore
-rwsr-xr-x   1 oraprod dba 188629 Apr 17  1998 brtools
-rwsr-xr-x   1 oraprod dba 6081400 May  8  1998 sapdba.
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Windows システム

Windows システムの場合、 SAPMNT共有がアプリ ケーシ ョ ン  システム上に作成され、 そこに

<SAPDATA_HOME>サブディ レク ト リが含まれている必要があ り ます。

インストール手順

インス トール作業は、 以下のとおり実行します。

1. SAP R/3 BRTOOLS を、 アプリ ケーシ ョ ン システムにインス トールします。 

2. Data Protector 用統合ソフ ト ウェアをインス トールします。

Windows システムの場合、 Data Protector ソフ ト ウェア コンポーネン ト を SAP R/3 管理者用

ユーザー アカウン ト を使用してインス トールする必要があ り ます。 また、 このアカウン ト

は、 SAP R/3 インスタンスが実行されているシステム上の ORA_DBA ローカル グループか

ORA_<SID>_DBA ローカル グループに含まれている必要があ り ます。

以下の Data Protector ソフ ト ウェア コンポーネン ト をインス トールします。

• HP StorageWorks VA Agent - アプリ ケーシ ョ ン  システムとバッ クアップ システムの両

方にインス トールします。

• SAP R/3 用統合ソフ トウェア - アプリ ケーシ ョ ン  システムにのみインス トールします。

• Disk Agent - アプ リケーシ ョ ン システムとバッ クアップ システムの両方にインス トー

ルします。

HP StorageWorks VA 用統合ソフ トウェアと Microsoft Exchange Server との組み合わせ

前提条件

Microsoft Exchange Server データベースは、 アプリ ケーシ ョ ン  システムのソース  ボ リ ューム上に

インス トールする必要があ り ます。 以下のオブジェク トは、 ソース  ボ リ ュームに配置する必要

があ り ます。

• Microsoft Information Store (MIS)

• Key Management Service (KMS) ( オプシ ョ ン )

• Site Replication Service (SRS) ( オプシ ョ ン )

ト ランザクシ ョ ン  ログをバッ クアップする場合は、 Microsoft Exchange Server の循環ログを無効

に設定します。
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インストール手順

以下の Data Protector ソフ ト ウェア コンポーネン ト をインス トールします。

• HP StorageWorks VA Agent - アプ リケーシ ョ ン システムとバッ クアップ システムの両方

にインス トールします。

• MS Exchange 2000/2003用統合ソフ トウェア - アプリ ケーシ ョ ン システムにのみインス トー

ルします。

HP StorageWorks VA 用統合ソフ トウェアと Microsoft SQL Server との組み合わせ

前提条件

Microsoft SQL Server は、 アプリ ケーシ ョ ン  システムにインス トールする必要があ り ます。 ユー

ザー データベースは、 ディ スク  アレイのソース  ボ リ ュームに配置するこ とが必要ですが、 シス

テム  データベースは任意の場所にインス トールできます。 ただし、 システム  データベースが

ディ スク  アレイ上にもインス トールされている場合は、 システム  データベースはユーザー デー

タベース とは異なるソース  ボ リ ューム上にインス トールするこ とが必要です。

インストール手順

以下の Data Protector ソフ ト ウェア コンポーネン ト を、 アプ リ ケーシ ョ ン  システムとバッ クアッ

プ システムの両方にインス トールします。

• HP StorageWorks VA Agent

• MS SQL 7.0/2000用統合ソフ トウェア

HP StorageWorks Enterprise Virtual Array 用統合ソフ トウェア

HP StorageWorks EVA を Data Protector と統合する場合は、 HP 以下の Data Protector ソフ ト ウェア 
コンポーネン ト をアプリ ケーシ ョ ン システムとバッ クアップ システムにインス トールします。

• HP StorageWorks EVA SMI-S Agent

• General Media Agent

General Media Agent コンポーネン トは、 バルク  データをバッ クアップする場合に、 バッ

クアップ システムにインス トールします。 またアーカイブ ログのバッ クアップやアプ リ

ケーシ ョ ン  システムへの復元を行う場合は、 アプリ ケーシ ョ ン システムにインス トールし

ます。

• Disk Agent
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Disk Agent コンポーネン トは、 ディ スク  イ メージおよびファ イルシステムの ZDB を実行

する場合に、 アプ リ ケーシ ョ ン  システムとバッ クアップ システムにインス トールします。

Disk Agent がインス トールされていないク ライアン トは、 ZDB 仕様を作成する際に、 [アプ

リケーション システム ] ド ロ ップダウン リ ス トおよび [バックアップ システム ] ド ロ ップ

ダウン  リ ス ト に表示されません。

クラスタ環境でのインストール

HP StorageWorks EVA 用統合ソフ ト ウェアは、 ク ラスタ環境にインス トールできます。 サポート

対象のク ラスタ構成と インス トール要件の詳細は、 『HP OpenView Storage Data Protector Zero 
Downtime Backup Administrator’s Guide』 を参照して ください。

他のアプリケーシ ョ ンとの統合

HP StorageWorks EVA 用統合ソフ ト ウェアをデータベース  アプ リ ケーシ ョ ンと組み合わせてイン

ス トールする場合は、 この組み合わせに必要な Data Protector コンポーネン ト をアプ リ ケーシ ョ

ン システムとバッ クアップ システムにインス トールし、 この組み合わせ特有のインス トール作

業を実行して ください。 HP StorageWorks EVA 用統合ソフ ト ウェアは、 Oracle、 SAP R/3、
Microsoft Exchange Server、 Microsoft SQL Server、 Microsoft VSS と組み合わせてインス トールでき

ます。

HP StorageWorks EVA 用統合ソフ トウェアと Oracle の組み合わせ

前提条件

• 以下の Oracle ソフ ト ウェアを、アプリ ケーシ ョ ン  システムのソース  ボ リ ュームにインス トー

ルする必要があ り ます。

✓ Oracle Enterprise Server (RDBMS)

✓ Oracle Net8 ソフ ト ウェア

✓ SQL*Plus

Oracle サーバ、 および、 SQL*NET V2 または NET8 は、 インス トールの 小要件です。

• アプ リ ケーシ ョ ン  システムで使用される Oracle データファ イルは、 インス トールした SMI-S 
Agent を使用してレプリ ケート されるソース  ボ リ ュームにインス トールする必要があ り ま

す。

Oracle の制御ファ イル、 オンライン REDO ログ ファ イル、 および Oracle9i/10g SPFILE の配

置場所は、 次の 2 つのオプシ ョ ンから選択できます。
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— Oracle 制御ファイル、 オンライン REDO ログ ファ イル、 および Oracle9i/10g SPFILE を、

Oracle データファ イルとは異なるボ リ ューム グループ (LVM を使用する場合 ) または

ソース  ボ リ ュームに配置する。

この構成では、 デフォルトでインスタン ト  リ カバリが使用可能です。

— Oracle 制御ファイル、 オンライン REDO ログ ファ イル、 および Oracle9i/10g SPFILE を、

Oracle データファ イルと同じボ リ ューム  グループ (LVM を使用する場合 ) またはソース  
ボ リ ュームに配置する。

この構成では、 デフォルトではインスタン ト  リ カバリは使用不可です。 インスタン ト  リ
カバリ を使用可能にするには、 ZDB_ORA_INCLUDE_CF_OLF、 ZDB_ORA_INCLUDE_SPF、

および ZDB_ORA_NO_CHECKCONF_IRの各 omnirc変数を設定します。 詳細は 『HP 
OpenView Storage Data Protector Zero Downtime Backup Integration Guide』 の付録を参照し

て ください。

Oracle のアーカイブ REDO ログ ファ イルは、 ソース  ボ リ ュームに配置する必要はあ り ませ

ん。

インストール手順

インス トール作業は、 以下のとおり実行します。

1. Oracle のリ カバリ  カタログ データベースをインス トールします。

アプ リ ケーシ ョ ン  システムに Oracle のリ カバリ  カタログ データベースをインス トールする

方法については、 Oracle のマニュアルを参照してください。 リ カバリ  カタログは、 登録しな

い状態で残しておきます。

2. 以下の Data Protector ソフ ト ウェア コンポーネン ト をインス トールします。

• HP StorageWorks EVA SMI-S Agent - アプリ ケーシ ョ ン  システムとバッ クアップ シス

テムの両方にインス トールします。

• Oracle用統合ソフ トウェア - バッ クアップ セッ トの ZDB メ ソ ッ ドを使用する場合、アプ

リ ケーシ ョ ン  システムとバッ クアップ システムの両方にこのコンポーネン ト をインス

トールします。 プロキシー コピーの ZDB メ ソ ッ ドを使用する場合は、 アプ リ ケーシ ョ

ン システムのみにインス トールします。
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HP StorageWorks EVA 用統合ソフ トウェアと SAP R/3 との組み合わせ

前提条件

• 以下の Oracle ソフ ト ウェアを、アプリ ケーシ ョ ン  システムのソース  ボ リ ュームにインス トー

ルする必要があ り ます。

✓ Oracle Enterprise Server (RDBMS)

✓ Oracle Net8 ソフ ト ウェア

✓ SQL*Plus

RDBMS、 および、 SQL*NET V2 または NET8 は、 インス トールの 小要件です。

• アプ リ ケーシ ョ ン  システム上のデータベースは、 ディ スク  イ メージ、 論理ボ リ ューム、 ま

たはファイルシステムにインス トールするこ とが可能です。 Oracle データファ イルは、 ディ

スク  アレイのソース  ボ リ ューム上に配置するこ とが必要です。

オンライン  バッ クアップを実行する場合は、 制御ファイルとオンライン REDO ログ ファ イ

ルをディ スク  アレイ上に配置する必要はあ り ません。

オフライン  バッ クアップを実行する場合は、 制御ファイルとオンライン REDO ログ ファ イ

ルを、 ディ スク  アレイ上に配置するこ とが必要です。 ただし、 以下の点に注意して くださ

い。

— Oracle8i/9i 制御ファイル、 オンライン REDO ログ ファ イル、 および Oracle9i SPFILE を、

Oracle8i/9i データファ イルとは異なるボ リ ューム  グループ (LVM を使用する場合 ) また

はソース  ボ リ ュームに配置する場合は、 インスタン ト  リ カバリが使用可能です。

— Oracle8i/9i 制御ファイル、 オンライン REDO ログ、および Oracle9i SPFILE を、 Oracle8i/9i
データファ イルと同じボ リ ューム グループ (LVM を使用する場合 ) またはソース  ボ
リ ュームに配置する場合は、 インスタン ト  リ カバリが使用不能です。 インスタン ト  リ カ

バリ を使用可能にするには、 ZDB_ORA_INCLUDE_CF_OLF、 ZDB_ORA_INCLUDE_SPF、 お

よび ZDB_ORA_NO_CHECKCONF_IR omnirc変数を設定します。 詳細は 『HP OpenView 
Storage Data Protector Zero Downtime Backup Integration Guide』 を参照して ください。

アーカイブ REDO ログ ファ イルは、 ディ スク  アレイ上に配置する必要はあ り ません。

• ユーザー ora<ORACLE_SID> を、 プライマ リ  グループの dba付きで、 アプ リ ケーシ ョ ン  シス

テムに作成する必要があ り ます。

UNIX システムでは、 UNIX ユーザー <ORACLE_SID>adm を、 UNIX グループ sapsysのメン

バーと して、 アプ リ ケーシ ョ ン  システムに作成する必要があ り ます。
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• SAP R/3 ソフ ト ウェアは、 アプリ ケーシ ョ ン  システムに正し く インス トールする必要があ り

ます。

SAP R/3 のインス トール後にアプ リケーシ ョ ン システムにインス トールする必要がある標準

ディレク ト リの リ ス トは、 以下のとおりです。

注記 ディレク ト リの場所は、 環境変数 (UNIX システムの場合 ) またはレジス ト リ  
(Windows システムの場合 ) によって異なり ます。 詳細は、 SAP R/3 のマニュ

アルを参照してください。

<ORACLE_HOME>/dbs (UNIX システムの場合 )
<ORACLE_HOME>\database (Windows システムの場合 ) - Oracle と SAP のプロファ イル

<ORACLE_HOME>/bin  (UNIX システムの場合 ) 
<ORACLE_HOME>\bin (Windows システムの場合 ) - Oracle のバイナリ

<SAPDATA_HOME>/sapbackup (UNIX システムの場合 ) または 
<SAPDATA_HOME>\sapbackup(Windows システムの場合 ) - BRBACKUP ログ ファ イルが

置かれる SAPBACKUP ディレク ト リ

<SAPDATA_HOME>/saparch (UNIXシステムの場合) <SAPDATA_HOME>\saparch (Windows
システムの場合 ) - BRARCHIVE ログ ファ イルが置かれる SAPARCH ディ レク ト リ

<SAPDATA_HOME>/sapreorg (UNIXシステムの場合) または<SAPDATA_HOME>\sapreorg 
(Windows システムの場合 )

<SAPDATA_HOME>/sapcheck (UNIXシステムの場合) または<SAPDATA_HOME>\sapcheck 
(Windows システムの場合 )

<SAPDATA_HOME>/saptrace (UNIXシステムの場合) または<SAPDATA_HOME>\saptrace 
(Windows システムの場合 )

/usr/sap/<ORACLE_SID>/SYS/exe/run (UNIX システムの場合 )
BRTOOLS (Windows システムの場合 )

UNIX システム

UNIX システムでは、 後の 6 つのディ レク ト リが前述の場所にない場合、 適切な リ ンクを

作成して ください。
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UNIX システムの場合、 ディ レク ト リ /usr/sap/<ORACLE_SID>/SYS/exe/runの所有者は、

UNIX ユーザー ora<ORACLE_SID>でなければな り ません。 SAP R/3 ファ イルの所有者は、

UNIX ユーザー ora<ORACLE_SID>であ り、 setuid ビッ トがセッ ト された (chmod 4755 ...) 
UNIX グループ dbaに属していなければなり ません。 例外は BRRESTORE ファ イルの場合

で、 その所有者は UNIX ユーザー <ORACLE_SID>admでなければなり ません。

UNIX での例

<ORACLE_SID>が PROD の場合、 /usr/sap/<ORACLE_SID>/SYS/exe/runディ レク ト リ内

のパーミ ッシ ョ ンは、 以下のとおりに設定する必要があ り ます。

-rwsr-xr-x   1 oraprod dba 4598276 Apr 17  1998 brarchive
-rwsr-xr-x   1 oraprod dba 4750020 Apr 17  1998 brbackup
-rwsr-xr-x   1 oraprod dba 4286707 Apr 17  1998 brconnect
-rwsr-xr-x   1 prodadm sapsys 430467 Apr 17  1998 brrestore
-rwsr-xr-x   1 oraprod dba 188629 Apr 17  1998 brtools
-rwsr-xr-x   1 oraprod dba 6081400 May  8  1998 sapdba.

Windows システム

Windows システムの場合、 SAPMNT共有がアプリ ケーシ ョ ン  システム上に作成され、 そこに

<SAPDATA_HOME>サブディ レク ト リが含まれている必要があ り ます。

インストール手順

インス トール作業は、 以下のとおり実行します。

1. SAP R/3 BRTOOLS を、 アプリ ケーシ ョ ン システムにインス トールします。 

2. Data Protector 用統合ソフ ト ウェアをインス トールします。

Windows システムの場合、 Data Protector ソフ ト ウェア コンポーネン ト を SAP R/3 管理者用

ユーザー アカウン ト を使用してインス トールする必要があ り ます。 また、 このアカウン ト

は、 SAP R/3 インスタンスが実行されているシステム上の ORA_DBA ローカル グループか

ORA_<SID>_DBA ローカル グループに含まれている必要があ り ます。

以下の Data Protector ソフ ト ウェア コンポーネン ト をインス トールします。

• HP StorageWorks EVA SMI-S Agent - アプリ ケーシ ョ ン  システムとバッ クアップ シス

テムの両方にインス トールします。

• SAP R/3 用統合ソフ トウェア - アプリ ケーシ ョ ン  システムにのみインス トールします。

• Disk Agent - アプ リケーシ ョ ン システムとバッ クアップ システムの両方にインス トー

ルします。
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HP StorageWorks EVA 用統合ソフ トウェアと Microsoft Exchange Server との組み合わせ

前提条件

Microsoft Exchange Server データベースは、 アプリ ケーシ ョ ン  システムのソース  ボ リ ューム上に

インス トールする必要があ り ます。 以下のオブジェク トは、 ソース  ボ リ ュームに配置する必要

があ り ます。

• Microsoft Information Store (MIS)
• Key Management Service (KMS) ( オプシ ョ ン )
• Site Replication Service (SRS) ( オプシ ョ ン )

ト ランザクシ ョ ン  ログをバッ クアップする場合は、 Microsoft Exchange Server の循環ログを無効

に設定します。

インストール手順

以下の Data Protector ソフ ト ウェア コンポーネン ト をインス トールします。

• HP StorageWorks EVA SMI-S Agent - アプリ ケーシ ョ ン  システムとバッ クアップ システム

の両方にインス トールします。

• MS Exchange 2000/2003用統合ソフ トウェア - アプリ ケーシ ョ ン システムにのみインス トー

ルします。

HP StorageWorks EVA 用統合ソフ トウェアと MS SQL との組み合わせ

前提条件

Microsoft SQL Server は、 アプリ ケーシ ョ ン  システムにインス トールする必要があ り ます。 ユー

ザー データベースは、 ディ スク  アレイのソース  ボ リ ュームに配置するこ とが必要ですが、 シス

テム  データベースは任意の場所にインス トールできます。 ただし、 システム  データベースが

ディ スク  アレイ上にもインス トールされている場合は、 システム  データベースはユーザー デー

タベース とは異なるソース  ボ リ ューム上にインス トールするこ とが必要です。

インストール手順

以下の Data Protector ソフ ト ウェア コンポーネン ト を、 アプ リ ケーシ ョ ン  システムとバッ クアッ

プ システムの両方にインス トールします。

• HP StorageWorks EVA SMI-S Agent - アプリ ケーシ ョ ン  システムとバッ クアップ システム

の両方にインス トールします。

• MS SQL 7.0/2000用統合ソフ トウェア
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各国語版 Data Protector ユーザー インタフ ェースのインス トール

Data Protector A.06.00 には、 Windows および UNIX システム上で動作する各国語版 Data Protector
ユーザー インタフェースがあ り ます。 各国語版ユーザー インタフェースには、 Data Protector 
GUI と CLI があるほか、 各国語版のオンライン ヘルプと印刷ドキュ メン ト も提供されています。

各国語版にローカライズされた Data Protector マニュアルについては、 『HP OpenView Storage Data 
Protector Product Announcements ソフ ト ウェア ノー ト  および リ ファレンス』 を参照して ください。

注記 Data Protector のインス トール時、 デフォルトでは英語サポートがインス トールさ

れます。 これに加えて他の言語サポート も インス トールする と、 Data Protector
ユーザー インタフェースはシステムの地域設定にあわせて起動されます。

Windows システムへの各国語版 Data Protector ユーザー インタフェースのイ

ンストール

ローカル インス トール

Windows システムに各国語版 Data Protector ユーザー インタフェースをインス トールするには、

セッ トアップ ウ ィザードの [Component Selection] ページで、 必要な言語サポート  ( フランス

語または日本語 ) を選択します。 図 2-21 を参照して ください。 
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ローカル インス トール手順は、 19 ページの 「Data Protector Cell Manager (CM) およびインス トー

ル サーバ (IS) のインス トール」 を参照して ください。

図 2-21 セッ トアップ時の言語サポートの選択 

リモート  インス トール

インス トール サーバを利用して Data Protector 言語サポート を リモートで配布するには、 [ コン

ポーネント追加 ] ウ ィザードの [ コンポーネント選択 ] ページで、 必要な言語サポート を選択し

ます。 図 2-22 を参照して ください。 
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Data Protector ソフ ト ウェア コンポーネン ト をク ラ イアン トに リモートで追加する手順は、 50 
ページの 「Data Protector ク ラ イアン トの リモート  インス トール」 を参照して ください。 

図 2-22 言語サポートのリモート  インス トール

UNIX システムへの各国語版 Data Protector ユーザー インタフェースのインス

トール

ローカル インス トール

日本語またはフランス語のサポートのローカル インス トールは、 omnisetup.sh コマンドを使用

して、 Data Protector ク ラ イアン ト上でのみ行えます。 必要な言語サポートに応じて、 jpn_ls ま

たは fra_ls ソフ ト ウェア コンポーネン ト を指定して ください。 手順の詳細は、 119 ページの

「UNIX ク ライアン トのローカル インス トール」 を参照して ください。 
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Data Protector Cell Manager またはインス トール サーバのインス トールに swinstall、 pkgadd、

または rpmユーティ リ ティ を使用している場合は、 英語サポート しかインス トールできません。

各国語版 Data Protector ユーザー インタフェースを Cell Manager またはインス トール サーバと同

じシステムにインス トールしたい場合は、 それらの言語サポート を リモートでインス トールする
必要があ り ます。

リモート  インス トール

インス トール サーバを利用して Data Protector 言語サポート を リモートで配布するには、 [ コン

ポーネント追加 ] ウ ィザードの [ コンポーネント選択 ] ページで、 必要な言語サポート を選択し

ます。 図 2-22 を参照して ください。 

Data Protector ソフ ト ウェア コンポーネン ト をク ラ イアン トに リモートで追加する手順は、 50 
ページの 「Data Protector ク ラ イアン トの リモート  インス トール」 を参照して ください。

ト ラブルシューテ ィ ング

英語以外の言語サポート をインス トールした後、 英語の Data Protector ユーザー インタフェース

が起動した場合は、 以下を確認して ください。

1. 以下のファイルが存在するかを確認します。

フランス語のサポートの場合

• Windows の場合 : <Data_Protector_home>\bin\OmniFra.dll

• HP-UX の場合 : /opt/omni/lib/nls/fr.iso88591/omni.cat 

• Solaris の場合 : /opt/omni/lib/nls/fr.ISO8859-1/omni.cat 

日本語のサポートの場合

• Windows の場合 : <Data_Protector_home>\bin\OmniJpn.dll

• HP-UX の場合 : /opt/omni/lib/nls/ja.eucJP/omni.cat および 
/opt/omni/lib/nls/ja.SJIS/omni.cat

• Solaris の場合 : /opt/omni/lib/nls/ja.eucJP/omni.cat および  
/opt/omni/lib/nls/ja.PCK/omni.cat

2. システムの地域設定を確認します。

• Windows の場合 : Windows のコントロール パネルで、[地域のオプション ] をク リ ッ ク し、

地域と言語の設定で適切な言語が選択されているかを確認して ください。

• UNIX の場合 : 以下のコマンドを実行して地域設定 ( ロケール ) 環境を設定してください。
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export LANG=<lang>
locale

こ こで、 <lang>には、 地域設定を次の形式で指定します。

language[_territory].codeset 

例 : ja_JP.eucJP、 ja_JP.SJIS、 または ja_JP.PCK( 日本語の場合 )、
fr_FR.iso88591 ( フランス語の場合 )。 LANG変数の codeset 部分は必須であ り、 対応す

るディ レク ト リ名の codeset 部分と一致している必要があ り ます。
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Data Protector シングルサーバ版のインス トール

Data Protector のシングルサーバ版 (SSE: Single Server Edition) は、 1 つの Cell Manager に接続され

た 1 台のデバイス上でのみバッ クアップを実行するよ うな、 小規模な環境向けに設計されたもの

です。 シングルサーバ版は、 サポート対象の Windows プラ ッ ト フォーム、 およびサポート対象

の HP-UX または Solaris プラ ッ ト フォーム上で使用できます。 

Cell Manager と  ( 必要に応じて ) インス トール サーバをインス トールする手順は、 19 ページの

「Data Protector Cell Manager (CM) およびインス トール サーバ (IS) のインス トール」 を参照して く

ださい。

制限事項

SSE ラ イセンスを使用する場合、 以下の制限があるこ とに注意して ください。

Windows 用 SSE の制限

• SSE でバッ クアップを行う場合、一度にバッ クアップできるのは 1 台の Cell Manager に接続さ

れている 1 台のデバイスのみです。 

• 10 スロ ッ トの DDS オートチェンジャを 1 台だけ使用できます。

• UNIX (HP-UX) ク ライアン ト とサーバはサポート されていません。 UNIX のマシンに対して

バッ クアップを行おう とする と、 セッシ ョ ンが中止されます。

• Windows用Cell Manager を使用するセルの場合は、バッ クアップ対象は Windows ク ラ イアン ト

に限られます。 Novell Netware ク ラ イアン トへのバッ クアップはサポート されていません。

• 拡張製品を SSE に追加するこ とはできません。

• SSE でク ラスタ化を行う こ とはできません。

• SSE で障害復旧を行う こ とはできません。

Windows ク ラ イアン トの数に制限はあ り ません。

サポート対象のデバイスについては、 『HP OpenView Storage Data Protector Product Announcements 
ソフ ト ウェア ノート  および リ ファレンス』 を参照して ください。
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HP-UX および Solaris 用の SSE の制限事項

• SSE でバッ クアップを行う場合、一度にバッ クアップできるのは 1 台の Cell Manager に接続さ

れている 1 台のデバイスのみです。

• 10 スロ ッ トの DDS オートチェンジャを 1 台だけ使用できます。

• UNIX 用 Cell Manager では、 サーバのバッ クアップはできません。 UNIX、 Windows、 Solaris、
および Novell NetWare の各ク ライアン トのバッ クアップのみが可能です。

• 拡張製品を SSE に追加するこ とはできません。

• SSE でク ラスタ化を行う こ とはできません。

ク ラ イアン ト  (UNIX、 Windows) の数に制限はあ り ません。

サポート対象のデバイスについては、 『HP OpenView Storage Data Protector Product Announcements 
ソフ ト ウェア ノート  および リ ファレンス』 を参照して ください。

パスワードのインストール

Cell Manager へのパスワードの詳しいインス トール手順は、 308 ページの 「Data Protector のパス

ワード」 を参照して ください。
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Data ProtectorWeb Reporting のインストール

Data Protector Web Reporting は、 デフォルトで他の Data Protector コンポーネン ト と と もにローカ

ル システムにインス トールされます。

したがって、 システムからローカルに使用する場合は、 このコンポーネン ト を明示的にインス
トールする必要はあ り ません。 Data Protector Web Reporting は、 Web サーバにもインス トールで

きます。

前提条件

システムで Data Protector Web Reporting を使用する場合の前提条件と制限は、 『HP OpenView 
Storage Data Protector Product Announcements ソフ ト ウェア ノート  および リ ファレンス』 を参照し

て ください。

インストール 

Data Protector Web Reporting を Web サーバにインス トールするには、 以下の手順に従ってくださ

い。

1. 以下の Data Protector Java Reporting ファ イルをサーバにコピーします。 コピー先のサーバは、

Data Protector ク ラ イアン トでな くてもかまいません。

• Windows システムに Data Protector ユーザー インタフェースをインス トールしている場合

は、 以下のディレク ト リから Web Reporting 用のファイルをコピーします。

<Data_Protector_home>\java\bin

• UNIX システムに Data Protector ユーザー インタフェースをインス トールしている場合は、

以下のディレク ト リから Web Reporting 用のファイルをコピーします。

/opt/omni/java/bin

2. ブラウザで ebReporting.html ファ イルを開く と、 Data ProtectorWeb Reporting が表示されま

す。 

このファ イルは、 Web Reporting のユーザーが完全な URL を通じてアクセスできるよ うに設

定しておく必要があ り ます。 たとえば、 イン ト ラネッ ト  サイ トから このファ イルにアクセス

するための リ ンクなどを用意します。
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ヒン ト デフォルトでは、 Data Protector Web Reporting はパスワードなしで使用できます。

Web Reporting へのアクセスを制限したい場合は、 パスワード保護を追加できま

す。 手順の詳細は、 オンライン  ヘルプの索引キーワード 「Web レポート , ～への

アクセスを制限」 で表示される内容を参照してください。

この次に行う作業

インス トールが完了したら、 オンライン  ヘルプの索引キーワード 「Web レポート  インタフェー

ス , 通知の構成」 で表示される内容を参照して、 必要な構成作業を実施し、 レポート を作成して

ください。
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MC/ServiceGuard への Data Protector のインストール

Data Protector は、 HP-UX 用および Linux 用の MC/ServiceGuard (MC/SG) をサポート しています。

サポート対象オペレーティング システムのバージ ョ ンの詳細は、 『HP OpenView Storage Data 
Protector Product Announcements ソフ ト ウェア ノー ト  および リ ファレンス』 を参照して ください。

Cell Manager をク ラスタ対応にする場合は、 ライセンスで仮想サーバ IP アドレスを使用する必要

があ り ます。

クラスタ対応 Cell Manager のインストール

前提条件

MC/SeviceGuard に Data Protector Cell Manager をインス トールする前に、 以下の条件が満たされて

いるこ とを確認して ください。

✓ 1次Cell Manager となるシステムと 2次Cell Manager となるシステムが決定されているこ と。こ

れらのシステムのすべては、 MC/ServiceGuard がインス トールされ、 ク ラスタのメンバーと

して構成されているこ と。

✓ Data Protector Cell Manager ( 推奨パッチ適用済み ) と、 ク ラスタ内に必要な統合ソフ ト ウェア

用のその他すべての Data Protector ソフ ト ウェア コンポーネン トが、 1 次ノード と各 2 次ノー

ドにインス トールされているこ と。 

これらのインス トール手順は、 Cell Manager システムを標準構成でインス トールする場合と

同じです。 詳細は 19 ページの 「Data Protector Cell Manager (CM) およびインス トール サーバ 
(IS) のインス トール」 を参照して ください。

この次に行う作業

インス トールが完了したら、 インス トールした 1 次 Cell Manager と 2 次 Cell Manager、 および

Cell Manager パッケージを構成する必要があ り ます。 MC/ServiceGuard を Data Protector と と もに

構成する方法は、 オンライン ヘルプの索引キーワード 「ク ラスター , MC/ServiceGuard」 で表示さ

れる内容を参照して ください。
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クラスタ対応クライアン トのインストール

重要 Data Protector ク ラスタ対応ク ライアン トは、 ク ラスタ内のすべてのノードにイン

ス トールする必要があ り ます。

インス トール手順は、 Data Protector を標準構成の UNIX ク ラ イアン トにインス トールする場合と

同じです。 手順の詳細は、 68 ページの 「HP-UX ク ラ イアン トのインス トール」 および 79 ページ

の 「Linux ク ラ イアン トのインス トール」 を参照して ください。

この次に行う作業

インス トールが完了したら、 仮想サーバ ( ク ラスタ  パッケージで指定されたホス ト名 ) を Data 
Protector セルにインポートする必要があ り ます。 詳細は 188 ページの 「セルへのク ラスタ対応ク

ライアン トのインポート 」 を参照して ください。

バッ クアップ デバイスやメディア プールなど、 Data Protector の運用に必要な要素の構成方法は、

オンライン  ヘルプの索引キーワード 「構成」 で表示される内容を参照して ください。
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Data Protector の Microsoft Cluster Server へのインス トール

Microsoft Cluster Server 用統合ソフ ト ウェアでサポート されているオペレーティング  システムの

詳細は、 『HP OpenView Storage Data Protector Product Announcements ソフ ト ウェア ノート  および 
リ ファレンス』 を参照して ください。

Cell Manager をク ラスタ対応にする場合は、 ライセンスで仮想サーバ IP アドレスを使用する必要

があ り ます。

クラスタ対応 Cell Manager のインストール

前提条件

ク ラスタ対応の Cell Manager をインス トールする前に、 以下の名前のリ ソースがク ラスタに存在

しないこ とを確認して ください。

OBVS_MCRS,OBVS_VELOCIS,OmniBack_Share

新規インス トールの場合 ( アップグレードではない場合 ) に、 この名前のリ ソースが存在する と

きは、 これらのリ ソースを削除するか、 または名前を変更してください。 これは、 Data Protector
仮想サーバが同名のリ ソースを使用しているためです。

以下の手順に従ってください。

1. [スタート ] -> [プログラム] -> [管理ツール] -> [クラスタ アド ミニストレータ ] を順にク

リ ッ ク します。

2. リ ソースの リ ス ト を確認し、 必要な場合はリ ソースの削除または名前の変更を行います。

Microsoft Cluster Server 環境に Data Protector をインス トールして構成するには、 適切なユーザー

権限を持つアカウン ト を用意する必要があ り ます。

✓ Cell Manager に対する管理者権限を付与します。 

✓ ク ラスタ内でのク ラスタ管理者権限を付与します。

✓ [ パスワードを無期限にする ] オプシ ョ ンを選択します。

✓ [ サービス と してログオン ] オプシ ョ ンを選択します。

✓ [ ユーザーはパスワードを変更できない ] オプシ ョ ンを選択します。

✓ ログオン時間をすべて可能に設定します。
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注記 Microsoft Cluster 環境に、 ク ラスタ対応モードで Data Protector Cell Manager をイン

ス トールする場合は、 Data Protector ユーザー アカウン トは上記のユーザー権限を

すべて付与されたド メ イン  ユーザー アカウン トでなければな り ません。

ヒン ト ク ラスタ  サーバをインス トールするには、 すべてのク ラスタ  システムに対する管

理者権限を付与されたアカウン トが必要です。 Data Protector のインス トールにも、

このアカウン ト を使用するこ とをお勧めします。 正しいユーザー権限を使用しな
い場合、 ク ラスタに対応したモードではなく、 標準モードで Data Protector サービ

スが実行される可能性があ り ます。

Cell Manager ソフ ト ウェアをク ラスタ上にインス トールする前に、 以下の条件が満たされている

こ とを確認して ください。

✓ ク ラスタがインス トールされており、 すべての機能が利用可能であるこ と。 たとえば、 共有

ディ スクを使って、 問題なく、 グループをノード間で必要な回数だけ移動できる必要があ り
ます。

✓ ク ラスタ内の 低 1 つのグループに <File Share> リ ソースが定義されているこ と。 Data 
Protector は、 <File Share> リ ソースに、 データベース  コンポーネン ト をインス トールしま

す。 <File Share> リ ソースを定義するには、 ク ラスタ付属のドキュ メン ト を参照して くだ

さい。 <File Share> リ ソースのファ イル共有名を OmniBackにするこ とはできません。

✓ <File Share> リ ソース と同じグループ内に仮想サーバが存在しない場合は、 登録済みの

ネッ ト ワーク IP アドレスのう ち未使用のものを使って新しい仮想サーバを作成し、 これを

ネッ ト ワーク名と関連付ける必要があ り ます。

✓ Data Protector のインス トール先となる <File Share> リ ソースの IPアドレス、 ネッ トワーク

名、 および物理ディスクが、 <File Share>依存関係に含まれているこ と。 これは、 Data 
Protector ク ラスタ  グループが、 他のグループと関係なく、 いずれのノード上でも実行できる

よ うにするために必要です。

✓ ク ラスタ管理者だけが <File Share> リ ソースへのアクセス権を持ち、 それがフル アクセス

権であるこ とを確認します。

✓ ク ラスタの各システムが適切に稼動しているこ と。

✓ ク ラスタ内のシステムに Data Protector ソフ ト ウェアがインス トールされている場合、 セッ ト

アップを行う前にこのソフ ト ウェアをアンインス トールするこ と。 アップグレードが可能な
のは、 既存の Data Protector ソフ ト ウェアがク ラスタ対応モードでインス トールされた Cell 
Manager である場合のみです。
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✓ Data Protectorがすべてのク ラスタ  ノードの同じ場所 ( ド ラ イブおよびパス名) にインス トール

されているこ と。 これらのインス トール先が空であるこ とを確認して ください。

✓ その他の MSI ベースのインス トールは、 他のク ラスタ  ノードで実行してはなり ません。

ローカル インス トール

Data Protector ク ラスタに対応した Cell Manager ソフ ト ウェアは、 DVD-ROM からローカルにイン

ス トールする必要があ り ます。 以下の手順に従ってください。

1. Windows 用インス トール DVD-ROM をド ラ イブに挿入し、 以下のコマンドを実行します。 

32 ビッ ト  システムの場合 : \Windows_other\i386\setup.exe 

64 ビッ ト  システムの場合 :\Windows_other\x8664\setup.exe 

Data Protector セッ ト アップ用ウ ィザードが表示されます。

2. セッ ト アップ用ウ ィザードの指示に従って操作を行い、 ライセンス契約を十分にお読みくだ

さい。 記載内容に同意する場合は、 [Next] をク リ ッ ク して次に進みます。

3. [Installation Type] ページで、 [Cell Manager] を選択します。 [Next] をク リ ッ クす

る と、 選択した Data Protector Cell Manager ソフ ト ウェアがインス トールされます。

図 2-23 インス トールの種類の選択 
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4. セッ ト アップはク ラスタ環境で実行しているこ とを自動的に検出します。 [Install 

cluster-aware Cell Manager] を選択して、 ク ラスタ  セッ ト アップを有効にします。

ク ラスタ  グループ、 仮想ホス ト名と、 Data Protector の共有ファ イルおよびデータベースのイ

ンス トール先となるク ラスタ <File Share> リ ソースを選択します。

注記 [Install Cell Manager on this node only] を選択した場合、 Cell 
Manager はクラスタ対応にはなり ません。 詳細は 29 ページの 「Windows 用
Cell Manager のインス トール」 を参照して ください。

図 2-24 クラスタ  リソースの選択 
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5. Data Protector サービスの起動に使用されるアカウン トのユーザー名とパスワードを入力しま

す。

図 2-25 アカウン ト情報の入力 

6. Data Protector をデフォルト  フォルダにインス トールする場合には、 [Next] をク リ ッ ク しま

す。

デフォルト以外のフォルダにインス トールする場合には、 [Change] をク リ ッ ク し、

[Change Current Destination Folder] ウ ィンド ウを開いて、 新しいパスを入力します。

7. [Component Selection] ウ ィンド ウで、 すべてのク ラスタ  ノード と ク ラスタ仮想サーバ

にインス トールするコンポーネン ト を選択します。 [Next] をク リ ッ ク します。

MS Cluster Integration コンポーネン トが自動的に選択されています。
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選択されたコンポーネン トは、 ク ラスタ内のすべてのノードにインス トールされます。 

図 2-26 [Component Selection] ページ 

8. コンポーネン ト選択サマ リー ページが表示されます。 [Install] をク リ ッ ク します。
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9. [Installation status] ページが表示されます。 [Next] をク リ ッ ク します。

図 2-27 [Installation Status] ページ 

10. インス トール後すぐに Data Protector を起動するには、 [Start the Data Protector 

Manager] を選択します。 

『HP OpenView Storage Data Protector Product Announcements ソフ ト ウェア ノート  および リ
ファレンス』 を表示するには、 [Open the Product Announcements] を選択します。

Windows x64 以外のオペレーティング システムで、 HP OpenView AutoPass ユーティ リ ティ を

インス トールまたはアップグレードする場合は、 [Start AutoPass installation] オプ

シ ョ ンまたは [Upgrade AutoPass installation] オプシ ョ ンを選択します。

HP OpenView AutoPass ユーティ リ ティは、 すべてのノードではなく 1 つのノードにのみイン

ス トールされるため、 Microsoft Cluster にインス トールするこ とはお勧めできません。 ただ

し、 AutoPass をインス トールする場合は、 Data Protector をシステムから削除するために、 イ

ンス トールされている ノード と同じ ノードから Data Protector をアンインス トールする必要が

あ り ます。

Windows x64 オペレーティング システムには、 AutoPass はインス トールされません。

[Finish] をク リ ッ ク してインス トールを実行します。
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インストールのチェ ック

セッ ト アップ手順が完了したら、 Data Protector ソフ ト ウェアが正し く インス トールされているか

ど うかチェ ッ クできます。 以下の手順に従ってください。

1. ク ラスタ  サービス  アカウン トが各ク ラスタ  ノードの Data Protector Inet サービスに割り当て

られているこ とを確認します。 さ らに、 同じユーザーが Data Protector adminユーザー グ
ループに割り当てられているこ とを確認します。 ログオン  アカウン ト  タイプは、 174 ページ

の図 2-28 に示すよ うに設定する必要があ り ます。

図 2-28 Data Protector ユーザー アカウン ト  

2. <Data_Protector_home>\binディレク ト リへ移動し、 以下のコマンドを実行します。

omnirsh <host> INFO_CLUS

<host> には、 ク ラスタ仮想サーバの名前を指定します。 このコマンドを実行する と、 ク ラ

スタ内のシステムの名前のリ ス ト と仮想サーバの名前が表示されます。 「0 “NONE”」 と出力

された場合は、 Data Protector がク ラスタ対応モードでインス トールされていません。
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3. Data Protector GUI を起動し、 [ クライアント ] コンテキス ト を選択して、 [MS Cluster] をク

リ ッ ク します。 新たにインス トールしたシステムが結果エリアに表示されているこ とを確認
して ください。

クラスタ対応クライアン トのインストール

前提条件

ク ラスタ対応の Data Protector ク ラ イアン ト をインス トールするには、 次の前提条件を満たす必

要があ り ます。

✓ すべての機能を備えたク ラスタがすべてのク ラスタ  ノード上に正し く インス トールされてい

るこ と。 たとえば、 共有ディ スクを使って、 グループをノード間で必要な回数だけ移動でき
る必要があ り ます。

✓ ク ラスタの各システムが適切に稼動しているこ と。

ローカル インス トール

Data Protector のク ラスタ対応ク ライアン トは、 DVD-ROM を使用して各ク ラスタ  ノードにロー

カルにインス トールしなければなり ません。 ク ラスタ  ノード  (Data Protector ク ラスタ  ク ラ イアン

ト ) は、 インス トール プロセス中に指定したセルにインポート されます。

インス トールを実行する際には、 ク ラスタ管理者のアカウン トが必要です。 この点を除けば、 ク
ラスタ  ク ラ イアン トのセッ ト アップは、 Windows ク ラ イアン トのセッ ト アップと同じです。 Data 
Protector ク ラ イアン トのコンポーネン ト  (Disk Agent や Media Agent など ) に加えて、 ク ラスタ統

合ソフ ト ウェア コンポーネン ト をインス トールする必要があ り ます ( デフォルトではインス トー

ル時に選択されます )。

 Data Protector Windows ク ラ イアン ト  システムをローカルにインス トールする方法は、 63 ページ

の 「Windows 用ク ライアン トのインス トール」 を参照して ください。 Data Protector では、 インス

トール時にク ラスタが検出されたこ とが通知されます。

Data Protector の Oracle 用統合ソフ ト ウェアをインス トールする場合、 セッ ト アップ手順は、

Oracle リ ソース  グループのすべてのク ラスタ  ノード上と仮想サーバ上で実行する必要があ り ま

す。

注記 ク ラスタ対応ク ライアン トは、 標準の Cell Manager が管理する Data Protector セ
ル、 またはク ラスタ対応の Cell Manager が管理する Data Protector セルのどちらに

でもインポートできます。
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インストールのチェ ック

セッ ト アップ手順が完了したら、 Data Protector ソフ ト ウェアが正し く インス トールされているか

ど うかチェ ッ クできます。 以下の手順に従ってください。

1. ク ラスタ  サービス  アカウン トが各ク ラスタ  ノードの Data Protector Inet サービスに割り当て

られているこ とを確認します。 さ らに、 同じユーザーが Data Protector adminユーザー グ
ループに割り当てられているこ とを確認します。 ログオン  アカウン ト  タイプは、 174 ページ

の図 2-28 に示すよ うに設定する必要があ り ます。

図 2-29 Data Protector ユーザー アカウン ト  

2. <Data_Protector_home>\binディレク ト リに移動します。

3. 次のコマンドを実行します。

 omnirsh <host> INFO_CLUS

<host>には、 ク ラスタ  ク ラ イアン ト  システムの名前を指定します。 ク ラスタ対応のク ライ

アン ト  システムの リ ス トが出力されます。 「0 “NONE”」 と出力された場合は、 Data Protector
がク ラスタ対応モードでインス トールされていません。
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Veritas Volume Manager

ク ラスタ上に Veritas Volume Manager がインス トールされている場合は、 Microsoft Cluster Server
への Data Protector のインス トールが完了した後に、 追加作業が必要にな り ます。 追加作業の手

順は B-76 ページの 「Veritas Volume Manager がインス トールされた Microsoft Cluster への Data 
Protector のインス トール」 を参照して ください。

この次に行う作業

インス トールが完了したら、 仮想サーバのホス ト名 ( ク ラスタ対応アプリ ケーシ ョ ン ) を Data 
Protector セルにインポートする必要があ り ます。 詳細は 188 ページの 「セルへのク ラスタ対応ク

ライアン トのインポート 」 を参照して ください。

バッ クアップ デバイスやメディア プールなど、 Data Protector の運用に必要な要素の構成方法は、

オンライン  ヘルプの索引キーワード 「構成」 で表示される内容を参照して ください。
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Veritas Cluster への Data Protector クライアン トのインストール

Data Protector ク ラ イアン トは、 ク ラスタ外にある Cell Manager を使用して、 Veritas Cluster ノード

上にインス トールできます。 この構成では、 ローカル ディ スクのバッ クアップがサポート され

ます。

共有ディ スクまたはク ラスタ対応アプ リ ケーシ ョ ンをバッ クアップする必要がある場合は、 仮想
サーバの IP アド レスをライセンスに使用する必要がある点に注意してください。

重要 Data Protector では、 フェイルオーバー機能を持ったク ラスタ対応バッ クアップは

サポート されていない点に注意して ください。

クライアン トのインストール

インス トール手順は、 Data Protector を標準構成の Solaris ク ライアン ト  システムにインス トール

する場合と同じです。 手順の詳細は、 72 ページの 「Solaris 用ク ライアン トのインス トール」 を

参照して ください。

この次に行う作業

インス トールが完了したら、 以下の作業を行います。

• 仮想サーバをバッ クアップする必要がある場合は、 仮想サーバをセルにインポート して くだ

さい。

• 物理ノードをバッ クアップする必要がある場合は、 物理ノードをセルにインポート して くだ

さい。

詳細は、 188 ページの 「セルへのク ラスタ対応ク ライアン トのインポート 」 を参照して くださ

い。

バッ クアップ デバイスやメディア プールなど、 Data Protector の運用に必要な要素の構成方法は、

オンライン  ヘルプの索引キーワード 「構成」 で表示される内容を参照して ください。
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Novell NetWare Cluster への Data Protector クライアン トのインス

トール

Data Protector ク ラ イアン トは、 ク ラスタ外にある Cell Manager を使用して、 Novell NetWare 6.0 
Cluster Services ク ラスタ  ノード上にインス トールするこ とができます。 この構成を使用して、

ローカル ディ スクのバッ クアップと仮想サーバを使用した共有クラスタ  プールのバッ クアップ

が行えます。 Novell NetWare Cluster でサポート されているオペレーティング  システムの詳細は、

『HP OpenView Storage Data Protector Product Announcements ソフ ト ウェア ノート  および リ ファレ

ンス』 を参照して ください。

共有ディ スクまたはク ラスタ対応アプ リ ケーシ ョ ンをバッ クアップする必要がある場合は、 仮想
サーバの IP アド レスをライセンスに使用する必要がある点に注意してください。

重要 フェイルオーバー機能を持ったク ラスタ対応バッ クアップはサポート されていな
い点に注意してください。 フェイルオーバーが発生した場合は、 バッ クアップま
たは復元セッシ ョ ンを、 手動で再起動する必要があ り ます。

バッ クアップ デバイスは、 仮想サーバではなく ク ラスタ  ノード上で構成されている必要があ り

ます。 これは、 ク ラスタ  ノードがデバイスを制御するためです。

クライアン トのインストール

インストール前に

Novell NetWare Cluster Services ク ラスタ  ノード上に Data Protector ク ライアン ト をインス トールす

る前に、 ク ラスタ内のすべての仮想サーバのアンロード  スク リプ ト を編集するこ とをお勧めし

ます。 そ うするこ とによ り、 仮想サーバから他のノードへの移行中でも、 セカンダ リ IP アドレ

スはアクティブのままになり ます。 アンロード  スク リプ ト を編集するには、 Novell Console One
ユーティ リ ティ、 または NetWare Remote Manager を使用します。 使用方法は Novell NetWare のマ

ニュアルを参照して ください。 

例 ：

すべての仮想サーバに対するデフォルトのアンロード  スク リプ トは、 以下のとおりです。

del secondary ipaddress 10.81.1.173

CLUSTER CVSBIND DEL TREENW6_CLUSTER_FIRST_SERVER 10.81.1.173

NUDP DEL TREENW6_CLUSTER_FIRST_SERVER 10.81.1.173  
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nss /pooldeactivate=FIRST /overridetype=question

すべての仮想サーバに対する変更済みのアンロード  スク リプ トは、 以下のとおりです。

nss /pooldeactivate=FIRST /overridetype=question

del secondary ipaddress 10.81.1.173

CLUSTER CVSBIND DEL TREENW6_CLUSTER_FIRST_SERVER 10.81.1.173

NUDP DEL TREENW6_CLUSTER_FIRST_SERVER 10.81.1.173 

変更済みのアンロード  スク リプ トでは、 初に仮想サーバ上のすべてのク ラスタ共有プールを

ディ スマウン トおよび非アクティブ化し、 その後セカンダ リ IP アドレスを削除します。 これに

よ り、 セカンダ リ IP アドレスは移行中もアクティブのまま とな り ます。 

変更済みのアンロード  スク リプ ト をアクティブにするには、 優先ノード上で仮想サーバをオフ

ラインにし、 再びオンラインに戻します。

smsrun.bas スクリプ トの編集

アンロード  スク リプ トの編集後、 ク ラスタのサポート を無効にするパラ メータを使用して

TSA600.NLMモジュールまたは TSAFS.NLMモジュール ( 使用するモジュールによって異なる ) を
ロードするよ うに、 smsrun bas スク リプ ト を編集する必要があ り ます。 詳細は、 Novell Support 
Knowledge データベースの 「Known Backup/Restore Issues for NetWare 6.x」 を参照して ください。 

smsrun.bas スク リプ トの編集は、 以下の手順で行います。

1. SYS:NSN/user/smsrun.basスク リプ トの書き込み保護を読み込み専用から読み込み/書き込

みに変更して、 標準のコンソール エディ タで開きます。

2.  Sub Main()の項の nlmArray = Array(“SMDR”, “TSA600”, “TSAPROXY”) ( または

nlmArray = Array(“SMDR”, “TSAFS /NoCluster”)) の行を次のよ うに変更します。

— nlmArray = Array(“SMDR”, “TSA600 /cluster=off”, “TSAPROXY”) (TSA600がイ

ンス トールされている場合 )

— nlmArray = Array(“SMDR”, “TSAFS /NoCluster”)(TSAFSがインス トールされている

場合 )

変更した内容を保存します。

3. ファ イル サーバのコンソールで、 SMSSTOP と入力します。

4. ファ イル サーバのコンソールで、 SMSSTART と入力します。

ク ラスタ共有ボ リ ュームが TSA600.NLM (TSAFS.NLM) モジュールによ り表示されます。
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インストール

インス トール手順は、 Data Protector を標準構成の Novell NetWare ク ラ イアン トにローカル イン

ス トールする場合と同じです。 手順の詳細は、 102 ページの 「Novell NetWare ク ラ イアン トの

ローカル インス トール」 を参照して ください。

この次に行う作業

インス トールが完了したら、 以下の作業を行います。

• 物理ノードをバッ クアップする必要がある場合は、 物理ノードをセルにインポート して くだ

さい。

• 仮想サーバ ( 共有クラスタ  ボ リ ューム ) をバッ クアップする必要がある場合は、仮想サーバを

セルにインポート して ください。

詳細は、 188 ページの 「セルへのク ラスタ対応ク ライアン トのインポート 」 を参照して くださ

い。

バッ クアップ デバイスやメディア プールなど、 Data Protector の運用に必要な要素の構成方法は、

オンライン  ヘルプの索引キーワード 「構成」 で表示される内容を参照して ください。



ネッ トワークへの Data Protector のインストール

Novell NetWare Cluster への Data Protector クライアン トのインストール

第 2 章182



第 3 章 183

3 インス トールの保守
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この章の内容
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この章の内容

この章では、 バッ クアップ環境の構成変更の中でも もよ く行われる処理について説明します。
各項では、 以下の情報について示します。

• グラフ ィカル ユーザー インタフェースを使用してク ライアン ト をセルにインポートする方

法。 詳細は 185 ページの 「セルへのク ライアン トのインポート 」 を参照して ください。

• グラフ ィカル ユーザー インタフェースを使用してインス トール サーバをセルにインポート

する方法。 詳細は 187 ページの 「セルへのインス トール サーバのインポート 」 を参照して く

ださい。

• グラフ ィカル ユーザー インタフェースを使用してク ラスタや仮想サーバをインポートする

方法。 詳細は 188 ページの 「セルへのク ラスタ対応ク ライアン トのインポート 」 を参照して

ください。

• グラフ ィカル ユーザー インタフェースを使用してク ライアン ト をエクスポートする方法。

詳細は 192 ページの 「セルからのク ライアン トのエクスポート 」 を参照して ください。

• グラフ ィカル ユーザー インタフェースを使用して保護を設定する方法。詳細は 195 ページの

「保護について」 を参照して ください。

• Data Protector にインス トールされているパッチを確認する方法。 詳細は 211 ページの 「イン

ス トールされている Data Protector パッチの確認」 を参照して ください。

• Data Protector ソフ ト ウェアをアンインス トールする方法。詳細は 213 ページの 「Data Protector
ソフ ト ウェアのアンインス トール」 を参照して ください。

• Data Protector ソフ ト ウェア コンポーネン ト を追加または削除する方法。 詳細は 226 ページの

「Data Protector ソフ ト ウェア コンポーネン トの変更」 を参照して ください。
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セルへのクライアン トのインポート  
インス トール サーバから ク ラ イアン トに Data Protector ソフ ト ウェアを配布した場合は、 ク ラ イ

アン ト  システムはセルに自動的に追加されます。 リモート  インス トールが終了する と、 ク ラ イ

アン トはただちにセルのメンバーになり ます。

いつインポート を行うか 

Novell NetWare ク ラ イアン トや OpenVMS ク ラ イアン ト、 Windows XP Home Edition ク ラ イアン ト

など、 一部のク ライアン トについては、 インス トール後にセルにインポートする必要があ り ま
す。 インポート とは、 Data Protector ソフ ト ウェアのインス トール後に、 コンピュータを手作業で

セルに追加するこ とを指します。 Data Protector セルに追加されたシステムは、 Data Protector ク ラ

イアン トにな り ます。 新し くセルのメンバーとなったク ライアン ト  システムに関する情報は、

Cell Manager 上の IDB に書き込まれます。

1 つのクライアン トは、 1 つのセルのメンバーにしかなれません。 ク ラ イアン ト を別のセルに移

動する場合は、 初にそのク ライアン ト を現在のセルからエクスポート し、 次に新しいセルにイ
ンポートする必要があ り ます。 ク ライアン ト をエクスポートする手順は、 192 ページの 「セルか

らのク ライアン トのエクスポート 」 を参照して ください。

重要 Data Protector ク ラ イアン トのインス トールと、 セルへのク ライアン トのインポー

トが完了したら、 不適切なセル権限によるアクセスから ク ラ イアン ト を保護する
こ とを強くお勧めします。 詳細は 198 ページの 「ク ラ イアン トの保護」 を参照し

て ください。

インポート方法

グラフ ィカル ユーザー インタフェースを使ってク ライアン ト  システムをインポートするには、

以下の手順に従ってください。

1. コンテキス ト  リ ス ト で [ クライアント ] をク リ ッ ク します。

2. Scoping ペインの [ クライアント ] をマウスの右ボタンでク リ ッ ク し、 [ クライアントのイン

ポート ] を選択します。
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3. インポートする ク ラ イアン ト名を入力します。 Windows GUI を使用している場合は、 ネッ ト

ワークを参照して目的のク ライアン ト を選択するこ と もできます。 詳細は図 3-1 を参照して

ください。

図 3-1 セルへのクライアン トのインポート

複数の LAN カードが構成されたク ライアン ト をインポートする場合は、 [仮想ホスト ] オプ

シ ョ ンを選択して ください。 このオプシ ョ ンを選択するこ とによ り、 そのシステムに割り当
てられているホス ト名をすべてインポートできます。

NDMP ク ラ イアン ト をインポートする場合は、 [NDMP サーバ ] オプシ ョ ンを選択し、 [次へ

] をク リ ッ ク します。 こ こで、 NDMP サーバに関する情報を指定します。

OpenVMS ク ライアン ト をインポートする場合は、 OpenVMS ク ラ イアン トの TCP/IP 名を [
名前 ] テキス ト  ボッ クスに入力します。

[完了 ] をク リ ッ ク してク ラ イアン ト をインポート します。

インポート したク ラ イアン トの名前が結果エリアに表示されます。
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セルへのインス トール サーバのインポート  

いつ追加を行うか

次の場合は、 インス トール サーバをセルに追加する必要があ り ます。

• 独立した形で、つま り Cell Manager とは別のシステム上に UNIX インス トール サーバをインス

トールした場合。

この場合、 インス トール サーバをセルに追加するまでは、 セル内のク ライアン トに対する リ

モート  インス トール ( プッシュ ) は実行できません。 

• インス トール サーバを Cell Manager 上にインス トールしたが、 別のセル内でのリモート  イン

ス トールにもそのインス トール サーバを使用したい場合。 この場合は、 目的のセルの Cell 
Manager に接続された GUI を使用して、 インス トール サーバをそのセルに追加しなければな

り ません。

ク ラ イアン トの場合とは異なり、 インス トール サーバは複数のセルのメンバーになるこ とがで

きます。 そのため別のセルに追加 ( インポート ) する場合も、 現在のセルから削除 ( エクスポー

ト ) する必要はあ り ません。

追加方法

インス トール サーバのインポート手順は、 ク ラ イアン トのインポート手順とほぼ同じです。 イ

ンス トール サーバの追加先セルの Cell Manager に接続された Data Protector GUI を使用して、 以

下の操作を実行してください。

1. コンテキス ト  リ ス ト で [ クライアント ] をク リ ッ ク します。

2. Scoping ペインで、[ インス トール サーバ ] を右ク リ ッ ク し、[ インス トール サーバの追加 ] を
ク リ ッ ク して、 ウ ィザードを起動します。 詳細は 186 ページの図 3-1 を参照して ください。

3. インポートするシステムの名前を入力するか、一覧から選択します。[完了 ] をク リ ッ ク して

インス トール サーバをインポート します。
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セルへのクラスタ対応クライアン トのインポート  
Data Protector ソフ ト ウェアをク ラスタ対応ク ライアン ト上にローカルにインス トールした後、 そ

のク ラスタ対応ク ライアン ト を表す仮想サーバを Data Protector セルにインポート します。

前提条件

• すべてのク ラスタ  ノード上に Data Protector がインス トールされているこ と。

• ク ラスタ内ですべてのク ラスタ  パッケージが実行されているこ と。

Microsoft Cluster Server

Microsoft Cluster Server ク ラ イアン ト を Data Protector セルにインポートするには、 以下の手順に

従ってください。

1. [Data Protector Manager] で、 [ クライアント ] コンテキス ト を選択します。

2. Scoping ペインの [MS Cluster] をマウスの右ボタンでク リ ッ ク し、 [ クラスターのインポー

ト ] を選択します。
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3. インポートする ク ラスタ  ク ラ イアン ト を表す仮想サーバの名前を入力するか、 またはネッ ト

ワークを参照して目的の仮想サーバを選択します。 詳細は図 3-2 を参照して ください。

図 3-2 セルへの Microsoft Cluster Server クライアン トのインポート

4. [完了 ] をク リ ッ ク してク ラスタ  ク ライアン ト をインポート します。

ヒン ト 特定のク ラスタ  ノードまたは仮想サーバをインポートするには、 Scoping ペイン

でク ラスタを右ク リ ッ ク し、 [ クラスタ ノードのインポート ] または [ クラスタ

仮想サーバのインポート ] をク リ ッ ク します。

その他のクラスタ

Tru64 Cluster の前提条件

ク ラスタのホス ト名をインポートする前に、 以下のこ とを確認して ください。

• ク ラスタ内の共有ディ スク上に Data Protector がインス トールされているこ と。
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• Tru64 Cluster 内ですべての Tru64 Cluster ノードが実行されているこ と。

• Data Protector 各ノード上で inetdプロセスが実行されているこ と。 

手順

MC/ServiceGuard、 Veritas、 Tru64 Cluster、 Novell NetWare Cluster Services のいずれかのク ライアン

ト を Data Protector セルにインポートするには、 以下の手順に従ってください。

1. [Data ProtectorManager] で、 [ クライアント ] コンテキス ト を開きます。

2. Scoping ペインの [ クライアント ] をマウスの右ボタンでク リ ッ ク し、 [ クライアントのイン

ポート ] を選択します。

3. 仮想サーバのホス ト名をアプリ ケーシ ョ ン ク ラスタ  パッケージで指定されている とおりに

入力します。 Windows GUI を使用している場合は、 ネッ ト ワークを参照して目的の仮想サー

バを選択するこ と もできます。

インポートするのが仮想サーバであるこ とを示すために、 [âºëzÉzÉXÉg] オプシ ョ ンを選択

します。 詳細は図 3-3 を参照して ください。
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4. [完了 ] をク リ ッ ク して仮想サーバをインポート します。

図 3-3 MC/ServiceGuard クライアン ト、 Veritas クライアン ト、 または

Novell NetWare Cluster Services クライアン トのセルへのイン

ポート

ヒン ト ク ラスタ  ノードのローカル ディ スク上にあるデータのバッ クアップも構成できる

よ うにするには、 Data Protector ク ラ イアン ト を表すク ラスタ  ノードをインポート

する必要があ り ます。 インポート手順については、 185 ページの 「セルへのク ラ

イアン トのインポート 」 を参照して ください。
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セルからのクライアン トのエクスポート

 Data Protector セルから ク ライアン ト をエクスポートする と、 そのク ライアン トへの参照が Cell 
Manager 上の IDB から削除されます。 ただし、 ク ラ イアン ト上のソフ ト ウェアはアンインス トー

ルされません。 ク ラ イアン ト をエクスポートするには、 Data Protector GUI を使用します。

エクスポート機能を使う と、 以下のよ う な作業を実施できます。

• ク ラ イアン ト を他のセルに移動できます。

• ネッ ト ワークに現在含まれていないク ライアン ト を、 Data Protector セルから削除できます。 

• ライセンスの不足によって発生した問題を解決できます。 

セルから ク ラ イアン ト をエクスポートする と、 そのシステムで使用していたライセンスを他
のシステムで使用できるよ うにな り ます。 

前提条件

ク ラ イアン ト をエクスポートする前に、 以下の条件が満たされているこ とを確認して ください。

✓ そのク ライアン ト を参照する指定がすべてのバッ クアップ仕様から削除されているこ と。 ア

ンインス トールしたシステムへの参照がバッ クアップ仕様に残っている と、 Data Protector は
不明なク ライアン トのバッ クアップを実行しよ う とするため、 バッ クアップ仕様のこの部分
が正常に実行されません。 バッ クアップ仕様の変更方法は、 オンライン  ヘルプの索引キー

ワード 「変更 , バッ クアップ仕様」 で表示される内容を参照してください。 

✓ ク ラ イアン トにバッ クアップ デバイスが接続および構成されていないこ と。 Data Protector で
は、 エクスポート したシステムのバッ クアップ デバイスは、 元のセル内で使用できな くな り

ます。

エクスポート方法

Data Protector GUI を使ってク ライアン ト をセルからエクスポートするには、 以下の手順に従って

ください。

1. コンテキス ト  リ ス ト で [ クライアント ] をク リ ッ ク します。
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2. Scoping ペインで、[ クライアント ] をク リ ッ ク します。次に、エクスポート対象のク ライアン

ト  システムを右ク リ ッ ク し、 [削除 ] をク リ ッ ク します。 詳細は 193 ページの図 3-4 を参照

して ください。 

図 3-4 クライアン ト  システムのエクスポート  

3. Data Protector ソフ ト ウェアを同時にアンインス トールするかど うかを確認する メ ッセージが

表示されます。 [いいえ ] をク リ ッ ク してク ラ イアン トのエクスポートのみを指定し、 [完

了 ] をク リ ッ ク します。

選択したク ライアン トが [ 結果エリ ア ] のリ ス トから削除されます。

注記 エクスポートするク ライアン ト と同じシステムにインス トールされているインス
トール サーバを使って、 Data Protector ク ラ イアン ト をエクスポートするこ とはで

きません。
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Microsoft Cluster Server クライアン ト

Microsoft Cluster Server ク ラ イアン ト を Data Protector セルからエクスポートするには、 以下の手

順に従ってください。

1. コンテキス ト  リ ス ト で [ クライアント ] をク リ ッ ク します。

2. Scoping ペインで [MS Clusters] を展開し、 エクスポートするク ラ イアン ト を右ク リ ッ ク し

て、 [削除 ] をク リ ッ ク します。

3. Data Protector ソフ ト ウェアを同時にアンインス トールするかど うかを確認する メ ッセージが

表示されます。 [いいえ ] をク リ ッ ク してク ラスタ  ク ラ イアン トだけをエクスポート しま

す。

選択したク ラスタ  ク ラ イアン トが [ 結果エリ ア ] のリ ス トから削除されます。

ヒン ト 特定のク ラスタ  ノードまたは仮想サーバをエクスポートするには、 Scoping ペイ

ンでク ラスタ  ノードまたは仮想サーバを右ク リ ッ ク し、 [削除 ] をク リ ッ ク しま

す。
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保護について

こ こでは、 Data Protector の保護について説明します。 Data Protector の保護を強化するための高度

な設定と、 その前提条件や考慮すべき点について説明します。

環境全体での保護の強化には、 さ らなる作業も必要となるため、 多くの保護機能は、 デフォルト
では有効になっていません。

この章で説明されている考慮すべき点は、 保護設定を変更する場合だけでなく、 新規ユーザーの
構成、 ク ラ イアン トの追加、 Application Agent の構成、 これらの考慮点があてはまるその他の変

更を行う場合にも従う必要があ り ます。 保護設定に対するいかなる変更も、 セル全体に影響を与
える可能性があるため、 慎重に検討する必要があ り ます。

保護レイヤー

Data Protector の動作環境を保護するには、 重要度の異なる複数の保護レイヤーにおいて、 保護設

定を計画およびテス ト し、 実装する必要があ り ます。 保護レイヤーは、 Data Protector ク ラ イアン

ト、 Cell Manager、 およびユーザーの各レイヤーに分けられます。 こ こでは、 それぞれのレイ

ヤーでの保護の構成方法を説明します。

クライアン トの保護

セル内のクライアン トにインス トールされる Data Protector エージェン トには、 システムのすべ

てのデータにアクセスできる機能などの数々の強力な機能が備わっています。 これらの機能は、
セル権限 (Cell Manager と インス トール サーバ ) で実行されるプロセスのみが実行できるよ うに

し、 それ以外の実行要求は拒否するよ うに設定するこ とが重要です。

ク ラ イアン ト を保護する前に、 信頼できるホス トの リ ス ト を決定するこ とが重要です。 リ ス トに
は、 以下の情報を含めるよ うにして ください。

• Cell Manager

• 対応するインス トール サーバ

• ( 一部のクライアン トの場合のみ ) ロボティ クスに リモートでアクセスするク ラ イアン トの リ

ス ト  

重要 リ ス トには、 接続要求を出す可能性があるすべてのホス ト名 ( または IP アドレス

) を含める必要があ り ます。 ク ラ イアン トがマルチホーム ( 複数のネッ ト ワーク  ア
ダプタや IP アド レスを持つホス ト ) またはク ラスタである場合には、 複数のホス

ト名が必要になるこ と もあ り ます。 
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セル内の DNS 構成が統一されていない場合、 さ らに考慮が必要になる可能性もあ

り ます。 詳細は 198 ページの 「ク ライアン トの保護」 を参照して ください。

セル内のすべてのク ライアン ト を常に保護する必要があるわけではあ り ませんが、 他のク ライア
ン トに信頼される以下のよ うなコンピュータについては、 保護設定が重要です。

• Cell Manager / MoM

• インス トール サーバ

• Media Agent (MA) ク ラ イアン ト

注記 ユーザー インタフェース  ク ラ イアン トは、 信頼されるク ラ イアン トの リ ス トに追

加する必要はあ り ません。 ユーザーは、 各自のユーザー権限に応じて、 Data 
Protector の全機能またはある特定のコンテキス トのみに、 GUI を使ってアクセス

するこ とができます。

Data Protector ユーザー

Data Protector ユーザーの構成時には、 以下の重要点について考慮してください。

• 一部のユーザー権限は非常に強力です。 たとえば、 User configurationユーザー権限や

Clients configurationユーザー権限を持つユーザーは、 保護設定の変更が可能です。 同

様に、 Restore to other clients も非常に強力なユーザー権限で、 単体でも強力ですが、

Back up as rootユーザー権限や Restore as rootユーザー権限と組み合わせる と さ らに

強力になり ます。

• これほど強力ではないユーザー権限にも、 潜在的な リ スクがあ り ます。 Data Protector では、

これらのリ スクの軽減のため、 一部のユーザー権限を制限するよ うに構成するこ とができま
す。 このよ う な構成の設定については、 この章で後述します。 207 ページの 「Start Backup 
Specification ユーザー権限」 も参照して ください。

• Data Protector の出荷時設定では少数のユーザー グループのみが定義されています。 各ユー

ザーに割り当てる権限を 小限に抑えるため、 Data Protector 環境内のユーザー タイプ別にグ

ループを定義するこ とをお勧めします。

• ユーザー構成は、 ユーザーの検証にも関連します (205 ページの 「ホス ト名厳密チェッ ク」 を

参照 )。 ユーザー構成を注意深く考慮しなければ、 検証機能を強化しても意味があ り ません。

逆の場合も同様で、 検証機能を強化しなかった場合、 大の注意を払ってユーザー構成を
行っても、 その効果が発揮されない場合があ り ます。



インス トールの保守

保護について

第 3 章 197

• Data Protector のユーザー リ ス ト に 「脆弱な」 ユーザー仕様が含まれないよ うにするこ とが重

要です。 ユーザー仕様の hostは強固であるのに対し  ( 強化した検証機能と組み合わせる と

特に強固になり ます )、 userおよび groupは確実に検証できない点に注意してください。 強

力なユーザー権限を持つユーザーは、 Data Protector の管理に使用される特定のク ライアン ト

についてのみ構成すべきです。 複数のク ライアン トが使用される場合も、 それらのユーザー
を user、 group、 <Any> と して指定するのではなく、 各ク ラ イアン トにそれぞれエン ト リ を

追加するよ うにして ください。 このよ う なシステムでは、 信頼できないユーザーのログオン
を許可してはいけません。 

ユーザー構成の詳細は、 オンライン ヘルプの索引キーワード 「構成 , ユーザー」 で表示される内

容を参照して ください。

Cell Manager の保護

Cell Manager は、 セル内のすべてのク ライアン ト とデータにアクセスできるため、 その保護は重

要です。

Cell Manager の保護は、 ホス ト名厳密チェ ッ ク機能を使用して強化できます。 ただし、 Cell 
Manager をク ラ イアン ト と して保護し、 Data Protector ユーザーを注意深く構成するこ と も重要で

す。 詳細は、 205 ページの 「ホス ト名厳密チェ ッ ク」 および 198 ページの 「ク ラ イアン トの保護」

を参照して ください。

その他のセキュリテ ィ保護について

他に考慮すべきセキュ リ ティ保護は、 以下のとおりです。

• ユーザーは、 信頼されるク ライアン ト  (Cell Manager、 インス トール サーバ、 MA、 ロボティ

クス  ク ラ イアン ト ) にアクセスできるよ うに設定しないでください。 anonymous ログオンや

ftp アクセスを許可するこ とでさえ、 セキュ リ ティ保護全般に深刻な リ スクをもたらす可能

性があ り ます。

• メディアやテープのライブラ リ  ( および、 接続されているク ライアン ト ) は、 権限のない、 ま

たは信頼されていないユーザーから、 物理的に保護する必要があ り ます。

• バッ クアップ、 復元、 オブジェク トやメディアのコピー、 オブジェク ト集約の際には、 デー

タがネッ ト ワーク経由で転送されます。 信頼されないネッ ト ワークをネッ ト ワークのセグメ
ン ト化によって十分に分離できない場合は、 ローカル接続されたデバイスか、 カスタム  エン

コーディング ラ イブラ リ を使用して ください。 なお、 エンコーディング ラ イブラ リ を変更

したと きは、 フル バッ クアップを実行実行する必要があ り ます。

その他のセキュ リ ティ保護関連事項の詳細については、 『HP OpenView Storage Data Protector コン

セプ ト  ガイ ド』 を参照して ください。
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クライアン トの保護

Data Protector ク ラ イアン トのインス トール、 およびク ライアン トのセルへのインポートが完了し

たら、 権限のない他のクライアン トによるアクセスから ク ラ イアン ト を保護するこ とを、 強くお
勧めします。

Data Protector では、 どのセル権限 (Cell Manager、 MoM、 インス トール サーバ ) からの要求を、

ク ラ イアン トの Data Protector ポート 5555で承認するかを指定できます。 これによ り、 指定され

た以外のコンピュータは、 そのク ライアン トにアクセスできな くな り ます。 195 ページの 「ク ラ

イアン トの保護」 も参照して ください。

注記 ライブラ リ  ロボティ クスに対して リモート  アクセスを行う ク ラ イアン トは、 ラ イ

ブラ リ  ロボティ クス  ク ライアン トのセル権限リ ス トに追加する必要があ り ます。

バッ クアップや復元のよ うに、 実行前 ・ 実行後スク リプ トの起動や、 ク ラ イアン トのインポート
およびエクスポート を伴う処理を行う場合、 ク ライアン トは、 コンピューターがこれらの処理の
実行を Data Protector ポート  ( デフォルト  ポートは 5555) 経由で開始するこ とを許可されている

かど うかをチェッ ク します。 この保護機構によって、 ク ラ イアン トは指定されたセル権限に対し
てのみ、 このよ う な処理を許可します。

例外的状況に対する考慮

ク ラ イアン トへのアクセスを制限する前に、 以下に示す状況において問題が生じる可能性のある
こ とを考慮しておいてください。

• セル権限に、 複数の LAN カードや複数の IP アドレス / ク ラ イアン ト名がある場合。

• ク ラスタ対応の Cell Manager を使用する場合。

• テープ ラ イブラ リのロボティ クスが別個の ( または専用の ) システム上で構成されている場

合。

Data Protector では、 セル権限と してク ラ イアン トに接続するこ とが明示的に認められるシステム

と して、 単一のシステムを指定できるだけでなく、 システムの リ ス ト を指定するこ と もできま
す。 障害を回避できるよ うにするため、 代替セル権限と して使用できる有効なク ライアン トの名
前がすべて含まれる リ ス ト をあらかじめ用意しておいてください。 

リ ス トには、 以下の情報を含めるよ うにして ください。

• セル権限で使用している、 追加分を含めた ( すべての LAN カードに対応する ) ク ラ イアン ト

名。

• Cell Manager がフェイルオーバーする可能性のあるすべてのク ラスタ  ノードのク ライアン ト

名およびク ラスタ仮想サーバのホス ト名。
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• セル権限の全ハードウェアがダウンした場合に、 セル権限が移されるターゲッ ト  システムの

名前。 このターゲッ ト  システムは、 障害復旧対象と して事前に定義されている必要があ り ま

す。

• ライブラ リのロボティ クスを制御するク ライアン トへのアクセスが許可されているク ラ イア

ン トについては、 そのライブラ リのド ラ イブを使用するすべてのク ライアン ト名。

アクセスの承認および拒否の方針は、 Data Protector がインス トールされているすべてのシステム

に適用できます。 たとえば、 Cell Manager から ク ラ イアン トへのアクセス、 Cell Manager から

Cell Manager へのアクセス、 インス トール サーバから ク ラ イアン トへのアクセス、 またはク ライ

アン トから ク ライアン トへのアクセスの承認または拒否が可能です。

注記 Cell Manager 以外のシステム上にあるインス トール サーバは、 許可クライアン ト

の リ ス トに追加されていないと、 保護が設定されているク ラ イアン トにアクセス
できません。 この場合、 インス トール サーバに依存する操作 ( インス トールの確

認、 コンポーネン トの追加、 ク ラ イアン トの削除など ) は失敗します。 これらの

操作を保護が設定されたク ライアン トに対して行いたい場合は、 インス トール 
サーバを許可ク ライアン トの リ ス トに追加して ください。

クライアン トの保護方法

ク ラ イアン ト側でセル権限を確認できるよ うにする  ( ク ラ イアン ト を保護する ) には、 Data 
Protector GUI で以下の手順を行ってください。

1. コンテキス ト  リ ス ト で [ クライアント ] をク リ ッ ク します。
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2. Scopingペインで [クライアント ] を展開し、保護するク ライアント を右ク リ ッ ク して、[保護] 

をク リ ッ ク します。 詳細は図 3-5 を参照してく ださい。

図 3-5 クライアン トの保護設定
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3. [ネッ トワーク ] タブまたは [検索 ] タブを使用して、選択したク ライアン トへのアクセスを

許可するシステムの名前を直接入力するか、 または検索します。 [追加 ] をク リ ッ ク して、

各システムを リ ス トに追加します。 詳細は図 3-6 を参照して ください。

図 3-6 選択したクライアン トの保護を使用可能にする

Cell Manager には、 自動的にアクセス権が与えられ、 信頼される ク ラ イアン トの リ ス トに追

加されます。 Cell Manager を リ ス トから除外するこ とはできません。

4. [Finish] をク リ ッ ク して、 選択したシステムを allow_hosts ファ イルに追加します。

どのような処理が行われるか

ク ラ イアン トは、 他のク ライアン トからの各要求に対してソースを確認し、 [選択したクライア

ントの保護を使用可能にする ] ウ ィ ンド ウで選択されたク ライアン トからの要求のみを許可しま

す。 これらのク ライアン トは、 allow_hosts ファ イルに記載されています。 要求が拒否された

場合は、 そのイベン トのログが以下のディレク ト リ内の inet.log ファ イルに記録されます。

• Windows の場合 : <Data_Protector_home>\log

• HP-UX、 Solaris、 および Linux の場合 : /var/opt/omni/log
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• その他の UNIX システムの場合 : /usr/omni/log

セル内のすべてのク ライアン トに保護を設定する場合は、 Data Protector GUI 上で以下の手順に

従ってください。 

1. コンテキス ト  リ ス ト で [ クライアント ] をク リ ッ ク します。

2. Scopingペインの [クライアント ] をマウスの右ボタンでク リ ッ ク し、[セルの保護] を選択し

ます。 詳細は図 3-7 を参照して ください。

図 3-7 セルの保護設定
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3. [ネッ トワーク ] タブ (Windows GUIのみ ) または [検索]タブを使用して、セル内の全クライア

ント へのアク セスを許可するシステムの名前を直接入力するか、 または検索します。 [追加 ] 
をク リ ッ ク して、 各システムをリ スト に追加します。 詳細は図 3-8 を参照してく ださい。

図 3-8 セル内のすべてのクライアン トに対する保護の設定

4. [Finish] をク リ ッ ク して、 選択したシステムを allow_hosts ファ イルに追加します。

どのような処理が行われるか

ク ラ イアン トは、 他のク ライアン トからの各要求に対してソースを確認し、 [Cell Managerの

保護を使用可能にする ] ウ ィ ンド ウで選択されたク ライアン トからの要求のみを許可します。 こ

れらのク ライアン トは、 allow_hosts ファ イルに記載されています。 要求が拒否された場合は、

そのイベン トのログが以下のディ レク ト リ内の inet.log ファ イルに記録されます。

• Windows の場合 :  <Data_Protector_home>\log

• HP-UX、 Solaris、 および Linux の場合 : /var/opt/omni/log

• その他の UNIX システムの場合 : /usr/omni/log
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セル全体に保護を設定した場合は、 その時点でこのセルに所属しているすべてのク ライアン トに
保護が設定されます。 新しいク ライアン ト をセルに追加した場合は、 それらのク ライアン トにも
保護を設定して ください。

保護の解除方法

選択したシステムの保護を解除する場合は、 Data Protector GUI 上で以下の手順に従ってくださ

い。

1. コンテキス ト  リ ス ト で [ クライアント ] をク リ ッ ク します。

2. Scoping ペインで、保護を解除したいク ライアン ト  ( 複数選択可能 ) を右ク リ ッ ク し、[保護を

解除 ] をク リ ッ ク します。

3. [はい] をク リ ッ ク して、選択したク ライアン ト  (複数選択可能 ) に対するアクセスを許可する

こ とを確認します。

セル内のすべてのク ライアン トの保護を解除する場合は、 以下の手順に従ってください。

1. コンテキス ト  リ ス ト で [ クライアント ] をク リ ッ ク します。

2. Scoping ペインの [クライアント ] をマウスの右ボタンでク リ ッ ク し、[セルの保護解除]を選

択します。

3. [はい ] をク リ ッ ク して、セル内のどのク ライアン トに対するアクセスも許可するこ とを確認

します。

allow_hosts ファイルと deny_hosts ファイル

ク ラ イアン トに保護を設定する と、 そのク ライアン トに対するアクセスが許可されているシステ
ムのク ライアン ト名が allow_hosts ファ イルに書き込まれます。 また、 ク ライアン トに対する

特定のコンピュータからのアクセスを明示的に拒否するには、 そのコンピュータの名前を
deny_hosts ファ イルに追加します。 これらのファ イルは以下のディレク ト リにあ り ます。

• Windows の場合 : <Data_Protector_home>\Config\client

• HP-UX、 Solaris、 および Linux の場合 : /etc/opt/omni/client

• その他の UNIX システムの場合 : /usr/omni/config/client

各クライアン ト名は行を分けて指定して ください。

注記 ク ラ イアン トへのアクセスが誤って拒否されるよ うになった場合は、 そのク ライ
アン ト上の allow_hosts ファ イルを手作業で編集 ( または削除 ) できます。
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これらのファ イルは、 Windows システムでは 2 バイ トの UNICODE 形式で保存され、 HP-UX シ

ステム、 Solaris システム、 および Linux システムでは 1 バイ ト形式またはマルチ バイ ト形式 
(Shift-JIS など ) で保存されます。

inet.log ファイルに大量のログが記録される場合

ク ラ イアン トに保護が設定されていない場合に、 Cell Manager が MC/ServiceGuard 環境内に構成

されていたり、 複数の名前または IP 番号を持っていたりする と、 inet.log ファ イルに以下のタ

イプのエン ト リが多数記録される可能性があ り ます。

A request 0 came from host name.company.com which is not a Cell Manager of 
this client

これは、 保護が設定されていないク ライアン トが Cell Manager の第一ホス ト名しか認識しないこ

とが原因です。 その他のク ライアン トからの要求もすべて許可されますが、 要求は inet.log

ファ イルに記録されます。

ク ラ イアン トに保護が設定されている場合は、 allow_hosts ファ イルに記載されている ク ラ イ

アン トからの要求は承認されるため、 ログに記録されるこ とはあ り ません。 その他のク ライアン
トからの要求は拒否されます。

このよ うにク ライアン トに保護を設定する と、 不要なエン ト リが inet.log ファ イルに記録され

るのを回避できます。 ただし、 使われる可能性がある Cell Manager のすべてのク ライアン ト名

を、 各ク ライアン ト上の allow_hosts ファ イルに登録しておく必要があ り ます。 これによ り、

フェイルオーバーの場合にも、 ク ライアン トにアクセスできます。 

何らかの理由によ り、 お使いの環境でこの回避策を使用できない場合は、 ク ラ イアン トに保護を
設定し、 アクセスを許可するシステムの IP アドレス範囲と して 「*」 を指定します。 この結果、

ク ラ イアン トはすべてのシステム ( すべての IP アドレス ) からの要求を受け入れるこ とにな り、

現実には保護されません。 ただし、 前述の大量のログが記録される問題はこれで解決できます。

ホスト名厳密チェ ック

デフォルトでは、 Cell Manager でのユーザー検証には比較的簡単な方法が使用されます。 この方

法では、 ユーザー インタフェースか Application Agent が起動されたク ライアン トで認識されてい

るホス ト名が使用されます。 この方法は構成も容易で、 ( 悪意のある攻撃が予測されない ) 保護

を設定するこ とが 「望ましい」 レベルの環境では、 妥当なレベルの保護を実現できます。

一方、 ホス ト名厳密チェ ッ クを設定する と、 ユーザー検証を強化できます。 この検証方法では、
Cell Manager 上で DNS の逆引きによ り接続元 IP アドレスから解決されたホス ト名が使用されま

す。 これには、 以下の制限と考慮点があ り ます。
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制限事項

• IP ベースのユーザー検証によ り提供される保護の強度は、 ネッ ト ワーク内のスプーフ ィング

行為に対する保護の強度に依存します。 保護の設計者は、 個々の保護要件において、 スプー
フ ィング行為に対する十分な安全対策が既存ネッ ト ワークで提供されているかを判断する必
要があ り ます。 ファ イアウォール、 ルータ、 VPN などを利用してネッ ト ワークをセグメン ト

化する と、 スプーフ ィング行為への対策を強化できます。

• 特定のク ライアン ト内でのユーザーの分離は、 ク ラ イアン ト間での分離ほど強力ではあ り ま

せん。 高度な保護が求められる環境では、 標準ユーザーと強力な権限を持つユーザーを同一
ク ライアン ト内に混在させてはいけません。

• ユーザー仕様に含まれるホス トは、DHCP を使用するよ うに構成してはいけません ( 固定 IP を

割り当てるよ うに設定し、 DNS に登録しているホス ト を除きます )。

ホス ト名厳密チェ ッ クを使用するこ とで達成できる安全度を正し く判断するためには、 これらの
制限に留意する必要があ り ます。 

ホスト名の解決

以下の状況では、 Data Protector で検証に使用されるホス ト名が、 デフォルトのユーザー検証を行

う場合とホス ト名厳密チェッ クを行う場合で異なるこ とがあ り ます。

• DNS の逆引き検索で、 異なるホス ト名が返される場合。 これは、 意図的である場合と、 ク ラ

イアン ト または DNS の逆引きテーブルにおける構成ミ スの場合があ り ます。

• ク ラ イアン トがマルチホーム ( 複数のネッ ト ワーク  アダプタか IP アドレス、 またはその両方

があるホス ト ) の場合。 特定のマルチホーム  ク ラ イアン トにこの考慮点が当てはまるかど う

かは、 ネッ ト ワーク内でのそのク ライアン トの役割と、 DNS 内での構成方法によって決ま り

ます。

• ク ラ イアン トがク ラスタの場合。

ホス ト名厳密チェ ッ クを有効にする と、 Data Protector ユーザーの再構成が必要になる場合があ り

ます。 Data Protector の既存のユーザー仕様については、 前述のいずれかの理由による影響を受け

るかど うかを確認する必要があ り ます。 状況に応じて、 接続要求を出す可能性があるすべての IP
について、 既存の仕様を変更するか、 新しい仕様をアカウン トに追加する必要があ り ます。 

ホス ト名厳密チェ ッ クを有効にしたと きにユーザー仕様の変更が必要になった場合は、 検証方法
をデフォルトのユーザー検証に戻すと きにもユーザーの再構成が必要になるこ とに注意して くだ
さい。 このため、 使用するユーザー検証方法をいったん決定した後は、 その方法を使用し続ける
こ とをお勧めします。

信頼できる DNS の逆引き検索の前提条件は、 DNS サーバが保護されているこ とです。 権限を持

たないすべてのユーザーによる物理的なアクセス と ログオンを防止する必要があ り ます。 
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ホス ト名の代わりに IP を使用してユーザーを構成する と、 DNS に関連する検証上の問題の一部

を回避するこ とができます。 ただし、 このよ うに構成する と保守が困難になり ます。

要件

強化された検証方法では、 特定の内部接続によるアクセスは、 自動的には許可されません。 した
がって、 この検証方法を使用する と きには、 以下のそれぞれの場合に新規ユーザーを追加する必
要があ り ます。

• Windows ク ラ イアン ト上に Application Agent (OB2BAR) がインス トールされている場合。

Windows ク ラ イアン トについては、 Application Agent がインス トールされる各ク ライアン ト

において、 SYSTEM、 NT AUTHORITY、 <client>の各ユーザーを追加する必要があ り ます。

ク ラ イアン ト上の Inetが特定のアカウン ト を使用するよ うに設定されている場合は、 その

アカウン ト を構成しておく必要があ り ます。 詳細は、 オンライン  ヘルプの索引キーワード

「ホス ト名によるチェ ッ ク」 で表示される内容を参照してください。

• Web Reporting を使用する場合は、 Web Reporting が使用されるシステムの各ホス ト名に対し

て、 java、 applet、 <hostname>の各ユーザーを追加する必要があ り ます。 Web Reporting
の全機能を使用するユーザーは、 admin グループに属している必要があるこ とに注意して く

ださい。 したがって、 ク ラ イアン トは信頼されている必要があ り ます。 また、 Web サーバを

使用するなどの方法によって Web Reporting のすべてのデータや機能を他のユーザーも使用

できるよ うにする際は、 このよ う なデータを一般に開放した場合のセキュ リ ティ保護への影
響を事前に検討してください。

ユーザー構成の詳細は、 オンライン ヘルプの索引キーワード 「構成 , ユーザー」 で表示される内

容を参照して ください。

機能を使用可能にする

ホス ト名厳密チェ ッ クを有効に設定するには、 グローバル オプシ ョ ン  ファ イルで、

StrictSecurityFlags フラグを 0x0003に設定します。

グローバル オプシ ョ ン  ファ イルに関する詳細は、 『HP OpenView Storage Data Protector ト ラブル

シューティング ガイ ド』 を参照して ください。

Start Backup Specification ユーザー権限

Data Protector ユーザーとユーザー権限に関する一般的な情報は、 オンライン  ヘルプの索引キー

ワード 「ユーザー」 で表示される内容を参照してください。
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Start backup specificationユーザー権限だけが割り当てられているユーザーは、 GUI の
Backup コンテキス ト を使用するこ とはできません。 ただし、 コマンド行で omnib コマンドを

-datalistオプシ ョ ンと組み合わせて使用するこ とによ り、 バッ クアップ仕様を起動するこ と

は可能です。

注記 Start Backup Specification を Start Backupユーザー権限と組み合わせる

こ とによ り、 ユーザーは、 GUI に構成されたバッ クアップ仕様を参照するこ とが

できるよ うにな り、 バッ クアップ仕様や会話型バッ クアップを起動できます。

環境によっては、 ユーザーによる会話型バッ クアップの実行を認める必要があ り ません。 バッ ク
アップ仕様を保存する権限を持つユーザーにのみ会話型バッ クアップの実行を認める場合は、 グ
ローバル オプシ ョ ン ファ イルで、 StrictSecurityFlags フラグを 0x0200に設定します。

グローバル オプシ ョ ン  ファ イルに関する詳細は、 『HP OpenView Storage Data Protector ト ラブル

シューティング ガイ ド』 を参照して ください。

バックアップ仕様の内容の隠蔽

高度な保護が求められる環境では、 保存済みのバッ クアップ仕様の内容を機密情報と見なすこ と
があ り ます。 Data Protector では、 「バックアップ仕様を保存」 ユーザー権限を持つユーザーを除く

すべてのユーザーに対してバッ クアップ仕様の内容を隠すよ うに構成するこ とができます。 この
よ うに構成するには、 グローバル オブシ ョ ン ファ イルで、 StrictSecurityFlags フラグを

0x0400に設定します。

グローバル オプシ ョ ン  ファ イルに関する詳細は、 『HP OpenView Storage Data Protector ト ラブル

シューティング ガイ ド』 を参照して ください。

ホスト信頼

ホス ト信頼機能を使用する と、 一定数以下のク ライアン トの間で 1 つのク ライアン トから別のク

ライアン トにデータを復元するだけのユーザーに対して 「別のクライアントへ復元」 ユーザー権
限を割り当てる手間を減らすこ とができます。 このためには、 相互に信頼してデータをやり取り
できるホス トのグループを定義します。

ホス ト信頼は、 通常、 以下の場合に使用します。

• データをやり取りする ク ラ イアン トが、 いずれも同じク ラスタ  ( 複数のノード と 1 つの仮想

サーバの組み合わせ ) にある場合。

• ク ラ イアン トのホス ト名を変更した後、 古いバッ クアップ オブジェク トのデータを復元する

必要が生じた場合。
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• DNS の問題が原因で、 ク ラ イアン トのホス ト名とバッ クアップ オブジェク トの間に不適合が

ある場合。

• 複数のク ライアン ト を所有しており、 1 つのク ライアン トのデータを別のク ライアン トに復

元する必要がある場合。

• 1 つのホス トのデータを別のホス トに移行する場合。

構成

ホス ト信頼を構成するには、 UNIX 用または Linux 用の Cell Manager の場合は

/etc/opt/omni/server/cell/host_trusts ファ イルを、 Windows 用 Cell Manager の場合は

<Data_Protector_home>\Config\Server\cell\host_trusts ファ イルを作成します。

相互に信頼し合う ホス トのグループを定義するには、 ホス ト名の リ ス ト を中括弧で囲みます。 以
下に例を示します。

例 ：

GROUP="cluster.domain.com"

{

    cluster.domain.com

    node1.domain.com

    node2.domain.com

}

GROUP="Bajo"

{

    computer.domain.com

    anothercomputer.domain.com

}

保護イベン トのモニター

Data Protector の使用時に問題が検出された場合は、 ログ ファ イルの情報を使用して問題を特定

できます。 たとえば、 記録されたイベン ト を手がかりに、 正し く構成されていないユーザーやク
ライアン ト を特定できます。
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クライアン トの保護イベン ト

ク ラ イアン トの保護イベン トは、 セル内の各ク ライアン トにある inet.log ファ イルに記録され

ます。 このファ イルの場所は以下のとおりです。

• Windows の場合 :  <Data_Protector_home>\log

• HP-UX、 Solaris、 および Linux の場合 : /var/opt/omni/log

• その他の UNIX システムの場合 : /usr/omni/log

Cell Manager の保護イベン ト

Cell Manager の保護イベン トは、 以下の security.log ファ イルに記録されます。

• Windows 用 Cell Manager の場合 : <Data_Protector_home>\log\server

• UNIX 用 Cell Manager の場合 :  /var/opt/omni/server/log
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インストールされている Data Protector パッチの確認

セル内の各システムにどの Data Protector パッチがインス トールされているかについては、 確認

が可能です。 

制限事項

パッチの確認には、 以下の制限があ り ます。

• パッチの確認は、Data Protector A.05.10 以降の Data Protector ク ライアン トでのみ可能です。コ

マンド実行中に旧バージ ョ ンの Data Protector ク ラ イアン トが検出された場合は、 エラー 
メ ッセージが表示されます。

• このコマンドは、 同じセル内のメンバーに対してのみ、 インス トール済みのパッチの確認を

行います。 

前提条件

この機能を使用するには、 ユーザー インタフェース  コンポーネン トがインス トールされている

必要があ り ます。

注記 サイ ト特定パッチのインス トール後は、 それが以降のパッチに含まれていたと し
ても、 常にパッチ レポートに表示されます。

セル内の特定のシステムにインス トール済みの Data Protector パッチを確認するには、 Data 
Protector GUI または CLI を使用します。

GUI を使用した Data Protector パッチの確認

Data Protector GUI を使用して、 特定のク ライアン トにインス トールしてあるパッチを確認するに

は、 以下の手順に従ってください。

1. コンテキス ト  リ ス ト で、 [ クライアント ] を選択します。

2. Scoping ペインで、[ クライアント ] を展開し、インス トール済みのパッチを確認するセル内の

システムを選択します。
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3. [ 結果エ リア ] で [パッチ ] をク リ ッ クする と、 [パッチ ] ウ ィンド ウが開きます。 

図 3-9 インス トール済みパッチの確認 

システム上でパッチが見つかった場合、 各パッチのレベルと説明、 インス トール済みのパッ
チ数が表示されます。

システム上に Data Protector パッチがない場合は、 空のリ ス トが返されます。

確認対象のシステムがセルのメンバーでない場合や利用不能な場合、 またはエラーが発生し
た場合は、 エラーメ ッセージが表示されます。

4. [OK] をク リ ッ ク してウ ィンド ウを閉じます。

CLI を使用した Data Protector パッチの確認

Data Protector CLI を使用して特定のク ライアン トにインス トール済みのパッチを確認するには、

以下のディ レク ト リから omnicheck -patches -host hostname コマンドを実行します。

• Windows の場合 : <Data_Protector_home>\bin 

• UNIX または Linux の場合 : /opt/omni/bin 

こ こで、 hostnameは、 確認対象システムの名前を表します。

omnicheck コマンドの詳細は、 omnicheckマンページを参照して ください。
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Data Protector ソフ トウェアのアンインス トール

システム構成を変更した場合は、 Data Protector ソフ ト ウェアをシステムからアンインス トールし

たり、 一部のソフ ト ウェア コンポーネン ト を削除した りするこ とが必要になる場合があ り ます。

アンインス トール処理では、 システムからすべての Data Protector ソフ ト ウェア コンポーネン ト

が削除され、 さ らに、 そのシステムへのすべての参照が Cell Manager コンピュータ上の IDB から

削除されます。 ただし、 Data Protector の構成データは、 将来 Data Protector をアップグレードす

る際に必要になる可能性があるため、 デフォルトではシステム上に残されます。 Data Protector ソ

フ ト ウェアのアンインス トール後に構成データを削除するには、 Data Protector のインス トール先

ディレク ト リ を削除します。

Data Protector がインス トールされているディ レク ト リに他のデータがある場合は、 Data Protector
をアンインス トールする前にこれらのデータを他の場所にコピーして ください。 コピーしておか
ないと、 アンインス トール中にこれらのデータも削除されてしまいます。

Data Protector ソフ ト ウェアをセルからアンインス トールするには、 以下の手順に従ってくださ

い。

1. GUI を使用して Data Protector ク ラ イアン ト  ソフ ト ウェアをアンインス トールします。詳細は

214 ページの 「Data Protector ク ライアン トのアンインス トール」 を参照して ください。

2. Data Protector の Cell Manager と インス トール サーバをアンインス トールします。 詳細は 215 
ページの 「Cell Manager と インス トール サーバのアンインス トール」 を参照して ください。

Cell Manager やク ライアン ト をアンインス トールせずに、 Data Protector ソフ ト ウェア コンポーネ

ン ト をアンインス トールするこ と も可能です。 詳細は 226 ページの 「Data Protector ソフ ト ウェア 
コンポーネン トの変更」 を参照して ください。

UNIX の場合は、 Data Protector ソフ ト ウェアを手作業で削除するこ と も可能です。 詳細は 224 
ページの 「UNIX 上の Data Protector ソフ ト ウェアの手動削除」 を参照して ください。

前提条件

Data Protector ソフ ト ウェアをコンピュータからアンインス トールする前に、 以下の条件が満たさ

れているこ とを確認して ください。

✓ そのコンピュータに対するすべての参照がバッ クアップ仕様から削除されているこ と。 アン

インス トールしたシステムへの参照がバッ クアップ仕様に残っている と、 Data Protector は不

明なク ライアン トのバッ クアップを実行しよ う とするため、 バッ クアップ仕様のこの部分が
正常に実行されません。 バッ クアップ仕様の変更方法は、 オンライン ヘルプの索引キーワー

ド 「変更 , バッ クアップ仕様」 で表示される内容を参照してください。
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✓ アンインス トール対象のシステムに接続および構成されているバッ クアップ デバイスが存在

しないこ と。 Data Protector では、 システムがエクスポート される と、 そのバッ クアップ デバ

イスは元のセル内で使用できな くな り ます。

Data Protector クライアン トのアンインストール

注記 リ モートでアンインス トールを行う場合は、 Data Protector ソフ ト ウェアのアンイ

ンス トールを実行するプラ ッ ト フォームにインス トール サーバがインス トールさ

れている必要があ り ます。

Data Protector GUI で以下の手順を実行する と、 ク ラ イアン ト を リモートでアンインス トールでき

ます。

1. コンテキス ト  リ ス ト で、 [ クライアント ] コンテキス ト を開きます。

2. Scoping ペインで [ クライアント ] を展開し、 アンインス トールする ク ライアン ト を右ク リ ッ

ク して、 [削除 ] をク リ ッ ク します。 Data Protector ソフ ト ウェアを同時にアンインス トール

するかど うかを確認する メ ッセージが表示されます。

3. [はい ] をク リ ッ ク して、 ク ラ イアン トからすべてのソフ ト ウェア コンポーネン ト をアンイ

ンス トールするよ うに指定し、 [完了 ] をク リ ッ ク します。

選択したク ライアン トが [ 結果エリ ア ] のリ ス トから削除され、 Data Protector ソフ ト ウェアがそ

のシステムのハード  ディ スクから物理的に削除されます。

Data Protector の構成データはク ライアン ト  システム上に残される点に注意して ください。 構成

データを削除するには、 Data Protector のインス トール先ディレク ト リ を削除します。

クラスタ  クライアン ト

Data Protector 環境内のクラスタ対応ク ライアン ト をアンインス トールするには、 以下の手順を

ローカルに実行して ください。 この手順は、 Cell Manager やインス トール サーバのアンインス

トール手順と同じです。 詳細は 215 ページの 「Cell Manager と インス トール サーバのアンインス

トール」 を参照して ください。

選択したク ラスタ  ク ラ イアン トが [ 結果エリ ア ] のリ ス トから削除され、 Data Protector ソフ ト

ウェアがそのシステムのハード  ディ スクから物理的に削除されます。

TruCluster

TruCluster ク ラ イアン ト をアンインス トールするには、 まず仮想ノードをエクスポート します。

その後、 各ノードから Data Protector ク ラ イアン ト をアンインス トールします。
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OpenVMS クライアン ト

Data Protector OpenVMS ク ラ イアン トは、 インス トール サーバを使って リモートでアンインス

トールするこ とはできません。 ローカルでアンインス トールする必要があ り ます。

Data Protector ク ラ イアン ト を OpenVMS システムからアンインス トールするには、 以下の手順に

従ってください。

1. まず、 192 ページの 「セルからのク ライアン トのエクスポート 」 の説明に従って、 Data 
Protector GUI を使用して Data Protector セルから対象ク ライアン ト をエクスポート します。

Data Protector ソフ ト ウェアもアンインス トールするかを確認する メ ッセージが表示された

ら、 [いいえ ] を選択します。

2. Data Protector ク ラ イアン ト  ソフ ト ウェアを実際に削除するには、OpenVMS ク ラ イアン ト上で

SYSTEM アカウン トにログインし、 以下のコマンドを実行します。
$ PRODUCT REMOVE DP

プロンプ トに [YES] と応答します。

重要 これで Data Protector サービスがシャッ ト ダウンされ、 OpenVMS システム上

の Data Protector に関連するすべてのディ レク ト リ 、 ファ イル、 アカウン トが

削除されます。

Cell Manager とインストール サーバのアンインストール

こ こでは Data Protector の Cell Manager と インス トール サーバ ソフ ト ウェアを Windows、
HP-UX、 および Solaris システムからアンインス トールする方法について説明します。

Windows システムからのアンインス トール

MS Cluster Server システムでのアンインストール

HP OpenView AutoPass ユーティ リ ティ を Data Protector と と もに Microsoft Cluster Server ノードに

インス トールした場合は、 そのノードから Data Protector をアンインス トールする必要があ り ま

す。 そ う しなければ、 AutoPass がアンインス トールされません。

Data Protector ソフ ト ウェアを Windows システムからアンインス トールするには、 以下の手順に

従ってください。

1. すべての Data Protector セッシ ョ ンを終了し、グラフ ィカル ユーザー インタフェース  (GUI) を
閉じておきます。
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2. Windows の [ コン ト ロール パネル ] で [アプリケーションの追加と削除 ] をク リ ッ ク します。

3. この後の操作は、 HP OpenView AutoPass をインス トールしたかど うかによって、 また Data 
Protector の構成データを削除するかど うかによって異なり ます。

重要 Data Protector のアンインス トール後もシステム上に構成データを残しておき、

後からそのシステムに、 アンインス トールしたバージ ョ ンよ り も古い Data 
Protector Cell Manager をインス トールする と、 構成データが使用できな くなる

こ とに注意して ください。

古いバージ ョ ンを適切にインス トールするには、 構成データを削除するオプ
シ ョ ンをインス トール中に選択する必要があ り ます。

以下の手順に従ってください。

• AutoPass ユーティ リ ティが Data Protector と と もにインス トールされている場合

[HP OpenView Storage Data Protector A.05.50] を選択し、 [変更 ] をク リ ッ ク し

ます。 次に、 [Next] をク リ ッ ク します。 [Program Maintenance] ダイアログ ボッ クスで、

[Remove] を選択します。 Data Protector の構成データを完全に削除する場合は、

[Permanently remove the configuration data] を選択します。それ以外の場合は、

[Next] をク リ ッ ク します。

AutoPass が Data Protector と と もにインス トールされており、 現在 AutoPass を使用してい

るアプリ ケーシ ョ ンが Data Protector のみである場合は、 AutoPass も削除されます。 それ

以外の場合、 AutoPass は Data Protector に登録されていない状態になるだけであ り、 イン

ス トールされたまま残り ます。

• AutoPass がインス トールされていない場合

— Data Protector をアンインス トールしても、Data Protector の構成データはシステム上に

残しておく場合は、 [HP OpenView Storage Data Protector A.05.50] を選択

し、 [削除 ] をク リ ッ ク します。

— Data Protector をアンインス トールし、 Data Protector の構成データも削除する場合は、

[HP OpenView Storage Data Protector A.05.50] を選択します。 次に、 [変更

] をク リ ッ ク し、 [Next] をク リ ッ ク します。 [Program Maintenance] ダイアログ ボッ

クスで、 [Remove] を選択します。 次に [Permanently remove the 
configuration data] を選択し、 [Next] をク リ ッ ク します。

4. アンインス トールが完了したら、 [完了 ] をク リ ッ ク して、 ウ ィザードを終了します。
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Cell Manager のアンインス トールの際に AutoPass が削除された場合は、 [アプリケーションの

追加と削除 ] ウ ィ ンド ウで [F5] キーを押すと、 インス トールされているプログラムと コン

ポーネン トの リ ス トが更新されます。

HP-UX システムからのアンインストール

重要 Data Protector のアンインス トール後も構成データをシステム上に残しておき、 後

からそのシステムに、 アンインス トールしたバージ ョ ンよ り も古い Data Protector 
Cell Manager をインス トールする と、 構成データが使用できな くなるこ とに注意

して ください。

古いバージ ョ ンを適切にインス トールするには、 アンインス トールの終了後に、
残っている Data Protector ディレク ト リ をシステムから削除する必要があ り ます。

Data Protector ソフ ト ウェアをアンインス トールする前に、 Cell Manager システムおよびインス

トール サーバシステム上で実行されている Data Protector プロセスをシャ ッ ト ダウンする必要が

あ り ます。

1. rootユーザーと してログインし、/opt/omni/sbinディレク ト リから omnisv -stop コマン

ドを実行します。

2. ps -ef | grep omni コマンドを実行して、 すべてのプロセスがシャッ ト ダウンされている

かど うかを確認します。 ps -ef | grep omni コマンドを実行しても、 Data Protector プロセ

スは表示されないはずです。

実行中の Data Protector プロセスがある場合は、アンインス トールを開始する前に、kill -9 

<process_ID> コマンドを実行してそのプロセスを停止して ください。

3. /usr/sbin/swremove DATA-PROTECTOR を実行して、Data Protector ソフ ト ウェアをアンイン

ス トールします。

4.  HP OpenView AutoPass ユーティ リ ティは、 Data Protector のアンインス トール中に削除されま

せん。 AutoPass ユーティ リ ティは、 /usr/sbin/swremove HPOVLIC コマンドを root ユー

ザーと して実行するこ とによ り、 手作業で削除できます。

残っている Data Protector ディレク ト リ をシステムから削除する方法は、 224 ページの 「UNIX 上

の Data Protector ソフ ト ウェアの手動削除」 を参照して ください。

MC/ServiceGuard 上に構成されている Cell Manager およびインストール サーバのアンインス

トール

MC/ServiceGuard ク ラスタ上に Cell Manager やインス トール サーバを構成している場合は、 以下

の手順に従ってソフ ト ウェアをアンインス トールして ください。
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一次ノード  

一次ノードにログオンし、 以下の手順に従ってください。

1. Data Protector パッケージを停止します。

cmhaltpkg <pkg_name>

<pkg_name>には、 ク ラスタ  パッケージの名前を指定します。

例 ：

cmhaltpkg ob2cl

2. ボ リ ューム  グループのクラスタ  モードを非アクティブ化します。

vgchange -c n <vg_name>

<vg_name>には、 /devディ レク ト リのサブディ レク ト リ内に存在するボ リ ューム  グループ

のパス名を指定します。 

例 ：

vgchange -c n /dev/vg_ob2cm

3. ボ リ ューム  グループをアクティブ化します。

vgchange -a y -q y <vg_name>

例 ：

vgchange -a y -q y /dev/vg_ob2cm

4. 論理ボリ ュームを共有ディ スクにマウン ト します。

mount <lv_path> <shared_disk>

<lv_path>には論理ボ リ ュームのパス名、 <shared_disk>にはマウン ト  ポイン ト または共

有ディ レク ト リ を指定します。 

例 ：

mount /dev/vg_ob2cm/lv_ob2cm /omni_shared

5. swremoveユーティ リ ティを使用して、 Data Protector を削除します。

6. ソフ ト  リ ンクを削除します。

rm /etc/opt/omni

rm /var/opt/omni
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7. バッ クアップ ディレク ト リ を削除します。

rm -rf /etc/opt/omni.save

rm -rf /var/opt/omni.save

8. Data Protector ディ レク ト リ を、 その内容と と もに削除します。

rm -rf /opt/omni

9. HP OpenViewAutoPass ユーティ リ ティは、 /usr/sbin/swremove HPOVLIC コマンドを root
ユーザーと して実行するこ とによ り、 手作業で削除できます。

10. 共有ディ スクのマウン ト を解除します。

umount <shared_disk>

例 ：

umount /omni_shared

11. ボ リ ューム  グループを非アクティブ化します。

vgchange -a n <vg_name>

例 ：

vgchange -a n /dev/vg_ob2cm

二次ノード

二次ノードにログオンし、 以下の手順に従ってください。

1. ボ リ ューム  グループをアクティブ化します。

vgchange -a y <vg_name>

2. 共有ディ スクをマウン ト します。

mount <lv_path> <shared_disk>

3. swremoveユーティ リ ティを使用して、 Data Protector を削除します。

4. ソフ ト  リ ンクを削除します。

rm /etc/opt/omni

rm /var/opt/omni

5. バッ クアップ ディレク ト リ を削除します。
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rm -rf /etc/opt/omni.save

rm -rf /var/opt/omni.save

6. Data Protector ディ レク ト リ を、 その内容と と もに削除します。

rm -rf /opt/omni

7. 共有ファイルシステム内のディ レク ト リ を削除します。

rm -rf <shared_disk>/etc_opt_omni

rm -rf <shared_disk>/var_opt_omni

例 ：

rm -rf /omni_shared/etc_opt_omni

rm -rf /omni_shared/etc_opt_omni

8. HP OpenViewAutoPass ユーティ リ ティは、 /usr/sbin/swremove HPOVLIC コマンドを root
ユーザーと して実行するこ とによ り、 手作業で削除できます。

9. 共有ディ スクのマウン ト を解除します。

umount <shared_disk>

10. ボ リ ューム  グループを非アクティブ化します。

vgchange -a n <vg_name>

以上で Data Protector がシステムから完全に削除されました。

Solaris システムからのアンインス トール

 Cell Manager

Solaris 用 Cell Manager は、 必ず omnisetup.sh コマンドを使用してローカルにインス トールされ

ています。 そのため、 pkgrmユーティ リ ティ を使用して、 ローカルにアンインス トールしなけれ

ばなり ません。

重要 Data Protector のアンインス トール後も構成データをシステム上に残しておき、 後

からそのシステムに、 アンインス トールしたバージ ョ ンよ り も古い Data Protector 
Cell Manager をインス トールする と、 構成データが使用できな くなるこ とに注意

して ください。
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古いバージ ョ ンを適切にインス トールするには、 アンインス トールの終了後に、
残っている Data Protector ディレク ト リ をシステムから削除する必要があ り ます。

Data Protector Cell Manager をアンインス トールするには、 以下の手順に従ってください。

1. すべての Data Protector セッシ ョ ンを終了し、グラフ ィカル ユーザー インタフェースを閉じて

おきます。

2. pkginfo | grep OB2 コマンドを入力して、Cell Manager 上にインス トールされているすべて

の Data Protector パッケージを一覧表示します。

Cell Manager に関連するパッケージは以下のとおりです。

OB2-CORE Data Protector のコア ソフ ト ウェア

OB2-C-IS インス トール サーバ ソフ ト ウェア

OB2-CS Cell Manager ソフ ト ウェア

OB2-CC Cell Console ソフ ト ウェアには、 グラフ ィカル ユーザー インタフェース と

コマンド行インタフェースが含まれます。

システム上に Data Protector ク ラ イアン トやインス トール サーバもインス トールされている

場合は、 一覧内にその他のパッケージも示されます。

注記 インス トールされている Data Protector コンポーネン トの中に残しておきたい

ものがある場合は、 OB2-CORE パッケージを削除しないでください。 これは、

他のパッケージとの関連性を保つためです。

3. インス トールとは逆の順番で、 前述の手順で挙げたパッケージを削除します。 pkgrm 

<package name> コマンドを実行し、 プロンプ トに従ってください。 

4.  HP OpenViewAutoPass ユーティ リ ティは、 Data Protector のアンインス トール中に削除されま

せん。 AutoPass ユーティ リ ティは、 以下のコマンドを root ユーザーと して実行するこ とによ

り、 手作業で削除できます。

swremove HPOvLic

swremove HPOvLicJ

インストール サーバ

Solaris 上の UNIX 用インス トール サーバは、 必ず omnisetup.sh コマンドを使用してローカル

にインス トールされています。 そのため、 pkgrmユーティ リ ティ を使用して、 ローカルにアンイ

ンス トールしなければなり ません。
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Data Protector インス トール サーバをアンインス トールするには、 以下の手順に従ってください。

1. すべての Data Protector セッシ ョ ンを終了し、グラフ ィカル ユーザー インタフェース  (GUI) を
閉じておきます。

2. pkginfo | grep OB2 コマンドを入力して、 インス トール サーバシステム上にインス トール

されているすべての Data Protector パッケージを一覧表示します。

インス トール サーバに関連するパッケージは以下のとおりです。

OB2-CORE Data Protector のコア ソフ ト ウェア

OB2-C-IS インス トール サーバのコア ソフ ト ウェア

OB2-SOLUX リ モートの Solaris システムのための Disk Agent 用、 Media Agent 用、 およ

び GUI パケッ ト

OB2-OTHUX Solaris 以外のリモートの UNIX システムのための Disk Agent 用および

Media Agent 用パケッ ト

システム上にその他の Data Protector コンポーネン ト も インス トールされている場合は、 一覧

内にその他のコンポーネン ト も示されます。

注記 インス トールされている Data Protector コンポーネン トの中に残しておきたい

ものがある場合は、 OB2-CORE パッケージを削除しないでください。 これは、

他のパッケージとの関連性を保つためです。

3. インス トールとは逆の順番で、 前述の手順で挙げたパッケージを削除します。 pkgrm 

<package name> コマンドを実行し、 プロンプ トに従ってください。

Linux システムからのアンインストール

 Cell Manager

Linux 用 Cell Manager は、 必ず omnisetup.sh コマンドを使用してローカルにインス トールされ

ています。 そのため、 rpmユーティ リ ティ を使用して、 ローカルにアンインス トールしなければ

なり ません。

重要 Data Protector のアンインス トール後も構成データをシステム上に残しておき、 後

からそのシステムに、 アンインス トールしたバージ ョ ンよ り も古い Data Protector 
Cell Manager をインス トールする と、 構成データが使用できな くなるこ とに注意

して ください。
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古いバージ ョ ンを適切にインス トールするには、 アンインス トールの終了後に、
残っている Data Protector ディレク ト リ をシステムから削除する必要があ り ます。

Data Protector Cell Manager をアンインス トールするには、 以下の手順に従ってください。

1. すべての Data Protector セッシ ョ ンを終了し、グラフ ィカル ユーザー インタフェースを閉じて

おきます。

2. rpm -qa | grep OB2 コマンドを入力して、Cell Manager 上にインス トールされているすべて

の Data Protector パッケージを一覧表示します。

Cell Manager に関連するパッケージは以下のとおりです。

OB2-CORE Data Protector のコア ソフ ト ウェア

OB2-CORE-IS インス トール サーバ ソフ ト ウェア

OB2-CS Cell Manager ソフ ト ウェア

OB2-CC Cell Console ソフ ト ウェア ( コマンド行インタフェースを含む )

システム上に Data Protector ク ラ イアン トやインス トール サーバもインス トールされている

場合は、 一覧内にその他のパッケージも示されます。

注記 インス トールされている Data Protector コンポーネン トの中に残しておきたい

ものがある場合は、 OB2-CORE パッケージを削除しないでください。 これは、

他のパッケージとの関連性を保つためです。

3. インス トールとは逆の順番で、 前述の手順で挙げたパッケージを削除します。 rpm -e 

<package name> コマンドを実行し、 プロンプ トに従ってください。

インストール サーバ

Linux 上の UNIX 用インス トール サーバは、 必ず omnisetup.sh コマンドを使用してローカルに

インス トールされています。 そのため、 rpm を使用して、 ローカルにアンインス トールしなけれ

ばなり ません。

Data Protector インス トール サーバをアンインス トールするには、 以下の手順に従ってください。

1. すべての Data Protector セッシ ョ ンを終了し、グラフ ィカル ユーザー インタフェース  (GUI) を
閉じておきます。

2. rpm -qa | grep OB2 コマンドを入力して、インス トール サーバ システム上にインス トール

されているすべての Data Protector パッケージを一覧表示します。
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インス トール サーバに関連するパッケージは以下のとおりです。

OB2-CORE Data Protector のコア ソフ ト ウェア

OB2-CORE-IS インス トール サーバのコア ソフ ト ウェア

OB2-LINUXP リ モートの Linux システムのための Disk Agent 用、 Media Agent 用、 およ

び GUI パケッ ト

OB2-OTHUXP Linux 以外のリモートの UNIX システムのための Disk Agent 用および

Media Agent 用パケッ ト

システム上にその他の Data Protector コンポーネン ト も インス トールされている場合は、 一覧

内にその他のコンポーネン ト も示されます。

注記 インス トールされている Data Protector コンポーネン トの中に残しておきたい

ものがある場合は、 OB2-CORE パッケージを削除しないでください。 これは、

他のパッケージとの関連性を保つためです。

3. インス トールとは逆の順番で、 前述の手順で挙げたパッケージを削除します。 rpm -e 

<package name> コマンドを実行し、 プロンプ トに従ってください。

UNIX 上の Data Protector ソフ トウェアの手動削除

UNIX ク ラ イアン トのアンインス トールを開始する前に、 そのク ライアン ト をセルからエクス

ポートする必要があ り ます。 エクスポート手順については、 192 ページの 「セルからのク ライア

ン トのエクスポート 」 を参照して ください。

HP-UX システム

HP-UX システムからファ イルを手作業で削除するには、 以下の手順に従ってください。

1. /usr/sbin/swremove DATA-PROTECTOR コマンドを実行して、Data Protector ソフ ト ウェアを

削除します。

2. rm コマンドを使って、 以下のディ レク ト リ を削除します。

 rm -fr /var/opt/omni

 rm -fr /etc/opt/omni

 rm -fr /opt/omni

この時点で、 Data Protector への参照がシステム内に残っていないこ とを確認して ください。
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Solaris システム

Solaris システムからファ イルを手作業で削除するには、 これらのファ イルを以下のディレク ト リ

から削除し、 次に rm コマンドを使用してディ レク ト リ を削除して ください。

 rm -fr /var/opt/omni

 rm -fr /etc/opt/omni

 rm -fr /opt/omni

Linux システム

Linux システムからファ イルを手作業で削除するには、 これらのファ イルを以下のディ レク ト リ

から削除し、 次に rm コマンドを使用してディ レク ト リ を削除して ください。

 rm -fr /var/opt/omni

 rm -fr /etc/opt/omni

 rm -fr /opt/omni

その他の UNIX システムの場合

以下のディレク ト リからファ イルを削除し、 次に rm コマンドを使用してディ レク ト リ を削除し

て ください。

 rm -fr /usr/omni



インストールの保守

Data Protector ソフ トウェア コンポーネン トの変更

第 3 章226

Data Protector ソフ トウェア コンポーネン トの変更

こ こでは Data Protector のソフ ト ウェア コンポーネン ト を Windows、 HP-UX、 および Solaris シス

テムに追加または削除する方法について説明します。 各オペレーティング  システムでサポート

されている Data Protector コンポーネン トの一覧は、 『HP OpenView Storage Data Protector Product 
Announcements ソフ ト ウェア ノー ト  および リ ファレンス』 を参照して ください。

Data Protector ソフ ト ウェア コンポーネン トは、 Data Protector GUI を使用して、 Cell Manager また

はク ライアン ト上に追加できます。 選択したコンポーネン トは、 インス トール サーバの機能を

使用して、 リモートでインス トールします。 手順の詳細は、 50 ページの 「Data Protector ク ラ イ

アン トの リモート  インス トール」 を参照して ください。

Data Protector コンポーネン トは、 Cell Manager またはク ライアン トからローカルに削除できま

す。

Windows システムの場合

Windows システム上で Data Protector ソフ ト ウェア コンポーネン ト を追加または削除するには、

以下の手順を行います。

1. Windows の [ コン ト ロール パネル ] で [アプリケーションの追加と削除 ] をク リ ッ ク します。

2. [HP OpenView Storage Data Protector A.05.50] を選択し、[変更 ] をク リ ッ ク します。

3. [Next] をク リ ッ ク します。

4. [Program Maintenance] ウ ィンド ウで [Modify] をク リ ッ ク し、 [Next] をク リ ッ ク し

ます。

5. [Component Selection] ウ ィ ンド ウで、 追加するソフ ト ウェア コンポーネン ト を選択し、

削除するコンポーネン トがあれば選択解除します。 [Next] をク リ ッ ク します。

6. [Install] をク リ ッ ク して、 ソフ ト ウェア コンポーネン トのインス トールまたは削除を開始

します。

7. インス トールが完了したら、 [Finish] をク リ ッ ク します。

クラスタ対応クライアン ト

ク ラスタ対応ク ライアン ト上の Data Protector ソフ ト ウェア コンポーネン ト を変更する場合は、

各ク ラスタ  ノード上で DVD-ROM を使用してローカルに変更作業を行う必要があ り ます。 その

後、 GUI を使用して、 仮想サーバのホス ト名を Data Protector セルに手作業でインポート して く

ださい。
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HP-UX システムの場合

新しいコンポーネン トの追加には、 インス トール サーバ機能を使用します。 HP-UX システムの

場合は、 一部の Data Protector ソフ ト ウェア コンポーネン トが互いに依存しているため、 それら

の一部を削除する と正常に動作しなくなる可能性があ り ます。

このよ うなコンポーネン ト とそれらの依存関係を、 下表に示します。

手順

Data Protector ソフ ト ウェア コンポーネン ト を削除するには、 以下の手順を行います。

1. root と してログインし、 swremove コマンドを実行します。

2. [B6960MA]、 [DATA-PROTECTOR]、 [OB2-CM] を順にダブルク リ ッ ク して、 Data Protector コ

ンポーネン トの リ ス ト を表示します。

3.  削除対象のコンポーネン ト を選択します。

表 3-1 HP-UX 上の Data Protector ソフ トウェ

ア コンポーネン トの依存関係

コンポーネン ト 依存関係

OMNI-MOMGUI OMNI-CC

OMNI-CC、 OMNI-CORE-IS OMNI-CORE

OMNI-CS OMNI-CORE、 OMNI-CC

OMNI-INTEG、 OMNI-DA、

OMNI-MA、 または、 OMNI-NDMP
OMNI-CORE

OMNI-NDMP-P OMNI-CORE-IS

OMNI-INF-P、 OMNI-SYB-P、
OMNI-ORA-P、 OMNI-OR8-P、
OMNI-SAP-P、 OMNI-SAPDB-P、
OMNI-DB2-P、 OMNI-EMC-P、
OMNI-SSEA-P、 OMNI-SNAPA-P、
OMNI-SMISA-P

OMNI-INTEG

OMNI-CORE-IS

OMNI-HPUX-P、 OMNI-OTHUX-P、
OMNI-OMNIST

OMNI-CORE-IS

OMNI-LOTUS-P、 OMNI-OV-P OMNI-CORE-IS



インストールの保守

Data Protector ソフ トウェア コンポーネン トの変更

第 3 章228

4. [Actions] メニューで [Mark for Remove] をク リ ッ ク して、 削除対象のコンポーネン ト を

マークします。 

5. 削除対象のコンポーネン ト をマークした後、 [Actions] メニューで [Remove] をク リ ッ ク

し、 [OK] をク リ ッ ク します。

注記 削除する Data Protector コンポーネン ト をマークしたと きに、 そのコンポーネン ト

を削除する とほかのコンポーネン トが正常に動作しなくなる場合は、
[Dependency Message Dialog] ボッ クスが表示されて、 依存するコンポーネン

トの リ ス トが示されます。

Oracle 固有の問題

Oracle server システム上で Data Protector Oracle 用統合ソフ ト ウェアをアンインス トールした後

も、 Oracle Server ソフ ト ウェアは引き続き Data Protector データベース  ラ イブラ リ と リ ンク され

ています。 このリ ンクは削除する必要があ り ます。 削除しなかった場合は、 統合ソフ ト ウェアの
削除以後、 Oracle Server は起動しな くな り ます。 詳細は 『HP OpenView Storage Data Protector イン

テグレーシ ョ ン ガイ ド』 の 「UNIX システムにおける Data Protector Oracle 用統合ソフ ト ウェア削

除後の Oracle の使用」 を参照して ください。

Solaris システムの場合

新しいコンポーネン トの追加には、 インス トール サーバ機能を使用します。 Solaris システムの

場合は、 一部の Data Protector ソフ ト ウェア コンポーネン トが互いに依存しているため、 それら

の一部を削除する と正常に動作しなくなる可能性があ り ます。

このよ うなコンポーネン ト とそれらの依存関係を、 下表に示します。

表 3-2 Solaris 上の Data Protector ソフ トウェ

ア コンポーネン トの依存関係

コンポーネン ト 依存関係

OB2-MOMGUI OB2-CC

OB2-CC、 OB2-C-IS OB2-CORE

OB2-CS OB2-CORE、 OB2-CC

OB2-INTGP、 OB2-DA、 OB2-MA、 ま

たは、 OB2-NDMPP
OB2-CORE
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手順

Solaris システムから Data Protector ソフ ト ウェア コンポーネン ト を削除するには、 以下の手順を

行います。

1. すべての Data Protector セッシ ョ ンを終了し、グラフ ィカル ユーザー インタフェース  (GUI) を
閉じておきます。

2. pkginfo | grep OB2 コマンドを入力して、 インス トールされているすべての Data Protector
パッケージを一覧表示します。

3. インス トールとは逆の順番で、 前述の手順で挙げたパッケージを削除します。 pkgrm 

<package name> コマンドを実行し、 プロンプ トに従ってください。 

その他の UNIX システムの場合

Solaris および HP-UX 以外のその他 UNIX システム上の Data Protector ク ラ イアン トからコンポー

ネン ト を手作業で削除した場合は、 /usr/omni/bin/install/omni_infoにある omni_info 
ファ イルを更新する必要があ り ます。

アンインス トールした各コンポーネン トについて、 対応するコンポーネン ト  バージ ョ ン文字列

を omni_info ファ イルから削除して ください。

Data Protector ク ラ イアン トからコンポーネン ト を削除しただけで、 ク ラ イアン ト をセルからエク

スポート していない場合は、 Cell Manager 上にある cell_info ファ イル内のセル構成情報を更

新する必要があ り ます。 このためには、 セル内の Cell Console コンポーネン トがインス トールさ

れているシステムから、 以下のコマンドを実行します。

/opt/omni/bin/omnicc -update_host <HostName>

OB2-SOLUX OB2-C-IS

OB2-INFP、 OB2-SYBP、 OB2-OR8P、
OB2-SAPP、 OB2-SAPDP、
OB2-DB2P、 OB2-SSEAP、 OB2-SMISP

OB2-INTGP

OB2-C-IS

OB2-OTHUX、 OB2-OSTP、
OB2-LOTP、 OB2-OVP

OB2-C-IS

表 3-2 Solaris 上の Data Protector ソフ トウェ

ア コンポーネン トの依存関係 ( 続き )

コンポーネン ト 依存関係
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この章の内容

この章では、 Data Protector のアップグレード と移行の手順について説明します。
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アップグレードの概要

作業を開始する前に

既存のプロダク ト  バージ ョ ンを Data Protector A.06.00 にアップグレードする前に、 以下の点を考

慮して ください。

• サポート対象およびサポート対象ではなくなるプラ ッ ト フォームとバージ ョ ンを、 『HP 
OpenView Storage Data Protector Product Announcements ソフ ト ウェア ノート  および リ ファレ

ンス』 で確認して ください。

• アップグレード後は、 Cell Manager、 インス トール サーバ、 およびすべてのク ライアン トに

同じバージ ョ ンの Data Protector がインス トールされていなければなり ません。

• マルチ セル (MoM) 環境のアップグレード後は、 すべての Cell Manager に同じバージ ョ ンの

Data Protector がインス トールされていなければなり ません。

• Data Protector A.05.00、 Data Protector A.05.10、 または Data Protector A.05.50 用の恒久ライセン

スをお持ちの場合は、 その恒久ライセンスを Data Protector A.06.00 でも使用できます。

上記のいずれにも当てはまらない場合は、 暫定ライセンスを使用するこ とにな り ます。 この
場合、 ライセンスの有効期間は、 初のインス トール後 60 日間です。

ライセンスの詳細は、 293 ページの第 5 章 「Data Protector のライセンス」 を参照して くださ

い。

前提条件

• 既存の Cell Manager システムと内部データベース  (IDB) をバッ クアップして ください。

制限事項

• Data Protector A.06.00 へのアップグレードは、 Data Protector の A.05.00、 A.05.10、 および

A.05.50 からのみサポート されています。

• 以前のバージ ョ ンの Data Protector で作成した内部データベースのバッ クアップを、 Data 
Protector A.06.00 で復元するこ とはできません。 Cell Manager のアップグレードが終了した

ら、 Data Protector の使用を継続する前に、 内部データベースを必ずバッ クアップして くださ

い。
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• Cell Manager プラ ッ ト フォームの変更は、 Data Protector A.06.00 リ リースではサポート されて

いません。 アップグレードは同一の Cell Manager プラ ッ ト フォーム上でのみ可能です 
(HP-UX から HP-UX、 Solaris から Solaris、 Windows から Windows)。

• いったん Data Protector A.06.00 にアップグレードする と、それ以前に Data Protector バージ ョ ン

A.05.00 で作成した Microsoft Exchange Server シングル メールボッ クスのバッ クアップからの

復元はできな くな り ます。 ただし、 ファ イルシステムの復元を使用して、 既存のバッ クアッ
プを .pst ファ イルに復元するこ とは可能です。 

• Windows 上で Data Protector A.06.00 にアップグレードする場合に、 Microsoft Installer (MSI) の
バージ ョ ンが 2.0 よ り古いと、 Data Protector セッ ト アップ プログラムによ り、 自動的にバー

ジ ョ ン 2.0 にアップグレード されます。 この場合アップグレードの 後に、 MSI がアップグ

レード されたこ とが Data Protector から通知されます。 MSI がアップグレード された場合は、

システムを再起動するこ とを強く推奨します。 各種 Windows オペレーティング システムに

対する MSI 2.0 の要件については、 Microsoft Support にお問い合わせください。

システム上の MSI のバージ ョ ンを確認するには、 エクスプローラで

c:\winnt\system32\msi.dll ファ イルを右ク リ ッ ク し、 [プロパティ ] を選択します。 [
プロパティ ] ダイアログ ボッ クスで [バージョン情報 ] を選択して ください。

アップグレードの手順

以前のバージ ョ ンから Data Protector A.06.00 にセルをアップグレードするには、 以下の手順で行

います。

1. Cell Manager と インス トール サーバを Data Protector A.06.00 にアップグレード します。この手

順は、 UNIX プラ ッ ト フォームと Windows プラ ッ ト フォームで異なり ます。

インス トール サーバをアップグレードする前に、 まず、 現在のセルの Cell Manager をアップ

グレードする必要があるこ とに注意して ください。

一部のセル構成では、 Cell Manager のアップグレード後に、 IDB 内のファイル名を変換する

必要があ り ます。 変換が必要な場合はメ ッセージが表示されます。 詳細は、 262 ページの表 
4-1 および 264 ページの表 4-2 を参照して ください。

2. GUI ク ラ イアン ト をアップグレード します。

3. オンライン  アプリ ケーシ ョ ン統合ソフ ト ウェア (Oracle、 SAP R/3、 Informix Server、 Microsoft 
SQL Server、 Microsoft Exchange Server など ) がインス トールされているク ライアン ト をアッ

プグレード します。
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4. Media Agent (MA) がインス トールされているク ラ イアン ト をアップグレード します。 Cell 
Manager とプラ ッ ト フォームが同一のすべての MA ク ラ イアン ト上で MA がアップグレード

されたら、 ただちにバッ クアップの実行が可能になり ます。 Data Protector A.05.00 および

A.05.10 の MA ク ラ イアン トには、 一定の制限があ り ます。 詳細は、 262 ページの表 4-1 およ

び 264 ページの表 4-2 を参照して ください。

5. ファ イルシステム Disk Agent (DA) がインス トールされているク ライアン ト を、 2 週間以内に

アップグレード します。

IDB ファ イル名の変換の前後のバッ クアップと復元における DA バージ ョ ンの影響に関する

詳細は、 262 ページの 「IDB 内でのファイル名の変更」 を参照して ください。

MoM 環境でのアップグレード

MoM 環境を Data Protector A.06.00 にアップグレードする場合は、 初に MoM Manager システム

をアップグレードする必要があ り ます。 この作業後、 アップグレード されていない以前のバー
ジ ョ ンの Cell Manager は、 中央 MMDB および中央ライセンス機能にアクセスしてバッ クアップ

を実行するこ とはできますが、 その他の MoM 機能は使用できなくな り ます。 Data Protector 
A.06.00 MoM セルと以前のバージ ョ ンがインス トールされたセルの間でデバイスを共有するこ と

はできません。 アップグレード中は、 MoM 環境内のすべての Cell Manager の動作を停止させて

おく必要があ り ます。

IDB でのファイル名変換の必要性

Data Protector バージ ョ ン A.05.50 および A.06.00 では、 異なるプラ ッ ト フォーム上の異なる地域

設定 ( ロケール ) で作成されたファ イル名の処理と表示の機能が改善されています。 このため、

Data Protector A.05.00 または A.05.10 からアップグレードする場合、 一部のセル構成では IDB 内

の既存ファイル名の変換が必要になり ます。

変換は以下のよ うに実行されます。

• UNIX Cell ManagerがWindows ク ライアン トのアップグレード後のバッ クアップの一部と して

実行

• WindowsCell Managerが Cell Manager のアップグレード後のバッ クグラウンド  プロセス と して

実行

IDB の変換が必要な場合は、 プロンプ トが表示されます。 

UNIX

UNIX Cell Manager では、 以下の時点までに、 Windows ク ラ イアン トのアップグレード後の IDB
の変換が実行されます。
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• 変換の期限切れ、 または、

• セル内のすべての Windows ク ラ イアン トに対するフル バッ クアップが実行されるまで。 この

手順は非常に重要で、 必ず実行しなければなり ません。

ファ イル名の変換パフォーマンスの詳細については、 『HP OpenView Storage Data Protector Product 
Announcements ソフ ト ウェア ノー ト  および リ ファレンス』 を参照して ください。

Windows

Windows Cell Manager では、 IDB の変換を延期できますが、 これが実行されるまで、 一定の制限

があ り ます。

Windows 用および UNIX 用 Cell Manager における IDB 内のファイル名変換の詳細については、

262 ページの 「IDB 内でのファイル名の変更」 を参照して ください。
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Data Protector A.05.x からのアップグレード

Data Protector A.05.x リ リース  バージ ョ ンは、 UNIX 用または Windows 用の Data Protector A.06.00
へ直接アップグレードできます。

ライセンス

既存の Data Protector A.05.x ラ イセンスは、 Data Protector A.06.00 と完全に互換性があ り、 使用可

能です。 ライセンスの詳細は、 293 ページの第 5 章 「Data Protector のライセンス」 を参照して く

ださい。

作業を開始する前に

アップグレード開始前に、 アップグレード手順の制限の詳細について、 233 ページの 「アップグ

レードの概要」 を参照して ください。

注記 この章では、 DVD-ROM インス トール メディアを使用している場合を想定して、

Cell Manager およびインス トール サーバのインス トール手順と、 ク ラ イアン トの

ローカル インス トール手順を説明しています。 CD-ROM メディアを使用している

場合は、 C-1 ページの 「付録 C」 も参照して ください。 参照先には、 インス トール

手順の違いと、 CD-ROM の一覧が示されています。

UNIX 用 Cell Manager とインストール サーバのアップグレード

前提条件

• /opt/omni/sbin/omnisv -stop  コマンドを実行して、 Data Protector サービスを停止しま

す。

• Solairs 上で古いパッチがインス トールされている場合は、 アップグレード前にそれらをアン

インス トールします。

• K シェル (ksh) がインス トールされているこ とを確認します。

• アップグレードを実行するには rootパーミ ッシ ョ ンが必要です。

HP-UX 用または Solaris 用のインス トール サーバが Cell Manager と と もにインス トールされてい

る場合は、 omnisetup.sh コマンドの実行時に自動的にアップグレード されます。
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HP-UX 用または Solaris 用のインス トール サーバが別のシステムにインス トールされている場合

は、 241 ページの 「インス トール サーバのアップグレード」 を参照して ください。

Cell Manager のアップグレード

omnisetup.sh コマンドの実行時に、 HP-UX 用または Solaris 用の Cell Manager は、 自動的に

アップグレード されます。

HP-UX では、 このコマンドは swinstallユーティ リ ティを使用して、 既存のパッケージ セッ ト

を直接アップグレード します。 Solaris では、 このコマンドは pkgrmユーティ リ ティ を使用して

既存のパッケージ セッ ト を削除し、 pkgaddユーティ リ ティを使用して新しいパッケージをイン

ス トールします。

インス トール サーバがクライアン ト  コンポーネン ト と と もにインス トールされている場合、 イ

ンス トール サーバは omnisetup.sh コマンドで削除されます。 この場合、 omnisetup.sh -IS

コマンドを使用して新しいインス トール サーバ デポをインス トールした後、 アップグレード後

のインス トール サーバを再度インポート して ください。 詳細な作業手順は、 187 ページの 「セル

へのインス トール サーバのインポート 」 を参照して ください。

MC/ServiceGuard

MC/ServiceGuard 上で構成された Cell Manager のアップグレード手順は、 MC/ServiceGuard 環境で

実行されていない Cell Manager のアップグレード手順とは異な り ます。 アップグレードに必要な

手順の詳細は、 285 ページの 「MC/ServiceGuard 上で構成されている Cell Manager のアップグ

レード」 を参照して ください。

カーネル パラメータの設定

HP-UX では、 カーネル パラ メータ maxdsiz ( 大データ  セグメン ト  サイズ ) を 134217728 バイ

ト  (128 MB) 以上に、 また、 カーネル パラ メータ  semmnu ( セマフォ取り消し構造体の数 ) を 256
以上に、 それぞれ設定するこ とをお勧めします。 パラ メータを変更したと きは、 カーネルを再コ
ンパイルし、 マシンを再起動して ください。

Solaris システムでは、 /etc/systemのカーネル パラ メータ shmsys:shminfo_shmmax ( 大共

有メモ リ  セグメン ト  サイズ [SHMMAX]) を 67108864 バイ ト  (64 MB) 以上に設定するこ とをお勧め

します。 変更を行った場合は、 マシンを再起動してください。

アップグレード手順

HP-UX 用または Solaris 用の Cell Manager を Data Protector A.06.00 にアップグレードするには、

以下の手順に従います。

1. UNIX インス トール DVD-ROM をド ラ イブに挿入し、 マウン ト  ポイン トにマウン ト します。
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例 ：

mkdir /dvdrom
mount /dev/c0d0t0 /dvdrom

オプシ ョ ンで、 ディ スク上のデポから Data Protector をインス トールする場合は、 以下の手順

を実行します。

• インス トール ファ イルが格納されている DP_DEPOTディレク ト リ 、AUTOPASSディ レク ト

リ 、 および LOCAL_INSTALLディレク ト リ をローカル ディ スクにコピーする場合は、 以

下のコマンドを実行します。

mkdir <directory>
cp -r /dvdrom/<platform_dir>/DP_DEPOT <directory>

cp -r /dvdrom/<platform_dir>/AUTOPASS <directory>
cp -r /dvdrom/LOCAL_INSTALL <directory>

こ こで、 <platform_dir>には、 以下のいずれかの値を指定します。

hpux_ia IA-64 システム上の HP-UX 11.23

hpux_pa PA-RISC システム上の HP-UX

solaris Solaris システム

• DVD-ROM 全体をローカル ディ スクにコピーする場合は、以下のコマンドを実行します。

cp -r /dvdrom <dvd_image_dir>

2. omnisetup.sh コマンドを実行します。 

このコマンドを DVD-ROM から実行するには、 以下のよ うにして実行します。

cd /dvdrom/LOCAL_INSTALL

./omnisetup.sh

ディ スクからインス トールを開始する場合は、 以下の手順を実行します。

• DP_DEPOTディレク ト リ 、AUTOPASSディ レク ト リ 、および LOCAL_INSTALLディ レク ト リ

をローカル ディ スク上の <directory>にコピーした場合は、 omnisetup.sh コマンド

が格納されているこのディ レク ト リに移動して以下を実行します。

cd <directory>/LOCAL_INSTALL
./omnisetup.sh

• DVD-ROM 全体を <dvd_image_dir>にコピーした場合は、omnisetup.sh コマンドをパ

ラ メータなしで実行します。
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cd <dvd_image_dir>/LOCAL_INSTALL
./omnisetup.sh

3. omnisetup.sh コマンドを実行する とプロンプ トが表示され、 購入済みライセンスのパス

ワードを HP Password Delivery Center の Web サーバからインターネッ ト を介して直接ダウン

ロード してインス トールする場合は、 HP OpenView AutoPass ユーティ リ ティをインス トール

またはアップグレードするよ う指示されます。 AutoPass ユーティ リ ティの詳細は、 309 ペー

ジの 「HP OpenView AutoPass ユーティ リ ティ を使用した恒久パスワードの取得と  インス トー

ル」 を参照して ください。 AutoPass はできるだけインス トールするこ とをお勧めします。

AutoPass を MC/ServiceGuard にインス トールする場合は、 すべてのノードでインス トールま

たはアップグレード しなければなり ません。

プロンプ トが表示されたら、 [Return] キーを押して AutoPass をインス トールまたはアップグ

レード します。 AutoPass をインス トールまたはアップグレード しない場合は、 n と入力しま

す。

Data Protector のバージ ョ ン A.05.x が検出される と、 アップグレード手順が自動的に開始され

ます。 ク リーン インス トールを実行する  ( 前のバージ ョ ンのデータベースを削除する ) 場合

は、 旧バージ ョ ンをアンインス トールしてからインス トールを再開して ください。

インス トールの詳細は、 20 ページの 「UNIX 用 Cell Manager のインス トール」 および 37 ペー

ジの 「UNIX 用のインス トール サーバのインス トール」 を参照して ください。

4. セル内にWindows ク ラ イアン トがある場合に、Data Protector A.05.00 またはA.05.10からアップ

グレード しよ う とする と、 IDB 内にあるファ イル名の変換が実行されるこ とが表示されま

す。 IDB の変換は、 国際文字セッ ト を含むファイル名を正し く処理するために必要です。 詳

細は 262 ページの 「IDB 内でのファイル名の変更」 を参照して ください。

アップグレード完了後、 Data Protector が使用できるよ うにな り ます。

omnisetup.sh コマンドの説明については、 DVD-ROM の <Mount_point>/LOCAL_INSTALL

ディレク ト リにある README ファ イルか、 DVD-ROM の <Mount_point>/DOCS/C/MANディレク

ト リにある 『HP OpenView Storage Data Protector Command Line Interface Reference』 を参照して く

ださい。

この次に行う作業

Cell Manager システムと インス トール サーバシステムのアップグレードが完了したら、 構成ファ

イルの変更が必要かど うかを確認します。 詳細は 247 ページの 「構成の変更のチェッ ク」 を参照

して ください。
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インストール サーバのアップグレード

omnisetup.sh コマンドの実行時に、 HP-UX 用または Solaris 用のインス トール サーバは、 自動

的にアップグレード されます。

HP-UX では、 このコマンドは swinstallユーティ リ ティを使用して、 既存のパッケージ セッ ト

を直接アップグレード します。 Solaris では、 このコマンドは pkgrmユーティ リ ティ を使用して

既存のパッケージ セッ ト を削除し、 pkgaddユーティ リ ティを使用して新しいパッケージをイン

ス トールします。

インス トール サーバがクライアン ト  コンポーネン ト と と もにインス トールされている場合、 イ

ンス トール サーバは omnisetup.sh コマンドで削除されます。 この場合、 omnisetup.sh -IS

コマンドを使用して新しいインス トール サーバ デポをインス トールした後、 アップグレード後

のインス トール サーバを再度インポート して ください。 詳細な作業手順は、 187 ページの 「セル

へのインス トール サーバのインポート 」 を参照して ください。

重要 まず Cell Manager をアップグレード しなければ、 インス トール サーバをアップグ

レードするこ とはできません。

アップグレード手順

HP-UX 用または Solaris 用のインス トール サーバを Data Protector A.06.00 にアップグレードする

には、 以下の手順に従います。

1. UNIX インス トール DVD-ROM をド ラ イブに挿入し、 マウン ト  ポイン トにマウン ト します。

例 ：

mkdir /dvdrom
mount /dev/c0d0t0 /dvdrom

オプシ ョ ンで、 ディ スク上のデポから Data Protector をインス トールする場合は、 以下の手順

を実行します。

• インス トール ファ イルが格納されている DP_DEPOTディレク ト リおよび LOCAL_INSTALL

ディレク ト リ をローカル ディ スクにコピーする場合は、 以下のコマンドを実行します。

mkdir <directory>
cp -r /dvdrom/<platform_dir>/DP_DEPOT <directory>

cp -r /dvdrom/<platform_dir>/AUTOPASS <directory>
cp -r /dvdrom/LOCAL_INSTALL <directory>
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<platform_dir>は、 Data Protector のアップグレードを実行するオペレーティング シス

テムおよびプロセッサからなるプラ ッ ト フォームに応じて、 以下のよ うにな り ます。

hpux_ia IA-64 システム上の HP-UX 11.23

hpux_pa PA-RISC システム上の HP-UX

solaris Solaris システム

• DVD-ROM 全体をローカル ディ スクにコピーする場合は、以下のコマンドを実行します。

cp -r /dvdrom <dvd_image_dir>

2. omnisetup.sh コマンドを実行します。 

このコマンドを DVD-ROM から実行するには、 以下のよ うにして実行します。

cd /dvdrom/LOCAL_INSTALL

./omnisetup.sh

ディ スクからインス トール作業を起動する場合は、 以下の手順で行います。

• DP_DEPOTディレク ト リおよび LOCAL_INSTALLディ レク ト リ をローカル ディ スク上の

<directory>にコピーした場合は、 omnisetup.sh コマンドが格納されているこのディ

レク ト リに移動して以下を実行します。

cd <directory>/LOCAL_INSTALL
./omnisetup.sh

• DVD-ROM 全体を <dvd_image_dir>にコピーした場合は、omnisetup.sh コマンドをパ

ラ メータなしで実行します。

cd <dvd_image_dir>/LOCAL_INSTALL
./omnisetup.sh

アップグレード完了後、 Data Protector が使用できるよ うにな り ます。

omnisetup.sh コマンドの説明については、 DVD-ROM の <Mount_point>/LOCAL_INSTALL

ディレク ト リにある README ファ イルか、 DVD-ROM の <Mount_point>/DOCS/C/MANディレク

ト リにある 『HP OpenView Storage Data Protector Command Line Interface Reference』 を参照して く

ださい。

この次に行う作業

インス トール サーバ システムのアップグレードが完了したら、 構成ファイルの変更が必要かど

うかを確認します。 詳細は 247 ページの 「構成の変更のチェッ ク」 を参照して ください。
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Windows Cell Manager とインス トール サーバのアップグレード

従来バージ ョ ンの Data Protector が発見された場合は、 オペレーティング  システムによ り同じコ

ンポーネン ト  セッ トがインス トール対象と見なされます ( 廃止されたコンポーネン トは除く )。
新規 ( ク リーン ) インス トールでは、 既存パッケージ セッ トが削除され、 新しいパッケージ セッ

トがインス トールされます。

Windows 用インス トール サーバが Cell Manager と同じシステムにインス トールされている場合、

アップグレード処理中にインス トール サーバも自動的にアップグレード されます。 古いインス

トール サーバ デポは削除され、 インス トール時にインス トール サーバ コンポーネン トが選択さ

れている場合は、 そこに新しいインス トール サーバ デポがコピーされます。 

インス トール サーバが Data Protector ク ラ イアン ト と と もにインス トールされており、 このク ラ

イアン トが (Data Protector GUI を使用して ) リ モートでアップグレード された場合は、 インス

トール サーバも同時にアップグレード されます。

重要 インス トール完了後、 アップグレード済みのインス トール サーバを再度インポー

ト します。 詳細な作業手順は、 187 ページの 「セルへのインス トール サーバのイ

ンポート 」 を参照して ください。

注記 Windows NT オペレーティング システムをよ り新しい Windows オペレーティング 
システムにアップグレードするこ とを計画している場合は、 初にオペレーティ
ング システムをアップグレード してから、 従来バージ ョ ンの Data Protector を
Data Protector A.06.00 にアップグレード して ください。 詳細な作業手順は、 274 
ページの 「Windows NT から Windows のよ り新しいバージ ョ ンへのアップグレー

ド」 を参照して ください。

MS Cluster Server

MS Cluster Server 環境で実行されている Cell Manager のアップグレード手順は、 MS Cluster Server
環境で使用するよ うに構成されていない Cell Manager のアップグレード手順とは異なり ます。

アップグレードに必要な手順の詳細は、 289 ページの 「Microsoft Cluster Server 上で構成されてい

る Cell Manager のアップグレード」 を参照して ください。

アップグレード手順

Windows 用の Cell Manager と インス トール サーバを Data Protector A.06.00 にアップグレードする

には、 以下の手順に従います。
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1. Windows 用インス トール DVD-ROM をド ラ イブに挿入し、Windows_other\i386\setup.exe

コマンドを実行します。 古い Data Protector がインス トールされているこ とが、 セッ ト アップ

によって検出されます。 [Next] をク リ ッ ク してアップグレードを開始して ください。

2. [ コンポーネント選択 ] ページでは、以前にシステムにインス トールしたコンポーネン トが選

択されています。 こ こで、 コンポーネン ト を追加選択または選択解除して、 コンポーネン ト  
セッ ト を変更するこ と も可能です。 選択されたコンポーネン トの説明は、 ウ ィザードの次の
手順で確認できます。 [Next] をク リ ッ ク します。

3. Windows XP SP2の場合のみ:Data Protectorによってシステムにファイアウォールが検出される

と、 [Windows Firewall configuration] ページが表示されます。 Data Protector のセッ ト

アップ プログラムによって、 必要なすべての Data Protector 実行可能ファイルが登録されま

す。 デフォルトでは、 [Initially, enable newly registered Data Protector 

binaries to open ports as needed] オプシ ョ ンが選択されています。 この時点で、

Data Protector によってポートがオープンされないよ うにするには、 オプシ ョ ンを選択解除し

ます。 ただし、 Data Protector を適切に機能させるには、 実行可能ファイルを有効にする必要

があ り ます。

[Next] をク リ ッ ク します。

4. 選択したコンポーネン トのサマ リー リ ス トが表示されます。 [Install] をク リ ッ ク して

アップグレードを実行します。

図 4-1 コンポーネン ト選択サマリー ページ
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5. [Installation status] ページが表示されます。 [Next] をク リ ッ ク します。

図 4-2 [Installation Status] ページ

6. セル内に UNIX ク ラ イアン トがある場合は、 [IDB Conversion] ページが表示されます。 詳

細は 262 ページの 「IDB 内でのファイル名の変更」 を参照して ください。 

7. この手順は、 Cell Manager のアップグレードでのみ実行されます。 インス トール サーバが

アップグレードする Cell Manager とは別のク ライアン トにインス トールされている場合は、

この手順は実行されません。

購入済みライセンスのパスワードを HP Password Delivery Center の Web サーバからインター

ネッ ト を介して直接ダウンロード してインス トールする場合は、 セッ ト アップ用ウ ィザード
に従って、 HP OpenView AutoPass ユーティ リ ティをインス トールまたはアップグレード しま

す。 AutoPass ユーティ リ ティに関する詳細は、 309 ページの 「HP OpenView AutoPass ユー

ティ リ ティ を使用した恒久パスワードの取得と  インス トール」 を参照して ください。

デフォルトでは、 [Start AutoPass installation] オプシ ョ ン、 または [Upgrade 
AutoPass installation] オプシ ョ ンが選択されています。 HP OpenView AutoPass ユー

ティ リ ティ をインス トールするこ とをお勧めします。 AutoPass をインス トールまたはアップ

グレード しない場合は、 オプシ ョ ンを選択解除します。

セッ ト アップ後すぐに Data Protector を起動するには、 [Start the Data Protector 

Manager GUI] を選択します。
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『HP OpenView Storage Data Protector Product Announcements ソフ ト ウェア ノート  および リ
ファレンス』 を表示するには、 [Open the Product Announcements] を選択します。

図 4-3 AutoPass をインス トール対象として選択する場合

8. [Finish] をク リ ッ ク します。

アップグレード完了後、 Data Protector が使用できるよ うにな り ます。

この次に行う作業

Cell Manager システムと インス トール サーバシステムがアップグレード されたら、 以下を実行し

ます。 

• セル内にUNIX ク ラ イアン トがある場合は、ファ イル名に使用されている非ASCII文字を Data 
Protector で正し く処理できるよ うにするために、 Data Protector IDB が変換されます。 IDB 変

換の詳細は、 262 ページの 「IDB 内でのファイル名の変更」 を参照して ください。

• 構成ファイルの変更が必要かど うかを確認します。 詳細は 247 ページの 「構成の変更の

チェ ッ ク」 を参照して ください。
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構成の変更のチェ ック

グローバル オプシ ョ ン ファイル

アップグレード中に、 古いグローバル オプシ ョ ン ファ イルの内容は、 Cell Manager 上の新しいグ

ローバル オプシ ョ ン ファ イルの内容とマージされます。 古いグローバル オプシ ョ ン ファ イル

は、 UNIX 用 Cell Manager では /etc/opt/omni/server/optionsディレク ト リに、 Windows 用
Cell Manager では <Data_Protector_home>\Config\server\Optionsディ レク ト リにあ り ま

す。

• /opt/omni/newconfig/etc/opt/omni/server/options (UNIX Cell Manager の場合 )

•  <Data_Protector_home>\NewConfig\Server\Options (Windows Cell Manager の場合 )

 マージ後のファイル名は globalで、 アップグレード後の製品で使用されます。 このファ イル

は、 UNIX Cell Manager では /etc/opt/omni/server/optionsディレク ト リに、 Windows Cell 
Manager では <Data_Protector_home>\Config\server\Optionsディレク ト リにあ り ます。

古いグローバル オプシ ョ ン ファ イルは、 アップグレードを行った回数によって、 global.1、

global.2などという名前に変更されます。 

マージ ファ イルの作成時には、 以下が適用されます。

• 古いファイル内のアクティブな ( コ メン トではない ) グローバル オプシ ョ ン ファ イル変数は、

マージ後のファイルでもアクティブとな り ます。 変数の値が古いファ イルからコピーされた
ものであるこ とを示す以下のコ メン トが、 マージ後のファイルに追加されます。

<variable>=<value>

# Data Protector A.06.00

# This value was automatically copied from previous version.

• 使用されなくなったグローバル オプシ ョ ン  ファ イル変数は、 マージ後のファイルではコ メ

ン ト化 ( 非アクティブ化 ) され、 その変数がも う使用されないこ とを示す以下のコ メン トが

付加されます。

# <variable>=<value>

# Data Protector A.06.00

# This value is no longer in use.

• サポート されな くなった変数と値は、 マージ後のファイルではコ メン ト化 ( 無効化 ) されま

す。 テンプレート  (<variable_template>) を含む以下のコ メン トが追加され、 その変数の

従来の値が示されます。

# <variable>=<variable_template>

# Data Protector A.06.00
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# This variable cannot be transferred automatically.

# The previous setting was:

# <variable>=<value>

• 古いファイルのコ メン トは、 マージ後の新しいファイルには移されません。

Windows システムの場合、 グローバル オプシ ョ ン  ファ イルは UNICODE 形式なため、 メモ帳な

どのエディ タを使って編集できます。 編集したファ イルは必ず UNICODE 形式で保存してくださ

い。

新しいオプシ ョ ンの説明はマージ後のグローバル オプシ ョ ン ファ イルに記述されています。

/etc/opt/omni/server/options/global (UNIX Cell Manager の場合 ) または 
<Data_Protector_home>\config\server\options\global (Windows Cell Manager の場合 ) 
グローバル オプシ ョ ンの使用方法は、 『HP OpenView Storage Data Protector ト ラブルシューティン

グ ガイ ド』 の 「グローバル オプシ ョ ン ファ イル」 を参照して ください。

手作業で行う作業

以下に示す一覧は、 アップグレードが正常に完了した後に手作業で行う作業をま とめたもので
す。

• Omnirc ファ イル

Cell Manager システムと インス トール サーバ システムをアップグレード した後で、 必要に応

じて omnirc ファ イルを編集できます。 編集方法の詳細は、 『HP OpenView Storage Data 
Protector ト ラブルシューティング ガイ ド』 の 「omnirc オプシ ョ ンの使用」 を参照して くださ

い。

• コマンド行

変更または機能強化されたコマンドの一覧は、 B-80 ページの 「Data Protector A.06.00 にアッ

プグレード した後のコマンド行ツールの変更」 を参照して ください。 古いコマンドを使用し

ているスク リプ トがないかチェ ッ ク し、 必要に応じて修正する必要があ り ます。 スク リプ ト
の構文は、 対応するマンページを参照して ください。

この次に行う作業

Cell Manager およびインス トール サーバをインス トールし、 必要な変更をすべて実施したら、 ソ

フ ト ウェアをク ラ イアン トに配布します。 詳細は 249 ページの 「ク ライアン トのアップグレー

ド」 を参照して ください。
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クライアン トのアップグレード

アップグレードの手順

ク ラ イアン トのアップグレード手順は 233 ページの 「アップグレードの概要」 を参照して くださ

い。

クライアン トのリモート  アップグレード

インス トール サーバを使ったク ライアン トのアップグレード手順は、 50 ページの 「Data 
Protector ク ラ イアン トの リモート  インス トール」 を参照して ください。 UNIX システムでは、 新

規コンポーネン ト を追加する前に、 既存のコンポーネン ト をアップグレードする必要があ り ま
す。 新規コンポーネン トの追加後には、 以前のバージ ョ ンからのコンポーネン トは Data Protector
には表示されません。 この場合は、 これらのコンポーネン ト を再インス トールする必要があ り ま
す。

クライアン トのローカル アップグレード

ネッ ト ワーク上にインス トール サーバがない場合、 または何らかの理由によ り Data Protector ソ

フ ト ウェアをク ラ イアン ト  システムに配布できない場合は、 Data Protector ク ラ イアン ト をロー

カルにアップグレードできます。 

Windows ク ラ イアン ト をローカルにアップグレードする場合は、 63 ページの 「Windows 用ク ラ

イアン トのインス トール」 を参照して ください。 UNIX ク ラ イアン ト をローカルにアップグレー

ドする場合は、 119 ページの 「UNIX ク ライアン トのローカル インス トール」 を参照して くださ

い。

Novell NetWare

アップグレード したシステムに Novell NetWare ク ラ イアン トが含まれている場合は、

NDS/eDirectory データベースのバッ クアップと復元を可能にするための追加手順が必要になり ま

す。 詳細は 102 ページの 「Novell NetWare ク ラ イアン トのローカル インス トール」 を参照して く

ださい。

Linux クライアン ト

Linux ク ラ イアン トのアップグレード時には、 Data Protector のバイナリ と構成ファ イルが

/usr/omniから /opt/omni ( バイナリ ) と /etc/opt/omni ( 構成ファ イル ) に移されます。 実

行前スク リプ トや実行後スク リプ トは、 /opt/omniには移されず、 /tmp/usr_omniに保存され

ています。 これらのファイルは /opt/omni/lbinに手動でコピーする必要があ り ます。
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inetdサービスの代わりに xinetdサービスが使用されている場合は、 /etc/xinetd.d/omni

ファ イルが置き換えられず、 設定は変更されません。 xinetdサービスが実行されているかど う

かを確認するには、 以下のコマンドを実行します。

ps -e | grep xinetd

設定をデフォルトの Data Protector 設定で置き換える場合か、 不具合のあるファ イルを置き換え

る場合は、 ファ イルを削除し、 Data Protector GUI からすべての Data Protector ソフ ト ウェア コン

ポーネン ト をプッシュします。 デフォルト状態の /etc/xinetd.d/omni ファ イルがインス トー

ルされます。 

重要  /etc/xinetd.d/omni ファ イルを置き換える と、 変更内容が失われます。 変更を

残しておく場合は、 以前のファイルのバッ クアップ コピーを作成し、 設定を手作

業で新規ファイルに追加します。

MC/ServiceGuard 上で構成されているクライアン トのアップグレード

アップグレード される Data Protector 用統合ソフ ト ウェア コンポーネン トが Cell Manager と同じ

ノードにインス トールされる場合、 MC/ServiceGuard を使用している ク ライアン トのアップグ

レードを行うには、 初に物理ノードをアップグレード してから、 以下の手順を行います。

1. 以下のコマンドを実行して仮想ホス ト をエクスポート します。

omnicc -export_host <virtual_hostname>

2. 仮想ホス ト を再度インポート します。

omnicc -import_host <virtual_hostname> -virtual

統合ソフ トウェアがインストールされたクライアン トのアップグレード

統合ソフ ト ウェア (Oracle、 SAP R/3、 Informix Server、 Sybase、 Microsoft Exchange Server、 HP 
StorageWorks Disk Array XP、 EMC Symmetrix など ) がインス トールされた Data Protector ク ラ イア

ン トのアップグレードを正常に行うには、 以降の項に記述された手順に従ってください。

• Oracle 用統合ソフ ト ウェアのアップグレード方法の詳細は、 251 ページの 「Oracle 用統合ソフ

ト ウェアのアップグレード」 を参照して ください。

• SAP R/3 用統合ソフ ト ウェアのアップグレード方法の詳細は、 253 ページの 「SAP R/3 用統合

ソフ ト ウェアのアップグレード」 を参照して ください。
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• Informix Server 用統合ソフ ト ウェアのアップグレード方法の詳細は、 253 ページの 「UNIX シ

ステム上の Informix Server 用統合ソフ ト ウェアのアップグレード」 および 254 ページの

「Windows システム上の Informix Server 用統合ソフ ト ウェアのアップグレード」 を参照して

ください。

• Sybase 用統合ソフ ト ウェアのアップグレード方法の詳細は、 255 ページの 「UNIX システム上

の Sybase 用統合ソフ ト ウェアのアップグレード」 および 257 ページの 「Windows システム上

の Sybase 用統合ソフ ト ウェアのアップグレード」 を参照して ください。

• MS Exchange、 MS SQL、 HP StorageWorks Disk Array XP、 EMC Symmetrix などの統合ソフ ト

ウェアのアップグレード方法の詳細は、 260 ページの 「他の統合ソフ ト ウェアのアップグ

レード」 を参照して ください。

Oracle 用統合ソフ トウェアのアップグレード

Oracle 用統合ソフ ト ウェアがインス トールされているク ライアン トのアップグレードは、

omnisetup.sh -install oracle8 コマンド  (UNIX システムの場合 ) または setup.exe コマン

ド  (Windows システムの場合 ) を使用してローカルに行うか、 あるいは、 Data Protector GUI を使

用して リモートから Oracle 用統合ソフ ト ウェア エージェン ト をク ラ イアン トにプッシュする方

法で行います。 UNIX 上で Cell Manager 以外のシステムのク ライアン ト をアップグレードする場

合は、 -install oracle8 を指定する必要はあ り ません。 この場合、 プロンプ トは表示されず、

アップグレード前にシステムにインス トールされていたのと同じコンポーネン トが自動的に選択
されます。

アップグレード後の新しいテンプレート   Data Protector A.05.00 または A.05.10 からアップグレー

ドする場合は、 Oracle テンプレートが新しいバージ ョ ンに置き換えられます。 新しいテンプレー

トは以下のディレク ト リ内にあ り ます。

/opt/omni/newconfig/etc/opt/omni/server/dltemplates/lists/oracle8 (UNIX システ

ム ) 、 または、 <Data_Protector_home>\NewConfig\server\dltemplates\lists\oracle8 
(Widows システム ) 

新しいテンプレート を使用するには、 Data Protector A.06.00 へのアップグレード後に、

/etc/opt/omni/server/dltemplates/lists\oracle8ディ レク ト リ  (UNIX システムの場合 ) 
または <Data_Protector_home>\Config\server\dltemplates\lists\oracle8ディレク

ト リ  (Windows システムの場合 ) にコピーします。 古いテンプレート を残しておく場合は、 別の

名前で保存してください。

ZDB メ ソ ッ ドの構成  Oracle インスタンス構成ファイルに <ORACLE_DBID>パラ メータが含まれ

ているかど うかに応じて、 Data Protector A.06.00 用の ZDB 方法構成ファ イルが以下のよ うに設定

されます。
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• Oracle インスタンス構成ファイルに <ORACLE_DBID>パラ メータが含まれている場合 (Data 
Protector A.05.10 および A.05.50 の場合 ) は、 アップグレード中に ZDB 方法構成ファイルが

データベース  インスタンスごとに作成されます。 

• Oracle インスタンス構成ファイルに <ORACLE_DBID>パラ メータが含まれていない場合 (Data 
Protector A.05.00 の場合 ) は、 初のバッ クアップ セッシ ョ ン中に ZDB 方法構成ファイルが

インスタンスごとに作成されます。

Oracle ZDB メ ソ ッ ドはアップグレード中には変更されません。 プロキシ コピー ZDB メ ソ ッ ド と

バッ クアップ セッ ト ZDB メ ソ ッ ドを切り替える方法については、 『HP OpenView Storage Data 
Protector Zero Downtime Backup Integration Guide』 を参照して ください。

Oracle ZDB のアップグレード   Data Protector A.05.00 または A.05.10 からアップグレードする場

合は、 Oracle ZDB のバッ クアップ仕様が、 Oracle 統合用ソフ ト ウェアの標準アップグレード手順

の 後で自動的にアップグレード されます。 

バッ クアップ仕様のアップグレード中に、 以下の手順が実行されます。

• OB2DMAPパラ メータ と OB2SMBパラ メータが、 初のRMAN ALLOCATE CHANNELコマンドに追

加されます。 OB2DMAPパラ メータには、 アップグレード前に割り当てられていたチャネル数

が設定されます。 たとえば、 RMAN スク リプ トに 4 つのチャネルが割り当てられていた場

合、 OB2DMAPパラ メータは 4 に設定されます。

• すべての ALLOCATE CHANNEL コマンドは、 初のものを除き、スク リプ トから削除されます。

• インスタン ト  リ カバリが有効に設定されている場合、 バッ クアップ オブジェク トの

TABLESPACEか DATAFILESは、 データベース全体のバッ クアップのみが認められるよ うに、

DATABASEに変更されます。

• プロキシ コピーによるバッ クアップ メ ソ ッ ドを使用していた場合は、 すべての RELEASE 

CHANNEL コマンドは、 初の ALOCATE CHANNEL コマンドを参照しているものを除き、 削除

されます。

詳細は、 『HP OpenView Storage Data Protector インテグレーシ ョ ン  ガイ ド  - Oracle、 SAP』 か 『HP 
OpenView Storage Data Protector Zero Downtime Backup Integration Guide』 を参照して ください。

インスタン ト  リカバリのための Oracle インスタンスの構成  制御ファ イル、 リ カバリ  カタログ、

またはアーカイブ REDO ログ ファ イルが、 データベース  ファ イルと同じソース  ボ リ ューム  グ
ループ (LVM 使用時 ) またはソース  ボ リ ュームに置かれている場合は、 Oracle インスタンスを再

構成するか、 または ZDB_ORA_INCLUDE_CF_OLF、 ZDB_ORA_INCLUDE_SPF、

ZDB_ORA_NO_CHECKCONF_IRの各 omnirc変数を設定する必要があ り ます。 詳細は 『HP 
OpenView Storage Data Protector Zero Downtime Backup Integration Guide』 を参照して ください。
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SAP R/3 用統合ソフ トウェアのアップグレード

SAP R/3 用統合ソフ ト ウェアがインス トールされているク ライアン トのアップグレードは、

omnisetup.sh -install sap コマンド  (UNIX システムの場合 ) または setup.exe コマンド  
(Windows システムの場合 ) を使用してローカルに行うか、 あるいは、 Data Protector GUI を使用

して リモートから SAP R/3 用統合ソフ ト ウェア エージェン ト をク ラ イアン トにプッシュする方

法で行います。 UNIX 上で Cell Manager 以外のシステムのク ライアン ト をアップグレードする場

合は、 -install sapオプシ ョ ンを指定する必要はあ り ません。 この場合、 プロンプ トは表示さ

れず、 アップグレード前にシステムにインス トールされていたのと同じコンポーネン トが自動的
に選択されます。

インスタン ト  リカバリのための Oracle インスタンスの構成  制御ファ イル、 リ カバリ  カタログ、

またはアーカイブ REDO ログ ファ イルが、 データベース  ファ イルと同じソース  ボ リ ューム  グ
ループ (LVM 使用時 ) またはソース  ボ リ ュームに置かれている場合は、 Oracle インスタンスを再

構成するか、 または ZDB_ORA_INCLUDE_CF_OLF、 ZDB_ORA_INCLUDE_SPF、

ZDB_ORA_NO_CHECKCONF_IRの各 omnirc変数を設定する必要があ り ます。 詳細は 『HP 
OpenView Storage Data Protector Zero Downtime Backup Integration Guide』 を参照して ください。

UNIX システム上の Informix Server 用統合ソフ トウェアのアップグレード

Informix Server 用統合ソフ ト ウェアを Data Protector A.05.00 または A.05.10 から Data Protector 
A.06.00 にアップグレードする際には、 環境に応じ、 以下の 3 つのアップグレード手順があ り ま

す。

手順 1

Informix Server ク ラ イアン トが Cell Manager と同じシステムになく、 かつ、 Data Protector ク ラス

タ対応ク ライアン ト と して構成されていない場合、 Data Protector Informix Server 構成パラ メータ

は、 アップグレード中に、 Data Protector Informix Server ク ラ イアン トから Cell Manager に自動的

に移されます。 アップグレード後の Informix Server データベースの再構成は不要です。

omnisetup.sh コマンドを実行してク ライアン ト をローカルにアップグレードするか、 Data 
Protector GUI を使用して リモートから Informix Server 用統合ソフ ト ウェア エージェン ト をク ラ イ

アン トにプッシュし、 ク ラ イアン ト をアップグレード します。

手順 2

Informix Server ク ラ イアン トが Cell Manager と同じシステムになく、 かつ、 Data Protector ク ラス

タ対応ク ライアン ト と して構成されている場合、 Data Protector Informix Server 構成パラ メータは、

アップグレード中に、 Data Protector Informix Server ク ラ イアン トから Cell Manager に自動的に移

されます。 アップグレード後には、 Informix Server データベースを再構成する必要があ り ます。
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1. omnisetup.sh コマンドを実行してク ライアン ト をローカルにアップグレードするか、 Data 
Protector GUI を使用して リモートから Informix Server 用統合ソフ ト ウェア エージェン ト をク

ライアン トにプッシュし、 ク ラ イアン ト をアップグレード します。

2. 『HP OpenView Storage Data Protector インテグレーシ ョ ン  ガイ ド』 で説明されている とおり

に、 Data Protector GUI か CLI を使用して、 Informix Server データベースを構成します。

Informix Server の仮想ホス ト名を使用して、 Informix Server データベースを構成します。

手順 3

Informix Server ク ラ イアン トがク ラスタ対応 Cell Manager と同じシステムにあ り、 かつ、 Data 
Protector ク ラスタ対応ク ライアン ト と して構成されているかいないかのいずれかの場合、 Data 
Protector Informix Server 構成パラ メータは、 アップグレード中に、 Data Protector Informix Server ク

ライアン トから Cell Manager に自動的に移されません。 アップグレード後には、 Informix Server
データベースを再構成する必要があ り ます。

1. omnisetup.sh コマンドを実行してク ライアン ト をローカルにアップグレードするか、 Data 
Protector GUI を使用して リモートから Informix Server 用統合ソフ ト ウェア エージェン ト をク

ライアン トにプッシュし、 ク ラ イアン ト をアップグレード します。

2. 『HP OpenView Storage Data Protector インテグレーシ ョ ン  ガイ ド』 で説明されている とおり

に、 Data Protector GUI か CLI を使用して、 Informix Server データベースを構成します。

Windows システム上の Informix Server 用統合ソフ トウェアのアップグレード

Informix Server 用統合ソフ ト ウェアを Data Protector A.05.00 または A.05.10 から Data Protector 
A.06.00 にアップグレードする際には、 環境に応じ、 以下の 3 つのアップグレード手順があ り ま

す。

手順 1

Informix Server ク ラ イアン トが Cell Manager と同じシステムになく、 かつ、 Data Protector ク ラス

タ対応ク ライアン ト と して構成されていない場合、 Data Protector Informix Server 構成パラ メータ

は、 アップグレード中に、 Data Protector Informix Server ク ラ イアン トから Cell Manager に自動的

に移されます。 アップグレード後の Informix Server データベースの再構成は不要です。

setup.exe コマンドを実行してク ライアン ト をローカルにアップグレードするか、 Data Protector 
GUI を使用して リモートから Informix Server 用統合ソフ ト ウェア エージェン ト をク ライアン トに

プッシュし、 ク ラ イアン ト をアップグレード します。
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手順 2

Informix Server ク ラ イアン トが Cell Manager と同じシステムになく、 かつ、 Data Protector ク ラス

タ対応ク ライアン ト と して構成されている場合、 Data Protector Informix Server 構成パラ メータは、

アップグレード中に、 Data Protector Informix Server ク ラ イアン トから Cell Manager に自動的に移

されます。 アップグレード後には、 Informix Server データベースを再構成する必要があ り ます。

1. setup.exe コマンドを実行してク ライアン ト をローカルにアップグレードするか、 Data 
Protector GUI を使用して リモートから Informix Server 用統合ソフ ト ウェア エージェン ト をク

ライアン トにプッシュし、 ク ラ イアン ト をアップグレード します。

2. 『HP OpenView Storage Data Protector インテグレーシ ョ ン  ガイ ド』 で説明されている とおり

に、 Data Protector GUI か CLI を使用して、 Informix Server データベースを構成します。

Informix Server の仮想ホス ト名を使用して、 Informix Server データベースを構成します。

手順 3

Informix Server ク ラ イアン トがク ラスタ対応 Cell Manager と同じシステムにあ り、 かつ、 Data 
Protector ク ラスタ対応ク ライアン ト と して構成されているかいないかのいずれかの場合、 Data 
Protector Informix Server 構成パラ メータは、 アップグレード中に、 Data Protector Informix Server ク

ライアン トから Cell Manager に自動的に移されません。 アップグレード後には、 Informix Server
データベースを再構成する必要があ り ます。

1. setup.exe コマンドを実行してク ライアン ト をローカルにアップグレードするか、 Data 
Protector GUI を使用して リモートから Informix Server 用統合ソフ ト ウェア エージェン ト をク

ライアン トにプッシュし、 ク ラ イアン ト をアップグレード します。

2. 『HP OpenView Storage Data Protector インテグレーシ ョ ン  ガイ ド』 で説明されている とおり

に、 Data Protector GUI か CLI を使用して、 Informix Server データベースを構成します。

UNIX システム上の Sybase 用統合ソフ トウェアのアップグレード

Sybase 用統合ソフ ト ウェアを Data Protector A.05.00 または A.05.10 から Data Protector A.06.00 に

アップグレードする際には、 環境に応じ、 以下の 3 つのアップグレード手順があ り ます。

手順 1

Sybase ク ラ イアン トが Cell Manager と同じシステムになく、 かつ、 Data Protector ク ラスタ対応ク

ライアン ト と して構成されていない場合、 Data Protector Sybase 構成パラ メータは、 アップグレー

ド中に、 Data Protector Sybase ク ラ イアン トから Cell Manager に自動的に移されます。 アップグ

レード後の Sybase Server の再構成は不要です。
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omnisetup.sh コマンドを実行してク ライアン ト をローカルにアップグレードするか、 Data 
Protector GUI を使用して リモートから Sybase 用統合ソフ ト ウェア エージェン ト をク ラ イアン ト

にプッシュし、 ク ラ イアン ト をアップグレード します。

手順 2

Sybase ク ラ イアン トが Cell Manager と同じシステムになく、 かつ、 Data Protector ク ラスタ対応ク

ライアン ト と して構成されている場合、 Data Protector Sybase 構成パラ メータは、 アップグレード

中に、 Data Protector Sybase ク ラ イアン トから Cell Manager に自動的に移されます。 アップグレー

ド後には、 Sybase Server を再構成する必要があ り ます。

1. omnisetup.sh コマンドを実行してク ライアン ト をローカルにアップグレードするか、 Data 
Protector GUI を使用して リモートから Sybase 用統合ソフ ト ウェア エージェン ト をク ラ イア

ン トにプッシュし、 ク ラ イアン ト をアップグレード します。

2. 『HP OpenView Storage Data Protector インテグレーシ ョ ン  ガイ ド』 で説明されている とおり

に、 Data Protector GUI か CLI を使用して、 Sybase ク ラ イアン ト を構成します。

Sybase Server の仮想ホス ト名を使用して、 Sybase Server を構成します。

手順 3

Sybase ク ラ イアン トがク ラスタ対応 Cell Manager と同じシステムにあ り、 かつ、 Data Protector ク

ラスタ対応ク ライアン ト と して構成されているかいないかのいずれかの場合、 Data Protector 
Sybase 構成パラ メータは、 アップグレード中に、 Data Protector Sybase ク ラ イアン トから Cell 
Manager に自動的に移されません。 アップグレード後には、 Sybase Server を再構成する必要があ

り ます。

1. omnisetup.sh コマンドを実行してク ライアン ト をローカルにアップグレードするか、 Data 
Protector GUI を使用して リモートから Sybase 用統合ソフ ト ウェア エージェン ト をク ラ イア

ン トにプッシュし、 ク ラ イアン ト をアップグレード します。

2. 『HP OpenView Storage Data Protector インテグレーシ ョ ン  ガイ ド』 で説明されている とおり

に、 Data Protector GUI か CLI を使用して、 Sybase Server を構成します。

Sybase Server が Data Protector ク ラスタ対応ク ライアン ト と して構成されている場合、 Sybase 
Server の仮想ホス ト名を使用して構成します。

Sybase Server が Data Protector ク ラスタ対応ク ライアン ト と して構成されていない場合、

Sybase Server のホス ト名を使用して構成します。
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Windows システム上の Sybase 用統合ソフ トウェアのアップグレード

Sybase 用統合ソフ ト ウェアを Data Protector A.05.00 または A.05.10 から Data Protector A.06.00 に

アップグレードする際には、 環境に応じ、 以下の 3 つのアップグレード手順があ り ます。

手順 1

Sybase ク ラ イアン トが Cell Manager と同じシステムになく、 かつ、 Data Protector ク ラスタ対応ク

ライアン ト と して構成されていない場合、 Data Protector Sybase 構成パラ メータは、 アップグレー

ド中に、 Data Protector Sybase ク ラ イアン トから Cell Manager に自動的に移されます。 アップグ

レード後の Sybase Server の再構成は不要です。

setup.exe コマンドを実行してク ライアン ト をローカルにアップグレードするか、 Data Protector 
GUI を使用して リモートから Sybase 用統合ソフ ト ウェア エージェン ト をク ラ イアン トにプッ

シュし、 ク ラ イアン ト をアップグレード します。

手順 2

Sybase ク ラ イアン トが Cell Manager と同じシステムになく、 かつ、 Data Protector ク ラスタ対応ク

ライアン ト と して構成されている場合、 Data Protector Sybase 構成パラ メータは、 アップグレード

中に、 Data Protector Sybase ク ラ イアン トから Cell Manager に自動的に移されます。 アップグレー

ド後には、 Sybase Server を再構成する必要があ り ます。

1. setup.exe コマンドを実行してク ライアン ト をローカルにアップグレードするか、 Data 
Protector GUI を使用して リモートから Sybase 用統合ソフ ト ウェア エージェン ト をク ラ イア

ン トにプッシュし、 ク ラ イアン ト をアップグレード します。

2. 『HP OpenView Storage Data Protector インテグレーシ ョ ン  ガイ ド』 で説明されている とおり

に、 Data Protector GUI か CLI を使用して、 Sybase ク ラ イアン ト を構成します。

Sybase SQL Server の仮想ホス ト名を使用して、 Sybase Server を構成します。

手順 3

Sybase ク ラ イアン トがク ラスタ対応 Cell Manager と同じシステムにあ り、 かつ、 Data Protector ク

ラスタ対応ク ライアン ト と して構成されているかいないかのいずれかの場合、 Data Protector 
Sybase 構成パラ メータは、 アップグレード中に、 Data Protector Sybase ク ラ イアン トから Cell 
Manager に自動的に移されません。 アップグレード後には、 Sybase Server を再構成する必要があ

り ます。

1. setup.exe コマンドを実行してク ライアン ト をローカルにアップグレードするか、 Data 
Protector GUI を使用して リモートから Sybase 用統合ソフ ト ウェア エージェン ト をク ラ イア

ン トにプッシュし、 ク ラ イアン ト をアップグレード します。
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2. 『HP OpenView Storage Data Protector インテグレーシ ョ ン  ガイ ド』 で説明されている とおり

に、 Data Protector GUI か CLI を使用して、 Sybase ク ラ イアン ト を構成します。

Sybase Server が Data Protector ク ラスタ対応ク ライアン ト と して構成されている場合、 Sybase 
Server の仮想ホス ト名を使用して構成します。

Sybase Server が Data Protector ク ラスタ対応ク ライアン ト と して構成されていない場合、

Sybase Server のホス ト名を使用して構成します。

HP StorageWorks EVA 用統合ソフ トウェアのアップグレード

HP StorageWorks EVA 用統合ソフ ト ウェアのアップグレードには、 HP StorageWorks EVA Agent (
レガシー ) から HP StorageWorks EVA SMI-S Agent へのアップグレードが必要です。 このアップグ

レードが必要となるのは、 EVA Agent ( レガシー ) が廃止予定であるためです。

アップグレードが正常に終了する と、 以下の結果が得られます。

• EVA Agent ( レガシー ) で作成されたバッ クアップ仕様がアップグレード されます。

• バッ クアップ セッシ ョ ン情報が EVADB から SMISDB に移されて、SMI-S Agent による復元が

可能になり ます。

• EVA Agent ( レガシー ) に対して定義されていたログインおよびディ スク  グループのルールが

SMISDB に移されます。

必要となる製品のどのバージ ョ ンやリ リースがサポート されており、 SMI-S Agent がどのプラ ッ

ト フォームでサポート されているかについては、 『HP OpenView Storage Data Protector Product 
Announcements ソフ ト ウェア ノー ト  および リ ファレンス』 を参照して ください。

前提条件

• SMI-S Agentを実行するオペレーティングシステムの 小要件を満たしているこ とを確認しま

す。

• 実行中の EVA バッ クアップがないこ とを確認します。 アップグレード手順を開始する と、 実

行中のバッ クアップが失敗するこ とがあ り ます。 失敗した場合は SMIDB 内にセッシ ョ ン情

報が生成されず、 そのセッシ ョ ンからの復元は不可能です。

• エージェン トのアップグレードは、 必ず Cell Manager のアップグレード終了後に開始します。

アップグレード手順

HP StorageWorks EVA Agent ( レガシー ) から HP StorageWorks EVA SMI-S Agent にアップグレード

するには、 以下の手順に従ってください。
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1. Cell Manager 上で、upgrade_cm_from_evaa コマンドを実行して、すべての EVADB エン ト リ

を SMISDB エン ト リにアップグレード します。 このコマンドは、 必ず Cell Manager のアップ

グレード終了後に実行してください。 

以下の情報が移されます。

• EVA Agent ( レガシー) で作成されたバッ クアップ仕様とバッ クアップ セッシ ョ ン  ( 複製 )

• EVA Management Appliance に関連するログイン  エン ト リ

以下の点に注意してください。

ログイン

• ログイン エン ト リが SMISDB 内にすでに存在している場合は、その Management Appliance
に関する新しいエン ト リは作成されません。

• ログイン ユーザーやパスワードは、 CV EVA と SMI-S プロバイダで同一と想定されます。

• SMISDB ログイン  エン ト リは常にポート 5988 を使用します。

ディスク  グループ ルール

• 特定のディ スク  グループに対するルールが SMISDB 内にすでに存在している場合は、 更

新は行われません。

• EVA Agent ( レガシー ) に対して定義されていたすべてのディ スク  グループ ルールは、既

存の SMISDB ディ スク  グループ ルールの 後に追加されます。

upgrade_cm_from_evaa コマンドの詳細は、 『HP OpenView Storage Data Protector Command 
Line Interface Reference』 を参照して ください。

2. ローカル アップグレードを実行する場合は、 アプリ ケーシ ョ ン  システム上で、

omnisetup.sh -install smisa コマンド  (UNIX システムの場合 ) か setup.exe コマンド  
(Windows の場合 ) を実行します。 リモート  アップグレードを行う場合は、 [ コンポーネント

の追加 ] GUI ウ ィザードを使用し、 [HP StorageWorks EVA SMI-S Agent] を選択して、

SMI-S Agent をク ライアン トにプッシュします。

実行前スク リプ トによって、 EVAA パッケージがシステム上に存在するかど うかがチェッ ク

されます。 パッケージが検出された場合は、 そのパッケージに関する情報が Cell Manager か
ら削除されます。
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EVAA パッケージのアンインス トールにと もなって、 EVA Agent ( レガシー ) で作成された

EVA バッ クアップ セッシ ョ ン  ( 複製 ) の情報が、 EVADB から SMISDB に移されます。 これ

によ り、 アップグレード後に、 EVA Agent ( レガシー ) を使用して作成されたバッ クアップ 
セッシ ョ ンを SMI-S Agent を使用して復元できるよ うにな り ます。

3. アプ リ ケーシ ョ ン  システムのアップグレードが終了したら、 バッ クアップ システムもアッ

プグレードする必要があ り ます。 スケジュールされたバッ クアップ仕様は、 アプリ ケーシ ョ
ン システムとバッ クアップ システムの両方が正常にアップグレード されるまで動作しませ

ん。

4. omnirc ファ イルを手作業で確認し、 omnirc変数が適切にアップグレード されたこ とを確認

します。

他の統合ソフ トウェアのアップグレード

Data Protector ク ラ イアン トに MS Exchange、 MS SQL、 HP StorageWorks Disk Array XP、 EMC 
Symmetrix などの統合ソフ ト ウェアがインス トールされている場合は、 それらのク ライアン ト を

アップグレードする必要があ り ます。 このためには、 システム上で omnisetup.sh -install 
<component_list> コマンド  (UNIX システムの場合 ) または setup.exe コマンド  (Windows シ
ステムの場合 ) を実行してローカルにアップグレードするか、 あるいは、 Data Protector GUI を使

用して リモートでアップグレード します。 Data Protector コンポーネン ト  コードの一覧は、 119 
ページの 「UNIX ク ライアン トのローカル インス トール」 を参照して ください。 Cell Manager 以
外のシステム上のク ライアン ト をアップグレードする場合は、 -install <component_list> オ
プシ ョ ンの指定は不要です。 この場合、 プロンプ トは表示されず、 アップグレード前にシステム
にインス トールされていたのと同じコンポーネン トが自動的に選択されます。

MoM 環境でのアップグレード

MoM 環境は逐次的にアップグレードできますが、 以下の制限に注意してください。

• いったん MoM Manager/CMMDB Server をアップグレードする と、Data Protector A.06.00 MoM 
GUI から Data Protector A.05.x ファ イルシステムまたは統合ソフ ト ウェアを復元するこ とはで

きな くな り ます。 したがって、 古い MoM GUI を使用して復元するか、 またはク ライアン ト

をアップグレードする必要があ り ます。 

Data Protector A.05.x ク ラ イアン トのファ イルシステムおよび統合ソフ ト ウェアのバッ クアッ

プは、 Data Protector A.06.00 MoM GUI から実行できます。

MoM 環境を Data Protector A.06.00 にアップグレードするには、 以下の手順に従ってください。

1. MoM Manager/CMMDB Server を Data Protector A.06.00 へアップグレード します。
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アップグレードは、 MoM 環境内の Cell Manager を停止した状態で行う必要があ り ます。

アップグレード後も、 MoM Manager は古い Cell Manager に対して正し く機能します。

2. MoM 環境内の各クライアン ト Cell Manager をアップグレード します。

アップグレード手順は、 237 ページの 「UNIX 用 Cell Manager と インス トール サーバのアッ

プグレード」 および 243 ページの 「Windows Cell Manager と インス トール サーバのアップグ

レード」 を参照して ください。

3. 構成したデバイスでク ライアン ト をアップグレード します。

4. アプ リ ケーシ ョ ン統合ソフ ト ウェアでク ライアン ト をアップグレード します。

こ こまでのアップグレード手順が完了する と、 Data Protector A.06.00 MoM GUI でファイルシ

ステムと統合ソフ ト ウェアをバッ クアップおよび復元するこ とが可能になり ます。
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IDB 内でのファイル名の変更

Data Protector A.05.50 および A.06.00 では、 異なるプラ ッ ト フォームの異なる地域設定 ( ロケール

) で作成されたファイル名の処理と表示の機能が改善されています。 このため、 Data Protector 
A.05.00 または A.05.10 からアップグレードする場合、 一部のセル構成では IDB 内の既存ファイ

ル名の変換が必要になり ます。 A.05.50 からアップグレードする場合は、 変換は不要です。

IDB 内のファ イル名の変換は、 必ず実行しなければなり ません。 変換しないと、 非 ASCII 文字が

含まれるファ イル名の参照や復元時の選択にさまざまな要因が影響し、 望まし くない結果が生じ
る可能性が高くな り ます。 

変換は以下のよ うに実行されます。

• UNIX Cell Manager: Windows ク ラ イアン トのアップグレード後のバッ クアップの一部と して

実行。

• Windows Cell Manager: Cell Manager のアップグレード後のバッ クグラウンド  プロセス と して

実行。

IDB の変換が必要な場合は、 プロンプ トが表示されます。 

Data Protector A.05.00 または A.05.10 からアップグレードする場合にファ イル名変換によって Cell 
Manager がどのよ うな影響を受けるかについて、 262 ページの表 4-1 (Windows Cell Manager の場

合 ) と 264 ページの表 4-2 に示します。

表 4-1 Windows Cell Manager に対するファイ

ル名変換の影響

UNIX およびその他のクライア

ン ト

Windows ク

ライアン ト

IDB 変換の必要性 はい 1 いいえ
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ク ラ イアン ト をアップ
グレードせず、 変換前
にバッ クアップを行っ
た場合

問題あ り。 2

非 ASCII 文字がバッ クアップ仕

様 ( ツ リーや除外リ ス ト など ) に
含まれている ク ラ イアン トは、
Data Protector A.06.00 にアップグ

レードする必要があ り ます。 こ
のよ うなク ライアン トは、 アッ
プグレード作業を優先しやすく
するために、 アップグレード中
に Data Protector イベン ト  ログに

記録されます。

問題なし。

ク ラ イアン ト を
A.06.00 にアップグ

レード し、 変換前に
バッ クアップを行った
場合

問題なし。

変換を実行し、 特定のク ライア
ン トの IDB データを変換してい

る と きに、 そのク ライアン ト を
バッ クアップする と、 そのバッ
クアップ セッシ ョ ンが No log

モードに切り替わり ます。

問題なし。

変換前に復元対象ファ
イルを表示し、 復元対
象と して非 ASCII
ファ イル名 / ツ リーを

選択した場合

問題あ り。 3

IDB 内に保存されているク ライ

アン ト用のファイル名を変換し
ないと、 非 ASCII 文字を Data 
Protector GUI に ( 復元対象と し

て ) 正し く表示できません。

問題なし。

変換後にバッ クアップ
を行った場合

問題なし。

ク ラ イアン ト を Data Protector 
A.06.00 にアップグレードする必

要があ り ます。

問題なし。

表 4-1 Windows Cell Manager に対するファイ

ル名変換の影響 ( 続き )

UNIX およびその他のクライア

ン ト

Windows ク

ライアン ト
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変換後にファイルを表
示および復元した場合

問題なし。

ク ラ イアン ト を Data Protector 
A.06.00 にアップグレードする必

要があ り ます。

問題なし。

Disk Agent の互換性 (
旧バージ ョ ン )4

Data Protector 
A.05.00 = 互換性なし  
A.05.10 = 互換性なし  
A.05.50 = 互換性あ り 4

Data 
Protector 
A.05.00 = 互
換性あ り 4、
A.05.10 = 互
換性あ り 4、
A.05.50.= 互
換性あ り 4

表 4-2 UNIX Cell Manager に対するファイル名

変換の影響

UNIX お

よびその
他のクラ
イアン ト

Windows クライアン ト

IDB 変換の必要性 いいえ はい1

表 4-1 Windows Cell Manager に対するファイ

ル名変換の影響 ( 続き )

UNIX およびその他のクライア

ン ト

Windows ク

ライアン ト
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ク ラ イアン ト をアップ
グレードせず、 変換期
間前にバッ クアップを
行った場合

問題なし。 問題あ り。2

非 ASCII 文字がバッ クアップ仕様 
( ツ リーや除外リ ス ト など ) に含ま

れているク ライアン トは、 Data 
Protector A.06.00 にアップグレード

する必要があ り ます。 このよ うな
ク ラ イアン トは、 アップグレード
作業を優先しやすくするために、
Data Protector イベン ト  ログに記録

されます。

ク ラ イアン ト を
A.06.00 にアップグ

レード し、 変換期間前
にバッ クアップを行っ
た場合

問題なし。 問題なし。

ただし、 変換中期間に Windows ク

ラ イアン ト をバッ クアップする必
要があ り ます。 各ク ライアン トの
IDB データは、 ク ラ イアン トの

バッ クアップ中に自動変換されま
す。

IDB に登録されている ク ラ イアン

ト用のすべてのファ イル名を変換
するには、 フル バッ クアップを実

行する必要があ り ます。

変換前に復元対象ファ
イルを表示し、 復元対
象と して非 ASCII
ファ イル名 / ツ リーを

選択した場合

問題なし。 問題あ り。3

Cell Manager のアップグレード後

にフル バッ クアップを実行しない

と、 非 ASCII 文字を Data Protector 
GUI に ( 復元対象と して ) 正し く

表示できません。

表 4-2 UNIX Cell Manager に対するファイル名

変換の影響 ( 続き )

UNIX お

よびその
他のクラ
イアン ト

Windows クライアン ト
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変換期間後にバッ ク
アップを行った場合

問題なし。 問題なし。

ク ラ イアン ト を Data Protector 
A.06.00 にアップグレードする必

要があ り ます。

変換後にファイルを表
示および復元した場合

問題なし。 問題なし。

ク ラ イアン ト を Data Protector 
A.06.00 にアップグレードする必

要があ り ます。

Disk Agent の互換性 (
旧バージ ョ ン )4

Data 
Protector 
A.05.00 = 
互換性あ

り 4、
A.05.10 = 
互換性あ

り 4、
A.05.50.= 
互換性あ

り 4

Data Protector

A.05.00 = 互換性なし

A.05.10 = 互換性なし

4A.05.50 = 互換性あ り  

1. ファ イル名変換を実行しないと、 バッ クアップされる非 ASCII
文字を含むファイル名が IDB の Catalog Database (CDB) 部分に追

加されるため、 この部分に含まれるファ イル名の数が増えます。
変換が必要にもかかわらず未変換のファイルおよびディ レク ト
リ を復元対象と して選択するこ とはできません。 これらを復元
するには、 ASCII 文字だけで構成される親ツ リーを一時的な保

存場所に復元する以外に方法はあ り ません。

表 4-2 UNIX Cell Manager に対するファイル名

変換の影響 ( 続き )

UNIX お

よびその
他のクラ
イアン ト

Windows クライアン ト
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留意事項

• ファ イルのバッ クアップと復元が行われる際には、 ファ イル名処理の問題にかかわらず、

ファ イル ボディのバイ ト  シーケンスはも とのまま残り ます。

• 7 ビッ ト ASCII 文字のみで構成されるファ イル名については、関係するすべてのコンポーネン

ト  (Cell Manager、 ク ライアン ト、 GUI) に関して、 あらゆるプラ ッ ト フォームの組み合わせが

完全にサポート されています。 ファ イル名に非 ASCII 文字が含まれる場合は、 ファ イル名を

適切に処理するために特定のセッ ト アップと構成が必要です。

IDB 変換は、 IDB のファイル名部分のサイズとセルの構成によって、 完了するまでに、 多くの時

間とシステム  リ ソースを要するこ とがあ り ます。 しかし、 これは、 バッ クアップや復元が正常

に行えるかど うかには影響を及ぼしません。 

Windows Cell Manager での IDB 変換

概要

この項は、 セル内に Windows 以外のク ライアン トが含れている Windows 用 Cell Manager を Data 
Protector A.05.00 または A.05.10 からアップグレードする場合にのみ適用されます。 A.05.50 から

アップグレードする場合は、 変換は不要です。

2. バッ クアップ仕様内のファイル名 ( ツ リー ) が ASCII 文字だけで

構成されている場合は、 制限は適用されません。 この場合は、
ファ イル名 ( ツ リー ) 自体に非 ASCII 文字が含まれていても、 ツ

リー内のすべてのファイルとディ レク ト リがバッ クアップされ、
それらの名前が IDB に正し く登録されます。

3. 復元対象のファイル名 ( ツ リー ) が ASCII 文字だけで構成されて

いる場合は、 制限は適用されません。 それ以外の場合にこれら
を復元するには、 ASCII 文字だけで構成される親ツ リーを一時

的な保存場所に復元する以外に方法はあ り ません。 復元先がオ
リジナルのプラ ッ ト フォームである限り、 その親ツ リーに含ま
れているファ イルとディ レク ト リは (Data Protector GUI 内に正し

く表示されていなくても )、 すべてオリジナルのファイル名で復

元されます。
4. ファ イルシステム Disk Agent は Data Protector A.06.00 Cell 

Manager と互換性があ り ます。 以前のバージ ョ ンの Disk Agent
のサポートは、 2 週間までに制限されています。 この期間中に、

セル内のすべてのク ライアン ト をアップグレード して ください。
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IDB 変換は、 IDB のサイズとセルの構成によって、 長い時間を要するこ とがあ り ます。 しかし、

これは、 バッ クアップや復元が正常に行えるかど うかには影響を及ぼしません。 変換は、 セル内
のすべての非 Windows ク ラ イアン トに対して、 1 つのバッ クグラウンド  プロセス と して実行さ

れますが、 このと き Data Protector は、 通常どおりの動作が可能です。 このプロセスでは、 まず 1
つのク ライアン ト上の全データが変換されてから、 次のク ライアン トのデータ変換が開始されま
す。 作業が終了したら、 IDB 変換は完了し、 再実行する必要はあ り ません。

非 ASCII 文字が含まれていないファ イル名についても、 IDB 変換は実行されますが、 IDB 内では

何も変更されません。

IDB 変換は、 IDB サイズには影響を及ぼしません。

IDB 変換の実行方法

Data Protector のアップグレード完了後、 Data Protector セッ ト アップ ウ ィザードで、 IDB 内の

ファイル名を変換できます。 

図 4-4 アップグレード後の IDB 変換

IDB 変換のおおよその所要時間が表示されます。 所要時間は、 セル内の Windows 以外のク ライ

アン トの数と、 IDB に格納されているファ イル数に基づいて、 計算されます。 
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変換を後でする場合、 omnidbupgrade コマンドを使用して、 IDB 変換を手作業で実行する必要

があ り ます。 詳細は 『HP OpenView Storage Data Protector Command Line Interface Reference』 を参

照して ください。 

注記 ク ラ イアン トでの IDB 変換と Disk Agents のアップグレードは、 できる限り早く

実行するこ とをお勧めします。

IDB 変換のステータス  ( 変換が終了したク ライアン トに関するデータ ) は、 Data Protector GUI の
[モニター ] コンテキス ト  リ ス トでチェッ クできます。 

変換中のバックアップ

変換はバッ クグランドで実行されるため、 IDB ファ イル名変換中でも、 バッ クアップが可能で

す。 また、 Data Protector も通常どおりの動作が可能です。 

IDB 内のク ライアン トのデータがそのク ライアン トのバッ クアップ中に変換される場合、 バッ ク

アップは No Logオプシ ョ ン  ( このセッシ ョ ンでは、 このク ラ イアン トの IDB に関するファ イル

やディ レク ト リのバッ クアップ情報は記録されない ) を使用して行われます。

変換中の復元

ファ イル名の変換中でも復元は可能です。 ただし、 7 ビッ ト ASCII 文字で構成される、 Windows
以外のシステムからのディ レク ト リやファ イル ( オブジェク ト全体または選択された一部 ) の復

元のみを行う方が安全です。 

特定のク ライアン トに復元するこ とを選択したファ イルやディ レク ト リに非 ASCII 文字が含まれ

ている場合 ( かつ、 Windows 以外のプラ ッ ト フォームからのものである場合 )、 そのク ライアン

ト  データの IDB 変換が完了するのを待つよ うにして ください。 そのク ライアン ト上の Disk 
Agent を、 復元前にアップグレードする必要があ り ます。

IDB 変換後のバックアップと復元

IDB 全体の変換が完了し、 セル内の全クライアン ト上のすべての Disk Agent がバージ ョ ン

A.06.00 にアップグレード された後、 バッ クアップと復元は、 通常どおりに行われます。
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UNIX Cell Manager での IDB 変換

概要

この項は、 セル内に Windows ク ラ イアン トが含まれる UNIX 用 Cell Manager を Data Protector 
A.05.00 または A.05.10 からアップグレードする場合にのみ適用されます。 A.05.50 からアップグ

レードする場合は、 変換は不要です。

IDB 変換は、 IDB のサイズとセルの構成によって、 長い時間を要するこ とがあ り ます。 しかし、

これは、 バッ クアップや復元が正常に行えるかど うかには影響を及ぼしません。 変換は、 一定期
間に行われるセル内の Windows ク ラ イアン トのバッ クアップ中に、 バッ クグラウンド  プロセス

と して実行されます。 セル内のすべての Windows ク ライアン トにおいて、 すべてのファイルシ

ステム  バッ クアップ オブジェク トのフル バッ クアップが終了したら、 IDB 変換は完了し、 再実

行する必要はあ り ません。

バッ クアップ中の IDB 内のファイル名の変換は、 デフォルトで 1ヵ月間実行されます。 これは、

ConvertFilenamesInIDBDuringBackup グローバル オプシ ョ ンで定義されます。 グローバル オ
プシ ョ ン ファ イルの編集方法の詳細は、 『HP OpenView Storage Data Protector ト ラブルシューティ

ング ガイ ド』 を参照して ください。

パフォーマンスへの影響

IDB 内のファ イル名の変換は、 パフォーマンスに影響を及ぼします。 変換の実行中 
(ConvertFilenamesInIDBDuringBackup グローバル オプシ ョ ンが有効に設定されている場合 ) 
には、 ク ラ イアン トの 初のフル バッ クアップが実行されるまで、 Windows ク ライアン トでの

バッ クアップ速度が少し遅くな り ます。 詳細は 『HP OpenView Storage Data Protector Product 
Announcements ソフ ト ウェア ノー ト  および リ ファレンス』 を参照して ください。

制限事項

以下の制限に留意してください。

• 前のバージ ョ ンの Data Protector でバッ クアップされ、 古いエンコーディングを使用して IDB
に保存されているファ イルは、 IDB 変換前にクライアン トから削除されている可能性があ り

ます。 この場合、 IDB 内のファイル名は変換されません。 変換期間中 
(ConvertFilenamesInIDBDuringBackup グローバル オプシ ョ ンで定義 ) にバッ クアップが

実行されなかった場合も、 同じ状況になり ます。 ファ イル名に非 ASCII 文字が使用されてい

る と、 このよ うなファ イルの復元は、 よ り困難になり ます。 回避策は、 『HP OpenView 
Storage Data Protector ト ラブルシューティング  ガイ ド』 を参照して ください。

• その他の制限については、 264 ページの表 4-2 を参照して ください。
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シングルサーバ版からのアップグレード

以下のいずれかのアップグレードが可能です。

• 旧バージ ョ ンのシングルサーバ版 (SSE) から Data Protector A.06.00 シングルサーバ版へ。詳細

な作業手順は、 271 ページの 「旧バージ ョ ンの SSE から Data Protector A.06.00 SSE へのアッ

プグレード」 を参照して ください。

• Data Protector A.06.00 シングルサーバ版から Data Protector A.06.00 へ。詳細な作業手順は、271 
ページの 「Data Protector A.06.00 SSE から Data Protector A.06.00 へのアップグレード」 を参照

して ください。

旧バージョ ンの SSE から Data Protector A.06.00 SSE へのアップグレード

旧バージ ョ ンの SSE から Data Protector A.06.00 SSE へのアップグレード手順は、 旧バージ ョ ンの

Data Protector から Data Protector A.06.00 へのアップグレード手順と同じです。 詳細は、 237 ペー

ジの 「Data Protector A.05.x からのアップグレード」 を参照して ください。

Data Protector A.06.00 SSE から Data Protector A.06.00 へのアップグレード

ライセンス

シングルサーバ版の Data Protector A.06.00 から Data Protector A.06.00 へのアップグレードを行う

には、 ライセンスが必要です。 ライセンスの詳細は、 293 ページの第 5 章 「Data Protector のライ

センス」 を参照して ください。

Data Protector A.06.00 シングルサーバ版から Data Protector A.06.00 へのアップグレードについて

は、 次の 2 つの状況が考えられます。

• Data Protector シングルサーバ版を 1つのシステム  (Cell Manager) にのみインス トールしている

場合。 詳細は 272 ページの 「Cell Manager のアップグレード」 を参照して ください。

• Data Protector シングルサーバ版を複数のシステムにインス トールしており、 それらのセルを

マージしたい場合。 詳細は 272 ページの 「複数のシステムからのアップグレード」 を参照し

て ください。
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注記 以前のバージ ョ ンのシングルサーバ版を Data Protector のフル インス トール版に

アップグレードする場合は、 初にシングルサーバ版を同じバージ ョ ン レベルの

フル インス トール版にアップグレードする必要があ り ます。 このフル インス トー

ル版を Data Protector A.06.00 にアップグレードする方法は、 237 ページの 「Data 
Protector A.05.x からのアップグレード」 を参照して ください。

Cell Manager のアップグレード

シングルサーバ版の Cell Manager をアップグレードするには、 以下の手順に従ってください。

1. 以下のコマンドを実行して、 シングルサーバ版のライセンスを削除します。

• Windows の場合 : 
del <Data_Protector_home>\Config\server\Cell\lic.dat

• UNIX の場合 : 
rm /etc/opt/omni/server/cell/lic.dat

2. Data Protector GUI を起動し、 恒久パスワードを追加します。

複数のシステムからのアップグレード

複数のシステムにインス トールされている Data Protector シングルサーバ版をアップグレードす

るには、 以下の手順に従ってください。

1. 既存のシングルサーバ版システムのうち、新しい Cell Manager となるシステムを 1 つ選択しま

す。 詳細は 11 ページの 「Cell Manager システムの選択」 を参照して ください。

2. 選択した Cell Manager を以下のよ うにアップグレード します。

a. 以下のコマンドを実行して、 シングルサーバ版のライセンスを削除します。

del <Data_Protector_home>\Config\server\Cell\lic.dat (Windows システム ) または

rm /etc/opt/omni/server/cell/lic.dat (UNIX システム )

b. Data Protector GUI を起動し、 恒久パスワードを追加します。

3. GUI を使用して、 他のシングルサーバ版システムを新たに作成した Cell Manager システムに、

ク ラ イアン ト と してインポート します。

4. 他のシステムから Data Protector シングルサーバ版をアンインス トールします。 詳細は 213 
ページの 「Data Protector ソフ ト ウェアのアンインス トール」 を参照して ください。
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5. 必要に応じて、 新しい Cell Manager にメディアをインポート します。

この手順は、 他のシングルサーバ版システムで作成したメディアからデータを復元する頻度
が高いと思われる場合に実行してください。 このよ う な復元の頻度が比較的低い場合は、 復
元アクシ ョ ンの [ メディアのリスト ] を使用できます。 メディアのインポート方法、 および 
[ メディアのリスト ] による復元の詳細は、 オンライン  ヘルプの索引キーワード 「インポー

ト , メディア」 で表示される内容を参照してください。
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Windows NT から Windows のより新しいバージ ョ ンへのアップグ

レード

Windows NT システム上に Cell Manager がインス トールされている場合は、 オペレーティング  シ
ステムをよ り新しいバージ ョ ンにアップグレードする必要があ り ます。 Windows NT は Data 
Protector A.06.00 の Cell Manager 用プラ ッ ト フォームと してサポート されていません。

オペレーティング システムを Windows NT から Windows のよ り新しいバージ ョ ンにアップグ

レードする場合は、 そのアップグレードが Data Protector に及ぼす影響を考慮する必要があ り ま

す。

 Windows NT 上にインス トールされている Data Protector A.05.00 または A.05.10 Cell Manager を
Data Protector A.06.00 にアップグレードする場合は、 以下の順番でアップグレード して ください。

1. オペレーティング システムを Windows NT からよ り新しいバージ ョ ンの Windows にアップグ

レード します。 詳細は Windows のマニュアルを参照して ください。

2. Data Protector A.05.00またはA.05.10のCell ManagerをData Protector A.06.00にアップグレード し

ます。 作業手順は、 237 ページの 「Data Protector A.05.x からのアップグレード」 を参照して

ください。
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Solaris 7/8 から Solaris 9 へのアップグレード

Data Protector A.06.00 Disk Agent (DA) が Solaris 7/8 にインス トールされている場合、 オペレー

ティング システムを Solaris 9 にアップグレードするかど うかについては、 そのアップグレード

が Data Protector に及ぼす影響を検討した上で決定して ください。 Data Protector の適切な動作を

確保し、 拡張属性のバッ クアップなどの高度なバッ クアップ オプシ ョ ンを Solaris 9 で使用でき

るよ うにするには、 システムにインス トールされている汎用 Solaris DA を Solaris 9 DA に置き換

えるこ とをお勧めします。

以下の順番でアップグレード して ください。

1. オペレーティング システムを Solaris 7/8 から Solaris 9 にアップグレード します。詳細は Solaris 
のマニュアルを参照して ください。

2. インス トール サーバを使用して、アップグレード したシステムに Disk Agent を リモート  イン

ス トールします。 これによ り、 汎用の Solaris Disk Agent が Solaris 9 Disk Agent に置換されま

す。 詳細については、 50 ページの 「Data Protector ク ラ イアン トの リモート  インス トール」

を参照するか、 または ob2installのマンページを参照して ください。
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HP-UX 11.x から HP-UX 11.23 への移行

こ こでは、 既存の Cell Manager を PA-RISC アーキテクチャ  ベースの HP-UX 11.x システムから

Intel Itanium 2 (IA-64) アーキテクチャ対応の HP-UX 11.23 に移行する手順を述べます。

制限事項

サポート されているオペレーティング  システム バージ ョ ン、 サポート されているプラ ッ ト

フォーム、 サポート されているプロセッサ、 サポート されている Data Protector コンポーネン ト、

必要なパッチ、 一般情報、 およびインス トールの必要条件については、 『HP OpenView Storage 
Data Protector Product Announcements ソフ ト ウェア ノー ト  および リ ファレンス』 を参照して くだ

さい。

• サポート されている移行は、PA-RISC ベースの HP-UX 11.x システム上の Data Protector A.06.00 
Cell Manager からの移行だけです。

• サポート されている MoM 構成の組み合わせについては、279 ページの 「MoM 固有の手順」 を

参照して ください。

推奨事項

• 移行前に IDB 内のファイル名を変換しておく こ とをお勧めします。詳細は 262 ページの 「IDB
内でのファイル名の変更」 を参照して ください。

ライセンス

新しい Cell Manager (IA-64 システム ) の IP アドレスは古い Cell Manager とは異なるため、 移行前

にライセンスの移行を適用してください。 一定期間は、 両方のシステムでライセンスは有効にな
り ます。 ラ イセンスが IP の範囲に基づいており、 新しい Cell Manager の IP アドレスがこの範囲

内にある場合は、 ライセンスを再構成する必要はあ り ません。 詳細は A-19 ページの 「Data 
Protector A.06.00 へのライセンス移行」 を参照して ください。

注記 HP-UX 11.23 では GUI がサポート されません。 ただし、 omniusers コマンドを使

用して新しい Cell Manager 上にリモート  ユーザー アカウン ト を作成するこ とがで

きます。 作成する と、 Data Protector GUI をインス トールした任意のシステム上で

このユーザー アカウン トによ り、 GUI を起動して新しい Cell Manager に接続でき

ます。 omniusersのマンページを参照して ください。
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移行手順

以下の手順に従って移行してください。

1. IA-64 システム上に Data Protector ク ラ イアン ト をインス トールし、それを古い Cell Manager の
セルにインポート します。 Data Protector をク ラスタ内に構成する場合は、 一次ノード上にク

ライアン ト をインス トールします。 詳細は 68 ページの 「HP-UX ク ラ イアン トのインス トー

ル」 を参照して ください。 

2. 古い Cell Manager 上で以下のコマンドを実行し、 保護が設定されたク ライアン トの信頼され

るホス ト一覧に IA-64 システムのホス ト名を追加します。

omnimigrate.pl -prepare_clients <New_CM_Name>。 こ こで <New_CM_Name>は、 前の

手順の IA-64 システムのク ライアン ト名です。

信頼されるホス ト と Data Protector ク ラ イアン トの保護設定の詳細は、 198 ページの 「ク ラ イ

アン トの保護」 および 208 ページの 「ホス ト信頼」 を参照して ください。

3. IDB をバッ クアップします。 オンライン ヘルプの索引キーワード 「IDB, バッ クアップ」 で表

示される内容を参照して ください。

4. IDB を IA-64 システム上の一時保存場所に復元します。 オンライン  ヘルプの索引キーワード

「IDB, 復元」 で表示される内容を参照してください。

5. Data Protector ク ライアン ト を IA-64 システムからアンインス トールします。詳細は 214 ページ

の 「Data Protector ク ラ イアン トのアンインス トール」 を参照して ください。

6. Data Protector Cell Manager を IA-64 システム上にインス トールします。Data Protector をク ラス

タ内に構成する場合は、 Cell Manager をク ラスタ対応ではなく スタンドアロン Cell Manager
と して一次ノード上にインス トールします。 詳細は 19 ページの 「Data Protector Cell Manager 
(CM) およびインス トール サーバ (IS) のインス トール」 を参照して ください。 

7. 古い Cell Manager 上のデフォルトの Data Protector Inet ポート を変更した場合は、 新しい Cell 
Manager 上にも同じ Inet ポート を設定します。 詳細は 28 ページの 「デフォルトのポート番号

の変更」 を参照して ください。

8. 新しい Cell Manager 上の一時保存場所にある復元された IDB と構成データを、 新しい Cell 
Manager 上の、 古い Cell Manager と同じ場所に移動します。 オンライン  ヘルプの索引キー

ワード 「IDB, 復元」 で表示される内容を参照してください。

古い Cell Manager がク ラスタ対応である場合は、 /etc/opt/omni/server/sg/sg.conf

ファ イルの SHARED_DISK_ROOT変数と CS_SERVICE_HOSTNAME変数をコ メン トにします。

この作業は、 新しい Cell Manager がク ラスタ対応であっても必要です。
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9. IDB と ク ラ イアン ト を新しい Cell Manager に移行し、 Cell Manager の設定を再構成するため、

新しい Cell Manager 上で以下の手順を実行します。

• スタンドアロン IA-64 Cell Manager を構成する場合は、 以下の手順に従ってください。

a. omnimigrate.pl -configure コマンドを実行します。omnimigrate.plのマンペー

ジを参照してください。

• ク ラスタ対応 IA-64 Cell Manager を構成する場合は、 以下の手順に従ってください。

a. omnimigrate -configure_idb コマンドを実行して、 古い Cell Manager から移した

IDB を、 新しい Cell Manager 上で使えるよ うに構成します。 omnimigrate.plのマ

ンページを参照して ください。

b. omnimigrate -configure_cm コマンドを実行して、古い Cell Manager から移した構

成データを、 新しい Cell Manager 上で使えるよ うに再構成します。 omnimigrate.pl

のマンページを参照して ください。

c. omnicc -export_host <Old_CM_Name> を実行して、 古い仮想サーバをセルからエ

クスポート します。

d. 一次および二次 Cell Manager を構成します。 オンライン  ヘルプの索引キーワード

「MC/ServiceGuard 用統合ソフ ト ウェアの構成」 で表示される内容を参照してくださ

い。

e. omnimigrate -configure_clients コマンドを実行して、古い Cell Manager から新

しい Cell Manager に移行します。 古い Cell Manager の構成ファイルにはク ライアン

トが残っているこ とに注意して ください。 そのク ライアン トの Cell Manager は存在

しません。

注記 /etc/opt/omni/serverディレク ト リが共有ク ラスタ  ボ リ ュームにある

場合は、 omnimigrate.pl スク リプ トによる構成の変更がクラスタのす

べてのノードに影響します。

注記 古い Cell Manager は、 自動的に新しいセルのク ライアン トにな り ます。 古い

Cell Manager 上では Cell Manager コンポーネン トが不要なため、 アンインス

トールしても構いません。 詳細は 226 ページの 「Data Protector ソフ ト ウェア 
コンポーネン トの変更」 を参照して ください。

10. 新しい Cell Manager 上でライセンスを構成します。詳細は A-2 ページの「Data Protector A.06.00 
の製品構成と ライセンス」 を参照して ください。
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11. 新しい Cell Manager 上でリモート  ユーザー アカウン ト を作成し、 Data Protector GUI をインス

トールした他のシステム上で新し く作成したユーザー アカウン ト を使用して、 GUI を起動し

て新しい Cell Manager に接続します。 詳細は、 omniusersのマンページを参照して くださ

い。

12. 以下に該当する場合は、 さ らに手順を実行する必要があ り ます。

• セルが MoM 環境の一部である場合。 279 ページの 「MoM 固有の手順」 を参照して くださ

い。

• セルがファイアウォールを越えて機能する場合。新しい Cell Manager 上にすべてのファイ

アウォールに関連する設定を再構成します。 オンライン ヘルプの索引キーワード 「ファ

イアウォール環境」 で表示される内容を参照してください。

• 新しい Cell Manager 上にインス トール サーバを配置する場合。 280 ページの 「インス トー

ル サーバ固有の手順」 を参照して ください。

MoM 固有の手順

新しい Cell Manager を MoM に構成する場合、 基本的な移行手順が完了した後にさ らに手順を実

行する必要があ り ます。 必要な手順は、 環境における新旧 Cell Manager に対する MoM 構成に

よって異なり ます。 以下の組み合わせがサポート されます。

• 古い Cell Manager が MoM ク ラ イアン トであ り、 新しい Cell Manager が同じ MoM Manager の
MoM ク ラ イアン ト  

この場合、 以下の手順を実行します。

1. MoM Manager で、古い Cell Manager を MoM Manager セルからエクスポート し、新しい Cell 
Manager をインポート します。 オンライン  ヘルプの索引キーワード 「ク ラ イアン ト  シス

テム , エクスポート 」 で表示される内容を参照してください。

2. MoM 管理者を新しい Cell Manager のユーザー リ ス ト に追加します。オンライン  ヘルプの

索引キーワード 「MoM 管理者、 追加」 で表示される内容を参照してください。

• 古い Cell Manager は MoM Manager であ り、 新しい Cell Manager も MoM Manager 

古い MoM Manager が MoM で唯一のク ライアン トである場合、 処理は必要あ り ません。 それ

以外の場合、 以下の手順を実行してください。

1. 古い MoM Manager ( 古い Cell Manager) で、すべての MoM ク ラ イアン ト をエクスポート し

ます。

2. 新しい MoM Manager ( 新しい Cell Manager) で、すべての MoM ク ラ イアン ト をインポート

します。
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3. すべての MoM ク ラ イアン トのユーザー リ ス トに MoM 管理者を追加します。

注記 HP-UX 11.23 では GUI がサポート されません。 ただし、 omniusers コマンドを使

用して新しい Cell Manager 上にリモート  ユーザー アカウン ト を作成するこ とがで

きます。 作成する と、 Data Protector GUI をインス トールした任意のシステム上で

このユーザー アカウン トによ り、 GUI を起動して新しい Cell Manager に接続でき

ます。 omniusersのマンページを参照して ください。

インストール サーバ固有の手順

インス トール サーバの移行は、 Cell Manager 移行の一部と しては行われません。 古い Cell 
Manager 上にインス トール サーバをインス トールしている場合は、 インス トール サーバが新し

い Cell Manager に移行されず、 セルに残り ます。

新しい Cell Manager も インス トール サーバと して使用する場合は、 移行後に新しい Cell Manager
上にインス トール サーバ コンポーネン ト をインス トールし、 セルにインポート します。 オンラ

イン  ヘルプの索引キーワード 「インス トール サーバ」 で表示される内容を参照して ください。 
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32 ビッ ト Windows から 64 ビッ ト Windows への移行

こ こでは、 既存の Cell Manager を 32 ビッ ト Windows システムから 64 ビッ ト Windows システム

に移行する手順について説明します。

制限事項

サポート されているオペレーティング  システム バージ ョ ン、 サポート されているプラ ッ ト

フォーム、 サポート されているプロセッサ、 サポート されている Data Protector コンポーネン ト、

必要なパッチ、 一般情報、 およびインス トールの必要条件については、 『HP OpenView Storage 
Data Protector Product Announcements ソフ ト ウェア ノー ト  および リ ファレンス』 を参照して くだ

さい。

前提条件

• 移行を開始する前に、 32 ビッ ト Windows システム上の Data Protector Cell Manager を Data 
Protector A.06.00 にアップグレード しなければなり ません。

推奨事項

• Data Protector A.05.10 以前のバージ ョ ンからアップグレードする場合は、 移行前に IDB 内の

ファイル名を変換しておく こ とをお勧めします。 詳細は 262 ページの 「IDB 内でのファイル

名の変更」 を参照して ください。

ライセンス

新しい Cell Manager の IP アドレスは古い Cell Manager とは異なるため、 移行前にライセンスの

移行を適用してください。 一定期間は、 両方のシステムでライセンスが有効になり ます。 ラ イセ
ンスが IP の範囲に基づいており、 新しい Cell Manager の IP アドレスがこの範囲内にある場合

は、 ライセンスを再構成する必要はあ り ません。 詳細は A-19 ページの 「Data Protector A.06.00 へ

のライセンス移行」 を参照して ください。

移行手順

以下の手順に従って移行してください。

1. Data Protector ク ラ イアン ト を 64 ビッ ト  システムにインス トールし、このシステムを元の Cell 
Manager のセルにインポート します。 詳細は 63 ページの 「Windows 用ク ライアン トのインス

トール」 を参照して ください。 



Data Protector A.06.00 へのアップグレード

32 ビッ ト Windows から 64 ビッ ト Windows への移行

第 4 章282

2. 古い Cell Manager 上で、 保護が設定されたク ライアン ト上の信頼されるホス ト一覧に 64 ビッ

ト  システムのホス ト名を追加します。 <Data_Protector_home>\binディ レク ト リから次

のコマンドを実行して ください。

perl.exe winomnimigrate.pl -prepare_clients <New_CM_Name>

<New_CM_Name>には 64 ビッ ト  システムのク ライアン ト名を指定します。

winomnimigrate.plの詳細は、 『HP OpenView Storage Data Protector Command Line Interface 
Reference』 を参照して ください。

信頼されるホス ト と Data Protector ク ラ イアン トの保護設定の詳細は、 198 ページの 「ク ラ イ

アン トの保護」 および 208 ページの 「ホス ト信頼」 を参照して ください。

3. IDB をバッ クアップします。 オンライン ヘルプの索引キーワード 「IDB, バッ クアップ」 で表

示される内容を参照して ください。

4. IDB を 64 ビッ ト  システム上の一時保存場所に復元します。オンライン ヘルプの索引キーワー

ド 「IDB, 復元」 で表示される内容を参照してください。

5. Data Protector ク ラ イアン ト を 64 ビッ ト  システムからアンインス トールします。 詳細は 214 
ページの 「Data Protector ク ラ イアン トのアンインス トール」 を参照して ください。

6. 64 ビッ ト  システムに Data Protector Cell Manager をインス トールします。 詳細は 19 ページの

「Data Protector Cell Manager (CM) およびインス トール サーバ (IS) のインス トール」 を参照し

て ください。 

7. 古い Cell Manager 上でデフォルトの Data Protector Inet ポート を変更していた場合は、 新しい

Cell Manager 上でも同じ Inet ポート を設定します。 詳細は 28 ページの 「デフォルトのポート

番号の変更」 を参照して ください。

8. 新しい Cell Manager 上の一時保存場所に復元した IDB と構成データを、新しい Cell Manager 上
の、 古い Cell Manager と同じ場所に移動します。 オンライン  ヘルプの索引キーワード 「IDB, 
復元」 で表示される内容を参照してください。

9. IDB と ク ラ イアン ト を新しい Cell Manager に移行し、 Cell Manager の設定を再構成するため、

新しい Cell Manager 上で以下の手順を実行します。

• スタンドアロンの Cell Manager を構成する場合は、<Data_Protector_home>\binディ

レク ト リから、 次のコマンドを実行して ください。

perl.exe winomnimigrate.pl -configure

• ク ラスタ対応の Cell Manager を構成する場合は、 以下の手順に従ってください。
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a. <Data_Protector_home>\binディレク ト リからperl.exe winomnimigrate.pl 

-configure_idb コマンドを実行して、 古い Cell Manager から移した IDB を、 新し

い Cell Manager 上で使えるよ うに構成します。

b. <Data_Protector_home>\binディレク ト リからperl.exe winomnimigrate.pl 

-configure_cm コマンドを実行して、 古い Cell Manager から移した構成データを、

新しい Cell Manager 上で使えるよ うに再構成します。

c. omnicc -export_host <Old_CM_Name> コマンドを実行して、 古い仮想サーバをセ

ルからエクスポート します。

d. <Data_Protector_home>\binディレク ト リからperl.exe winomnimigrate.pl 

-configure_clients コマンドを実行して、 古い Cell Manager から新しい Cell 
Manager にク ライアン ト を移行します。 古い Cell Manager 上の構成ファ イルには、 そ

のシステムが Cell Manager ではなくなったにもかかわらず、 それらのク ライアン ト

情報が残っているこ とに注意して ください。

注記 古い Cell Manager は、 自動的に新しいセルのク ライアン トにな り ます。 古い

Cell Manager 上の Cell Manager コンポーネン トは不要になるため、 アンインス

トールしても構いません。 詳細は 226 ページの 「Data Protector ソフ ト ウェア 
コンポーネン トの変更」 を参照して ください。

10. 新しい Cell Manager 上でライセンスを構成します。詳細は A-2 ページの「Data Protector A.06.00 
の製品構成と ライセンス」 を参照して ください。

11. 以下の場合は追加の手順が必要になり ます。

• セルが MoM 環境の一部である場合。 283 ページの 「MoM 固有の手順」 を参照して くださ

い。

• セルがファイアウォールを越えて機能する場合。新しい Cell Manager 上にすべてのファイ

アウォールに関連する設定を再構成します。 オンライン ヘルプの索引キーワード 「ファ

イアウォール環境」 で表示される内容を参照してください。

• 新しい Cell Manager 上にインス トール サーバを配置する場合。 284 ページの 「インス トー

ル サーバ固有の手順」 を参照して ください。

MoM 固有の手順

新しい Cell Manager を MoM に構成する場合、 基本的な移行手順が完了した後にさ らに手順を実

行する必要があ り ます。 必要な手順は、 環境における新旧 Cell Manager に対する MoM 構成に

よって異なり ます。 以下の組み合わせがサポート されます。
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• 古い Cell Manager が MoM ク ラ イアン トであ り、 新しい Cell Manager が同じ MoM Manager の
MoM ク ラ イアン ト  

この場合、 以下の手順を実行します。

1. MoM Manager 上で、古い Cell Manager を MoM Manager セルからエクスポート し、新しい

Cell Manager をインポート します。 オンライン ヘルプの索引キーワード 「ク ラ イアン ト  
システム , エクスポート 」 で表示される内容を参照してください。

2. MoM 管理者を新しい Cell Manager のユーザー リ ス ト に追加します。オンライン  ヘルプの

索引キーワード 「MoM の管理者 , 追加」 で表示される内容を参照してください。

• 古い Cell Manager は MoM Manager であ り、 新しい Cell Manager も MoM Manager

古い MoM Manager が MoM で唯一のク ライアン トである場合、 処理は必要あ り ません。 それ

以外の場合、 以下の手順を実行してください。

1. 古い MoM Manager ( 古い Cell Manager) で、すべての MoM ク ラ イアン ト をエクスポート し

ます。

2. 新しい MoM Manager ( 新しい Cell Manager) で、すべての MoM ク ラ イアン ト をインポート

します。

3. すべての MoM ク ラ イアン トのユーザー リ ス トに MoM 管理者を追加します。

インストール サーバ固有の手順

インス トール サーバの移行は、 Cell Manager 移行の一部と しては実行されません。 古い Cell 
Manager 上にインス トール サーバがインス トールされている場合は、 インス トール サーバが新

しい Cell Manager には移行されません。

新しい Cell Manager も インス トール サーバと して使用する場合は、 移行後に新しい Cell Manager
上にインス トール サーバ コンポーネン ト をインス トールし、 セルにインポート します。 オンラ

イン  ヘルプの索引キーワード 「インス トール サーバ」 で表示される内容を参照して ください。
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MC/ServiceGuard 上で構成されている Cell Manager のアップグ

レード

アップグレード時には、 データベースのみがアップグレード されて、 古いバージ ョ ンは削除され
ます。 Data Protector A.06.00 がデフォルトで選択されるエージェン ト と と もにインス トールされ、

その他のエージェン トは削除されます。 アップグレード前と同じ構成にしたい場合は、 必要な
エージェン ト をアップグレード時に手作業で選択するか、 各物理ノード上に後から再インス トー
ルしなければなり ません。

Data Protector A.05.00、 Data Protector A.05.10、 および Data Protector A.05.50 からのアップグレード

では、 一次ノード と二次ノードのアップグレードが必要です。 以下の手順に従います。

一次ノード

一次ノードにログオンし、 以下の手順に従ってください。

cmhaltpkg <pkg_name> コマンドを実行して、 古い OmniBack II や Data Protector パッケージを

停止します (<pkg_name>には、 ク ラスタ  パッケージの名前を指定 )。 以下に例を示します。

cmhaltpkg ob2cl

4. 以下のよ うにボ リ ューム  グループを排他モードでアクティブ化します。

vgchange -a e -q y <vg_name>

例 ：

vgchange -a e -q y /dev/vg_ob2cm

5. 論理ボリ ュームを共有ディ スクにマウン ト します。

mount <lv_path> <shared_disk>

<lv_path>パラ メータには論理ボ リ ュームのパス名を、 <shared_disk>パラ メータにはマ

ウン ト  ポイン ト または共有ディレク ト リ を指定します。 以下に例を示します。

mount /dev/vg_ob2cm/lv_ob2cm /omni_shared

6. 以降の項に記述されている手順に従って Cell Manager をアップグレード します。Data Protector 
A.06.00 にアップグレードする製品のバージ ョ ンによって一部の手順が異なるこ とに注意し

て ください。 237 ページの 「UNIX 用 Cell Manager と インス トール サーバのアップグレード」

を参照して ください。

7. 実行されている Data Protector サービスがあれば、 停止します。
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/opt/omni/sbin/omnisv -stop

8. 共有ディ スクのマウン ト を解除します。

umount <shared_disk>

例 ：

umount /omni_shared

9. ボ リ ューム  グループを非アクティブ化します。

vgchange -a n <vg_name>

例 ：

vgchange -a n /dev/vg_ob2cm

二次ノード

二次ノードにログオンし、 以下の手順に従ってください。

1. 以下のよ うにボ リ ューム  グループを排他モードでアクティブ化します。

vgchange -a e -q y <vg_name>

2. 論理ボリ ュームを共有ディ スクにマウン ト します。

mount <lv_path> <shared_disk>

3. Cell Manager をアップグレード します。 Data Protector A.06.00 にアップグレードする製品の

バージ ョ ンによって、 手順は異なり ます。 237 ページの 「UNIX 用 Cell Manager と インス

トール サーバのアップグレード」 の手順に従ってください。

4. /etc/opt/omni/server/sgディレク ト リの csfailover.sh起動スク リプ ト と

mafailover.ksh起動スク リプ トの名前を csfailover_DP51.shや

mafailover_DP51.kshに変更し、 新しい csfailover.sh スク リプ ト と mafailover.ksh

スク リプ ト を /opt/omni/newconfig/etc/opt/omni/server/sgディレク ト リから

/etc/opt/omni/server/sgディレク ト リにコピーします。

古い起動スク リプ ト をカスタマイズしていた場合は、 新しい起動スク リプ トにも変更を再実
装します。
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注記 Data Protector A.06.00 では、 一部の構成ファイル、 ログ ファ イル、 および 
(UNIX の場合は ) データベース  ファ イルのデフォルト  パスが変更されていま

す。 このバージ ョ ンでは、 一部のファイルが server ディレク ト リ と client ディ

レク ト リに分かれて配置されるよ うにな り ました。 詳細は B-77 ページの

「UNIX での構成ファイル」 を参照して ください。

5. 実行されている Data Protector サービスがあれば、 停止します。

/opt/omni/sbin/omnisv -stop

6. 共有ディ スクのマウン ト を解除します。

umount <shared_disk> 

7. ボ リ ューム  グループを非アクティブ化します。

vgchange -a n <vg_name>

一次ノード

一次ノードに再度ログインし、 以下の手順に従ってください。

1. Data Protector パッケージを再起動します。

cmrunpkg <pkg_name>

パッケージ切り替えおよびノード切り替えオプシ ョ ンが有効になっているこ とを確認しま
す。

2. Cell Manager を構成します。 スク リプ ト を実行する と きに /etc/opt/omniディ レク ト リや

/var/opt/omniディ レク ト リ 、 あるいはサブディ レク ト リに配置しないよ うにします。

/etc/opt/omni または /var/opt/omniのサブディ レク ト リに何もマウン ト されていないこ

と も確認します。 以下を実行します。

/opt/omni/sbin/install/omniforsg.ksh -primary -upgrade

3. 仮想ホス ト を再度インポート します。

omnicc -import_host <virtual_hostname> -virtual

4. IDB 内の Cell Manager の名前を変更します。

omnidbutil -change_cell_name

5. インス トール サーバが Cell Manager と同じパッケージにある場合は、 以下のインス トール 
サーバ仮想ホス ト名をインポート します。
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omnicc -import_is <virtual_hostname>

注記 Cell Manager からのすべての要求は、 ク ラ イアン ト上の

/var/opt/omni/log/inet.log ファ イルに記録されます。 不要なログ エン ト リ

が書き込まれないよ うにするには、 ク ラ イアン トに保護を設定します。 セルに保
護を設定する方法は、 195 ページの 「保護について」 を参照して ください。
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Microsoft Cluster Server 上で構成されている Cell Manager のアッ

プグレード

Microsoft Cluster Server (MSCS) 上の 、 Data Protector A.05.00、 A.05.10 または A.05.50 の Cell 
Manager から Data Protector A.06.00 へのアップグレードは、 Windows 用インス トール DVD-ROM
からローカルに実行する必要があ り ます。

注記 すべてのク ラスタ  ノードには、 MSI 2.0 のインス トールをお勧めします。

アップグレードは、 以下の手順で行ってください。

1. Windows 用インス トール DVD-ROM を挿入し、 \Windows_other\i386\setup.exe を実行し

ます。 現在アクティブ化されている仮想サーバ ノードで、 セッ ト アップを起動するこ とをお

勧めします。

自動的に旧バージ ョ ンの製品が検出され、 Data Protector A.06.00 にアップグレードするよ う

プロンプ トが表示されます。

[Next] をク リ ッ ク して次に進みます。

2. インス トール済みのコンポーネン トが Data Protector によって自動的に選択されます。

図 4-5 コンポーネン トの選択
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3. コンポーネン トの選択サマ リー リ ス トが表示されます。 [Install] をク リ ッ ク してアップ

グレードを実行します。

アップグレード後には、 すべてのノ―ドに同じコンポーネン ト  セッ トがインス トールされて

いるこ とに注意して ください。

図 4-6 コンポーネン ト選択サマリー ページ
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4. [Installation status] ページが表示されます。 [Next] をク リ ッ ク します。

図 4-7 [Installation Status] ページ

5. セル内に UNIX ク ラ イアン トがある場合は、 [IDB Conversion] ページが表示されます。 詳

細は 262 ページの 「IDB 内でのファイル名の変更」 を参照して ください。 

6. セッ ト アップ後すぐに Data Protector を起動するには、 [Start the Data Protector 

Manager GUI] を選択します。 

『HP OpenView Storage Data Protector Product Announcements ソフ ト ウェア ノート  および リ
ファレンス』 を表示するには、 [Open the Product Announcements] を選択します。

HP OpenView AutoPass ユーティ リ ティは、 すべてのノードではなく 1 つのノードにのみイン

ス トールされるため、 Microsoft Cluster にインス トールするこ とはお勧めできません。 ただ

し、 AutoPass をインス トールする場合は、 Data Protector をシステムから削除するために、 イ

ンス トールされている ノード と同じ ノードから Data Protector をアンインス トールする必要が

あ り ます。

[Finish] をク リ ッ ク します。
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注記 ク ラスタ対応ク ライアン トのアップグレードを行う場合は、 初にすべてのク ラ
スタ  ノードを個別にアップグレード してから、 仮想サーバを再度インポート して

ください。 リモート  アップグレードはサポート されていません。
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5 Data Protector のライセンス
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この章の内容

この章では、 Data Protector のライセンスのチェッ ク機能とレポート機能、 Data Protector のパス

ワードの取得と インス トールについて説明します。
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概要

Data Protector A.06.00 の製品構成と ライセンスには、 大き く分けて以下の 3 種類があ り ます。

1. スターター パッ ク

2. ド ラ イブと ラ イブラ リの使用権

3. 機能拡張

注記 UNIX 用の製品ライセンスは、 どのプラ ッ ト フォーム上でも使用でき、 すべての

プラ ッ ト フォームでその機能を提供します。 一方、 Windows 用の製品ライセンス

は、 Windows、 Linux、 および NetWare プラ ッ ト フォーム上でしか使用できませ

ん。

パスワードは Cell Manager にバインド され、 Data Protector セル全体に対して有効です。 ク ライア

ン トでは、 ファ イルシステム バッ クアップまたはディ スク  イ メージ バッ クアップ用のライセン

スは必要あ り ません。
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ライセンス チェ ッ ク機能とレポート機能

Data Protector ラ イセンスは、 さまざまな Data Protector オペレーシ ョ ン中にチェッ ク され、 見つ

からない場合にはレポート されます。 以下に例を示します。

• Data Protector のチェッ クおよび保守管理機能の一部と して、 ラ イセンスの存在がチェッ ク さ

れ、 見つからなかった場合は、 Data Protector イベン ト  ログに記録されます。 Data Protector イ

ベン ト  ログは、 Cell Manager 上の

<Data_Protector_home>\log\server\Ob2EventLog.txt ファ イル内にあ り ます。 Data 
Protector のチェッ クおよび保守管理機能の詳細は、 オンライン  ヘルプの索引キーワード 「イ

ベン ト  ログ , Data Protector」 で表示される内容を参照してください。

• Data Protector イベン ト  ログにライセンスがないこ とが記録されていた場合は、 Data Protector
ユーザー インタフェースを起動したと きに、 イベン ト  ログからの通知が表示されます。 Data 
Protector イベン ト  ログの詳細は、 オンライン  ヘルプの索引キーワード 「イベン ト  ログ , Data 
Protector」 で表示される内容を参照してください。

• Data Protector セッシ ョ ンの起動時には、 ライセンスがチェッ ク され、 もし見つからなかった

場合はレポート されます。

Data Protector ラ イセンスでは、 以下のよ う な特性がグループ化されます。

• Cell Manager 関連ライセンス

• エンティティ  ベース使用権

• キャパシティ  ベース使用権

Cell Manager 関連ライセンス

Data Protector Cell Manager 関連ライセンスは以下のとおりです。

• スターター パッ ク

• マネージャ ・ オブ ・ マネージャ使用権

• シングルサーバ版

Cell Manager ( スターター パッ クに含まれる ) や Manager-of-Managers などの一部の Data Protector
コンポーネン トがセル内に存在する場合は、 必要と される関連ライセンスの存在のみがチェ ッ ク
されます。
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エンテ ィテ ィ  ベース使用権

Data Protector のエンティティ ・ ベース使用権は、 以下のとおりです。

• 61-250 スロ ッ ト  ライブラ リ使用権 (1 台 )、および、スロ ッ ト数無制限ライブラ リ使用権 (1 台 )

• 追加ド ライブ使用権 UNIX, SAN, NAS、 および、 追加ド ライブ使用権 Windows, NetWare, 
Linux

• オンライン ・バッ クアップ使用権 UNIX ( システム 1 台 )、および、オンライン ・バッ クアップ

使用権 Windows, Linux ( システム 1 台 )

前述のいずれかのエンティティ ・ ベース使用権の対象となる製品がセル内で構成されている場合
は、 必要なエンティティ ・ ベース使用権の存在とその数がチェッ ク されます。

Data Protector のチェッ クでは、 構成されているエンティティ ・ ベースの項目数とエンティティ ・

ベース使用権の数が比較されます。 構成されている項目数よ り も ラ イセンス数が少ない場合は、
通知が発行されます。

前述の 初の 2 つのライセンスでは、 以下の作業も必要です。

SAN 環境の複数の Data Protector ク ラ イアン トでバッ クアップ デバイスが構成されている場合、

Data Protector では、 マルチパス機能を使用して、 シングル バッ クアップ デバイス と して認識さ

せる必要があ り ます。

キャパシティ  ベース使用権

Data Protector のキャパシティ ・ ベース使用権は、 以下のとおりです。

• ゼロ ・ ダウンタイム ・ バッ クアップ (ZDB) HP XP 使用権 (1 TB、 10 TB)

• ゼロ ・ ダウンタイム ・ バッ クアップ HP EVA 使用権 (1 TB、 10 TB)

• ゼロ ・ ダウンタイム ・ バッ クアップ EMC Symmetrix 使用権 (1 TB、 10 TB)

• インスタン ト ・ リ カバリ HP XP 使用権 (1 TB、 10 TB)

• インスタン ト ・ リ カバリ HP EVA 使用権 (1 TB、 10 TB)

• ダイレク ト ・ バッ クアップ HP XP 使用権 (1 TB、 10 TB)

• ダイレク ト ・ バッ クアップ HP EVA 使用権 (1 TB、 10 TB)

• NDMP ダイレク ト ・ バッ クアップ使用権 (1 TB、 10 TB)

• アドバンス ト ・ バッ クアップ使用権 (1 TB、 10 TB、 100 TB)
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アドバンス ト  バッ クアップ用のキャパシティ  ベース使用権は、 このグループの他のライセンス

と異なる扱いが適用されます。 299 ページの 「アドバンス ト ・ バッ クアップ使用権」 を参照して

ください。

キャパシティ ・ ベース使用権 ( アドバンス ト ・ バッ クアップ使用権以外 ) のチェッ クでは、 バッ

クアップされる論理ユニッ ト上の合計ディ スク容量が、 インス トールされているライセンス数と
比較されます。

ライセンスのチェ ッ クでは、 ラ イセンスされている容量を超えていた場合でもインスタン ト  リ
カバリやバッ クアップの妨げとな り ません。 このよ う な場合、 ライセンスされている容量を超え
たこ とを通知する警告メ ッセージがバッ クアップ中に表示されます。

使用ディ スクの容量は、 各 ZDB セッシ ョ ンやダイレク ト  バッ クアップ セッシ ョ ン中に収集され

た履歴情報に基づいて計算されます。 考慮される時間は 24 時間です。 Data Protector では、 過去

24 時間の全セッシ ョ ンで使用されたディ スクに基づいて使用ディ スク容量が計算され、 計算さ

れた容量と ライセンスされている容量が比較されます。

ライセンス違反が発生している と、 バッ クアップ中に警告メ ッセージが発行されます。 また、 ラ
イセンス  レポート  ツールが毎日実行され、 ライセンスされている容量を超えた場合は Data 
Protector イベン ト  ログに通知が書き込まれます。

使用容量の計算

使用容量の計算では、 過去 24 時間に使用された各ディ スク  アレイ  タイプのライセンスされてい

る容量が計算されます。 指定されている期間に 2 回以上使用されたディ スクは一度だけ数えられ

ます。 ディ スク  アレイ  ユニッ トは、 各アレイの識別番号によって特定されます。 識別番号の使

用によって、 アレイが計算に入れられた時期がわかり ます。

インスタン ト  リ カバリ またはダイレク ト  バッ クアップを含む ZDB セッシ ョ ンが実行された場合

は、 元のユニッ トの合計容量がディ スク  アレイの ZDB 使用容量と して計算され、 さ らに、 イン

スタン ト  リ カバリ またはダイレク ト  バッ クアップのディ スク  アレイの使用容量も計算されます。 

たとえば、 EVA ディ スク  アレイが 2 つあったと します。 1 つ目のアレイには、 データの保護用に

容量 200 GB のディ スク  (App. 1) が 1 つあ り ます。 1 日 3 回開始される各バッ クアップ セッシ ョ

ンにはインスタン ト  リ カバリのオプシ ョ ンが含まれています。 同時に 3 つのスナップシ ョ ッ ト

が維持され、 ローテーシ ョ ンされて、 インスタン ト  リ カバリ用に保存されます。 2 つ目のディ ス

ク  アレイには、 2 つのディ スク  (150 GB の App. 2 と 120 GB の App. 3) があ り ます。 App. 2 ディ ス
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クでは、 バッ クアップが 1 日に 1 回実行され、 データをテープへ移動した後でスナップシ ョ ッ ト

が削除されます。 App. 3 では、 バッ クアップが 1 日 3 回実行され、 インスタン ト  リ カバリ用に 5
つのスナップシ ョ ッ トがローテーシ ョ ンされて、 保存されます。

図 5-1 使用容量の計算シナリオ

過去 24 時間のバッ クアップ セッシ ョ ンで使用されたすべてのディ スクを ZDB 使用容量と して

計算する と、 200 GB (App.1) + 150 GB (App.2) + 120 GB (App.3) = 470 GB。

インスタン ト  リ カバリ用にデータを残した ZDB セッシ ョ ンのソース容量をインスタン ト  リ カバ

リの使用容量と して計算する と  ( 同じディ スクは一度だけ数える )、 200 GB (App.1) + 120 GB 
(App.3) = 320 GB にな り ます。

アドバンスト ・ バックアップ使用権

ファ イル ラ イブラ リへのバッ クアップには、 アドバンス ト ・ バッ クアップ使用権が必要になり

ます。 仮想テープ ラ イブラ リに対して、 ド ラ イブおよびライブラ リのライセンスの代わりに、

アドバンス ト ・ バッ クアップ使用権を使う こ と も可能です。
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アドバンス ト ・ バッ クアップ使用権のチェッ ク時には、 アドバンス ト ・ バッ クアップ使用権を必
要とするデバイス内に構成されたすべてのメディア上の使用スペース容量が、 インス トールされ
ているライセンス数と比較されます。 

すべてのファイル ラ イブラ リ  メディアおよび仮想テープ ラ イブラ リ  メディア上にバッ クアップ

されたデータ 1 TB ごとに、 アドバンス ト ・ バッ クアップ使用権が 1 つずつ必要です。 仮想テー

プ ラ イブラ リの場合は、 圧縮率が 2:1 とみなされます。 これは、 1 つのアドバンス ト ・ バッ ク

アップ使用権で、 2 TB のデータをバッ クアップできるこ とを意味します。

10 TB 用および 100 TB 用の使用権も用意されています。 1 TB の使用権を 10 個または 100 個購入

するよ り も、 これらのパッケージの方が低価格です。 

ファ イル ラ イブラ リ  メディア、 仮想テープ ライブラ リ  メディア、 または仮想メディアを IDB か

らエクスポートする と、 そのメディア上のデータは、 このライセンスの計算対象ではなくな り ま
す。 メディアをインポート し直すと、 ( メディア上のデータが上書きされていなければ ) そのメ

ディア上のデータが再びアドバンス ト ・ バッ クアップ使用権の計算対象になり ます。

バッ クアップまたはオブジェク ト  コピーの開始時に、 前のバッ クアップ セッシ ョ ンまたはオブ

ジェク ト  コピー セッシ ョ ンで使用済みのディ スク  スペース量が計算されます。 その数値がライ

センスされているバッ クアップ対象ディ スク  スペース以下の場合、 バッ クアップしているデー

タの量に関係なくバッ クアップが開始され完了します ( バッ クアップ データ量がディ スク  ス
ペースを超える可能性があ り ます )。 前のバッ クアップ セッシ ョ ンですでに限度を超過している

場合、 バッ クアップ セッシ ョ ンが開始されますが、 ライセンスの限度を超過したこ とを示す警

告が発行されます。

セル内のディ スクへのバッ クアップに消費したディ スク  スペースを計算するために、 Data 
Protector ではセル内のファイル ラ イブラ リおよび仮想テープ ラ イブラ リへのバッ クアップで作

成された全メディアのサイズ合計を計算します。 

アドバンス ト ・ バッ クアップ使用権に関しては、 バッ クアップ デバイス、 ド ラ イブ、 およびス

ロ ッ トの数はチェ ッ ク されず、 Data Protector 内部データベース  (IDB) に記録されているデータ容

量のみがチェッ ク されます。

注記 Data Protector のデフォルト動作では、 仮想テープ ラ イブラ リ  デバイスが通常のラ

イブラ リ  (SCSI II ラ イブラ リ など ) と して扱われます。 アドバンス ト ・バッ クアッ

プ使用権を利用するには、 デバイス構成中にデバイスを仮想テープ ラ イブラ リ と

してマークする必要があ り ます。 詳細は、 オンライン  ヘルプの索引キーワード

「仮想テープ ラ イブラ リ 」 で表示される内容を参照して ください。
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キャパシティ  ベース使用権の例

こ こでは、 キャパシティ ・ ベース使用権の計算方法例を説明します。

例 1

301 ページの図 5-2 では、 800 GB の論理ユニッ ト 1 つからのデータが、 ディ スクへの ZDB 
(ZDB-to-Disk) セッシ ョ ンで 1 日に 3 度バッ クアップされる状況が例と して示されています。

図 5-2 ZDB-to-Disk セッシ ョ ン

3 つのスプリ ッ ト  ミ ラーまたはスナップシ ョ ッ ト  コピー ( 複製 ) がローテーシ ョ ンされて、 イン

スタン ト  リ カバリの目的で保存されます。 キャパシティ ・ ベース使用権では、 以下のよ うに計

算されます。

800 GB の論理ユニッ ト 1 つを使用するディ スクへの ZDB セッシ ョ ン ：

1 TB のゼロ ・ ダウンタイム ・ バッ クアップ使用権の対象となる容量を計算する と、 1 x 800 GB = 
0.8 TB。

同じ 800 GB の論理ユニッ トの複製 3 つが、 インスタン ト  リ カバリの目的で保存されます。 ラ イ

センスの計算対象となるのは、 ソース  ボ リ ュームの容量であ り、 複製の容量ではないこ とに、

注意して ください。

1 TB のインスタン ト ・ リ カバリ使用権の対象となる容量を計算する と、 1 x 800 GB = 0.8 TB。

301 ページの図 5-2 に示されている状況では、 1 TB のゼロ ・ ダウンタイム ・ バッ クアップ使用権

1 つと、 1 TB のインスタン ト ・ リ カバリ使用権 1 つで、 十分です。
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例 2

302 ページの図 5-3 では、 800 GB の論理ユニッ ト 1 つからのデータが、 テープへの ZDB 
(ZDB-to-Tape) セッシ ョ ンで 1 日に 2 度バッ クアップされる状況が例と して示されています。 ス

プ リ ッ ト  ミ ラーまたはスナップシ ョ ッ ト  コピー ( 複製 ) は、 インスタン ト  リ カバリの目的では

保存されません。 キャパシティ ・ ベース使用権では、 以下のよ うに計算されます。

800 GB の論理ユニッ ト 1 つを使用するディ スクへの ZDB セッシ ョ ン ：

1 TB のゼロ ・ ダウンタイム ・ バッ クアップ使用権の対象となる容量を計算する と、 1 x 800 GB = 
0.8 TB。

1 TB のゼロ ・ ダウンタイム ・ バッ クアップ使用権 1 つで十分です。

図 5-3 ZDB-to-Tape セッシ ョ ン

例 3

303 ページの図 5-4 では、 800 GB の論理ユニッ ト 1 つからのデータが、 ディ スク + テープへの

ZDB (ZDB-to-Disk+Tape) セッシ ョ ンで 1 日に 3 度バッ クアップされる状況が例と して示されてい

ます。 5 つのスプリ ッ ト  ミ ラーまたはスナップシ ョ ッ ト  コピー ( 複製 ) がローテーシ ョ ンされ

て、 インスタン ト  リ カバリの目的で保存されます。 キャパシティ ・ ベース使用権では、 以下の

よ うに計算されます。

800 GB の論理ユニッ ト 1 つを使用するディ スク + テープへの ZDB セッシ ョ ン ：

1 TB のゼロ ・ ダウンタイム ・ バッ クアップ使用権の対象となる容量を計算する と、 1 x 800 GB = 
0.8 TB。

同じ 800 GB の論理ユニッ トの複製 5 つが、 インスタン ト  リ カバリの目的で保存されます。 ラ イ

センスの計算対象となるのは、 ソース  ボ リ ュームの容量であ り、 複製の容量ではないこ とに、

注意して ください。

1 TB のインスタン ト ・ リ カバリ使用権の対象となる容量を計算する と、 1 x 800 GB = 0.8 TB。
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1 TB のゼロ ・ ダウンタイム ・ バッ クアップ使用権 1 つと、 1 TB のインスタン ト ・ リ カバリ使用

権 1 つで、 十分です。

図 5-4 ZDB-to-Disk+Tape セッシ ョ ン

例 4

304 ページの図 5-5 では、 800 GB の論理ユニッ ト 1 つからのデータが、 ダイレク ト  バッ クアップ 
セッシ ョ ンで 1 日に 4 度バッ クアップされる状況が例と して示されています。 ダイレク ト  バッ

クアップ セッシ ョ ン中に作成された 3 つのスプリ ッ ト  ミ ラーまたはスナップシ ョ ッ ト  コピー (
複製 ) がローテーシ ョ ンされて、 インスタン ト  リ カバリの目的で保存されます。 キャパシティ ・

ベース使用権では、 以下のよ うに計算されます。

800 GB の論理ユニッ ト 1 つを使用するダイレク ト  バッ クアップ セッシ ョ ン ：

1 TB のダイレク ト ・ バッ クアップ使用権の対象となる容量を計算する と、 1 x 800 GB = 0.8 TB。

ディ スク + テープへの ZDB セッシ ョ ンでは、 800 GB の同じ論理ユニッ トが使用され、 したがっ

て、 以下のとおり他のライセンスの計算対象とな り ます。

1 TB のゼロ ・ ダウンタイム ・ バッ クアップ使用権の対象となる容量を計算する と、 1 x 800 GB = 
0.8 TB。

同じ 800 GB の論理ユニッ トの複製 3 つが、 インスタン ト  リ カバリの目的で保存されます。 ラ イ

センスの計算対象となるのは、 ソース  ボ リ ュームの容量であ り、 複製の容量ではないこ とに、

注意して ください。
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1 TB のインスタン ト ・ リ カバリ使用権の対象となる容量を計算する と、 1 x 800 GB = 0.8 TB。

304 ページの図 5-5 に示されている状況では、 1 TB のダイレク ト ・ バッ クアップ使用権 1 つ、 1 
TB のゼロ ・ ダウンタイム ・ バッ クアップ使用権 1 つ、 および、 1 TB のインスタン ト ・ リ カバリ

使用権 1 つが必要です。

図 5-5 ダイレク ト  バックアップ セッシ ョ ン

例 5

この ZDB セッシ ョ ンでは、 200 GB の論理ユニッ トが 1 つ、 500 GB の論理ユニッ トが 1 つ、 120 
GB の論理ユニッ トが 1 つ、 300 GB の論理ユニッ トが 1 つ使用されます。

1 TB のゼロ ・ ダウンタイム ・ バッ クアップ使用権の対象となる容量を計算する と、 1 x 200 GB + 
1 x 500 GB + 1 x120 GB + 1 x 300 GB = 1.12 TB。

200 GB の論理ユニッ ト 1 つ、 120 GB の論理ユニッ ト 1 つ、 300 GB の論理ユニッ ト 1 つのスプ

リ ッ ト  ミ ラーまたはスナップシ ョ ッ ト  コピーが、 インスタン ト  リ カバリの目的で保存されます。

1 TB のインスタン ト ・ リ カバリ使用権の対象となる容量を計算する と、 1 x 200 GB + 1 x120 GB + 
1 x 300 GB = 0.62 TB。

ダイレク ト  バッ クアップ セッシ ョ ンでは、 300 GB の論理ユニッ ト 1 つを使用します。

1 TB のゼロ ・ ダウンタイム ・ バッ クアップ使用権の対象となる容量を計算する と、 1 x 300 GB = 
0.3 TB。

5-2 ～ 5-6 の例では、 1 TB のダイレク ト ・ バッ クアップ使用権 1 つ、 1 TB のゼロ ・ ダウンタイ

ム ・ バッ クアップ使用権 2 つ、 および 1 TB のインスタン ト ・ リ カバリ使用権 1 つが必要です。
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必要に応じたライセンス レポートの作成

ライセンス  レポート を作成するには、 Data Protector の omnicc コマンドを使用します。 以下のよ

うにコマンドを実行します。

omnicc -check_licenses [-detail]

-detailオプシ ョ ンが指定されなかった場合、 Data Protector ラ イセンスが存在するかど うかを示

す情報が返されます。

-detailオプシ ョ ンが指定された場合、 詳細レポートが作成されます。 セル内の各ライセンスに

ついて、 ラ イセンス名、 インス トールされているライセンス、 使用されているライセンス、 必要
なライセンスに関する情報が返されます。

詳細は omniccのマンページを参照してください。 このコマンドでは、 ラ イセンスの期限切れ日

付は表示されないこ とに注意して ください。 インス トールされている環境と ライセンス数によ
り、 レポートの生成に時間を要する場合があ り ます。 ライセンスの期限切れ日付の情報を表示す
る場合は、 以下のコマンドを入力します。

omnicc -password_info

重要 CMMDB が構成された MoM 環境で、 ライブラ リ と ド ラ イブのライセンスの対象

となる製品のライセンス  レポート を作成する場合は、 CMMDB がインス トールさ

れた Cell Manager で、 omnicc コマンドを実行する必要があ り ます。
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購入可能なライセンス

以下の表には、 本製品で使用できるライセンスを示します。 各製品番号の詳細は、 本書の付録 A
を参照して ください。

図 5-6 HP OpenView Storage Data Protector の製品構成

表内の赤字は新製品の番号を表します。

Data Protector は以前の Data Protector バージ ョ ンの製品番号を継承しています。 これによ り、 移

行後も既存の Data Protector ラ イセンスを引き続き使用できます。 使用可能なライセンスの詳細

は、 A-2 ページの 「Data Protector A.06.00 の製品構成と ライセンス」 を参照して ください。
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パスワードについて

以下の項目を参照して、 適切な数のパスワードを取得して ください。

• 一時パスワードは、 Cell Manager システムと しての使用を予定している任意のシステムで使

用できます。 ただしその他のタイプのパスワードについては、 対応するプラ ッ ト フォームを
まず決定しなければなり ません。 この中には、 Data Protector の集中管理用システムとなる

Cell Manager も含まれます。 そのため、 恒久パスワードを請求する前に、 一時パスワードを

使用してセル構成の必要条件を十分に把握しておく こ とが大切です。

• 恒久ライセンスは、 他の Cell Manager に移動できます。 移動にあたっては、 HP Password 
Delivery Center (PDC) の電話相談窓口にご連絡ください。

• パスワードは Cell Manager にインス トールされ、 セル全体に対して有効です。

• Manager-of-Managers (MoM) 機能を使用する と、 集中ライセンスが可能です。 複数のセルに対

して複数のライセンスを購入する と、 すべてのライセンスが MoM システムにインス トール

できます。

• 各セルごとに、 Cell Manager ラ イセンスが 1 つ必要です。

• Data Protector の構成作業やバッ クアップ セッシ ョ ンを開始するたびに、 ソフ ト ウェアによっ

てライセンスが定期的にチェッ ク されます。

• 一時パスワードは任意のシステムで使用できますが、 評価用パスワード と恒久パスワードは

ライセンス請求時に指定した Cell Manager に対してのみ使用できます。

• 複数の IP アドレスを持つシステム ( 複数アドレスを持つシステム、RAS サーバ、ク ラスタ ) に
Cell Manager がインス トールされている場合は、 ライセンスをこれらの IP アドレスのどれに

でもバインド させるこ とができます。

注記 Cell Manager の IP アドレスを変更する、 Cell Manager を別のシステムに移動する、

MoM 機能を使用せずにライセンスを別のセルに移動するなどの変更を行う場合

は、 ライセンスの更新が必要になり ますので、 HP パスワード  デリバリー セン

ター (PDC) にご連絡ください。 HP パスワード  デリバリー センターへの連絡の詳

細は、 311 ページの 「恒久パスワードの取得と インス トールのためのその他の方

法」 を参照して ください。 
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Data Protector のパスワード

Data Protector 製品をインス トールする と、 60 日間使用できます。 この期間を過ぎてから ソフ ト

ウェアを使用するには、 Cell Manager に恒久パスワードをインス トールする必要があ り ます。

Data Protector の Cell Manager にソフ ト ウェアをロードするこ とは可能ですが、 恒久パスワードが

なければ、 構成作業を実施できません。 特定の Data Protector 機能を使用するにはライセンスが

必要で、 ライセンスを有効にするにはパスワードが必要です。

Data Protector のライセンスには、 以下のパスワードのいずれか 1 つが必要です。

✓ 一時パスワード

一時パスワードは、 初回にインス トールされた時点で製品に含まれています。 Data Protector
がサポート しているシステムに製品をインス トールする と、 60 日間ソフ ト ウェアを使用でき

ます。 この期間内に HP Password Delivery Center から恒久パスワードを取得して、 インス

トールする必要があ り ます。

✓ 恒久パスワード

Data Protector 製品には、 恒久パスワードを取得する権利を保証するライセンス権利証書 
(License Entitlement Certificate) が付属しています。 恒久パスワードを使用する と、 ユーザーの

バッ クアップ方針に応じて Data Protector セルを構成できます。 ただし、 必要な数のライセン

スを購入する必要があ り ます。 恒久パスワードを請求する前に、 どのシステムに Cell 
Manager をインス トールするかを決定する と と もに、 セル構成の必要条件を把握しておく必

要があ り ます。

✓ 緊急用パスワード

現在インス トールされているパスワードが、 突発的な事態によって現在のシステム構成にあ
わなくなった場合は、 緊急用つま り代替のパスワードを使用できます。 緊急用パスワード
は、 どのシステム上でも使用可能で、 120 日間使用できます。 

緊急用パスワードは、 当社サポート グループが発行します。 これらのパスワードは当社社員
にしか請求できず、 当社社員に対して発行されます。 詳細は、 サポート担当部署または下記
の HP Licensing サイ ト までお問い合わせください。
http://webware.hp.com

緊急パスワードは、 元のシステムを再構成した り別の場所に移動させて恒久パスワードをイ
ンス トールするまでの間、 バッ クアップ操作を可能にする目的で設定されています。 ライセ
ンスを移動する場合は、 HP Password Delivery Center の電話相談窓口までご連絡ください。 ま

た Web ページ http://webware.hp.com でもパスワードの生成や移動が可能です。

http://webware.hp.com
http://webware.hp.com
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パスワードの取得には HP OpenView AutoPass ユーティ リ ティを使用するこ とをお勧めします。 こ

のユーティ リ ティは Cell Manager のインス トール プロセス中にインス トールできます。 Cell 
Manager のインス トール プロセス中に HP OpenView AutoPass ユーティ リ ティをインス トールし

た後、 そのユーティ リ ティ を使用してパスワードを取得する方法は、 309 ページの 「HP 
OpenView AutoPass ユーティ リ ティを使用した恒久パスワードの取得と  インス トール」 を参照し

て ください。

HP OpenView AutoPass ユーティ リ ティ以外の手段でパスワードを取得し、 インス トールする方法

については、 311 ページの 「恒久パスワードの取得と インス トールのためのその他の方法」 を参

照して ください。

HP OpenView AutoPass ユーティ リテ ィ を使用した恒久パスワードの取得と

インストール

HP OpenView AutoPass ユーティ リ ティ を使用する と、 HP パスワード  デリバリー センタの Web
サーバから HP OpenView 製品の購入済みライセンスのパスワードをインターネッ ト経由で直接

インス トールできます。 HP OpenView AutoPass ユーティ リ ティの詳細は、 『HP OpenView 
AutoPass Licensing Guide』 を参照して ください。

前提条件

HP OpenView AutoPass ユーティ リ ティ を使用して恒久パスワードの取得と インス トールを行うに

は、 以下の条件を満たすこ とが必要です。

• Data Protectorのomnisetup.shスク リプ ト を使用したCell Managerのインス トール中 (UNIXシ

ステムの場合 ) か、 Cell Manager のインス トール中 (Windows システムの場合 ) に、 HP 
OpenView AutoPass ユーティ リ ティをインス トールする必要があ り ます。

• MC/ServiceGuard では、HP OpenView AutoPass ユーティ リ ティをすべてのノードにインス トー

ルする必要があ り ます。

• 恒久ライセンス権利証書が必要です。

• 購入済みのライセンスの HP 注文番号が必要です。

• Cell Manager か Manager-of-Managers の IP アドレスが必要です。

制限事項

HP OpenView AutoPass については、 以下の制限に留意してください。

• HP OpenView AutoPass ユーティ リ ティは、x64以外のWindows オペレーティング システムおよ

び Linux オペレーティング システムにはインス トールできません。
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• Microsoft Cluster に HP OpenView AutoPass ユーティ リ ティ をインス トールするこ とは推奨でき

ません。 なぜなら、 このユーティ リ ティは、 1 つのノードのみにインス トールされ、 すべて

のノードにはインス トールされないからです。

これ以外の前提条件や制限は、 『HP OpenView AutoPass Licensing Guide』 を参照して ください。

パスワードは Cell Manager にインス トールされ、 セル全体に対して有効です。

手順

恒久パスワードを取得し、 インス トールするには、 以下の手順に従ってください。

1. 恒久パスワードを取得するのに必要な情報を収集します。 必要な情報は、 『HP OpenView 
AutoPass Licensing Guide』 を参照して ください。

2. HP OpenView AutoPass ユーティ リ ティを使用してパスワードをオンラインで注文します。 HP 
OpenView AutoPass ユーティ リ ティを起動するには、 Cell Manager で以下のコマンドを実行し

ます。

注記 Manager-of-Managers (MoM) 環境では、 MoM システム上 (Data Protector の集中

ライセンスを使用する場合 )、 またはパスワードが注文されインス トールされ

る Cell Manager 上 (Data Protector の集中ライセンスを使用しない場合 ) で、

omniinstlic コマンドを実行する必要があ り ます。

/opt/omni/sbin/omniinstlic (UNIX 用 Cell Manager の場合 )、 または、

<Data_Protector_home>\bin\omniinstlic  (Windows 用 Cell Manager の場合 )

omniinstlic コマンドの詳細は、 このコマンドのマンページを参照して ください。

3. HP OpenView AutoPass ユーティ リ ティのウ ィザードに従い、 必要な情報を入力します。

ウ ィザードの手順の 後で [Get password] をク リ ッ クする と、 HP Password Delivery Center
から Cell Manager に、 購入したライセンスの恒久パスワードが転送されます。

[Finish] をク リ ッ クする と、 購入したライセンスの恒久パスワードが、 Cell Manager にイ

ンス トールされます。

4. インス トールされたパスワードを確認する方法は、 313 ページの 「パスワードの検証」 を参

照して ください。
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恒久パスワードの取得とインストールのためのその他の方法

取得

恒久パスワードを取得するには、 以下の手順に従ってください。

1. Permanent Password Request Form に記入する情報を収集しておきます。 このフォームの場所と

記入方法は、 A-25 ページの 「Data Protector ラ イセンス  フォーム」 を参照して ください。 

2. 製品構成の詳細は、 A-2 ページの 「Data Protector A.06.00 の製品構成と ライセンス」 を参照し

て ください。 HP Password Delivery Center では、 申請時と同じ方法で恒久パスワードをユー

ザーに通知します。 たとえば、 電子メールによる申請に対しては、 恒久パスワードを電子
メールでお知らせします。

3. 以下のいずれかの操作を行います。

• オンラインの HP Password Delivery Center サイ ト  (http://www.webware.hp.com) にアクセス

します。 

• Permanent Password Request Form に必要事項を記入して、 以下のいずれかの方法で HP 
Password Delivery Center に送信します。 デリバリ  センターのファ ッ クス番号、 電話番号、

電子メール アドレス、 および営業時間については、 製品に付属する権利保証書 
(Entitlement Certificate) を参照して ください。

— フォームを  HP Password Delivery Center にファ ッ クスで送付します。

— HP Password Delivery Center に電子メールと して送信します。

以下の名前のファイルにデータ と して含まれているライセンス  フォームも使用でき

ます。 このファ イルは Cell Manager または配布メディアに含まれています。

• Windows 上 : <Data_Protector_home>\Docs\license_forms.txt

•  Windows 用 DVD-ROM 上 : <Disk_Label>:\Docs\license_forms.txt

• UNIX 上 : /opt/omni/doc/C/license_forms_UNIX

このファ イルからコピーしてフォームを作成し、 HP Password Delivery Center (HP 
PDC) にお送り ください。 

通常は、 Permanent Password Request Form をお送りいただいてから 24 時間以内に、

恒久パスワードをお届けします。

http://webware.hp.com
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インストール

HP Password Delivery Center (HP PDC) から通知された恒久パスワードをインス トールする方法

は、 以下のとおりです。

前提条件

HP Password Delivery Center から恒久パスワードを取得する必要があ り ます。 恒久パスワードを

インス トールするには、 Cell Manager 上に Data Protector ユーザー インタフェースをインス トール

しておく必要があ り ます。 恒久パスワードは Cell Manager にインス トールします。 インス トール

されたパスワードは、 セル全体に対して有効です。

GUI の使用

Data Protector GUI を使用して恒久パスワードをインス トールするには、 以下の手順に従ってくだ

さい。

1. コンテキス ト  リ ス ト で [ クライアント ] をク リ ッ ク します。

2. Scoping ペインの [Data Protectorセル] をマウスの右ボタンでク リ ッ ク し、[ライセンスの

追加 ] を選択します。

3. パスワード証明書に示されている とおりにパスワードを入力します。

パスワードは、 スペースで区切られた 4 文字のグループが 8 個と、 それに続く文字列で構成

されています。 パスワードの途中に LF などの改行記号を入れないよ うにして ください。 以

下にパスワードの例を示します。

4PXV EG9S B6WS 2VX3 5967 XEZK AAA9 MQJB "Product: B6965BA"

パスワードを入力し終えたら、 以下のチェッ クを行ってください。

✓ 画面上のパスワードが正しいこ とを確認します。

✓ パスワードの前後にスペースがなく、 また余分な文字が含まれていないこ とを確認しま

す。

✓ 数字の "1" と小文字の "l" を混同していないこ とを確認します。

✓ 大文字の "O" と数字の "0" を混同していないこ とを確認します。

✓ 大文字と小文字を正し く入力しているこ とを確認します。 パスワードでは、 大文字と小

文字が区別されます。

[OK] をク リ ッ ク します。

以下のファイルにパスワードが書き込まれます。



Data Protector のライセンス

Data Protector のパスワード

第 5 章 313

• Windows の場合 : <Data_Protector_home>\Config\server\Cell\lic.dat

• UNIX の場合 : /etc/opt/omni/server/cell/lic.dat

CLI の使用

Data Protector CLI を使用して恒久パスワードをインス トールするには、 以下の手順に従ってくだ

さい。

1. Cell Manager にログオンします。

2. 以下のコマンドを実行します。

• Windows の場合 : 
<Data_Protector_home>\bin\omnicc -install_license <password>

• UNIX の場合 : 
/opt/omni/bin/omnicc -install_license <password>

<password>には、 パスワードを入力します。 Password Certificate に記載されている とおりに

入力する必要があ り ます。

パスワードを以下のファイルに追加するこ と もできます。

• Windows の場合 :  <Data_Protector_home>\config\server\cell\lic.dat
• UNIX の場合 : /etc/opt/omni/server/cell/lic.dat

ファ イルが存在しない場合は、 vi またはメモ帳などのエディ タで作成して ください。 パスワー

ドの例については、 上記の GUI の使用の手順 3 を参照して ください。

パスワードの検証

GUI の使用

インス トールしたライセンスのパスワードが正しいかど うかを検証するには、 Data Protector 
Manager 上で以下の手順を行います。

1. [ヘルプ ] メニューで [情報 ...] をク リ ッ ク します。

2. [ ライセンス ] タブをク リ ッ ク します。 インス トール済みのすべてのライセンスが表示され

ます。 入力したパスワードが正し くない場合は、 「パスワードをデコードできませんでした。」
とい う注釈が付きます。
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CLI の使用

インス トールしたライセンスのパスワードが正しいかど うかを検証するには、 以下の手順を行い
ます。

• Windows の場合 : 
<Data_Protector_home>\bin\omnicc -password_info

• UNIX の場合 : /opt/omni/bin/omnicc -password_info

コマンドを実行する と、 インス トール済みのすべてのライセンスが表示されます。 入力したパス
ワードが正し くない場合は、 「パスワードをデコードできませんでした。」 とい う注釈が付きます。

インストール済みライセンスの数を調べる

GUI の使用

恒久パスワードのインス トール後、 Cell Manager 上に現在インス トールされているライセンスの

数をチェッ クできます。

1. Data Protector Manager を起動します。

2. メニュー バーから、[ヘルプ ]、[情報 ...] をク リ ッ ク します。[Data Protector Manager

について ] ウ ィンド ウに、 現在インス トールされているライセンスが表示されます。

CLI の使用

コマンド行を使用する場合は、 以下の手順に従ってください。

1. Cell Manager にログオンします。

2. 以下のコマンドを実行します。

• Windows の場合 : <Data_Protector_home>\bin\omnicc -query
• UNIX の場合 : /opt/omni/bin/omnicc -query

現在インス トールされているライセンスのリ ス トが表示されます。

他の Cell Manager システムへのライセンスの移動

以下のよ う な場合は、 HP Password Delivery Center にご連絡ください。

• Cell Manager を他のシステムに移動したい場合。
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• Cell Manager にインス トールされているライセンスのう ち、 セル内で現在使用していないラ

イセンスを他の Data Protector セルに移動したい場合。

注記 UNIX ライセンスを別の UNIX 用 Cell Manager または Windows 用 Cell Manager に
移動するこ とは可能ですが、 Windows ラ イセンスを UNIX 用 Cell Manager に移動

するこ とはできません。

ライセンスを Cell Manager 間で移動するには、 以下の手順を行います。

1. 新しい Cell Manager のそれぞれにつき、ラ イセンス移動フォーム  (License Move Form) が 1 つず

つ必要です。 フォームに必要事項を記入し、 HP Password Delivery Center に送付してくださ

い。 販売終了となった製品のライセンスを移動する場合は、 以前のバージ ョ ンの製品に付属
のライセンス移動フォーム  (License Move Forms) を使用して ください。 詳細は A-25 ページの

「Data Protector ラ イセンス  フォーム」 を参照して ください。

フォームには、 既存の Cell Manager から移動するライセンスの数を指定する必要があ り ま

す。 

2. 以下のファイルを削除します。

• Windows の場合 :  <Data_Protector_home>\config\server\cell\lic.dat
• UNIX の場合 : /etc/opt/omni/server/cell/lic.dat

3. ライセンス移動フォーム  (License Move Form) に必要事項を記入し、 HP Password Delivery 
Center に送付した後は、 移動元の Cell Manager から Data Protector のパスワードをすべて削除

して ください。

4. 新しいパスワードをインス トールします。 移動先の各 Cell Manager に対応するパスワードが

HP Password Delivery Center から提供されます。 移動元の Cell Manager 上にライセンスを残す

場合は、 移動元の Cell Manager 用の新しいパスワードが 1 つ提供されます。 この新しいパス

ワードは、 これ以降、 移動元の Cell Manager にログオンする と きに必要にな り ます。
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集中ライセンス

Data Protector では、 複数セル環境全体に対して集中ライセンスを構成できます。 これによってラ

イセンス管理を単純化できます。 すべてのライセンスは Manager-of-Managers (MoM) Manager シ
ステムに保持されます。 必要に応じてライセンスは特定のセルに割り当てられますが、 ラ イセン
ス自体は MoM Manager に構成されています。 

ライセンスの構成方法の詳細は、 Data Protector オンライン  ヘルプを参照してください。

注記 UNIX ライセンスを別の UNIX 用 Cell Manager または Windows 用 Cell Manager に
割り当てるこ とは可能ですが、 Windows ラ イセンスを UNIX 用 Cell Manager に割

り当てるこ とはできません。

MoM 機能を使用する と、 MoM セル間でライセンスを移動 ( 再配布 ) できます。 詳細はオンライ

ン ヘルプの索引キーワード 「MoM 環境」 で表示される内容を参照してください。

新しい Data Protector ラ イセンスをインス トールする場合は、 MoM 機能を使用するかど うかを決

めてからライセンスを請求して ください。 ラ イセンスの請求後に集中ライセンスの使用を決定し
た場合は、 ライセンス移動の手続きが必要になり ます。 

注記 MoM 機能を使う と、 集中ライセンスを行えます。 つま り ラ イセンスを MoM 
Manager にインス トールしておき、 MoM セルに所属する複数の Cell Manager に、

それらのライセンスを配布するこ とができます。 配布したライセンスは、 MoM セ

ル間で移動 ( 再配布 ) できます。 詳細はオンライン  ヘルプの索引キーワード

「MoM 環境」 で表示される内容を参照してください。
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Data Protector Order Tool
Data Protector は、 お客様の環境に必要な Data Protector 製品番号の一覧を自動生成するシンプル

なツールを備えています。 Data Protector Order Tool を起動してシステム構成と使用目的に関する

一連の簡単な質問に答えていく と、 回答を反映したセル構造が画面上に表示されていきます。 

Order Tool のすべての質問に答える と、お客様の環境に必要な製品番号の一覧が示されます。 317 
ページの図 5-7 に例を示します。

Order Tool は Data Protector DVD に収録されています。

図 5-7 Data Protector Order Tool の例
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6 インス トールのト ラブルシューテ ィング
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この章の内容

この章では、 インス トール時に発生しがちな問題、 その原因、 および解決方法を述べます。 一般
的な ト ラブルシューティング情報については、 『HP OpenView Storage Data Protector ト ラブル

シューティング ガイ ド』 を参照して ください。

この章には、 以下に関する情報が記載されています。

• 321 ページの 「Windows 用 Cell Manager インス トール時の名前解決に関する問題」

• 322 ページの 「Data Protector セル内の DNS 接続の確認」

• 325 ページの 「Windows 上での Data Protector のインス トールとアップグレード」

• 327 ページの「Solaris 上での Data Protector Cell Manager のインス トールに関する問題のト ラブ

ルシューティング」

• 328 ページの 「UNIX ク ラ イアン トのインス トールに関する問題のト ラブルシューティング」

• 330 ページの 「Data Protector ク ライアン トのインス トール結果の確認」

• 331 ページの 「アップグレードの ト ラブルシューティ ング」

• 333 ページの 「ログファ イルの使用」

• 336 ページの 「インス トール実行ト レースの作成」
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Windows 用 Cell Manager インス トール時の名前解決に関する問題

DNS や LMHOST ファ イルに必要な設定を行わずに Data Protector Cell Manager を Windows にイン

ス トールした場合、 Data Protector は問題を検出し、 警告します。 また、 TCP/IP プロ ト コルがシ

ステムにインス トールされていない場合も、 Data Protector によって通知されます。

問題

DNS または LMHOSTS の使用時に名前解決に失敗する

名前解決に失敗する と、 「error expanding hostname」 のメ ッセージが表示され、 インス トー

ルが中止されます。

• DNS を使用している と きに名前解決の問題が生じた場合、使用している DNS 構成に関する警

告メ ッセージが表示されます。

• LMHOSTS ファ イルを使用している と きに名前解決の問題が生じた場合、LMHOSTS ファ イル

の構成のチェッ クを促す警告メ ッセージが表示されます。

• DNS と LMHOSTS のいずれも構成されていない場合は、 TCP/IP のプロパティ  ダイアログで

DNS または LMHOSTS の名前解決を有効にするよ う、 警告メ ッセージが表示されます。

対応策

DNS ファ イルまたは LMHOSTS ファ イルの構成をチェッ クするか、 アクティブにします。 322 
ページの 「Data Protector セル内の DNS 接続の確認」 を参照して ください。

問題

TCP/IP プロ ト コルがシステム上にインス トールおよび構成されていない

Data Protector では、 TCP/IP プロ ト コルを使ってネッ ト ワーク通信が行われます。 したがって、

セル内の各ク ライアン トに TCP/IP プロ ト コルをインス トールし、 正し く構成しておく必要があ

り ます。 先に正し く構成しておかないと、 インス トールが中止されます。

対応策

TCP/IP 設定をチェッ ク します。 B-19 ページの 「Windows システム上の TCP/IP プロ ト コルのセッ

ト アップ」 を参照して ください。



インストールのト ラブルシューテ ィ ング

Data Protector セル内の DNS 接続の確認

第 6 章322

Data Protector セル内の DNS 接続の確認

DNS (Domain Name System) は、 TCP/IP ホス トのためのネーム  サービスです。 DNS はホス ト名と

IP アドレスの一覧で構成されており、 ユーザーはリモート  システムを IP アドレスではなくホス

ト名で指定するこ とができます。 DNS によ り、 Data Protector セル メンバー間の適切な通信が確

実に行われます。

DNS が正し く構成されていないと、 Data Protector セル内で名前解決に関する問題が発生し、 メ

ンバー相互の通信ができな くな り ます。

Data Protector は、 Data Protector セル メ ンバー間の DNS 接続を確認するための omnicheck コマ

ンドを備えています。 このコマンドでセル内のすべての接続を確認できますが、 Data Protector セ
ル内で極めて重要な接続である以下の接続を確認すれば十分です。

• Cell Manager から他のいずれかのセル メ ンバーへの接続、 およびその逆。

• Media Agent から他のいずれかのセル メンバーへの接続、 およびその逆。

omnicheck コマンドの使用

制限事項

• このコマンドでは、セル メ ンバー間の接続確認のみが行われます。一般的な DNS 接続の確認

は行われません。 

• Data Protector A.05.10 以降の Data Protector ク ラ イアン トでのみ使用可能です。旧バージ ョ ンの

Data Protector ク ラ イアン トがあった場合にはエラー メ ッセージが表示され、 コマンドは次の

ク ライアン トに対して処理を続行します。

omnicheck コマンドは、 Cell Manager 上の以下のディレク ト リにあ り ます。

Windows の場合 :  <Data_Protector_home>\bin 

UNIX の場合 :  /opt/omni/bin  

omnicheck コマンドの使用方法は以下のとおりです。

omnicheck -dns [-host Client | -full] [-verbose]

さまざまなオプシ ョ ンを使用して、 Data Protector セル内で以下に示す DNS 接続を確認できます。
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• Cell Manager やセル内の各 Media Agent から、セル内の各 Data Protector ク ラ イアン トへの DNS
接続 ( またはその逆 ) が正し く名前解決されているかを確認するには、 次のコマンドを実行

します。

omnicheck -dns [-verbose]

• 特定のData Protectorク ラ イアン トからセル内の各Data Protectorク ラ イアン トへのDNS接続 (ま
たはその逆 ) が正し く名前解決されているかを確認するには、 次のコマンドを実行します。

omnicheck -dns -host <client> [-verbose]

<client>には、 確認対象の Data Protector ク ラ イアン トの名前を指定します。

• セル内のすべての DNS 接続をチェ ッ クするには、 次のコマンドを実行します。 

omnicheck -dns -full [-verbose]

[-verbose]オプシ ョ ンを指定する と、 コマンドはすべてのメ ッセージを表示します。 このオプ

シ ョ ンを指定しない場合 ( デフォルト ) は、 確認に失敗した結果を示すメ ッセージのみを表示し

ます。

詳細は、 omnicheckマンページを参照して ください。

表 6-1 に omnicheck コマンドの出力メ ッセージ一覧を示します。 DNS の名前解決に問題がある

こ とを示す出力メ ッセージが表示された場合は、 『HP OpenView Storage Data Protector ト ラブル

シューティング ガイ ド』 の 「ネッ ト ワーキングと通信の ト ラブルシューティング」 の項を参照

して ください。

表 6-1 出力メ ッセージ

出力メ ッセージ 意味

client_1が client_2に接続できま

せん。

client_2への接続がタイムアウ ト し

ました。

client_1は client_2に接続してい

ますが接続先のシステムは client_3

として存在しています。

client_1の

<%SystemRoot%>\System32\drivers\

etc\hosts ファ イル (Windows システ

ムの場合 ) または /etc/hosts ファ イ

ル (UNIX システムの場合 ) が正し く構

成されていないか、 client_2のホス

ト名が DNS 名と一致していません。
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client_1から client_2に接続でき

ません

client_2がアクセス不能 ( 接続されて

いないなど ) か、 client_1の

<%SystemRoot%>\System32\drivers\

etc\hosts ファ イル (Windows システ

ムの場合 ) または /etc/hosts ファ イ

ル (UNIX システムの場合 ) が正し く構

成されていません。

client_1 と client_2の接続を

チェック中

すべてのチェックが正常に完了しまし
た。

number_of_failed_checksのチェッ

クが失敗しました。

client はこのセルのメンバではあり

ません。

clientは旧バージョンの Data 

Protector を実行しているようです。

hostname は解決されていますが、 検

証されていません。

表 6-1 出力メ ッセージ ( 続き )

出力メ ッセージ 意味
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Windows 上での Data Protector のインストールとアップグレード

問題

以下のいずれかのエラー メ ッセージが表示されるこ とがあ り ます。

• Windows Installerサービスにアクセスできませんでした。

• このアプリケーションを実行するには、 インストールを行ってください。

• パッチ パッケージをオープンできませんでした。

• システムは指定されたデバイスまたはファイルをオープンできませんでした。

Data Protector A.06.00 のインス トールまたはアップグレード後、 Windows が、 一部のアプリ ケー

シ ョ ンについて、 インス トールされていない、 または再インス トールが必要だという メ ッセージ
を出力するこ とがあ り ます。

原因は、 Microsoft Installer のアップグレード処理におけるエラーです。 Microsoft Installer バー

ジ ョ ン  1.x のデータ情報は、 Data Protector のインス トールを行う Microsoft Installer バージ ョ ン  2.x
には移行されません。

対応策

この問題の解決方法については、 Microsoft Knowledge Base のアーティ クル Q324906 を参照して

ください。

問題

いずれの Windows ド メ インにも所属していない Windows システムへの Cell Manager のインス

トールに失敗する

以下のエラー メ ッセージが表示されます。

Setup is unable to match the password with the given account name. (入力された

アカウント名とパスワードが一致しません。 )

対応策

以下の 2 通りの対応策があ り ます。

• Cell Manager をインス トールしよ う と している Windows システムをド メ インに参加させます。

• CRS サービス用のローカル管理者アカウン ト を使用します。
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問題

以下のエラー メ ッセージが表示されます。

msvcr71.dll file is not found (msvcr71.dll ファイルが見つかりません。 )

MSVCR71.dll ラ イブラ リ  ( 大文字 ) を検出できません。 これは、 ネッ ト ワーク共有上に

msvcr71.dll ( 小文字 ) しかないためです。 MSVCR71.dll と msvcr71.dllは同一ファイルとは

みなされないため、 setup.exeは適切な dll ファ イルの検出に失敗します。

対応策

ファ イル名を msvcr71.dll ( 小文字 ) から MSCVCR71.dll ( 大文字 ) に変更するか、 または、 大

文字と小文字を区別しないよ うにネッ ト ワーク共有を構成し直します。

Windows クライアン トのリモート  インストールに関する問題

問題

セッ ト アップ プロセスの起動エラー

Data Protector のリモート  インス トール機能で Windows ク ラ イアン ト をアップグレード しよ う と

したと きに、 次のよ うなエラーが表示されるこ とがあ り ます。

Error starting setup process, err=[1326] Logon failure: unknown user name or 
bad password.

この問題は、 インス トール サーバ上の OmniBack II 共有へのアクセス権が付与されていないユー

ザー アカウン トで リモート  コンピュータ上の Data Protector Inetサービスが実行されてい

る場合に発生します。 ローカル ユーザー アカウン トが使用されている場合に発生するのが典型

的です。 

対応策

Data Protector Inetサービスのユーザーを Data Protector 共有へのアクセス権があるユーザー

に変更します。
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Solaris 上での Data Protector Cell Manager のインス トールに関す

る問題のト ラブルシューテ ィング

問題

一時ディレク ト リ を作成できない

Solaris システムへの Cell Manager のインス トール中に一時ディ レク ト リが作成できないと、 以下

のメ ッセージを出力されてインス トールが失敗するこ とがあ り ます。

Processing package instance <OB2-CORE> from </tmp/DP_A0510_158_SUN78.pkg>

pkgadd: ERROR: unable to make temporary directory <//tmp/old//installR.aOj3>

対応策

エラー メ ッセージで示された位置に手作業で一時ディ レク ト リ を作成し、 インス トール手順を

初めからやり直して ください。

たとえば、 上記のエラー メ ッセージが出力された場合は、 //tmp/old//installR.aOj3ディ レ

ク ト リ を作成します。
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UNIX クライアン トのインス トールに関する問題のト ラブルシュー

テ ィング

問題

UNIX ク ライアン トの リモート  インス トールが失敗する

UNIX ク ラ イアン トの リモート  インス トールまたはリモート  アップグレードが、 以下のエラー 
メ ッセージで失敗するこ とがあ り ます。

Installation/Upgrade session finished with errors.

UNIX ク ラ イアン ト を リモートでインス トールまたはアップグレードする場合、 ク ラ イアン ト  シ
ステム上の /tmpディ レク ト リ下で使用可能なディ スク  スペースが、 インス トール対象のパッ

ケージのう ち 大のものと、 少な く と も同じ大きさである必要があ り ます。 Solaris ク ラ イアン ト  
システム上では、 /var/tmpディレク ト リ下でも、 同じ容量のディ スク  スペースが使用可能でな

ければなり ません。 

対応策

上記のディレク ト リ下に十分なディ スク  スペースがあるか確認して、 インス トールまたはアッ

プグレード手順を初めからやり直して ください。

ディ スク  スペース要件は、 『HP OpenView Storage Data Protector Product Announcements ソフ ト ウェ

ア ノー ト  および リ ファレンス』 を参照して ください。

問題

HP-UX ク ラ イアン トのインス トールに関する問題

Data Protector セルに新しい HP-UX ク ラ イアン ト を追加した場合に、 以下のエラー メ ッセージが

表示されるこ とがあ り ます。

/tmp/omni_tmp/packet: you do not have the required permissions to perform this 
SD function.....

Access denied to root at to start agent on registered depot 
/tmp/omni_tmp/packet. No insert permission on host.
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対応策

swagentデーモンを一度停止し、 再起動します。 このためには一度プロセスを終了してから

/opt/omni/sbin/swagentd コマンドを実行するか、 または /opt/omni/sbin/swagentd -r

コマンドを実行します。

hosts ファ イル (/etc/hosts) にローカル ホス ト と loopback のエン ト リがあるこ とを確認して く

ださい。

問題

Unix 用 Cell Manager のインス トール後に Omniinet を開始できない

Cell Manager の開始時に、 以下のエラー メ ッセージが表示されるこ とがあ り ます。

ERROR:   Cannot start "omniinet" service, system error: [1053] Unknown error 

1053. ("omniinet" サービスを起動できません。 システム エラー : [1053] 不明なエラー

1053。 )

対応策

inetdサービスまたは xinetdサービスが実行されているかど うかを確認します。

HP-UX および Solaris の場合 :  ps -ef | grep inetd

Linux の場合 : ps -ef | grep xinetd

サービスを開始するには、 以下のコマンドを実行します。

HP-UX の場合 : /usr/sbin/inetd

Solaris の場合 : /usr/sbin/inetd -s

Linux の場合 : rcxinetd start
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Data Protector クライアン トのインストール結果の確認

Data Protector ク ラ イアン トのインス トール結果の確認では、 以下のチェッ ク作業を行います。

• Cell Manager システムと ク ラ イアン ト  システム上の DNS 構成をチェ ッ ク し、Cell Manager およ

びクライアン ト  システム上で実行した omnicheck -dns コマンドの出力結果がそれぞれの

システムと一致するこ とを確認します。

• ソフ ト ウェア コンポーネン トがク ラ イアン トにインス トールされているかをチェッ ク しま

す。

• インス トールするソフ ト ウェア コンポーネン トに必要なファイルのリ ス ト と、 ク ラ イアン ト

にインス トール済みのファイルとを比較します。

• ソフ ト ウェア コンポーネン トに必要なすべての読み取り専用ファ イルのチェッ クサムを確認

します。

前提条件

選択したク ライアン ト  システムの種類 (UNIX または Windows) に合ったインス トール サーバが

必要です。

制限事項

この確認手順は、 Novell NetWare ク ラ イアン トおよび MPE ク ラ イアン トには適用できません。

Data Protector GUI を使って Data Protector のインス トール結果を確認する場合は、 以下の操作を

実行します。

1. コンテキス ト  リ ス ト で [ クライアント ] をク リ ッ ク します。

2. Scoping ペインの [ クライアント ] を展開し、 Cell Manager システムをマウスの右ボタンでク

リ ッ ク します。 次に、 [ インストールの検証 ] をク リ ッ ク してウ ィザードを起動します。

3. ウ ィザードに従って、 セルにク ライアン ト  システムがインス トールされたこ とを確認しま

す。 [ インストールの検証 ] ウ ィンド ウが開き、 インス トール結果が表示されます。

詳し くは、 オンライン ヘルプを参照してください。

インス トールが正常に完了しなかった場合は、 333 ページの 「ログファ イルの使用」 を参照して

ください。

UNIX システム上のインス トール結果を Data Protector CLI で確認する方法については、

ob2installのマンページを参照して ください。
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アップグレードのト ラブルシューテ ィング

問題

アップグレード後に IDB および構成ファイルを使用できない

Cell Manager を旧バージ ョ ンからアップグレード した後、 IDB とすべての構成ファ イルが使用で

きない場合があ り ます。 この問題は、 何らかの理由によ りアップグレード処理が中断された場合
に発生します。

対応策

アップグレード前に作成しておいたバッ クアップから OmniBack II または Data Protector を復元

し、 処理の中断となった原因を解消してから、 アップグレードを再起動してください。

問題

アップグレード後に古い Data Protector パッチが削除されない

Data Protector のアップグレード完了後に swlist コマンドを実行する と、 インス トールされてい

るプログラムの一覧に古い Data Protector パッチが表示されます。 このパッチはアップグレード

中にシステムから削除されましたが、 sw データベースに残されています。

どの Data Protector パッチがインス トールされているかを確認する方法は、 211 ページの 「インス

トールされている Data Protector パッチの確認」 を参照して ください。

対応策

sw データベースから古いパッチを削除するには、 次のコマンドを実行します。

swmodify -u <patch>.\* <patch>

たとえば、 sw データベースから PHSS_30143パッチを削除するには、 次のコマンドを実行しま

す。

swmodify -u PHSS_30143.\* PHSS_30143
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手作業でのアップグレード手順

通常、UNIX 用 Cell Manager およびインス トール サーバ上の Data Protector A.05.00、Data Protector 
A.05.10、 Data Protector A.05.50 をアップグレードするには、 自動アップグレード処理を行う

omnisetup.sh コマンドを使用します。 ただし、 手作業でアップグレードを行う こ と もできま

す。 16 ページの 「ネイティブ ツールを使用した HP-UX システムと Solaris システムでのアップ

グレード」 を参照して ください。 
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ログファイルの使用

Data Protector のインス トール時に問題が発生した場合は、 以下の各ログ  ファ イルの内容を

チェ ッ ク して、 どのよ う な問題が発生したかを判断するこ とができます。

• セッ ト アップ ログ ファ イル (Windows)

• セッ ト アップ ログ ファ イル (UNIX)

• Data Protector ログ ファ イル

問題発生時にチェッ クすべきログ ファ イルは、 インス トールの種類 ( ローカルまたはリモート ) 
とオペレーティング システムによって異なり ます。

ローカル インストール

ローカル インス トールに関する問題が発生した場合は、 以下のログ  ファ イルをチェッ ク します。

HP-UX 用 Cell Manager の場合 :

• /var/adm/sw/swinstall.log

• /var/adm/sw/swagent.log ( 詳細情報 )

Solaris 用および Linux 用 Cell Manager の場合 :

/var/opt/omni/log/debug.log

Windows ク ラ イアン トの場合 ( セッ ト アップが稼動しているシステム ):

• <Temp>\OB2SetupLauncher.log

• <System_disk>:\<Temp>\OB2_Setup_ui_<Date>_<Time>.txt

• <Temp>\OB2DBG_<did>__setup_<Host><Debug_no>.txt ( 詳細情報 )

各部分の説明 :

— <did> ( デバッグ ID) には、デバッグ パラ メータを受け取る 初のプロセスのプロセス ID
が示されます。 この ID はデバッグ セッシ ョ ンの ID と して使用されます。 残りのすべて

のプロセスでも、 この ID が使用されます。

— <Host>は、 ト レース  ファ イルが作成されたシステムの名前です。

— <Debug_no>は、 Data Protector によって生成された番号です。
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<Temp>ディレク ト リの位置は、 環境変数 TEMP で指定されています。 この変数の値を調べるに

は、 set コマンドを実行します。

リモート  インストール

リ モート  インス トールの実行時に問題が発生した場合は、 以下のログ ファ イルをチェッ ク しま

す。

UNIX インス トール サーバの場合 : 

/var/opt/omni/log/IS_install.log 

Windows ク ラ イアン トの場合 ( リ モート  ク ラ イアン ト  システムのみ ):

• <Temp>\INSTALL_SERVICE*.*

• <System_disk>:\<Temp>\OB2_Setup_exe_<Date>_<Time>.txt

<Temp>は、 環境変数 TEMP で指定されているディ レク ト リです。

セッ ト アップ ログ ファ イルが作成されない場合は、 debug オプシ ョ ンを指定して リモート  イン

ス トールを実行して ください。 詳細は 336 ページの 「インス トール実行ト レースの作成」 を参照

して ください。

Data Protector ログ ファイル

下記の Data Protector ログ ファ イルは、 以下の場所に保存されています。

Windows の場合 :  <Data_Protector_home>\log

HP-UX、 Solaris、 および Linux の場合 : /var/opt/omni/log または

/var/opt/omni/server/log

その他の UNIX の場合 :  /usr/omni/log

Novell NetWare の場合 :  SYS:\USR\OMNI\LOG

インス トールの ト ラブルシューティングに役立つログ  ファ イルを以下に示します。

debug.log このファ イルには、 デバッグ用の情報が記録されます。 ユーザーが理解できる

情報もあ り ますが、 主にサポート部門用の情報が記録されます。

inet.log Data Protector inet サービスに対して発行された要求が記録されます。 ク ラ イ

アン ト上で 近行われた Data Protector の動作をチェ ッ クする際に役立ちます。
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IS_install.log リ モート  インスタンスの ト レース情報が記録されます。 このファ イルは、 イ

ンス トール サーバ上に置かれます。

omnisv.log Data Protector サービスが開始および停止された日時に関する情報が記録されま

す。

upgrade.log  このログは、 アップグレード処理中に作成されます。 UCP ( アップグレード  コ
ア パート ) と UDP ( アップグレード詳細パート ) のメ ッセージが記録されま

す。

OB2_Upgrade.log (UNIX のみ ) このログは、 アップグレード処理中に作成されます。 アップグ

レード処理のト レース情報が記録されます。

その他のログ ファ イルについては、『HP OpenView Storage Data Protector ト ラブルシューティング 
ガイ ド』 を参照して ください。
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インストール実行トレースの作成

HP カスタマ サポート  サービスから依頼があった場合は、 debugオプシ ョ ン付きでインス トール

を実行して ください。 デバッグの詳細 ( 下記のデバッグ オプシ ョ ンを含む ) および HP カスタマ 
サポート  サービスに送付するデータの作成方法については、 『HP OpenView Storage Data Protector
ト ラブルシューティング ガイ ド』 を参照して ください。

Windows の場合 : 

Windows システム上のリモート  インス トールをデバッグするには、 以下に示すよ うに、 debug オ

プシ ョ ン付きで Data Protector GUI を実行します。

Manager -debug 1-99 <Debug_postfix>

セッシ ョ ンを終了または中止した後で、 以下のパスからデバッグ出力を収集します。

• インス トール サーバ システムの場合 :

<Data_Protector_home>\tmp\OB2DBG_<did>__BM_
<Installation_Server><Debug_no><Debug_postfix>

• リ モート  システムの場合 :

<System_disk>:\<Temp>\OB2DBG_<did>__INSTALL_SERVICE<Host_name><Debug_no><D
ebug_postfix>

UNIX の場合 :

UNIX システム上のインス トールをデバッグするには、 以下に示すよ うに、 debug オプシ ョ ン付

きで Data Protector GUI を実行します。

xomni -debug 1-99 <Debug_postfix>

または

xomniadmin -debug 1-99 <Debug_postfix>

セッシ ョ ンを終了または中止した後で、 インス トール サーバ システムの tmpディ レク ト リから

デバッグ出力を収集します。
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Data Protector A.06.00 の製品構成とライセンス

この付録では、 Data Protector の製品構成について詳し く説明しており、 購入する必要がある製品

番号を簡単に特定できます。

製品構成は図 A-1 （A-3 ページ） に示すよ うに、 いくつかのセクシ ョ ンに分かれています。 Data 
Protector ソ リ ューシ ョ ンは、 このセクシ ョ ンに沿って、 以下の手順でご注文ください。

1. スターター パッ クを選択します。 適切な製品番号は、 Cell Manager システムのオペレーティ

ング システムによって異な り ます。

2. 環境内に構成されている ド ライブの数と、 使用するテープ ラ イブラ リ を確定します。

3. 必要となるその他の機能を特定します。 推奨される機能は、 オンライン バッ クアップからイ

ンスタン ト  リ カバリ まで、 個々の環境によってさまざまです。

スターター パッ ク  ラ イセンス と メディアは 低 1 つずつ必要です。

注記 UNIX 製品用に提供されるライセンスは、 すべてのオペレーティング システムに

適用できます。
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図 A-1 HP OpenView Storage Data Protector 製品構成

表内の赤字は新製品の番号を表します。
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スターター パック

表 A-1 は、 Data Protector A.06.00 スターター パッ クのライセンス番号一覧です。

スターター パッ ク使用権 (LTU) では、 以下の機能が使用可能にな り ます。

• 特定プラ ッ ト フォーム上の 1 つの Cell Manager

• 任意のプラ ッ ト フォーム上の数量無制限の Backup Agent

• 1 台のド ライブに対する使用権 (B6951xx は 1xB6953AA、 B6961xx は 1xB6963AA を含む )

• 組み込みのメディア管理

• 60 スロ ッ ト以下のライブラ リ

表 A-1 HP OpenView Storage Data Protector ス
ターター パックのライセンス番号

B6951AA Data Protector セルマネージャ  HP-UX (DVD)

B6951BA Data Protector セルマネージャ  HP-UX 使用権のみ

B6951DA Data Protector セルマネージャ  Solaris (DVD)

B6951CA Data Protector セルマネージャ  Solaris 使用権のみ

B6961AA Data Protector セルマネージャ  Windows (DVD)

B6961BA Data Protector セルマネージャ  Windows 使用権のみ

B6961DA Data Protector セルマネージャ  Linux (DVD)

B6961CA Data Protector セルマネージャ  Linux 使用権のみ

B6960MA Data Protector DVD メディア ( 日本語版、 英語版共通 )

B6960LA Data Protector マニュアル ( 英語版 )

B6960LJ Data Protector マニュアル ( 日本語版 )

B6960LF Data Protector Manuals (French) ( 日本では未販売 )
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• システム障害復旧オプシ ョ ン

• 高度なレポート機能 (Data Protector GUI および Web から使用 )

• SAN サポート  (HP-UX 用または Solaris 用の Cell Manager と と もに使用 )

• HP OpenView との統合によるサービス集中管理

メディア

Data Protector A.06.00 は 2 枚の DVD に収録されています。 必要に応じて、 15 枚組みの CD セッ

ト  (B6960MB) もご利用いただけますが、 可能であれば DVD セッ トの使用をお勧めします。

マニュアル

すべてのマニュアルは DVD および CD に電子的な形で収録されているほか、

http://www.hp.com/support/manuals から もダウンロード可能です。

ご注文いただける印刷版マニュアルには、 スターター パッ ク  セッ ト と機能拡張セッ トの 2 種類

があ り ます。 印刷版スターター パッ ク  セッ トには、 以下のマニュアルが含まれます。

• HP OpenView Storage Data Protector コンセプ ト  ガイ ド

• HP OpenView Storage Data Protector インス トールおよびライセンス  ガイ ド

• HP OpenView Storage Data Protector ト ラブルシューティング ガイ ド

• HP OpenView Storage Data Protector 障害復旧ガイ ド

• HP OpenView Storage Data Protector Product Announcements ソフ ト ウェア ノート  および リ ファ

レンス

注記 「DVD および LTU」 製品番号をご注文いただく と、 DVD、 LTU、 および 『HP Data 
Protector スタート アップ ガイ ド』 を納めた DVD ケースをお渡しします。 その他

の印刷版マニュアルは付属しません。 マニュアルは DVD に電子的な形で収録さ

れているほか、 http://www.hp.com/support/manuals から もダウンロード可能です。

また、 マニュアルのみを別途ご注文いただく こ と も可能です。

ド ライブとライブラリの使用権

以下に示すのは 1 台のド ライブに対するライセンスです。 任意の時点で同時に使用する ド ラ イブ

の数だけライセンスが必要になり ます。 一般的には、 すべてのデバイスを同時に使用できるよ う
に、 構成されたド ライブの総数に等しい数のライセンスが必要です。

http://www.hp.com/support/manuals
http://www.hp.com/support/manuals
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バッ クアップ ド ラ イブは、 テープ ド ライブ、 ディ スク上の論理ド ライブ ( ファ イル デバイスを

使用するディ スクへのバッ クアップ )、 または光磁気ド ライブのいずれかになり ます。 これらの

ド ラ イブは Data Protector ラ イセンスを持つシステムから、 ローカルにまたはネッ ト ワークを介

して、 アクセスおよび管理できます。

ド ラ イブのライセンスを複数のセルで共有するこ とはできません。

サポート されている ド ラ イブの詳細については、 http://www.hp.com/go/dataprotector の
Specifications の下にある Data Protector の Support Matrices を参照して ください。

表 A-2 および表 A-4 は、 それぞれ Data Protector A.06.00 のド ライブ使用権およびライブラ リ使用

権に関するライセンス番号の一覧です。

UNIX システムまたは NAS デバイスに直接接続されるか、 SAN 内で使用されるか、 またはサー

バレス  バッ クアップに使用される 1 台のバッ クアップ ド ライブに対する使用権 (LTU) です。

HP MPE システムおよび OpenVMS システムに接続されたド ライブには、 このライセンスが必要

です。

この LTU は以下の場合にも必要です。

NDMP を使用して管理される NAS システム (Network Appliance Filer、 EMC Celerra File Server な
ど )、 または Data Protector 独自のデバイス  サーバ (Media Agent) を必要とする NAS システム (HP 
Storage Works NAS 8000 など )。 

Windows、 NetWare、 または標準の Linux で動作し、 標準の Data Protector デバイス  サーバ (Media 
Agent) を実行できる NAS システムには、 Data Protector ド ラ イブ使用権 Windows, NetWare, Linux 
(B6963AA) のみが必要です。

この LTU を、 Windows、 NetWare、 または Linux システムに接続されたシングル ド ラ イブ用に使

用するこ と も可能ですが、 SAN 内に構成されていないド ライブについては、 LTU B6963AA を使

用する方が低価格です。

表 A-2 HP OpenView Storage Data Protector の
ドライブ使用権

B6953AA Data Protector 追加ド ライブ使用権 UNIX, SAN, NAS

表 A-3 HP OpenView Storage Data Protector の
ドライブ使用権

B6963AA Data Protector 追加ド ライブ使用権 Windows, NetWare, Linux

http://www.hp.com/go/dataprotector
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Windows、 NetWare、 または Linux (Intel) システムに直接接続された、 1 台の追加バッ クアップ ド
ライブに対する使用権 (LTU) です。

このライセンスは、 Windows、 NetWare、 または Linux で動作し、 標準の Data Protector Media 
Agent を実行できる NAS デバイスに接続されたド ラ イブに対して適用できます。

任意の時点で同時に使用する ド ラ イブの数だけライセンスが必要になり ます。 一般的には、 すべ
てのデバイスを同時に使用できるよ うに、 構成されたド ライブの総数に等しい数のライセンスが
必要です。

サポート されている ド ラ イブの詳細については、 http://www.hp.com/go/dataprotector の
Specifications の下にある Data Protector の Support Matrices を参照して ください。

ライブラ リ使用権 (LTU) は、 1 つの Data Protector セル内でテープ ラ イブラ リ を管理するのに必

要です。 個々のライブラ リに 1 つのライセンスが必要になり ます。

• ACSLSを使用するStorageTekサイロおよびDASを使用するGRAU/EMASSラ イブラ リ  システム

には、 B6958BA が必要です。

• 1 つのライブラ リ使用権だけを使って、 複数セル間でライブラ リ を共有するためには、 ライ

ブラ リ を共有する個々のセルにマネージャ  オブ マネージャ使用権が必要になり ます。

• このライセンスは、 論理スロッ トではなく、 ラ イブラ リ内の物理スロッ トに基づいて適用さ

れます。

• 仮想パーティシ ョ ンを作成できるライブラ リの場合も、 個々の物理ライブラ リ ごとに、 物理

的に使用可能なスロ ッ ト数に応じたライセンスが 1 つ必要です。 

例 :

— 120 スロ ッ トのライブラ リ 1 台を 1 つのセル内で使用し、2 つの 60 スロ ッ ト  ラ イブラ リに

パーティシ ョ ン化する場合は、 B6957BA が 1 つ必要です。

— 300 スロ ッ トのライブラ リ 1台を  (Manager-of-Managers は使用せずに ) 3つのセル間で共有

し、 各セルがそれぞれ 100 スロ ッ トずつ使用する場合は、 個々のセルに B6957BA が 1 つ

ずつ必要です。

表 A-4 HP OpenView Storage Data Protector の
ライブラリ使用権

B6957BA Data Protector 61-250 スロ ッ ト  ラ イブラ リ使用権

B6958BA Data Protector スロ ッ ト数無制限 ラ イブラ リ使用権

B6958CA Data Protector スロッ ト 数無制限ライブラ リ へのアッ プグレード
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— 300 スロ ッ トのライブラ リ 1台を  (Manager-of-Managers は使用せずに ) 5つのセル間で共有

し、 各セルがそれぞれ 60 スロ ッ トずつ使用する場合は、 ライブラ リ使用権は不要です。

— 300スロ ッ トのライブラ リ 1台を (Manager-of-Managersによる メディアと ラ イセンスの集中

管理を使用して ) 3 つのセル間で共有し、 各セルがそれぞれ 100 スロ ッ トずつ使用する場

合は、 セル全体で B6958BA が 1 つ必要です。 

サポート されているライブラ リの詳細については、 http://www.hp.com/go/dataprotector の
Specifications の下にある Data Protector の Support Matrices を参照して ください。

機能拡張

この項の表には、 Data Protector A.06.00 の機能拡張に関するライセンス番号を示します。

オンライン ・ バッ クアップ使用権 (LTU) は、 特定プラ ッ ト フォーム上で実行されるデータベース

およびアプ リ ケーシ ョ ンのオンライン  バッ クアップに必要です。

• システムで複数のパーティシ ョ ンを実行している場合は、 パーティシ ョ ンごとにこの LTU が

必要です。

• ク ラスタ環境では、 ク ラスタを構成する個々のシステムにこの LTU が必要です。

• ゼロ  ダウンタイム バッ クアップ (ZDB) を実行するには、 オンライン ・ バッ クアップ使用権

が必要です。

• Windows 2003 ファ イルシステムのスナップシ ョ ッ ト機能である VSS (Volume Shadow copy 
Service) は標準でサポート されています。 ただし、 オペレーティング システムに含まれない

データベースのオンライン  バッ クアップには、 このオンライン  バッ クアップ使用権が必要

です。 システム構成のバッ クアップには、 オンライン  バッ クアップ使用権は必要あ り ませ

ん。

• Microsoft Exchange のシングル メールボッ クスのバッ クアップには、 この LTU が必要です。

• HP OpenView Network Node Manager のオンライン  バッ クアップには、 この LTU は不要です。

表 A-5 HP OpenView Storage Data Protector
オンライン ・バッ クアップ使用権

B6955BA Data Protector オンライン ・ バッ クアップ使用権 UNIX

B6965BA Data Protector オンライン・ バッ クアッ プ使用権 Windows, Linux

www.hp.com/go/dataprotector
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サポート されるデータベースについては、 http://www.hp.com/go/dataprotector の Specifications の下

にある Data Protector の Support Matrices を参照して ください。

オープンファ イル バッ クアップ使用権 (LTU) は、 Data Protector プラ ッ ト フォームおよび統合マ

ト リ クスでカバーされていない、 特定サーバ上で実行されるアプリ ケーシ ョ ン、 データベース、
電子メール ( .pst - Microsoft Outlook ファ イルなど ) のオープン中のファ イルをバッ クアップす

るのに必要です。

この CD は、 Data Protector のスターター パッ ク DVD に同梱されています。 また、 BA152AA と

してオープンファ イル バッ クアップ CD を個別にご注文いただく こ と も可能です。

サポート されている構成については、 http://www.hp.com/go/dataprotector の Specifications の下にあ

る Data Protector の Support Matrices を参照して ください。

マネージャ ・ オブ ・ マネージャ使用権 (LTU) は、 ある特定のプラ ッ ト フォーム上で実行されてい

る個々の Data Protector 管理サーバ (Cell Manager) を Manager-of-Managers 環境に参加させる場合

に必要です。

表 A-6 HP OpenView Storage Data Protector
オープンファイル バックアップ使用権

BA153AA Data Protector オープンファイル ・ バッ クアップ

1 サーバ使用権

BA153BA Data Protector オープンファイル ・ バッ クアップ

10 サーバ使用権

BA154AA Data Protector オープンファイル ・ バッ クアップ 5
ワークステーシ ョ ン使用権

BA155AA Data Protector オープンファイル ・ バッ クアップ

1 エンタープライズサーバ使用権

BA152AA Data Protector オープンファイル ・ バッ クアップ メディア

表 A-7 HP OpenView Storage Data Protector マ
ネージャ ・ オブ ・ マネージャ使用権

B6956AA Data Protector マネージャ • オブ • マネージャ使用権 UNIX

B6966AA Data Protector マネージャ • オブ • マネージャ使用権 Windows



付録 A
Data Protector A.06.00 の製品構成とライセンス

付録 AA-10

複数の Data Protector セル間でテープ ラ イブラ リ を共有する場合も、 このライセンスが必要にな

り ます。 これは支店や営業所のバッ クアップを集中管理する うえで理想的なソ リ ューシ ョ ンで
す。

B6956AA を Windows 用 Cell Manager に使用するこ と も可能ですが、 B6966AA のほうが低価格で

す。

• Entry Level には、2000 のメディア、1 つの管理サーバ、および台数無制限のクライアン トに対

する使用権 (LTU) が含まれます。

• Enterprise Level には、 10000 のメディア、 1 つの管理サーバ、 および台数無制限のク ライアン

トに対する使用権 (LTU) が含まれます。

• Unlimited ( 無制限のメディア ) には、 数量無制限のメディア、 1 つの管理サーバ、 および台数

無制限のクライアン トに対する使用権 (LTU) が含まれます。

メディアとは、 Data Protector Media Operations 内部データベースで追跡するテープ メディアの合

計数を指します。 実際に追跡するテープ メディアの合計数に応じて、 Entry Level および

Enterprise Level のライセンスを任意の組み合わせで使用できます。

• Data Protector Media OperationsマニュアルはData Protector印刷版機能拡張マニュアル セッ トに

含まれていますが、 B7128AA と して個別にご注文いただく こ と も可能です。

• Data Protector Media Operations CD は Data Protector スターター パッ ク DVD に含まれています

が、 B7129AA と して個別にご注文いただく こ と も可能です。

表 A-8 HP OpenView Storage Data Protector 
Media Operations 使用権 ( 日本では未販売 )

B7100AA Media Operations - Entry Level, for 1 x 2,000 media

B7101AA Media Operations - Enterprise, for 1 x 10,000 media

B7102AA Media Operations - for unlimited media

B7128AA Media Operations - Manuals

B7129AA Media Operations - Media
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アドバンス ト ・ バッ クアップ使用権 (LTU) は、 バッ クアップ ディ スクス ト レージ上の使用可能な

ネイティブ容量に対する容量ベース  (TB) の使用権です。 使用バッ クアップ ディ スクス ト レージ

とは、 Data Protector の内部データベースに従って保護されているバッ クアップ ( コピーおよびミ

ラーを含む ) によ り占有されるスペースを指します。

• 使用容量は、RAID によるオーバーヘッ ドが除外されている とい う点で raw 容量とは異なり ま

す。 つま り、 RAID 構成を考慮する必要はあ り ません。

• 仮想テープ ラ イブラ リの使用可能なネイティブ容量とは、 Data Protector の内部データベース

に従って保護されているバッ クアップ、 およびそのコピーと ミ ラーによって占有されるス
ペースを指します。 仮想テープ ラ イブラ リのライセンス管理をシンプルかつ容易にするた

め、 VTL については 2:1 の圧縮率が想定されており、 圧縮に伴う追加費用は不要です。

• 使用容量は、RAID によるオーバーヘッ ドが除外されている とい う点で raw 容量とは異なり ま

す。 つま り、 RAID 構成を考慮する必要はあ り ません。

• ディ スクス ト レージへのバッ クアップは、 複数のディ スク  アレイおよびシステムに分散でき

ます。

• この拡張機能には、 ド ラ イブやライブラ リの LTU は不要です。 ド ライブおよびライブラ リの

ライセンスは、 ファ イル デバイスには必要ですが、 アドバンス ト  バッ クアップには不要で

す。 同様に、 アドバンス ト  バッ クアップ使用権は、 ド ラ イブおよびライブラ リのライセンス

にはなり ません。

• ディ スクへのバッ クアップ機能は、 Windows と UNIX のどちらでも実行できます。

• このライセンスは、 Data Protector ファ イル ラ イブラ リへのバッ クアップに必要です。

• 仮想テープ ラ イブラ リ  (VTL) に対して、 このライセンスをド ラ イブおよびライブラ リのライ

センスの代わりに使う こ と も可能です。 VTL 組み込みの圧縮は、 Data Protector 側で意識され

るこ とはあ り ません。 VTL については 2:1 の圧縮率が想定されています。

表 A-9 HP OpenView Storage Data Protector
アドバンスト ・ バックアップ使用権

B7038AA Data Protector アドバンス ト ・ バッ クアップ 1TB 使用権

B7038BA Data Protector アドバンス ト ・ バッ クアップ 10TB 使用権

B7038CA Data Protector アド バンスト ・ バッ ク アッ プ 100TB 使用権
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たと えば、 ネイティ ブ容量が 5 TB の VTL には、 2:1 圧縮により 10 TB のデータをバッ ク アッ

プできます。 この場合も 、 5 つの B7038AA しか必要ではあり ません。 従来のド ライブおよび

ライブラ リ のライセンスをそのまま使う こ と も可能です。 なお、 同一セル内に複数のライセ
ンス  モデルを混在させるこ と は可能ですが、 同一 VTL 内で混在させるこ と はできません。

注記 1 つのライブラ リ使用権だけを使って、 複数セル間で仮想ライブラ リ容量を共

有するためには、 ライブラ リ を共有する個々のセルにマネージャ ・ オブ ・ マ
ネージャ使用権が必要になり ます。

任意のディ スク上にある Data Protector ファ イル ライブラ リの使用可能なネイ

ティブ容量の圧縮に伴う追加料金は不要です。 圧縮は、 使用しているオペ
レーティング システムあるいは NAS (Network Attached Storage) によ り、 NFS 
(Network File System) または CIFS (Common Internet File System) を介して提供

されます。 NAS アプライアンスのシングル インスタンス化も同様に扱われま

す。 Data Protector A.05.50 の場合は、 サード  パーティ  プロバイダによるシン

グル インスタンス化と圧縮を追加料金なしで可能にするためには、 Data 
Protector ファ イル ラ イブラ リの使用可能なネイティブ容量に対する使用権に

パッチを適用する必要があ り ます。

例 :

— 使用可能な総ネイティブ容量が 2.5 TB のバッ クアップ ディ スク  アレイが 1 つあ り、全容

量をアドバンス ト  バッ クアップに使用する場合は、 B7038AA が 3 つ必要です。

— raw総容量が 2.5 TB のバッ クアップ ディ スク  アレイが 1つあ り、全容量が RAID 1 ( ミ ラー

リ ング ) と して構成されている場合は、 使用可能なネイティブ容量は 1.25 TB にな り ま

す。 そのため、 全容量をアドバンス ト  バッ クアップに使用する場合も、 2 つの B7038AA
しか必要ではあ り ません。

— 使用可能な総ネイティブ容量がそれぞれ 2.5 TB のバッ クアップ ディ スク  アレイが 2 つあ

り、 全容量をアドバンス ト  バッ クアップに使用する場合は、 B7038AA が 5 つ必要です。

— 論理容量がそれぞれ 0.75 TB のブレード  サーバが 10 台あ り、全容量をアドバンス ト  バッ

クアップに使用する場合は、 B7038AA が 8 つ必要です。

• このライセンスは、 合成フル バッ クアップまたは仮想フル バッ クアップの実行にも必要で

す。
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ゼロ ・ ダウンタイム ・ バッ クアップ使用権 (LTU) は、 ゼロ  ダウンタイム バッ クアップ (ZDB) に
よってデータを保護し以下の機能を利用する、 特定のディ スク  アレイ上の使用ディ スク  スペー

ス容量に対する容量ベース  (TB) の使用権です。

• HP Business Copy XP/EVA および HP Continuous Access XP/EVA の両方またはいずれか

• EMC TimeFinder および EMC SRDF の両方またはいずれか

使用ディ スク  スペース容量とは、 ゼロ  ダウンタイム バッ クアップまたはインスタン ト  リ カバリ

用に使用しているディ スク  アレイ上のすべてのプライマ リ  ボ リ ュームを合計した容量です ( プ
ライマ リ とは、 元の実稼動データ量を意味します )。 この容量はこれらのボ リ ュームの使用可能

な容量を表し、 構成されている LDEV サイズに一致します。 データ保護の目的で使用されるセカ

ンダ リ  ボ リ ューム、 ミ ラー、 スナップシ ョ ッ トによって消費される容量に対するライセンスは

不要です。

表 A-10 HP OpenView Storage Data Protector 
ゼロ ・ ダウンタイム ・ バックアップ (ZDB) 使用権

B7023CA Data Protector ゼロ ・ ダウンタイム ・ バッ クアップ 
HP XP 1TB 使用権

B7023DA Data Protector ゼロ ・ ダウンタイム ・ バッ クアップ

HP XP 10TB 使用権

B7025CA Data Protector ゼロ ・ ダウンタイム ・ バッ クアップ

HP EVA/VA 1TB 使用権

B7025DA Data Protector ゼロ ・ ダウンタイム ・ バッ クアップ 
HP EVA/VA 10TB 使用権

B6959CA Data Protector ゼロ ・ ダウンタイム ・ バッ クアップ 
EMC Symmetrix 1TB 使用権

B6959DA Data Protector ゼロ ・ ダウンタイム ・ バッ クアップ

EMC Symmetrix 10TB 使用権
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• RAID オーバーヘッ ドは除きます。 つま り RAID 構成を考慮する必要はあ り ません。

• ZDB を実行するにはオンライン バッ クアップ使用権 (B6955BA、 B6865BA) が必要です。

• Windows 2003 VSS (Volume Shadow copy Service) ハードウェア プロバイダを使用する ZDB に

は、 この ZDB 使用権 (LTU) が必要です。 たとえば、 HP ディ スク  アレイ  プロバイダを使用

して、 ファ イルシステムのスナップシ ョ ッ ト 、 Microsoft Exchange Server、 Microsoft SQL 
Server のバッ クアップを作成するよ う な場合です。

インスタン ト ・ リ カバリ使用権 (LTU) は、 使用ディ スク  スペースに対する容量ベース  (TB) の使

用権で、 インスタン ト  リ カバリ を利用する特定のディ スク  アレイ  タイプのインスタン ト  リ カバ

リで必要になり ます。 Data Protector のインスタン ト  リ カバリ を利用する と、 数テラバイ トの

データを 1 つまたは複数の復旧ディ スクから数分で復旧でき、 テープから復旧する場合のよ うに

数時間も要するこ とはあ り ません。

使用ディ スク  スペース容量とは、 ゼロ  ダウンタイム バッ クアップ (ZDB) またはインスタン ト  リ
カバリ  (IR) 用に使用しているディ スク  アレイ上のすべてのボ リ ュームを合計した容量です ( プラ

イマ リ とは、 元の実稼動データ量を意味します )。 この容量はこれらのボ リ ュームの使用可能な

全容量を表し、 構成されている LDEV サイズに一致します。 データ保護の目的で使用されるセカ

ンダ リ  ボ リ ューム、 ミ ラー、 スナップシ ョ ッ トによって消費される容量に対しては、 ラ イセン

スは不要です。

• RAID オーバーヘッ ドは除きます。 つま り RAID 構成を考慮する必要はあ り ません。

• 同量の Data Protector ゼロ ・ダウンタイム ・バッ クアップ (ZDB) 使用権が必要で、各 ZDB 使用

権にはオンライン ・ バッ クアップ使用権が 1 つ必要です。

表 A-11 HP OpenView Storage Data Protector
インスタン ト ・ リ カバリ使用権

B7026CA Data Protector インスタン ト ・ リ カバリ  HP XP 1TB 使用権

B7026DA Data Protector インスタン ト ・ リ カバリ HP XP 10TB 使用権

B7028AA Data Protector インスタン ト ・ リ カバリ  HP EVA/VA 1TB 使用権

B7028DA Data Protector インスタント ・ リ カバリ  HP EVA/VA 10TB 使用権
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ダイレク ト ・ バッ クアップ使用権 (LTU) は、 HP StorageWorks Disk Array XP を使ったダイレク ト  
バッ クアップに必要です。 ダイレク ト  ( サーバレス ) バッ クアップに必要な使用ディ スク  スペー

ス容量 (TB) に応じたライセンスが必要になり ます。

同量の Data Protector ゼロ ・ ダウンタイム ・ バッ クアップ (ZDB) 使用権が必要で、 各 ZDB 使用権

にはオンライン ・ バッ クアップ使用権が 1 つ必要です。

NDMP ダイレク ト ・ バッ クアップ使用権 (LTU) は、 1 台の NDMP サーバ上でデータをバッ ク

アップするのに必要な容量ベース  (TB) の使用権です。

このライセンスは、 NDMP を使用してバッ クアップされる各ファイ ラー (Network Applicance 
Filer、 EMC Celerra File Server など ) ごとに、 使用ディ スク  スペース容量 (TB) に応じて必要です。

使用ディ スク  スペース容量とは、 NDMP を使用してバッ クアップされるファ イ ラーの全ボ

リ ュームの総容量を指します。 この容量はこれらのボ リ ュームの使用可能な総容量を表し、 構成
されている LDEV サイズに一致します。

マニュアルは DVD および CD に電子的な形で収録されているほか、

http://www.hp.com/support/manuals から もダウンロード可能です。

表 A-12 HP OpenView Storage Data Protector
ダイレク ト ・ バッ クアップ使用権 ( 日本では未販売 )

B7027AA Data Protector Direct Backup for XP, 1TB LTU

B7027DA Data Protector Direct Backup for XP, 10TB LTU

表 A-13 HP OpenView Storage Data Protector 
NDMP ダイレク ト ・ バッ クアップ使用権

B7022BA Data Protector NDMP Direct Backup 1TB 使用権

B7022DA Data Protector NDMP Direct Backup 10TB 使用権

表 A-14 HP OpenView Storage Data Protector
印刷版機能拡張マニュアル

B6960EA Data Protector 機能拡張マニュアル ( 英語版 )

B6960EJ Data Protector 機能拡張マニュアル ( 日本語版 )

http://www.hp.com/support/manuals
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ご注文いただける印刷版マニュアルには、 スターター パッ ク  セッ ト と機能拡張セッ トの 2 種類

があ り ます。 印刷版スターター パッ ク  セッ トには、 以下のマニュアルが含まれます。 スター

ター パッ ク  マニュアルの詳細は、 A-18 ページの 「マニュアル」 を参照して ください。

印刷版機能拡張セッ トには、 以下のマニュアルが含まれます。

• HP OpenView Storage Data Protector インテグレーシ ョ ン ガイ ド  - Microsoft アプ リ ケーシ ョ ン : 
SQL Server 7/2000、 Exchange Server 5.x、 Exchange Server 2000/2003、 VolumeShadow Copy 
Service

• HP OpenView Storage Data Protector インテグレーシ ョ ン  ガイ ド  - Oracle、 SAP

• HP OpenView Storage Data Protector Integration Guide for IBM Applications: Informix, DB2, and 
Lotus Notes/Domino

• HP OpenView Storage Data Protector Integration Guide for Sybase, Network Node Manager, and 
Network Data Management Protocol

• HP OpenView Storage Data Protector Zero Downtime Backup Integration Guide

• HP OpenView Storage Data Protector ゼロ  ダウンタイム バッ クアップ コンセプ ト  ガイ ド

• HP OpenView Storage Data Protector Zero Downtime Backup Administrator’s Guide

• Integration Guide for OpenView Service Information Portal and OpenView Reporter

• HP OpenView Storage Data Protector Integration Guide for HP OpenView

• HP OpenView Storage Data Protector Integration Guide for HP OpenView Operations for UNIX

• HP OpenView Storage Data Protector Integration Guide for HP OpenView Operations for Windows

• OpenView Operations for UNIX, Product Announcements, Software Notes, and References

• Data Protector Media Operations User's Guide

• Data Protector Media Operations Product Announcements, Software Notes, and References
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シングルサーバ版 (SSE)

表 A-15 は、 Data ProtectorA.06.00 シングルサーバ版スターター パッ クのライセンス番号一覧で

す。

表 A-15 HP OpenView Storage Data Protector
スターター パックのライセンス番号

B7020AA Data Protector シングルサーバ版 HP-UX (DVD)

B7020BA Data Protector シングルサーバ版 HP-UX 使用権のみ

B7020DA Data Protector シングルサーバ版 Solaris (DVD)

B7020CA Data Protector シングルサーバ版 Solaris 使用権のみ

B7030AA Data Protector シングルサーバ版 Windows (DVD)

B7030BA Data Protector シングルサーバ版 Windows 使用権のみ

B7021AA Data Protector シングルサーバ版 スターターパッ クへのアップ

グレード  HP-UX (DVD)

B7021DA Data Protector シングルサーバ版 スターターパッ クへのアップ

グレード  Solaris (DVD)

B7031AA Data Protector シングルサーバ版 スターターパッ クへのアップ

グレード  Windows (DVD)

B6960MA Data Protector DVD メディア ( 日本語版、 英語版共通 )

B6960LA Data Protector マニュアル ( 英語版 )

B6960LJ Data Protector マニュアル ( 日本語版 )

B6960LF Data Protector Manuals (French) ( 日本では未販売 )
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ライセンス

シングルサーバ版使用権 (LTU) は、 特定プラ ッ ト フォーム上の 1 台のシングル サーバをバッ ク

アップするのに必要で、 使用できる UNIX または Windows ワークステーシ ョ ンの数に制限はな

く、 1 台のバッ クアップ ド ライブを使用できます。 さ らに、 10 スロ ッ ト以下のオートチェン

ジャまたはライブラ リ 1 台も管理できます。

移行

移行使用権 (LTU) は、 SSE または Data Protector Express から Data Protector スターター パッ クに移

行する場合に必要です。

以下の機能を使用するには、 シングルサーバ版からスターター パッ クに移行する必要があ り ま

す。

• 任意のプラ ッ ト フォーム上の追加のバッ クアップ ク ラ イアン ト  ( エージェン ト )

• 追加のバッ クアップ ド ラ イブ

• スロ ッ ト数 11 以上のオート ローダーと ライブラ リの管理

• システム障害復旧

• 高度なレポート機能 (Data Protector GUI および Web から使用 )

• SAN サポート  (HP-UX 用または Solaris 用の管理サーバと と もに使用 )

• OpenView との統合によるサービス集中管理

追加の各種機能拡張移行 LTU を注文するには、 シングルサーバ版の LTU が必要です。

メディア

Data Protector A.06.00 は 2 枚の DVD に収録されています。 必要に応じて、 15 枚組みの CD セッ

ト  (B6960MB) もご利用いただけますが、 可能であれば DVD セッ トの使用をお勧めします。

マニュアル

すべてのマニュアルは DVD および CD に電子的な形で収録されているほか、

http://www.hp.com/support/manuals から もダウンロード可能です。

ご注文いただける印刷版マニュアルには、 スターター パッ ク  セッ ト と機能拡張セッ トの 2 種類

があ り ます。 印刷版スターター パッ ク  セッ トには、 以下のマニュアルが含まれます。

• HP OpenView Storage Data Protector コンセプ ト  ガイ ド

• HP OpenView Storage Data Protector インス トールおよびライセンス  ガイ ド

http://www.hp.com/support/manuals
http://www.hp.com/support/manuals
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• HP OpenView Storage Data Protector ト ラブルシューティング ガイ ド

• HP OpenView Storage Data Protector 障害復旧ガイ ド

• HP OpenView Storage Data Protector Product Announcements ソフ ト ウェア ノート  および リ ファ

レンス

注記 シングルサーバ版 Windows では、 Windows ワークステーシ ョ ンしか管理できませ

ん。

機能拡張マニュアルの一覧は、 A-15 ページの 「HP OpenView Storage Data Protector 印刷版機能拡

張マニュアル」 を参照して ください。

Data Protector A.06.00 へのライセンス移行

以前のバージ ョ ンの Data Protector からの移行手順は、 以下のとおりです。

Data Protector A.05.x

Data Protector A.06.00 に直接移行してください。 ラ イセンスその他の移行は必要あ り ません。

Data Protector A.05.x のサポート契約をされているお客様は、 Data Protector A.06.00 を無償で受け

取るこ とができます。 従来 A.05.x で使用していた機能は、 Data Protector A.06.00 へのアップグ

レード後も追加コス ト なしにそのままご利用いただけます。 Data Protector A.06.00 が提供する新

しい機能拡張を使用する場合のみ、 新しいライセンスの購入が必要にな り ます。
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ライセンス概要図

図 A-2 スターター パック  (HP-UX 用 )

図 A-3 混在環境
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図 A-4 61 ～ 250 スロッ トのライブラリ  - 例 1

図 A-5 61 ～ 250 スロッ トのライブラリ  - 例 2
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図 A-6 オンライン バックアップ

図 A-7 Manager-of-Managers
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図 A-8 ディスクへのアドバンスト  バックアップ

図 A-9 ゼロ ダウンタイム バックアップ
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図 A-10 シングルサーバ版
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Data Protector ライセンス フォーム

この章では、 Data Protector のライセンス  フォームについて説明します。 恒久パスワードをご注

文の際は、 以下のいずれかの方法でこのフォームに記入してください。

• HP OpenView AutoPass ユーティ リ ティ を使用して、HP Password Delivery Center の Web サーバ

から、 インターネッ ト を介して恒久パスワードを直接取得し、 インス トールします。 詳細は
309 ページの 「HP OpenView AutoPass ユーティ リ テ ィを使用した恒久パスワードの取得と  イ
ンス トール」 を参照して ください。 この方法を推奨します。

• 以下の名前のファイルにデータ と して含まれているライセンス  フォームを印刷するこ と もで

きます。 このファ イルは Cell Manager システムまたは配布メディアに含まれています。

• HP-UX または Solaris: /opt/omni/doc/C/license_forms_UNIX

• Windows CD-ROM:

 <Disk_Label>:Docs\license_forms.txt

または上記ファイルからコピーした内容を メールに貼り付けて、 Password Delivery Center 
(PDC) に送ってください。 

• オンラインの Password Delivery Center サイ ト  (http://www.webware.hp.com) から恒久パスワー

ドを注文するこ と も可能です。

重要 情報は正確に記入してください。 必要事項に漏れがないよ うに注意して ください。

ライセンス  フォームで記入が必要な共通のフ ィールドについて、 以下に説明します。

ユーザー情報 (Personal Data) 新しいパスワードの送付先となるユーザーに関する情報を記

入して ください。

ライセンス  データ  (Licensing Data) Data Protector セルに関するライセンス情報を記入します。

現在の Cell Manager (Current Cell Manager) 
現在の Cell Manager に関して必要な情報を記入します。

新しい Cell Manager (New Cell Manager) 
新しい Cell Manager に関して必要な情報を記入します。

注文番号 (Order Number) 権利保証書 (Entitlement Certificate) に記載されている Order 
Number を記入します。 この Order Number は、 恒久パスワー

ドを請求する際に必要です。

http://www.webware.hp.com
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IP アドレス  (IP Address) この欄には、 Password Delivery Center が発行するパスワード

の対象となるシステムの IP アドレスを記入します。 集中ラ

イセンス  (MoM 環境のみ ) を使用する場合は、 MoM Manager
システムの IP アドレスを記入して ください。

Cell Manager に複数の LAN カードが装着されている場合は、

どの IP アドレスでも結構です。 主に使用する IP アドレスを

記入するこ とをお勧めします。 

MC/ServiceGuard 環境または Microsoft Cluster 環境で Data 
Protector をお使いの場合は、 仮想サーバの IP アドレスを記

入して ください。 ク ラスタ環境についての詳細は、 オンライ
ン ヘルプを参照してください。

 Password Delivery Center
ファ ッ クス番号 連絡先は、製品に付属する権利保証書 (Entitlement Certificate) 

でご確認ください。

製品ライセンスの種類 Product Numbers の右の欄に、 Cell Manager にインス トールす

るライセンスの数量を記入します。 1 つの Order Number で
ライセンスを全数購入するこ と も、 ラ イセンスのサブセッ ト
だけを購入するこ と もできます。
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付録 BB-2

この付録の内容

この付録では、 本来は本書の範囲外ですが、 インス トール手順に特に関係のある作業についての
情報を説明します。

以降では、 Windows、 HP-UX、 および Solaris システムについて、 システムやデバイスの設定およ

び構成について例を挙げて説明しています。
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ネイテ ィブ ツールを使用した、 HP-UX、 Solaris、 および Linux シ

ステムへのインス トール

注記 HP-UX、 Solaris、 および Linux へのネイティブ インス トール手順は、 インス トー

ル サーバの制限付きパッケージをインス トールする場合にのみ必要です。 通常

は、 omnisetup.sh コマンドを使用して Data Protector をインス トールするこ とを

お勧めします。 

swinstall を使用した HP-UX システムへの Cell Manager のインストール

HP-UX システムに UNIX 用 Cell Manager をインス トールするには、 以下の手順に従ってくださ

い。

1. UNIX インス トール DVD-ROM をド ラ イブに挿入してマウン ト し、 /usr/sbin/swinstall

ユーティ リ ティを実行します。 

2. [Specify Source] ウ ィンド ウで [Network Directory/CDROM] を選択し、 [Source 

Depot Path] テキス ト  ボッ クスに以下のよ うに入力します。

• PA-RISC ベースの HP-UX の場合 : 
<Mountpoint>/hpux_pa/DP_DEPOT/DP_A0600_UX11x.sd_depot

• IA-64 ベースの HP-UX の場合 : 
<Mountpoint>/hpux_ia/DP_DEPOT/DP_A0600_UXia64.sd_depot

次に、 [OK] をク リ ッ ク して [SD Install - Software Selection] ウ ィンド ウを開きま

す。

3. インス トール可能なソフ ト ウェア パッケージの リ ス ト内で、B6960MA という名前の下に Data 
Protector が表示されます。 これをダブルク リ ッ クする と、 UNIX 用 DATA-PROTECTOR プロ

ダク トが表示されます。 さ らにこれをダブルク リ ッ クする と、 内容が表示されます。 

以下のサブプロダク トが含まれています。 

OB2-CM Cell Manager ソフ ト ウェア

OB2-DOCS Data Protector ドキュ メン ト  サブプロダク ト  (Data 
Protector のドキュ メン ト を PDF 形式で収録 )
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4. DATA-PROTECTOR をマウスの右ボタンでク リ ッ ク し、 [Mark for Install] をク リ ッ ク し

て、 ソフ ト ウェア全体をインス トール対象に含めます。

インス トールするかど うかをサブプロダク ト ごとに指定したい場合は、 DATA-PROTECTOR を
ダブルク リ ッ ク し、 各項目をマウスの右ボタンでク リ ッ ク します。 特定のパッケージをイン
ス トールしない場合は、 [Unmark for Install] をク リ ッ ク し、 インス トールする場合は、

[Mark for Install] を選択します。 

必ず確認していただきたいのは、 Marked? ステータスの値 (OB2-CMパッケージの横 ) が [は

い ] になっているこ とです。 これは、 UNIX 用の Cell Manager を同じシステムにインス トー

ルする場合に必要です。 詳細は図 B-1 を参照して ください。

注記 32 ビッ ト よ り長いユーザー ID を使用している と きは、 Cell Manager のコア ソ
フ ト ウェア コンポーネン ト をインス トールした後で、 その Cell Manager にリ

モートでユーザー インタフェース  コンポーネン ト  (OMNI-CS) をインス トール

する必要があ り ます。

5. [Actions] メニューの [Install (analysis)] をク リ ッ ク し、 [OK] をク リ ッ ク して次に進

みます。 [Install (analysis)] で解析が失敗し、 エラー メ ッセージが表示された場合は、

[Logfile] をク リ ッ ク してログ ファ イルを確認して ください。 

図 B-1 [SD Install - Software Selection] ウィンドウ 
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注記 テープ デバイスからネッ ト ワークを介して、 ソフ ト ウェアをインス トールする場

合は、 まず、 コンピュータでソース  ディ レク ト リ をマウン トする必要があ り ま

す。 

pkgadd を使用した Solaris システムへの Cell Manager のインストール

Solaris システムに Cell Manager をインス トールするには、 以下の手順に従ってください。

1. UNIX 用インス トール DVD-ROM をド ラ イブに挿入します。

2. メ インの <package_source>ディ レク ト リ 、 つま り インス トール デポ ファ イルが格納され

ているディ レク ト リに移動します ( この場合は <Mount_point>/solaris/DP_DEPOT)。

プロダク ト内には Cell Manager のインス トールに関連する以下のサブプロダク ト  パッケージ

が含まれています。

OB2-CORE Data Protector のコア ソフ ト ウェア

OB2-CC Cell Console ソフ ト ウェア

この中にはグラフ ィカル ユーザー インタフェース と コ

マンド行インタフェースが含まれます。

OB2-CS Cell Manager ソフ ト ウェア

OB2-DA Disk Agent ソフ ト ウェア

このソフ ト ウェアは必須です。 このソフ ト ウェアがない
場合は、 IDB のバッ クアップを実行できません。

オプシ ョ ン  ソフ ト ウェア 

OB2-MA General Media Agent ソフ ト ウェア。 このコンポーネン ト

は、 バッ クアップ デバイスを Cell Manager に接続する場

合に必要になり ます。

OB2-DOCS Data Protector オンライン  マニュアル

3. 上記のパッケージをインス トールするには、 pkgadd機能を使用します。 

重要 Solaris 上のサブプロダク ト  パッケージは、 互いに依存しています。 これらの

パッケージは、 上記の順序でインス トールしなければなり ません。 

各パッケージをインス トールするには、 以下のコマンドを実行します。
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pkgadd -d DP_A0600_SUN8.pkg <package_name>

4. Data Protector サービスを再起動します。

/opt/omni/sbin/omnisv stop

/opt/omni/sbin/omnisv start

注記 Cell Manager を Solaris 9 にインス トールした場合は、 インス トール サーバを使用

して Cell Manager 上に Disk Agent を リモート  インス トールするこ とができます。

詳細については、 50 ページの 「Data Protector ク ラ イアン トの リモート  インス トー

ル」 を参照するか、 または ob2installのマンページを参照して ください。

rpm を使用した Linux システムへの Cell Manager のインストール

Linux システムに Cell Manager をインス トールするには、 以下の手順に従ってください。

1. UNIX インス トール DVD-ROM をド ラ イブに挿入してマウン ト します。

2. 以下のいずれかの方法で、 個々のパッケージを展開します。

• rpm2cpio を使用します ( 推奨 )。

アーカイブの展開先となる一時ディレク ト リに移動して、 次のコマンドを実行します。

rpm2cpio <pkg_source>/DP_A0600_GPLx86_64.rpm | cpio -ivd

<pkg_source>にはインス トール アーカイブが格納されているディ レク ト リ を指定しま

す ( この場合は <Mount_point>/linux/DP_DEPOT) 。

• 別の方法と して、 次に示すよ うに rpm を使用するこ と もできます。

インス トール アーカイブが格納されているディ レク ト リに移動し  ( この場合は

<Mount_point>/linux/DP_DEPOT)、 次のコマンドを実行します。

rpm -i DP_A0600_GPLx86_64.rpm

注記 この rpm -i コマンドではソフ ト ウェアはインス トールされません。 個々

の rpm パッケージが /opt/omniにコピーされるだけです。

ただし、 この場合もパッケージは登録されるため、 個々のパッケージの
インス トール終了後に、 OB2-CMパッケージを削除する必要があ り ます。
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3. 個々のパッケージの展開先ディ レク ト リに移動します。

• rpm2cpio コマンドを使用した場合 : cd <temporary_directory>/opt/omni

• rpm コマンドを使用した場合 : cd /opt/omni 

次のコマンドを実行して、 パッケージをインス トールします。

rpm -i <package_name>-A.06.00-1.x86_64.rpm

<package_name>には、 サブプロダク ト  パッケージの名前を指定します。 

以下のパッケージは必ずインス トールして ください。

OB2-CORE Data Protector のコア ソフ ト ウェア

OB2-CC Cell Console ソフ ト ウェア

コマンド行インタフェースを含みます。

OB2-CS Cell Manager ソフ ト ウェア

OB2-DA Disk Agent ソフ ト ウェア

このソフ ト ウェアは必須です。 このソフ ト ウェアがない
場合は、 IDB のバッ クアップを実行できません。

必要に応じて、 以下のパッケージもインス トールして ください。 

OB2-MA General Media Agent ソフ ト ウェア。 このコンポーネン ト

は、 バッ クアップ デバイスを Cell Manager に接続する場

合に必要になり ます。

OB2-DOCS Data Protector オンライン  マニュアル

重要 Linux 上のサブプロダク ト  パッケージは、 互いに依存しています。 これらの

パッケージは、 上記の順序でインス トールしなければなり ません。 

4. Data Protector サービスを再起動します。

/opt/omni/sbin/omnisv stop

/opt/omni/sbin/omnisv start

5. メ イン rpm アーカイブの展開に rpmを使用した場合は、次のコマンドで OB2-CMパッケージを

削除します。

rpm -e OB2-CM
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HP-UX システムへのインストール サーバのインストール

1. UNIX インス トール DVD-ROM をド ラ イブに挿入してマウン ト します。

2. コマンド行に /usr/sbin/swinstall と入力して、 インス トール プログラムを起動します。

3. [Specify Source] ウ ィンド ウで [Network Directory/CDROM] を選択し、 [Source 

Depot Path] テキス ト  ボッ クスに以下のよ うに入力します。

• PA-RISC ベースの HP-UX の場合 : 
<Mount_point>/hpux_pa/DP_DEPOT/DP_A0600_UX11x_IS.sd_depot 

• IA-64 ベースの HP-UX の場合 : 
<Mount_point>/hpux_ia/DP_DEPOT/DP_A0600_UXia64_IS.sd_depot 

次に、 [OK] をク リ ッ ク して [SD Install - Software selection] ウ ィンド ウを開きま

す。

4. [SD Install - Software Selection] ウ ィンド ウで、DATA-PROTECTOR をダブルク リ ッ ク

します。 インス トール可能なソフ ト ウェアの リ ス トが表示されます。 OB2-IS をマウスの右

ボタンでク リ ッ ク し、 [Mark for Install] をク リ ッ ク します。

5. [Actions] メニューの [Install (analysis)]  をク リ ッ ク します。 [OK] をク リ ッ ク して

インス トール処理を続行します。

インス トールが終了する と、 UNIX 用のソフ ト ウェア デポは、 /opt/omni/databases/vendor

ディレク ト リにインス トールされます。 

重要 ネッ ト ワーク上に UNIX 用のインス トール サーバをインス トールしない場合は、

UNIX インス トール DVD-ROM を使用して、 すべての UNIX ク ラ イアン ト をロー

カルにインス トールしなければなり ません。

pkgadd を使用した Solaris システムへのインストール サーバのインストール

Solaris へのローカル インス トール

UNIX 用のインス トール サーバを Solaris システムにインス トールするには、 以下の操作を行い

ます。

1. UNIX 用インス トール DVD-ROM をド ラ イブに挿入します。
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2. メ インの <package_source>ディ レク ト リ 、 つま り インス トール デポ ファ イルが格納され

ているディ レク ト リに移動します ( この場合は <Mount_point>/solaris/DP_DEPOT)。

プロダク ト内にはインス トール サーバのインス トールに関連する以下のサブプロダク ト  
パッケージが含まれています。

OB2-CORE Data Protector のコア ソフ ト ウェア。 Cell Manager システ

ムにインス トール サーバをインス トールする場合は、

コア ソフ ト ウェアはすでにインス トールされています。

OB2-C-IS インス トール サーバのコア ソフ ト ウェア

OB2-SOLUX リ モートの Solaris システムのための Disk Agent、 Media 
Agent、 および GUI 用プッシュ  パケッ ト。

OB2-OTHUX Solaris 以外のリモートの UNIX システムのための、 Disk 
Agent および Media Agent 用プッシュ  パケッ ト。

さ らに、 (Cell Manager とは別のシステムに ) 独立した形でインス トール サーバをセッ ト アッ

プし、 ユーザー インタフェースを使用したい場合は、 次のコンポーネン トが必要です。

OB2-CC Cell Console ソフ ト ウェア

この中にはグラフ ィカル ユーザー インタフェース と コ

マンド行インタフェースが含まれます。

3. 上記のパッケージをインス トールするには、 pkgadd機能を使用します。 

重要 Solaris 上のサブプロダク ト  パッケージは、 互いに依存しています。 これらの

パッケージは、 上記の順序でインス トールしなければなり ません。 

各パッケージをインス トールするには、 以下のコマンドを実行します。

pkgadd -d DP_A0600_SUN8_IS.pkg <package_name>

注記 pkgadd機能はリモートでは使用できず、 ローカルな形でのみ実行可能です。

4. これらのコンポーネン トのインス トールが終了したら、次に pkgadd コマンドを使用して、 リ

モート  インス トールする各統合パッケージに必要なプッシュ  パケッ ト をインス トールしま

す。 以下に例を示します。

OB2-INTGP Data Protector コア統合ソフ ト ウェア。 このコンポーネン トは、 統合ソフ ト

ウェアをインス トールする場合に必要です。

OB2-SAPP SAP 用統合ソフ ト ウェア コンポーネン ト
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OB2-SAPDBP SAP DB 用統合ソフ ト ウェア コンポーネン ト

OB2-INFP Informix 用統合ソフ ト ウェア コンポーネン ト

OB2-LOTP Lotus Notes/Domino 用統合ソフ ト ウェア コンポーネン ト

OB2-SYBP Sybase 用統合ソフ ト ウェア コンポーネン ト

OB2-OR8P Oracle 用統合ソフ ト ウェア コンポーネン ト

OB2-DB2P DB2 用統合ソフ ト ウェア コンポーネン ト

OB2-EMCP EMC Symmetrix 用統合ソフ ト ウェア コンポーネン ト

OB2-SNAPP HP StorageWorks Virtual Array

OB2-SMISAP HP StorageWorks Enterprise Virtual Array

OB2-SSEAP HP StorageWorks Disk Array XP

OB2-NDMPP NDMP Media Agent ソフ ト ウェア

OB2-OVP OpenView 用統合ソフ ト ウェア コンポーネン ト

OB2-FRAP フランス語ローカライズ パッケージ

OB2-JPNP 日本語ローカライズ パッケージ

インス トールが終了する と、 UNIX 用のソフ ト ウェア デポは、

/opt/omni/databases/vendorディ レク ト リにインス トールされます。 

重要 ネッ ト ワーク上に UNIX 用のインス トール サーバをインス トールしない場合

は、 UNIX インス トール DVD-ROM を使用して、 すべての UNIX ク ラ イアン

ト をローカルにインス トールしなければなり ません。

重要 Data Protector は、 たとえば次のよ う な リ ンク  ディレク ト リにインス トールするこ

とができます。

/opt/omni/ -> /<prefix>/opt/omni/

/etc/opt/omni/ -> /<prefix>/etc/opt/omni/

/var/opt/omni/ -> /<prefix>/var/opt/omni/

このよ うにする場合は、 インス トール前にリ ンクを作成しておき、 インス トール
先ディ レク ト リが存在するこ とを確認しておかなければな り ません。
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注記 ユーザー インタフェース  コンポーネン ト  ( グラフ ィカル ユーザー インタフェー

スまたはコマンド行インタフェース ) を使用する場合は、 事前に環境変数を更新

する必要があ り ます。 詳細は 27 ページの 「環境変数の設定」 を参照して くださ

い。

複数プラ ッ ト フォームにわたるバッ クアップや復元を Data Protector ユーザー イン

タフェースを使用して実行するよ う計画している場合は、 『HP OpenView Storage 
Data Protector Product Announcements ソフ ト ウェア ノー ト  および リ ファレンス』

を参照して制限事項を確認して ください。

この次に行う作業

この時点で、 UNIX 用のインス トール サーバがネッ ト ワーク上にすでにインス トールされていな

ければなり ません。 準備が整ったら、 以下の作業を行います。

1. （Cell Manager とは別のシステムに ) 独立した形でインス トール サーバをセッ ト アップした場

合は、 このシステムを Data Protector セルに手作業で追加 ( インポート ) しなければなり ませ

ん。 詳細は 187 ページの 「セルへのインス トール サーバのインポート 」 を参照して くださ

い。

注記 インス トール サーバをインポートする と、 Cell Manager 上の

/etc/opt/omni/server/cell/installation_servers ファ イルが更新さ

れて、 インス トールしたプッシュ  パケッ トが反映されます。 CLI から この

ファ イルを使用して、 使用可能なプッシュ  パケッ ト を確認できます。 この

ファ イルを 新状態に保つために、 プッシュ  パケッ ト をインス トールまたは

削除したと きは、 インス トール サーバのエクスポート と再インポート を必ず

実行してください。 これは、 インス トール サーバを Cell Manager と同じシス

テムにインス トールしてある場合も同様です。

2. Data Protector セルに Windows システムが含まれている場合は、 Windows 用のインス トール 
サーバをインス トールする必要があ り ます。 詳細は 41 ページの 「Windows 用のインス トー

ル サーバのインス トール」 を参照して ください。

3. ソフ ト ウェアをク ラ イアン トに配布します。 詳細は 46 ページの 「Data Protector ク ラ イアン ト

のインス トール」 を参照して ください。
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rpm を使用した Linux システムへのインストール サーバのインストール

Linux へのローカル インス トール

UNIX 用のインス トール サーバを Linux システムにインス トールするには、 以下の操作を行いま

す。

1. UNIX 用インス トール DVD-ROM をド ラ イブに挿入します。

2. 以下のいずれかの方法で、 個々のパッケージを展開します。

• rpm2cpio を使用します ( 推奨 )。

アーカイブの展開先となる一時ディレク ト リに移動して、 次のコマンドを実行します。

rpm2cpio <pkg_source>/DP_A0600_GPLx86_64.rpm | cpio -ivd

<pkg_source>にはインス トール アーカイブが格納されているディ レク ト リ を指定しま

す ( この場合は <Mount_point>/linux/DP_DEPOT) 。

• 別の方法と して、 次に示すよ うに rpm を使用するこ と もできます。

インス トール アーカイブが格納されているディ レク ト リに移動し  ( この場合は

<Mount_point>/linux/DP_DEPOT)、 次のコマンドを実行します。

rpm -i DP_A0600_GPLx86_64_IS.rpm

注記 この rpm -i コマンドではソフ ト ウェアはインス トールされません。 個々

の rpm パッケージが /opt/omniにコピーされるだけです。

ただし、 この場合もパッケージは登録されるため、 個々のパッケージの
インス トール終了後に、 OB2-CMパッケージを削除する必要があ り ます。

3. 個々のパッケージの展開先ディ レク ト リに移動します。

• rpm2cpio コマンドを使用した場合 : cd <temporary_directory>/opt/omni

• rpm コマンドを使用した場合 : cd /opt/omni 

個々のパッケージについて、 次のコマンドを実行します。

rpm -i <package_name>-A.06.00-1.x86_64.rpm

プロダク ト内にはインス トール サーバのインス トールに関連する以下のサブプロダク ト  
パッケージ (<package_name>) が含まれています。
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OB2-CORE Data Protector のコア ソフ ト ウェア。 Cell Manager システ

ムにインス トール サーバをインス トールする場合は、

コア ソフ ト ウェアはすでにインス トールされています。

OB2-CORE-IS インス トール サーバのコア ソフ ト ウェア

OB2-LINUXP リ モートの Linux システムのための Disk Agent、 Media 
Agent、 および GUI 用プッシュ  パケッ ト。

OB2-OTHUXP Linux 以外のリモート  システムのための Disk Agent 用お

よび Media Agent 用プッシュ  パケッ ト

さ らに、 (Cell Manager とは別のシステムに ) 独立した形でインス トール サーバをセッ ト アッ

プし、 ユーザー インタフェースを使用したい場合は、 次のコンポーネン トが必要です。

OB2-CC Cell Console ソフ ト ウェア

コマンド行インタフェースを含みます。

4. これらのコンポーネン トのインス トールが終了したら、 次に rpm コマンドを使用して、 リ

モート  インス トールする各統合パッケージに必要なプッシュ  パケッ ト をインス トールしま

す。 以下に例を示します。

OB2-INTGP Data Protector コア統合ソフ ト ウェア。 このコンポーネン トは、 統合ソフ ト

ウェアをインス トールする場合に必要です。

OB2-SAPP SAP 用統合ソフ ト ウェア コンポーネン ト

OB2-SAPDBP SAP DB 用統合ソフ ト ウェア コンポーネン ト

OB2-INFP Informix 用統合ソフ ト ウェア コンポーネン ト

OB2-LOTP Lotus Notes/Domino 用統合ソフ ト ウェア コンポーネン ト

OB2-SYBP Sybase 用統合ソフ ト ウェア コンポーネン ト

OB2-OR8P Oracle 用統合ソフ ト ウェア コンポーネン ト

OB2-DB2P DB2 用統合ソフ ト ウェア コンポーネン ト

OB2-EMCP EMC Symmetrix 用統合ソフ ト ウェア コンポーネン ト

OB2-SNAPP HP StorageWorks Virtual Array

OB2-SMISAP HP StorageWorks Enterprise Virtual Array

OB2-SSEAP HP StorageWorks Disk Array XP

OB2-NDMPP NDMP Media Agent ソフ ト ウェア

OB2-OVP OpenView 用統合ソフ ト ウェア コンポーネン ト

OB2-FRAP フランス語ローカライズ パッケージ

OB2-JPNP 日本語ローカライズ パッケージ
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インス トールが終了する と、 UNIX 用のソフ ト ウェア デポは、

/opt/omni/databases/vendorディ レク ト リにインス トールされます。 

重要 ネッ ト ワーク上に UNIX 用のインス トール サーバをインス トールしない場合

は、 UNIX インス トール DVD-ROM を使用して、 すべての UNIX ク ラ イアン

ト をローカルにインス トールしなければなり ません。

5. メ イン rpm アーカイブの展開に rpmを使用した場合は、次のコマンドで OB2-CMパッケージを

削除します。

rpm -e OB2-CM

重要 Data Protector は、 たとえば次のよ う な リ ンク  ディレク ト リにインス トールするこ

とができます。

/opt/omni/ -> /<prefix>/opt/omni/

/etc/opt/omni/ -> /<prefix>/etc/opt/omni/

/var/opt/omni/ -> /<prefix>/var/opt/omni/

このよ うにする場合は、 インス トール前にリ ンクを作成しておき、 インス トール
先ディ レク ト リが存在するこ とを確認しておかなければな り ません。

この次に行う作業

この時点で、 UNIX 用のインス トール サーバがネッ ト ワーク上にすでにインス トールされていな

ければなり ません。 準備が整ったら、 以下の作業を行います。

1. (Cell Managerとは別のシステムに)独立した形でインス トール サーバをセッ ト アップした場合

は、 このシステムを Data Protector セルに手作業で追加 ( インポート ) しなければなり ません。

詳細は 187 ページの 「セルへのインス トール サーバのインポート 」 を参照して ください。

注記 インス トール サーバをインポートする と、 Cell Manager 上の

/etc/opt/omni/server/cell/installation_servers ファ イルが更新さ

れて、 インス トールしたプッシュ  パケッ トが反映されます。 CLI から この

ファ イルを使用して、 使用可能なプッシュ  パケッ ト を確認できます。 この

ファ イルを 新状態に保つために、 プッシュ  パケッ ト をインス トールまたは
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削除したと きは、 インス トール サーバのエクスポート と再インポート を必ず

実行してください。 これは、 インス トール サーバを Cell Manager と同じシス

テムにインス トールしてある場合も同様です。

2. Data Protector セルに Windows システムが含まれている場合は、 Windows 用のインス トール 
サーバをインス トールする必要があ り ます。 詳細は 41 ページの 「Windows 用のインス トー

ル サーバのインス トール」 を参照して ください。

3. ソフ ト ウェアをク ラ イアン トに配布します。 詳細は 46 ページの 「Data Protector ク ラ イアン ト

のインス トール」 を参照して ください。

クライアン トのインストール

Cell Manager やインス トール サーバのインス トール中には、 ク ラ イアン トはインス トールされま

せん。 ク ラ イアン トは、 omnisetup.sh コマンドを使用するか、 Data Protector GUI からインス

トール コンポーネン ト をプッシュしてインス トールする必要があ り ます。 ク ラ イアン トのイン

ス トール方法の詳細は、 46 ページの 「Data Protector ク ラ イアン トのインス トール」 を参照して

ください。
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ネイテ ィブ ツールを使用した HP-UX システムと Solaris システムで

のアップグレード

swinstall を使用した HP-UX システムでの Data Protector のアップグレード

Cell Manager のアップグレードは、 UNIX インス トール DVD-ROM から実行する必要があ り ま

す。 

インス トール サーバもインス トールされている Cell Manager をアップグレードする場合には、

初に Cell Manager をアップグレード し、 次にインス トール サーバをアップグレードする必要があ

り ます。

Cell Manager システムにインス トールされているク ラ イアン ト  コンポーネン トは、 Cell Manager
のアップグレード中にはアップグレード されません。 omnisetup.sh を使用するか、 インス トー

ル サーバからインス トール コンポーネン ト をプッシュして、 アップグレードする必要があ り ま

す。 詳細は 119 ページの 「UNIX ク ラ イアン トのローカル インス トール」 または 50 ページの

「Data Protector ク ラ イアン トの リモート  インス トール」 を参照して ください。

アップグレード手順

Data Protector A.05.00、 A.05.10 または A.05.50 を Data Protector A.06.00 にアップグレードするに

は、 swinstall を使用し、 以下の手順に従ってください。

1. rootでログインし、 /opt/omni/sbin/omnisv -stop コマンドを実行して、 Cell Manager 上
の OmniBack II サービスまたは Data Protector サービスをシャ ッ ト ダウンします。 

ps -ef | grep omni コマンドを実行して、 すべてのサービスがシャッ ト ダウンされている

かど うかを確認します。 ps -ef | grep omni コマンドの出力結果には、 OmniBack II サー

ビスまたは Data Protector サービスは表示されないはずです。

2. Cell Manager をアップグレードする場合は B-3 ページの「swinstall を使用した HP-UX システム

への Cell Manager のインス トール」、 インス トール サーバをアップグレードする場合は B-8
ページの 「HP-UX システムへのインス トール サーバのインス トール」 に説明されている手

順に従います。 

インス トール手順では、 旧バージ ョ ンが自動的に検出され、 選択されたコンポーネン トのみが
アップグレード されます。 旧バージ ョ ンの Data Protector にインス トールされていたコンポーネ

ン トが選択されなかった場合、 そのコンポーネン トのアップグレードは実行されません。 そのた
め、 アップグレードの必要のあるすべてのコンポーネン ト を選択しなければな り ません。
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注記 同じシステム上で Cell Manager と インス トール サーバの両方をアップグレードす

る場合、 [Match what target has] オプシ ョ ンはサポート されません。 

pkgadd を使用した Solaris システムでの Data Protector のアップグレード

Solaris 用 Cell Manager またはインス トール サーバをアップグレードする場合は、 製品の旧バー

ジ ョ ンをアンインス トールしてから、 新しいバージ ョ ンをインス トールします。

Cell Manager システムにインス トールされているク ラ イアン ト  コンポーネン トは、 Cell Manager
のアップグレード中にはアップグレード されません。 omnisetup.sh を使用するか、 インス トー

ル サーバからインス トール コンポーネン ト をプッシュして、 アップグレードする必要があ り ま

す。 詳細は 119 ページの 「UNIX ク ラ イアン トのローカル インス トール」 または 50 ページの

「Data Protector ク ラ イアン トの リモート  インス トール」 を参照して ください。

アップグレード手順

Data Protector A.05.00 または A.05.10 を Data Protector A.05.50 にアップグレードするには、

pkgadd を使用し、 以下の手順に従ってください。

1. rootでログインし、 /opt/omni/sbin/omnisv -stop コマンドを実行して、 Cell Manager 上
の OmniBack II サービスまたは Data Protector サービスをシャ ッ ト ダウンします。 

ps -ef | grep omni コマンドを実行して、 すべてのサービスがシャッ ト ダウンされている

かど うかを確認します。 ps -ef | grep omni コマンドの出力結果には、 OmniBack II サー

ビスまたは Data Protector サービスは表示されないはずです。

2. pkgrm を使用して Data Protector をアンインス トールします。

このユーティ リ ティでは、 構成ファイルおよびデータベースは、 現在の状態のまま維持され
ます。

3. pkginfo コマンドを実行し、 旧バージ ョ ンの Data Protector のアンインス トールが完了してい

るこ とを確認します。 Data Protector の旧バージ ョ ンは、 表示されないはずです。

データベース と構成ファイルが存在しているこ とを確認します。 以下のディレク ト リが存在
し、 バイナリが含まれているはずです。

• /opt/omni

• /var/opt/omni

• /etc/opt/omni
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4. Cell Manager をアップグレードする場合、UNIX インス トール DVD-ROM をド ラ イブに挿入し

てマウン ト します。 次に、 pkgadd を使用して、 Cell Manager をインス トールします。 詳細な

作業手順は、 B-5 ページの 「pkgadd を使用した Solaris システムへの Cell Manager のインス

トール」 を参照して ください。

インス トール サーバをアップグレードする場合、 UNIX インス トール DVD-ROM をド ラ イブ

に挿入してマウン ト し、 インス トール サーバをインス トールします。 詳細な作業手順は、

B-8 ページの 「pkgadd を使用した Solaris システムへのインス トール サーバのインス トール」

を参照して ください。

注記 Solaris 9 上で Cell Manager をアップグレード した場合は、 アップグレード完了後

にインス トール サーバを使用して Cell Manager 上に Disk Agent を リモート  インス

トールするこ とができます。 詳細については、 50 ページの 「Data Protector ク ラ イ

アン トの リモート  インス トール」 を参照するか、 または ob2installのマンペー

ジを参照してください。
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Windows システム上の TCP/IP プロ ト コルのセッ トアップ

重要 サポート されているのは、 Microsoft によって実装された TCP/IP プロ ト コルのみ

です。

Data Protector では、 TCP/IP プロ ト コルを使ってネッ ト ワーク通信が行われます。 したがって、

セル内の各ク ライアン トに TCP/IP プロ ト コルをインス トールし、 正し く構成しておく必要があ

り ます。 

Data Protector ユーザー インタフェースからコマンドを入力したと きには、 TCP/IP プロ ト コルを

介して Cell Manager への接続が確立されます。 

TCP/IP プロ ト コルは、 ネッ ト ワーク通信用のプロ ト コル一式およびユーティ リ テ ィで構成され

ます。 このプロ ト コルは、 TCP (Transmission Control Protocol) と  IP (Internet Protocol) を組み合わせ

たものです。 

このプロ ト コルを使用する各コンピュータのハード  ディ スクには、 TCP/IP ソフ ト ウェアをイン

ス トールしておく必要があ り ます。 さ らに、 各コンピュータに以下のアドレスを割り当てておく
必要があ り ます ( アドレスの割り当ては、 通常、 ネッ ト ワーク管理者が行います )。

• コンピュータ上にインス トールされている各ネッ ト ワーク  アダプタ  カードの IPアドレス。

これは 32 ビッ トの数字で、 通常はド ッ ト区切りのクアド形式またはド ッ ト区切りの 10 進形

式で表されます。 

• コンピュータ上にインス トールされている各ネッ ト ワーク  アダプタ  カードのサブネッ ト マ

スク。 サブネッ ト  マスクを IPアドレスと組み合わせるこ とによって、 ネッ ト ワーク ID およ

びホス ト ID が定義されます。 サブネッ ト マスクは、 IPアドレスと同じ形式で表されます。

• デフォルトのローカル ゲート ウェイ  (IP ルーター ) からインターネッ トにアクセスできるよ

うにするには、 デフォルト ゲートウェイ アドレスが必要です。 

前提条件 

Windows コンピュータに TCP/IP プロ ト コルをインス トールする前に、 以下のこ とがらに注意し

て ください。

• コンピュータにインス トールされている Windows ソフ ト ウェアの種類によって、 構成可能な

オプシ ョ ンが異なり ます。
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Windows Server コンピュータは、 特に、 DHCP ( 動的ホス ト構成プロ ト コル ) サーバ、

Windows インターネッ ト  ネーム  サービス  (WINS) サーバ、 またはド メ イン  ネーム  システム  
(DNS) サーバと して構成できます。 詳細は、 Windows のオンライン ヘルプを参照してくださ

い。

• ネッ ト ワーク上にDHCPサーバがインス トールされている場合は、DHCP を使用してTCP/IPプ

ロ ト コルを自動構成できます。 

ネッ ト ワーク上に DHCP サーバがない場合や、 DHCP サーバ コンピュータ上で TCP/IP プロ

ト コルを構成する場合は、 TCP/IP プロ ト コルを手作業で構成する必要があ り ます。 詳細は、

Windows のオンライン  ヘルプを参照してください。

• TCP/IP を手作業で構成するには、 ローカル コンピュータの管理者グループのメンバーと して

ログオンする必要があ り ます。 アドレスの重複を防止するために、 すべての値をネッ ト ワー
ク管理者から取得して ください。 前述の IPアドレス、 サブネッ ト マスク、 デフォルト ゲー

トウェイに加えて、 以下のものを取得する必要があ り ます。

✓ DNS サービスを使用する場合は、DNS ド メ インの名前と DNS サーバの IP アドレスが必要

です。

✓ ネッ ト ワーク上のWINSサーバを利用する場合は、WINSサーバの IPアドレスが必要です。

Windows への TCP/IP プロ ト コルのインストールと構成

Windows システムへの TCP/IP プロ ト コルのインス トールは、 オペレーティング システムのイン

ス トール中に行われます。

Windows 2000 システムの現在の TCP/IP 設定を確認する場合は、 以下の手順に従ってください。

1. Windows の [コントロールパネル] で、[ネッ トワークとダイアルアップ接続]、[ローカル エリ

ア接続 ] を順にダブルク リ ッ ク します。



付録 B
Windows システム上の TCP/IP プロ ト コルのセッ トアップ

付録 B B-21

2. [プロパティ ] をク リ ッ ク し、[ インターネッ ト プロト コル (TCP/IP)] をダブルク リ ッ ク し

ます。 こ こで、 IP 設定を編集できます。

図 B-2 Windows の [TCP/IP プロパティ ] ウィンドウ
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詳細設定を編集するには、 [詳細設定 ] をク リ ッ ク します。

図 B-3 Windows での TCP/IP の詳細設定
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DNS サフ ィ ックス

Windows 2000 システムの DNS サフ ィ ッ クスを構成する場合は、 デスク ト ップの [マイ コン

ピュータ ] を右ク リ ッ ク し、 [ プロパティ ]、 [ネッ トワーク ID]、 [プロパティ ]、 [詳細 ] の順

に選択します。 DNS の新しい設定は、 システムの再起動後に有効になり ます。

図 B-4 Windows の DNS サフ ィ ックスと NetBIOS コンピュータ名
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TCP/IP 設定をチェ ックする

TCP/IP プロ ト コルは、 ホス ト名を正し く解決できるよ うにセッ ト アップする必要があ り ます。

• <%SystemRoot%>\system32\drivers\etcフォルダにある hosts ファ イルを使用する場合は、

Cell Manager および Media Agent とバッ クアップ デバイスをインス トールしたすべてのシス

テムのアドレスをセル内の各システムから解決できるよ うにセッ ト アップしておく必要があ
り ます。 さ らに、 Cell Manager から、 セル内のすべてのシステムの名前を解決できるよ うに

セッ ト アップする必要があ り ます。

• DNS を使用する場合は、ローカル DNS サーバが適切に構成され、セル内の各システムの IP 設

定値に指定されているこ とを確認して ください。

TCP/IP プロ ト コルのインス トール後、 TCP/IP 設定を確認するには、 ping ユーティ リ ティおよ

び ipconfig ユーティ リ ティを使用します。 TCP/IP 設定を変更した場合は、 まず、 コンピュー

タを再起動してください。

1. コマンド行に ipconfig /all と入力する と、 ネッ ト ワーク  アダプタに設定したアドレス設

定および TCP/IP 構成に関する詳細情報が表示されます。 IP アドレス とサブネッ ト  マスクが

正し く設定されているこ とを確認して ください。

2. ping <your_IP_address> と入力する と、TCP/IP ソフ ト ウェアのインス トールおよび構成状

況が表示されます。 デフォルトでは、 4 つのエコー パケッ トが表示されます。 

3. ping <default_gateway> と入力します。

ゲート ウェイは、 サブネッ ト上に存在していなければなり ません。 ゲート ウェイへの ping に

失敗した場合は、 ゲート ウェイの IP アドレスが正し く設定されているかど うか、 およびゲー

ト ウェイが正常に動作しているかど うかを確認して ください。

4. 上記の各チェッ クで問題がなければ、 名前の解決メカニズムをテス ト します。 システム名を

指定して ping コマンドを実行し、 hosts ファ イルと DNS の一方または両方をテス ト して く

ださい。 
たとえば、 マシン名が kesukoziで、 ド メ イン名が campo.comの場合は、 ping 

kesukozi.campo.com と入力します。

これが正常に動作しなかった場合は、 [TCP/IP詳細設定 ] ウ ィンド ウにアクセスして くださ

い。 方法については、 B-20 ページの 「Windows への TCP/IP プロ ト コルのインス トールと構

成」 を参照して ください。 このウ ィンド ウでは、 ド メ イン名が正しいかど うかをチェ ッ ク し
ます。 また、 hosts ファ イルと DNS もチェッ ク して ください。

Cell Manager となるシステムおよびク ライアン ト となるシステムに対して、 以下の 2 つの方

法で、 名前が正し く解決されるこ とを確認して ください。

— Cell Manager から各ク ライアン トに対して、 ping コマンドを実行します。



付録 B
Windows システム上の TCP/IP プロ ト コルのセッ トアップ

付録 B B-25

— 各クライアン トから、 Cell Manager と、 Media Agent がインス トールされている他のク ラ

イアン トに対して、 ping コマンドを実行します。

名前の解決に hosts ファ イルを使用する場合、 前述のテス トでは、 名前の解決が正し く動作

するかど うかは保証されません。 このよ うな場合は、 Data Protector のインス トール後に DNS
チェ ック  ツールを使用する方法があ り ます。

重要 前述の方法で名前が解決されなかった場合は、 Data Protector が適切にインス トー

ルされていない可能性があ り ます。

コンピュータ名はホス ト名と同じ名前にして ください。 同じ名前でない場合は、
Data Protector をセッ ト アップする際、 警告が表示されます。 

ホス ト名を確認する場合は、 [TCP/IPプロパティ ] ウ ィンド ウにアクセスして く

ださい。 方法の詳細は、 B-20 ページの 「Windows への TCP/IP プロ ト コルのイン

ス トールと構成」 を参照して ください。

5. Data Protector をインス トールし、 Data Protector セルを作成した後、 DNS チェ ッ ク  ツールを使

用して、 Cell Manager、 および Media Agent がインス トールされている各ク ライアン トから、

同じセル内の他のすべてのク ライアン トへの DNS 接続、 およびその逆の DNS 接続が解決さ

れるかど うかを確認できます。 この確認を行うには、 <Data_Protector_home>\binディ

レク ト リから omnicheck -dns コマンドを実行します。 詳細は 322 ページの 「Data Protector
セル内の DNS 接続の確認」 を参照して ください。

omnicheck コマンドの詳細は、 『HP OpenView Storage Data Protector Command Line Interface 
Reference』 を参照して ください。

MS Proxy

MS Proxy がインス トールされている と、 これによってポート番号 5555 が使用されるため、 Data 
Protector サービスは失敗します。 以下の手順で問題を解決してください。

1. <Data_Protector_home>\binディレク ト リに、 wspcfg.ini, という名前のファ イルを作

成します。

2. ファ イルに以下の行を追加してください。

[OmniInet]

Disable=1
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Cell Manager 名の変更

Data Protector のインス トール時には、 Cell Manager 名と して現在のホス ト名が使用されます。

Cell Manager のホス ト名を変更する場合は、 Data Protector ファ イルを手作業で更新する必要があ

り ます。

重要 Cell Manager 名に関するク ライアン ト情報を更新する必要があ り ます。 Cell 
Manager のホス ト名を変更する前に、 ク ラ イアン ト をセルからエクスポート して

ください。 作業手順は、 192 ページの 「セルからのク ライアン トのエクスポート 」

を参照して ください。 ホス ト名を変更したら、 ク ラ イアン ト を再びセルにイン
ポート します。 手順の詳細は、 185 ページの 「セルへのク ライアン トのインポー

ト 」 を参照して ください。

注記 元の Cell Manager 名を使用して構成されたデバイスやバッ クアップ仕様には、 現

在の名前を反映させる必要があ り ます。

UNIX の場合

UNIX 用 Cell Manager では、 以下の操作を行ってください。

1. 以下のファイルにある Cell Manager のホス ト名のエン ト リ を変更します。 

/etc/opt/omni/client/cell_server

/etc/opt/omni/server/cell/cell_info

/etc/opt/omni/server/users/UserList

2. Data Protector セルのメンバー間で、 名前の解決が適切に行われるかど うかを確認します。

3. 以下のコマンドを実行して IDB の Cell Manager 名を変更します。

 /opt/omni/sbin/omnidbutil -change_cell_name [<old_host>]

Windows の場合 

Windows 用 Cell Manager で、 以下の操作を行ってください。

1. 以下のファイルにある Cell Manager のホス ト名のエン ト リ を変更します。 
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<Data_Protector_home>\config\server\cell\cell_info

<Data_Protector_home>\config\server\users\userlist

2. レジス ト リ  キー \\HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Hewlett-Packard\ 

OpenView\OmniBack II\Site\CellServerで Cell Manager 名を変更します。
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デフォルトのポート番号の変更

Data Protector Inetサービス  ( プロセス ) は、 バッ クアップと復元に必要な他のプロセスを起動す

るサービスですが、 セル内の各システムで同じポート番号を使用する必要があ り ます。

Data Protector では、 デフォルトでポート番号 5555 が使われます。 同じポート番号が他のプログ

ラムに使用されていないかど うかをチェッ クするには、 /etc/services ファ イルの内容を調べ

るか (UNIX の場合 )、 または、 netstat -a コマンドを実行します (Windows の場合 )。 ポート番

号 5555 が他のプログラムに使用されている場合は、 他の未使用のポート番号に変更する必要が

あ り ます。 このポート番号がク ライアン ト  システム上でのみ使用不能な場合は、 Cell Manager を
インス トールした後でポート番号を変更できます。 Cell Manager のインス トール先となるシステ

ムでこのポート番号が使用不能な場合は、 インス トール前にポート番号を変更する必要があ り ま
す。

UNIX

UNIX システム上でポート番号を変更するには、 以下の手順に従ってください。

• Cell Manager をインス トールする前に、 以下の手順を実行します。

必要なポート番号で、 /tmp/omni_tmp/socket.dat ファ イルを作成します。

• Cell Manager をインス トールした後で、 以下の手順を実行します。

1. /etc/services ファ イルを編集します。 このファ イルには、 デフォルトで次のエン ト リ

が含まれています。

omni 5555/tcp # DATA-PROTECTOR

番号 5555 を未使用のポート番号に変更します。

2. kill -HUP <inetd_pid> コマンドを使用して関連プロセスを停止するこ とによって、

Inetサービスを再起動します。 プロセス ID (inetd_pid) を特定するには、 ps -ef と入力

します。

Windows

Windows システム上でポート番号を変更するには、 以下の手順に従ってください。

• Cell Manager をインス トールする前に、 以下の手順を実行します。

1. コマンド行から Regedit.exe を実行して、 レジスト リ エディ タを開きます。
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2. レジス ト リ  エン ト リ InetPort を、 キー

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Hewlett-Packard\

OpenView\OmniBackII\Commonの下に作成します。 

レジス ト リ  エン ト リの名前 : InetPort

レジス ト リ  エン ト リの種類 : REG_SZ (string)

レジス ト リ  エン ト リの値 : <port_number>

• Cell Manager をインス トールした後で、 以下の手順を実行します。

1. コマンド行から Regedit.exe を実行して、 レジスト リ エディ タを開きます。

2. [HKEY_LOCAL_MACHINE]、 [Software]、 [Hewlett-Packard]、 [OpenView]、

[OmniBack II] の順に展開し、 [Common] を選択します。

3. [InetPort] をダブルク リ ッ ク して、[文字列の編集 ] ダイアログ ボッ クスを開きます。

[値のデータ ] テキス ト  ボッ クスに、 未使用のポート番号を入力します。 [Common] 

フォルダの [Parameters]サブフォルダについても同様の手順を繰り返します。

4. Windows コン ト ロール パネルの [管理ツール ] - [サービス ] から、[Data Protector 

Inet] サービスを選択し、 サービスを再起動します ( ツールバーの [サービスの再起動 ] 
アイコンをク リ ッ ク します )。
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NIS サーバの準備

こ こでは、 NIS サーバに Data Protector Cell Manager を認識させるための手順を説明します。 

NIS サーバに Data Protector の情報を追加するには、 以下の手順に従ってください。 

1. NISサーバに rootユーザーと してログインします。

2. /etc/servicesファ イルを NIS経由で管理する場合は、/etc/servicesファ イルに次の行を

追加します。 

omni 5555/tcp # Data Protector for Data Protector inet server

ポート 5555 を使用できない場合は、 5555 を別の値に置き換えてください。 詳細は B-28 ペー

ジの 「デフォルトのポート番号の変更」 を参照して ください。

/etc/inetd.conf ファ イルを NIS経由で管理する場合は、 /etc/inetd.conf ファ イルに

次の行を追加します。

#Data Protector

omni stream tcp nowait root /opt/omni/lbin/inet -log 
/var/opt/omni/log/inet.log

3. 以下のコマンドを実行します。 これによ り NISサーバがファイルを読み込み、 構成を更新し

ます。

cd /var/yp; make

注記 NIS環境では、 複数の異なる構成ファイルを使用する順序を nsswitch.conf 
ファ イルで定義します。 たとえば、 /etc/inetd.conf ファ イルをローカル マシ

ン上で使用するか、 それと も NISサーバから使用するかを定義できます。 また、

名前の保存場所を nsswitch.confで制御するよ うに指定するステート メン ト を

ファ イルに挿入するこ と もできます。 詳細は、 マンページを参照して ください。

Data Protector をすでにインス トールしている場合は、 まず NISサーバを準備し、

次に、 Data Protector ク ラ イアン トでもあるすべての NIS ク ラ イアン ト上で kill 

-HUP <pid> コマンドを実行して関連プロセスを停止するこ とによ り、 inetサー

ビスを再起動します。
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ト ラブルシューテ ィ ング

NIS環境にData Protectorをインス トールしても Data Protector Inetサービスを開始できな

い場合は、 /etc/nsswitch.conf ファ イルをチェ ッ ク します。

次の行が含まれていないか確認してください。

services: nis [NOTFOUND=RETURN] files

この行が含まれている場合は、 以下のよ うに変更します。

services: nis [NOTFOUND=CONTINUE] files
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Windows でのテープ ド ライバおよびロボテ ィ クス ド ライバの使用

Data Protector では、 Windows システムに接続されたテープ ド ラ イブ用と してデフォルトでロー

ド されるネイティブ テープ ド ライバをサポート しています。 ただし、 メディア チェンジャ  ( ロ
ボティ クス ) デバイス用と してロード される Windows のネイティブ ド ラ イバは、 Data Protector
ではサポート されていません。 

以下の例では、 Windows システムに HP 4mm DDS テープ デバイスが接続されている場合を想定

しています。 HP 4mm DDS テープ デバイスを Windows システムに接続して Data Protector で使用

できるよ うに構成する場合は、 メディア チェンジャ  デバイス用にロード されるネイティブ ド ラ

イバを無効化する必要があ り ます。 こ こでは、 関連する手順について説明します。

テープ ド ライバ

Windows には、 Hardware Compatibility List (HCL) に記載されているデバイスが、 ド ラ イバと して

含まれています。 HCL とは Windows でサポート されるデバイスの リ ス トです。 詳細は以下のサ

イ ト を参照して ください。

http://www.microsoft.com/whdc/hcl/default.mspx

コンピュータが起動する と、 デバイス  ド ラ イバは使用可能なデバイスすべてに自動的にロード

されます。 更新はこれで完了です。 ネイティブ テープ ド ライバを個別にロードする必要はあ り

ません。

Windows システム上でネイティブ テープ ド ラ イバを更新するか置き換える場合は、 以下の手順

に従ってください。

1. Windows の [ コントロールパネル ] で、 [管理ツール ] をダブルク リ ッ ク します。

2. [管理ツール] ウ ィンド ウで [ コンピュータの管理] をダブルク リ ッ ク します。続いて、[デバ

イス マネージャ ] をク リ ッ ク します。 

3. [テープ ドライブ ] を展開します。現在デバイスに接続されている ド ラ イバを確認するには、

テープ ド ラ イブ名を右ク リ ッ ク し、 [プロパティ ] をク リ ッ ク します。

4. [ ドライバ ] タブを選択し、[ ドライバの更新 ] をク リ ッ ク します。B-33 ページの図 B-5 を参照

して ください。 現在インス トールされているネイティブ テープ ド ラ イバを更新するか、 別

のド ライバに置き換えるかを、 ウ ィザードで指定できます。

http://www.microsoft.com/whdc/hcl/default.mspx
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5. システムを再起動して、 変更した設定を反映させます。

図 B-5 ド ライバのプロパテ ィ

重要 ド ラ イバがネイティブ テープ ド ラ イバを使用しないで Data Protector 用と して構

成されている場合は、 そのテープ ド ラ イブを参照しているすべての構成済み Data 
Protector バッ クアップ デバイス名を変更する必要があ り ます。 たとえば、

scsi1:0:4:0から tape3:0:4:0のよ うな変更が必要になり ます。

詳細は B-35 ページの 「Windows 上でのデバイス  ファ イル (SCSI アドレス ) の作

成」 を参照して ください。

ロボテ ィ クス ド ライバ

Windows では、 使用可能なテープ ラ イブラ リに対するロボティ クス  ド ラ イバが自動的にロード

されます。 Data Protector でライブラ リ  ロボティ クスを使用するには、 対応する ド ラ イバを無効

化する必要があ り ます。 
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こ こでは、 4mm DDS テープを使用する HP 1557A テープ ラ イブラ リ を例に取り上げます。

Windows システムで自動的にロード されるロボティ クス  ド ライバ (ddsmc.sys) を無効にするに

は、 以下の手順に従ってください。

1. Windows の [ コントロールパネル ] で、 [管理ツール ] をダブルク リ ッ ク します。

2. [管理ツール] ウ ィンド ウで [ コンピュータの管理] をダブルク リ ッ ク します。続いて、[デバ

イス マネージャ ] をク リ ッ ク します。 

3. [デバイス マネージャ ] ウ ィンド ウの結果エリアで、 [ メディア チェンジャ ] を展開しま

す。

4. 現在ロード されている ド ラ イバを確認するには、 [4mm DDS メディア チェンジャ ] を右ク

リ ッ ク し、 [プロパティ ] をク リ ッ ク します。

[ ドライバ ] タブを選択し、 [ ドライバの詳細 ] をク リ ッ ク します。 以下のウ ィンド ウが表

示されます。

図 B-6 メディア チェンジャのプロパテ ィ
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ネイティブ ロボティ クス  ド ラ イバを無効にするには、 [4mm DDS メディア チェンジャ ] を右

ク リ ッ ク し、 [無効 ] を選択して ください。 

図 B-7 ロボテ ィ クス ド ライバの無効化

5. システムを再起動して、 変更した設定を反映させます。 これで、 ロボティ クスを Data 
Protector 用に構成できるよ うにな り ます。

Windows 上でのデバイス ファイル (SCSI アドレス ) の作成

テープ デバイス  ファ イル名の構文は、 ネイティブ テープ ド ライバをテープ ド ラ イブに対して

ロード  (tapeN:B:T:L) またはアンロード  (scsiP:B:T:L) するかによって異なり ます。

ネイテ ィブ テープ ド ライバを使用する Windows

Windows システムに接続され、 ネイティブ テープ ド ラ イバを使用するテープ ド ラ イブに対して

デバイス  ファ イルを作成するには、 以下の手順に従ってください。

1. Windows の [ コントロールパネル ] で、 [管理ツール ] をダブルク リ ッ ク します。
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2. [管理ツール] ウ ィンド ウで [コンピュータの管理] をダブルク リ ッ ク します。[リムーバブル

記憶域 ]、 [物理的な場所 ] を順に展開します。 テープ ド ラ イブを右ク リ ッ ク し、 [プロパ

ティ ] を選択します。

3. ネイティブ テープ ド ラ イバをロード している場合、 デバイス  ファ イル名は、 プロパティ  
ページの [全般 ] に表示されます。 または、 プロパティ  ページの [デバイス情報 ] で関連す

る情報を確認するこ とができます。 B-36 ページの図 B-8 を参照して ください。

図 B-8 テープ ド ライブ プロパティ

B-36 ページの図 B-8 のテープ ド ラ イブのファイル名は、 以下のよ うに作成されます。

ネイテ ィブ テープ ド ライバを使用している場合 Tape0 または Tape0:0:5:0

ネイテ ィブ テープ ド ライバを使用していない場合 scsii1:0:5:0

光磁気デバイス

Windows システムに光磁気デバイスを接続する場合、 ド ラ イブ名は、 システムを再ブート した後

でデバイスに割り当てられます。 デバイスファ イルを作成した際は、 このド ラ イブ名が使用され
ます。 たとえば、 ド ライブ名 E を割り当てた光磁気ド ライブに対してデバイス  ファ イルを作成

した場合、 このデバイス  ファ イルには E:が使用されます。
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HP-UX 上の SCSI ロボテ ィ クス構成

HP-UX システムでは、 SCSI パス  スルー ド ライバを使ってテープ ラ イブラ リ  デバイス  (HP 
StorageWorks 12000e など ) の SCSI コン ト ローラ と制御デバイスの両方を管理します ( なお制御

デバイスは、 「ロボティ クス」 または 「ピッカー」 と も呼ばれます )。 ラ イブラ リの制御デバイス

は、 ラ イブラ リ内の個々のド ライブに対する メディアのロード とアンロード、 および、 ラ イブラ
リ  デバイスに対する メディアのインポート とエクスポート を制御します。 

図 B-9 SCSI 制御デバイス
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図 B-10 デバイスの管理

SCSI ロボティ クス  ド ラ イバの種類は、 ハード ウェアに応じて使い分けます。 GSC/HSC または

PCIバスを搭載しているシステムの場合は SCSI オートチェンジャ  ド ラ イバ schgrが、 EISAバ

スを搭載しているシステムの場合は SCSI パス  スルー ド ラ イバ sctlが、 それぞれ事前にカーネ

ルに組み込まれています。 ただし、 NIO バスを搭載した HP サーバの場合は、 spt という名前の

SCSI パス  スルー ド ラ イバを使用します。 このド ラ イバは、 デフォルトでシステムにインス トー

ルされていますが、 カーネルには組み込まれていません。 

SCSI ロボティ クス  ド ラ イバがカレン ト  カーネルにまだ リ ンク されていない場合は、 手作業で追

加して、 接続されているテープ ラ イブラ リのロボティ クスに割り当てる必要があ り ます。

SCSI ロボティ クス  ド ラ イバを手作業でカーネルに追加して再ビルドするには、 以下の手順に

従ってください。 

ヒン ト HP-UX プラ ッ ト フォームの場合、 カーネルは、 HP System Administration Manager 
(SAM) ユーティ リ ティでビルドするこ と もできます。 第 2 章の 68 ページの

「HP-UX ク ラ イアン トのインス トール」 を参照して ください。
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目的のライブラ リに SCSI ロボティ クス  ド ラ イバがすでに割り当てられているかど うかをチェッ

クするには、 /opt/omni/sbin/ioscan -f コマンドを使います。 

図 B-11 SCSI パス スルー ド ライバ (sctl) のステータス

B-39 ページの図 B-11 に示す例では、 SCSI パス  スルー ド ライバ sctlが Exabyte テープ デバイ

スの制御デバイスに割り当てられています。 対応するハードウェア パス  (H/W Path) は、

8/12.2.0 (SCSI=2, LUN=0) です。

同じ SCSI バスに接続されているテープ ド ラ イブがあ り ますが、 このテープ ド ライブを制御して

いる ド ライバは stapeです。 対応するハード ウェア パス (H/W Path) は、 8/12.1.0 (SCSI=0, 
LUN=0) です。
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重要 SCSI アドレス 7 は SCSI コン ト ローラが常時使用しています。 ただし、 ioscan 

-f コマンドによる出力には、 それを示す行は表示されません。 上記の例では、

SCSI コン ト ローラは sctlによって管理されています。

図 B-12 SCSI パス スルー ド ライバ spt のステータス

B-40 ページの図 B-12 に示す例では、 ロボティ クス付きのテープ デバイスが接続されており、

SCSI パス  スルー ド ラ イバ sptによって制御されています。 このデバイスは HP StorageWorks 
12000e テープ ラ イブラ リで、 SCSI アドレス 4 を割り当てられており、 ハード ウェア パス 52 で

SCSI バスに接続されています。 対応するハードウェア パスは、 52.4.1 です。 ロボティ クスには、

SCSI パス  スルー ド ラ イバ sptが正し く割り当てられています。 

ロボティ クスに sctl、 spt、 または schgr ド ラ イバが割り当てられていない場合は、 ロボティ

クスのハードウェア パスをシステム ファ イル内のド ライバ ステート メン トに追加し、 カーネル

を再ビルドする必要があ り ます。 以下の手順に従ってください。

以下は、 SCSI ロボティ クス  ド ラ イバを手作業でカーネルに追加してロボティ クスに割り当て、

カーネルを手作業で再ビルドする手順を説明したものです。

1. root ユーザーと してログインし、 以下のディレク ト リに移動します。

cd /stand/build
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2. 以下のコマンドを実行して、 既存のカーネルから新しいシステム  ファ イルを作成します。

/usr/lbin/sysadm/system_prep -s system

3. どの SCSI ロボティ クス  ド ラ イバがカレン ト  カーネルに組み込まれているかをチェ ッ ク しま

す。 /standディレク ト リから、 以下のコマンドを入力して ください。

grep <SCSI Robotic Driver> system  

こ こで、 <SCSI Robotic Driver>には、 spt、 sctl、 または schgr を指定します。 ド ラ イ

バがカレン ト  カーネルにすでに組み込まれている場合は、 対応する行が表示されます。 

4. エディ タを使って、 /stand/build/system ファ イルに以下のド ライバ ステート メン ト を追

加します。

driver <H/W Path> spt

/stand/build/system ファ イルに追加するステート メン トの <H/W Path>には、 デバイス

の完全なハードウェア パスを指定します。 

HP StorageWorks 12000e テープ ラ イブラ リの場合には、 以下のよ うに入力します。

driver 52.4.1 spt

同じシステムに複数のライブラ リが接続されている場合は、 それぞれのライブラ リ  ロボティ

クスについて、 適切なハードウェア パスを指定する ド ラ イバ行を追加する必要があ り ます。

schgr ド ラ イバを構成する場合は、 ド ラ イバ ステート メ ン トに次の行を追加します。

schgr

5. mk_kernel -s./system コマンドを入力して、 新しいカーネルをビルド します。

6. 元のシステム  ファ イルを別の名前で保存し、 新しいシステム  ファ イルを元のシステム ファ

イルにコピーして上書きします。 これによ り、 新しいシステム ファ イルの内容が適用されま

す。

mv /stand/system /stand/system.prev

mv /stand/build/system /stand/system

7. 元のカーネルを別の名前で保存し、 新しいカーネルを元のカーネルにコピーして上書きしま

す。 これによ り、 新しいカーネルの内容が適用されます。

mv /stand/vmunix /stand/vmunix.prev

mv /stand/vmunix_test /stand/vmunix

8. 新しいカーネルから以下のコマンドを入力して、 システムを再ブート します。 
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shutdown -r 0

9. システムを再ブート したら、 も う一度 /usr/sbin/ioscan -f コマンドを実行して、 変更内

容が適用されているこ とを確認します。

HP-UX 上のデバイス ファイルの作成

前提条件

デバイス  ファ イルを作成する前に、 バッ クアップ デバイスをシステムに接続しておく必要があ

り ます。 デバイスが正し く接続されているかど うかをチェ ッ クするには、 /usr/sbin/ioscan 

-f コマンドを使用します。 バッ クアップ デバイスに対するデバイス  ファ イルを自動的に作成す

るには、 /usr/sbin/infs -e コマンドを使用します。

特定のバッ クアップ デバイスに対応するデバイス  ファ イルが、 システムの初期化処理 ( ブート

処理 ) 中または infs -e コマンド実行後に作成されていない場合は、 そのデバイス  ファ イルを

手作業で作成する必要があ り ます。 ラ イブラ リ制御デバイス  ( ラ イブラ リ  ロボティ クス ) の管理

に必要なデバイス  ファ イルは、 通常、 手作業で作成する必要があ り ます。 

こ こでは、 HP-UX 11.00 システムに接続された HP StorageWorks 12000e ラ イブラ リ  デバイスのデ

バイス  ファ イルを作成する例を示します。 このテープ ド ライブのデバイス  ファ イルは、 システ

ムの再ブート時に自動的に作成されていますが、 制御デバイスのデバイス  ファ イルは手作業で

作成する必要があ り ます。 
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B-40 ページの図 B-12 は、 HP-UX システム上で ioscan -f コマンドを実行したと きに表示され

る リ ス トの例を示したものです。 

図 B-13 接続済みデバイスのリス ト

この例の SCSI バス  インタフェースは、 scsi1システム  ド ラ イバによって制御されています。 こ

れは、 SCSI NIO インタフェースです。 SCSI NIOバス上のライブラ リ  ロボティ クスにアクセス

するには、 SCSI パス  スルー ド ラ イバ spt を使用する必要があ り ます。 このド ラ イバは、 すでに

インス トールされており、 HP StorageWorks 12000e テープ デバイスのロボティ クスに割り当てら

れています。 ハード ウェア パスは、 52.4.1です。

注記 SCSI NIOベースのバス  インタフェースを使用しない場合は、 spt ド ライバでは

なく、 sctl ド ラ イバが必要にな り ます。 

デバイス  ファ イルを作成するには、 SCSI パス  スルー ド ラ イバのメジャー番号とマイナー番号を

取得しておく必要があ り ます ( なお、 マイナー番号は、 どちらのド ラ イバの場合も共通です )。 

spt,のメジャー番号を取得するには、 以下のシステム  コマンドを実行します。

lsdev -d spt 

B-43 ページの図 B-13 の例の場合、 このコマンドを実行する と、 メジャー番号 75が返されます。

sctlのメジャー番号を取得するには、 以下のシステム  コマンドを実行します。

lsdev -d sctl
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この場合は、 コマンドを実行する と、 メジャー番号 203が返されます。

どちらの SCSI パス  スルー ド ラ イバの場合も、 共通のマイナー番号は以下の形式をと り ます。

0xIITL00

II -> ioscan -fの出力に示される SCSI バス  インタフェースのインスタンス番号 ( デバイスそ

のものの番号ではない ) は、 リ ス トの 2 番目の列 (Iの列 ) に表示されます。 この例の場合、 イン

スタンス番号は 0なので、 2 桁の 16 進値 00 を入力する必要があ り ます。

T  - > ラ イブラ リ  ロボティ クスの SCSI アド レス。 この例では、 SCSI アドレスは 4なので、 4 を

入力します。

L  - > ラ イブラ リ  ロボティ クスの LUN 番号。 この例では、 LUN 番号は 1なので、 1 を入力しま

す。

00  ->2 桁の 16 進値ゼロ。

デバイス ファイルの作成

デバイス  ファ イルは、 以下のコマンドで作成します。

mknod /dev/spt/<devfile_name> c Major # Minor #

通常、 sptのデバイス  ファ イルは、 /dev/sptディレク ト リ または /dev/scsiディレク ト リに

保存します。 この例の場合、 制御デバイス  ファ イルを /dev/spt/SS12000e という名前で保存

します。 

/dev/sptディレク ト リに SS12000e とい う名前のデバイス  ファ イルを作成するには、 以下のよ

うに入力します。

mknod /dev/spt/SS12000e c 75 0x004100

sctlのデバイス  ファ イルを作成して SS12000e という名前で /dev/scsiディ レク ト リに保存す

るには、 以下のよ うに入力します。 

mknod /dev/scsi/SS12000e c 203 0x004100
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SCSI コン ト ローラのパラメータの設定

Data Protector ではデバイスのブロ ッ ク  サイズを変更できますが、 一部の SCSI コン ト ローラで

64KB を超えるブロ ッ ク  サイズの書き込みを可能にするには、 パラ メータ設定の変更が必要にな

る場合があ り ます。

Windows システムで Adaptec SCSI コン ト ローラや Adaptec チップセッ ト搭載の SCSI コン ト ロー

ラのパラ メータを設定するには、 そのコン ト ローラのレジス ト リ値を編集します。

1. 次のレジス ト リ値を設定します。   \\HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\

Services\aic78xx\Parameters\Device0\MaximumSGList

2. 4KB サイズのブロ ッ クの数に 1 を加えた DWORD値を入力します。 

MaximumSGList = (OBBlockSize in kB / 4) + 1

たとえば、 260KB までのブロ ッ ク  サイズを有効にするには、 MaximumSGListの値を少なく

と も (260 / 4) + 1 = 66に設定します。

3. システムを再起動します。

注記 このレジス ト リ値では、 ブロ ッ ク  サイズの上限を設定します。 デバイスで実際に

使用するブロ ッ ク  サイズは、 デバイス構成用の Data ProtectorGUI を使って設定す

る必要があ り ます。 
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HP-UX 上の未使用の SCSI アドレスの取得

HP-UX システムに接続したバッ クアップ デバイスのアクセス と制御は、 デバイス  ファ イルを通

じて行い、 各物理デバイスに対応するデバイス  ファ イルが必要です。 デバイス  ファ イルを作成

する前に、 新しいデバイスに割り当てるこ とのできる未使用の SCSI アドレス  ( ポート ) を見つ

ける必要があ り ます。

HP-UX では、 /usr/sbin/ioscan -fシステム  コマンドを実行して、 すでに使用されている

SCSI アドレスの リ ス ト を表示するこ とができます。 /usr/sbin/ioscan -f コマンドの出力リ ス

トに含まれていないアドレスは、 未使用のアドレス と見なすこ とができます。

B-46 ページの図 B-14 は、 HP-UX 11.x システム上で /usr/sbin/ioscan -f コマンドを実行した

と きに表示される リ ス トの例を示しています。

図 B-14 HP-UX システム上で実行した ioscan -f コマンドの出力

利用可能な SCSI アドレスは、 このリ ス トの 3 番目の列 (H/W Path) と 5 番目の列 (S/W State) 
の値に基づいて調べるこ とができます。 3 番目の列 (H/W Path) の値は、 以下の形式で示されま

す。

<SCSI_bus_H/W_Path>.<SCSI_address>.<LUN_number>
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この例の場合、 ハード ウェア パス 52 を使用する SCSI バスが 1 つだけ存在します。 このバス上

のアドレスのうち、 リ ス トに表示されていない 0および 3 が、 利用可能なアドレス とな り ます。

B-46 ページの図 B-14 に示す例では、 SCSI バス上の SCSI アドレスのうち、 以下のアドレスがす

でに使用されています。

• SCSI アドレス 1 は、 SCSI ディ スクに使用されています。

• SCSI アドレス 2 は、 CD-ROM に使用されています。

• SCSI アドレス 4、 LUN 0 は、 テープ ド ラ イブに使用されています。 

• SCSI アドレス 4、 LUN 1 は、 テープ ラ イブラ リ  ロボティ クスに使用されています。

• SCSI アドレス 5 は、 SCSI ディ スクに使用されています。

• SCSI アドレス 6 は、 SCSI ディ スクに使用されています。

• SCSI アドレス 7 は、 SCSI コン ト ローラに使用されています。

注記 リ ス トには、 SCSI アドレス 7 は示されていませんが、 これは SCSI コン ト ローラ

にデフォルトで割り当てられるアドレスです。

どのデバイスについても、 S/W State列には CLAIMED と示されており、 また H/W Type列には

H/W DEVICE と示されていますが、 これはデバイスが現在接続されているこ とを意味していま

す。 システムからアクセスできないデバイスがある場合は、 そのデバイスの S/W State列の値

が UNCLAIMEDになり、 H/W Type列の値が NO-HWになり ます。

SCSI アドレス 4 はテープ ラ イブラ リに使用されています。 このアドレスの LUN 0 はテープ ド ラ

イブに、 LUN 1 はロボティ クスに、 それぞれ割り当てられています。 このド ラ イブは tape2 ド

ライバによって制御されており、 ロボティ クスは SCSI パス  スルー ド ラ イバ sptによって制御

されています。 Description 列には、 このデバイスが HP StorageWorks 12000e ラ イブラ リであるこ

とが示されています。 HP StorageWorks 12000e ラ イブラ リは、 テープ ド ラ イブと ロボティ クスに

同じ SCSI アドレス上の異なる LUN を割り当てるよ うに設計されており、 システムに認識させや

すい SCSI ラ イブラ リです。

SCSI バス全体は、 scsi1 インタフェース  モジュールによって制御されています。 
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Solaris システム上の未使用の SCSI ターゲッ ト ID の取得

Solaris システムに接続されたバッ クアップ デバイスのアクセスおよび制御は、 デバイス  ファ イ

ルを通じて行われます。 このデバイス  ファ イルは、 バッ クアップ デバイスを接続してク ライア

ン ト  システムとバッ クアップ デバイスの電源を投入した時点で、 Solaris オペレーティング シス

テムによ り /dev/rmtディレク ト リに自動的に作成されます。

ただしバッ クアップ デバイスを接続する前に、 使用可能な SCSI アド レスを確認し、 未割り当て

のアドレスをバッ クアップ デバイスに設定するよ う注意して ください。

Solaris システム上で使用可能な SCSI アドレスを調べるには、 以下の操作を行います。

1. Stop + A を押して、 システムを停止します。

2. okプロンプ トから probe-scsi-all コマンドを実行します。

probe-scsi-all

こ こで、 probe-scsi-all コマンドを実行する前に、 reset-all コマンドを実行するよ う、

システムから求められる場合があ り ます。

3. 通常操作に戻るには、 okプロンプ トに go と入力します。

go

使用可能なアドレスを調べてバッ クアップ デバイス用のアドレスを選択したら、 デバイスを接

続して起動する前に、 関連する構成ファイルを更新しなければな り ません。 構成ファイルの更新
方法は、 次の項を参照してください。
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Solaris システム上でのデバイスおよびド ライバ構成の更新

構成ファイルの更新

デバイスおよびド ライバの構成には、 以下の構成ファイルが使用されます。 接続されたデバイス
を使用する前に、 これらのファ イルを確認し、 必要に応じて編集して ください。

• st.conf

• sst.conf

st.conf:  
すべてのデバイス

このファ イルは、 テープ デバイスが接続された各 Data Protector Solaris ク ラ イアン ト上に必要で

す。 ファ イル内には、 そのク ライアン トに接続されているすべてのバッ クアップ デバイスに関

するデバイス情報と SCSI アドレスが記述されていなければなり ません。 シングル ド ラ イブ デバ

イスについては単一の SCSI エン ト リが、 マルチ ド ラ イブ ライブラ リ  デバイスについては複数

の SCSI エン ト リが、 それぞれ必要です。

1. 前の項の説明に従ってク ライアン ト上で使われていない SCSI アドレスを調べ、接続するデバ

イス用のアドレスを選択して ください。

2. 選択した SCSI アドレスをバッ クアップ デバイスに設定します。

3. ク ラ イアン ト  システムの電源を切り ます。

4. バッ クアップ デバイスを接続します。

5. 初にデバイスの電源を投入し、 次にク ライアン ト  システムの電源を投入します。

6. Stop + A を押して、 システムを停止します。

7. okプロンプ トから probe-scsi-all コマンドを実行します。

probe-scsi-all

コマンドを実行する と、 接続されている SCSI デバイスに関する情報が表示されます。 この

中には新し く接続したバッ クアップ デバイスも含まれ、 適切なデバイス ID 文字列が設定さ

れているはずです。

8. 通常操作に戻るには、 次のよ うに入力します。

go
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9. /kernel/drv/st.confファ イルを編集します。このファ イルは Solaris st (SCSI テープ ) ド ラ

イバで使用されます。 ファ イル内には、 Solaris が正式にサポートするデバイスの一覧と、

サード  パーティ  デバイス用の構成エン ト リが記述されています。 サポート対象のデバイス

を使用する場合は、 デバイスを接続するだけで、 追加の構成作業を行わなくても使用できる
はずです。 サポート対象外のデバイスについては、 次の種類のエン ト リ を st.conf ファ イ

ルに追加しなければなり ません。 

• テープ構成リ ス ト  エン ト リ  ( およびテープ データの変数定義 )。 ファ イル内には、 コ メン

ト  アウ ト された形でエン ト リ例が記述されています。 いずれかのエン ト リ をそのまま使

用するか ( 該当する場合 )、 必要に応じて変更して ください。 

このエン ト リは、 ファ イル内の 初の name=エン ト リ よ り も前に、 次の形式で記述しな

ければなり ません。 

tape-config-list= "<Tape unit>", "<Tape reference name>", "<Tape data>";  

各部分の説明 :

<Tape unit> テープ デバイスのベンダーおよび製品 ID を指定します。 この文字列

は、 デバイス製造元のドキュ メン トに記載されている とおりに正確に
指定しなければなり ません。

<Tape reference name> 各自が選択した名前を指定します。 システムはこの名前で

テープ デバイスを識別します。 指定した名前によ りテープ製品 ID が

変更されるこ とはあ り ませんが、 システムのブート時には、 システム
によ り認識された周辺デバイスの一覧にこの参照名 (reference name) が
示されます。

<Tape data> 追加されるテープ デバイスの一連の構成項目を参照する変数です。 変

数定義も、 デバイス製造元のドキュ メン トに記載されている とおりに
正確に指定しなければなり ません。

例 ：

tape-config-list= “Quantum DLT4000”, “Quantum DLT4000”, “DLT-data”;

DLT-data = 1,0x38,0,0xD639,4,0x80,0x81,0x82,0x83,2; 

2 番目のパラ メータである 0x38は、 テープ タイプ DLTtape を 「その他 SCSI ド ラ イブ」

と して指定しています。 こ こに指定する値は /usr/include/sys/mtio.h内に定義され

ていなければなり ません。

注記 テープ構成リ ス ト内の 後のエン ト リの後ろには、 必ずセ ミ コロン  (;) を
付けてください。 
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• マルチド ライブ デバイスの場合は、 ターゲッ ト  エン ト リは次のよ うにな り ます。

name="st" class="scsi"
target=X lun=Y;

各部分の説明 :

X データ  ド ラ イブ ( またはロボティ クス機構 ) に割り当てる SCSI ポート

です。

Y 論理ユニッ ト番号です。

例 ：

name="st" class="scsi"
target=1 lun=0; 

name="st" class="scsi"
target=2 lun=0 

通常 st.conf ファ イルには、 ド ラ イブ用のターゲッ ト  エン ト リのみを指定する必要が

あ り、 別のターゲッ ト上にあるロボティ クス機構用のエン ト リは必要あ り ません。 ロボ
ティ クス機構用のエン ト リは、 通常 sst.conf ファ イルに指定します ( 詳細は以下を参

照 )。 ただし HP StorageWorks 24x6 などの一部のデバイスでは、 ロボティ クス機構が他の

ド ライブと同様に取り扱われます。 この場合は、 同一のターゲッ ト と異なる LUN を指定

した 2 つのエン ト リ  ( ド ラ イブ用と ロボティ クス用に 1 つずつ ) が必要です。

例 ：

name="st" class="scsi"
target=1 lun=0; 

name="st" class="scsi"
target=1 lun=1 

sst.conf:  
ライブラリ  デバイス

このファ イルは、 マルチド ライブ ラ イブラ リ  デバイスが接続された各 Data Protector Solaris ク ラ

イアン ト上に必要です。 通常このファイルには、 ク ラ イアン トに接続された各ライブラ リ  デバ

イスのロボティ クス機構の SCSI アドレス用エン ト リ を指定する必要があ り ます。 ただし前の項

で説明したよ うに、 HP StorageWorks 24x6 などの一部の例外もあ り ます。

1. sst ド ラ イバ ( モジュール ) と構成ファ イル sst.confを、次のディ レク ト リにコピーします。

• 32 ビッ ト  オペレーティング システムの場合
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$cp /opt/omni/spt/sst /usr/kernel/drv/sst

$cp /opt/omni/spt/sst.conf /usr/kernel/drv/sst.conf

• 64 ビッ ト  オペレーティング システムの場合

$cp /opt/omni/spt/sst.64bit /usr/kernel/drv/sparcv9
/sst

$cp /opt/omni/spt/sst.conf /usr/kernel/drv/sst.conf

2. sst.conf ファ イルを開いて、 次のエン ト リ を追加します。 

name="sst" class="scsi" target=X lun=Y;

各部分の説明 :

X ロボティ クス機構の SCSI アドレスを指定します。

Y 論理ユニッ ト を指定します。

例 ：

name="sst" class="scsi" target=6 lun=0;

3. ド ラ イバを Solaris カーネルに追加します。

add_drv sst

デバイス ファイルの作成とチェ ック

構成ファイルの設定と ド ラ イバのインス トールが終了したら、 次の手順に従って新しいデバイス  
ファ イルを作成して ください。 

1. /dev/rmtディレク ト リから、 既存のデバイス  ファ イルをすべて削除します。 次のコマンド

を入力して ください。

cd /dev/rmt
rm *

2. 次のコマンドを入力してシステムをシャ ッ ト ダウンします。

shutdown -i0 -g0

3. 次のコマンドを入力してシステムを再ブート します。

boot -rv
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boot コマンドに r スイ ッチを指定する と、 カーネルのコンパイルが実行され、 テープ デバ

イス との通信に使われる専用のデバイス  ファ イルが作成されます。 また v スイ ッチを指定す

るこ とで、 システム ブートの詳細モード表示が有効化されます。 詳細モードを指定した場合

は、 ブート処理の /devicesディ レク ト リ構成フェーズ中に、 デバイスが接続されたこ とを

示すために、 ユーザが選択した <Tape reference name> ( テープ参照名 ) 文字列が表示さ

れます。 

4. 次のコマンドを入力してインス トール結果を確認します。

mt -t /dev/rmt/0 status

このコマンドの出力は、 構成されたド ライブによ り異な り ます。 およそ以下のよ うにな り ま
す。

Quantum DLT7000 tape drive:
sense key(0x6)= Unit Attention   residual= 0    retries= 0
file no= 0   block no= 0

5. 再ブートが完了したら、 ls -all コマンドを入力して、 作成されたデバイス  ファ イルを

チェ ッ ク します。 ラ イブラ リ  デバイスの場合は、 このコマンドの出力結果は次のよ うにな り

ます。

/dev/rmt/0hb  1 番目のテープ ド ラ イブ用

/dev/rmt/1hb  2 番目のテープ ド ラ イブ用

/dev/rsst6  ロボティ クス  ド ライブ用
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Windows システム上の未使用の SCSI ターゲッ ト ID の取得

Windows システム上で未使用の SCSI ターゲッ ト ID ( アドレス ) を調べるには、 以下の手順に

従ってください。

1. Windows の [ コントロールパネル ] で、 [SCSIアダプタ ] をク リ ッ ク します。

2. SCSI アダプタに接続されているデバイスの リ ス トで、 各デバイスのプロパティ をチェ ッ ク し

ます。 デバイスの名前をダブルク リ ッ ク し、 [設定 ] をク リ ッ ク して、 プロパティ  ページを

開きます。 B-54 ページの図 B-15 を参照して ください。 

このページに示される SCSI ターゲッ ト ID と論理ユニッ ト番号 (LUN) を確認して ください。

この方法で、 どの SCSI ターゲッ ト ID と LUNがすでに使用されているかを調べるこ とができ

ます。

図 B-15 デバイスの設定
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HP StorageWorks 330fx ライブラリ上の SCSI ID の設定

ロボティ クスおよびド ライブに割り当てるこ とのできる未使用の SCSI ID を選択し、 ラ イブラ リ  
デバイスのコン ト ロール パネルを使って、 ロボティ クス と ド ラ イブをチェッ クおよび構成する

こ とができます。

例 : HP StorageWorks 330fx ライブラ リ を使用する場合は、 SCSI ID の構成を以下の手順でチェッ

クできます。

1. READY状態から [NEXT] を押します。 ADMIN* が表示されます。

2. [ENTER] を押し、 パスワード  プロンプ トに対してパスワードを入力します。

3. TEST* が表示されたら、 SCSI ID* が表示されるまで [NEXT] を押します。

4. [ENTER] を押します。 VIEW IDs* が表示されます。

5. [ENTER] を押します。 JKBX ID 6 LUN 0が表示されます。

6. [NEXT] を押します。 DRV 1 ID 5 LUN 0が表示されます。

7. [NEXT] を押します。 DRV 2 ID 4 LUN 0が表示されます。 以下同様に続きます。

READY状態に戻るには、 [CANCEL] を数回押してください。
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バックアップ デバイスの接続

こ こでは、 HP-UX システム、 Solaris システム、 または Windows システムにバッ クアップ デバイ

スを接続する際の一般的な手順を示します。

1. バッ クアップ デバイスを接続するク ライアン ト を選択します。

2. 選択したシステムに Media Agent をインス トールします。詳細は 50 ページの「Data Protector ク

ライアン トの リモート  インス トール」 を参照して ください。

3. デバイスに割り当て可能な未使用の SCSI アドレスを調べます。 HP-UX システムについては、

B-46 ページの 「HP-UX 上の未使用の SCSI アドレスの取得」 を参照して ください。 Solaris シ
ステムについては、 B-48 ページの 「Solaris システム上の未使用の SCSI ターゲッ ト ID の取

得」 を参照して ください。 Windows システムについては、 B-54 ページの 「Windows システム

上の未使用の SCSI ターゲッ ト ID の取得」 を参照して ください。

✓ HP-UX システムにデバイスを接続する場合は、 必要なド ライバがすでにインス トールさ

れており、 現在のカーネルに組み込まれているこ とをチェ ッ ク します。 詳細は 70 ページ

の 「HP-UX のカーネル構成のチェッ ク」 を参照して ください。

SCSI パス  スルー ド ラ イバを構成する必要がある場合は、 B-37 ページの 「HP-UX 上の

SCSI ロボティ クス構成」 を参照して ください。

✓ Solaris システムに接続する場合は、 必要なド ライバがインス トールされており、 インス

トールするデバイスにあわせて構成ファイルが更新されているこ とを確認して ください。
詳細は B-49 ページの 「Solaris システム上でのデバイスおよびド ライバ構成の更新」 を参

照して ください。 こ こでは、 sst.conf ファ イルの更新方法についても説明しています。

SCSI パス  スルー ド ラ イバを構成する場合は、 このファ イルを更新する必要があ り ます。

✓ Windows ク ラ イアン トに接続する場合は、 Windows システムのバージ ョ ンによ り、 ネイ

ティブ テープ ド ライバをロードまたは無効化します。 詳細は B-32 ページの 「Windows
でのテープ ド ラ イバおよびロボティ クス  ド ライバの使用」 を参照して ください。

Data Protector 用と してすでに構成されており、 ネイティブ テープ ド ライバを使用してい

ないデバイスについて、 そのデバイスのネイティブ テープ ド ラ イバをロードする場合

は、 そのデバイスを参照しているすべての構成済み Data Protector 論理デバイスのデバイ

ス  ファ イル名を変更する必要があ り ます。 たとえば、 scsi1:0:4:0から tape3:0:4:0

のよ う な変更が必要です。

適切なデバイス  ファ イル名の詳細は、 B-35 ページの 「Windows 上でのデバイス  ファ イ

ル (SCSI アドレス ) の作成」 を参照して ください。
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4. デバイスの SCSI アドレスを設定します。デバイスの種類にもよ り ますが、通常は SCSI アド レ

スをデバイス上のスイ ッチを使用して設定できます。 詳細は、 使用するデバイスのマニュア
ルを参照してください。 

設定例は、 B-55 ページの 「HP StorageWorks 330fx ラ イブラ リ上の SCSI ID の設定」 を参照し

て ください。

サポート対象デバイスの詳細は、 http://www.hp.com/support/manuals を参照して ください。

注記 Adaptec SCSI アダプタがインス トールされており、 SCSI デバイスが接続され

ている Windows システムの場合は、 システムが正常に SCSI コマンドを実行

できるよ うに Host Adapter BIOSオプシ ョ ンを設定する必要があ り ます。 

Host Adapter BIOS オプシ ョ ンを設定するには、 システムのブート中に Ctrl+A
を押して SCSI アダプタ  メニューを表示し、 [Configure/View Host 

Adapter Settings]、 [Advanced Configuration Options] を選択して、

[Host Adapter BIOS] オプシ ョ ンを有効にします。

5. デバイス、 コンピュータの順に電源を投入します。 ブート処理が完了するまで待ちます。 新

しいバッ クアップ デバイスがシステムによって正し く認識されているこ とを確認します。

✓ HP-UX システムの場合は、 ioscanユーティ リ ティ を以下のコマンドで実行して くださ

い。

/usr/sbin/ioscan -fn

このコマンドを実行する と、 接続済みのデバイスをハード ウェア パスおよびデバイス  
ファ イルと と もに示すリ ス トが出力されます。 この リ ス ト を調べて、 新しいデバイスに
正しい SCSI アドレスが割り当てられているこ とを確認して ください。

デバイス  ファ イルがブート処理中に自動生成されない場合は、 手作業で作成する必要が

あ り ます。 詳細は B-42 ページの 「HP-UX 上のデバイス  ファ イルの作成」 を参照して く

ださい。

✓ Solaris システム上の /dev/rmtディ レク ト リで、ls -all コマンドを実行する と、接続済

みのデバイスをハードウェア パスおよびデバイス  ファ イルと と もに示すリ ス トが出力さ

れます。 このリ ス ト を調べて、 新しいデバイスに正しい SCSI アドレスが割り当てられ

ているこ とを確認して ください。

✓ Windows システムの場合は、 devbraユーティ リ ティ を使う と、新しいバッ クアップ デバ

イスがシステムによって正し く認識されているかど うかを確認できます。
<Data_Protector_home>\binディレク ト リに移動して、 次のコマンドを実行します。

http://www.hp.com/support/manuals
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devbra -dev

devbra コマンドの出力リ ス トでは、 接続済みで正し く構成されている各デバイスにつ

いて、 以下の行が表示されます。

<backup device specification>

<hardware_path>

<media_type>

...........

たとえば、 以下のよ うな リ ス トが出力されます。 

HP:C1533A

tape3:0:4:0

DDS

...

...

この例の場合、 ド ラ イブ インスタンス番号 3 の HP DDS テープ デバイス  ( ネイティブ 
テープ ド ラ イバがロード されている状態 ) が SCSI バス 0 に接続されており、 SCSI ター

ゲッ ト ID 4 および LUN 番号 0 が割り当てられています。 

以下のよ う な リ ス トが出力される場合もあ り ます。 

HP:C1533A

scsi1:0:4:0

DDS

...

...

この例の場合、 HP DDS テープ ド ラ イブ ( ネイティブ テープ ド ラ イバがアンロード され

た状態 ) が SCSI バス 0 上の SCSI ポート 1 に接続されており、 テープ ド ラ イブに SCSI
ターゲッ ト ID 4 および LUN 番号 0 が割り当てられています。 

✓ AIX システムの場合は、 lsdevユーティ リ ティを以下のコマンドで実行して ください。

lsdev -C
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接続されているデバイス と、 対応するデバイスファ イルについて、 リ ス トが表示されま
す。

ハードウェア圧縮

現在のバッ クアップ デバイスのほとんどにはハード ウェア圧縮機能が組み込まれており、 デバ

イスの構成でデバイス  ファ イルまたは SCSI アド レスを作成する際に有効にできます。 詳細な手

順は、 オンライン  ヘルプを参照してください。 

ハードウェア圧縮は、 Media Agent ク ラ イアン トから元のデータを受信したデバイスによって行

われ、 デバイスは圧縮モードでデータをテープに書き込みます。 ハード ウェア圧縮によ りテープ
に書き込まれるデータ量が少なくなるため、 テープ ド ラ イブのデータ受信速度が向上します。 

ソフ ト ウェア圧縮が使用されハードウェア圧縮が無効になっている場合、 データは Disk Agent に
よ り圧縮され、 圧縮された形で Media Agent に送信されます。 ソフ ト ウェア圧縮を使用した場合

は、 圧縮アルゴ リ ズムによ り Disk Agent システムの リ ソースが大量に消費されますが、 ネッ ト

ワークの負荷は低減されます。

ハード ウェア圧縮を Windows 上で有効にするには、 デバイスやド ライブの SCSI アドレスの 後

に “C” を追加して ください ( 例 ： scsi:0:3:0C [ テープ ド ライバがロード されている場合は、

tape2:0:1:0C])。 デバイスがハードウェア圧縮をサポート していれば圧縮機能が使用され、 サポー

ト していなければ C オプシ ョ ンは無視されます。 

ハードウェア圧縮を Windows 上で無効にするには、 デバイスやド ライブの SCSI アドレスの 後

に “N” を追加して ください ( 例 ： scsi:0:3:0:N)。

ハード ウェア圧縮を UNIX 上で有効か無効にするには、 適切なデバイス  ファ イルを選択して く

ださい。 詳細は、 デバイスやオペレーティング システムのマニュアルを参照して ください。

この次に行う作業

こ こまでの段階で、 バッ クアップ デバイスを正し く接続できたら、 次にバッ クアップ デバイス

およびメディア プールを構成します。 構成作業の詳細は、 オンライン  ヘルプの索引キーワード

「バッ クアップ デバイスの構成」 で表示される内容を参照して ください。

システム上には、 Media Agent をインス トールしておく必要があ り ます。 手順の詳細は、 50 ペー

ジの 「Data Protector ク ラ イアン トの リモート  インス トール」 を参照して ください。

この後の項では、 HP StorageWorks Standalone 24 テープ デバイス、 HP StorageWorks 12000e ラ イブ

ラ リ、 および HP StorageWorks DLT ラ イブラ リ 28/48 スロ ッ ト を、 それぞれ HP-UX システムまた

は Windows システムに接続する場合の手順を説明します。 
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HP StorageWorks 24 スタンドアロン デバイスの接続

StorageWorks 24 DDS バッ クアップ デバイスは、 DDS3 テク ノ ロジーに基づく スタンドアロン 
テープ ド ラ イブです。 

HP-UX システムに接続する場合

HP StorageWorks 24 スタンドアロン  デバイスを HP-UX システムに接続するには、 以下の手順に

従ってください。

1. 必要なド ライバ (stape または tape2) がすでにインス トールされており、 カレン ト  カーネル

に組み込まれているこ とをチェ ッ ク します。 詳細は 70 ページの 「HP-UX のカーネル構成の

チェ ッ ク」 を参照して ください。

2. テープ ド ラ イブに割り当て可能な未使用の SCSI アドレスを探します。 詳細は B-46 ページの

「HP-UX 上の未使用の SCSI アドレスの取得」 を参照して ください。

3. デバイスの SCSI アドレス  (ID) を設定します。デバイス背面のスイ ッチを使用して ください。 

詳細は、 使用するデバイスのマニュアルを参照して ください。 

4. デバイス、 コンピュータの順に電源を投入し、 ブート処理が完了するまで待ちます。 

5. 新しいテープ ド ラ イブがシステムによって正し く認識されているこ とを確認します。 以下の

コマンドで ioscanユーティ リ ティ を実行して ください。

/usr/sbin/ioscan -fn

このコマンドを実行する と、 接続済みのデバイスをハード ウェア パスおよびデバイス  ファ

イルと と もに示すリ ス トが出力されます。 このリ ス ト を調べて、 新たに接続したテープ ド ラ

イブに正しい SCSI アドレスが割り当てられているこ とを確認して ください。 なお、 このド

ライブのデバイス  ファ イルは、 ブート処理中に自動生成されます。

この次に行う作業

デバイスを適切に接続し終えたら、 オンライン  ヘルプの索引キーワード 「バッ クアップ デバイ

スの構成」 で表示される内容を参照して、 新たに接続したデバイスに対応する Data Protector
バッ クアップ デバイスを構成して ください。

Windows システムに接続する場合

HP StorageWorks 24 スタンドアロン  デバイスを Windows システムに接続するには、 以下の手順に

従ってください。
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1. テープ ド ラ イブに割り当て可能な未使用の SCSI アドレス  ( ターゲッ ト ID) を探します。詳細

は B-54 ページの 「Windows システム上の未使用の SCSI ターゲッ ト ID の取得」 を参照して

ください。

2. デバイスの SCSI アドレス  (ID) を設定します。 デバイス背面のスイ ッチを使用して ください。

詳細は、 使用するデバイスのマニュアルを参照して ください。 

3. デバイス、 コンピュータの順に電源を投入します。 ブート処理が完了するまで待ちます。 

4. 新しいテープ ド ラ イブがシステムによって正し く認識されているこ とを確認します。

devbra コマンドを <Data_Protector_home>\binディ レク ト リから実行します。 以下の

よ うに入力して ください。

devbra -dev

devbra コマンドの出力リ ス トに、 HP StorageWorks 24 スタンドアロン  デバイスのテープ ド
ライブが含まれているこ とを確認して ください。

この次に行う作業

デバイスを適切に接続し終えたら、 オンライン  ヘルプの索引キーワード 「バッ クアップ デバイ

スの構成」 で表示される内容を参照して、 新たに接続したデバイスに対応する Data Protector
バッ クアップ デバイスを構成して ください。

HP StorageWorks DAT オートローダーの接続

HP StorageWorks 12000e と StorageWorks DAT24x6 の各ライブラ リは、 6 つのカート リ ッジを格納

できるライブラ リです。 ド ライブと ロボティ クス  アームを 1 つずつ備えています。 アームに

よって、 ド ラ イブ上のカート リ ッジが交換されます。 ダーティ  テープ検出機能が組み込まれて

います。 

HP-UX システムに接続する場合

HP StorageWorks 12000e ラ イブラ リ  デバイスを HP-UX システムに接続するには、 以下の手順に

従ってください。

1. オート ローダーの裏側のモード  スイ ッチを 6に設定してください。

2. 必要なド ライバ (stape または tape2) がすでにインス トールされており、 カレン ト  カーネル

に組み込まれているこ とをチェ ッ ク します。 詳細は 70 ページの 「HP-UX のカーネル構成の

チェ ッ ク」 を参照して ください。
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3. 必要な SCSI パス  スルー ド ラ イバ (sctl または spt) がインス トールされており、 カレン ト  
カーネルに組み込まれているこ とを確認します。 詳細は B-37 ページの 「HP-UX 上の SCSI
ロボティ クス構成」 を参照して ください。

4. テープ ド ラ イブと ロボティ クスに割り当て可能な未使用の SCSI アド レスを探します。詳細は

B-46 ページの 「HP-UX 上の未使用の SCSI アドレスの取得」 を参照して ください。

注記 HP StorageWorks 12000e ラ イブラ リは、 テープ ド ライブと ロボティ クスに同じ

SCSI アドレス上の異なる LUN を割り当てるよ うに設計されています。 

5. デバイスの SCSI アドレス  (ID) を設定します。詳細は、使用するデバイスのマニュアルを参照

して ください。 

6. デバイス、 コンピュータの順に電源を投入します。 ブート処理が完了するまで待ちます。 

7. 新しいテープ ド ラ イブがシステムによって正し く認識されているこ とを確認します。 以下の

コマンドで ioscanユーティ リ ティ を実行して ください。

/usr/sbin/ioscan -fn

このコマンドを実行する と、 接続済みのデバイスをハード ウェア パスおよびデバイス  ファ

イルと と もに示すリ ス トが出力されます。 このリ ス ト を調べて、 新たに接続したテープ ド ラ

イブに正しい SCSI アドレスが割り当てられているこ とを確認して ください。 

8. ド ラ イブのデバイス  ファ イルはブート処理中に自動生成されますが、 ロボティ クスのデバイ

ス  ファ イルは手作業で作成する必要があ り ます。 詳細は 42 ページの 「HP-UX 上のデバイス  
ファ イルの作成」 を参照して ください。

9. 新たに作成したライブラ リ  ロボティ クスのデバイス  ファ イルが、 システムによって正し く

認識されているこ とを確認します。 ioscanユーティ リ ティ を以下のコマンドでも う一度実

行して ください。

/usr/sbin/ioscan -fn

コマンドの出力リ ス トに新しいデバイス  ファ イルが含まれているこ とを確認します。

この次に行う作業

ライブラ リ  デバイスを適切に接続し終えたら、 オンライン  ヘルプの索引キーワード 「バッ ク

アップ デバイスの構成」 で表示される内容を参照して、 新たに接続したデバイスに対応する

Data Protector バッ クアップ デバイスを構成して ください。
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Windows システムに接続する場合

HP StorageWorks 12000e ラ イブラ リ  デバイスを Windows システムに接続するには、 以下の手順に

従ってください。

1. オート ローダーの裏側のモード  スイ ッチを 6に設定してください。

2. テープ ド ラ イブと ロボティ クスに割り当て可能な未使用の SCSI アド レスを探します。詳細は

B-54 ページの 「Windows システム上の未使用の SCSI ターゲッ ト ID の取得」 を参照して く

ださい。

3. デバイスの SCSI アドレス  (ID) を設定します。詳細は、使用するデバイスのマニュアルを参照

して ください。 

注記 HP StorageWorks 12000e ラ イブラ リは、 テープ ド ライブと ロボティ クスに同じ

SCSI アドレス上の異なる LUN を割り当てるよ うに設計されています。 

4. デバイス、 コンピュータの順に電源を投入し、 ブート処理が完了するまで待ちます。 

5. 新たに接続したテープ ド ラ イブと ロボティ クスが、 システムによって正し く認識されている

こ とを確認します。 <Data_Protector_home>\binディレク ト リに移動して、 次のコマン

ドを実行します。

devbra -dev

devbra コマンドの出力リ ス トに、 HP StorageWorks 12000e ラ イブラ リ  デバイスのテープ ド
ライブと ロボティ クスが含まれているこ とを確認して ください。

この次に行う作業

ライブラ リ  デバイスを適切に接続し終えたら、 オンライン  ヘルプの索引キーワード 「バッ ク

アップ デバイスの構成」 で表示される内容を参照して、 新たに接続したデバイスに対応する

Data Protector バッ クアップ デバイスを構成して ください。

HP StorageWorks DLT ライブラリ 28/48 スロッ トの接続

HP StorageWorks DLT ラ イブラ リ 28/48 スロ ッ トは、 エンタープライズ環境用のマルチ ド ラ イブ 
ライブラ リです。 80 ～ 600 GB のバッ クアップ容量を提供します。 複数のデータ  チャンネルを持

つ DLT 4000 ド ライブまたは DLT 7000 ド ラ イブを 4 基搭載しており、 メール スロ ッ ト とバー

コード  リーダーを 1 つずつ備えています。
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HP-UX システムに接続する場合

HP-UX システムに HP StorageWorks DLT ラ イブラ リ 28/48 スロ ッ ト を接続するには、 以下の手順

に従ってください。

1. 必要なド ライバ (stape または tape2) がすでにインス トールされており、 カレン ト  カーネル

に組み込まれているこ とをチェ ッ ク します。 詳細は 70 ページの 「HP-UX のカーネル構成の

チェ ッ ク」 を参照して ください。

2. 必要な SCSI パス  スルー ド ラ イバ (sctl または spt) がインス トールされており、 カレン ト  
カーネルに組み込まれているこ とを確認します。 詳細は B-37 ページの 「HP-UX 上の SCSI
ロボティ クス構成」 を参照して ください。

3. テープ ド ラ イブと ロボティ クスに割り当て可能な未使用の SCSI アド レスを探します。詳細は

B-46 ページの 「HP-UX 上の未使用の SCSI アドレスの取得」 を参照して ください。

注記 HP StorageWorks DLT ラ イブラ リ 28/48 スロ ッ トは、 4 つのテープ ド ライブと ロボ

ティ クスを搭載しているため、 すべてのテープ ド ラ イブを使用するには合計 5 つ

の未使用の SCSI アドレスが必要です。 テープ ド ラ イブと ロボティ クスごとに、

異なる SCSI アドレスを割り当てる必要があ り ます。

4. デバイスの SCSI アドレス  (ID) を設定します。詳細は、使用するデバイスのマニュアルを参照

して ください。 

5. デバイス、 コンピュータの順に電源を投入し、 ブート処理が完了するまで待ちます。 

6. 新しいテープ ド ラ イブがシステムによって正し く認識されているこ とを確認します。 以下の

コマンドで ioscanユーティ リ ティ を実行して ください。

/usr/sbin/ioscan -fn

このコマンドを実行する と、 接続済みのデバイスをハード ウェア パスおよびデバイス  ファ

イルと と もに示すリ ス トが出力されます。 このリ ス ト を調べて、 新たに接続したテープ ド ラ

イブに正しい SCSI アドレスが割り当てられているこ とを確認して ください。 

7. ド ラ イブのデバイス  ファ イルはブート処理中に自動生成されますが、 ロボティ クスのデバイ

ス  ファ イルは手作業で作成する必要があ り ます。 詳細は B-42 ページの 「HP-UX 上のデバイ

ス  ファ イルの作成」 を参照して ください。

8. 新たに作成したライブラ リ  ロボティ クスのデバイス  ファ イルが、 システムによって正し く

認識されているこ とを確認します。 ioscanユーティ リ ティ を以下のコマンドでも う一度実

行して ください。
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/usr/sbin/ioscan -fn

コマンドの出力リ ス トに新しいデバイス  ファ イルが含まれているこ とを確認します。

この次に行う作業

HP StorageWorks DLT ラ イブラ リ 24/48 スロ ッ ト ラ イブラ リ  デバイスを適切に接続し終えたら、

オンライン  ヘルプの索引キーワード 「バッ クアップ デバイスの構成」 で表示される内容を参照

して、 新たに接続したデバイスに対応する Data Protector バッ クアップ デバイスを構成して くだ

さい。

Solaris システムに接続する場合

Solaris システム上で HP C5173-7000 ラ イブラ リ  デバイスを構成するには、 以下の手順に従って

ください。 この例では、 2 つのド ライブを Data Protector に接続するものと想定します。

1. sst ド ラ イバ ( モジュール ) と構成ファ イル sst.confを、次のディ レク ト リにコピーします。

• 32 ビッ ト  オペレーティング システムの場合

$cp /opt/omni/spt/sst /usr/kernel/drv/sst

$cp /opt/omni/spt/sst.conf /usr/kernel/drv/sst.conf

• 64 ビッ ト  オペレーティング システムの場合

$cp /opt/omni/spt/sst.64 /usr/kernel/drv/sparcv9
/sst

$cp /opt/omni/spt/sst.conf /usr/kernel/drv
/sparcv9/sst.conf

2. ド ラ イバを Solaris カーネルに追加します。

add_drv sst

3. /dev/rmtディレク ト リから、 既存のデバイス  ファ イルをすべて削除します。 次のコマンド

を入力して ください。

cd /dev/rmt
rm *

4. Stop + A を押して、 システムを停止します。

5. okプロンプ トから probe-scsi-all コマンドを実行して、使用可能な SCSI アドレスを調べま

す。

ok probe-scsi-all
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こ こで、 probe-scsi-all コマンドを実行する前に、 reset-all コマンドを実行するよ う、

システムから求められる場合があ り ます。 

この例では、 SCSI 制御デバイス用にポート 6 を、 1 番目のド ライブ用にポート 2 を、 2 番目

のド ライブ用にポート 1 を使用し、 lun は 0 に設定します。 

6. 通常操作に戻るには、 次のよ うに入力します。

ok go 

7. 構成ファイル st.conf を次のディ レク ト リにコピーします。

$cp /opt/omni/spt/st.conf /kernel/drv/st.conf

st.conf ファ イルは各 Solaris Data Protector ク ライアン ト上に存在し、 そのク ライアン トに

接続されているすべてのバッ クアップ デバイスの SCSI アドレスが記述されています。

8. /kernel/drv/st.conf ファ イルを開いて、 以下の行を追加します。 

tape-config-list= "QUANTUM DLT7000", "Digital DLT7000", "DLT-data3"; 

DLT-data3 = 1,0x77,0,0x8639,4,0x82,0x83,0x84,0x85,3; 

name="st" class="scsi"
target=1 lun=0; 

name="st" class="scsi"
target=2 lun=0; 

name="st" class="scsi"
target=6 lun=0;

これらのエン ト リによ り、 ド ラ イブ 1、 ド ラ イブ 2、 およびロボティ クス  ド ラ イブの SCSI ア
ドレスが、 それぞれ定義されます。 

9. 手順 1 でコピーした sst.conf ファ イルを開いて、 次の行を追加します。 

name="sst" class="scsi" target=6 lun=0;

このエン ト リは、 st.conf ファ イル内のロボティ クス  ド ラ イブ用のエン ト リ と一致していな

ければなり ません。 上の手順 8 を参照して ください。

10. ク ラ イアン ト  システムの電源を切ってから、 ラ イブラ リ  デバイスを接続します。

11. 初にライブラ リ  デバイスの電源を投入し、 次にク ライアン ト  システムの電源を投入しま

す。



付録 B
バックアップ デバイスの接続

付録 B B-67

システムがブート し、 ロボティ クス  ド ラ イブおよびテープ ド ラ イブ用のデバイス  ファ イル

が自動的に作成されます。 これらのファ イル一覧を出力するには、 ls -all コマンドを使用

します。 この例では、 次の内容が出力されます。

/dev/rmt/0hb  1 番目のテープ ド ラ イブ用

/dev/rmt/1hb  2 番目のテープ ド ラ イブ用

/dev/rsst6  ロボティ クス  ド ライブ用

この次に行う作業

HP StorageWorks DLT ラ イブラ リ 24/48 スロ ッ ト ラ イブラ リ  デバイスを適切に接続し終えたら、

オンライン  ヘルプの索引キーワード 「バッ クアップ デバイスの構成」 で表示される内容を参照

して、 新たに接続したデバイスに対応する Data Protector バッ クアップ デバイスを構成して くだ

さい。

Windows システムに接続する場合

Windows システムに HP StorageWorks DLT ラ イブラ リ 28/48 スロ ッ ト を接続するには、 以下の手

順に従ってください。

1. テープ ド ラ イブと ロボティ クスに割り当て可能な未使用の SCSI アドレス  ( ターゲッ ト ID) を
探します。 詳細は 54 ページの 「Windows システム上の未使用の SCSI ターゲッ ト ID の取得」

を参照して ください。

2. デバイスの SCSI アドレス  ( ターゲッ ト ID) を設定します。詳細は、使用するデバイスのマニュ

アルを参照してください。 

注記 HP StorageWorks DLT ラ イブラ リ 28/48 スロ ッ トは、 4 つのテープ ド ライブと ロボ

ティ クスを搭載しているため、 すべてのテープ ド ラ イブを使用するには合計 5 つ

の未使用の SCSI アドレスが必要です。 テープ ド ラ イブと ロボティ クスごとに、

異なる SCSI ターゲッ ト ID を割り当てる必要があ り ます。

3. デバイス、 コンピュータの順に電源を投入し、 ブート処理が完了するまで待ちます。 

4. 新たに接続したテープ ド ラ イブと ロボティ クスが、 システムによって正し く認識されている

こ とを確認します。 <Data_Protector_home>\binディレク ト リに移動して、 次のコマン

ドを実行します。

devbra -dev
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devbra コマンドの出力リ ス トに、 HP StorageWorks DLT ラ イブラ リ 28/48 スロ ッ トのテープ 
ド ラ イブと ロボティ クスが含まれているこ とを確認して ください。

この次に行う作業

HP StorageWorks DLT ラ イブラ リ 24/48 スロ ッ ト ラ イブラ リ  デバイスを適切に接続し終えたら、

オンライン  ヘルプの索引キーワード 「バッ クアップ デバイスの構成」 で表示される内容を参照

して、 新たに接続したライブラ リ  デバイスに対応する Data Protector バッ クアップ デバイスを構

成して ください。

Seagate Viper 200 LTO Ultrium テープ ド ライブの接続

Seagate Viper 200 LTO Ultrium テープ ド ラ イブは、 エンタープライズ環境向けのスタンドアロン  
デバイスで、 100 ～ 200 GB のバッ クアップが可能です。

Solaris システムに接続する場合

Solaris システム上で Seagate Viper 200 LTO Ultrium テープ ド ラ イブを構成するには、 以下の手順

に従ってください。

1. このテープ ド ラ イブに割り当て可能な未使用の SCSI アドレスを探します。modinfo コマンド

または dmesg コマンドを使用する と、 使用されている SCSI コン ト ローラ と インス トールさ

れている SCSI ターゲッ ト  デバイスを確認できます。

dmesg | egrep “target” | sort | uniq

次のよ うな内容が出力されるはずです。

sd32 at ithps0: target 2 lun 0
sd34 at ithps0: target 4 lun 0
st21 at ithps1: target 0 lun 0
st22 at ithps1: target 1 lun 0

注記 Viper 200 LTO デバイスを Solaris システムに接続する場合は、 glm または isp 
SCSI コン ト ローラを使用するこ とをお勧めします。 また、 Ultra2 SCSI コン ト ロー

ラまたは Ultra3 SCSI コン ト ローラの使用もお勧めします。

2. /kernel/drv/st.conf ファ イルを開いて、 以下の行を追加します。 

tape-config-list=

“SEAGATE ULTRIUM06242-XXX” , “SEAGATE LTO” , \ “SEAGATE_LTO”;

SEAGATE_LTO = 1, 0x7a, 0, 0x1d679, 4, 0x00, 0x00, 0x00, \ 0x00, 1;
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3. ク ラ イアン ト  システムの電源を切ってから、 デバイスを接続します。

4. 初にデバイスの電源を投入し、 次にク ライアン ト  システムの電源を投入します。

システムがブート し、 テープ ド ラ イブ用のデバイス  ファ イルが自動的に作成されます。 こ

れらのファ イル一覧を出力するには、 ls -all コマンドを使用します。

この次に行う作業

Seagate Viper 200 LTO Ultrium テープ ド ラ イブを適切に接続し終えたら、 オンライン  ヘルプの索

引キーワード 「バッ クアップ デバイスの構成」 で表示される内容を参照して、 新たに接続した

デバイスに対応する Data Protector バッ クアップ デバイスを構成して ください。

Windows システムに接続する場合

Windows システムに Seagate Viper 200 LTO Ultrium テープ ド ラ イブを接続するには、 以下の手順

に従ってください。

1. テープ ド ラ イブに割り当て可能な未使用の SCSI アドレス  ( ターゲッ ト ID) を探します。詳細

は 54 ページの 「Windows システム上の未使用の SCSI ターゲッ ト ID の取得」 を参照して く

ださい。

2. デバイスの SCSI アドレス  ( ターゲッ ト ID) を設定します。詳細は、使用するデバイスのマニュ

アルを参照してください。 

3. デバイス、 コンピュータの順に電源を投入し、 ブート処理が完了するまで待ちます。 

4. 新たに接続したテープ ド ラ イブと ロボティ クスが、 システムによって正し く認識されている

こ とを確認します。 <Data_Protector_home>\binディレク ト リに移動して、 次のコマン

ドを実行します。

devbra -dev

devbra コマンドの出力リ ス トに、 新し く接続した Seagate Viper 200 LTO Ultrium テープ ド ラ

イブが含まれているこ とを確認して ください。

この次に行う作業

Seagate Viper 200 LTO Ultrium テープ ド ラ イブを適切に接続し終えたら、 オンライン  ヘルプの索

引キーワード 「バッ クアップ デバイスの構成」 で表示される内容を参照して、 新たに接続した

デバイスに対応する Data Protector バッ クアップ デバイスを構成して ください。
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注記 Seagate Viper 200 LTO Ultrium テープ ド ライブを Data Protector 向けに構成する場合

は、 圧縮モードが設定されているこ とを確認して ください。 このためには、 次に
示すよ うに、 ド ラ イブの SCSI アドレスの後に Cパラ メータを指定します。

scsi2:0:0:0C
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Novell NetWare 上にインス トールした General Media Agent の
チェ ック

Novell NetWare プラ ッ ト フォームにインス トールした General Media Agent を確認するには、 以下

の作業を行います。

✓ 記憶デバイスを識別します。

✓ Novell NetWare サーバのコンソールで、 General Media Agent の起動をテス ト します。

✓ Novell NetWare サーバのコンソールで、HPUMA.NLMおよびHPDEVBRA.NLMの起動をテス ト しま

す。

記憶デバイスの識別

Novell NetWare 環境では、 以下の形式で記憶デバイスを識別します。

<adapter identification number > : <target identification number> : <logical 
unit number><compression>

たとえば、 “0:2:0N” とい う文字列は、 アダプタ ID 0、 ターゲッ ト ID 2、 LUN ( 論理ユニッ ト番号

) 0、 および圧縮なしの記憶デバイスを示します。

また、 “1:1:0C” とい う文字列は、 アダプタ ID 1、 ターゲッ ト ID 1、 LUN ( 論理ユニッ ト番号 ) 0、
および圧縮あ りの記憶デバイスを示します。

General Media Agent の起動テスト

Novell NetWare システムに General Media Agent をインス トールしたら、 Novell NetWare サーバの

コンソールから Backup Media Agent (HPBMA.NLM) の起動をテス トできます。 

こ こでは、 Adaptec ホス ト  バス  アダプタ AHA-2940 を経由して、 エクスチェンジャ  テープ デバ

イス HP StorageWorks Tape 12000e にアクセスする場合の例を示します。

Data Protector の *.NLM コンポーネン ト を起動する前に、 以下の条件が満たされているこ とを確

認して ください。

✓ HPINETが実行されているこ と。

✓ Adaptec SCSI ホス ト  アダプタが実行されているこ と。

✓ General Media Agent ソフ ト ウェアが、SYS:USR\OMNI\BINディレク ト リにインス トールされて

いるこ と。
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✓ 記憶デバイスが正し く接続されているこ と。

✓ Adaptecホス ト  バス  アダプタおよびTCP/IP通信プロ ト コルが正し く インス トールされており、

実行中であるこ と。

上記の条件が満たされていれば、 以下の手順に従ってください。

1. 以下のコマンドを入力して、 HPBMA.NLM をロード します。

LOAD HPBMA -name testbma -type <type_number> -policy <policy_number> -ioctl 
<control_device> -dev <data_device> -tty <tty_number>

type <type_number>オプシ ョ ンでは、 Data Protector のデバイスの種類を指定します。

<type_number>に指定可能な値は、 以下に示すとおりです。

• 1=DAT/DDS

• 2 = 1/4 インチ カート リ ッジ (QIC)

• 3 = 8mm - Exabyte

• 9 = 汎用磁気テープ ド ラ イブ

• 10 = デジタル リ ニア テープ (DLT)

policy <policy_number>オプシ ョ ンでは、 Data Protector でデバイスをどのよ うに扱うかを

指定します。 指定可能な値は、 以下に示すとおりです。

• 1= スタンドアロン  デバイス

• 10= SCSI - II ラ イブラ リ

ioctl <control_device>オプシ ョ ンでは、 ロボティ クスの SCSI アドレスを定義します。

以下の形式で指定する必要があ り ます。

<adapter_identification_number>:<target_identification_number>:<logical_un
it_number>

例 ：

• 0:1:1 => 制御デバイス  ( ロボティ クス ) が SCSI アダプタ 0 を使用し、 SCSI アドレス 1、
LUN1 が割り当てられているこ とを意味します。

dev <data_device>オプシ ョ ンでは、 ロボティ クスの SCSI アドレスを定義します。 以下の

形式で指定する必要があ り ます。

<adapter_identification_number>:<target_identification_number>:<logical_un
it_number><compression>
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例 ：

• 0:1:1C => 制御デバイス  ( ロボティ クス ) が SCSI アダプタ 0 を使用し、SCSI アドレス 1、
LUN1 が割り当てられているこ とを意味します。 さ らに、 データ圧縮が有効に設定され

ているこ とを示します。

-tty <tty_number>オプシ ョ ンでは、 TCP/IP 通信プロ ト コルのポート番号を定義します。 

Console Media Agent HPCONMA.NLMが起動し、 以下のよ うなプロンプ ト画面が表示されます。

*** MA listening on port: <number>

SLOT: [Load(2), Peek(2), Stop(0), Abort(0)]

SLOT: _

現在のリ リースでは、 以下に示すコマンドを使用できます。

Load(2) - テープをド ラ イブにロードするコマンド。 引数を 2 つ指定する必要があ り ます。

Load <Slot number> <flipping flag >

flipping flag は 0 または 1 に設定できます。 0 の場合はメディアのフ リ ップが行われず、 1 の

場合はフ リ ップが行われます。

Stop(0) -  現在のセッシ ョ ンを正常に終了します。

Abort(0) -  現在のセッシ ョ ンを中止します。

この例では、 メディアのフ リ ップなしで、 SLOT 3からテープをロード します。

2. メディアのフ リ ップなしで、 SLOT 3からテープをロードするには、以下のコマンドを入力し

ます。

SLOT:LOAD 3 0

ド ラ イブにテープがロード される と、 以下のメ ッセージが表示されます。

CHECK: [Deny(0), Init(1), Seek(2), Abort(0)]
CHECK: _

以下に示すコマンドを使用できます。

Deny(0)- 現在のアクシ ョ ンを拒否します。

Init(1)- ロード したテープを初期化します。 以下のよ うにメディア ID を指定する必要があ

り ます。

Init(1) <medium id>

Seek(2)- 指定した位置まで移動します。 以下のよ うに引数を指定します。
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Seek <segment number> <block number>

Abort(0) -  現在のセッシ ョ ンを中止します。

3. テープを初期化するには、 以下のコマンドを入力します。

CHECK: Init test

4. Backup Media Agent の画面を Novell Netware コンソールに切り替えた後、 General Media Agent
のアクシ ョ ンコマンドや要求コマンドを実行して、 バッ クアップ セッシ ョ ンを開始します。 

注記 General Media Agent と Disk Agent を正し く通信させ、 HPCONMA.NLMの起動時に正

しいバッ クアップ セッシ ョ ン操作ポート番号が表示されるよ うにするには、 選択

したホス ト上で、 load -ma <host> <port> を使って Data Protector Disk Agent を
起動する必要があ り ます。 バッ クアップ セッシ ョ ンが正常に完了する と、 メ ッ

セージが表示されます。

5. Backup Media Agent を正常に終了するには、Backup Media Agent画面で <CTRL-C>キーを押

します。 しばら くする と、 Console Attention Requestプロンプ トが表示されます。

ATT:[Stop(0), Abort(0), Disconnect(1)]  

こ こで Stop コマンドを実行して、 セッシ ョ ンを終了します。

HPUMA.NLM および HPDEVBRA.NLM の起動テスト

HPUMA.NLM をサーバのコンソールからロードする と、SCSI コマンドを手作業でテス トできます。 

HPUMA.NLM をロードするには、 以下のコマンドを入力します。

LOAD HPUMA.NLM -ioctl <control_device> -dev  <data_device> -tty 

ioctl <control_device>オプシ ョ ンでは、 ロボティ クスの SCSI アドレスを定義します。 以下

の形式で指定する必要があ り ます。

<adapter_identification_number>:<target_identification_number>:<logical_unit_n
umber>

例 ：

• 0:1:1 =>制御デバイス  ( ロボティ クス ) がSCSI アダプタ 0 を使用し、SCSI アドレス 1、LUN1が
割り当てられているこ とを意味します。

dev <data_device>オプシ ョ ンでは、 ロボティ クスの SCSI アドレスを定義します。 以下の形式

で指定する必要があ り ます。
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<adapter_identification_number>:<target_identification_number>:<logical_unit_n
umber>:<compression>

例 ：

• 0:1:1C => 制御デバイス  ( ロボティ クス ) が SCSI アダプタ 0 を使用し、SCSI アドレス 1、LUN1
が割り当てられているこ とを意味します。 さ らに、 データ圧縮が有効に設定されているこ と
を示します。

Novell NetWare サーバ コンソールから DEVBRA.NLM を操作するには、 -ttyオプシ ョ ンを指定

する必要があ り ます。

HPUMA が起動し、 以下のプロンプ ト画面が表示されます。

prompt>

プロンプ トは以下の形式で表示されます。
<adapter_identification_number>:<target_identification_ 
number>:<logical_unit_number>

例 ：

0:2:1>

使用可能なコマンドを調べるには、 HPUMA 画面で HELP コマンドを入力します。 たとえば、 未

使用のスロ ッ ト と ド ライブがあるかど うかを確認するには、 プロンプ トで STAT と入力します。 

確認が完了したら、 BYE と タイプして、 HPUMA 画面を閉じます。

HPDEVBRA.NLM をローカルにロードする と、 Novell NetWare サーバ上にインス トールされている

デバイスのう ち、 Novell NetWare サーバによって検出されたデバイスに関する情報を取得できる

よ うにな り ます。 

HPDEVBRA.NLM をロードするには、 サーバ コンソールで以下のコマンドを入力します。

LOAD HPDEVBRA.NLM -dev

上記で、 -devオプシ ョ ンは、 Novell NetWare サーバに接続されているすべてのデバイスを表示す

るのに必要です。 

現在使用可能なコマンドを調べるには、 以下に示すとおり、 HELPオプシ ョ ン付きで

HPDEVBRA.NLM をロード して ください。

LOAD HPDEVBRA -HELP
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Veritas Volume Manager がインストールされた Microsoft Cluster
への Data Protector のインス トール

Veritas Volume Manager がインス トールされた Microsoft Cluster Server (MSCS) に Data Protector を
インス トールするには、 まず MSCS に Data Protector をインス トールする一般的手順を実行しま

す。 詳細は 167 ページの 「Data Protector の Microsoft Cluster Server へのインス トール」 を参照し

て ください。

インス トールが完了したら、 Data Protector Inetサービスを有効にして、 Microsoft のリ ソー

ス  ド ラ イバではなく専用のリ ソース  ド ラ イバを使用しているローカルおよびク ラスタ  ディ スク  
リ ソース と、 そ うではないディ スク  リ ソースを区別するために、 追加作業がいくつか必要とな

り ます。

1. Cell Manager 上で omnisv -stop コマンドを実行して、Data Protector サービスおよびプロセス

を停止します。

<Data_Protector_home>\bin\omnisv -stop

2. 新しいシステム環境変数 OB2CLUSTERDISKTYPESの値を Volume Manager Disk Groupにし

て定義するか、 両方のクラスタ  ノード上で omnirc変数を以下のよ うに設定します。

OB2CLUSTERDISKTYPES=Volume Manager Disk Group

NetRAID4 ディ スクなど、 独自のディ スク  リ ソースを追加指定する場合は、

OB2CLUSTERDISKTYPES=Volume Manager Disk Group;NETRaid4M Disksetのよ うに、

OB2CLUSTERDISKTYPES環境変数の値に、 単純にリ ソース  タイプ名を追加します。

omnirc ファ イル変数の使用に関する詳細は、 『HP OpenView Storage Data Protector ト ラブル

シューティング ガイ ド』 を参照して ください。

3. omnisv -start コマンドを実行して、 サービスやプロセスを起動します。

<Data_Protector_home>\bin\omnisv -start
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Data Protector A.06.00 での構成ファイル パスの変更

Data Protector A.06.00 では、 ログや (UNIX の ) データベース  ファ イルなどの一部の構成で、 デ

フォルト  パスが変更されています。 ファ イルの一部が、 serverディ レク ト リ と clientディ レ

ク ト リに分けて置かれるよ うにな り ました。

以下の表で変更点を確認し、 必要に応じてパスを変更して ください。 

UNIX での構成ファイル

クライアン トの構成ファイル

アップグレード中に /etc/opt/omniディ レク ト リから /etc/opt/omni/clientディレク ト リ

に移動されるファ イルとディ レク ト リ を、 以下の表に示します。

Cell Manager の構成ファイルとログ ファイル

/etc/opt/omniディ レク ト リにあった残りのファ イルは、 /etc/opt/omni/server ディ レク

ト リに移動されます。 たとえば、 /etc/opt/omni/cell/cell_info ファ イルは、

/etc/opt/omni/server/cellディレク ト リに移動されています。

表 B-1 新しい /etc/opt/omni/clientディ レ

ク ト リの内容

従来のパス 現在のパス

/etc/opt/omni/cell/cell_server /etc/opt/omni/client/cell_server

/etc/opt/omni/cell/omni_format /etc/opt/omni/client/omni_format

/etc/opt/omni/cell/omni_info /etc/opt/omni/client/omni_info

/etc/opt/omni/cell/allow_hosts /etc/opt/omni/client/allow_hosts

/etc/opt/omni/cell/deny_hosts /etc/opt/omni/client/deny_hosts

/etc/opt/omni/customize /etc/opt/omni/client/customize
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アップグレード中に /var/opt/omniディ レク ト リから /var/opt/omni/serverディレク ト リ

に移動されるファ イルとディ レク ト リ を、 以下の表に示します。

<log_file>は、 以下のファ イルのいずれかを表しています。 HealthCheck.log、

Check_*.txt、 Ob2Event*、 lic.log、 omnisv.log、 media.log、 sm.log、 crsevents.log、

security.log、 purge.log、 readascii.log、 cleaning.log、 upgrade.log、 trace.log、

cluster.log。

その他のディ レク ト リ  (/var/opt/omni/tmp、 /var/opt/omni/windu、 /var/opt/omni/emc

など ) と ログ ファ イル (/var/opt/omni/log/debug.logなど ) は、 移動されません。

Windows での構成ファイル

クライアン トの構成ファイル

アップグレード中に <Data_Protector_home>\Configディレク ト リから

<Data_Protector_home>\Config\clientディ レク ト リ と <Data_Protector_home>\tmp

ディレク ト リに移動されるファ イルとディ レク ト リ を、 以下の表に示します。

表 B-2 新しい /var/opt/omni/serverディ レ

ク ト リの内容

従来のパス 現在のパス

/var/opt/omni/db40 /var/opt/omni/server/db40

/var/opt/omni/sessions /var/opt/omni/server/sessions

/var/opt/omni/log/<log_file> /var/opt/omni/server/log/<log_file>

表 B-3 新しい
<Data_Protector_home>\Config\client 

ディ レク ト リの内容

従来のパス 現在のパス

<Data_Protector_home>\Config\c

ell\cell_server

<Data_Protector_home>\Config\client\
cell_server

<Data_Protector_home>\Config\c

ell\omni_format

<Data_Protector_home>\Config\client\
omni_format

<Data_Protector_home>\Config\c

ell\omni_info

<Data_Protector_home>\Config\client\
omni_info
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Cell Manager の構成ファイル

<Data_Protector_home>\Configディレク ト リにあった残りのファ イルは

<Data_Protector_home>\Config\Serverディ レク ト リに移動されます。 たとえば、

<Data_Protector_home>\Config\cell\cell_info ファ イルは、

<Data_Protector_home>\Config\Server\cellディ レク ト リに移動されています。

ログ ファイル

以下のファイルは、 <Data_Protector_home>\logから

<Data_Protector_home>\log\server に移動されます。 HealthCheck.log、 Check_*.txt、

Ob2Event*、 lic.log、 omnisv.log、 media.log、 sm.log、 crsevents.log、

security.log、 purge.log、 readascii.log、 cleaning.log、 upgrade.log、 trace.log、

cluster.log。

その他のログ ファ イル (<Data_Protector_home>\log\debug.logなど ) は、 移動されませ

ん。

<Data_Protector_home>\Config\c

ell\allow_hosts
<Data_Protector_home>\Config\client\
allow_hosts

<Data_Protector_home>\Config\c

ell\deny_hosts

<Data_Protector_home>\Config\client\
deny_hosts

<Data_Protector_home>\Config\E
MC

<Data_Protector_home>\Config\client\
EMC

<Data_Protector_home>\Config\t

mp\EMC

<Data_Protector_home>\tmp\EMC

表 B-3 新しい
 ( 続き

)<Data_Protector_home>\Config\client 

従来のパス 現在のパス
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Data Protector A.06.00 にアップグレード した後のコマンド行ツール

の変更

こ こでは、 Data Protector A.06.00 の新しいオプシ ョ ンに関連して変更または機能拡張されたコマ

ンドを紹介します。 スク リプ トに古いコマンドが使用されていないかど うかチェッ クの上、 必要
に応じて修正して ください。 スク リプ トの構文は、 対応するマンページを参照して ください。

アップグレード前の Cell Manager のバージ ョ ンに応じて、 対応する表を参照して ください。

• Data Protector A.05.00 からアップグレード した場合は、B-80 ページの表 B-4 を参照して くださ

い。

• Data Protector A.05.10 からアップグレード した場合は、B-80 ページの表 B-4 を参照して くださ

い。

• Data Protector A.05.50 からアップグレード した場合は、B-80 ページの表 B-4 を参照して くださ

い。

表 B-4 Data Protector A.05.00 からのアップグ

レード

コマンド サブコマンド とオプシ ョ ン ステータス

ob2install -sapdb 新しいソフ ト ウェア 
コンポーネン ト

-smisa

-db2

-acs 削除されるソフ ト
ウェア コンポーネン

ト-das

omniamo 新しいコマンド
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omnib -db2_list 新しい統合ソフ ト
ウェア

-msvssw_list

-sapdb_list

-mbx_list

-share_info 新しいオプシ ョ ン

-mirror

-enh_incr

omnicc -check_licenses

新しいオプシ ョ ン

-detail

-update_all

-force_cs

-list_trusted_hosts

-secure_client

-unsecure_client

-trusted_hosts

omnicheck 新しいコマンド

omniclus -applid 変更されるオプシ ョ
ン

表 B-4 Data Protector A.05.00 からのアップグ

レード  ( 続き )

コマンド サブコマンド とオプシ ョ ン ステータス
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omnicreatedl -snapshot HP StorageWorks 
ENTERPRISE 
VIRTUAL ARRAY 用

の新しいオプシ ョ ン

-smis

-instant_recovery

-snapshots <number>

-snapshot_type 
standard 

-snapshot_type vsnap

-snapshot_type clone

-snapshot_policy 
strict

-snapshot_policy loose

-wait_clonecopy 
<number>

-replica_conf local

-replica_conf combined

-ca_failover_option 
follow_replica_direct
ion

-ca_faiover_option 
maintain_replica_loca
tion

表 B-4 Data Protector A.05.00 からのアップグ

レード  ( 続き )

コマンド サブコマンド とオプシ ョ ン ステータス
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omnidb -db2 新しい統合ソフ ト
ウェア 

-vss

-sapdb

-mbx

-copyid 新しいオプシ ョ ン

-listcopies

omnidbsmis 新しいコマンド

omnidbupgrade 新しいコマンド

omnidbutil -extendtblspace 新しいオプシ ョ ン

-readdb 変更されるオプシ ョ
ン

omnidbvss 新しいコマンド

omnidlc 新しいコマンド

omniinstlic 新しいコマンド

omniiso 新しいコマンド

omnimcopy -permanent|-until  新しいオプシ ョ ン

omnimm -[no_]free_pool 変更されるオプシ ョ
ン

-create_free_pool 新しいオプシ ョ ン

omnimigrate.pl 新しいコマンド

omniminit -[no]barcode_as_label 新しいオプシ ョ ン

omniobjcopy 新しいコマンド

表 B-4 Data Protector A.05.00 からのアップグ

レード  ( 続き )

コマンド サブコマンド とオプシ ョ ン ステータス
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omniobjconsoli
date

新しいコマンド

omnir -db2 新しい統合ソフ ト
ウェア

-sapdb

-newinstance SAP DB 用の新しい

オプシ ョ ン
-recover

-endlogs

-time

-nochain

-destination

-from_disk

-instance

-force_prp_replica HP StorageWorks 
ENTERPRISE 
VIRTUAL ARRAY 用

の新しいオプシ ョ ン  

-instance 
<SourceInstanceName>

MS SQL 用の新しい

オプシ ョ ン

-destinstance 
<DestinationInstanceN
ame>

-asbase <NewDBName>

-file 
<LogicalFileName>

表 B-4 Data Protector A.05.00 からのアップグ

レード  ( 続き )

コマンド サブコマンド とオプシ ョ ン ステータス
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omnir -instance IBM DB2 UDB 用の新

しいオプシ ョ ン
-logfile

-newdbname

-offline

-rollforward

-tsname

-msvssw 新しい統合ソフ ト
ウェア

-mbx

-share_info 新しいオプシ ョ ン

-oracle ORACLE と SAP R/3
のインスタン ト  リ カ

バリの新しいオプ
シ ョ ン

-sap

-user

-group

-recover

-restore <tree>

-open

-resetlogs

-paralleism

-restore 新しい VSS インスタ

ン ト  リ カバリ  オプ

シ ョ ン
-session

-vss

-copyid 新しいオプシ ョ ン

表 B-4 Data Protector A.05.00 からのアップグ

レード  ( 続き )

コマンド サブコマンド とオプシ ョ ン ステータス
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omnirpt media_list_extended 新しいレポート

-smtp 新しいオプシ ョ ン

omniresolve 新しいコマンド

omnisetup.sh -CM 新しいオプシ ョ ン

-IS

-autopass

db2 新しいソフ ト ウェア 
コンポーネン ト

smisa

sapdb

acs 削除されるソフ ト
ウェア コンポーネン

トdas

omnisrdupdate -asr 新しいオプシ ョ ン

-location

omniusers 新しいコマンド

sanconf -[no_]multipath 新しいオプシ ョ ン

-remove_hosts

-sanstableaddressing

uma -scsiType -interfaceオプ

シ ョ ンに置き換え

-interface  -scsiTypeオプシ ョ

ンを置き換え

表 B-4 Data Protector A.05.00 からのアップグ

レード  ( 続き )

コマンド サブコマンド とオプシ ョ ン ステータス
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upgrade_cm_fro
m_evaa

新しいコマンド

表 B-5 Data Protector A.05.10 からのアップグ

レード

コマンド サブコマンド とオプシ ョ ン ステータス

ob2install -sapdb 新しいソフ ト ウェア 
コンポーネン ト

-smisa

-acs 削除されるソフ ト
ウェア コンポーネン

ト-das

omnib -sapdb_list 新しい統合ソフ ト
ウェア

-vss_list 削除されるオプシ ョ
ン

-msvssw_list 新しいオプシ ョ ン

-share_info

-mirror

-enh_incr

表 B-4 Data Protector A.05.00 からのアップグ

レード  ( 続き )

コマンド サブコマンド とオプシ ョ ン ステータス
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omnicc -check_licenses

新しいオプシ ョ ン

-detail

-update_all

-force_cs

-list_trusted_hosts

-secure_client

-unsecure_client

-trusted_hosts

omniclus -applid 変更されるオプシ ョ
ン

表 B-5 Data Protector A.05.10 からのアップグ

レード  ( 続き )

コマンド サブコマンド とオプシ ョ ン ステータス
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omnicreatedl -smis HP StorageWorks 
ENTERPRISE 
VIRTUAL ARRAY 用

の新しいオプシ ョ ン

-instant_recovery

-snapshots <number>

-snapshot_type clone

-wait_clonecopy 
<number>

-replica_conf local

-replica_conf combined

-ca_failover_option 
follow_replica_direct
ion

-ca_faiover_option 
maintain_replica_loca
tion

omnidb -sapdb 新しい統合ソフ ト
ウェア

-copyid 新しいオプシ ョ ン

-listcopies

omnidbeva 削除されるコマンド

omnidbsmis 新しいコマンド

omidbupgrade 新しいコマンド

omnidbvss 新しいコマンド

表 B-5 Data Protector A.05.10 からのアップグ

レード  ( 続き )

コマンド サブコマンド とオプシ ョ ン ステータス
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omnidbutil -extendtblspace 新しいオプシ ョ ン

-readdb 変更されるオプシ ョ
ン

omnidlc 新しいコマンド

omnimigrate.pl 新しいコマンド

omniminit -[no]barcode_as_label 新しいオプシ ョ ン

omnimm -[no_]free_pool 変更されるオプシ ョ
ン

-create_free_pool 新しいオプシ ョ ン

omniinstlic 新しいコマンド

omniiso 新しいコマンド

omniobjcopy 新しいコマンド

omniobjconsoli
date

新しいコマンド

表 B-5 Data Protector A.05.10 からのアップグ

レード  ( 続き )

コマンド サブコマンド とオプシ ョ ン ステータス
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omnir -sapdb 新しい統合ソフ ト
ウェア

-newinstance SAP DB 用の新しい

オプシ ョ ン
-recover

-endlogs

-time

-nochain

-destination

-from_disk

-instance

-force_prp_replica HP StorageWorks 
ENTERPRISE 
VIRTUAL ARRAY 用

の新しいオプシ ョ ン  

-instance 
<SourceInstanceName>

MS SQL 用の新しい

オプシ ョ ン

-destinstance 
<DestinationInstanceN
ame>

-asbase <NewDBName>

-file 
<LogicalFileName>

表 B-5 Data Protector A.05.10 からのアップグ

レード  ( 続き )

コマンド サブコマンド とオプシ ョ ン ステータス
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omnir -oracle ORACLE と SAP R/3
のインスタン ト  リ カ

バリの新しいオプ
シ ョ ン

-sap

-user

-group

-recover

-open

-resetlogs

-paralleism

-public MS Exchange シング

ル メールボッ クス用

の新しいオプシ ョ ン
-originalfolder

-keep_msg

-overwrite_msg

-folder

-exclude

-restore 新しい VSS インスタ

ン ト  リ カバリ  オプ

シ ョ ン
-session

-vss

-copyid 新しいオプシ ョ ン

omnirpt -smtp 新しいオプシ ョ ン

omniresolve 新しいコマンド

表 B-5 Data Protector A.05.10 からのアップグ

レード  ( 続き )

コマンド サブコマンド とオプシ ョ ン ステータス
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omnisetup.sh -CM 新しいオプシ ョ ン

-IS

-autopass

smisa 新しいソフ ト ウェア 
コンポーネン ト

sapdb

acs 削除されるソフ ト
ウェア コンポーネン

トdas

omniusers 新しいコマンド

sanconf -[no_]multipath 新しいオプシ ョ ン

-remove_hosts

-sanstableaddressing

upgrade_cm_fro
m_evaa

新しいコマンド

表 B-6 Data Protector A.05.50 からのアップグ

レード

コマンド サブコマンド とオプシ ョ ン ステータス

omnib -enh_incr 新しいオプシ ョ ン

表 B-5 Data Protector A.05.10 からのアップグ

レード  ( 続き )

コマンド サブコマンド とオプシ ョ ン ステータス
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omnidbsmis -ssl 新しいオプシ ョ ン

-caconf

-init

-put <filename>

-get <filename>

-list <EVA Name>

-check <DR Group Name>

omnidbeva 削除されるコマンド

omnicreatedl -replica_conf local HP StorageWorks 
ENTERPRISE 
VIRTUAL ARRAY 用

の新しいオプシ ョ ン

-replica_conf combined

-ca_failover_option 
follow_replica_direct
ion

-ca_faiover_option 
maintain_replica_loca
tion

omnidbutil -extendtblspace 新しいオプシ ョ ン

-readdb 変更されるオプシ ョ
ン

omnidbvss 新しいコマンド

omnidlc -debug_loc 新しいオプシ ョ ン

omnimigrate.pl 更新されたコマンド

表 B-6 Data Protector A.05.50 からのアップグ

レード  ( 続き )

コマンド サブコマンド とオプシ ョ ン ステータス
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omnimm -[no_]free_pool 変更されるオプシ ョ
ン

-create_free_pool 新しいオプシ ョ ン

omniobjconsoli
date

新しいコマンド

omnir -public MS Exchange シング

ル メールボッ クス用

の新しいオプシ ョ ン
-originalfolder

-keep_msg

-overwrite_msg

-folder

-exclude

-restore 新しい VSS インスタ

ン ト  リ カバリ  オプ

シ ョ ン
-session

-vss

omnirpt -smtp 新しいオプシ ョ ン

upgrade_cm_fro
m_evaa

新しいコマンド

upgrade_cfg_fr
om_evaa

削除されるコマンド

表 B-6 Data Protector A.05.50 からのアップグ

レード  ( 続き )

コマンド サブコマンド とオプシ ョ ン ステータス
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インストールメディアと して CD-ROM を使用

Data Protector A.06.00 にはインス トール CD-ROM も用意されています。 CD-ROM を使用する場

合のシステム要件やインス トール前後に必要な作業などは DVD-ROM を使用する場合と変わり

ません。 ただし、 HP-UX、 Solaris、 および Linux プラ ッ ト フォームでは、 1 つのプラ ッ ト フォー

ムに対して複数枚の CD-ROM を使用するため、 追加の手順が必要にな り ます。

この付録では、 インス トール CD-ROM 上の製品構成、 CD-ROM からインス トールする場合の手

順の違い、 および追加の制限事項について説明します。

Data Protector のインストール CD-ROM

Data Protector は、 さまざまなプロセッサ アーキテクチャ上でさまざまなオペレーティング シス

テムをサポート しています。 これらのプラ ッ ト フォームのすべてに対応するには、 15 枚の

CD-ROM を使用する必要があ り ます。 それぞれの CD-ROM に収録されているコンポーネン トの

詳細は、 C-2 ページの 「Data Protector CD-ROM の一覧」 を参照して ください。

HP-UX、 Solaris、 または Linux プラ ッ ト フォーム用の各 CD-ROM は、 その CD-ROM からインス

トールする Data Protector コンポーネン トに合わせた名称で表記しています。 たとえば、 「Cell 
Manager インス トール CD-ROM」 は Cell Manager のインス トールに使用する CD-ROM、 「イン

ス トール サーバ インストール CD-ROM」 はインス トール サーバおよびク ライアン トのインス

トールに使用する CD-ROM です。

表 C-1 Data Protector CD-ROM の一覧

CD
番号

 CD-ROM のタイ トル  内容

1 HP Data Protector for HP-UX 
PA-RISC - Cell Manager

本書では 「Data Protector 
HP-UX 用 Cell Manager インス

トール CD-ROM」 と呼びま

す。

• HP-UX 11.x (PA-RISC アーキテクチャ ) 用
Cell Manager

• PDF 形式のマニュアル ( 英語版 ： DOCSディ

レク ト リ 、 日本語版 ： DOCS/JPNディ レク

ト リ )

• HP-UX 用 OpenView 統合パッケージ

• HP-UX 用 AutoPass

• Omnisetup.sh インス トール スク リプ ト
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2 HP Data Protector for HP-UX 
PA-RISC - インス トール サー

バ

本書では 「Data Protector 
HP-UX 用インス トール サー

バ インス トール CD-ROM」 (1
および 2) と呼びます。

• HP-UX 11.x (PA-RISC アーキテクチャ ) 用イ

ンス トール サーバ とすべての UNIX ク ラ イ

アン ト

• Omnisetup.sh インス トール スク リプ ト
3

4 HP Data Protector for HP-UX 
IA-64 - Cell Manager

本書では 「HP-UX 用 Cell 
Manager インス トール

CD-ROM」 と呼びます。

• HP-UX 11.23 (IA-64 アーキテクチャ ) 用 Cell 
Manager

• PDF 形式のマニュアル ( 英語版 ： DOCSディ

レク ト リ 、 日本語版 ： DOCS/JPNディ レク

ト リ )

• HP-UX 用 OpenView 統合パッケージ

• HP-UX 用 AutoPass

• Omnisetup.sh インス トール スク リプ ト

5 HP Data Protector for HP-UX 
IA-64 - インス トール サーバ

本書では 「Data Protector 
HP-UX 用インス トール サー

バ インス トール CD-ROM」 (1
および 2) と呼びます。

• HP-UX 11.23 (IA-64 アーキテクチャ ) 用イン

ス トール サーバ とすべての UNIX ク ラ イア

ン ト

• Omnisetup.sh インス トール スク リプ ト
6

7 HP Data Protector for Solaris- 
Cell Manager

本書では 「Data Protector 
Solaris 用インス トール サーバ 
インス トール CD-ROM」 と呼

びます。

• Solaris 8/9/10 用 Cell Manager

• PDF 形式のマニュアル ( 英語版 ： DOCSディ

レク ト リ 、 日本語版 ： DOCS/JPNディ レク

ト リ )

• Solaris 用 OpenView 統合ソフ ト ウェア パッ

ケージ

• Solaris 用 AutoPass

• Omnisetup.sh インス トール スク リプ ト

表 C-1 Data Protector CD-ROM の一覧 ( 続き )

CD
番号

 CD-ROM のタイ トル  内容
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8 HP Data Protector for Solaris - イ
ンス トール サーバ

本書では 「Data Protector 
Solaris 用インス トール サーバ 
インス トール CD-ROM」 (1 お

よび 2) と呼びます。

• Solaris 8/9/10 用インス トール サーバとすべ

ての UNIX ク ラ イアン ト a

• Omnisetup.sh インス トール スク リプ ト9

10 HP Data Protector for Linux 
x86-64 - Cell Manager

本書では 「Data Protector Linux
用 Cell Manager インス トール

CD-ROM」 と呼びます。

• Linux 用 Cell Manager

• PDF 形式のマニュアル ( 英語版 ： DOCSディ

レク ト リ 、 日本語版 ： DOCS/JPNディ レク

ト リ )

• Omnisetup.sh インス トール スク リプ ト

11 HP Data Protector for Linux 
x86-64 - インス トール サーバ 

本書では 「Data Protector Linux
用インス トール サーバ インス

トール CD-ROM」 (1 および 2) 
と呼びます。

• Linux 用インス トール サーバとすべての

UNIX ク ラ イアン ト a

• Omnisetup.sh インス トール スク リプ ト12

13 Data Protector for Windows - 
Cell Manager & インス トール 
サーバ (Netware ク ラ イアン ト

用エージェン ト を含む )

本書では 「Data Protector 
Windows 用インス トール

CD-ROM」 と呼びます。

• Windows 用 Cell Manager

• Windows 用インス トール サーバ

• Novell NetWare ク ラ イアン ト

• PDF 形式のマニュアル ( 英語版 ： DOCSディ

レク ト リ 、 日本語版 ： DOCS/JPNディ レク

ト リ )

• Windows 用 AutoPass

• Windows プラ ッ ト フォーム用の製品デモ

• 製品情報

表 C-1 Data Protector CD-ROM の一覧 ( 続き )

CD
番号

 CD-ROM のタイ トル  内容
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CD-ROM から Data Protector をインストールする場合の追加手順

Data Protector を CD-ROM からインス トールする手順は、 DVD-ROM を使用する場合とほとんど

同じです。 

• UNIX の場合 : インス トール パッケージは 3 枚の CD-ROM で構成されています (1 枚は Cell 
Manager 用、 残り 2 枚はインス トール サーバ用 )。 そのためインス トール作業には、 複数の

CD-ROM を使用する必要があ り ます。

• Windows の場合 : プラ ッ ト フォーム別にそれぞれ 1 枚の CD-ROM に収録されています。そのた

め Windows の場合は、 CD-ROM からのインス トール手順も、 DVD-ROM を使用する場合と

変わり ません。 ただし、 インス トール パスは以下のよ うに異なり ます。

32 ビッ ト  システムの場合 : \i386\setup.exe 

64 ビッ ト  システムの場合 :: \x8664\setup.exe 

14 HP Data Protector Integrations 
with OpenView; Open File 
Backup; and agents for 
OpenVMS & MPE clients

• OpenView 統合ソフ ト ウェア

• オープンファイル マネージャ  インス トール 
パッケージ

• OpenVMS ク ラ イアン ト

• MPE ク ラ イアン ト

• PDF 形式のマニュアル ( 英語版 ： DOCSディ

レク ト リ 、 日本語版 ： DOCS/JPNディ レク

ト リ )

• 製品情報

15 HP OpenView Storage Data 
Protector - Media Operations for 
Windows

• メディア操作のインス トール パッケージ

• メディア操作のマニュアル

a. Solaris 用または Linux 用のインス トール サーバ インス トール

CD-ROM から UNIX ク ラ イアン ト をローカルにインス トールす

るこ とはできません。 ローカル インス トールには、 いずれかの

HP-UX 用インス トール サーバ CD-ROM を使用して ください。

表 C-1 Data Protector CD-ROM の一覧 ( 続き )

CD
番号

 CD-ROM のタイ トル  内容
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CD-ROM からの UNIX 用 Cell Manager のインストール

ヒン ト Cell Manager と インス トール サーバを同一システム上にインス トールする場合は、

まず DP_DEPOT ディレク ト リ をディ スク上にコピーし、 次に omnisetup.sh 

-CM -IS1 -IS2 コマンドを実行するこ とによ り、 この作業をワン  ステップで実

行できます。

omnisetup.sh コマンドの説明については、 CD-ROM の

<Mount_point>/LOCAL_INSTALLディ レク ト リにある README ファ イルか、

CD-ROM の <Mount_point>/DOCS/C/MANディレク ト リにある 『HP OpenView 
Storage Data Protector Command Line Interface Reference』 を参照して ください。

HP-UX システム、 Solaris システム、 または Linux システムに UNIX 用 Cell Manager をインス トー

ルするには、 以下の手順に従ってください。

1. 適切な Cell Manager インス トール CD-ROM をド ラ イブに挿入し、マウン ト  ポイン トにマウン

ト します。

例 ：

mkdir /cdrom
mount /dev/dsk/c0t0d0 /cdrom

必要であれば、 Data Protector をディ スク上のデポからインス トールするこ と もできます。 そ

の場合は、 以下の手順に従ってください。

• インス トール ファ イルが格納されている DP_DEPOTディレク ト リ 、 LOCAL_INSTALLディ

レク ト リ 、 および AUTOPASSディ レク ト リ をローカル ディ スクにコピーするには、 以下

のコマンドを実行します。

mkdir <directory>
cp -r /cdrom/DP_DEPOT <directory>
cp -r /cdrom/LOCAL_INSTALL <directory>
cp -r /cdrom/AUTOPASS <directory>

• CD-ROM 全体をローカル ディ スクにコピーするには、 以下のコマンドを実行します。

cp -r /cdrom <cd_image_dir>

2. omnisetup.sh コマンドを実行します。 

このコマンドを CD-ROM から実行するには、 以下のよ うに入力します。

cd /cdrom/LOCAL_INSTALL
./omnisetup.sh -CM
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ディ スクからインス トールを開始するには、 以下の手順に従ってください。

• DP_DEPOTディレク ト リ 、LOCAL_INSTALLディ レク ト リ 、および AUTOPASSディ レク ト リ

を CD-ROM からローカル ディ スク上の <directory>にコピーした場合は、

omnisetup.sh コマンドが格納されているディ レク ト リに移動して以下を実行します。

cd <directory>/LOCAL_INSTALL
./omnisetup.sh -CM

• CD-ROM 全体を <cd_image_dir>にコピーした場合は、 -CMパラ メータ付きで

omnisetup.sh コマンドを実行します。

cd <cd_image_dir>/LOCAL_INSTALL
./omnisetup.sh -CM

3. HP-UX および Solaris の場合、 omnisetup.sh コマンドを実行する とプロンプ トが表示され、

購入済みライセンスのパスワードを HP Password Delivery Center の Web サーバからインター

ネッ ト を介して直接ダウンロード してインス トールする場合は、 HP OpenView AutoPass ユー

ティ リ ティ をインス トールまたはアップグレードするよ う指示されます。 詳細は 309 ページ

の 「HP OpenView AutoPass ユーティ リ ティを使用した恒久パスワードの取得と  インス トー

ル」 を参照して ください。 AutoPass はできるだけインス トールするこ とをお勧めします。

AutoPass を MC/ServiceGuard にインス トールする場合は、 すべてのノードにインス トールす

る必要があ り ます。

プロンプ トが表示されたら、 [Return] キーを押して AutoPass をインス トールまたはアップグ

レード します。 AutoPass をインス トールまたはアップグレード しない場合は、 n と入力しま

す。

Linux には、 HP OpenView AutoPass はインス トールされません。

注記 Cell Manager を Solaris 9 にインス トールした場合は、 インス トール サーバを使用

して Cell Manager 上に Disk Agent を リモート  インス トールするこ とができます。

詳細については、 “Remote Installation of the Data Protector Clients” on page 48 を参照

するか、 または ob2installのマンページを参照して ください。

CD-ROM からの UNIX 用インストール サーバのインストール

UNIX 用インス トール サーバは 2 枚のインス トール CD に収録されています。 そのため、 2 枚目

のインス トール サーバ CD を使用して、 インス トールを継続する必要があ り ます。 

HP-UX システム、 Solaris システム、 または Linux システムに UNIX 用 Cell Manager をインス トー

ルするには、 以下の手順に従ってください。
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1. 適切なインス トール サーバインス トール CD-ROM をド ラ イブに挿入し、 マウン ト  ポイン ト

にマウン ト します。

例 ：

mkdir /cdrom
mount /dev/dsk/c0t0d0 /cdrom

必要であれば、 Data Protector をディ スク上のデポからインス トールするこ と もできます。 そ

の場合は、 以下の手順に従ってください。

• インス トール ファ イルが格納されている DP_DEPOTディレク ト リ と LOCAL_INSTALLディ

レク ト リ をローカル ディ スクにコピーするには、 以下のコマンドを実行します。

mkdir <directory>
cp -r /cdrom/DP_DEPOT <directory>
cp -r /cdrom/LOCAL_INSTALL <directory>

2 枚目のインス トール サーバインス トール CD-ROM をマウン ト し、 1 枚目と同様に、 す

べてのファイルを DP_DEPOTディレク ト リからインス トール ディ レク ト リにコピーしま

す。

cp -r /cdrom/DP_DEPOT <directory>

• CD-ROM 全体をローカル ディ スクにコピーするには、 以下のコマンドを実行します。

cp -r /cdrom <cd_image_dir>

2. omnisetup.sh コマンドを実行します。 

このコマンドを CD-ROM から実行するには、 以下のよ うに入力します。

cd /cdrom/LOCAL_INSTALL
./omnisetup.sh -IS1

ディ スクからインス トールを開始するには、 以下の手順に従ってください。

• DP_DEPOTディ レク ト リおよびLOCAL_INSTALLディレク ト リ を両方の CD-ROM からロー

カル ディ スク上の <directory>にコピーした場合は、 omnisetup.sh コマンドが格納

されているディ レク ト リに移動して以下を実行します。

cd <directory>/LOCAL_INSTALL
./omnisetup.sh -IS1 -IS2

• CD-ROM 全体を <cd_image_dir>にコピーした場合は、 -IS1パラ メータ付きで

omnisetup.sh コマンドを実行します。
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cd <cd_image_dir>/LOCAL_INSTALL
./omnisetup.sh -IS1

3. マウン ト した CD-ROM または CD-ROM イ メージからインス トールしている場合は、2 枚目の

インス トール サーバ インス トール CD-ROM についても手順 1 と 2 を繰り返します。 ただ

し、 今回は -IS1パラ メータではなく omnisetup.sh -IS2パラ メータを使用します。

CD-ROM からの UNIX クライアン トのインス トール

制限事項

UNIX パッケージのローカル インス トールには、 HP-UX 用インス トール サーバ インス トール

CD-ROM を使用する必要があ り ます。 この CD-ROM にはすべての UNIX ク ラ イアン トが含まれ

ています。 つま り、 Solaris ク ラ イアン トや Linux ク ラ イアン トのインス トールには、 Solaris 用ま

たは Linux 用のインス トール サーバ インス トール CD-ROM ではなく、 HP-UX 用インス トール 
サーバ インス トール CD-ROM を使用しなければなり ません。

インストール手順

インス トール手順は、 UNIX 用インス トール サーバ DVD-ROM を使用する場合とほとんど同じ

ですが、 1 枚目の CD-ROM をインス トールした後で、 2 枚目の CD-ROM を挿入してインス トー

ル手順を繰り返す必要があ り ます。

詳細は 119 ページの 「UNIX ク ラ イアン トのローカル インス トール」 を参照して ください。

CD-ROM から Data Protector をアップグレードする場合の追加手順

Data Protector を CD-ROM からアップグレードする手順は、 DVD-ROM を使用する場合とほとん

ど同じです。 

• UNIX の場合 : インス トール パッケージは 3 枚の CD-ROM で構成されています (1 枚は Cell 
Manager 用、 残り 2 枚はインス トール サーバ用 )。 そのためアップグレード作業には、 複数

の CD-ROM を使用する必要があ り ます。

• Windows の場合 : プラ ッ ト フォーム別にそれぞれ 1 枚の CD-ROM に収録されています。そのた

め Windows の場合は、 CD-ROM からのアップグレード手順も、 DVD-ROM を使用する場合

と変わり ません。 ただし、 インス トール パスは以下のよ うに異なり ます。

32 ビッ ト  システムの場合 : \i386\setup.exe 

64 ビッ ト  システムの場合 :: \x8664\setup.exe 
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UNIX 用 Cell Manager のアップグレード

HP-UX 用または Solaris 用の Cell Manager を Data Protector Draft にアップグレードするには、 以下

の手順に従います。

1. 適切なインス トール CD-ROM をド ラ イブに挿入し、 マウン ト  ポイン トにマウン ト します。

例 ：

mkdir /cdrom
mount /dev/c0d0t0 /cdrom

オプシ ョ ンで、 ディ スク上のデポから Data Protector をインス トールする場合は、 以下の手順

を実行します。

• インス トール ファ イルが格納されている DP_DEPOTディレク ト リ 、AUTOPASSディ レク ト

リ 、 および LOCAL_INSTALLディレク ト リ をローカル ディ スクにコピーする場合は、 以

下のコマンドを実行します。

mkdir <directory>
cp -r /cdrom/DP_DEPOT <directory>

cp -r /cdrom/AUTOPASS <directory>
cp -r /cdrom/LOCAL_INSTALL <directory>

• CD-ROM 全体をローカル ディ スクにコピーする場合は、 以下のコマンドを実行します。

cp -r /cdrom <cd_image_dir>

2. omnisetup.sh コマンドを実行します。 

このコマンドを CD-ROM から実行するには、 以下のよ うに入力します。

cd /cdrom/LOCAL_INSTALL

./omnisetup.sh

ディ スクからインス トールを開始する場合は、 以下の手順を実行します。

• DP_DEPOTディレク ト リおよび LOCAL_INSTALLディ レク ト リ を CD-ROM からローカル 
ディ スク上の <directory>にコピーした場合は、 omnisetup.sh コマンドが格納され

ているディ レク ト リに移動して以下を実行します。

cd <directory>/LOCAL_INSTALL
./omnisetup.sh

• CD-ROM 全体を <cd_image_dir>にコピーした場合は、 omnisetup.sh コマンドをパラ

メータなしで実行します。
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cd <cd_image_dir>/LOCAL_INSTALL

./omnisetup.sh

3. omnisetup.sh コマンドを実行する とプロンプ トが表示され、 購入済みライセンスのパス

ワードを HP Password Delivery Center の Web サーバからインターネッ ト を介して直接ダウン

ロード してインス トールする場合は、 HP OpenView AutoPass ユーティ リ ティをインス トール

またはアップグレードするよ う指示されます。 AutoPass ユーティ リ ティの詳細は、 309 ペー

ジの 「HP OpenView AutoPass ユーティ リ ティ を使用した恒久パスワードの取得と  インス トー

ル」 を参照して ください。 AutoPass はできるだけインス トールするこ とをお勧めします。

AutoPass を MC/ServiceGuard にインス トールする場合は、 すべてのノードでインス トールま

たはアップグレード しなければなり ません。

プロンプ トが表示されたら、 [Return] キーを押して AutoPass をインス トールまたはアップグ

レード します。 AutoPass をインス トールまたはアップグレード しない場合は、 n と入力しま

す。

Data Protector のバージ ョ ン A.05.x が検出される と、 アップグレード手順が自動的に開始され

ます。 ク リーン インス トールを実行する  ( 前のバージ ョ ンのデータベースを削除する ) 場合

は、 旧バージ ョ ンをアンインス トールしてからインス トールを再開して ください。

インス トールの詳細は、 20 ページの 「UNIX 用 Cell Manager のインス トール」 および 37 ペー

ジの 「UNIX 用のインス トール サーバのインス トール」 を参照して ください。

4. セル内にWindows ク ラ イアン トがある場合に、Data Protector A.05.00 またはA.05.10からアップ

グレード しよ う とする と、 IDB 内にあるファ イル名の変換が実行されるこ とが表示されま

す。 IDB の変換は、 国際文字セッ ト を含むファイル名を正し く処理するために必要です。 詳

細は “Conversion of File Names in the IDB” on page 255 を参照して ください。

5. システム上にインス トール サーバがインス トールされている場合は、 omnisetup.sh コマン

ドからプロンプ トが表示され、 適切な HP-UX 用または Solaris 用インス トール サーバ インス

トール CD-ROM を挿入してインス トールを継続するよ う指示されます。 適切な HP-UX 用ま

たは Solaris 用インス トール サーバ インス トール CD-ROM を使用して手順 1 および 2 のみを

実行して、 インス トール サーバをアップグレード して ください。 Data Protector インス トール

CD-ROM の一覧は、 C-2 ページの 「Data Protector のインス トール CD-ROM」 を参照して くだ

さい。

UNIX 用インストール サーバのアップグレード

omnisetup.sh コマンドの実行時に、 HP-UX 用または Solaris 用のインス トール サーバは、 自動

的にアップグレード されます。
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HP-UX では、 このコマンドは swinstallユーティ リ ティを使用して、 既存のパッケージ セッ ト

を直接アップグレード します。 Solaris では、 このコマンドは pkgrmユーティ リ ティ を使用して

既存のパッケージ セッ ト を削除し、 pkgaddユーティ リ ティを使用して新しいパッケージをイン

ス トールします。

インス トール サーバがクライアン ト  コンポーネン ト と と もにインス トールされている場合、 イ

ンス トール サーバは omnisetup.sh コマンドで削除されます。 この場合、 omnisetup.sh -IS

コマンドを使用して新しいインス トール サーバ デポをインス トールした後、 アップグレード後

のインス トール サーバを再度インポート して ください。 詳細な作業手順は、 187 ページの 「セル

へのインス トール サーバのインポート 」 を参照して ください。

アップグレード手順

HP-UX 用または Solaris 用のインス トール サーバを Data Protector Draft にアップグレードするに

は、 以下の手順に従います。

1. 適切なインス トール CD-ROM をド ラ イブに挿入し、 マウン ト  ポイン トにマウン ト します。

例 ：

mkdir /cdrom
mount /dev/c0d0t0 /cdrom

オプシ ョ ンで、 ディ スク上のデポから Data Protector をインス トールする場合は、 以下の手順

を実行します。

• インス トール ファ イルが格納されている DP_DEPOTディレク ト リおよび LOCAL_INSTALL

ディレク ト リ をローカル ディ スクにコピーする場合は、 以下のコマンドを実行します。

mkdir <directory>
cp -r /cdrom/DP_DEPOT <directory>

cp -r /cdrom/LOCAL_INSTALL <directory>

2 枚目のインス トール サーバインス トール CD-ROM をマウン ト し、 1 枚目と同様に、 す

べてのファイルを DP_DEPOTディレク ト リからインス トール ディ レク ト リにコピーしま

す。

cp -r /cdrom/DP_DEPOT <directory>

• CD-ROM 全体をローカル ディ スクにコピーするには、 以下のコマンドを実行します。

cp -r /cdrom <cd_image_dir>

2. omnisetup.sh コマンドを実行します。 

このコマンドを CD-ROM から実行するには、 以下のよ うに入力します。
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cd /cdrom/LOCAL_INSTALL

./omnisetup.sh

ディ スクからインス トール作業を起動する場合は、 以下の手順で行います。

• DP_DEPOTディレク ト リおよび LOCAL_INSTALLディ レク ト リ を CD-ROM からローカル 
ディ スク上の <directory>にコピーした場合は、 omnisetup.sh コマンドが格納され

ているディ レク ト リに移動して以下を実行します。

cd <directory>/LOCAL_INSTALL
./omnisetup.sh

• CD-ROM 全体を <cd_image_dir>にコピーした場合は、 omnisetup.sh コマンドをパラ

メータなしで実行します。

cd <cd_image_dir>/LOCAL_INSTALL
./omnisetup.sh

3. CD-ROM から omnisetup.sh を実行したか、CD-ROM 全体をディ スクにコピーした場合は、2
枚目のインス トール サーバ インス トール CD-ROM を使って手順を繰り返します。
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ACSLS
(StorageTek 固有の用語 )
Automated Cartridge System Library Server 
の略語。 ACS (Automated Cartridge System: 
自動カート リ ッジ システム ) を管理するソフ

ト ウェア。

Active Directory
(Windows 固有の用語 )
Windows ネッ ト ワークで使用されるディ レク

ト リ  サービス。 ネッ ト ワーク上のリ ソースに

関する情報を格納し、 ユーザーやアプ リ ケー
シ ョ ンからアクセスできるよ うに維持します。
このディ レク ト リ  サービスでは、 サービスが

実際に稼動している物理システムの違いに関
係なく、 リ ソースに対する名前や説明の付加、
検索、 アクセス、 および管理を一貫した方法
で実行できます。 

AML
(EMASS/GRAU 固有の用語 )
Automated Mixed-Media library ( 自動混合

メディア ラ イブラ リ ) の略。

ASR セッ ト

フロ ッピー ディ スク上に保存されたファイル

のコレクシ ョ ン。 交換用ディ スクの適切な再
構成 ( ディ スク  パーティシ ョ ン化と論理ボ

リ ュームの構成 ) およびフル ク ラ イアン ト  
バッ クアップでバッ クアップされた元のシス
テム構成とユーザー データの自動復旧に必要

とな り ます。
これらのファ イルは、 バッ クアップ メディア

上に保存される と共に、 Cell Manager 上の 
<Data_Protector_home>¥Config¥Server

¥dr¥asrディ レク ト リ  (Windows 用 Cell 
Manager の場合 ) または

/etc/opt/omni/server/dr/asr/ディレク

ト リ  (UNIX 用 Cell Manager の場合 ) に保存

されます。 ASR アーカイブ ファ イルは、 障害

発生後に複数のフロ ッピー ディ スクに展開さ

れます。 32 ビッ ト版の Windows XP/.NET で

は 3 枚のフロ ッピー ディ スクに展開され、 64
ビッ ト版の Windows XP/.NET の場合は 4 枚

のフロ ッピー ディ スクに展開されます。 これ

らのフロ ッピー ディ スクは、 ASR の実行時に

必要とな り ます。

BACKINT
(SAP R/3 固有の用語 )
SAP R/3 バッ クアップ プログラムが、 オープ

ン インタフェースへの呼び出しを通じて

Data Protector backint インタフェース ソフ

ト ウェアを呼び出し、 Data Protector ソフ ト

ウェアと通信できるよ うにします。 バッ ク
アップ時および復元時には、 SAP R/3 プログ

ラムが Data Protector backint インタフェー

スを通じてコマンドを発行します。

BC
(EMC Symmetrix 固有の用語 )
Business Continuance の略。 BC は、 EMC 
Symmetrix 標準デバイスのインスタン ト  コ
ピーに対するアクセスおよび管理を可能にす
るプロセスです。
BCV も参照。

BC
(HP StorageWorks Disk Array XP 固有の用

語 )
Business Copy XP の略。 BC を使う と、 HP 
StorageWorks Disk Array XP LDEV の内部

コピーをデータ  バッ クアップやデータ複製な

どの目的で維持できます。 これらのコピー 
( セカンダ リ  ボ リ ュームまたは S-VOL) は、

プライマ リ  ボ リ ューム (P-VOL) から分離し

て、 バッ クアップや開発などの用途に応じた
別のシステムに接続するこ とができます。
バッ クアップ目的の場合、 P-VOL をアプリ

ケーシ ョ ン システムに接続し、S-VOL ミ ラー 
セッ トのいずれかをバッ クアップ システムに

接続する必要があ り ます。
HP StorageWorks Disk Array XP LDEV、
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CA、 Main Control Unit、 アプリケーシ ョ

ン システム、 およびバックアップ システムも

参照。

BC EVA
(HP StorageWorks EVA 固有の用語 )
Business Copy EVA は、 ローカル複製ソフ ト

ウェア ソ リ ューシ ョ ンです。 EVA ファーム

ウェアのスナップシ ョ ッ ト機能と ク ローン機
能を使用して、 ソース  ボ リ ュームのポイン ト

インタイム コピー ( 複製 ) を作成できます。

 複製、 ソース ボリューム、 スナップシ ョ ッ

ト、 および CA+BC EVA も参照。

BC Process
(EMC Symmetrix 固有の用語 )
保護されたス ト レージ環境のソ リ ューシ ョ ン。
特別に構成された EMC Symmetrix デバイス

を、 EMC Symmetrix 標準デバイス上でデー

タを保護するために、 ミ ラーと して、 つま り
Business Continuance Volumes と して規定し

ます。
BCV も参照。

BCV
(EMC Symmetrix 固有の用語 )
Business Continuance Volumes の略。 BCV
デバイスは ICDA 内であらかじめ構成された

専用の SLD です。 ビジネスの継続運用を可能

にするために使用されます。 BCV デバイスに

は、 これらのデバイスによ り ミ ラー化される
SLD のアドレス とは異なる、 個別の SCSI ア

ドレスが割り当てられます。 BCV デバイス

は、 保護を必要とする一次 EMC Symmetrix 
SLD の分割可能な ミ ラーと して使用されま

す。
BC および BC Process も参照。 

BC VA
(HP StorageWorks Virtual Array 固有の用語 )
BC は Business Copy の略。 Business Copy 
VA によ り、 HP StorageWorks Virtual Array 

LUN の内部コピーをデータ  バッ クアップや

データ複写の目的で同じ仮想アレイ内に保持
するこ とができます。 コピー ( 子または

Business Copy LUN) は、 バッ クアップや

データ解析、 開発などさまざまな目的に使用
できます。 バッ クアップ目的で使用される と
きは、 元 ( 親 ) の LUN はアプ リ ケーシ ョ ン 
システムに接続され、 Business Copy ( 子 ) 
LUN はバッ クアップ システムに接続されま

す。
HP StorageWorks Virtual Array LUN、

アプリケーシ ョ ン システム、 およびバック

アップ システムも参照。

BRARCHIVE
(SAP R/3 固有の用語 )
SAP R/3 バッ クアップ ツールの 1 つ。 アーカ

イブ REDO ログ ファ イルをバッ クアップで

きます。 BRARCHIVE では、 アーカイブ プ
ロセスのすべてのログとプロファ イルも保存
されます。
SAPDBA、 BRBACKUP および

BRRESTORE も参照。

BRBACKUP
(SAP R/3 固有の用語 )
SAP R/3 バッ クアップ ツールの 1 つ。 制御

ファイル、 個々のデータ  ファ イル、 またはす

べてのテーブルスペースをオンラインでもオ
フラインでもバッ クアップできます。 また、
必要に応じて、 オンライン REDO ログ ファ

イルをバッ クアップするこ と もできます。
SAPDBA、 BRARCHIVE および

BRRESTORE も参照。

BRRESTORE
(SAP R/3 固有の用語 )
SAP R/3 のツール。 以下の種類のファイルを

復元するために使います。
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• BRBACKUP で保存されたデータベース  
データ  ファ イル、 制御ファイル、 オンラ

イン REDO ログ ファ イル

• BRARCHIVE でアーカイブされた REDO
ログ ファ イル

• BRBACKUP で保存された非データベー

ス  ファ イル

ファイル、 テーブル スペース、 バッ クアップ

全体、 REDO ログ ファ イルのログ シーケン

ス番号、 またはバッ クアップのセッシ ョ ン ID
を指定するこ とができます。
SAPDBA、 BRBACKUP および

BRARCHIVE も参照。

BSM
Data Protector Backup Session Manager の

略。 バッ クアップ セッシ ョ ンを制御します。

このプロセスは、 常に Cell Manager システ

ム上で稼動します。

CA
(HP StorageWorks Disk Array XP 固有の用

語 )
Continuous Access XP の略。 CA では、 デー

タ複製、 バッ クアップ、 および障害復旧など
の目的で HP StorageWorks Disk Array XP 
LDEV のリモート  コピーを作成および維持で

きます。 CA を使用するには、 メ イン ( プライ

マ リ ) ディ スク  アレイ と リモート  ( セカンダ

リ ) ディ スク  アレイが必要です。 オ リジナル

のデータを格納し、 アプ リ ケーシ ョ ン システ

ムに接続されている CA プライマ リ  ボ リ ュー

ム (P-VOL) がメ イン ディ スク  アレイに格納

されます。 リモート  ディ スク  アレイには、

バッ クアップ システムに接続されている CA
セカンダ リ  ボ リ ューム (S-VOL) が格納されま

す。
BC (HP StorageWorks Disk Array XP 固有の

用語 )、 Main Control Unit および HP 
StorageWorks Disk Array XP LDEV も参

照。

CA+BC EVA
(HP StorageWorks EVA 固有の用語 )
Continuous Access (CA) EVA と Business 
Copy (BC) EVA を併用する と、 リモート EVA
上にソース  ボ リ ュームのコピー ( 複製 ) を作

成して保持でき、 その後、 これらのコピーを
その リモート  アレイ上でローカル複製のソー

ス と して使用できます。
 BC EVA、 複製、 ソース ボリュームも参照。

CAP
(StorageTek 固有の用語 ) 
Cartridge Access Port の略。 ライブラ リのド

ア パネルに組み込まれたポートです。 メディ

アの出し入れに使用されます。

CDB
カタログ データベース  (Catalog Database) の
略。 CDB は、 IDB のう ち、 バッ クアップ、 オ

ブジェク ト  コピー、 復元、 メディア管理セッ

シ ョ ンおよびバッ クアップしたデータに関す
る情報を格納する部分。 選択したロギング レ
ベルによっては、 ファ イル名とファ イル バー

ジ ョ ンも格納されます。 CDB は、 常にセルに

対してローカルとな り ます。
MMDB も参照。

CDF ファイル

(UNIX 固有の用語 )
Context Dependent File ( コンテキス ト依存

ファイル ) の略。 CDF ファ イルは、 同じパス

名でグループ化された複数のファイルからな
るファ イルです。 通常、 プロセスのコンテキ
ス トに基づいて、 これらのファ イルのいずれ
かがシステムによって選択されます。 このメ
カニズムによ り、 ク ラスタ内のすべてホス ト
から同じパス名を使って、 マシンに依存する
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実行可能ファイル、 システム データ、 および

デバイス  ファ イルを正し く動作させるこ とが

できます。 

Cell Manager
セル内のメ イン システム。 Data Protector の

運用に不可欠なソフ ト ウェアがインス トール
され、 すべてのバッ クアップおよび復元作業
がこ こから管理されます。 管理タスク用の
GUI は、 異なるシステムにインス トールでき

ます。 各セルは、 1 つの Cell Manager システ

ムによって管理されます。

CMMDB
Data Protector の CMMDB (Centralized 
Media Management Database: メディア集中

管理データベース ) は、 MoM セル内で、 複数

セルの MMDB をマージするこ とによ り生成

されます。 この機能を使用するこ とで、 MoM
環境内の複数のセルの間でハイエンド  デバイ

スやメディアを共有するこ とが可能になり ま
す。 いずれかのセルからロボティ クスを使用
して、 他のセルに接続されているデバイスを
制御するこ と もできます。
CMMDB は MoM Manager 上に置く必要があ

り ます。 MoM セルとその他の Data Protector
セルの間には、 できるだけ信頼性の高いネッ
ト ワーク接続を用意してください。
MoM も参照。

COM+ 登録データベース

(Windows 固有の用語 )
COM+ 登録データベース と Windows レジス

ト リには、 COM+ アプリ ケーシ ョ ンの属性、

ク ラスの属性、 およびコンピュータ  レベルの

属性が格納されます。 これによ り、 これらの
属性間の整合性を確保でき、 これらの属性を
共通の方法で操作できます。

Command View (CV) EVA

(HP StorageWorks EVA 固有の用語 )
HP StorageWorks EVA ス ト レージ システム

を構成、 管理、 モニターするためのユーザー 
インタフェース。 さまざまなス ト レージ管理
作業を行うために使用されます。 たとえば、
仮想ディ スクファ ミ リの作成、 ス ト レージ シ
ステム ハードウェアの管理、 仮想ディ スクの

スナップク ローンやスナップシ ョ ッ トの作成
などに使用されます。 Command View EVA
ソフ ト ウェアは HP OpenView Storage マネ

ジメン ト  アプライアンス上で動作し、 Web ブ

ラウザからアクセスできます。
HP StorageWorks EVA SMI-S Agent も参

照。

CRS
Data Protector Cell Manager 上で実行され

る、 Cell Request Server のプロセス  ( サービ

ス )。 バッ クアップ セッシ ョ ンと復元セッ

シ ョ ンを開始および制御します。 このサービ
スは、 Data Protector が Cell Manager 上に

インス トールされる とすぐに開始されます。
CRS は、 UNIX システムでは root アカウン ト

で実行されます。 Windows では、 いかなるア

カウン トでも実行できます。 デフォルトでは、
インス トール時に使用したユーザー アカウン

トで実行されます。

CSM
Data Protector コピーおよび集約セッシ ョ ン 
マネージャ (Copy and Consolidation Session 
Manager) の略。 このプロセスは、 オブジェ

ク ト  コピー セッシ ョ ンとオブジェク ト集約

セッシ ョ ンを制御し、 Cell Manager システム

上で動作します。

Data Protector イベン ト  ログ

イベン ト  ログには、 Data Protector 関連のす

べての通知が書き込まれます。 デフォルトの
送信方法では、 すべての通知がイベン ト  ログ

に送信されます。
イベン トは、 Cell Manager の
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<Data_Protector_home>¥log¥server¥Ob

2EventLog.txt ファ イルに記録されます。 こ

のイベン ト  ログにアクセスできる Data 
Protector ユーザーは、 Adminユーザー グ
ループに所属しているか、 または 「レポート
と通知」 のユーザー権限が付与されている
Data Protector ユーザーだけです。 イベン ト  
ログに書き込まれているイベン トは、 いずれ
も表示と削除が可能です。

Data Protector ユーザー アカウン ト

Data Protector およびバッ クアップ データに

対する無許可のアクセスを制限するために、
Data Protector ユーザーと して許可を受けた

ユーザーにしか Data Protector を使用できな

いよ うになっています。 Data Protector 管理

者がこのアカウン ト を作成する と きには、
ユーザー ログオン名、 ユーザーのログオン元

と して有効なシステム、 および Data 
Protector ユーザー グループのメンバーシッ

プを指定します。 ユーザーが Data Protector
のユーザー インタフェースを起動するか、 ま

たは特定のタスクを実行する と きには、 この
アカウン トが必ずチェッ ク されます。

Data Replication (DR) グループ

(HP StorageWorks EVA 固有の用語 )
EVA 仮想ディ スクの論理グループ。 共通の性

質を持ち、 同じ CA EVA ログを共有していれ

ば、 大 8 組のコピー セッ ト を含めるこ とが

できます。
コピー セッ ト も参照。

Dbobject
(Informix Server 固有の用語 )
Informix Server の物理的なデータベース  オ
ブジェク ト 。 blobspace、 dbspace、 または論

理ログ ファ イルなどがそれにあたり ます。

DCBF

DCBF (Detail Catalog Binary Files: 詳細カタ

ログ バイナリ  ファ イル ) ディ レク ト リは、

IDB の一部です。 IDB の約 80% を占める

ファ イル バージ ョ ンと属性に関する情報を格

納します。 バッ クアップに使用される Data 
Protector メディアごとに 1 つの DC バイナリ  
ファ イルが作成されます。

DC ディ レク ト リ

詳細カタログ (DC) ディレク ト リは、 詳細カタ

ログ バイナリ  ファ イル (DCBF) で構成されて

おり、 そのファ イルの中にはファイル バー

ジ ョ ンについての情報が保管されています。
これは、 IDB の DCBF 部分を表し、 IDB 全体

の約 80% の容量を占めます。 デフォルトの

DC ディレク ト リは、 dcbfディ レク ト リ と呼

ばれ、 <Data_Protector_home>¥db40ディ

レク ト リ  (Windows 用 Cell Manager の場合 ) 
または /var/opt/omni/server/db40ディレ

ク ト リ  (UNIX 用 Cell Manager の場合 ) に配

置されています。 他の DC ディ レク ト リ を作

成して、 適切な場所に置く こ とができます。 1
つのセルでサポート される DC ディレク ト リ

は 10 個までです。 DC ディ レク ト リのデフォ

ルト 大サイズは 4GB です。

DHCP サーバ
Dynamic Host Configuration Protocol 
(DHCP) を通じて、 DHCP ク ライアン トに IP
アド レスの動的割り当て機能とネッ ト ワーク
の動的構成機能を提供するシステム。

Disk Agent
ク ラ イアン トのバッ クアップと復元を実行す
るためにク ライアン ト  システム上にインス

トールする必要があるコンポーネン トの 1 つ。

Disk Agent は、 ディ スクに対するデータの読

み書きを制御します。 バッ クアップ セッシ ョ

ン中には、 Disk Agent がディ スクからデータ

を読み取って、 Media Agent に送信してデー
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タをデバイスに移動させます。 復元セッシ ョ
ン中には、 Disk Agent が Media Agent から

データを受信して、 ディ スクに書き込みます。 

Disk Agent の同時処理数

1 つの Media Agent に対して同時にデータを

送信できる  Disk Agent の数。 

DMZ
DMZ (Demilitarized Zone) は、 企業のプライ

ベート  ネッ ト ワーク  ( イン ト ラネッ ト ) と外

部のパブリ ッ ク  ネッ ト ワーク  ( インターネッ

ト ) の間に 「中立地帯」 と して挿入された

ネッ ト ワークです。 DMZ によ り、 外部のユー

ザーが企業のイン ト ラネッ ト内のサーバに直
接アクセスするこ とを防ぐこ とができます。 

DNS サーバ

DNS ク ラ イアン ト  サーバ モデルでは、 DNS
サーバにインターネッ ト全体で名前解決を行
うのに必要な DNS データベースに含まれて

いる情報の一部を保持します。 DNS サーバ

は、 このデータベースを使用して名前解決を
要求するク ライアン トに対してコンピュータ
名を提供します。

DR OS
障害復旧オペレーティング システムとは、 障

害復旧を実行するためのオペレーティング シ
ステム環境です。 Data Protector に対して基

本的な実行時環境 ( ディ スク、 ネッ ト ワーク、

テープ、 およびファイルシステムへのアクセ
ス ) を提供します。 Data Protector 障害復旧

を実行する前に、 DR OS をインス トールおよ

び構成しておく必要があ り ます。 DR OS は、

Data Protector 障害復旧プロセスのホス ト と

して機能するだけでなく、 復元後のシステム
の一部にもな り ます。 その場合、 DR OS の構

成データは元の構成データに置き換わり ます。

DR イ メージ

一時障害復旧オペレーティング システム (DR 
OS) のインス トールおよび構成に必要なデー

タ。

EMC Symmetrix Agent (SYMA)
(EMC Symmetrix 固有の用語 )
Symmetrix Agent (SYMA) を参照。

FC ブリ ッジ

Fibre Channel ブリ ッジを参照。

Fibre Channel
Fibre Channel は、 高速のコンピュータ相互

接続に関する ANSI 標準です。 光ケーブルま

たは銅線ケーブルを使って、 大容量データ  
ファ イルを高速で双方向送信でき、 数 km 離

れたサイ ト間を接続できます。
Fibre Channel は、 ノード間を 3 種類の物理

トポロジー ( ポイン ト  ト ゥ  ポイン ト、 ルー

プ、 スイ ッチ式 ) で接続できます。

Fibre Channel ブリ ッジ

Fibre Channel ブリ ッジ ( マルチプレクサ ) 
は、 RAID アレイ、 ソ リ ッ ド  ステート  ディ ス

ク  (SSD)、 テープ ラ イブラ リ などの既存のパ

ラレル SCSI デバイスを Fibre Channel 環境

に移行できるよ うにします。 ブ リ ッジ ( マル

チプレクサ ) の片側には Fibre Channel イン

タフェースがあ り、 その反対側にはパラレル
SCSI ポートがあ り ます。 このブリ ッジ ( マル

チプレクサ ) を通じて、 SCSI パケッ ト を

Fibre Channel とパラレル SCSI デバイスの

間で移動するこ とができます。

fnames.dat
IDB の fnames.dat ファ イルには、 バッ ク

アップしたファ イルの名前に関する情報が格
納されます。 一般に、 ファ イル名が保存され
ている場合、 それらのファイルは IDB の 20%
を占めます。

GUI
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Data Protector には、 各種プラ ッ ト フォーム 
(HP-UX、 Solaris、 Windows) に対応したグラ

フ ィカル ユーザー インタフェース  (GUI) が用

意されており、 すべての構成タスク、 管理タ
スクおよび処理タスクに容易にアクセスでき
ます。

Holidays ファイル

休日に関する情報を格納するファ イル。 この
ファ イルを通じて、 休日の設定を変更できま
す。 Holidays ファ イルのパスは、

/etc/opt/omni/server/Holidays (UNIX
用 Cell Manager の場合 ) または

<Data_Protector_home>¥Config¥Server

¥holidays (Windows 用 Cell Manager の場

合 ) です。

HP ITO
OVO を参照。

HP OpC
OVO を参照。

HP OpenView SMART Plug-In (SPI)
ド メ イン監視機能を強化する完全に統合され
たソ リ ューシ ョ ンで、 HP OpenView 
Operations に追加するだけですぐに使えま

す。 HP OpenView SMART Plug-In と して実

装される Data Protector 用統合ソフ ト ウェア

を使用して、 ユーザーは HP OpenView 
Operations (OVO) の拡張機能と して任意の数

の Data Protector Cell Manager を監視でき

ます。

HP OVO
OVO を参照。

HP StorageWorks Disk Array XP LDEV
HP StorageWorks Disk Array XP の物理ディ

スクの論理パーティシ ョ ン。 LDEV は、

Continuous Access XP (CA) 構成および

Business Copy XP (BC) 構成で複製するこ と

ができるエンティティで、 スタンドアロンの
エンティティ と しても使用できます。
BC (HP StorageWorks Disk Array XP 固有の

用語 )、CA (HP StorageWorks Disk Array XP 
固有の用語 )、 および複製も参照。

HP StorageWorks EVA SMI-S Agent
Data Protector のソフ ト ウェア モジュール。 
HP StorageWorks Enterprise Virtual Array
用統合ソフ ト ウェアに必要なタスクをすべて
実行します。 EVA SMI-S Agent を使用する

と、 受信した要求と CV EVA 間のやり取り を

制御する HP StorageWorks SMI-S EVA プロ

バイダを通じてアレイを制御できます。
Command View (CV) EVA、 および HP 
StorageWorks SMI-S EVA プロバイダも参

照。

HP StorageWorks SMI-S EVA プロバイダ
HP StorageWorks Enterprise Virtual Array
を制御するために使用されるインタフェース。
SMI-S EVA プロバイダは HP OpenView ス ト

レージ マネジメン ト  アプライアンス  システ

ム上で個別のサービス と して動作し、 受信し
た要求と Command View EVA 間のゲート

ウェイ と して機能します。Data Protector HP 
StorageWorks EVA 用統合ソフ ト ウェアでは、

SMI-S EVA プロバイダは EVA SMI-S Agent
から標準化された要求を受け入れ、
Command View EVA とやり取り して情報ま

たは方法を呼び出し、 標準化された応答を返
します。
HP StorageWorks EVA SMI-S Agent およ

び Command View (CV) EVA も参照。

HP StorageWorks Virtual Array LUN
HP StorageWorks Virtual Array 内の物理

ディ スクの論理パーティシ ョ ン。 LUN は HP 
StorageWorks Business Copy VA 構成で複製

するこ とができるエンティティで、 スタンド
アロンのエンティティ と しても使用できます。
BC VA および複製も参照。
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HP VPO
OVO を参照。

ICDA
(EMC Symmetrix 固有の用語 )
EMC's Symmetrix の統合キャッシュ  ディ ス

ク  アレイ  (ICDA) は、 複数の物理ディ スク、

複数の FWD SCSI チャネル、内部キャ ッシュ  
メモ リ、 およびマイク ロコード と呼ばれる制
御 / 診断ソフ ト ウェアを備えたディ スク  アレ

イ  デバイスです。

IDB
Data Protector 内部データベースは、 Cell 
Manager 上に維持される埋込み型データベー

スです。 どのデータがどのメディアにバッ ク
アップされるか、 バッ クアップ セッシ ョ ンと

復元セッシ ョ ンがどのよ うに実行されるか、
さ らに、 どのデバイス上やライブラ リ上に構
成されているかについての情報が格納されま
す。

IDB 復旧ファイル

IDB バッ クアップ、 メディア、 バッ クアップ

用デバイスに関する情報を含む IDB ファ イル

(obrindex.dat) 。 この情報によ り、 IDB の復

旧を大幅に簡素化できます。 IDB ト ランザク

シ ョ ン ログと共にこのファイルを他の IDB
ディレク ト リ とは別の物理ディ スクに移動し、
さ らにこのファ イルのコピーを作成するこ と
をお勧めします。

Inet
Data Protector セル内の各 UNIX システムま

たは Windows システム上で動作するプロセ

ス。 このプロセスは、 セル内のシステム間の
通信と、 バッ クアップおよび復元に必要なそ
の他のプロセスの起動を受け持ちます。 シス
テムに Data Protector をインス トールする

と、 Inet サービスが即座に起動されます。

Inet プロセスは、 inetd デーモンによ り開始

されます。

Informix Server
(Informix Server 固有の用語 )
Informix Dynamic Server のこ とです。

Informix Server 用の CMD スクリプ ト

(Informix Server 固有の用語 ) 
Informix Server データベースの構成時に

INFORMIXDIR 内に作成される Windows 
CMD スク リプ ト。 環境変数を Informix 
Server にエクスポートするコマンド一式が含

まれています。

Internet Information Server (IIS)
(Windows 固有の用語 )
Microsoft Internet Information Server は、

ネッ ト ワーク用ファイル / アプリ ケーシ ョ ン 
サーバで、 複数のプロ ト コルをサポート して
います。 IIS では、 主に、 HTTP (Hypertext 
Transport Protocol) によ り HTML 
(Hypertext Markup Language) ページと して

情報が転送されます。

IP アドレス

IP ( インターネッ ト  プロ ト コル ) アドレスは、

ネッ ト ワーク上のシステムを一意に識別する
アドレスで、 数字で表されます。 IP アドレス

は、 ピ リオド  ( ド ッ ト ) で区切られた 4 組の

数字からな り ます。

ISQL
(Sybase 固有の用語 )
Sybase のユーティ リ ティの 1 つ。 Sybase 
SQL Server に対してシステム管理作業を実行

できます。

ITO
OVO を参照。

keychain
 秘密キーを復号化する際、 手動でパスフレー

ズを入力する手間を省く ツール。 セキュア 
シェルを使用して リモート  インス トールを実
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行する場合、 このツールをインス トール サー

バにインス トールして構成する必要があ り ま
す。

LBO
(EMC Symmetrix 固有の用語 )
Logical Backup Object ( 論理バッ クアップ オ
ブジェク ト ) の略。 LBO は、 EMC 
Symmetrix/Fastrax 環境内で保存 / 取得され

るデータ  オブジェク トです。 LBO は EMC 
Symmetrix によって 1 つのエンティティ と し

て保存 / 取得され、 部分的には復元できませ

ん。

LISTENER.ORA
(Oracle 固有の用語 )
Oracle の構成ファイルの 1 つ。 サーバ上の 1
つまたは複数の TNS リ スナを定義します。

log_full シェル スクリプ ト

(Informix Server UNIX 固有の用語 )
ON-Bar に用意されているスク リプ トの 1 つ

で、 Informix Server で logfull イベン ト警告

が発行された際に、 論理ログ ファ イルのバッ

クアップを開始するために使用できます。
Informix Server の ALARMPROGRAM 構成

パラ メータは、 デフォルトで、
<INFORMIXDIR>/etc/log_full.shに設定さ

れます。 こ こで、 <INFORMIXDIR>は、

Informix Server ホーム ディレク ト リです。

論理ログ ファ イルを継続的にバッ クアップし

た くない場合は、 ALARMPROGRAM 構成パ

ラ メータを <INFORMIXDIR>/etc/no_log.sh

に設定してください。

Lotus C API
(Lotus Domino Server 固有の用語 )
Lotus Domino Server と Data Protector など

のバッ クアップ ソ リ ューシ ョ ンの間でバッ ク

アップ情報および復元情報を交換するための
インタフェース。

LVM
LVM (Logical Volume Manager: 論理ボ

リ ューム マネージャ ) は、 HP-UX システム上

で物理ディ スク  スペースを構造化し、 論理ボ

リ ュームにマッピングするためのサブシステ
ムです。 LVM システムは、 複数のボ リ ューム 
グループで構成されます。 各ボ リ ューム グ
ループには、 複数のボ リ ュームが含まれます。

Main Control Unit (MCU)
(HP StorageWorks Disk Array XP 固有の用

語 )
Continuous Access 構成用のプライマ リ  ボ
リ ュームを含み、 マスター デバイス と しての

役割を果たす HP StorageWorks XP ディ スク  
アレイ。
BC(HP StorageWorks Disk Array XP 固有の

用語 )、CA (HP StorageWorks Disk Array XP
固有の用語 ) および HP StorageWorks 
Disk Array XP LDEV も参照。 

Manager-of-Managers (MoM)
エンタープライズ Cell Manager を参照。

MAPI
(MS Exchange 固有の用語 )
MAPI (Messaging Application Programming 
Interface) は、 アプリ ケーシ ョ ンおよびメ ッ

セージング ク ラ イアン トがメ ッセージング シ
ステムおよび情報システムと対話するための
プログラ ミ ング インタフェースです。

Media Agent
デバイスに対する読み込み / 書き込みを制御

するプロセス。 制御対象のデバイスはテープ
などのメディアに対して読み込み / 書き込み

を行います。 バッ クアップ セッシ ョ ン中、

Media Agent は Disk Agent からデータを受

信し、 デバイスに送信します。 データを受信
したデバイスはメディアに書き込みます。
Media Agent は、 ライブラ リのロボティ クス

制御も管理します。
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MFS
Migrating Filesystem の略。 MFS は、

HP-UX 11.00 において、 移行能力を持つ標準

的な JFS ファ イルシステムを実現します。

MFS は、 標準ファ イルシステム インタ

フェース  (DMAPI) 経由でアクセスでき、 通常

の HP-UX ファ イルシステムと同様にディレ

ク ト リにマウン ト されます。 MFS では、 スー

パーブロッ ク、
i ノード情報、 および " 拡張属性 " 情報のみが

ハードディ スク上に永続的に保持され、 これ
らが移動されるこ とはあ り ません。
VBFS も参照。 

Microsoft Exchange Server
多様な通信システムへの透過的接続を提供す
るク ライアン ト / サーバ型のメ ッセージング /
ワークグループ システム。 電子メール システ

ムの他、 個人とグループのスケジュール、 オ
ンライン フォーム、 ワークフロー自動化ツー

ルなどをユーザーに提供します。 また、 開発
者に対しては、 情報共有およびメ ッセージン
グ サービス用のカスタム アプ リ ケーシ ョ ン開

発プラ ッ ト フォームを提供します。

Microsoft SQL Server 
分散型ク ライアン ト / サーバ コンピューティ

ングのニーズを満たすよ うに設計されたデー
タベース管理システム。

Microsoft Volume Shadow Copy Service 
(VSS)
VSS 対応アプリ ケーシ ョ ンのバッ クアップと

復元をそのアプリ ケーシ ョ ンの機能に関係な
く統合管理する統一通信インタフェースを提
供するソフ ト ウェア サービスです。 このサー

ビスは、 バッ クアップ アプリ ケーシ ョ ン、 ラ

イター、 シャ ド ウ  コピー プロバイダ、 および

オペレーティング システム カーネルと連携し

て、 ボ リ ューム シャ ド ウ  コピーおよびシャ ド

ウ  コピー セッ トの管理を実現します。

シャ ドウ コピー、 シャ ドウ コピー プロバイ

ダ、 ライターも参照。

Microsoft 管理コンソール (MMC)
(Windows 固有の用語 ) 
Windows 環境における管理モデル。 シンプル

で一貫した統合型管理ユーザー インタフェー

スを提供します。 同じ GUI を通じて、 さまざ

まな MMC 対応アプリ ケーシ ョ ンを管理でき

ます。 

MMD
Media Management Daemon ( メディア管理

デーモン ) の略。 MMD プロセス  ( サービス ) 
は、 Data Protector Cell Manager 上で稼動

し、 メディア管理操作およびデバイス操作を
制御します。 このプロセスは、 Data 
Protector を Cell Manager にインス トールし

たと きに開始されます。

MMDB
Media Management Database ( メディア管理

データベース ) の略。 MMDB は、 IDB の一部

です。 セル内で構成されている メディア、 メ
ディア プール、 デバイス、 ラ イブラ リ、 ラ イ

ブラ リ  デバイス、 スロ ッ トに関する情報と、

バッ クアップに使用されている Data 
Protector メディアに関する情報を格納しま

す。 エンタープライズ バッ クアップ環境で

は、 データベースをすべてのセル間で共有で
きます。
CMMDB および CDB も参照。 

MoM
複数のセルをグループ化して、 1 つのセルか

ら集中管理するこ とができます。 集中管理用
のセルが、 MoM(Manager-of-Managers) ク ラ

イアン トです。 MoM を通じて、 複数のセルを

一元的に構成および管理できます。

MSM
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Media Session Manager ( メディア セッシ ョ

ン マネージャ ) の略。 MSM は、 Cell 
Manager 上で稼動し、 メディア セッシ ョ ン (
メディアのコピーなど ) を制御します。

MU 番号

(HP StorageWorks Disk Array XP 固有の用

語 )
MU 番号は、 Mirror Unit Number ( ミ ラー ユ
ニッ ト番号 ) の略語。 ファース ト  レベル ミ
ラーを示すために使う整数 (0、 1 または 2) で
す。
ファース ト  レベル ミ ラーも参照。

obdrindex.dat
IDB 復旧ファイルを参照。

OBDR 対応デバイス

ブート可能ディ スクを装填した CD-ROM ド

ライブをエミ ュレートできるデバイス。 バッ
クアップ デバイス と してだけでなく、 障害復

旧用のブート  デバイス と しても使用可能で

す。

OmniStorage
透過的な移行を可能にするソフ ト ウェア。 使
用頻度の高いデータをハード  ディ スク上に残

したまま使用頻度の低いデータを光磁気ライ
ブラ リに移動します。 HP OmniStorage は、

HP-UX システム上で動作します。

ON-Bar
(Informix Server 固有の用語 )
Informix Server のためのバッ クアップと復元

のシステム。 ON-Bar によ り、 Informix 
Server データのコピーを作成し、 後でその

データを復元するこ とが可能になり ます。
ON-Bar のバッ クアップと復元のシステムに

は、 以下のコンポーネン トが含まれます。

• onbar コマンド

• バッ クアップ ソ リ ューシ ョ ンと しての
Data Protector

• XBSA インタフェース

• ON-Bar カタログ テーブル。 これは、

dbobject をバッ クアップし、 複数のバッ

クアップを通して dbobject のインスタン

スを ト ラ ッキングするために使われます。

ONCONFIG
(Informix Server 固有の用語 )
アクティブな ONCONFIG 構成ファイルの名

前を指定する環境変数。 ONCONFIG 環境変

数が存在しない場合、 Informix Server が 
<INFORMIXDIR>¥etc (Windows の場合 )、 ま

たは <INFORMIXDIR>/etc/ (UNIX の場合 ) 
ディ レク ト リの ONCONFIG ファ イルにある

構成値を使います。

OpC
OVO を参照。

OpenSSH
さまざまな認証方式と暗号化方式を採用する
こ とによ り、 リモート  マシンへの安全なアク

セスを提供するネッ ト ワーク接続ツールの
セッ ト。 セキュア シェルを使用して リモート  
インス トールを実行する場合、 インス トール 
サーバと ク ラ イアン トにこれをインス トール
して構成する必要があ り ます。

Oracle Data Guard
(Oracle 固有の用語 ) 
Oracle Data Guard は Oracle の主要な障害復

旧ソ リ ューシ ョ ンです。 プロダクシ ョ ン ( 一
次 ) データベースのリ アルタイム コピーであ

るスタンバイ  データベースを 大 9 個まで保

持するこ とによ り、 破損、 データ障害、 人為
ミ ス、 および災害からの保護を提供します。
プロダクシ ョ ン ( 一次 ) データベースに障害が

発生する と、 フェイルオーバーによ り スタン
バイ  データベースの 1 つを新しい一次データ

ベースにするこ とができます。 また、 プロダ
クシ ョ ン処理を現在の一次データベースから
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スタンバイ  データベースに迅速に切り替えた

り、 元に戻したりできるため、 保守作業のた
めの計画ダウンタイムを縮小するこ とができ
ます。

ORACLE_SID
(Oracle 固有の用語 )
Oracle Server インスタンスの一意な名前。 別

の Oracle Server に切り替えるには、 目的の

<ORACLE_SID> を指定します。 <ORACLE_SID>

は、 TNSNAMES.ORA ファ イル内の接続記述子

の CONNECT DATA 部分と LISTENER.ORA

ファ イル内の TNS リ スナの定義に含まれてい

ます。

Oracle インスタンス

(Oracle 固有の用語 )
1 つまたは複数のシステムにインス トールさ

れた個々の Oracle データベース。 1 つのコン

ピュータ  システム上で、 複数のデータベース  
インスタンスを同時に稼動させるこ とができ
ます。

Oracle ターゲッ ト  データベースへのログイン

情報
(Oracle および SAP R/3 固有の用語 )
ログイン情報の形式は、
<user_name>/<password>@<service>です。

• <user_name>は、 Oracle Server および

その他のユーザーに対して公開される
ユーザー名です。 ユーザー名には必ずパ
スワードが関連付けられます。 各ユー
ザーが Oracle ターゲッ ト  データベースに

接続するには、 ユーザー名とパスワード
の両方を入力しなければなり ません。 こ
のユーザーは Oracle SYSDBA 権限また

は SYSOPER 権限を持っている必要があ

り ます。

• <password>は、 Oracle パスワード  ファ

イル (orapwd) に指定されているパスワー

ドに一致する必要があ り ます。 これは、
データベース管理を行うユーザーの認証
に使用されるファ イルです。

• <service>は、 ターゲッ ト  データベース

の SQL*Net サーバ プロセスを識別する

名前です。

OVO
HP ネッ ト ワーク内の多数のシステムとアプ

リ ケーシ ョ ンの運用管理を強力な機能でサ
ポートする OpenView Operations for Unix の

略称。 Data Protector には、 この管理製品を

使用するための統合ソフ ト ウェアが用意され
ています。 この統合ソフ ト ウェアは、 HP-UX
および Solaris 上の OVO 管理サーバ用の

SMART Plug-In と して実装されています。 以

前のバージ ョ ンの OVO は、 IT/Operation、
Operations Center、 および Vantage Point 
Operations と呼ばれていました。

マージも参照。 

P1S ファイル

P1S ファ イルには、 システムにインス トール

されているすべてのディ スクを高度な自動障
害復旧 (EADR) 中にどのよ うにフォーマッ ト

するかに関する情報が格納されます。 この
ファ イルはフル バッ クアップ中に作成され、

バッ クアップ メディアと Cell Manager に

recovery.p1s という ファ イル名で保存されま

す。 保存場所は、
<Data_Protector_home>¥Config¥Server

¥dr¥p1sディ レク ト リ  (Windows 用 Cell 
Manager の場合 ) または

/etc/opt/omni/server/dr/p1sディ レク ト

リ  (UNIX 用 Cell Manager の場合 ) です。

RAID
Redundant Array of Inexpensive Disks の略。
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RAID Manager XP 
(HP StorageWorks Disk Array XP 固有の用

語 )
RAID Manager XP アプ リケーシ ョ ンには、

CA アプリ ケーシ ョ ンおよび BC アプリ ケー

シ ョ ンのステータスを報告 / 制御するコマン

ドが豊富に用意されています。 これらのコマ
ンドは、 RAID Manager インスタンスを通じ

て、 StorageWorks Disk Array XP Disk 
Control Unit と通信します。 このインスタン

スは、 コマンドを一連の低レベル SCSI コマ

ンドに変換します。

RAID Manager ライブラリ

(HP StorageWorks Disk Array XP 固有の用

語 )
Solaris システム上の Data Protector では、

RAID Manager ラ イブラ リ を内部的に使用し

て、 HP StorageWorks Disk Array XP の構成

データ、 ステータス  データ、 およびパフォー

マンス  データにアクセスします。 さ らに、 一

連の低レベル SCSI コマンドに変換される関

数呼び出しを通じて、 StorageWorks Disk 
Array XP の主要な機能にアクセスします。

raw ディスクのバックアップ

ディスク  イ メージのバックアップを参照。

RCU
(HP StorageWorks 固有の用語 )
Remote Control Unit (RCU) は、 CA 構成の

中で MCU (Main Contol Unit) のスレーブと

しての役割を果たします。 双方向の構成の中
では、 RCU は MCU と しての役割を果たしま

す。

RDBMS
Relational Database Management System (
リ レーシ ョナル データベース管理システム ) 
の略。

RDF1/RDF2

(EMC Symmetrix 固有の用語 )
SRDF デバイス  グループの一種。 RDF グ
ループには RDF デバイスだけを割り当てるこ

とができます。 RDF1 グループ タイプには

ソース  デバイス  (R1) が格納され、 RDF2 グ
ループ タイプにはターゲッ ト  デバイス  (R2) 
が格納されます。

RDS
Raima Database Server の略。 RDS ( サービ

ス ) は、 Data Protector の Cell Manager 上で

稼動し、 IDB を管理します。 このプロセスは、

Data Protector を Cell Manager にインス

トールしたと きに開始されます。

RecoveryInfo
Windows 構成ファイルのバッ クアップ時、

Data Protector は、 現在のシステム構成に関

する情報 ( ディ スク  レイアウ ト、 ボ リ ューム、

およびネッ ト ワークの構成に関する情報 ) を
収集します。 この情報は、 障害復旧時に必要
になり ます。

Recovery Manager (RMAN)
(Oracle 固有の用語 )
Oracle コマンド行インタフェース。 これによ

り、 Oracle Server プロセスに接続されている

データベースをバッ クアップ、 復元、 および
復旧するための指示が Oracle Server プロセ

スに出されます。 RMAN では、 バッ クアップ

についての情報を格納するために、 リ カバリ  
カタログまたは制御ファイルのいずれかが使
用されます。 この情報は、 後の復元セッシ ョ
ンで使う こ とができます。

REDO ログ

(Oracle 固有の用語 )
各 Oracle データベースには、 複数の REDO 
ログ ファ イルがあ り ます。 データベース用の 
REDO ログ ファ イルのセッ ト をデータベース
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の REDO ログと呼びます。 Oracle では、

REDO ログを使ってデータに対するすべての

変更を記録します。

Remote Control Unit
(HP StorageWorks Disk Array XP 固有の用

語 )
Remote Control Unit (RCU) は、 CA 構成の

中で MCU (Main Contol Unit) のスレーブと

しての役割を果たします。 双方向の構成の中
では、 RCU は MCU と しての役割を果たしま

す。

RMAN

(Oracle 固有の用語 )
Recovery Manager を参照。

RSM
Data Protector Restore Session Manager の

略。 復元セッシ ョ ンを制御します。 このプロ
セスは、 常に Cell Manager システム上で稼

動します。

RSM
(Windows 固有の用語 )
Removable Storage Manager の略。 RSM は、

アプ リ ケーシ ョ ン、 ロボティ クス  チェン

ジャ、 およびメディア ラ イブラ リの間の通信

を効率化する メディア管理サービスを提供し
ます。 これによ り、 複数のアプ リ ケーシ ョ ン
がローカル ロボティ クス  メディア ラ イブラ

リ とテープまたはディ スク  ド ラ イブを共有で

き、 リ ムーバブル メディアを管理できます。

SAPDBA
(SAP R/3 固有の用語 )
BRBACKUP ツール、 BRARCHIVE ツール、

BRRESTORE ツールを統合した SAP R/3
ユーザー インタフェース。

SIBF

サーバレス統合バイナリ  ファ イル (SIBF) は、

IDB のうち、 NDMP の raw メ タデータが格

納される部分です。 これらのデータは、
NDMP オブジェク トの復元に必要です。

SMB
スプリ ッ ト  ミ ラー バックアップを参照。

SMBF
セッシ ョ ン メ ッセージ バイナリ  ファ イル

(SMBF) は、 IDB のうち、 バッ クアップ、 復

元、 オブジェク ト  コピー、 オブジェク ト集

約、 およびメディア管理のセッシ ョ ン中に生
成されたセッシ ョ ン メ ッセージが格納される

部分です。 セッシ ョ ンごとに 1 つのバイナリ  
ファ イルが作成されます。 バイナリ  ファ イル

は、 年と月に基づいて分類されます。

sqlhosts ファイル

(Informix Server 固有の用語 )
Informix Server の接続情報ファイル (UNIX)
またはレジス ト リ (Windows)。 各データベー

ス  サーバの名前の他、 ホス ト  コンピュータ上

のク ライアン トが接続できるエイ リ アスが格
納されます。

SRDF
(EMC Symmetrix 固有の用語 )
EMC Symmetrix Remote Data Facility の略。

SRDF は、 異なる位置にある複数の処理環境

の間での効率的な リアルタイム データ複製を

実現する Business Continuation プロセスで

す。 同じルート  コンピュータ環境内だけでは

なく、 互いに遠距離にある環境も対象とな り
ます。

SRD ファイル

SRD (System Recovery Data: システム復旧

データ ) ファ イルには、 障害発生時にオペ

レーティング システムをインス トールおよび

構成するために必要なシステム情報が含まれ
ています。 SRD ファ イルは ASCII ファ イル
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で、 CONFIGURATION バッ クアップが

Windows ク ラ イアン ト上で実行され Cell 
Manager に保存される時に生成されます。

SSE Agent
(HP StorageWorks Disk Array XP 固有の用

語 ) 
スプ リ ッ ト  ミ ラー バッ クアップの統合に必要

なタスクをすべて実行する Data Protector ソ

フ ト ウェア モジュール。 RAID Manager XP
ユーティ リ ティ  (HP-UX システムおよび

Windows システムの場合 ) または RAID 
Manager ラ イブラ リ  (Solaris システムの場

合 ) を使い、 HP StorageWorks Disk Array 
XP の保管システムと通信します。

sst.conf ファイル

/usr/kernel/drv/sst.conf ファ イルは、 マ

ルチド ライブ ラ イブラ リ  デバイスが接続され

ている Data Protector Sun Solaris ク ラ イア

ン トのそれぞれにインス トールされていなけ
ればならないファイルです。 このファ イルに
は、 ク ライアン トに接続されている各ライブ
ラ リ  デバイスのロボッ ト機構の SCSI アドレ

ス  エン ト リが記述されてなければなり ませ

ん。

st.conf ファイル

/kernel/drv/st.conf ファ イルは、 バッ ク

アップ デバイスが接続されている Data 
Protector Solaris ク ライアン トのそれぞれに

インス トールされていなければならないファ
イルです。 このファ イルには、 ク ライアン ト
に接続されている各バッ クアップ ド ラ イブの

デバイス情報と SCSI アドレスが記述されて

いなければなり ません。 シングルド ライブ デ
バイスについては単一の SCSI エン ト リが必

要で、 マルチド ライブ ラ イブラ リ  デバイスに

ついては複数の SCSI エン ト リが必要です。

StorageTek ACS ライブラリ

(StorageTek 固有の用語 )
ACS (Automated Cartridge System) は、 1 つ

のライブラ リ管理ユニッ ト  (LMU) と、 このユ

ニッ トに接続された 1 ～ 24 個のライブラ リ記

憶域モジュール (LSM) からなるライブラ リ  シ
ステム ( サイロ ) です。

Sybase Backup Server API
(Sybase 固有の用語 )
Sybase SQL Server と Data Protector などの

バッ クアップ ソ リ ューシ ョ ンの間でのバッ ク

アップ情報および復旧情報交換用に開発され
た業界標準インタフェース。

Sybase SQL Server
(Sybase 固有の用語 )
Sybase のク ライアン ト / サーバ アーキテク

チャにおけるサーバ。 Sybase SQL Server は、

複数のデータベース と複数のユーザーを管理
し、 ディ スク上のデータの実位置を追跡しま
す。 さ らに、 物理データ  ス ト レージ域に対す

る論理データ記述のマッピングを維持し、 メ
モ リ内のデータ  キャッシュ とプロシージャ  
キャ ッシュを維持します。

Symmetrix Agent (SYMA)
(EMC Symmetrix 固有の用語 )
EMC Symmetrix 環境でのバッ クアップ操作

と復元操作を可能にする Data Protector ソフ

ト ウェア モジュール。

System Backup to Tape
(Oracle 固有の用語 )
Oracle がバッ クアップ要求または復元要求を

発行したと きに正しいバッ クアップ デバイス

をロード、 ラベリ ング、 およびアンロードす
るために必要なアクシ ョ ンを処理する Oracle 
インタフェース。

SysVol
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(Windows 固有の用語 )
ド メ インのパブリ ッ ク  ファ イルのサーバ コ
ピーを保存する共有ディレク ト リで、 ド メ イ
ン内のすべてのド メ イン コン ト ローラ間で複

製されます。 

TimeFinder
(EMC Symmetrix 固有の用語 )
単一または複数の EMC Symmetrix 論理デバ

イス  (SLD) のインスタン ト  コピーを作成する

Business Continuation プロセス。 インスタ

ン ト  コピーは、 BCV と呼ばれる専用の事前構

成 SLD 上に作成され、 システムに対する別個

のプロセスを経由してアクセスできます。

TLU
Tape Library Unit ( テープ ラ イブラ リ  ユ
ニッ ト ) の略。

TNSNAMES.ORA
(Oracle および SAP R/3 固有の用語 )
サービス名にマッピングされた接続記述子を
格納するネッ ト ワーク構成ファイル。 この
ファ イルは、 1 か所で集中的に管理してすべ

てのク ライアン トで使用するこ と も、 また、
ローカルに管理して各クライアン トで個別に
使用するこ と もできます。

TSANDS.CFG ファイル

(Novell NetWare 固有の用語 )
バッ クアップを開始するコンテナの名前を指
定するファイル。 このファ イルはテキス ト  
ファ イルで、 TSANDS.NLMがロード される

サーバの SYS:SYSTEM¥TSAディ レク ト リにあ

り ます。

VBFS
(OmniStorage 固有の用語 )
VBFS (Very Big File System) とは、 HP-UX 
9.x 上の標準 HP-UX ファ イルシステムに対す

る拡張部分を指します。 VBFS は、 通常の

HP-UX ファ イルシステムと同様にディ レク ト

リにマウン ト されます。 VBFS では、 スー

パーブロッ ク、 i ノード情報、 および " 拡張属

性 " 情報のみがハードディ スク上に永続的に

保持され、 これらが移動されるこ とはあ り ま
せん。
MFS も参照。

Virtual Controller Software (VCS)
(HP StorageWorks EVA 固有の用語 )
HSV コン ト ローラを介した Command View 
EVA との通信など、 記憶システムの処理すべ

てを管理するファームウェア。
Command View (CV) EVA も参照。

VOLSER
(ADIC および STK 固有の用語 )
ボ リ ューム シ リ アル (VOLume SERial) 番号

は、 メディア上のラベルで、 大容量ライブラ
リ内の物理テープの識別に使用されます。
VOLSER は、 ADIC/GRAU デバイスおよび

StorageTek デバイス固有の命名規則です。

Volume Shadow Copy サービス

Microsoft Volume Shadow Copy Service
を参照。

VPO
OVO を参照。

VSS
Microsoft Volume Shadow Copy Service
を参照。

VxFS
Veritas Journal Filesystem の略。

VxVM (Veritas Volume Manager)
Veritas Volume Manager は、 Solaris プラ ッ

ト フォーム上でディ スク  スペースを管理する

ためのシステムです。 VxVM システムは、 論
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理ディ スク  グループに編成された 1 つまたは

複数の物理ボリ ュームの任意のグループから
な り ます。

Wake ONLAN
節電モードで動作しているシステムを同じ
LAN 上の他のシステムからのリモート操作に

よ り電源投入するためのサポート。

Web レポート

Data Protector の機能の 1 つ。 バッ クアップ 
ステータス と Data Protector 構成に関するレ

ポート を Web インタフェース経由で表示でき

ます。

Windows CONFIGURATION バックアップ

Data Protector では、 Windows 
CONFIGURATION ( 構成データ ) をバッ ク

アップできます。 Windows レジス ト リ、 ユー

ザー プロファ イル、 イベン ト  ログ、 WINS
サーバ データおよび DHCP サーバ データ  (
システム上で構成されている場合 ) を 1 回の

操作でバッ クアップできます。 

Windows レジスト リ  
オペレーティング システムやインス トールさ

れたアプリ ケーシ ョ ンの構成情報を保存する
ため、 Windows によ り使用される集中化され

たデータベース。

WINS サーバ

Windows ネッ ト ワークのコンピュータ名を

IP アドレスに解決する Windows インター

ネッ ト  ネーム サービス  ソフ ト ウェアを実行

しているシステム。 Data Protector では、

WINS サーバ データを Windows の構成デー

タの一部と してバッ クアップできます。

XBSA インタフェース

(Informix Server 固有の用語 )
ON-Bar と Data Protector の間の相互通信に

は、 X/Open Backup Services Application 
Programmer's Interface (XBSA) が使用され

ます。

XCopy エンジン

( ダイレク ト  バックアップ固有の用語 )
SCSI-3 のコピー コマンド。 SCSI ソース  アド

レスを持つス ト レージ デバイスから SCSI あ

て先アドレスを持つバッ クアップ デバイスに

データをコピーし、 ダイレク ト  バッ クアップ

を可能にします。 XCopy では、 ソース  デバイ

スからデータをブロ ッ ク  ( ディ スクの場合 ) ま
たはス ト リーム ( テープの場合 ) と してあて先

デバイスにコピーします。 これによ り、 デー
タをス ト レージ デバイスから読み込んであて

先デバイスに書き込むまでの一連の処理が、
制御サーバをバイパスして行われます。
ダイレク ト  バックアップも参照。

ZDB
ゼロ ダウンタイム バックアップ (ZDB) を参

照。

ZDB データベース

(ZDB 固有の用語 )
ソース  ボ リ ューム、 複製およびセキュ リ ティ

情報などの ZDB 関連情報を格納する IDB の

一部。 ZDB データベースは ZDB、 インスタ

ン ト  リ カバリ、 スプ リ ッ ト  ミ ラー復元に使用

されます。
ゼロ ダウンタイム バックアップ (ZDB) も参

照。

アーカイブ REDO ログ

(Oracle 固有の用語 )
オフライン REDO ログと も呼ばれます。

Oracle データベースが ARCHIVELOG モー

ドで動作している場合、 各オンライン REDO
ログが 大サイズまで書き込まれる と、 アー
カイブ先にコピーされます。 このコピーを
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アーカイブ REDO ログと呼びます。 各データ

ベースに対してアーカイブ REDO ログを作成

するかど うかを指定するには、 以下の 2 つの

モードのいずれかを指定します。

• ARCHIVELOG - 満杯になったオンライ

ン REDO ログ ファ イルは、 再利用される

前にアーカイブされます。 そのため、 イ
ンスタンスやディ スクにエラーが発生し
た場合に、 データベースを復旧するこ と
ができます。
「ホッ ト 」 バッ クアップを実行できるの
は、 データベースがこのモードで稼動し
ている と きだけです。

• NOARCHIVELOG - オンライン REDO
ログ ファ イルは、 満杯になってもアーカ

イブされません。

オンライン REDO ログも参照。

アーカイブ ロギング

(Lotus Domino Server 固有の用語 )
Lotus Domino Server のデータベース  モード

の 1 つ。 ト ランザクシ ョ ン ログ ファ イルが

バッ クアップされて始めて上書きされるモー
ドです。

アクセス権
ユーザー権限を参照。

アプリケーシ ョ ン エージェン ト

ク ラ イアン ト上でオンライン データベース統

合ソフ ト ウェアを復元およびバッ クアップす
るために必要なコンポーネン ト。
Disk Agent も参照。

アプリケーシ ョ ン システム

(ZDB 固有の用語 )
このシステム上でアプリ ケーシ ョ ンやデータ
ベースが実行されます。 アプリ ケーシ ョ ンま
たはデータベース  データは、 ソース  ボ リ ュー

ム上に格納されています。
バックアップ システムおよびソース ボリュー

ムも参照。

イベン ト  ログ

Windows 上で発生したすべてのイベン ト  
( サービスの停止 / 開始やユーザーのログオン

/ ログオフなど ) が記録されるファ イル。Data 
Protector では、 Windows 構成データ  バッ ク

アップの一部と して Windows イベン ト  ログ

をバッ クアップできます。

インスタン ト  リカバリ

(ZDB 固有の用語 )
ディ スクへの ZDB セッシ ョ ンまたはディ ス

ク / テープへの ZDB セッシ ョ ンで作成された

複製を使用して、 ソース  ボ リ ュームの内容を

複製が作成された時点の状態に復元するプロ
セスです。 これによ り、 テープからの復元を
行う必要がなくな り ます。 関連するアプリ
ケーシ ョ ンやデータベースによってはインス
タン ト  リ カバリだけで十分な場合もあれば、

完全に復旧するために ト ランザクシ ョ ン ログ 
ファ イルを適用するなどその他にも手順が必
要な場合もあ り ます。
複製、 ゼロ ダウンタイム バックアップ 
(ZDB)、 ディスクへの ZDB、 およびディスク

/ テープへの ZDB も参照。

インス トール サーバ

特定のアーキテクチャ用の Data Protector ソ

フ ト ウェア パッケージのレポジ ト リ を保持す

るコンピュータ  システム。 インス トール サー

バから Data Protector ク ラ イアン トの リモー

ト  インス トールが行われます。 混在環境で

は、 UNIX システム用と Windows システム用

の 2 台のインス トール サーバが 低限必要に

なり ます。

インフォ メーシ ョ ン ストア
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(Microsoft Exchange Server 固有の用語 )
記憶域管理を行う Microsoft Exchange Server 
のサービス。 Microsoft Exchange Server のイ

ンフォ メーシ ョ ン ス ト アは、 メールボッ クス  
ス ト アとパブリ ッ ク  フォルダ ス ト アの 2 種類

を管理します。 メールボッ クス  ス ト アは個々

のユーザーに属する メールボッ クスから成り
ます。 パブ リ ッ ク  フォルダ ス ト アには、 複数

のユーザーで共有するパブリ ッ ク  フォルダお

よびメ ッセージがあ り ます。
キー マネージメン ト  サービスおよびサイ ト複

製サービスも参照。

上書き
復元中のファイル名競合を解決するモードの
1 つ。 既存のファ イルの方が新し くても、 す

べてのファイルがバッ クアップから復元され
ます。
マージも参照。 

エクスチェンジャ
SCSI エクスチェンジャ と も呼ばれます。

ライブラリも参照。

エンタープライズ バックアップ環境

複数のセルをグループ化して、 1 つのセルか

ら集中管理するこ とができます。 エンタープ
ライズ バッ クアップ環境には、 複数の Data 
Protector セル内のすべてのク ライアン トが含

まれます。 これらのセルは、 Manager of 
Managers (MoM) のコンセプ トによ り集中管

理用のセルから管理されます。
MoM も参照。

オートチェンジャー
ライブラリを参照。

オート ローダ
ライブラリを参照。

オブジェク ト
バッ クアップ オブジェク ト を参照。

オブジェク ト  ID
(Windows 固有の用語 )
NTFS 5 ファ イルは、 オブジェク ト  ID (OID) 
を通じてアクセスできます。 これによ り、 シ
ステム内でファ イルが実際に置かれている場
所を意識する必要がなくな り ます。 Data 
Protector では、 OID をファ イルの代替ス ト

リームと して扱います。

オブジェク ト  コピー

特定のオブジェク ト  バージ ョ ンのコピー。 オ

ブジェク ト  コピー セッシ ョ ン中またはオブ

ジェク ト  ミ ラーのバッ クアップ セッシ ョ ン中

に作成されます。

オブジェク ト  コピー セッシ ョ ン

異なる メディア セッ ト上にバッ クアップされ

たデータの追加のコピーを作成するプロセス。
オブジェク ト  コピー セッシ ョ ン中に、 選択さ

れたバッ クアップ オブジェク トがソースから

ターゲッ ト  メディアへコピーされます。

オブジェク ト集約
フル バッ クアップと 1 回以上の増分バッ ク

アップから成るバッ クアップ オブジェク トの

復元チェーンを、 新しい集約バージ ョ ンのオ
ブジェク トにマージするプロセス。 このプロ
セスは合成バッ クアップ処理の一部です。 こ
のプロセスの結果、 指定されたバッ クアップ 
オブジェク トの合成フル バッ クアップが生成

されます。

オブジェク ト集約セッシ ョ ン
フル バッ クアップと 1 回以上の増分バッ ク

アップから成るバッ クアップ オブジェク トの

復元チェーンを、 新しい集約バージ ョ ンのオ
ブジェク トにマージするプロセス。

オブジェク トのコピー
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選択されたオブジェク ト  バージ ョ ンを特定の

メディア セッ トにコピーするプロセス。 1 つ

または複数のバッ クアップ セッシ ョ ンからコ

ピーするオブジェク ト を選択できます。

オブジェク トのミ ラーリング
バッ クアップ セッシ ョ ン中に、 同一のデータ

を複数のメディア セッ トに書き込むプロセ

ス。 Data Protector では、 すべてまたは一部

のバッ クアップ オブジェク ト を 1 つまたは複

数のメディア セッ トに ミ ラーできます。

オブジェク ト  ミ ラー

オブジェク トの ミ ラーリ ングを使用して作成
されるバッ クアップ オブジェク トのコピー。

オブジェク トの ミ ラーは通常オブジェク ト  コ
ピーと呼ばれます。

オフライン REDO ログ

アーカイブ REDO ログを参照。 

オフライン バックアップ

実行中はアプリ ケーシ ョ ン データベースがア

プリ ケーシ ョ ンから使用できな くなるバッ ク
アップ。

• 単純なバッ クアップ方法の場合 (ZDB で

はない )、 データベースはバッ クアップ中 
( 数分から数時間 ) オフライン状態とな

り、 バッ クアップ システムからは使用で

きますが、 アプリ ケーシ ョ ン システムか

らは使用できません。 たとえばテープへ
のバッ クアップの場合、 テープへのデー
タ  ス ト リーミ ングが終わるまでの間とな

り ます。

• ZDB の方法を使う と、 データベースはオ

フライン状態になり ますが、 所要時間は
データ複製プロセス中のわずか数秒間で
す。 残りのバッ クアップ プロセスでは、

データベースは通常の稼動を再開できま
す。

ゼロ ダウンタイム バックアップ (ZDB) およ

びオンライン バックアップを参照。

オフライン復旧
オフライン復旧は、 ネッ ト ワーク障害などに
よ り Cell Manager にアクセスできない場合

に行われます。 オフライン復旧には、 スタン
ドアロン デバイス と SCSI ラ イブラ リ  デバイ

スだけを使用できます。 Cell Manager の復旧

は、 常にオフラインで行われます。

オンライン REDO ログ

(Oracle 固有の用語 )
まだアーカイブされていないが、 インスタン
スでデータベース  アクテ ィビテ ィを記録する

ために利用できるか、 または満杯になってお
り、 アーカイブまたは再使用されるまで待機
している REDO ログ。

アーカイブ REDO ログも参照。 

オンライン バックアップ

データベース  アプリ ケーシ ョ ンを利用可能な

状態に維持したまま行われるバッ クアップ。
データベースは、 バッ クアップ アプ リ ケー

シ ョ ンが元のデータ  オブジェク トにアクセス

する必要がある間、 特別なバッ クアップ モー

ドで稼動します。 この期間中、 データベース
は完全に機能しますが、 パフォーマンスに多
少影響が出た り、 ログ ファ イルのサイズが急

速に増大した りする場合もあ り ます。

• 単純なバッ クアップ方法の場合 (ZDB で

はない )、 バッ クアップ モードはバッ ク

アップ期間全体 ( 数分から数時間 ) 必要と

な り ます。 たとえばテープへのバッ ク
アップの場合、 テープへのデータ  ス ト

リーミ ングが終わるまでの間とな り ます。
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• ZDB の方法を使う と、 バッ クアップ モー

ドに必要な時間はデータ複製プロセス中
のわずか数秒間です。 残りのバッ クアッ
プ プロセスでは、 データベースは通常の

稼動を再開できます。

場合によっては、 データベースを整合性を
保って復元するために、 ト ランザクシ ョ ン ロ
グもバッ クアップする必要があ り ます。
ゼロ ダウンタイム バックアップ (ZDB) およ

びオフライン バックアップも参照。

階層スト レージ管理 (HSM)
使用頻度の低いデータを低コス トの光磁気プ
ラ ッ タに移動するこ とで、 コス トの高いハー
ド  ディ スク記憶域を有効利用するための仕組

み。 移動したデータが必要になった場合は、
ハード  ディ スク記憶域に自動的に戻されま

す。 これによ り、 ハード  ディ スクからの高速

読み取り と光磁気プラ ッ タの低コス ト性のバ
ランスが維持されます。

拡張可能 スト レージ エンジン (ESE)
(Microsoft Exchange Server 固有の用語 )
Microsoft Exchange Server で情報交換用の記

憶システムと して使用されているデータベー
ス  テク ノ ロジ。

拡張増分バックアップ
従来の増分バッ クアップでは、 後のバッ ク
アップの後に変更されたファイルがバッ ク
アップされますが、 変更の検出には一定の制
限があ り ます。 拡張増分バッ クアップでは、
従来の増分バッ クアップとは異なり、 属性が
変更されたファイルに加えて、 名前が変更さ
れたファイルや移動されたファイルも確実に
検出され、 バッ クアップされます。

仮想サーバ
仮想マシンとは、 ネッ ト ワーク IP 名および

IP アドレスでド メ イン内に定義されるク ラス

タ環境を意味します。 このアド レスは、 ク ラ
スタ  ソフ ト ウェアによってキャ ッシュされ、

仮想サーバ リ ソースを現在実行している ク ラ

スタ  ノードにマッピングされます。 こ う し

て、 特定の仮想サーバに対するすべての要求
が特定のクラスタ  ノードにキャ ッシュされま

す。

仮想ディスク
(HP StorageWorks EVA 固有の用語 )
HP StorageWorks Enterprise Virtual Array 
のス ト レージ プールから割り当てられる記憶

領域の単位。 仮想ディ スクは、 HP 
StorageWorks Enterprise Virtual Array のス

ナップシ ョ ッ ト機能によ り複製されるエン
ティティです。
ソース ボリュームおよびターゲッ ト  ボリュー

ムも参照。

仮想デバイス インタフェース

(MS SQL Server 固有の用語 )
SQL Server のプログラ ミ ング インタフェー

スの 1 つ。 大容量のデータベースを高速で

バッ クアップおよび復元できます。

仮想フル バックアップ

効率の良い合成バッ クアップのタイプ。 コ
ピーされる代わりに、 ポインタの使用によっ
てデータが集約されます。 すべてのバッ ク
アップ ( フル バッ クアップ、 増分バッ クアッ

プ、 およびその結果生成される仮想フル バッ

クアップ ) を、 配布ファイル メディア形式を

使用する単一のファイル ラ イブラ リに書き込

む場合に実行します。

カタログ保護
バッ クアップ データに関する情報 ( ファ イル

名やファ イル バージ ョ ンなど ) を IDB に維持

する期間を定義します。
データ保護も参照。

キー マネージメン ト  サービス
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(Microsoft Exchange Server 固有の用語 )
セキュ リ ティ強化のための暗号化機能を提供
する Microsoft Exchange Server のサービス。

インフォ メーシ ョ ン ストアおよびサイ ト複製

サービスも参照。

共有ディスク
(Windows 固有の用語 )
システム状態データには、 レジス ト リ、
COM+ ク ラス登録データベース、 システム起

動ファイル、 および証明書サービス  データ

ベース  ( 証明書サーバの場合 ) が含まれます。

サーバがド メ イン コン ト ローラの場合は、

Active Directory ディレク ト リ  サービス と  
Sysvol ディ レク ト リ もシステム状態データに

含まれます。 サーバ上でク ラスタ  サービスが

実行されている場合は、 リ ソース  レジス ト リ  
チェ ッ クポイン ト と、 新のク ラスタ  データ

ベース情報を格納するクォーラム リ ソース回

復ログもシステム状態データに含まれます。

共有ディスク
あるシステム上に置かれた Windows のディ

スクをネッ ト ワーク上の他のシステムのユー
ザーが使用できるよ うに構成したもの。 共有
ディ スクを使用しているシステムは、 Data 
Protector Disk Agent がインス トールされて

いなくてもバッ クアップ可能です。

緊急ブート  ファイル

(Informix Server 固有の用語 )
Informix Server の構成ファイル。

ixbar.<server_id> (<server_id>は

SERVERNUM構成パラ メータの値 ) とい う名前

で <INFORMIXDIR>¥etcディ レク ト リ

(Windows の場合 ) または

<INFORMIXDIR>/etcディレク ト リ (UNIX の

場合 ) に保存されます (<INFORMIXDIR>は

Informix Server のホーム ディ レク ト リ )。 緊

急ブート  ファ イルの各行は、 1 つのバッ ク

アップ オブジェク トに対応します。

クライアン トまたはクライアン ト  システム

セル内で Data Protector の機能を使用できる

よ うに構成された任意のシステム。

クライアン ト  バックアップ

ク ラ イアン トにマウン ト されているすべての
ライターとファ イルシステムのバッ クアップ。
ただし、 バッ クアップ仕様の作成後にク ライ
アン トにマウン ト されたファ イルシステムは、
自動検出されません。

クラスタ対応アプリケーシ ョ ン
ク ラスタ  アプリ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング 
インタフェースをサポート しているアプリ
ケーシ ョ ン。 ク ラスタ対応アプリ ケーシ ョ ン
ごとに、 ク リ ティカル リ ソースが宣言されま

す。 これらのリ ソースには、 ディ スク  ボ
リ ューム (Microsoft Cluster Server の場合 )、
ボ リ ューム グループ (MC/ServiceGuard の場

合 )、 アプ リ ケーシ ョ ン サービス、 IP 名およ

び IP アドレスなどがあ り ます。

グループ
(Microsoft Cluster Server 固有の用語 )
特定のク ラスタ対応アプリ ケーシ ョ ンを実行
するために必要な リ ソース  ( ディ スク  ボ
リ ューム、 アプ リ ケーシ ョ ン サービス、 IP 名

および IP アドレスなど ) の集合。

グローバル オプシ ョ ン ファイル

Data Protector をカスタマイズするための

ファイル。 このファ イルでは、 Data 
Protector のさまざまな設定 ( 特に、 タイムア

ウ トや制限 ) を定義でき、 その内容は Data 
Protector セル全体に適用されます。 このファ

イルは、 HP-UX システムおよび Solaris シス

テムでは /etc/opt/omni/server/options 
ディ レク ト リに置かれ、 Windows システムで

は
<Data_Protector_home>¥Config¥Server

¥Optionsディ レク ト リに置かれます。
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検証
指定したメディア上の Data Protector データ

が読み取り可能かど うかをチェ ッ クする機能。
また、 CRC ( 巡回冗長検査 ) オプシ ョ ンをオ

ンにして実行したバッ クアップに対しては、
各ブロ ッ ク内の整合性もチェッ クできます。

合成バックアップ
合成フル バッ クアップを生成するバッ クアッ

プ ソ リ ューシ ョ ン。 データに関しては従来の

フル バッ クアップと同等ですが、 プロダク

シ ョ ン サーバまたはネッ ト ワークに負荷がか

かり ません。 合成フル バッ クアップは、 前回

のフル バッ クアップと任意の数の増分バッ ク

アップから作成されます。

合成フル バックアップ

バッ クアップ オブジェク トの復元チェーンを

新しい合成フル バージ ョ ンのオブジェク トに

マージする、 オブジェク ト集約処理の結果と
して生成されます。 合成フル バッ クアップ

は、 復元速度の点では、 従来のフル バッ ク

アップと同等です。 

コピー セッ ト

(HP StorageWorks EVA 固有の用語 )
ローカル EVA 上にあるソース  ボ リ ュームと

リモート EVA 上にあるその複製とのペア。

 ソース ボリューム、 複製、 および CA+BC 
EVA も参照。

コマンド行インタフェース (CLI)
CLI には、 DOS コマンドや UNIX コマンド

と同じよ うにシェル スク リプ ト内で使用でで

きるコマンドが用意されています。 これらを
使用して、 Data Protector の構成、 バッ ク

アップ、 復元、 管理の各タスクを実行するこ
とができます。

再解析ポイン ト

(Windows 固有の用語 )
任意のディ レク ト リ またはファ イルに関連付
けるこ とができるシステム制御属性。 再解析
属性の値は、 ユーザー制御データをと るこ と
ができます。 このデータの形式は、 データを
保存したアプリ ケーシ ョ ンによって認識され、
データの解釈用にインス トールされており、
該当ファ イルを処理するファ イルシステム 
フ ィルタによっても認識されます。 ファ イル
システムは、 再解析ポイン ト付きのファイル
を検出する と、 そのデータ形式に関連付けら
れているファ イルシステム フ ィルタを検索し

ます。

サイ ト複製サービス
(Microsoft Exchange Server 固有の用語 )
Exchange Server 5.5 ディ レク ト リ  サービス

をエ ミ ュレートするこ とで Exchange 5.5 との

互換性を確保するMicrosoft Exchange Server 
2000/2003 サービス。

インフォ メーシ ョ ン ストアおよびキー マネー

ジメン ト  サービスも参照。

差分同期 ( 再同期 )
(EMC Symmetrix 固有の用語 )
BCV または SRDF の制御操作の 1 つ。 BCV
制御操作では、 Incremental Establish ( 増分

的確立 ) によ り、 BCV デバイスが増分的に同

期化され、 EMC Symmetrix ミ ラー化メディ

アと して機能します。 EMC Symmetrix デバ

イスは、 事前にペアにしておく必要があ り ま
す。
SRDF 制御操作では、 Incremental Establish 
( 増分的確立 ) によ り、 ターゲッ ト  デバイス  
(R2) が増分的に同期化され、 EMC 
Symmetrix ミ ラー化メディアと して機能しま

す。 EMC Symmetrix デバイスは、 事前にペ

アにしておく必要があ り ます。

差分バックアップ (delta backup)
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差分バッ クアップ (delta backup) では、 前回

の各種バッ クアップ以降にデータベースに対
して加えられたすべての変更がバッ クアップ
されます。
バックアップの種類も参照。 

差分バックアップ (differential backup)
前回のフル バッ クアップよ り後の変更をバッ

クアップする増分バッ クアップ。 このタイプ
のバッ クアップを実行するには、 Incr1 バッ

クアップ タイプを指定します。

増分バックアップを参照。

差分バックアップ (differential backup)
(MS SQL 固有の用語 )
前回のフル データベース  バッ クアップ以降に

データベースに対して加えられた変更だけを
記録するデータベース  バッ クアップ。

バックアップの種類も参照。

差分リス トア
(EMC Symmetrix 固有の用語 )
BCV または SRDF の制御操作の 1 つ。

BCV 制御操作では、 差分リ ス ト アによ り、

BCV デバイスがペア内の 2 番目に利用可能な

標準デバイスのミ ラーと して再割り当てされ
ます。 これに対し、 標準デバイスの更新時に
は、 オ リジナルのペアの分割中に BCV デバイ

スに書き込まれたデータだけが反映され、 分
割中に標準デバイスに書き込まれたデータは
BCV ミ ラーからのデータで上書きされます。

SRDF 制御操作では、 差分リ ス ト アによ り、

ターゲッ ト  デバイス  (R2) がペア内の 2 番目

に利用可能なソース  デバイス  (R1) のミ ラーと

して再割り当てされます。 これに対し、 ソー
ス  デバイス  (R1) の更新時には、 オ リ ジナルの

ペアの分割中にターゲッ ト  デバイス  (R2) に書

き込まれたデータだけが反映され、 分割中に
ソース  デバイス  (R1) に書き込まれたデータは

ターゲッ ト  ミ ラー (R2) からのデータで上書き

されます。 

システム ディスク

オペレーティング システム ファ イルが入って

いるディ スク。 Microsoft の用語では、 ブート  
プロセスの 初の手順に必要なファ イルが
入っているディ スク と定義されています。

システム データベース

(Sybase 固有の用語 )
Sybase SQL Server を新規インス トールする

と以下の 4 種類のデータベースが生成されま

す。

• マスター データベース  (master)
• 一時データベース  (tempdb)
• システム プロシージャ  データベース  

(sybsystemprocs)
• モデル データベース  (model)

システム パーティシ ョ ン

オペレーティング システム ファ イルが入って

いるパーティシ ョ ン。 Microsoft の用語では、

ブート  プロセスの 初の手順に必要なファ イ

ルが入っているパーティシ ョ ンと定義されて
います。

システム ボリューム / ディスク / パーテ ィ

シ ョ ン
オペレーティング システム ファ イルが格納さ

れているボ リ ューム / ディ スク / パーティシ ョ

ン。 ただし、 Microsoft の用語では、 ブート  
プロセスの開始に必要なファ イルが入ってい
るボ リ ューム / ディ スク / パーティシ ョ ンをシ

ステム ボ リ ューム / ディ スク / パーティシ ョ

ンと呼んでいます。

事前割当てリス ト
メディア プール内のメディアのサブセッ ト を

バッ クアップに使用する順に指定した リ ス ト 。

実行後
オブジェク トのバッ クアップ後、 またはセッ
シ ョ ン全体の完了後にコマンド またはスク リ
プ ト を実行するバッ クアップ オプシ ョ ン。 実
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行後コマンドは、 Data Protector で事前に用

意されているものではあ り ません。 ユーザー
は、 コマンドを独自に作成する必要があ り ま
す。 Windows 上で動作する実行可能ファイル

またはバッチファイル、 UNIX 上で動作する

シェル スク リプ ト などを使用できます。

実行前コマンド も参照。

実行前
オブジェク トのバッ クアップ前、 またはセッ
シ ョ ン全体の開始前にコマンド またはスク リ
プ ト を実行するバッ クアップ オプシ ョ ン。 実

行前コマンドおよび実行後コマンドは、 Data 
Protector で事前に用意されているものではあ

り ません。 ユーザーは、 コマンドを独自に作
成する必要があ り ます。 Windows 上で動作す

る実行可能ファイルまたはバッチファイル、
UNIX 上で動作するシェル スク リプ ト などを

使用できます。
実行後コマンド も参照。

実行前 / 実行後コマンド

実行前コマンドおよび実行後コマンドは、
バッ クアップ セッシ ョ ンまたは復元セッシ ョ

ンの前後に付加的な処理を実行する実行可能
ファイルまたはスク リプ トです。 実行前コマ
ンドおよび実行後コマンドは、 Data 
Protector で事前に用意されているものではあ

り ません。 ユーザーは、 コマンドを独自に作
成する必要があ り ます。 Windows 上で動作す

る実行可能ファイルまたはバッチファイル、
UNIX 上で動作するシェル スク リプ ト などを

使用できます。

自動スト レージ管理 
(Oracle 固有の用語 ) 
自動スト レージ管理は、 Oracle 10g によって

統合された、 Oracle データベース  ファ イルを

管理するファ イルシステムおよびボ リ ューム
のマネージャ機能です。 データ管理および
ディ スク管理の複雑さを軽減し、 パフォーマ
ンスを 適化するス ト ラ イピング機能および
ミ ラー機能を提供します。

シャ ドウ コピー

(MS VSS 固有の用語 )
特定の時点におけるオ リジナル ボ リ ューム 
( 元のボ リ ューム ) の複製を表すボ リ ューム。

オ リ ジナル ボ リ ュームからではなく、 シャ ド

ウ  コピーからデータがバッ クアップされま

す。 オ リジナル ボ リ ュームはバッ クアップ処

理中も更新が可能ですが、 ボ リ ュームのシャ
ド ウ  コピーは同じ内容に維持されます。

Microsoft Volume Shadow Copy Service
も参照。

シャ ドウ コピー セッ ト

(MS VSS 固有の用語 )
同じ時点で作成されたシャ ド ウ  コピーのコレ

クシ ョ ン。
シャ ドウ コピーも参照。

シャ ドウ コピー プロバイダ

(MS VSS 固有の用語 )
ボ リ ューム シャ ド ウ  コピーの作成と表現を行

うエンティティ。 プロバイダは、 シャ ド ウ  コ
ピー データを所有して、 シャ ド ウ  コピーを公

開します。 プロバイダは、 ソフ ト ウェアで実
装するこ と も  ( システム プロバイダなど )、
ハード ウェア ( ローカル ディ スクやディ スク  
アレイ ) で実装するこ と もできます。

シャ ドウ コピーも参照。

ジュークボックス
ライブラリを参照。

ジュークボックス デバイス

光磁気メディアまたはファイル メディアを格

納するために使用する、 複数のスロ ッ トから
なるデバイス。 ファ イル メディアの格納に使

用する場合、 ジュークボッ クス  デバイスは

「ファ イル ジュークボッ クス  デバイス」 と呼

ばれます。

循環ログ
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(Microsoft Exchange Server および Lotus 
Domino Server 固有の用語 )
Microsoft Exchange および Lotus Domino 
Server のデータベース  モードの 1 つ。 ト ラン

ザクシ ョ ン ログ ファ イルは、 対応するデータ

がデータベースにコ ミ ッ ト した後、 定期的に
上書きされます。 循環ログによ り、 ディ スク
記憶領域の消費が低減できます。

障害復旧
ク ラ イアン トのメ イン システム ディ スクを  
( フル ) バッ クアップの実行時に近い状態に復

元するためのプロセスです。

初期化
フォーマッ ト を参照。

所有権
バッ クアップの所有権は、 どのユーザーが
バッ クアップからデータを復元できるかを決
定します。 あるユーザーが対話型バッ クアッ
プを開始する と、 そのユーザーはセッシ ョ ン  
オーナーになり ます。 ユーザーが既存のバッ
クアップ仕様を修正せずにそのまま起動した
場合、 そのバッ クアップ セッシ ョ ンは対話型

とみなされません。 この場合、 バッ クアップ
仕様内でバッ クアップ オーナーが指定されて

いれば、 その指定が継承されます。 バッ ク
アップ仕様内でバッ クアップ オーナーが指定

されていなければ、 バッ クアップを開始した
ユーザーがセッシ ョ ン オーナーになり ます。

スケジューリ ングされたバッ クアップの場合、
UNIX 用 Cell Manager では root.sys@<Cell 
Manager> がデフォルトのセッシ ョ ン オー

ナーとな り、 Windows 用 Cell Manager では、

Cell Manager のインス トール時に指定された

ユーザーがデフォルトのセッシ ョ ン オーナー

とな り ます。 所有権は変更可能なので、 特定
のユーザーをセッシ ョ ン オーナーにするこ と

ができます。

スイッチオーバー
フェイルオーバーを参照。

スキャニング
デバイス内のメディアを識別する機能。 これ
によ り、 MMDB を、 選択した位置 ( たとえ

ば、 ラ イブラ リ内のスロ ッ ト ) に実際に存在

する メディアと同期させるこ とができます。
デバイスに含まれる実際のメディアをスキャ
ンしてチェ ッ クする と、 第三者が Data 
Protector を使用せずにメディアを操作 ( 挿入

または取り出しなど ) していないかど うかな

どを確認できます。

スキャン
デバイス内のメディアを識別する機能。 これ
によ り、 MMDB を、 選択した位置 ( たとえ

ば、 ラ イブラ リ内のスロ ッ ト ) に実際に存在

する メディアと同期させるこ とができます。

スケジューラ
自動バッ クアップの実行タイ ミ ングと頻度を
制御する機能。 スケジュールを設定するこ と
で、 バッ クアップの開始を自動化できます。

スタ ッカー
メディア記憶用の複数のスロ ッ ト を備えたデ
バイス。 通常は、 1 ド ラ イブ構成です。 ス

タ ッカーは、 スタ ッ クからシーケンシャルに
メディアを選択します。 これに対し、 ラ イブ
ラ リはレポジ ト リから メディアをランダムに
選択します。

スタンドアロン ファイル デバイス

ファ イル デバイス とは、 ユーザーがデータの

バッ クアップに指定したディ レク ト リにある
ファ イルのこ とです。

スト レージ グループ

(Microsoft Exchange Server 固有の用語 )
同じ ト ランザクシ ョ ン ログ ファ イルを共有す

る複数のデータベース  ( ス ト ア ) のコレクシ ョ

ン。 Exchange では、 各ス ト レージ グループ

を個別のサーバ プロセスで管理します。

スト レージ ボリューム
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(ZDB 固有の用語 )
ス ト レージ ボ リ ュームは、 オペレーティング 
システムまたはボ リ ューム管理システム、
ファ イル システム、 または他のオブジェク ト

が存在可能なその他のエンティティに提供可
能なオブジェク ト を表します ( たとえば仮想

化技法 )。 ボ リ ューム管理システム、 ファ イル 
システムはこの記憶域に構築されます。 これ
らは通常、 ディ スク  アレイなどの記憶システ

ム内に作成または存在します。

スナップシ ョ ッ ト
(HP StorageWorks VA および HP 
StorageWorks EVA 固有の用語 )
スナップシ ョ ッ ト作成技法を使用して作成さ
れた複製の形式。 使用するアレイ / 技法に応

じて、 特徴の異なるさまざまな種類のスナッ
プシ ョ ッ トが使用できます。 スナップシ ョ ッ
ト で作成された複製は動的なもので、 スナッ
プシ ョ ッ トの種類や作成時間によって、 ソー
ス  ボ リ ュームの内容に依存する仮想コピー

か、 独立した正確な複製 ( ク ローン ) かのいず

れかになり ます。
複製およびスナップシ ョ ッ ト作成も参照。

スナップシ ョ ッ ト作成
(HP StorageWorks VA および HP 
StorageWorks EVA 固有の用語 )
ソース  ボ リ ュームのコピー ( ス ト レージ仮想

化技法を使用 ) を作成する複製技法。 複製は

ある一時点で作成されたものとみなされ、 事
前構成するこ とな く、 即座に使用できます。
ただし、 通常は複製作成後もコピー プロセス

はバッ クグラウンドで継続されます。
スナップシ ョ ッ ト も参照。

スナップシ ョ ッ ト  バックアップ

(HP StorageWorks VA および HP 
StorageWorks EVA 固有の用語 )
テープへの ZDB、 ディスクへの ZDB、 およ

びディスク / テープへの ZDB を参照。

スパース ファイル

ブロ ッ クが空の部分を含むファイル。 一部の
データにゼロが含まれているマ ト リ ッ クス、
イ メージ アプリ ケーシ ョ ンで作成したファ イ

ル、 高速データベースなどの場合にスパース  
ファ イルが生じます。 スパース  ファ イルの処

理を復元中に有効にしておかないと、 スパー
ス  ファ イルを復元できな くなる可能性があ り

ます。

スプリ ッ ト  ミ ラー

(EMC Symmetrix および HP StorageWorks 
Disk Array XP 固有の用語 )
スプ リ ッ ト  ミ ラー技法を使用して作成された

複製。 複製によ り、 ソース  ボ リ ュームの内容

について独立した正確な複製 ( ク ローン ) が作

成されます。
複製およびスプリ ッ ト  ミ ラー バックアップも

参照。

スプリ ッ ト  ミ ラーの作成

(EMC Symmetrix および HP StorageWorks 
Disk Array XP 固有の用語 )
事前構成したターゲッ ト  ボ リ ュームのセッ ト  
( ミ ラー ) を、 ソース  ボ リ ュームの内容の複製

が必要になるまでソース  ボ リ ュームのセッ ト

と同期化し続ける複製技法。 その後、 同期を
停止 ( ミ ラーを分割 ) する と、 分割時点での

ソース  ボ リ ュームのスプリ ッ ト  ミ ラー複製は

ターゲッ ト  ボ リ ュームに残り ます。

スプリ ッ ト  ミ ラーも参照。

スプリ ッ ト  ミ ラー バックアップ

(EMC Symmetrix 固有の用語 )
テープへの ZDB を参照。

スプリ ッ ト  ミ ラー バックアップ

(HP StorageWorks Disk Array XP 固有の用

語 )
テープへの ZDB、 ディスクへの ZDB、 およ

びディスク / テープへの ZDB を参照。



用語集

スプリ ッ ト  ミ ラー復元

用語集G-28

スプリ ッ ト  ミ ラー復元

(EMC Symmetrix および HP StorageWorks 
Disk Array XP 固有の用語 )
テープへの ZDB セッシ ョ ンまたはディ スク /
テープへの ZDB セッシ ョ ンでバッ クアップさ

れたデータをテープ メディアからスプリ ッ ト  
ミ ラー複製へ復元し、 その後ソース  ボ リ ュー

ムに同期させるプロセス。 この方法では、 完
全なセッシ ョ ンを復元するこ と も個々のバッ
クアップ オブジェク ト を復元するこ と も可能

です。
テープへの ZDB、 ディスク / テープへの

ZDB および複製も参照。

スレッ ド
(MS SQL Server 固有の用語 )
単一のプロセスにのみ所属する実行可能エン
ティティ。 プログラム カウンタ、 ユーザー 
モード  スタ ッ ク、 カーネル モード  スタ ッ ク、

および 1 式のレジスタ値からな り ます。 同じ

プロセス内で複数のスレッ ドを同時に実行で
きます。

スロッ ト
ライブラ リ内の機械的位置。 各スロ ッ トがメ
ディア (DLT テープなど ) を 1 つずつ格納し

ます。 Data Protector では、 各スロ ッ ト を番

号で参照します。 メディアを読み取る と きに
は、 ロボッ ト機構がメディアをスロ ッ トから
ド ラ イブに移動します。

制御ファイル
(Oracle および SAP R/3 固有の用語 )
データベースの物理構造を指定するエン ト リ
が格納される Oracle データ  ファ イル。 復旧

に使用するデータベース情報の整合性を確保
できます。

セカンダリ  ボリューム (S-VOL)
(HP StorageWorks Disk Array XP 固有の用

語 )
セカンダ リ  ボ リ ューム (S-VOL) は、 他の

LDEV (P-VOL) のセカンダ リ CA ミ ラーまた

は BC ミ ラーと しての役割を果たす XP 
LDEV。 CA の場合、 S-VOL を MetroCluster
構成内のフェイルオーバー デバイス と して使

う こ とができます。 S-VOL には、 P-VOL に

よって使用されるアドレス とは異なる、 個別
の SCSI アド レスが割り当てられます。

プライマリ  ボリューム (P-VOL) も参照。 

セッシ ョ ン
バックアップ セッシ ョ ン、 メディア管理セッ

シ ョ ンおよび復元セッシ ョ ンを参照。

セッシ ョ ン ID
バッ クアップ、 復元、 オブジェク ト  コピー、

オブジェク ト集約、 またはメディア管理セッ
シ ョ ンの識別子で、 セッシ ョ ンを実行した日
付と一意の番号から構成されます。

セッシ ョ ン キー

実行前スク リプ トおよび実行後スク リプ ト用
の環境変数。 プレビュー セッシ ョ ンを含めた 
Data Protector セッシ ョ ンを一意に識別しま

す。 セッシ ョ ン キーはデータベースに記録さ

れず、 CLI コマンドの omnimnt、 omnistat、
および omniabort のオプシ ョ ン指定に使用さ

れます。

セル
1 台の Cell Manager に管理されているシステ

ムの集合。 セルには、 一般に、 同じ LAN に

接続されたサイ トや組織エンティティ上のシ
ステムが含まれます。 バッ クアップおよび復
元のポ リシーと タスクは、 1 か所から集中管

理できます。 

ゼロ ダウンタイム バックアップ (ZDB)
ディ スク  アレイによ り実現したデータ複製技

術を用いて、 アプリ ケーシ ョ ン システムの

バッ クアップ処理の影響を 小限に抑える
バッ クアップ アプローチ。 バッ クアップされ

るデータの複製がまず作成されます。 その後
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のすべてのバッ クアップ処理は、 元のデータ
ではなく複製データを使って実行し、 アプリ
ケーシ ョ ン システムは通常の処理に復帰しま

す。
ディスクへの ZDB、 テープへの ZDB、 ディ

スク / テープへの ZDB、 およびインスタン ト  
リカバリも参照。

増分 1 メールボックス バックアップ

増分 1 メールボッ クス  バッ クアップでは、 前

回のフル バッ クアップ以降にメールボッ クス

に対して行われた変更をすべてバッ クアップ
します。

増分 ZDB
保護されている 後のフル バッ クアップまた

は増分バッ クアップよ り後に変更された部分
のみをバッ クアップする、 ファ イルシステム
のテープへの ZDB セッシ ョ ンまたはディ スク

+ テープへの ZDB セッシ ョ ン。

フル ZDB も参照。

増分バックアップ
前回のバッ クアップよ り後に変更があった
ファイルのみを選択するバッ クアップ。 増分
バッ クアップには、 複数のレベルがあ り、 復
元チェーンの長さを詳細に制御できます。
バックアップの種類も参照。

増分バックアップ
(Microsoft Exchange Server 固有の用語 )
前回のフル バッ クアップまたは増分バッ ク

アップ以降の変更だけをバッ クアップする
Microsoft Exchange Server データのバッ ク

アップ。 増分バッ クアップでは、 バッ クアッ
プ対象はト ランザクシ ョ ン ログだけです。

バックアップの種類も参照。

増分メールボックス バックアップ

増分メールボッ クス  バッ クアップでは、 前回

の各種バッ クアップ以降にメールボッ クスに
対して行われた変更をすべてバッ クアップし
ます。

ソース デバイス (R1)
(EMC Symmetrix 固有の用語 )
ターゲッ ト  デバイス  (R2) との SRDF 操作に

参加する  EMC Symmetrix デバイス。 このデ

バイスに対するすべての書き込みは、 リモー
ト  EMC Symmetrix ユニッ ト内のターゲッ ト  
デバイス  (R2) にミ ラー化されます。 R1 デバ

イスは、 RDF1 グループ タイプに割り当てる

必要があ り ます。
ターゲッ ト  デバイス (R2) も参照。

ソース ボリューム

(ZDB 固有の用語 )
複製されたデータを含むス ト レージ ボ リ ュー

ム。

ターゲッ ト  システム

( 障害復旧固有の用語 )
障害が発生したシステム。 ターゲッ ト  システ

ムは、 ブート不能な状態になっているこ とが
多く、 そのよ うな状態のシステムを元のシス
テム構成に戻すこ とが障害復旧の目標とな り
ます。 ク ラ ッシュしたシステムがそのまま
ターゲッ ト  システムになるのではなく、 正常

に機能していないハード ウェアをすべて交換
するこ とで、 ク ラ ッシュしたシステムがター
ゲッ ト  システムになり ます。 

ターゲッ ト  データベース

(Oracle 固有の用語 )
RMAN では、 バッ クアップまたは復元対象の

データベースがターゲッ ト  データベース とな

り ます。

ターゲッ ト  デバイス (R2)
(EMC Symmetrix 固有の用語 )
ソース  デバイス  (R1) との SRDF 操作に参加

する EMC Symmetrix デバイス。 リモート  
EMC Symmetrix ユニッ ト内に置かれます。

ローカル EMC Symmetrix ユニッ ト内でソー

ス  デバイス  (R1) とペアにな り、 ミ ラー化ペア

から、 すべての書き込みデータを受け取り ま
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す。 このデバイスは、 通常の I/O 操作では

ユーザー アプリ ケーシ ョ ンからアクセスされ

ません。 R2 デバイスは、 RDF2 グループ タ
イプに割り当てる必要があ り ます。
ソース デバイス (R1) も参照。

ターゲッ ト  ボリューム

(ZDB 固有の用語 )
データの複製先のス ト レージ ボ リ ューム。

ターミナル サービス

(Windows 固有の用語 )
Windows のターミナル サービスは、 サーバ

上で実行されている仮想 Windows デスク

ト ップ セッシ ョ ンと Windows ベースのプロ

グラムにク ライアン トからアクセスできるマ
ルチセッシ ョ ン環境を提供します。

ダイレク ト  バックアップ

SCSI Extended Copy (Xcopy) コマンドを使用

してディ スクからテープ ( または他の 2 次ス

ト レージ ) へのデータの直接移動を効率化す

る、 SAN ベースのバッ クアップ ソ リ ューシ ョ

ン。 ダイレク ト  バッ クアップは、 SAN 環境内

のシステムへのバッ クアップ I/O 負荷を軽減

します。 ディ スクからテープ ( または他の 2
次ス ト レージ ) へのデータの直接移動を SCSI 
Extended Copy (XCopy) コマンドで効率化し

ます。 このコマンドは、 ブ リ ッジ、 スイ ッチ、
テープ ラ イブラ リ、 ディ スク  サブシステムな

ど、 インフラス ト ラ クチャの各要素でサポー
ト されています。
XCopy エンジンも参照。

チャネル
(Oracle 固有の用語 )
Oracle Recovery Manager のリ ソース割り当

て単位。 チャネルが割り当てられるごとに、
新しい Oracle プロセスが開始され、 そのプロ

セスを通じてバッ クアップ、 復元、 および復

旧が行われます。 割り当てられるチャンネル
の種類によって、 使用する メディアの種類が
決ま り ます。

• DISK タイプ

• SBT_TAPE タイプ

Oracle が Data Protector と統合されており、

指定されたチャネルの種類が SBT_TAPE タ

イプの場合は、 上記のサーバ プロセスが

Data Protector に対してバッ クアップの読み

取り とデータ  ファ イルの書き込みを試行しま

す。

ディスク  イメージ (raw ディスク ) のバック

アップ
ディ スク  イ メージのバッ クアップでは、 ファ

イルがビッ トマップ イ メージと してバッ ク

アップされるので、 高速バッ クアップが実現
します。 ディ スク  イ メージ (raw ディ スク ) 
バッ クアップでは、 ディ スク上のファイルお
よびディ レク ト リの構造はバッ クアップされ
ませんが、 ディ スク  イ メージ構造がバイ ト  レ
ベルで保存されます。 ディ スク  イ メージ バッ

クアップは、 ディ スク全体か、 またはディ ス
ク上の特定のセクシ ョ ンを対象にして実行で
きます。

ディスク  クォータ

コンピュータ  システム上のすべてのユーザー

またはユーザーのサブセッ トに対してディ ス
ク  スペースの消費を管理するためのコンセプ

ト。 このコンセプ トは、 いくつかのオペレー
ティング システム プラ ッ ト フォームで採用さ

れています。

ディスク  グループ

(Veritas Volume Manager 固有の用語 )
VxVM システムにおけるデータ  ス ト レージの

基本単位。 ディ スク  グループは、 1 つまたは

複数の物理ボ リ ュームから作成できます。 同
じシステム上に複数のディ スク  グループを置

く こ とができます。
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ディスク検出
ディ スク検出では、 ク ラ イアン トのバッ ク
アップ中にディ スクを検出します。 このと き
Data Protector が探索 ( 検出 ) するのは、 ク

ライアン ト上に存在するディ スクで、 バッ ク
アップの構成時にシステム上に存在しなかっ
たディ スク も検出の対象に含まれます。 検出
されたディ スクがバッ クアップされます。 こ
の機能は、 構成が頻繁に変更される動的な環
境の場合に特に役立ちます。 ディ スクが展開
される と、 それぞれのディ スクがマスター ク
ライアン ト  オブジェク トのオプシ ョ ンをすべ

て継承します。 実行前コマンド と実行後コマ
ンドは、 1 回しか指定されていなくても、 オ

ブジェク ト ごとに繰り返し起動されるこ とに
な り ます。

ディスク検出によるクライアン トのバック
アップ
ク ラ イアン トにマウン ト されているすべての
ファイルシステムのバッ クアップ。 バッ ク
アップの開始時に、 Data Protector がク ライ

アン ト上のディ スクを自動検出します。 ディ
スク検出による ク ラ イアン ト  バッ クアップで

は、 バッ クアップ構成が単純化され、 ディ ス
クのマウン ト / アンマウン トが頻繁に行われ

るシステムに対するバッ クアップ効率が向上
されます。

ディスク  ステージング

複数のフェーズでデータをバッ クアップする
プロセス。 これによ り、 バッ クアップと復元
のパフォーマンスが改善し、 バッ クアップ 
データの保存コス トが低減し、 復元に対する
データの可用性とアクセス性が向上します。
バッ クアップ ステージは、 初に 1 種類のメ

ディア ( たとえば、 ディ スク ) にデータをバッ

クアップし、 その後データを異なる種類のメ
ディア ( たとえば、 テープ ) にコピーするこ と

から構成されます。

ディスク / テープへの ZDB

(ZDB 固有の用語 )
ゼロ  ダウンタイム バッ クアップの 1 つの形

式。 ディ スクへの ZDB と同様に、 作成された

複製が特定の時点でのソース  ボ リ ュームの

バッ クアップと してディ スク  アレイに保持さ

れます。 ただし、 テープへの ZDB と同様、 複

製データはバッ クアップ メディアにもス ト

リーミ ングされます。 このバッ クアップ方法
を使用した場合、 同じセッシ ョ ンでバッ ク
アップしたデータは、 インスタン ト  リ カバ

リ、 Data Protector 標準のテープからの復元

を使用して復元できます。 スプ リ ッ ト  ミ ラー 
アレイではスプ リ ッ ト  ミ ラー復元が可能で

す。
ゼロ ダウンタイム バックアップ (ZDB)、
ディスクへの ZDB、 テープへの ZDB、 イン

スタン ト  リカバリ、 複製、 および複製セッ ト  
ローテーシ ョ ンも参照。

ディスクへの ZDB
(ZDB 固有の用語 )
ゼロ  ダウンタイム バッ クアップの 1 つの形

式。 作成された複製が、 特定の時点でのソー
ス  ボ リ ュームのバッ クアップと してディ スク  
アレイに保持されます。 同じバッ クアップ仕
様を使って別の時点で作成された複数の複製
を、 複製セッ トに保持するこ とができます。
テープに ZDB した複製はインスタン ト  リ カ

バリ  プロセスで復元できます。

ゼロ ダウンタイム バックアップ (ZDB)、
テープへの ZDB、 ディスク / テープへの

ZDB、 インスタン ト  リカバリ、 および複製

セッ ト  ローテーシ ョ ンも参照。

ディ レク ト リ接合
(Windows 固有の用語 )
ディ レク ト リ接合は、 Windows の再解析ポイ

ン トのコンセプ トに基づいています。NTFS 5 
ディ レク ト リ接合では、 ディ レク ト リ / ファ

イル要求を他の場所にリダイレク トできます。



用語集

データ  スト リーム

用語集G-32

データ  スト リーム

通信チャネルを通じて転送されるデータの
シーケンス。

データ  ファイル

(Oracle および SAP R/3 固有の用語 )
Oracle によって作成される物理ファ イル。 表

や索引などのデータ構造を格納します。 デー
タ  ファ イルは、 1 つの Oracle データベースに

のみ所属できます。

データベース サーバ

大規模なデータベース  (SAP R/3 データベース

や Microsoft SQL データベースなど ) が置か

れているコンピュータ。 サーバ上のデータ
ベースへは、 ク ラ イアン トからアクセスでき
ます。

データベースの差分バックアップ
前回のフル データベース  バッ クアップ以降に

データベースに対して加えられた変更だけを
記録するデータベース  バッ クアップ。

データベースの並列処理 ( 数 )
十分な台数のデバイスが利用可能で、 並列
バッ クアップを実行できる場合には、 複数の
データベースが同時にバッ クアップされます。

データベース ライブラリ

Data Protector のルーチンのセッ ト。 Oracle 
Server のよ うなオンライン データベース統合

ソフ ト ウェアのサーバと Data Protector の間

でのデータ転送を可能にします。

データ保護
メディア上のバッ クアップ データを保護する

期間を定義します。 この期間中は、 データが
上書きされません。 保護期限が切れる と、 そ
れ以降のバッ クアップ セッシ ョ ンでメディア

を再利用できるよ うにな り ます。
カタログ保護も参照。

テープへの ZDB

(ZDB 固有の用語 )
ゼロ  ダウンタイム バッ クアップの 1 つの形

式。 作成された複製が、 バッ クアップ メディ

ア ( 通常はテープ ) にス ト リーミ ングされま

す。 このバッ クアップ形式ではインスタン ト  
リ カバリはできませんが、 バッ クアップ終了
後にディ スク  アレイ上に複製を保持する必要

があ り ません。 バッ クアップ データは Data 
Protector 標準のテープからの復元を使用して

復元できます。 スプ リ ッ ト  ミ ラー アレイで

は、 スプ リ ッ ト  ミ ラー復元も使用するこ とが

できます。
ゼロ ダウンタイム バックアップ (ZDB)、
ディスクへの ZDB、 インスタン ト  リカバリ、

ディスク / テープへの ZDB、 および複製も参

照。

テーブルスペース ( 表領域、 表スペース )
データベース構造の一部。 各データベースは
論理的に 1 つまたは複数の表スペースに分割

されます。 各表スペースには、 データ  ファ イ

ルまたは raw ボ リ ュームが排他的に関連付け

られます。

テープレス バックアップ

(ZDB 固有の用語 )
ディスクへの ZDB を参照。

デバイス
ド ラ イブまたはよ り複雑な装置 ( ラ イブラ リ

など ) を格納する物理装置。

デバイス グループ

(EMC Symmetrix 固有の用語 )
複数の EMC Symmetrix デバイスを表す論理

ユニッ ト。 デバイスは 1 つのデバイス  グルー

プにしか所属できません。 デバイス  グループ

のデバイスは、 すべて同じ  EMC Symmetrix
装置に取り付けられている必要があ り ます。
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デバイス  グループによ り、 利用可能な EMC 
Symmetrix デバイスのサブセッ ト を指定し、

使用するこ とができます。

デバイス スト リーミ ング

デバイスがメディアへ十分な量のデータを継
続して送信できる場合、 デバイスはス ト リー
ミ ングを行います。 そ うでない場合は、 デバ
イスはテープを止めてデータが到着するのを
待ち、 テープを少し巻き戻した後、 テープへ
の書込みを再開します。 言い換える と、 テー
プにデータを書き込む速度が、 コンピュータ  
システムがデバイスへデータを送信する速度
以下の場合、 デバイスはス ト リーミ ングを行
います。 ス ト リーミ ングは、 スペースの使用
効率とデバイスのパフォーマンスを大幅に向
上します。

デバイス チェーン

デバイス  チェーンは、 シーケンシャルに使用

するよ うに構成された複数のスタンドアロン 
デバイスからな り ます。 デバイスチェーンに
含まれるデバイスのメディアで空き容量がな
くなる と、 自動的に次のデバイスのメディア
に切り替えて、 バッ クアップを継続します。 

統合セキュリテ ィ
(MS SQL 固有の用語 )
統合セキュ リ ティは、 Microsoft SQL Server
が Windows の認証メカニズムを使用して、

すべての接続に対する Microsoft SQL Server
ログインの妥当性をチェ ッ クできるよ うにし
ます。 統合セキュ リ ティ を使用していれば、
すべてのユーザーが同じパスワードで 
Windows と Microsoft SQL Server の両方に

ログインできます。 すべてのク ライアン トが
信頼関係接続をサポート している環境では、
統合セキュ リ ティ を使う こ とをお勧めします。
信頼関係接続とは、 Windows Server によっ

て妥当性がチェッ ク され、 Microsoft SQL 
Server に受け付けられた接続を意味します。

信頼関係接続だけが許可されます。

統合ソフ トウェア オブジェク ト

Oracle または SAP DB などの Data Protector
統合ソフ ト ウェアのバッ クアップ オブジェク

ト 。

同時処理数
Disk Agent の同時処理数を参照。

動的 ( ダイナミ ック ) クライアン ト

ディスク検出によるクライアン ト  バックアッ

プを参照。

ド メイン コン ト ローラ

ユーザーのセキュ リ ティ を保護し、 別のサー
バ グループ内のパスワードを検証するネッ ト

ワーク内のサーバ。

ド ライブ
コンピュータ  システムからデータを受け取っ

て、 磁気メディア ( テープなど ) に書き込む物

理装置。 データを メディアから読み取って、
コンピュータ  システムに送信するこ と もでき

ます。

ド ライブのインデックス
ライブラ リ  デバイス内のド ライブの機械的な

位置を識別するための数字。 ロボッ ト機構に
よる ド ラ イブ アクセスは、 この数に基づいて

制御されます。

ト ランザクシ ョ ン
一連のアクシ ョ ンを単一の作業単位と して扱
えるよ うにするためのメカニズム。 データ
ベースでは、 ト ランザクシ ョ ンを通じて、
データベースの変更を追跡します。

ト ランザクシ ョ ン バックアップ

ト ランザクシ ョ ン バッ クアップは、 一般に、

データベースのバッ クアップよ り も必要とす
る リ ソースが少ないため、 データベースの
バッ クアップよ り も よ り高い頻度で実行でき
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ます。 ト ランザクシ ョ ン バッ クアップを適用

するこ とで、 データベースを問題発生以前の
特定の時点の状態に復旧するこ とができます。

ト ランザクシ ョ ン バックアップ

(Sybase および SQL 固有の用語 )
ト ランザクシ ョ ン ログをバッ クアップするこ

と。 ト ランザクシ ョ ン ログには、 前回のフル 
バッ クアップまたはト ランザクシ ョ ン  バッ ク

アップ以降に発生した変更が記録されます。

ト ランザクシ ョ ン ログ

(Data Protector 固有の用語 )
IDB に対する変更を記録します。 IDB 復旧に

必要な ト ランザクシ ョ ン ログ ファ イル ( 前回

の IDB バッ クアップ以降に作成された ト ラン

ザクシ ョ ン ログ ) が失われるこ とがないよ う

に、 ト ランザクシ ョ ン ログのアーカイブを有

効化しておく必要があ り ます。

ト ランザクシ ョ ン ログ テーブル

(Sybase 固有の用語 )
データベースに対するすべての変更が自動的
に記録されるシステム テーブル。

ト ランザクシ ョ ン ログ バックアップ

ト ランザクシ ョ ン ログ バッ クアップは、 一般

に、 データベースのバッ クアップよ り も必要
とする リ ソースが少ないため、 データベース
のバッ クアップよ り も よ り高い頻度で実行で
きます。 ト ランザクシ ョ ン ログ バッ クアップ

を用いるこ とによ り、 データベースを特定の
時点の状態に復元できます。

ト ランザクシ ョ ン ログ ファイル

データベースを変更する ト ランザクシ ョ ンを
記録するファ イル。 データベースが破損した
場合にフォールト  ト レランスを提供します。

ト ランスポータブル スナップシ ョ ッ ト

(MS VSS 固有の用語 )
アプ リ ケーシ ョ ン システム上に作成される

シャ ド ウ  コピー。 このシャ ド ウ  コピーは、

バッ クアップを実行するバッ クアップ システ

ムに提供できます。
Microsoft Volume Shadow Copy Service 
(VSS) も参照。

ハート ビート
特定のク ラスタ  ノードの動作ステータスに関

する情報を伝達するタイム スタンプ付きのク

ラスタ  データ  セッ ト。 このデータ  セッ ト  ( パ
ケッ ト ) は、 すべてのク ラスタ  ノードに配布

されます。

ハード  リカバリ

(Microsoft Exchange Server 固有の用語 )
ト ランザクシ ョ ン ログ ファ イルを使用し、

データベース  エンジンによる復元後に実行さ

れる Microsoft Exchange Server のデータ

ベース復旧。

配布ファイル メディア形式

ファ イル ラ イブラ リで提供される メディア 
フォーマッ ト。 仮想フル バッ クアップと呼ば

れる、 容量効率の良い合成バッ クアップをサ
ポート しています。 仮想フル バッ クアップで

はこのフォーマッ トの使用が前提条件とな り
ます。 
仮想フル バックアップも参照。

バックアップ API
Oracle のバッ クアップ / 復元ユーティ リ ティ

とバッ クアップ / 復元メディア管理層の間に

ある Oracle インタフェース。 このインタ

フェースによってルーチンのセッ トが定義さ
れ、 バッ クアップ メディアのデータの読み書

き、 バッ クアップ ファ イルの作成や検索、 削

除が行えるよ うにな り ます。

バックアップ ID
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統合ソフ ト ウェア オブジェク トの識別子で、

統合ソフ ト ウェア オブジェク トのバッ クアッ

プのセッシ ョ ン ID と一致します。 バッ クアッ

プ ID は、 オブジェク トのコピー、 エクスポー

ト、 またはインポート時に保存されます。

バックアップ オーナー

IDB の各バッ クアップ オブジェク トにはオー

ナーが定義されてます。 デフォルトのオー
ナーは、 バッ クアップ セッシ ョ ンを開始した

ユーザーです。

バックアップ オブジェク ト

1 つのディ スク  ボ リ ューム ( 論理ディ スクま

たはマウン ト  ポイン ト ) からバッ クアップさ

れた項目すべてを含むバッ クアップ単位。
バッ クアップ項目は、 任意の数のファイル、
ディ レク ト リ 、 ディ スク全体またはマウン ト  
ポイン トの場合が考えられます。 また、 バッ
クアップ オブジェク トはデータベース  エン

ティティ またはディ スク  イ メージ (raw ディ

スク ) の場合もあ り ます。

バッ クアップ オブジェク トは以下のよ うに定

義されます。

• ク ラ イアン ト名 : バッ クアップ オブジェ

ク トが保存される Data Protector ク ラ イ

アン トのホス ト名

• マウン ト  ポイン ト : バッ クアップ オブ

ジェク トが存在するク ライアン ト上の
ディ レク ト リ構造 (Windows ではド ライ

ブ、 UNIX ではマウン ト  ポイン ト ) にお

けるアクセス  ポイン ト

• 説明 : 同一のク ライアン ト名とマウン ト  
ポイン ト を持つバッ クアップ オブジェク

ト を一意に定義

• 種類 : バッ クアップ オブジェク トの種類 
( たとえば、 ファ イル システムや Oracle
など )

バックアップ システム

(ZDB 固有の用語 )
1 つ以上のアプリ ケーシ ョ ン システムのター

ゲッ ト  ボ リ ュームに接続しているシステム。

典型的なバッ クアップ システムは、 ZDB ディ

スクアレイ  バッ クアップ  デバイスに接続さ

れ、 複製内のデータのバッ クアップを実行し
ます。
アプリケーシ ョ ン システム、 ターゲッ ト  ボ
リュームおよび複製も参照。 

バックアップ仕様
バッ クアップ対象オブジェク ト を、 使用する
デバイスまたはド ライブのセッ ト、 仕様内の
すべてのオブジェク トに対するバッ クアップ 
オプシ ョ ン、 バッ クアップを行いたい日時と
と もに指定した リ ス ト 。 オブジェク ト となる
のは、 ディ スクやボ リ ューム全体、 またはそ
の一部、 たとえばファ イル、 ディ レク ト リ 、
Windows レジス ト リ などです。 インクルード  
リ ス トおよびエクスクルード  リ ス ト を使用し

て、 ファ イルを選択するこ と もできます。

バックアップ世代
1 つのフル バッ クアップとそれに続く増分

バッ クアップを意味します。 次のフル バッ ク

アップが行われる と、 世代が新し くな り ます。

バックアップ セッシ ョ ン

データのコピーを記憶メディア上に作成する
プロセス。 バッ クアップ仕様に処理内容を指
定するこ と も、 対話式に操作を行う こ と もで
きます ( 対話式セッシ ョ ン )。 1 つのバッ ク

アップ仕様の中で複数のク ライアン トが構成
されている場合、 すべてのク ライアン トが同
じバッ クアップの種類 ( フルまたは増分 ) を
使って、 1 回のバッ クアップ セッシ ョ ンで同

時にバッ クアップされます。 バッ クアップ 
セッシ ョ ンの結果、 1 式のメディア にバッ ク
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アップ データが書き込まれます。 これらのメ

ディアは、 バッ クアップ セッ ト またはメディ

ア セッ ト と も呼ばれます。

増分バックアップおよびフル バックアップも

参照。

バックアップ セッ ト

バッ クアップに関連したすべての統合ソフ ト
ウェア オブジェク トのセッ トです。

バックアップ セッ ト

(Oracle 固有の用語 )
RMAN バッ クアップ コマンドを使用して作

成したバッ クアップファ イルの論理グループ。
バッ クアップ セッ トは、 バッ クアップに関連

したすべてのファイルのセッ トです。 これら
のファ イルはパフォーマンスを向上するため
多重化するこ とができます。 バッ クアップ 
セッ トにはデータファ イルまたはアーカイブ 
ログのいずれかを含めるこ とができますが、
両方同時に使用できません。

バックアップ チェーン

復元チェーンを参照。 

バックアップ デバイス

記憶メディアに対するデータの読み書きが可
能な物理デバイスを Data Protector で使用で

きるよ うに構成したもの。 たとえば、 スタン
ドアロン DDS/DAT ド ラ イブやライブラ リ な

どをバッ クアップ デバイス と して使用できま

す。

バックアップの種類
増分バックアップ、 差分バックアップ 
(differential backup)、 ト ランザクシ ョ ン 
バックアップ、 フル バックアップおよび差分

バックアップ (delta backup) を参照。

バックアップ ビュー

Data Protector では、 バッ クアップ仕様の

ビューを切り替えるこ とができます。 [ 種類

別 ] ( デフォルト ) を選択する と、 バッ クアッ

プ / テンプレートで利用できるデータの種類

に基づいたビューが表示されます。 [ グループ

別 ] を選択する と、 バッ クアップ仕様 / テンプ

レートの所属先のグループに基づいたビュー
が表示されます。 [ 名前別 ] を選択する と、

バッ クアップ仕様 / テンプレートの名前に基

づいたビューが表示されます。 [Manager 別 ] 
(MoM の実行時のみ有効 ) を選択する と、

バッ クアップ仕様 / テンプレートの所属先の

Cell Manager に基づいたビューが表示されま

す。

パッケージ
(MC/ServiceGuard および Veritas Cluster 固

有の用語 ) 
特定のク ラスタ対応アプリ ケーシ ョ ンを実行
するために必要な リ ソース  ( ボ リ ューム グ
ループ、 アプリ ケーシ ョ ン サービス、 IP 名お

よび IP アドレスなど ) の集合。 

パブリ ック  フォルダ ストア

(Microsoft Exchange Server 固有の用語 )
インフォ メーシ ョ ン ス ト アのう ち、 パブリ ッ

ク  フォルダ内に情報を維持する部分。 パブ

リ ッ ク  フォルダ ス ト アは、 バイナリ  リ ッチ

テキス ト .edb ファ イルと、 ス ト リーミ ング 
ネイティブ インターネッ ト  コンテンツを格納

する .stm ファ イルから構成されます。

パブリ ック / プライベート  バックアップ デー

タ
バッ クアップを構成する際は、 バッ クアップ 
データをパブリ ッ クまたはプライベートのい
ずれにするかを選択できます。

• パブリ ッ ク  データ  － すべての Data 
Protector ユーザーに対してアクセス と復

元が許可されます。
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• プライベート  データ  － バッ クアップの所

有者および管理者に対してのみ表示と復
元が許可されます。

標準セキュリテ ィ
(MS SQL 固有の用語 )
標準セキュ リ ティでは、 Microsoft SQL 
Server のログイン妥当性チェッ ク  プロセスを

すべての接続に対して使用します。 標準セ
キュ リ ティは、 ネッ ト ワーク内にさまざまな
ク ライアン トが混在しており、 一部のク ライ
アン トでは信頼関係接続がサポート されてい
ない場合に使用できます。 また、 以前のバー
ジ ョ ンの SQL Server との下位互換性を確保

する必要がある場合にも、 標準セキュ リ ティ
を使用できます。
統合セキュリテ ィ も参照。 

ファース ト  レベル ミ ラー

(HP StorageWorks Disk Array XP 固有の用

語 )
HP StorageWorks Disk Array XP では、 プラ

イマ リ  ボ リ ュームのミ ラー コピーを 大 3 つ

まで作成するこ とができ、 このコピー 1 つに

つきさ らに 2 つのコピーを作成できます。

初の 3 つのミ ラー コピーはファース ト  レベル 
ミ ラーと呼ばれます。
プライマリ  ボリュームおよび MU 番号を参

照。

ファイルシステム
ハード  ディ スク上に一定の形式で保存された

ファイルの集ま り。 ファ イルシステムは、
ファ イル属性とファ イルの内容がバッ クアッ
プ メディアに保存されるよ うにバッ クアップ

されます。

ファイル ジュークボックス デバイス

ファ イル メディアを格納するために使用す

る、 複数のスロ ッ トからなるディ スク上に存
在するデバイス。

ファイル デポ

バッ クアップからファ イル ラ イブラ リ  デバイ

スまでのデータを含むファイル。

ファイル バージ ョ ン

フル バッ クアップや増分バッ クアップでは、

ファ イルが変更されている場合、 同じファ イ
ルが複数回バッ クアップされます。 バッ ク
アップのロギング レベルと して [ すべてログ

に記録 ] を選択している場合は、 ファ イル名

自体に対応する 1 つのエン ト リ とファ イルの

各バージ ョ ンに対応する個別のエン ト リが 
IDB 内に維持されます。

ファイル複製サービス (FRS)
Windows サービスの 1 つ。 ド メ イン コン ト

ローラのス ト ア ログオン スク リプ ト とグルー

プ ポ リシーを複製します。 また、 分散ファ イ

ルシステム (DFS) 共有をシステム間で複製し

たり、 任意のサーバから複製作業を実行する
こ と もできます。

ファイル ライブラリ  デバイス

複数のメディアからなるライブラ リ をエ ミ ュ
レートするディ スク上に存在するデバイス。
ファ イル デポと呼ばれる複数のファ イルが格

納されます。

ブート  ボリューム / ディスク / パーティシ ョ

ン
ブート  プロセスの開始に必要なファ イルが

入っているボ リ ューム / ディ スク / パーティ

シ ョ ン。 ただし、 Microsoft の用語では、 オペ

レーティング システム ファ イルが格納されて

いるボ リ ューム / ディ スク / パーティシ ョ ンを

ブート  ボ リ ューム / ディ スク / パーティシ ョ

ンと呼んでいます。 

ブール演算子
オンライン ヘルプ システムの全文検索には、

AND、 OR、 NOT、 NEAR の各ブール演算子

を使用できます。 複数の検索条件をブール演
算子で組み合わせて指定するこ とで、 検索対
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象をよ り正確に絞り込むこ とができます。 複
数単語の検索に演算子を指定しなければ、
AND を指定したものとみなされます。 たとえ

ば、 「consistency checkmanual disaster 
recovery」 とい う検索条件は、

「consistencymanual AND checkdisaster 
AND recovery」 と同じ結果になり ます。

フェイルオーバー
あるク ラスタ  ノードから別のク ラスタ  ノード

に も重要なク ラスタ  データ  (Windows の場

合はグループ、 UNIX の場合はパッケージ ) 
を転送するこ と。 フェイルオーバーは、 主に、
プライマ リ  ノードのソフ ト ウェア / ハード

ウェア障害発生時や保守時に発生します。

フェイルオーバー
(HP StorageWorks EVA 固有の用語 )
CA+BC EVA 構成におけるソース とあて先の

役割を逆にする操作。
CA+BC EVA も参照 。

フォーマッ ト
メディアを Data Protector で使用できるよ う

に初期化するプロセス。 メディア上の既存
データはすべて消去されます。 メディアに関
する情報 ( メディア ID、 説明、 および位置 ) 
が IDB に保存される と と もに、 メディア自体 
( メディア ヘッダ ) にも書き込まれます。 デー

タが保護されている Data Protector メディア

は、 保護の期限が切れるか、 保護解除 / リサ

イ クルされない限り再フォーマッ ト されませ
ん。

負荷調整
デフォルトでは、 デバイスが均等に使用され
るよ うに、 バッ クアップ用に選択されたデバ
イスの負荷 ( 使用率 ) が自動的に調整されま

す。 負荷調整では、 各デバイスに書き込まれ
るオブジェク トの個数を調整するこ とで、 使
用率を 適化します。 負荷調整はバッ クアッ
プ時に自動的に実行されるので、 データが実
際にどのよ うにバッ クアップされるかを管理

する必要はあ り ません。 使用するデバイスを
指定する必要があるだけです。 負荷調整機能
を使用しない場合は、 バッ クアップ仕様に各
オブジェク トに使用するデバイスを選択でき
ます。 Data Protector は指定された順序でデ

バイスにアクセスします。

復元セッシ ョ ン
バッ クアップ メディアから ク ラ イアン ト シス

テムにデータをコピーするプロセス。

復元チェーン
バッ クアップ オブジェク ト をある時点まで復

元するのに必要なすべてのバッ クアップ。 復
元チェーンは、 オブジェク トのフル バッ ク

アップと任意の数の関連する増分バッ クアッ
プで構成されます。

複製
(ZDB 固有の用語 )
ユーザー指定のバッ クアップ オブジェク ト を

含む、 特定の時点におけるソース  ボ リ ューム

のデータのイ メージ。 イ メージは、 作成する
ハードウェア / ソフ ト ウェアによって、 物理

ディ スク  レベルでの記憶ブロッ クの独立した

正確な複製 ( ク ローン ) になる  ( スプリ ッ ト  
ミ ラーなど ) 場合もあれば、 仮想コピーにな

る  ( スナップシ ョ ッ ト など ) 場合もあ り ます。

ホス トの視点では、 標準的な UNIX または

Windows システムについて、 バッ クアップ 
オブジェク ト を含む物理ディ スク全体が複製
されます。 しかし、 UNIX でボ リ ューム マ
ネージャを使用する と きは、 バッ クアップ オ
ブジェク ト を含むボ リ ューム / ディ スク  グ
ループ全体が複製されます。
スナップシ ョ ッ ト、 スナップシ ョ ッ ト作成、
スプリ ッ ト  ミ ラー、 およびスプリ ッ ト  ミ ラー

の作成も参照。

複製セッ ト
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(ZDB 固有の用語 )
同じバッ クアップ仕様を使って作成される複
製のグループ。
複製および複製セッ ト  ローテーシ ョ ンも参

照。

複製セッ ト  ローテーシ ョ ン

(ZDB 固有の用語 )
通常のバッ クアップ作成のために継続的に複
製セッ ト を使用するこ と。 複製セッ トの使用
を必要とする同一のバッ クアップ仕様が実行
されるたびに、 新規の複製がセッ トの 大数
になるまで作成され、 セッ トに追加されます。
その後、 セッ ト内の も古い複製は置き換え
られ、 セッ ト内の複製の 大数が維持されま
す。
複製および複製セッ ト も参照。

物理デバイス
ド ラ イブまたはよ り複雑な装置 ( ラ イブラ リ

など ) を格納する物理装置。

プライマリ  ボリューム (P-VOL)
(HP StorageWorks Disk Array XP 固有の用

語 )
CA 構成および BC 構成用プライマ リ  ボ
リ ューム (P-VOL) と しての役割を果たす複数

の標準 HP StorageWorks Disk Array XP 
LDEV です。 P-VOL は MCU 内に配置されて

います。
セカンダリ  ボリューム (S-VOL) も参照。

フラ ッシュ  リカバリ領域 
(Oracle 固有の用語 )
フラ ッシュ  リ カバリ領域は、 Oracle 10g で管

理されるディ レク ト リ 、 ファ イル システム、

または自動ス ト レージ管理のディ スク  グルー

プです。 バッ クアップと復旧に関するファ イ
ル ( リ カバリ  ファ イル ) の中央格納領域と し

て機能します。
リカバリ  ファイルも参照。

フリー プール

フ リー プールは、 メディア プール内のすべて

のメディアが使用中になっている場合にメ
ディアのソース と して補助的に使用できる
プールです。 ただし、 メディア プールでフ

リー プールを使用するには、 明示的にフ リー 
プールを使用するよ うに構成する必要があ り
ます。 

フル ZDB
以前に行ったバッ クアップに変更がない場合
でも、 選択したすべてのオブジェク トがテー
プにス ト リーミ ングされる、 テープまたは
ディ スク + テープへの ZDB セッシ ョ ン。

増分 ZDB も参照。

フル データベース バックアップ

後に ( フルまたは増分 ) バッ クアップした後

に変更されたデータだけではなく、 データ
ベース内のすべてのデータのバッ クアップ。
フル データベース  バッ クアップは、 他のバッ

クアップに依存しません。

フル バックアップ

フル バッ クアップでは、 近変更されたかど

うかに関係なく、 選択されたオブジェク ト を
すべてバッ クアップします。
バックアップの種類も参照。

フル メールボックス バックアップ

フル メールボッ クス  バッ クアップでは、 メー

ルボッ クス全体の内容をバッ クアップします。

分散ファイルシステム (DFS)
複数のファイル共有を単一の名前空間に接続
するサービス。 対象となるファ イル共有は、
同じコンピュータに置かれていても、 異なる
コンピュータに置かれていてもかまいません。
DFS は、 リ ソースの保存場所の違いに関係な

く ク ラ イアン トが リ ソースにアクセスできる
よ うにします。

ペア ステータス
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(HP StorageWorks Disk Array XP 固有の用

語 )
ミ ラー化されたディ スクのペアは、 そのペア
上で実行されるアクシ ョ ンによって、 さまざ
まなステータス値を持ちます。 も重要なス
テータス値は以下の 3 つです。

• コピー - ミ ラー化されたペアは、 現在再同

期中。 データは一方のディ スクからも う
一方のディ スクに転送されます。 2 つの

ディ スクのデータは同じではあ り ません。

• ペア - ミ ラー化されたペアは、 完全に同期

されており、両方のディ スク  ( プライマ リ  
ボ リ ュームと ミ ラー ボ リ ューム ) は全く

同じデータを持ちます。

• 中断 - ミ ラー化されたディ スク間のリ ンク

は中断されています。 両方のディ スクが
別々にアクセスされ、 更新されています。
ただし、 ミ ラー関係はまだ保持されてお
り、 このペアは、 ディ スク全体を転送す
るこ とな く、 再同期するこ とができます。

並列処理 ( 数 )
オンライン データベースから複数のデータ  ス
ト リームを読み取るこ と。

並行復元
1 つの Media Agent からデータを受信する

Disk Agent を複数実行して、 バッ クアップ 
データを複数のディ スクに同時に ( 並行して ) 
復元するこ と。 並行復元を行うには、 複数の
ディ スクまたは論理ボ リ ュームに置かれてい
るデータを選択し、 同時処理数を 2 以上に設

定してバッ クアップを開始し、 異なるオブ
ジェク トのデータを同じデバイスに送信する
必要があ り ます。 並行復元中には、 復元対象
と して選択した複数のオブジェク トがメディ
アから同時に読み取られるので、 パフォーマ
ンスが向上します。

保護
データ保護およびカタログ保護を参照。

ホス ト  システム

Data Protector Disk Agent がインス トールさ

れており、 ディ スク  デリバリーによる障害復

旧に使用される稼動中の Data Protector ク ラ

イアン ト。

ホスト  バックアップ

ディスク検出によるクライアン ト  バックアッ

プを参照。

ボリューム グループ

LVM システムにおけるデータ  ス ト レージ単

位。 ボ リ ューム グループは、 1 つまたは複数

の物理ボリ ュームから作成できます。 同じシ
ステム上に複数のボ リ ューム グループを置く

こ とができます。

ボリューム マウン トポイン ト

(Windows 固有の用語 )
ボ リ ューム上の空のディ レク ト リ を他のボ
リ ュームのマウン トに使用できるよ うに構成
したもの。 ボ リ ューム マウン ト  ポイン トは、

ターゲッ ト  ボ リ ュームへのゲート ウェイ と し

て機能します。 ボ リ ュームがマウン ト されて
いれば、 ユーザーやアプリ ケーシ ョ ンがその
ボ リ ューム上のデータをフル ( マージ ) ファ イ

ルシステム パスで参照できます ( 両方のボ

リ ュームが一体化されている場合 )。

マージ
復元中のファイル名競合を解決するモードの
1 つ。 復元するファ イルと同じ名前のファイ

ルが復元先に存在する場合、 変更日時の新し
い方が維持されます。 既存のファイルと名前
が重複しないファイルは、 常に復元されます。
上書きも参照。

マウン ト  ポイン ト
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ディレク ト リ構造内において、 ディ スクまた
は論理ボ リ ュームにアクセスするためのアク
セス  ポイン ト  (/optや d:など )。 UNIX で

は、 bdf コマンドまたは df コマンドを使って

マウン ト  ポイン ト を表示できます。

マウン ト要求
マウン ト要求時には、 デバイスにメディアを
挿入するよ うに促す画面が表示されます。 必
要なメディアを挿入して確認するこ とでマウ
ン ト要求に応答する と、 セッシ ョ ンが続行さ
れます。

マジック  パケッ ト

Wake ONLAN を参照。

マルチド ライブ サーバ

単一システム上で Media Agent を無制限に使

用できるライセンス。 このライセンスは、
Cell Manager の IP アドレスにバインド され

ており、 新しいバージ ョ ンでは廃止されまし
た。

ミ ラー
(EMC Symmetrix および HP StorageWorks 
Disk Array XP 固有の用語 )
ターゲッ ト  ボリュームを参照。

ミ ラー ローテーシ ョ ン

(HP StorageWorks Disk Array XP 固有の用

語 )
複製セッ ト  ローテーシ ョ ンを参照。 

無人操作 (lights-out operation または
unattended operation)
オペレータの介在なしで、 通常の営業時間外
に実行されるバッ クアップ操作または復元操
作。 オペレータが手動で操作するこ とな く、
バッ クアップ アプリ ケーシ ョ ンやサービスの

マウン ト要求などが自動的に処理されます。

無人操作 (unattended operation)
無人操作 (lights-out operation) を参照。

メールボックス
(Microsoft Exchange Server 固有の用語 )
電子メールが配信される場所。 管理者がユー
ザーごとに設定します。 電子メールの配信場
所と して複数の個人用フォルダが指定されて
いる場合は、 メールボッ クスから個人用フォ
ルダに電子メールがルーティングされます。

メールボックス ストア

(Microsoft Exchange Server 固有の用語 )
インフォ メーシ ョ ン ス ト アのう ち、 ユーザー 
メールボッ クス内の情報を維持する部分。
メールボッ クス  ス ト アは、 バイナリ  データを

格納する リ ッチテキス ト .edb ファ イルと、

ス ト リーミ ング ネイティブ インターネッ ト  
コンテンツを格納する .stm ファ イルからな

り ます。 

メディア ID
Data Protector がメディアに割り当てる一意

な識別子。 

メディア管理セッシ ョ ン
初期化、 内容のスキャン、 メディア上のデー
タの確認、 メディアのコピーなどのアクシ ョ
ンを メディアに対して実行するセッシ ョ ン。

メディア集中管理データベース (CMMDB)
CMMDB を参照。

メディア状態要素
使用回数のしきい値と上書きのしきい値。 メ
ディアの状態の判定基準とな り ます。 

メディア セッ ト

バッ クアップ セッシ ョ ンでは、 メディア セッ

ト と呼ばれる メディアのグループにデータを
バッ クアップします。 メディアの使用法に
よっては、 複数のセッシ ョ ンで同じ メディア
を共有できます。 

メディアの位置
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バッ クアップ メディアが物理的に収納されて

いる場所を示すユーザー定義の識別子。
"building 4" や "off-site storage" のよ うな文

字列です。

メディアのインポート
メディアに書き込まれているバッ クアップ 
セッシ ョ ン データをすべて再読み込みして、

IDB に取り込むプロセス。 これによ り、 メ

ディア上のデータにすばやく、 簡単にアクセ
スできるよ うにな り ます。
メディアのエクスポート も参照。

メディアのエクスポート
メディアに格納されているすべてのバッ ク
アップ セッシ ョ ン情報 ( システム、 オブジェ

ク ト 、 ファ イル名など ) を IDB から削除する

プロセス。 メディア自体に関する情報やメ
ディアとプールの関係に関する情報も  IDB か

ら削除されます。 メディア上のデータは影響
されません。
メディアのインポート も参照。

メディアの種類
メディアの物理的な種類 (DDSや DLT など )。 

メディアの状態
メディア状態要素から求められる メディアの
品質。 テープ メディアの使用頻度が高く、 使

用時間が長ければ、 読み書きエラーの発生率
が高くな り ます。 状態が [ 不良 ] になったメ

ディアは交換する必要があ り ます。

メディアの使用法
こ こでは、 メディアの使用法と して、 以下の
オプシ ョ ンのいずれかを選択します。 メディ
アの使用法は、 [追加可能 ]、 [追加不可能 ]、

[増分のみ追加可能 ]のいずれかに設定できま

す。

メディアのボールティ ング

メディアを安全な別の場所に収納するこ と。
メディアが復元に必要になった場合や、 今後
のバッ クアップにメディアを再使用する場合
は、 メディアをデータ  センターに戻します。

ボールティング手順は、 会社のバッ クアップ
戦略やデータ保護 / 信頼性ポリシーに依存し

ます。

メディアの割り当て方針
メディアをバッ クアップに使用する順序を決
定します。 [Strict] メディア割り当てポ リシー

では、 特定のメディアに限定されます。
[Loose] ポ リシーでは、 任意の適切なメディア

を使用できます。 [ フォーマッ ト されていない

メディアを先に割り当てる ] ポ リシーでは、

ライブラ リ内に利用可能な非保護メディアが
ある場合でも、 不明なメディアが優先されま
す。 

メディア プール

同じ種類のメディア (DDS) などのセッ ト。 グ

ループと して追跡されます。 フォーマッ ト し
たメディアは、 メディア プールに割り当てら

れます。

メディア ラベル

メディアに割り当てられるユーザー定義の識
別子。 

元のシステム
あるシステムに障害が発生する前に Data 
Protector によってバッ クアップされたシステ

ム構成データ。 

ユーザー アカウン ト

Data Protector を使用するには、 Data 
Protector のユーザー アカウン トが必要です。

Data Protector のユーザー アカウン トは、

Data Protector やバッ クアップされたデータ

に対する無断アクセスを制限します。 Data 
Protector 管理者がこのアカウン ト を作成する

と きには、 ユーザー ログオン名、 ユーザーの
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ログオン元と して有効なシステム、 および
Data Protector ユーザー グループのメンバー

シップを指定します。 ユーザーが Data 
Protector のユーザー インタフェースを起動

するか、 または特定のタスクを実行する と き
には、 このアカウン トが必ずチェッ ク されま
す。

ユーザー グループ

各 Data Protector ユーザーは、 ユーザー グ
ループのメンバーです。 各ユーザー グループ

には 1 式のユーザー権限があ り、 それらの権

限がユーザー グループ内のすべてのユーザー

に付与されます。 ユーザー権限を関連付ける
ユーザー グループの数は、 必要に応じて定義

できます。 Data Protector には、 admin、
operator、 user の 3 つのデフォルト  ユーザー 
グループがあ り ます。

ユーザー権限
特定の Data Protector タスクの実行に必要な

パーミ ッシ ョ ンをユーザー権限またはアクセ
ス権限と呼びます。 主なユーザー権限には、
バッ クアップの構成、 バッ クアップ セッシ ョ

ンの開始、 復元セッシ ョ ンの開始などがあ り
ます。 ユーザーには、 そのユーザーの所属先
ユーザー グループに関連付けられているアク

セス権限が割り当てられます。

ユーザー ディスク割り当て

NTFS のクォータ管理サポートによ り、 追跡

システムが強化されており、 共有ス ト レージ 
ボ リ ュームのディ スク  スペースの使用量を制

御できます。 Data Protector では、 システム

全体とすべての構成済みユーザーを対象に
ユーザー ディ スク  クォータを同時にバッ ク

アップします。

ユーザー プロファイル

(Windows 固有の用語 )
ユーザー別に維持される構成情報。 この情報
には、 デスク ト ップ設定、 画面表示色、 ネッ

ト ワーク接続などが含まれます。 ユーザーが
ログオンする と、 そのユーザーのプロファ イ
ルがロード され、 Windows 環境がそれに応じ

て設定されます。

ライセンス集中管理
Data Protector では、 複数のセルからなるエ

ンタープライズ環境全体にわたってライセン
スの集中管理を構成できます。すべての Data 
Protector ラ イセンスは、 エンタープライズ

Cell Manager システム上にインス トールされ

ます。 ラ イセンスは、 実際のニーズに応じて
エンタープライズ Cell Manager システムか

ら特定のセルに割り当てるこ とができます。
MoM も参照。

ライター
(MS VSS 固有の用語 )
オリ ジナル ボ リ ューム上のデータの変更を開

始するプロセス。 主に、 永続的なデータをボ
リ ューム上に書き込むアプリ ケーシ ョ ンまた
はシステム サービスがライターとな り ます。

ライターは、 シャ ド ウ  コピーの同期化プロセ

スにも参加し、 データの整合性を保証します。

ライブラリ
オートチェンジャー、 ジュークボッ クス、
オート ローダ、 またはエクスチェンジャ と も
呼ばれます。 ライブラ リには、 複数のレポジ
ト リ  スロ ッ トがあ り、 それらにメディアが格

納されます。 各スロ ッ トがメディア 
(DDS/DAT など ) を 1 つずつ格納します。 ス

ロ ッ ト / ド ラ イブ間でのメディアの移動は、

ロボッ ト機構によって制御され、 メディアへ
のランダム アクセスが可能です。 ライブラ リ

には、 複数のド ライブを格納できます。

リカバリ  カタログ

(Oracle 固有の用語 )
Recovery Manager が Oracle データベースに

ついての情報を格納するために使用する
Oracle の表とビューのセッ ト。 この情報は、
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Recovery Manager が Oracle データベースの

バッ クアップ、 復元、 および復旧を管理する
ために使用されます。 リ カバリ  カタログに

は、 以下の情報が含まれます。

• Oracle ターゲッ ト  データベースの物理ス

キーマ
• データ  ファ イルおよび archived log バッ

クアップ セッ ト

• データ  ファ イルのコピー

• アーカイブ REDO ログ

• ス ト アド  スク リプ ト

リカバリ  カタログ データベース

(Oracle 固有の用語 )
リ カバリ  カタログ スキーマを格納する

Oracle データベース。 リ カバリ  カタログは

ターゲッ ト  データベースに保存しないでくだ

さい。

リカバリ  カタログ データベースへのログイン

情報
(Oracle 固有の用語 )
リ カバリ  カタログ データベース  (Oracle) への

ログイン情報の形式は
<user_name>/<password>@<service>で、

ユーザー名、 パスワード、 サービス名の説明
は、 Oracle ターゲッ ト  データベースへの

Oracle SQL*Net V2 ログイン情報と同じで

す。 ただし、 この場合の <service>は

Oracle ターゲッ ト  データベースではなく、 リ

カバリ  カタログ データベースに対するサービ

ス名とな り ます。 

こ こで指定する Oracle ユーザーは、 Oracle
のリ カバリ  カタログのオーナー ( 所有者 ) で
なければならないこ とに注意して ください。

リカバリ  ファイル

(Oracle 固有の用語 )
リ カバリ  ファ イルは、 フラ ッシュ  リ カバリ領

域に置かれる Oracle 10g 固有のファイルで

す。 現在の制御ファイル、 オンライン REDO 
ログ、 アーカイブ REDO ログ、 フラ ッシュ

バッ ク  ログ、 制御ファ イル自動バッ クアッ

プ、 データファ イル コピー、 およびバッ ク

アップ ピースがこれにあたり ます。

フラ ッシュ  リカバリ領域も参照。 

リサイクル
メディア上のすべてのバッ クアップ データの

データ保護を解除して、 以降のバッ クアップ
で上書きできるよ うにするプロセス。 同じ
セッシ ョ ンに所属しているデータのう ち、 他
のメディアに置かれているデータも保護解除
されます。 リサイ クルを行っても、 メディア
上のデータ自体は変更されません。

リムーバブル記憶域の管理データベース
(Windows 固有の用語 )
Windows サービスの 1 つ。 リ ムーバブル メ
ディア ( テープやディ スクなど ) と記憶デバイ

ス  ( ラ イブラ リ ) の管理に使用されます。 リ

ムーバブル記憶域によ り、 複数のアプリ ケー
シ ョ ンが同じ メディア リ ソースを共有できま

す。

ローカル復旧と リモート復旧
リ モート復旧は、 SRD ファ イルで指定されて

いる Media Agent ホス トがすべてアクセス可

能な場合にのみ実行されます。 いずれかのホ
ス トがアクセス不能になっている と、 障害復
旧プロセスがローカル モードにフェイルオー

バーされます。 これは、 ターゲッ ト  システム

にローカル接続しているデバイスが検索され
るこ とを意味します。 デバイスが 1 台しか見

つからない場合は、 そのデバイスが自動的に
使用されます。 複数のデバイスが見つかった
場合は、 デバイスが選択できるプロンプ トが
表示され、 ユーザーが選択したデバイスが復
元に使用されます。 

ロギング レベル
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ロギング レベルは、 バッ クアップ、 オブジェ

ク トのコピー、 またはオブジェク トの集約時
にファイルとディ レク ト リに関する情報をど
の程度まで詳細に IDB に記録するかを示しま

す。 バッ クアップ時のロギング レベルに関係

なく、 データの復元は常に可能です。 Data 
Protector には、 [ すべてログに記録 ]、 [ ディ

レク ト リ  レベルまでログに記録 ]、 [ ファ イル 
レベルまでログに記録 ]、 および [ ログなし ]
の 4 つのロギング レベルがあ り ます。 ロギン

グ レベルの設定によって、 IDB のサイズ増

加、 バッ クアップ速度、 復元対象データのブ
ラウズしやすさが影響を受けます。

ログイン ID
(MS SQL Server 固有の用語 )
ユーザーが Microsoft SQL Server にログオン

するための名前。 Microsoft SQL Server の

syslogin システム テーブル内のエン ト リに対

応するログイン ID が有効なログイン ID とな

り ます。

ロッ ク名
別のデバイス名を使う こ とで同じ物理デバイ
スを違う特性で何度も構成するこ とができま
す。 

そのよ うなデバイス  ( デバイス名 ) が複数同時

に使用された場合に重複を防ぐ目的で、 デバ
イス構成をロ ッ クするためにロ ッ ク名が使用
されます。 ロ ッ ク名はユーザーが指定する文
字列です。 同一の物理デバイスを使用するデ
バイス定義には、 すべて同じロ ッ ク名を使用
します。

論理ログ ファイル

論理ログ ファ イルは、 変更されたデータが

ディ スクにフラ ッシュされる前に書き込まれ
るファ イルです。 オンライン データベース  
バッ クアップの場合に使用されます。 障害発
生時には、 これらの論理ログ ファ イルを使用

するこ とで、 コ ミ ッ ト済みの ト ランザクシ ョ

ンをすべてロールフォワードする と と もに、
コ ミ ッ ト されていないト ランザクシ ョ ンを
ロールバッ クするこ とができます。

ワイルドカード文字
1 文字または複数文字を表すために使用でき

るキーボード文字。 たとえば、 通常、 アスタ
リ スク  (*) は 1 文字以上の文字を表し、 疑問

符 (?) は 1 文字を示します。 ワイルドカード文

字は、 名前によ り複数のファ イルを指定する
ための手段と してオペレーティング システム

で頻繁に使用されます。
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SCSI テープ ド ラ イバ。 SCSI インタフェース
を参照。

SCSI ロボティ クス  ド ラ イバの無効化、
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StorageTek ラ イブラ リ。 StorageTek ACS ラ
イブラ リ を参照。

swagentデーモン , 329
Sybase 用統合ソフ ト ウェア

Data Protector A.05.x からのアップグレー
ド、 UNIX の場合 , 255

Data Protector からのアップグレード、
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ジ ョ ンへのアップグレード , 274
Windows ク ラ イアン ト
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統合ソフ ト ウェア , 124
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ネイティブ ツールの使用 , B-8

UNIX システム , 37
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アンインス トール、 MC/ServiceGuard の場

合 , 217
アンインス トール、 UNIX の場合 , 222
アンインス トール、 Windows の場合 , 215
インス トール概要 , 37
インス トール順序 , 19
インス トールの前提条件、 UNIX の場合 , 37
インス トールの前提条件、Windows の場合 , 

41
インス トール、 HP-UX、 ネイティブ ツール

の使用 , B-8
インス トール、 Linux の場合、 ネイティブ 

ツールの使用 , B-12
インス トール、 Solaris の場合、 ネイティブ 

ツールの使用 , B-8
インス トール、 UNIX の場合 , 37
インス トール、 Windows の場合 , 41
概念 , 3
手動でアップグレード、 UNIX の場合 , 332
セルへのインポート , 187
ディ レク ト リ構造、 UNIX の場合 , 24

インス トールのデバッグ , 336
インス トールの ト ラブルシューティング

Cell Manager、 Solaris の場合 , 327
Cell Manager、 UNIX の場合 , 27
Cell Manager、 Windows の場合 , 36
Data Protector ソフ ト ウェア、 Windows の
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NDMP ク ラ イアン ト , 186
OpenVMS ク ラ イアン ト , 186
インス トール サーバ , 187
ク ラ イアン ト , 185
ク ラスタ , 188
複数の LAN カードが構成されたク ライアン

ト , 186

え

エクスポート
Microsoft Cluster Server ク ラ イアン ト , 194
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HP-UX, B-40
再ビルド、 HP-UX, B-40

カーネルの再ビルド、 HP-UX, B-40
概念

Cell Manager, 3
Disk Agent, 3
IDB ファ イル名変換 , 262
Media Agent, 3
NDMP Media Agent, 3
インス トール サーバ , 3
インポート , 185
エクスポート , 192
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